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同盛土状況（南北ラインの西側部分）
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ＳＴ３玄室内敷石状況（西から）
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凡　　例
１　挿図の縮尺

　　遺構実測図＝１：２０　１：３０　１：４０　１：６０、土器＝１：３　１：４、石器＝２：３　１：３　１：４を基

本とし、以外のものを含めて挿図中にその縮尺を明示した。

２　遺構実測図の表現

　　遺構実測図は、図の煩雑さを避けるためにモノトーンや２色で表現した箇所がある。なお、竪穴住居跡の赤色

部分は住居掘削底面の状態を示す。

３　図版の縮尺

　　遺構・遺物写真などの縮尺については任意であり、統一していない。

４　土器の実測図中の記号・表示は下記に示しておく。

　　　　　　　　　　須恵器の調整　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土師器の調整

　�は回転ヘラケズリ、�は手持ちヘラケズリ、�は手持ちヘラミガキ、�は板状工具によるナデ、�は指頭痕、

�は叩き目、�は接合痕、	は人為的な打ち欠きを示す。なお、赤色のスクリーントーンは赤彩塗布、黒色は黒

色処理を意味する。

５　石器の計測表及び観察表の計測値は、下記の計測方法に拠った。単位はｇ、ｃｍである。

　　本遺跡では、掲載石器と参考資料となる石器のみ計測した。　

６　石器実測図中の記号や表示は以下のものを示す。

　石器の節理面は１点鎖線で表示した。微細剥離の認められる部分は○でその範囲を示した。微細剥離の観察は肉

眼により行った

７　本書に記載する層序について　

　　層（テフラ・ローム層）の略称は、「平成１５年度東九州自動車道（都農～西都間）関連埋蔵文化財発掘調査概要

報告書�」第１章第２節の記載に準じる。
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第�章　調査の記録（�）

第１節　古墳時代の墳墓群

１、調査の概要

【概　要】

　牛牧１号墳（ＳＮ１）の南側を中心とする部分では、

消失円墳１基（牛牧１５号墳：ＳＮ２）が検出されたの

を皮切りに、地下式横穴墓８基、土坑墓３基および馬

埋葬土坑２基と祭祀土坑１基等の存在が確認された。

古墳時代終末期の墳墓群と理解される。

　また、古墳周溝内にも地下式横穴墓が存在すること

が判明し、古墳と地下式横穴墓は互いに密接な関係性

を有していることが伺えた。

　他方、ＳＮ１の北側は、竈や土器埋設炉を有する竪

穴住居跡７５軒、掘立柱建物跡７８棟および柵列跡５条な

どが検出された。古墳時代終末期を中心とする集落と

考えられる。

　このようにＳＮ１の南北で、墳墓群と集落域と対比

的な関係性が看取される遺構配置となる。

　なお、この古墳時代終末期の集落と墳墓群はＡ調査

区以外では確認できていない。

【遺物記述について】　

　本文中では、遺物出土状態の記述を重視し、遺物の

諸特徴は必要最低限の言及にとどめた。個々に遺物説

明を行なうと非常に煩雑になるためである。

　そのため、個々の遺物の詳細については遺物観察表

を参照されたい。

２、古　墳
　本遺跡では、既知の古墳であった牛牧１号墳の他、

古墳墳丘が失われた消失円墳が１基検出された。新規

確認古墳として牛牧１５号墳（ＳＮ２）と報告する。

牛牧１号墳（ＳＮ１）（第２２７～第２５３図）

【立　地】

　牛牧１号墳は、Ａ調査区の南側中央部分（Ｉ１６グ

リット周辺）に位置し、牛牧古墳群の西端にある。こ

の牛牧古墳群は前方後円墳１基、円墳１６基で構成され

る。周溝検出面は第�層上面で、標高は８８．２５～８９．７５

ｍ前後である。

【発掘調査の経過】

（墳丘測量）

　下耳切第３遺跡の確認調査時に牛牧１号墳の実地踏

査を行なった。牛牧１号墳は周知の古墳であったが墳

丘の改変や削平が著しく、損なわれた状態であった。

そこで本調査に向けた資料作成を意図し測量調査を実

施した（第２２７図）。

　測量調査は、墳丘周辺に局地座標を組み、平板測量

にて縮尺１００分の１・等高線間隔２５�で周辺地形を含め

て行なった。

　墳丘は、四方を削平され、一見して方墳状を呈して

いた。この現存墳丘の中心を墳丘仮中心として基準杭

Ｐを設定した。墳丘断面図の作成を考慮して４方向に

Ｎ・Ｓ・Ｅ・Ｗ杭を打ち込んだ。

　現況調査の結果、現存径は１２～１３ｍ、現表面との比

高差は１～１．５ｍを測った。墳頂部分で礫の存在が確

認されたので葺石の存在が推測され、墳丘崩落面には

石材の露出を認めなかったので、主体部は竪穴系埋葬

施設と考えられた。

（発掘調査の経過）

　墳丘測量後、墳丘仮中心Ｐを起点にして任意の方向

に試掘坑を入れて周溝の存在を確認する作業を行なっ

た。その結果、周溝が二重に巡る可能性が高いことが

判明した。また、周溝相当部分は耕作により基本土層

の第�層（�－��）まで攪乱が及んでいた。

　発掘調査に当たっては、周溝相当部分は重機で第�

層上面まで掘り下げた。墳丘相当部分は、崩落土や流

出土の除去を念頭に十字トレンチを設定して断面で本

来の墳丘を確認しつつ検出に努めた（第２２８図）。

　また、墳丘仮中心（Ｐ）を原点に、墳丘を東西・南

北方向に４分割して、主体部の長軸方向の北側から時

計周りにＡ区・Ｂ区・Ｃ区・Ｄ区と呼称して墳丘掘削

を行なった。

　墳丘は盛土土面と腐植土層はともに黒色土で、その

違いを見極めるのには困難が伴った。後述のように黒

色土系盛土を掘削して構築される木棺直葬の複次埋葬

－２７３－



墳であったため、墳丘遺存面における主体部上面検出

はさらなる困難を強いられた。十字トレンチ間に補助

トレンチを設定しつつ精査を進めた。

　散水やブルーシートによる養生等、試行錯誤を繰り

返して主体部の上面検出に努め、先行トレンチの断面

土層と平面観察に傾注した結果、後述のような成果を

得ることができた。面的に掘り分けられた部分もある

が、数�ずつ人工層位的に面的に掘り下げてようやく

主体部の輪郭をつかんだ部分もある。

　周溝は、検出面において二重に巡る周溝であること

が確認された。牛牧１号墳の東側周溝部分では、周溝

肩が不自然に落ち込む部分や、周溝の途切れた箇所に

黒いシミが確認され、遺構の存在が想定された。精査

の結果、これらは地下式横穴墓や土坑墓、馬埋葬土坑

等と確認された。

　周溝の掘削は、土層観察ベルトを北から南にかけて

１３箇所設定し、堆積状況を観察しつつ実施した。現地

記録として１０本の土層図を作成した（第２３４図）。

　墳丘遺存面の検出と主体部精査、周溝の掘削は並行

実施し、主体部と周溝及び付帯遺構（地下式横穴墓等）

の完掘した段階で空中写真撮影をおこない、墳丘断ち

割り調査と旧表土面検出作業に移行した。

【規模と概況】

　牛牧１号墳は、調査の結果円墳と判明した（第２２９

図）。墳丘径１９ｍ、高さは周溝検出面より約２．４ｍを測

る。

　周溝は二重に巡り、内周溝の外径は約２３．５ｍ、外周

溝外径は約３６ｍとなる。周溝内に４基の地下式横穴墓

が築造されていた。墳丘盛土は、土堤状盛土工法が用

いられた可能性が高い。

　主体部は５基確認され、全て川原石を墓壙四隅に配

した棺台の上に置かれた木棺直葬である。

【墳　丘】

（現　況）

　現存墳丘径は東西１０ｍ、南北９ｍを測る。現存墳丘

高は周溝検出面から約２．４ｍだが、旧表土面からの絶

対高は、約１．８ｍである。標高８８．２５～８９．２５ｍの北か

ら南側に向けての緩斜面に位置する。墳丘最高点は、

標高９１．３１３ｍである。

　墳丘墳裾周囲は耕作により第�層（�－��層）上面ま

で削平され、盛土や旧表土が露出した状況であった。

墳丘が段築やテラスを有したかは不明である。

　また、墳丘中心付近は、垂直に掘削された土坑に

よって攪乱を受けていた。土坑は墳丘基底面まで達

し、底面付近は人頭大の円礫が投げ込まれた様に重な

り合って出土した。

　調査段階は盗掘坑と判断していたが、地元の話によ

ると第二次世界大戦末期に駐屯した「護路部隊」が高

射砲台建設のため掘削した土坑で可能性が高い。

　墳丘遺存面は、多数の磨石や敲石、円礫や打製石斧

や石皿等が散乱していた。葺石や敷石遺構の可能性を

検討したが、石配置の規則性はなく、畑に近い東側の

みに集中していた。

　土地所有者の証言と総合した結果、石器や礫の集中

は、耕作中に出土した石器を古墳側へ投げ入れたため

と判断し、葺石は施されなかったと判断した。埴輪も

確認されていない。

（墳丘の構造）

　墳丘は、黒色土（基本土層の第�層）、黒色粘質土

（第�ａ層）、黒褐色粘質土（第�層）、褐色粘質土

（第�層）、�－��と褐色土ブロック（第�・	層と
・

�層）等が様々な割合で混合された盛土から形成され

る。�－��と褐色土ブロックは、周溝掘削土がその由

来と考えられる（第２３０図）。

　盛土の構成は、墳頂部から、�黒色土（�－��ブロッ

ク混）、�褐色粘質土（基本土層の第�層由来）、�黒

色土＋�－��・褐色土ブロック（基本土層の第	～�層

由来）、�暗褐色土（黒色土＋基本土層の第�層由来）、

��－��・褐色土ブロック＋黒色土（基本土層の第	～

�層由来）、�黒色粘質土（基本土層の第�ｂ層由来）

の６種に大別される（第２３０図）。�と�の差は、�の

ほうが盛土内に含まれるブロックの割合が黒色土より

も高い点である。

　墳丘土層断面は、主体部群主軸方向（北西－南東ラ

イン：ａ－ｃライン）と直交する方向（北東－南西ラ

イン：ｂ－ｄライン）で観察し、土層図を作成した。

　南北ラインと東西ラインで残存墳丘を４区分（Ａ～

Ｄ区）し、４分の１ずつ墳丘を除去した。墳丘築造工

－２７４－
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程を把握するため、盛土単位ごとに除去する試みを進

めた。断面では分層が可能であったとしても面的に掘

り分けられるのは、�および�の除去時で、�以降は

各土層を大きなまとまりとして把握するのが限界で

あった。さらに、南北ラインと東西ラインでは不整合

をきたす場合もあり、面的に掘り分けたとしても有効

な図化や写真撮影は厳しかった（第２３１図）。

　墳丘基底面は、縄文時代後・晩期の遺物包含層であ

る。遺物包含層の上面は腐植土層を形成せず、古墳時

代終末期の遺物包含層（基本土層の第�層）は存在し

ない（第２３２図）。

　この、第�層を挟まずに墳丘盛土が構築されること

から、墳丘盛土構築直前に墳丘基底面の整地工程がな

された可能性がある。

　墳丘基底面は、標高８９．２～８９．５ｍの範囲が残存して

おり北から南に向かって下がる。�－��上面の等高線

と比較して傾斜が緩やかであるため、水平に整地しよ

うとした意図が読み取れる。

（墳丘盛土構築復元）

　土層断面観察と面的な精査結果から復元されるＳＮ

１の墳丘盛土工程は次のとおりである（第２３０・２３１図）。

　�段階…基本土層の第�層を除去する。第�ａ層

（縄文時代後・晩期包含層）の一部まで達す

る。標高８９．２～８９．５ｍが墳丘基底面のレベル

となる。なお、植生の焼き払いの痕跡は確認

できない。

　�段階…黒色粘質土（�）で墳丘中心から直径５ｍ

前後、墳丘基底面からの高さ０．２５ｍ前後の高

まりを形成する。

　　　　　その両側０．５～１．５ｍの部分から、小高い高

まりをドーナツ状に取り囲むように盛土する。

　　　　　北西－南東ライン（ａ－ｃライン）ではや

や不明確となるので、部分的に収束する土堤

状盛土の可能性がある。

　�段階…土堤状盛土（第１段階）がなされる。�－��・

褐色土ブロック＋黒色土（�）を用いて墳丘

の外周に土堤状に盛土を積む。

　　　　　墳丘中心部が窪む３列の隆起部、つまり、

墳丘中心から外縁に向けて同心円状に３周す

る土堤状盛土列が認められる。

　　　　　土堤状盛土の下部は�－��・褐色ブロックの

みの、殆ど黒色土が混入しない盛土で積まれ

る。

　�段階…�段階で生じた土堤状盛土列の谷部（窪み）

を黒色土＋�－��・褐色土ブロック（�）と暗

褐色土（�）で覆うように充填し、標高９０．２

～４ｍ前後の高さで水平面を築く。

　　　　　黒色土＋�－��・褐色土ブロック（�）を用

いた盛土工程を�－ａ段階、暗褐色土（�）

の工程を�－ｂ段階と細分できる。

　	段階…褐色粘質土（�）でかぶせるように斜めに

盛土を積む。北東－南西ラインでは土堤状盛

土様な盛土のつみ方がなされる。

　
段階… �－��ブロックが僅かに混入する黒色土

（�）で厚く盛り上げ、墳形を整え墳丘を完

成させる。

　上記のように、牛牧１号墳の盛土工程は�～
段階

が想定された。盛土工程の�段階では、旧表土由来の

土を利用するが、�～�段階は黒色土と地山ブロック

塊の混合土が主体となる。

　特に�段階の盛土時に使用される地山ブロック塊は

０．１～０．２ｍ大と大きく緻密である。

　墳丘盛土は、周溝掘削土が使用されたと考えられ、

墳丘中・下部は地山ブロック塊を含む黒色系土でしっ

かりと盛り上げられる。逆に	段階で地山ブロック塊

の混入が少ない、よくこなされた褐色粘質土で丁寧に

�段階まで盛土を押さえ込むように盛土する。

　なお、北東－南西・北西－南東ラインの墳丘土層断

面では旧表土面上に幅０．２～０．６前後、厚さ０．１～０．２ｍ

前後の黒色粘質土塊が点々と認められた。調査時では

「土嚢」の使用が想定されたので平面的に精査して形

状の把握に努めたが、確認できなかった。現時点で

は、通常の盛土と判断したい。

（墳丘盛土内土坑）

　墳丘Ｄ区の第４主体部北西側で土坑が１基検出され

た（第２４８図）。検出面は、標高８９ｍ付近で墳丘盛土工

程の第�段階の上面である。土坑の平面プランは不整

な楕円形で、長軸０．７８ｍ、短軸０．５６ｍである。深さは、

検出面から０．１５ｍ前後を図る、断面逆台形を呈する。

－２７９－



底面の東側部分では、さらに深さ０．１５ｍの円形の掘り

込みが穿たれる。覆土は、暗褐色土主体の�－��ブ

ロック塊が少量混入する。

　土坑中央部分の底面からやや浮いた箇所で耳環

（９２７）が１点出土した。

　墳丘盛土内土坑は、墳丘構築時（�段階）終了後に

掘削されたと考えられる。耳環は土壙墓の可能性を示

唆するが、規模と構造はむしろ、墳丘構築途次の祭祀

的土坑の意味合いが強い。

（墳丘盛土中出土遺物）

　墳丘盛土中からは縄文時代早期～後・晩期の土器と

石器が多量に出土した。墳丘盛土工程�・�段階の盛

土に伴う。遺物は、所属時期の関連性を重視して本報

告書第１分冊「第�章第６節」に記載した。

　ＳＮ１周辺は、縄文時代中期と後・晩期の遺構およ

び遺物包含層が存在することから、墳丘構築の際に、

当該期の遺物包含層を破壊して盛土に供したため、必

然的に遺物が盛土中に混入したといえる

【周　溝】

　周溝は、墳丘を二重に巡る二重周溝である。墳丘中

心側を内周溝、墳丘外の周溝を外周溝と呼称する（第

２３４・２２９図）。内周溝、外周溝の一部はＳＥ３で失わ

れている。

（内周溝）

　内周溝は、基本的に整美な円弧を描くが、北西部分

でやや張り出し気味となる。検出面の幅は最小４ｍ、

最大５．９ｍで平均５．５ｍを測る。

　周溝の外径は約２３．２～５ｍ、深さは、検出面から最小

０．８ｍ、最大１．２ｍで平均１ｍ前後を測る。周溝底面の

比高差は、北東－南西で０．５ｍ、北西－南東ラインで

０．７５ｍと、北西側と南東側が深くなる。自然地形が北

側から南へと傾斜していたことに影響と考えられる。

　内周溝の断面形は、Ｖ字または薬研堀状を基調と

し、周溝壁面の立ちあがりは、墳丘側４５°、墳丘外側で

は５０～６０°と墳丘側が緩やかな傾斜になる。

　墳丘Ｃ・Ｄ区部分の内周溝底面は、１０～１８ｍ間隔で

階段状に掘削される。

　階段状に掘削される部分の断面形は、底面を０．２～

０．３ｍ程度さらに掘削する箱型となる。

　このＳＮ１の内周溝壁面と底面を掘削して築造する

地下式横穴墓が、墳丘Ａ・Ｂ区にかけて３基検出され

た。北からＳＴ６、７、５である。

　なお、墳丘内周溝遺物やその出土状況は別項にまと

めて記載する（２３５図・２３６図）。

　内周溝の覆土は、黒色やオリーブ色の黒色土が主体

である。壁面から流れ出た地山土が間層として流入し

た状況が伺えるか、墳丘盛土由来の地山ブロック土は

認められなかった。

　ＳＴ５とＳＴ１の中間の断面土層（第２３４図－ｇ－ｇ'

ライン）の観察では、標高８８．０ｍと８８．５ｍ付近で踏み

固められたような硬化面が２箇所認められた。標高

８８．５ｍ付近の硬化面は８（ｂ）層上面で、中央部分が

僅かに凹む水平面を形成する。

　この硬化面は、ＳＤ３背後付近からＳＴ７付近の内

周溝断面土層付近にかけて部分的に検出された。断面

観察では把握できても、平面的には認識しづらく図化

は困難であった。この硬化面のレベルは、ＳＴ５・７

の竪坑上面の高さと対応する。

　ＳＴ７南側の周溝断面土層（第２３４図  ｆ－ｆ'ライン）

も、標高８８．５ｍ付近で硬化面が形成されていた。

　また、ＳＴ１付近で外周溝は途絶することからもＳ

Ｔ５・７の造営時に内周溝を「墓道」や「進入路」と

して使用していた可能性がある。

（外周溝）

　外周溝は、墳丘Ａ・Ｃ・Ｄ区付近で検出された。Ｂ

区部分では確認されなかったが、その推定延長ライン

上には土坑や土壙墓、地下式横穴墓、馬埋葬土坑が円

弧を描くように位置する。

　墳丘Ａ・Ｃ・Ｄ区の外周溝は連続せず、古墳主体部

の主軸方向と直交する方向で途切れて大きく４分割さ

れたような形となり、Ｃ区とＤ区、Ａ区とＤ区の境は、

陸橋状となる。

　Ａ区では帯状、Ｃ・Ｄ区では扇形ないし半月弧を描

くので、周溝全体形は花弁状である。

　外周溝の外径は、３５．７ｍを測り。Ａ区部分の周溝幅

は０．７～２．９ｍ、深さ０．３～０．４ｍで断面形は箱形に近

い。Ｃ・Ｄ区は３．８～６．４ｍ、深さ０．３ｍで断面形は箱

形か浅いすり鉢状となる。

　このように外周溝は、内周溝比べて幅の広いわりに

－２８０－



第２主体部 

２８１～２８２

第２３０図　ＳＮ１墳丘縦横断面図（Ｓ＝１/４０）

第２３２図　ＳＮ１墳丘基底面検出状況（Ｓ＝１/１６０）

墳丘盛土（土色と土質）
Ａ層：�…黒褐色土
　　　　　　きめの細かい黒色土系主体の盛土である（１０ＹＲ２／２・２／３～２.５

Ｙ３／１）粘性はないが、しまりは強い。�－��ブロック土（３～５㎝ 大）
が粗らに混入する。盛土の単位は、ほぼ水平に堆積する。�－��ブ
ロック土の混入の度合によって細分した。

Ｂ層：�…褐色粘質土
　　　　　　にぶい黄褐色・褐色・オリーブ褐色の色調（１０ＹＲ４／３～４／４・

２.５Ｙ４／４～４／６）をなす粘質土、基本土層第�層由来の地山土を選
択的に使用した盛土である。全体的によくこなれており、ブロック
土はわずかなである。色調の違いとブロック土混入の粗密で細分さ
れる。

Ｃ層：�…黒色土＋Ｋ－Ａｈ・褐色ブロック土
　　　　　　基本土層の�層由来の黒色土（２.５Ｙ２／１・ＳＹ２／１）を主体に�

－��・褐色ブロック（基本土層の第	～�層由来）土が混入した土を用い
た盛り土である。ブロック土は５～１５�大と大きめだが、�と比し
てその混入度合は近い。�との属界付近は、ブロック混入比率が大
きくなる。ブロック土混入の度合と大きさの差で細分される。

Ｄ層：�…暗褐色土
　　　　　　暗褐色土（１０ＹＲ３／３・３／４）を用いた盛土層である。黒色土

（基本土層の�・�層由来）と褐色土系（基本土層の第�層）の混
入土である。褐色土ブロック（５～１５�）が比較的密に含まれ、粘性
やしまりも良い。褐色土ブロック土混入の粗密や大きさによって細
分化した。

（盛土の細分）
黒褐色土（Ａ）
Ａａ…黒色土・黒褐色主体
Ａｂ…Ｋ－Ａｈを１割含む
Ａｃ…Ｋ－Ａｈを３割含む

褐色粘質土（Ｂ）
Ｂａ… 褐色土ブロック土をわずかに含む
Ｂｂ…黄色褐色土を５割含む
Ｂｃ…褐色土ブロックを８割含む

Ｅ層：K－Ah褐色土ブロック土＋黒色土③と近似す
るが、黒色土の含有率が低い盛土である。
３㎝ 以下と５～２０㎝ 前後の大きなブロッ
ク土が密に堆積する。⑥との層界付近は特
に大きめのブロック土が密になる。粘性は
ないが、固く締められたような土質である。
ブロック土の大きさと黒色土の混入率で細
分した。

Ｆ層：黒色粘質土
　　　基本土層のⅢａ層に近似した盛土（１０ＹＲ

１．７／１）である。３㎝ 前後のＫ－Ａｈブ
ロック土のみが局所的に入るのみで、全体

的に固くしまり、粘性も高い。土質のしま
り具合いと、Ｋ－Ａｈブロック土の混入の
有無等で細分した。

黒色土＋Ｋ－Ａｈ・褐色ブロック土（Ｃ）
Ｃａ…黒色土主体でブロック土を１割含む
Ｃｂ…ブロック土を３割含む
Ｃｃ…ブロック土を４割含む

暗褐色土（Ｄ）
Ｄａ…暗褐色ブロック土を４割含む
Ｄｂ…Ｄａより土塊の大きさが大

Ｋ－Ａｈ褐色土ブロック土+黒色土（Ｅ）
Ｅａ…ブロック土（１～３ｃｍ）を６割含む
Ｅｂ…ブロック土（５～１０ｃｍ）が占める
Ｅｃ…ブロック土（５～１０ｃｍ）を８割含む
Ｅｄ…ブロック土（１～３ｃｍ）を８割含む

黒色粘質土（Ｆ）
Ｆａ…基本土層の第Ⅲ層に近いがしまりが弱い
Ｆｂ…Ｆａ より赤味が強い、ブロックわずかに含

む
Ｆｃ…Ｆａより黄味が強い
Ｆｄ…Ｆａより粘性強い

第２３１図　ＳＮ１盛土第�工程時の墳丘平面図（Ｓ＝１/１６０）
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第２３３図　ＳＮ１盛土構築工程復元図（Ｓ＝１/８０）



２８５～２８６

第２３４図　ＳＮ１周溝土層断面図（Ｓ＝１/４０）

ｈ’－ｈ土層
１：暗オリーブ灰色土
２（ａ）：黒色土
２（ｂ）：　 〃　（２ａより灰色が強い）
３：灰オリーブ色土
４：黒色土＋黄褐色土
５：黒色土＋灰褐色土
６：灰オリーブ色土＋褐色土
７：黒色土（２ａより黒味が強い）
８（ａ）：オリーブ黒色土
８（ｂ）：　 　　〃　　　（８ａより黄味が強い）

９：オリーブ色粘質土
１０：暗オリーブ色土
１１（ａ）：黒褐色土
１１（ｂ）：　 〃　　（１１ａより粘性弱い）
１２：黒褐色土＋灰黄褐色土

ｉ’－ｉ土層
１：灰黄褐色土
２：黒色土
３：オリーブ黒色土
４：黒褐色土
５：黒色土＋黄褐色土
６：灰黄褐色土＋にぶい黄褐色土（焼土層）
７：灰オリーブ色土（焼土粒含む）

８：オリーブ黒色土
９：暗オリーブ色粘質土
１０：暗オリーブ色粘質土＋褐色粘質土
１１：暗茶褐色土
１２：黒褐色土＋灰褐色土

ｄ’－ｄ
１：灰オリーブ黒色土
２：黒色土
３：黒褐色土
４（ａ）：オリーブ黒色土（焼土粒含む）
４（ｂ）：　 　　〃　　　（焼土粒混入少ない）

５：暗オリーブ色土
６：暗褐色土
７：暗オリーブ色土＋褐色粘質土

ｅ－ｅ’土層
１（ａ）：黒色土
１（ｂ）：　 〃　（１ａ層より黒味が強い）
２：黒褐色土
３：黄褐色土＋黒褐色土
４（ａ）：黒色粘質土
４（ｂ）：　 〃　（４ａ層よりしまり弱い）
５：オリーブ黒色土
６（ａ）：暗褐色土
６（ｂ）：　 　〃　（６ａ層より黄味が強い）

ｂ－ｂ’土層
１：黒色土
２：黒色土＋暗褐色粘質土
３：明黄褐色粘質土
４：黒色土＋褐灰色土
５：黒色土＋オリーブ黒色土
６：黒褐色土

ｃ－ｃ’土層
１：黒褐色土
２：暗褐色土
３：黒色土
４：オリーブ黒色土
５：黒褐色土（褐色ブロック土を含む）
６：黒色粘質土
７：灰オリーブ黒色土

ａ’－ａ土層
１：灰黄褐色土
２：オリーブ黒色土
３：灰黄褐色土＋黒色土
４：暗オリーブ色粘質土
５：灰オリーブ色土
６：オリーブ黒色土＋にぶい黄褐色粘質土

ｆ－ｆ’土層
１：暗オリーブ灰色土
２（ａ）：オリーブ黒色土
２（ｂ）：　 〃　
　　　　（２ａより黄味が強い）
３：オリーブ黒色土＋褐色土
４：黒色土
５：黒褐色土
６：黒褐色土＋黄灰色土
７（ａ）：にぶい黄色粘質土＋黒褐色土
７（ｂ）：　 〃　（７ａより粘性弱い）
８（ａ）：明黄褐色粘質土
８（ｂ）：　 　　〃　　　（８ａより黒味が強い）
９：黒色土＋暗灰色土
１０：黄褐色土＋黒褐色土

ｇ－ｇ’土層
１：暗オリーブ灰色土
２：黒色土
３：黄褐色土
４（ａ）：黒色土（２層より硬質）
４（ｂ）：　 〃　（４ａ層より黒味が強い）
４（ｃ）：　 〃　（４ａ層より黄味が強い）
５：オリーブ黒色土
６：黒色土＋褐色土
７：黒色土＋黄灰色土
８（ａ）：黒色土（２層にＫ－Ａｈブロックが若干混入）
８（ｂ）：　 〃　（８ａ層より黄味が強い）
９：黒褐色土
１０：にぶい黄褐色粘質土＋黒褐色土
１１（ａ）：黒色粘質土
１１（ｂ）：　 　〃　　（１１ａよりしまり弱い）
１２：黄褐色土＋暗褐色土

ｊ’－ｊ
１：灰黄褐色土
２：黒色土
３：オリーブ黒色土
４（ａ）：黒色土（２層より黒味が強い）
４（ｂ）：　 〃　（４（ａ）層よりしまり弱い）
５：黒色土＋黄褐色土
６（ａ）：黄褐色土＋黒褐色土
６（ｂ）：　 　　　〃　　　　（６（ａ）層より粘性弱い）

７（ａ）：灰オリーブ色土
７（ｂ）：　 　　　〃　　　　（７（ａ）層より粘性強い）
８：オリーブ黒色土（３層に焼土粒混入）
９：暗オリーブ色粘質土（焼土粒混入）



浅いのが特徴的である。

　なお、Ｄ区では、周溝の再掘削が認められた（第２３４

図－ｉ－ｉ'ライン）。土層観察結果から、半月弧状の外

周溝が埋没した後、外周溝墳丘側の側縁より、幅０．６～

０．８ｍで円弧に沿って再掘削されたと考えられる。

　断面では再掘削の事実が確認できたが、既に大半を

精査し終えた状態であったので平面的な追跡は部分的

で図化しえていない。

　外周溝の覆土は、黒色やオリーブ色の黒色土が主体

である。内周溝と外周溝の間には、約２～３ｍ前後の

空白帯が存在しており、調査時は周堤の存在を想定し

た。周堤は、西都市鬼ノ窟古墳例の如く、墳丘盛土と

類似すると想定し、地山ブロックや地山ブロックを含

む黒色土の堆積状況に留意して土層観察を行なった。

　しかし、周溝覆土の観察においては、墳丘盛土由来

の地山ブロック土が周溝壁に沿って墳丘側から流れこ

んだ状況であったのみで、周堤が存在する積極的な根

拠は得られなかった。　

〔周溝内遺物出土状況〕

　内周溝・外周溝とも須恵器・土師器を中心とした遺

物が出土した。外周溝では小破片が覆土中に散漫に出

土したのに対し、内周溝では量的な出土もさることな

がら人為的行為による出土状況が認められた。

（Ａ－ａ区）（第２３５図）

　墳丘Ａ区の内周溝内にあるＳＴ６の西側部分（Ａ－

ａ区）では、土師器甕（８６５・８６６）がまとまって出土

した。出土位置は、ＳＴ６築造面に相当し、ＳＴ６の

入り口前面に広がる掘削土上面にも破片が広がるた

め、ＳＴ６造営時に関連する遺物群と考えられる。

　周溝検出面付近では、須恵器高台付�の坏蓋（８５７）

と高坏または台坏盤の脚柱部（８６２）、土師器鉢底部

（８６８）と高台付坏底部（８６８）等が出土した。

（Ａ－ｂ区）

　ＳＴ８とＳＮ１主体部群を結ぶ位置にあるＡ－ｂ区

は、周溝中央部で鉄刀（８６８）が１振出土した。鉄刀は、

切先を墳丘側に向けた状態で、内周溝底面が完全に埋

没する時点での高さで検出された。鉄刀に伴う埋葬施

設などは確認されていない。

　８６９は両関を有する鉄刀で直刀と考えられる。刃部

はほぼ完存だが、柄部は中途より欠損する。

（Ｂ－ａ区）（第２３５図）

　ＳＤ３に近い内周溝（Ｂ－ａ区）では、周溝底面よ

りやや浮いた位置（標高８８．１～２ｍ付近）を中心に須

恵器坏蓋（８５４～８５６）、高坏脚部（８６４）、壷（８５８）、壷

の蓋（８５９）長頸壷脚部（８６０）、提瓶（８６３）、甕胴部片

（８６１）が５～１０�大、２０�大のの円礫や棒状礫十数個

と伴ってまとまって出土した。８５９は頸部を、８６４は脚

裾部を意図的に打ち欠かれた痕跡が残る。

（Ｄ－ａ区）（第２３６図）

　Ｄ－ａ区では、周溝底面付近とやや浮いた位置（標

高８７．８～８８．３ｍ）を中心に須恵器坏蓋（８７０・８７１）、坏

身（８７２～８７６）、鉢（８７７）、有蓋高坏の蓋（８７８）と短

脚高坏（８７９～８８２）と瓦泉（８８３）と５～１０�大の円礫や

棒状礫数個と伴って出土した。８７９・８８０・８８２の口縁

部には打ち欠きの痕跡が残る。

　土器類は破片化が著しく、その出土状況から周溝外

から周溝底面に向けて複数回にわたり投棄したような

あり方である。

　また、Ｄ－ａ区南側では、周溝底面付近（標高８７．９

ｍ）と、間層を挟んだ位置（標高８８．２～３ｍ）の２層

にわたって広範囲の焼土層が検出された（第２２９図の網

掛け範囲部分）。層厚は３～４�前後である。

　この焼土層の絶対年代を推定するために熱ルミネッ

センス年代測定を�古環境研究所に分析委託した。

が、見かけより焼土化が進んでいなかったことから正

確な数値は得られなかった。なお、詳細な結果は、第

	章に記載する。

（周溝内遺物の時期）

　Ａ－ａ区の土師器甕（８６５）は、胴部上半を失う資

料で、形態的な特徴から７世紀前半代に属すると考え

られる。須恵器高台付�の蓋（８５７）はＴＫ４８併行の

資料である�。８６２は８世紀以降の時期に相当する。土

師器の高台付�（８６８）は８～９世紀代に属すると考

えられる。

　Ｂ－ａ区の須恵器坏蓋（８５４～８５６）はＴＫ２０９新段

階に相当する坏Ｈと坏Ｇと考えられる。提瓶（８６３）

はＴＫ２１７段階、高坏（８６４）は、Ｄ－ａ区出土有蓋高

坏の脚部に類似するのでＴＫ２０９新段階に併行する資

料である。

－２８７－



－２８８－

周溝覆土 
869

A－b区 

M.N.

A－a区 

A－b区 

B－a区 

SN1

ST6

M
.N.

0 1m 0 1m

0 1m

Ｂ－ａ区内周溝内 
遺物出土状況 
（Ｓ＝１/４０） 

A－b区 

M
.N
.

M.N.

Ａ－ａ区ＳＴ６ 
西側付近 
周溝内 
遺物出土状況 
（Ｓ＝１/４０） 

内周溝鉄刀 
出土状況 
（Ｓ＝１/４０） 

854

856

858
860

859

857

855

L＝89.35m

865

866

867
863

868

0
10
�
 

864

862

861

869

858

0 10� 

865＋866

869
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　Ｄ－ａ区出土遺物は、須恵器蓋坏の口径に着目する

と、須恵器坏蓋（８７０・８７１）は口径１２．５～１３�、坏身（８７２

～８７４）は１０．７～１１．７�、８７５は９．５�を計測する。法量

と形態から須恵器坏蓋（８７０・８７１）はＴＫ２０９新段階、坏

身のうち８７３・８７６はＴＫ２０９新段階、８７２・８７４はＴＫ２１７

古段階、８７５はＴＫ２１７新段階に併行する土器群と考え

られる。

　また、有蓋短脚の高坏（８７８～８８０）は、西都市西都

原古墳群２０５号墳出土高坏Ｃ�と類似するため、ＴＫ

２０９～ＴＫ２１７段階に併行すると考えられる。

　ただ、本遺跡出土の有蓋短脚の高坏は方形透かしで

なく、三方円孔透かしである。瓦泉（８８３）は、口縁部の

つくりと胴部が球形を呈すのでＴＫ２０９新段階に併行

させておきたい。

　このようにＤ－ａ出土遺物は、須恵器型式から複数

時期が想定され、出土状況と合致する。

〈註〉

�　須恵器の型式については、以下の文献を参考にした。

　　田辺昭三『須恵器大成』角川書店 １９８１

　　増田一裕「飛鳥時代須恵器の編年にかかる追試作業」

　　『土曜考古』第１９号土曜考古学会１９９５

�　長津宗重『鬼の窟古墳・西都原２０５号墳』特別史跡西都原

古墳　群発掘調査報告書第１集 宮崎県教育委員会 ２０００

－２８９－

第２３６図　ＳＮ１周溝内遺物出土状況と出土遺物実測図�（Ｓ＝１/４・１/４０）
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【主体部】

（概　要）

　牛牧１号墳墳丘平坦面にて、４基の平面的に切り合

う墓壙群を検出した（第２３７～２３９図）。北東（旧）側

から南西（新）側に第１・第２・第３・第４主体部と

呼称する。構築順序は第１⇒第２⇒第３⇒第４の順番

である。各主体部とも礫を使用した棺台に木棺を安置

する木棺直葬である。また、全ての主体部では、遺骸

は残存していない。

　さらに、第２主体部では再度埋葬された痕跡が確認

されたので、５回の複次埋葬といえる。

　なお、各主体部は、全て墳丘完成後に掘り込まれて

おり、墳丘基底面上や盛土構築途中に埋葬された主体

部はない。

（第１主体部）

〈墓　壙〉

　第１主体部は、礫を４箇所に配置して棺台とし、そ

の上に木棺を安置する木棺直葬の葬法をとる埋葬施設

である（第２３９図）。

　墓壙は、平面長方形で長辺４．７５ｍ、短辺１．８ｍ、検出

面から木棺底面までの深さは０．６ｍを測る。

　墓壙底面において、さらに長辺３．９ｍ、短辺１．３５ｍ、

深さ０．１５ｍを測る長方形の掘りかたが確認された（第

２４０・２３８図）。

　従って墓壙は、標高９０．５０ｍ付近まで二段掘り状に

掘削後、褐色粘質土や黒色土（第１～９層他）を用い

て底面を平坦に整地されたと考えられる。

〈棺　台〉

　墓壙底（整地）面には４箇所の配石が確認された。

棺台と考えられる。棺台は、砂岩や頁岩の人頭大の礫

で、墓壙底面を掘り込み埋置する（第２３７・２４０図）。

　北西側小口部の棺台は、長さ０．４ｍ、幅０．２５ｍ、厚さ

０．２ｍ前後を測る大きさの揃った扁平礫を墓壙中軸線

側にやや内傾させて配置される。

　２つの礫とも、墓壙底面を長軸１．１ｍ、短軸１ｍの掘

り込み内に埋置される。礫の上端が墓壙底面より０．０５

～０．１ｍ前後突出させている。

　また、礫の上面は黄褐色粘質土で厚さ０．０５ｍ前後被

覆されていた。

　南東側小口部の棺台は、長さ０．４～０．５、幅０．２～０．２５

ｍ、厚さ０．１～０．２ｍを測る大きさの揃う扁平礫を平坦

面を上にして配置される。

　礫は、墓壙底面に掘削された掘り込み内に、その上

端が墓壙底面より０．０．１ｍ前後突出するよう埋置され

る。掘り込みは、長軸０．５ｍ、短軸０．３５～０．５ｍの平面

楕円形である。

　掘り込みの切りあいから、墓壙南東隅⇒南西隅の順

番に配石されたと考えられる。

　また、南東側小口部の棺台は、北西側小口部よりも

長くて平滑な礫が使用される。

　なお、北西側及び南東側小口の棺台は、使用礫の長

辺側を墓壙主軸に平行するように埋置されている。

〈木棺と出土遺物〉

　木棺の痕跡を断面土層にて確認できた。鉄釘が検出

されないので組合式の木棺と考えられる。木棺の法量

は別項で復元を試みた。

　木棺を棺台上に設置後、木棺の両小口や両側板側を

固定するように木棺側に斜めに傾けて埋め戻し、その

後、木棺と墓壙の間隙は水平に埋め戻される。

　土層断面からは、木棺天井板の腐朽後に棺内に多量

の流入土で満たされたことが看取できる。

　遺物は、北西側小口部分を中心に出土した（第２４１・

２４２図）。棺台中心より０．４ｍ離れた位置で須恵器坏蓋

（８８４）と坏身（８８６）を枕状に配置されていた。その

東側から耳環（８８７・８８８）とメノウ製の勾玉（８８９）

が出土した。

　遺物の出土位置から、被葬者の頭位は西位と推定さ

れ、墓壙主軸は、Ｎ‐４２‐Ｗとなる。

　さらに、北東側の側板相当部分では、刀子３本（８９０・

８９１）が重ねられた状況で、東側小口部分の足位に相

当する箇所で須恵器坏蓋（８８５）が出土した。８８５と８８６

はセットとなる。

　そのほか、木棺天井板腐朽後の流入土中から、須恵

器坏蓋（８９２）、坏身（８９３）、高坏脚部（８９４）と提瓶胴

部（８６５）が出土した。

　８９１は刀子と考えられる。２本の刀子が錆により

くっついている。また、関が刃部ではなく背部のほう

にあり、茎部分に木質が残存する。８９０は錆により不

鮮明ではあるが断面観察から刀子と考えられる。

－２９０－
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第２３７図　ＳＮ１主体部土層図（Ｓ＝１/４０）

ＳＮ１主体部土層注記
１：表土
２：黒褐色土
３（ａ）：暗褐色土
３（ｂ）：　 〃　（３ａ層よりしまり強い）
４：黒色土
５（ａ）：黒褐色土（２層よりしまり弱い）
５（ｂ）：　 〃　（５ａ層より黄味が強い）
６：オリーブ黒色土
７：灰褐色粘質土
８：褐色粘質土
９：暗灰黄色粘質土
１０：暗灰黄色粘質土＋黒色土
１１：オリーブ黒色土＋暗灰黄色粘質土

１２（ａ）：暗灰黄色粘質土＋黒褐色土
１２（ｂ）：　 〃　（１２ａ層より粘性強い）
１３：オリーブ黒色粘質土
１４：オリーブ黒色土＋オリーブ褐色土
１５：黒色土（４層よりしまり弱い）
１６：極暗褐色土
１７：暗褐色粘質土
１８：暗褐色土＋暗オリーブ色土
１９：オリーブ黒色土（６層よりしまり・粘性とも弱い）
２０（ａ）：暗オリーブ黒色土
２０（ｂ）：　 〃　（２０ａ層より黄味が強い）
２１：黒色土＋Ｋ－Ａｈブロック土
２２（ａ）：黒褐色土＋にぶい黄褐色土
２２（ｂ）：　 〃　（２２ａ層よりしまり弱い）

２３：黄褐色土
２４：黒褐色土＋黄褐色土
２５：褐色土＋黒褐色土
２６：暗オリーブ灰色土
２７：黒色土（４層よりややしまり強い）
２８：オリーブ黒色土（６層よりややしまり強い）
２９：灰オリーブ色土
３０：黒色土＋灰黄色粘質土
３１（ａ）：暗灰黄色粘質土＋灰オリーブ粘質土
３１（ｂ）：　 〃　（３１ａ層よりしまり強い）
３１（ｃ）：　 〃　（３１ａ層より黒味が強い）



－２９２－

第２３８図　ＳＮ１主体部墓壙底面下状況（Ｓ＝１/４０）

ＳＮ１主体部墓壙底面土層注記
１：明黄褐色土＋黒色土
２：黄褐色粘質土
３：にぶい黄褐色粘質土
４：にぶい黄褐色粘質土＋黒褐色土
５：黒色土
６：暗灰黄色粘質土＋黄褐色粘質土
７：オリーブ黒色土
８：オリーブ褐色粘質土
９：にぶい黄褐色粘質土
１０（ａ）：オリーブ黒色土＋暗オリーブ色粘質土
１０（ｂ）：　 〃　（１０（ａ）層より黒味が強い）

１１：黄褐色粘質土
１２：暗オリーブ色粘質土
１３：褐灰色土
１４：黒色土（５層より黄味が強い）
１５：オリーブ黒色粘質土
１６：灰オリーブ色粘質土
１７：暗灰黄色土
１８：オリーブ色粘質土
１９：暗オリーブ色粘質土
２０：黒褐色粘質土
２１：黄褐色粘質土（１１層より粘性弱い）
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　なお、棺台に使用された礫で、北西側棺台の北側

（９２８）と南東側棺台の北側（９２９）のものは磨面といっ

た使用痕が確認された（第２４９・２５０図）。

　縄文時代に属する石皿と考えられ、墳丘盛土構築時

に縄文時代遺物包含層を破壊した際に得られた石皿を

棺台として転用したと推測される。

〈墓壙四隅のピット〉

　第１主体部墓壙底面の四隅部分で、直径０．３～０．５ｍ

の円形ピットが検出された。深さは墓壙底面より０．５

ｍ前後を測る。柱穴の覆土は、墓壙の埋め戻し土と類

似している。柱痕跡は確認できなかった。

　また、ピットは木棺据えつけ時点を前後する段階な

のか、墓壙を埋め戻した後に掘削されたのかは、判然

としない。

〈第１主体部の時期〉

　第１主体部に伴う土器は、須恵器坏蓋（８８４）と蓋

坏（８８５・８８６）である。８８４はＴＫ２０９新段階に併行す

る坏Ｈの坏蓋である。対して８８５・８８６は坏Ｇで、坏蓋

のかえり部は突出し、坏身の体部に２本の沈線が入る

坏Ｇとしては古相を示す資料である。

　ＴＫ２０９新段階ないしＴＫ２１７古段階に併行する遺物

と考えられるが、坏Ｈ（８８４）との共伴性を重視して

ＴＫ２０９新段階に併行させておきたい。

　従って第１主体部の時期は、ＴＫ２０９新段階に併行

する時期と考えられ、ＳＮ１の築造時期も同様であ

る。周溝内遺物の最古型式もＴＫ２０９新段階となるの

－２９５－

第２４０図　ＳＮ１主体部墓壙掘りかた状況（Ｓ＝１/４０）

M
.N.

第2主体部 
第1主体部 

第
3
主
体
部
 

第4主体部 

0 2m



で矛盾しない。

　なお、木棺流入土出土遺物のうち須恵器坏蓋（８９２）

はＴＫ２１７新段階、坏Ｇの坏身（８９３）はＴＫ２０９新段

階ないしＴＫ２１７古段階に併行すると考えられる。高

坏（８９４）はＴＫ２１７段階、提瓶（８９５）はＴＫ２０９～２１７

段階前後に相当しよう。

（第２主体部）

　第２主体部は、遺物出土状況から、南側を頭位方向

とする埋葬施設と考えられた。しかし、墓壙整地面を

精査中に墓壙北西側で須恵器蓋坏と耳環が出土し、も

う１体分が埋葬されていたと判明した。この埋葬痕跡

は、土層断面及び遺物出土状況から、当初検出された

墓壙底面より下層に位置すると判断した。

　従って、第２主体部は、頭位を違えて二度埋葬され

たとする。１度目の埋葬主体を第２主体部（ａ）、二度

目の埋葬主体を第２主体部（ｂ）と報告する。

�第２主体部（ａ）

〈墓　壙〉

　第２主体部の墓壙は、第１主体部墓壙南西側を切り

取るように掘削される。埋葬手法は第１主体部と同様

である（第２３７・２３９図）。

　墓壙は平面長方形である。墓壙上端は、二度目の埋

葬時〔第２主体部（ｂ）〕により掘削されるので、第

２主体部〔ａ〕の墓壙は底面のみ遺存している（第２３８

図）。

　墓壙底面において、第１主体部同様、長辺４．３５ｍ、

短辺１．５～１．５６ｍ、深さ０．１５ｍを測る、平面長方形で断

面箱形の掘りかたが確認された（第２４０図）。

　従って墓壙は、標高９０．２０ｍ付近まで二段掘り状に

掘削後、褐色粘質土や黒色土（第１０・１２～１８層）を用

いて底面を平坦に整地されたと考えられる。

〈棺　台〉

　墓壙底（整地）面には４箇所の配石が確認された。

棺台と考えられる（第２３７図）。棺台は、砂岩や頁岩、

尾鈴山酸性岩類の礫で、墓壙底面を掘り込んで埋置す

る。墓壙底面は標高９０．３５ｍ付近となる。

　北西側小口部の棺台は、長さ０．２５～０．４ｍ、幅０．１５

ｍ、厚さ０．２ｍ前後を測る扁平礫を、墓壙中軸線側に僅

かに内傾させ、墓壙底面より０．１ｍ前後突出させて埋

置する手法をとる。

　南東側小口部の棺台も、長さ０．２５～０．３ｍ、幅０．１５～

０．２ｍ、厚さ０．２ｍを測る扁平礫を、墓壙中軸線側に僅

か内傾させ、墓壙底面より０．１ｍ前後突出させて埋置

する。

　このように第２主体部の棺台は、第１主体部のより

小さめの礫が使用され、使用礫の長辺が墓壙中軸線に

直交するように配置される。

　また、第１主体部では、使用礫を墓壙整地面から掘

り込んで棺台として埋置する手法が取られる。第２主

体部の場合は、墓壙整地と平行して使用礫を配置（埋

置）して棺台とする手法に変化している。

〈木　棺〉

　第２主体部（ａ）にともなう木棺やその痕跡は、第

２主体部（ｂ）による掘削で失われる。

　遺物は、北西側小口部分を中心に出土した（第２４３・

２４４図）。北西側棺台中心より０．４５ｍはなれた位置で須

恵器壺の蓋（８９６）と坏身（８９７）を伏せて枕状に配置

されていた。

　その南側から耳環（８９８・８９９）が検出された。遺物

出土上から被葬者の頭位は西位と推定され、墓壙主軸

は、Ｎ‐４５‐Ｗとなる。

　さらに、南東側小口部分の南側棺台付近では、長頸

鏃が５本一束の状態で鏃身部を棺台側（南東方向）に

向けた状態での出土した。

　〈第２主体部（ａ）の遺物と時期〉

　第２主体部（ａ）に伴う土器は、須恵器壺の蓋（８９６）

と坏身（８９７）である。坏身（８９７）はＴＫ２１７古段階

段階に併行すると考えられる。

　壺の蓋（８９６）は、口径的にはＴＫ２１７新段階の坏蓋

に相当するが、天井部のヘラケズリは丁寧で粗雑感は

ない。一方、器厚が厚くで鈍重だが、器高は、ＴＫ２１７

新段階の坏蓋よりも低い傾向を示すので須恵器直口壷

の蓋と判断した。

　その他の遺物は、鉄鏃と棺台の礫が挙げられる。

　９００は長頸鏃である。鏃身部は三角形をなし、断面

は両丸造である。茎部分には一部に有機質物質が残存

し、樹皮によりまかれていたことがうかがえる。

　９０１は錆により４本がくっついているが、どれも長

－２９６－
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第２４１図　ＳＮ１第１主体部
遺物出土状況（Ｓ＝１/１０）



頸鏃であり、鏃身部は三角形鏃で、断面は両丸造であ

る。茎部分には一部に有機質物質が残存し、樹皮によ

りまかれていたことがうかがえる。

　なお、棺台に使用された礫で、北西側棺台の北側

（９３０）と南東側棺台の北側（９３１）のものに、磨面と

いった使用痕が確認された（第２５０図）。

　これらは縄文時代に属する石皿と考えられ、第１主

体部と同じく棺台として転用したと推測される。

　上記の出土遺物、特に須恵器の型式より、第２主体

部（ａ）はＴＫ２１７古段階に併行する時期に属すると

考えられる。

�第２主体部（ｂ）

〈墓壙と棺台〉

　墓壙は、平面長方形で長辺５．５ｍ、短辺２～２．２ｍ、

検出面から木棺底面までの深さは、最大０．８５ｍを測

る。４主体部中、最大の墓壙規模を有し、深く掘削さ

れる（第２３７・２３９図）。

　第２主体部（ａ）の埋葬後、墓壙上端をやや拡大さ

せて再掘削し、棺台の平坦面が露出する程度まで墓壙

検出面から約０．８ｍの深さまで底面を掘削したと考え

られる。木棺の遺存状況や出土遺物の状況から棺台

は、第２主体部（ａ）のものを再利用したことが認め

られる。

　なお、第２主体部（ｂ）の墓壙底面は標高９０．４ｍと
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第２４３図
ＳＮ１第２主体部（ａ）
遺物出土状況（Ｓ＝１/１０）
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なるので、僅か約０．０５～０．１ｍ前後の差で第２主体部

（ａ）の埋葬痕跡が遺存し得たことになる。

〈木棺と出土遺物〉

　木棺の痕跡を縦断・横断土層にて確認できた。平面

的な検出に傾注したが難航したため、図化しえていな

い。第１主体部同様、組合式の木棺と考えられる。木

棺の法量は別項で記述する。また、木棺天井板の腐朽

後に棺内に多量の流入土で満たされている。

　墓壙の埋め戻し状況も第１主体部と類似し、木棺を

棺台上に設置後、木棺の両小口や両側板側を固定する

よう、黒色土を木棺側に斜めに被せる。その後、木棺

と墓壙の間隙は水平に埋め戻される。

　遺物は、南東側小口棺台部分を中心に出土した（第

２４５・２４６図）。棺台中心より０．３５ｍ北側の地点に須恵器

坏蓋（９０２）と坏身（９０３）を伏せて枕状に配置されて

いた。その北側から耳環（９０４・９０５）と水晶製切子玉

（９０７）、メノウ製の勾玉（９０６）、刀子（９０９）が検出さ

れた。刀子は切先を西に向ける。

　切子玉は被葬者の額に、刀子は右側頭部に位置して

いたと想定される。これら遺物の出土状況から、被葬

者の頭位は東位と推定される。このため墓壙主軸は、

Ｎ－１３５゚－Ｅとなる。

　そのほか、木棺天井板腐朽後の流入土中から、須恵

器坏蓋（９１０）、坏身（９１１・９１２）、有蓋長脚二段の方形

透かしを有する高坏の蓋（９１３）と脚部（９１４）と鉄鏃

の茎部（９１５・９１６）が出土した。また、墓壙埋め戻し

土中より鉄鏃の茎部（９０８）が検出された。

〈墓壙四隅のピット〉

　第２主体部（ｂ）墓壙底面の四隅部分で、直径０．３

～０．４ｍの円形ピットが検出された。深さは墓壙底面

より０．５ｍ前後を測る。柱穴の覆土は、墓壙の埋め戻

し土と類似している。柱痕跡は確認できなかった。

ピットは、第２主体部（ａ）にも伴うのかや、木棺据

えつけ時点を前後する段階なのか、墓壙を埋め戻した

後に掘削されたのか確認できなかった。第２主体部に

ともなうピットは、この４箇所のみである。

〈第２主体部（ｂ）の時期〉

　第２主体部（ｂ）に伴う土器は、須恵器坏蓋（９０２）

と坏身（９０３）である。９０２・９０３ともにＴＫ２１７古段階

に併行すると考えられる。坏身（９０３）は、第２主体

部（ａ）の坏身（８９７）より口径の縮小が認められる

ので、層位的所見ともあわせて第２主体部（ａ）⇒第

２主体部（ｂ）の構築順序は妥当であると考えられる。

従って、第２主体部（ｂ）は、ＴＫ２１７古段階に併行

する時期と考えられる。　

　なお、木棺流入土中遺物のうち、須恵器坏蓋（９１０）は

ＴＫ２１７古段階、坏身（９１１）はＴＫ２０９新段階に併行

すると考えられる。一方、有蓋長脚二段の方形透かし

を有する高坏（９１３・９１４）は、西都市西都原古墳群２０５

号墳出土高坏Ａ�と類似するため、ＴＫ２０９新段階に併

行すると考えられる。

　このように主体部の時期より同型式か一型式遡る遺

物が認められた。第１主体部でもＴＫ２０９新段階を前

後する遺物が得られた。このことは、墳丘上で土器祭

祀の存在を示唆するものであろう。

〈註〉

�　長津宗重『鬼の窟古墳・西都原２０５号墳』特別史跡西都原

古墳 群発掘調査報告書第１集 宮崎県教育委員会 ２０００

（第３主体部）

　第３主体部は、第２主体部を切り、第４主体部に切

られる（第２３７・２３９図）。

　墓壙は、平面長方形で長辺２．０５ｍ、短辺１．１５ｍ、検

出面から木棺底面までの深さは０．８ｍを測る。

　第１・２・４主体部の墓壙主軸はほぼ揃えられてい

るが、第３主体部は第２主体部墓壙主軸に斜交するよ

うに掘削される。

　墓壙は水平に掘り揃えられ、第１・２主体部のよう

な整地面はなく、礫を４箇所に直置きして棺台とす

る。北西隅の棺台は第４主体部により失われている

（第２４０図）。

　使用礫は尾鈴山酸性岩類や頁岩の扁平礫で、長辺

０．２５～０．３５ｍ、短辺０．１５ｍ、厚さ０．１～０．１５ｍを測る。

礫の大きさや方向性は不揃いである。

　また、木棺の痕跡は検出されなかったが、棺台の存

在から木棺直葬の埋葬施設と推測される。

　墓壙東側では、直径０．３ｍを測る円形ピットが１箇

所検出された。深さは、墓壙底面から０．４ｍ前後であ

－３００－
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第２４７図　ＳＮ１盛土内実測図及び出土遺物実測図
（Ｓ＝１/１・１/４０）

第２４８図　ＳＮ１第４主体部遺物出土状況及び
出土遺物実測図（Ｓ＝１/１・１/４・１/１０）



る。また、ピットは木棺据えつけ時点を前後する段階

なのか、墓壙を埋め戻した後に掘削されたのかは、判

然としない。

　第３主体部では、棺台して使用された礫に石皿が１

点認められた以外には、遺物は出土していない。

　石皿（９３２）は、北東隅の棺台に利用されており、

磨面といった使用痕が確認された。縄文時代に属する

石皿と考えられ、第２主体部と同じく棺台として転用

したと推測される（第２５０図）。

　出土遺物からは、第３主体部の構築時期を推定でき

ないが、切り合い関係から、第２主体部（ｂ）と、第

４主体部が掘削される間の時期と考えられる。

　この第３主体部の形態は、小型で主軸も他の主体部

とは異なるあり方を示す。このあり方から被葬者は成

年ではなく、第２主体部に関係のある被葬者、例えば

子供の存在が想定される。

（第４主体部）

〈墓　壙〉

　第４主体部は、第２・３主体部を切って掘削され

る。墓壙は、平面長方形で長辺３．０５ｍ、短辺１．０５ｍ、

検出面から木棺底面までの深さは０．５５ｍを測る（第

２３７・２３９図）。

　墓壙底面において、第２主体部同様、長辺３．３ｍ、短

辺１ｍ、深さ０．１ｍを測る、平面長方形で断面皿形の掘

りかたが確認された（第２４０図）。

　従って墓壙は、標高９０．４０ｍ付近まで二段掘り状に

掘削後、褐色粘質土や黒色土（第２０～２１層）を用いて

底面を平坦に整地されたと考えられる。

〈棺　台〉

　墓壙底（整地）面には４箇所の配石が確認された。

棺台とみなせる。使用礫の大きさは、長辺０．２５～０．３５

ｍ、短辺０．２ｍ、厚さ０．１～０．１５ｍを測り、墓壙整地面

に直接据え置かれる。

　第４主体部の棺台は、第２主体部同様、使用礫の長

辺が墓壙中軸線に直交するように配置される。使用礫

の石材は、砂岩や頁岩、尾鈴山酸性岩類である。

〈木棺と出土遺物〉

　第４主体部では、木棺の痕跡は確認されなかった

が、棺台の存在より木棺直葬と考えられる（第２４７図）。

　遺物は、南東側小口棺台部分を中心に出土した。棺

台中心より０．３５～０．４ｍ北側の地点に須恵器有蓋高坏

の蓋（９１７）が出土した。その付近から耳環（９１８・

９１９）と方頭鏃（９２０）が検出された。方頭鏃は鏃身部

を南側に向けた状態である。

　これら遺物出土状況は、第１・２主体部と同じく須

恵器坏類を枕状に配する葬法がとられたといえる。

　従って、第４主体部における被葬者の頭位は東位で

墓壙主軸方向は、Ｎ‐１４０‐Ｗとなる。

　なお、有蓋高坏の蓋が位置するの南側は、墓壙検出

面から発する攪乱部で、耳環（９１９）はその覆土中よ

り出土した。後世に攪乱（盗掘）を受け、須恵器坏類

が抜去された可能性がある。

　そのほか、墓壙内部への流入土中から、須恵器坏蓋

（９２１）、坏身（９２２・９２３）、短脚高坏（９２４）、瓦泉の胴

部（９２５）と方頭鏃の鏃身部（９２６）が出土した。

〈第４主体部の時期〉

　第４主体部に伴う土器は、須恵器有蓋高坏の蓋

（９１７）のみである。型式的特徴からＴＫ２０９新段階に

併行する遺物なので、第２主体部の時期より先行する

ことになり、切りあい関係と齟齬をきたす。

　しかし、墓壙流入土中遺物のうち、須恵器坏蓋と坏

身（９２１・９２２）はＴＫ２０９新段階、坏身（９２３）はＴＫ

２１７新段階に、短脚高坏（９２４）はＴＫ２１７新段階に併

行すると考えられる。このため、埋葬時期はＴＫ２１７

新段階を上限と捉えることが可能である。

　さらに、第２主体部の木棺流入土中の遺物中にＴＫ

２１７新段階の遺物が認められない点を考慮するならば、

第４主体部は、第２主体部の墓壙内が完全に流入土で

満たされた段階、すなわちＴＫ２１７新段階前後する時

期に第４主体部が掘削されたと推定される。

　この場合、有蓋高坏の蓋（９１７）は、埋葬時期より

先行する型式の土器が副葬されたと理解される。

〔墳丘表土中・主体部検出面の出土遺物〕

　第１～第４主体部検出面において出土した遺物、特

に土器（須恵器）を図化・掲載した（第２１５図）。

なお、土師器は小破片のみで図化に堪えなかった。

　９３３と９３４は、ＴＫ２１７段階の蓋坏、９３５はＴＫ２１７～Ｔ

Ｋ４６段階の坏身、９３６～９４０は、ＴＫ４６～４８段階の高台

付�と考えられる。

－３０２－
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第２５０図　ＳＮ１主体部棺台実測図（Ｓ＝１/４）
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　９４１は、台付長頸壺の脚部で、９４２と９４３は壺の底部で

ある。９４２と９４３は古代に属する遺物と考えられる。

　このようにＴＫ４６段階以降の遺物が認められること

は、埋葬終了後も何らかの墳丘祭祀が執行されていた

可能性を示すともいえる。

【小　結】

　ＳＮ１では、４基の主体部と５体の被葬者の存在を

確認した。周溝内遺物と第１主体部の遺物から、ＳＮ

１はＴＫ２０９新段階に築造された古墳と考えられる。

棺台の存在と土層観察から木棺直葬と推定された。そ

して、主体部の構築順序は、東から西へと第１⇒台第

４主体部へと変遷したと考えられる。

　ここでは、現地調査で得られた情報を基に、各主体

部の木棺想定復元を試みることにする。

（木棺の推定復元）

　牛牧１号墳では、５体分の埋葬施設が検出された。

いづれも木棺直葬と考えられる。しかし、平面的には

検出できず、土層断面から部分的にその痕跡を見出し

たに過ぎない。

　幸いに、木棺を支える棺台が各主体部で確認された

ので、土層断面の観察結果と合わせて各埋葬主体の木

棺復元を試みたいと思う（第２５３図）。

　�木棺の構造

　各主体部からも棺釘（鉄釘）や鎹などの連結具は検

出されなかった。腐食した可能性も否定できないが、

現時点では、木栓や木釘等を用いた組合式木棺が考え

られる。

　具体的には愛媛県葉佐池古墳１号石室のＡ木棺例を

想定している�。この葉佐池古墳木棺例では、前庭部

ないし石室内で組み立てた、現場組み立ての棺と想定

されている。

　牛牧１号墳の第１主体部及び第２主体部（ｂ）の土

層断面では、初めに小口や側板を補強するように埋め

戻されることから、葉佐池古墳例の如く埋葬時に組み

立てられた可能性もある。

　しかし、第３・第４主体部は、一気に埋め戻された

堆積状況であるので、本来的には「持ち運ばれた棺」

であったと考えられる。

　（�）第１主体部

　第１主体部の横断面土層から木棺の板厚は０．０５ｍ、

高さ０．５ｍ以上と判断される。

　木棺の幅は、少なくとも個々の棺台の中心点を結ぶ

長さであると仮定して、四隅に配された台石の小口側

幅の中点を結ぶと東西とも約０．５２ｍとなった。

　木棺の長さも同様に、棺側方向の台石長の中点同士

を結ぶと概ね２．３０～２．３８ｍの値が得られた。

　なお、古墳時代の尺度として高麗尺（１尺：０．３５６ｍ）

と唐尺（１尺：０．２９６９４ｍ）がある�。

　木棺製作時に尺度が用いられたとすると、第１主体

部の木棺は、幅１．５尺（高麗尺）または１．７尺（唐尺）、

長さ６．５尺（高麗尺）または７．８尺（唐尺）、高さ１．５尺（高

麗尺）または１．７尺（唐尺）となる。

（�）第２主体部

　ここでは、第２主体部ｂ木棺の復元を試みることに

する。土層断面図では、棺の長さ３．０８ｍ、棺厚０．０５ｍ

と判断される。また、棺の高さは０．５ｍ以上と考えら

れる。棺の幅は、第１主体部と同様に、台石小口幅の

中点を結ぶと約０．４６ｍを測る。

　従って、第２主体部（ｂ）木棺は、幅１．３尺（高麗

尺）または１．６尺（唐尺）、長さは８．７尺（高麗尺）ま

たは１０．４尺（唐尺）、高さ１．５尺（高麗尺）または１．７尺

（唐尺）となる。

　棺台自体は原位置を保っている考えられるから、第

２主体部（ａ）木棺も、第２主体部（ｂ）木棺と変わ

らない大きさと考えられる。

－３０５－

第２５１図　ＳＮ１墳丘表土中出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）
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　ただ、第２主体部の棺台は、他の主体部のものと比

して、水平でなく墓壙中軸線側に内側するように設置

されている。

　このため、第２主体部（ａ）の木棺は新高町石船古

墳群４２号墳例（第６１０図）のごとく割竹形、木棺状を

呈していた可能性がある。

（�）第３主体部

　土層断面では木棺痕跡を把握できなかったので、棺

台の配石状況から推定復元を行なう。

　木棺の幅は、棺台小口側台石の中点を結ぶと約０．５３

ｍと考えられる。棺長は、棺側部分の台石の中点より

０．８５～０．９ｍ前後となった。

　従って、第３主体部の木棺は、幅１．５尺（高麗尺）

または１．７尺（唐尺）、長さ２．５尺（高麗尺）または２．９

尺（唐尺）と考えられる。復元規模からすると、被葬

者は幼児と想定されるので、木棺の高さは他の主体部

の木棺高１より小さくなるであろう。

（�）第４主体部

　第３主体部と同様に土層断面では木棺痕跡は把握で

きなかったので、棺台の配石状況から推定復元を進め

ることにする。

　木棺の幅は、棺台小口側の台石の中点を結ぶと０．４

～０．５ｍと推定される。棺長は、棺側部分の台石の中

点より、２．０７ｍとなる。

　従って、第４主体部の木棺は、幅１．５尺（高麗尺）

または１．７尺（唐尺）、長さ５．８尺（高麗尺）または６．８

尺（唐尺）と考えられる。木棺の高さは、１．５尺（高

麗尺）または１．７尺（唐尺）となる。

（ＳＮ１の規模推定）

　ＳＮ１の墳丘は大きく改変を受け、周溝はK-Ah上

面まで削平を受けていた。

　ここで、発掘調査成果を基に墳丘・周溝の復原を試

み、本来の姿を推定する。

　墳丘は、改変が予想以上に著しく、段築成の有無は

明らかにできず、立体的な復原は困難であった。

　残存する墳丘の高さは、原状で墳丘基底面（旧表土）

より１．８ｍ（墳丘中央部）である。主体部を十分には

被覆する必要から、原状より０．４ｍ以上は高かったと

考えられる。

　一方、ＳＮ１築造当時の地表面の高さは、墳丘基底

面の高さと同じかやや高いと想定すると、標高８９．５０

ｍ前後と推定される。周溝検出面より０．３～０．８ｍほど

高いことになる。

　周溝の深さは、墳丘土層断面方向において、南東側

１．８ｍ、北西側１．３ｍ、南西側１．６ｍ、北東側１．３ｍ前後

と想定される。

　仮に、墳丘の高さを原状よりも０．４ｍ高いとし、周溝

肩部の復元高を標高８９．５０ｍ前後とし、無段築である

とすれば、墳丘径は２０～２０．２ｍ、見かけの墳丘径１６．８

ｍ、見かけの墳丘高２．２ｍを測る。

　墳丘平坦面の直径は９．３～９．５ｍ、周溝底面から復元

墳頂部までの墳丘高３．３～４ｍ、内周溝の外径は２３．４

～２３．７ｍと復元される。内周溝の外径は、�－��検出

面時より約０．２ｍほど大きくなる。

〈註〉

�　『葉佐池古墳』松山市文化財調査報告書９２

　　松山市教育委員会 ２００３

�　潮見浩著『図解 技術の考古学』 １９８８

－３０６－
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牛牧１５号墳（ＳＮ２）（第２５４～第２５５図）

【立　地】

　Ａ調査区南東部、西から東にかけての緩斜面上（Ｋ

１９及びＬ１８・１９グリット）に位置する。牛牧古墳群の

新規確認円墳として牛牧１５号墳（ＳＮ２）として報告

する。周溝検出面は第�層上面で、標高は８７．７５ｍ前

後である（第２５４図）。

【規模と構造】

　二重周溝を有する古墳であるが、既に墳丘を失い周

溝のみ遺存した消失円墳である。周溝部分も約１／２

弱程度の検出に留まり、約半分は調査区外に存すると

考えられる。

　現存する周溝からＳＮ２は、墳丘基底部の直径１２ｍ

と推定される。周溝全体を含めた直径は約２０ｍを測る

と考えられる。牛牧１号墳より一回りほど小さい。

　削平や開墾による攪乱は、第�ｂ層下面まで及び、

古墳基底面の大部分が失われていた。そのため主体部

の痕跡は、確認できていない。

　また、ＳＮ２の周溝内では２号地下式横穴墓（ＳＴ

２）が検出された。

【内部主体】

　既に墳丘盛土が失われた（削平された）ため、主体

部の構造については不明である。

　しかし、牛牧１号墳（ＳＮ１）の主体部が木棺直葬

であることや、ＳＮ２が横穴式石室を採用した場合、

石室掘り方が墳丘基底面に残存していることが予想さ

れるため、ＳＮ１と同じ木棺直葬（竪穴系埋葬施設）

であったと考えられる。

【内周溝】

　二重周溝は、墳丘側の内周溝と墳丘外の外周溝から

なる。内周溝は、検出時の幅１．８～２．１ｍ、深さ０．７５～

１．３ｍを測る。内周溝の外径（外側の直径）は約１６ｍ

となる。

　内周溝の底面は、北から南に向かって０．５ｍ程ずつ

深くなるよう、２～４ｍ程の一定間隔で階段状に掘削

される。北側と南側底面の高低差は約１ｍを測る。

　内周溝の断面形は、Ｖ字または薬研堀状を基調と

し、周溝壁面の立ちあがりは、墳丘側４５°、墳丘外側で

は５０～６０°と墳丘側が緩やかな傾斜になる。

　この断面形はＳＮ２内周溝の基本的な形状である

が、底面の構造は大きく２種にわかれる。内周溝北端

の、階段状に掘削されない部分の断面形は、緩やかな

Ｖ字または薬研掘状で底面は尖底気味である（第２５５

図）。

　内周溝北端以外の周溝底面は、さらに箱形に掘削さ

れたかのような断面形となる（第２５５図）。

　内周溝の覆土は、黒色やオリーブ色の黒色土が主体

である。また、壁面から流れ出た地山土が間層として

流入するが、墳丘盛土由来の地山ブロック土は認めら

れなかった。

　なお、土層断面Ｃ－ｄラインにおいて、標高８６．７～

８６．８ｍ付近で踏み固められたような硬化面が認められ

た。この硬化面は土層堆積の不整合面と対応し、不整

合面の立ち上りにも局所的に堅くしまる部分が認めら

れた。この硬化面は他の土層断面では確認されず、土

層断面Ｃ－ｄライン付近のみである。

【外周溝】

　外周溝は、ＳＴ２前面で収束する馬蹄形と考えら

れ、検出時の幅０．６～１．３ｍ、深さ０．２５～０．３ｍを測る。

外周溝の外径（外側の直径）は約２０ｍと推定される。こ

の外周溝の収束する付近は、陸橋状となりそれを渡る

とＳＴ２の竪坑に到達する。

　外周溝の断面形は箱形で、内周溝よりも幅は狭く、

深さも浅い。掘り方も内周溝より粗雑である。

　内周溝と外周溝の間には、約１ｍ前後の空白帯が存

在する。調査時は周堤の存在を想定した。

　しかし、周溝覆土の観察においては、積極的な根拠

は認められず、空白帯も狭小なため、現段階では、周

堤は存在しなかったと判断した。

【出土遺物】

　周溝内及び周溝付近で、須恵器、鉄器、石器が出土

した（第２５４・２５６図）。

　９４４は外周溝南端部の遺構検出面で出土した須恵器

高台付�である。底部を上にした状態で出土した。

　９４５～９４７は、外周溝外の調査区壁面で出土した。

－３０９－



９４５は肩部にボタン状貼り付けがあるので提瓶口縁部

である。９４６は須恵器高坏脚部である。短脚二段透か

しと考えられる。９４７は須恵器甕である。胴部下半を

失う資料である。

　９５２と９５３はホルンフェルス製有肩打製石斧である。

２個体とも、外周溝の中央部の底面で出土したが、刃

部を周溝外に向けて敷き並べたような検出状況であっ

た。

　９４８は須恵器坏蓋で、９４９と９５０は提瓶の胴部である。

ともに内周溝覆土中より出土で、ＳＮ１周溝出土遺物

と接合関係をなす資料でもある。

　９５１は内周溝内で出土した。大刀もしくは鉄刀の柄

の一部分のみと考えられる。部分的に有機質物質が残

存している。茎部分を木製の柄をはめ込み、撚り紐を

巻いていたと考えられる。

【ＳＮ２の製造時期等】

　ＳＮ２に伴う遺物が僅少なため、古墳の築造時期等

は不明である。９４４は、出土状態からみて周溝埋没時

期を示す資料で、概ねＴＫ４８併行と考えられるので、

古墳築造時期は、それより遡ると考えられる。

　また、周溝内出土の９４８はＴＫ２０９新段階に相当する

ので、ＳＮ２の築造時期は、ＳＮ１の築造時期（ＴＫ

２０９新段階）に近いと考えられる。　

　なお、ＳＮ２南側の外周溝付近で検出された９４５～

９４７は、出土位置から古墳祭祀に関係した土器群と捉

えることが可能である。

－３１０－
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第２５５図　ＳＮ２周溝土層図（Ｓ＝１/４０・１/２００）

ＳＮ２周溝土層注記
１：黒褐色土
２：暗灰黄褐色粘質土
３：　 〃　＋黄灰色土
４：オリーブ黒色土
５：黒褐色土＋灰褐色土
６（ａ）：黒色土
６（ｂ）：　 〃　（６ａより硬質）
７：オリーブ黒色土（４層より黒味が強い）
８：暗褐色土
９：黒褐色粘質土
１０：黒色土＋暗褐色土
１１：黒色土＋黄灰色土
１２：黒色土＋黄灰色土＋暗褐色土
１３：黒褐色土＋オリーブ黒色土
１４：黒褐色土＋黄灰色土
１５（ａ）：黄灰色粘質土
１５（ｂ）：　 〃　（１５ａより粘性弱い）
１６：にぶい黄色粘質土
１７：暗オリーブ褐色土
１８：黒色土＋褐色土
１９：黒褐色土＋にぶい黄色粘質土
２０：暗褐色土＋黄灰色土
２１（ａ）：黒色土＋�－��ブロック土
２１（ｂ）：　 〃　（２１ａよりブロック土混入少ない）
２２（ａ）：黒色土＋にぶい黄色粘質土

２２（ｂ）：　 〃　（２２ａより粘性強い）
２３：黒褐色土＋褐色粘質土
２４：暗灰黄色土＋オリーブ黒色土
２５（ａ）：オリーブ黒色土＋灰褐色土
２５（ｂ）：　 〃　（２５ａより粘性強い）
２６：明黄褐色ブロック土＋黒色土
２７：暗オリーブ黒色土
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第２５６図　ＳＮ２出土遺物実測図（Ｓ＝１/２・１/３・１/４）
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３、地下式横穴墓　

　【概　要】

　地下式横穴墓は８基検出された。その分布は、古墳

の周溝内や古墳に挟まれる形で展開する。　

　これらの地下式横穴墓は、玄室平面が楕円形の平入

り型で、竪坑は方形のもの、横穴墓の「墓道」のよう

に主軸方向に長く伸びたもの、竪坑にスロープが接続

した形状等がある。

　造営期間は７世紀前半代の範疇と考えられる。

１号地下式横穴墓（ＳＴ１）（第２５６～第２５９図）

 【立　地】

　Ｊ１７・Ｋ１７グリットに位置する地下式横穴墓であ

る。玄室を牛牧１号墳（ＳＮ１）墳丘方向に向ける。Ｓ

Ｎ１の外周溝は、１号地下式横穴墓（ＳＴ１）左側壁

手前で収束する。検出面は第�層上面である。

　竪坑から玄室に向けた主軸方位はＮ‐３５°‐Ｗをとる。

全長は４．３２ｍである。

【地下式横穴墓を囲むピット】

　１号地下式横穴墓の周囲には円形ピットが９基検出

された。竪坑側に５基（Ｐ１～Ｐ５）、玄室側に２基

（Ｐ６・７）、羨門部を挟み込むように２基（Ｐ８・

９）が位置する。

　Ｐ１～７は、直径０．２５ｍ、深さ０．３ｍ前後を測る。Ｐ

８・９は直径０．６～０．８ｍ、深さ０．４～５ｍと大きい。

　ピット群の配置は、地下式横穴墓主軸に対して直

角・平行そして距離的に対称な位置にあり、企画的で、

地下式横穴墓全体を方形に囲むあり方にみえる。

　竪坑のピット内より遺物は皆無だが、覆土の状況は

ＳＮ１周溝のものと類似する。円形ピット群は配置状

況や覆土の類似性からＳＴ１に伴う可能性が高いと判

断される。

【竪　坑】

　ＳＮ１外周溝が収束する南東側部分で全長２．８ｍ、

幅１．４ｍ前後の長方形土坑が検出された。ＳＮ１との

位置関係から地下式横穴墓または土坑墓を想定した。

　遺構検出面では、灰白色の粘質土が薄く広がってい

た。この灰白色粘質土を剥ぐと、部分的に覆土の色調

が異なる箇所が認められた。

　北（ＳＮ１）側は暗茶褐色系統、南側はオリーブ灰

色系統である。この暗茶褐色系統の覆土は灰色系統の

覆土を方形に切るような関係を示していた。

　この関係性から長方形土坑は地下式横穴墓竪坑の可

能性があると考えられ、土坑主軸線上に半截掘り下げ

を行い断面観察を行なった。第２５６図がその縦断土層

図である。

　調査の結果、玄室が確認され、長方形の土坑は竪坑

と判断された。特に、土層断面及び土坑（竪坑）平面

形の検討から、長方形の竪坑埋没後、再度階段状に竪

坑を掘り返した痕跡が認められた。

　以下、本来の竪坑を「旧竪坑」、旧竪坑埋没後、再

度掘削された竪坑を「新竪坑」として報告する。

ａ）旧竪坑

　竪坑の平面形は南北に長い長方形で、長さ３．１８ｍ、

幅１．１７ｍ、検出面からの深さ０．８６ｍ、平面積は３．７２�

を測る。南側の竪坑コーナー部はやや隅丸となる。

　竪坑の断面形は箱型で、竪坑南側上端部分の傾斜角

約２０、壁面立ち上りは約７０°の傾斜角をなす。竪坑壁

面には足掛けピットや段差はない。

　竪坑南側底面には２箇所の円形や楕円形の浅い掘り

込みが検出された。掘り込み中より須恵器高坏脚裾部

（９５６）、土師器高坏脚裾部（９５７）が出土した。

　旧竪坑の覆土は１４～１７層で、旧竪坑上層は�－��と

ＡＴ、暗褐色、茶褐色の地山ブロックを多く含むオ

リーブ灰色土（１４～１５層）、中位は、地山ブロックを

多く含む暗灰黄色粘質土（１６）、下層は黒色粘質土（１７）

である。土層堆積の観察からは、竪坑や玄室掘削土を

用いて再び埋め戻されたと理解される。

　なお、竪坑底面と羨道・玄室底面とは約０．１ｍ程の高

低差があり、竪坑中央部分から羨門部にかけては段を

なすか、緩やかに傾斜していたと想定される。

ｂ）新竪坑

　新竪坑は、旧竪坑南端から約１ｍの地点から羨門部

に向かって掘り込まれる。長さ２．１５ｍ、幅１．３７ｍ、掘

削深度は、竪坑検出面から１．２ｍを測る。平面積は

２．９５�である。竪坑の平面形は、縦長長方形、断面形

は箱形を呈する。

　新竪坑南側の部分は階段状に掘削され、竪坑入り口
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部にあたると解される。竪坑検出面から約０．３ｍ付近

で奥行０．５ｍ、幅１．２ｍ程のテラス面がある。

　竪坑底面からの壁面立ち上りの傾斜角は６０°を測

り、竪坑両側面がほぼ垂直であるのに対し、竪坑入り

口の壁面は傾斜がつく。

　１２層（標高８７．５ｍ）では、羨門部で溝状の掘り込み

（木板嵌め込み溝）、その南側に円形のピットが検出

された。土師器坏（９５９）が出土した。

　木板嵌めこみ溝やピットは９・１０層を切り込むこと、

９層上面は羨道・玄室床面レベルと対応するので、埋

葬時の竪坑床面と考えられる。　

　このため、竪坑最下面（標高８７.３ｍ）は、竪坑や羨

道・玄室掘削する作業面として機能し、埋葬時には、

９・１０層をもって羨道・玄室の床面レベルまで整地さ

れたと考えられる。

　９層上面を新竪坑床面とすれば、床面は緩やかに羨

門部に向かって傾斜し、木板嵌めこみ溝の手前で一段

下がり（０．１ｍ）羨道部へと至る。

【閉塞施設】

　羨門部底面に幅０．１９ｍ、長さ０．６８ｍの溝が掘り込ま

れていた。この溝は、木板を嵌めこむ為の溝（木板嵌

めこみ溝）と考えられ、板閉塞と推定できる。

　また、木板嵌めこみ溝を境にして竪坑側と羨道・玄

室の覆土は土質・土色とも明瞭な差が認められ、羨道・

玄室内覆土は、木板腐朽後に流入した堆積土（１３層）

と解釈される。木板自体の痕跡は確認できなかった。

　一方、木板嵌めこみ溝南側の竪坑主軸上に、円形の

ピットが検出された。直径０．２４ｍ、深さ０．３ｍを測る。

断面形は、上端が開く素掘りである。

　この円形ピットは、羨門部を閉塞した木板が倒れな

いように押さえる支柱的な役割と解釈されるが、「木

柱儀礼」�のような墓前儀礼に伴う可能性もある。

　新竪坑の土層堆積状況からは、羨門部を板で閉塞し

た後、竪坑入り口部からK-Ah等の地山ブロックを含

む褐色土・黒褐色土を、互層状に流し込むように埋め

戻したと考えられる。

〈註〉

�　土生田純之「古墳における儀礼の研究－木柱をめぐって」

『黄泉国の成立』１９９８

【羨門～玄室】

ａ）羨門部

　羨門の立面形は長方形で、底面幅０．７３ｍ、高さ０．４６

ｍを測る。羨門部底面に木板嵌めこみ溝が設けられて

いる。この羨門部西側で須恵器瓦泉が１点出土した

（９５４）。

　９５４の口縁部は、意図的に打ち欠かれており、墓前祭

祀に伴う破砕行為と考えられる。

ｂ）羨　道

　羨道部は、奥行き０．５４ｍ、幅０．７６ｍ、高さ０．４９ｍを

測る。羨道平面形は玄室奥壁に向かって逆「ハ」の字

形を呈する。断面形は箱形である。

　羨道・玄室床面は茶褐色粘質土（基本土層の第�層）、

玄室天井は暗褐色・茶褐色粘質土（第
・�層）を掘

削している。

　地下式横穴墓主軸上の玄室と羨道部の接点に土師器

坏（９５８）が１点、羨道部でも羨門部寄りの位置で須

恵器瓦泉（９５５）が１点出土した。　

　この瓦泉は、羨門部出土瓦泉（９５４）と同様に口縁部を

打ち欠かれている。墓室内儀礼に伴う行為と解釈され

る。

ｃ）玄　室

　玄室は、平入り横長楕円形プランを呈す。玄室床面

平面形は、整えられた扁平な楕円形である。奥行０．８

ｍ、幅２．０３ｍ、高さ０．６ｍ、床面積１．４４�である。

　天井部は部分的に崩落しているが、遺存部分から

ドーム形と判断される。

　玄室床面には、礫を用いた屍床が検出された。奥行

０．５６ｍ、幅１．３５ｍを測り、０．１５～０．３、０．５ｍ大の扁平

な５個を用いている。密に敷き並べるのではなく、頭

部、腰、足の重心がかかる部分に置いたような配置で

ある。屍床の中央と西側では礫を２個ずつ置かれてい

るが、東側は０．５ｍ大の礫１個のみである。また玄室

奥壁に偏った位置にある。

　礫は、尾鈴山酸性岩類やホルンフェルスの石材が使

用される。石材の選択性は特にないが表面が白い礫が

多く、色彩的な選択はあったのかも知れない。

　なお、玄室内からの遺物はなく、被葬者の頭位方向

－３１４－



３１５～３１６

第２５６図　ＳＴ１追葬時実測図（Ｓ＝１/４０）

第２５７図
ＳＴ１初葬時実測図
（Ｓ＝１/４０）
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は不明である。ただ、屍床東側に位置する礫の存在か

ら東位であった可能性がある。

　

【出土遺物】

　ＳＴ１に伴う遺物は、須恵器瓦泉（９５４・９５５）、土

師器坏（９５８・９５９）である。９５９はＳＴ１内周溝覆土

遺物（Ｂ－ａ区）と接合関係を有する。胴部形態と、

矮小化が進んでいることから９５４はＴＫ２１７古段階、

９５５はＴＫ２１７新段階以降に併行すると考えられる。

【追葬の想定等】

　ＳＴ１では、竪坑の再び掘削される痕跡を平面プラ

ンと断面土層が確認できた。また、竪坑及び墓室内遺

物からは少なくとも２型式の型式差がある。

　このことから、ＳＴ１は少なくとも２回の埋葬が行

なわれたと解釈され、旧竪坑は初葬時（ＴＫ２１７古段

階）、新竪坑は追葬時（ＴＫ２１７新段階）に掘削された

と考えられる。閉塞施設は、初葬時は不明だが、追葬

時は板閉塞である。

　従ってＳＴ１は、ＴＫ２１７古段階の時期に築造され

たと考えられ、ＳＮ１の築造時期より後出する。

　また、ＳＴ１主軸とＳＮ１主体部の主軸方向がほぼ

等しいこと、外周溝はＳＴ１西側で竪坑に遮断された

かのように収束している点は、地下式横穴墓の築造配

置計画と古墳築造企画とが密接に関連していた可能性

を示唆している。

２号地下式横穴墓（ＳＴ２）（第２６０～第２６１図）

 【立　地】

　Ｋ１９グリットに位置する地下式横穴墓である。ＳＮ

２の内周溝西側中央部分で、玄室を墳丘外に向けて掘

削される。竪坑から玄室に向けた主軸方位はＮ‐４３°‐

Ｅ、全長は２．２６ｍである。

 【規模と構造】

ａ）竪　坑

　竪坑は、南北方向に長い長方形プランをなし、長軸

１．５６ｍ、短軸０．９６ｍを測る。平面積は１．５３�である。

断面形は箱形である。

　竪坑には、特に昇降口と認識できるような傾斜面や

段差、足場などは認められていない。竪坑周辺のＳＮ

２内周溝壁面も同様である。

　この竪坑は、標高８７ｍ付近から内周溝壁面及び底面

を掘削する。玄室掘削の作業面確保のため、約０．７ｍ

程掘り込んだ後、０．２５ｍ前後埋め戻して玄室床面と同

じ高さに調整している。

　１６～１８層は竪坑埋め戻し土、１９層は床面整地土と考

えられる。

　この竪坑の埋め戻し土上面は、緩いＶ字状に整えら

れていた。この上面の高さは、標高８６．９ｍでＳＮ２内

周溝断面土層Ｃの硬化面のレベルと近似する。

　このため、古墳内周溝が墓道として使用された可能

性が高いと考えられる。

　この観点に立てば、ＳＮ２築造後、標高８６．９ｍ前後

の高さまで周溝が埋没した時点にＳＴ２が築造された

と想定できる。竪坑出土遺物は皆無であった。

ｂ）閉塞施設

　竪坑及び玄室土層断面より竪坑埋め戻し土や内周溝

覆土が一気に玄室へ流れこんでいるため、閉塞方法は

板閉塞と考えられる。

　竪坑と羨道部の接点にある羨門部付近で、長さ０．８４

ｍ、幅０．２６ｍ、羨道底面からの深さ０．３１ｍの掘り込み

が検出された。板閉塞を行なった際の、嵌め込み溝と

解釈される。

　なお、竪坑上端は羨門部底面付近に位置する関係

上、羨門部の完全な埋め戻しはできないので、埋葬後

は、閉塞板が一部露出していた状態であったと推測さ

－３１７－

写真４　ＳＴ１周辺の遺構検出状況（南から）



－３１８－

第２６１図　ＳＴ２土層図（Ｓ＝１/４０）

第２６０図　ＳＴ２実測図及び出土遺物実測図（Ｓ＝１/４・１/４０）

ＳＴ２土層注記
１（ａ）：黒色土
１（ｂ）：　 〃　
　　　（１ａよりしまり弱い）
２：暗灰黄色土
３：黒褐色土
４：黒色土＋黄褐色土
５：暗灰黄色土＋黒色土
６：黒色土＋褐色粘質土
７：暗灰黄色粘質土
８：オリーブ黒色土
９：黒褐色土
１０：オリーブ黒色土＋暗灰黄色土
１１：黒褐色土＋黄色粘質土
１２（ａ）：黒色土＋黄灰色粘質土
１２（ｂ）：　 〃　（１２ａよりしまり強い）
１３：黒褐色粘質土
１４：黄灰色土＋黒褐色土
１５：黄灰色粘質土
１６：暗灰黄色粘質土＋黒褐色土
１７：暗灰黄色粘質土＋黒色粘質土
１８：にぶい黄色粘質土

１９：暗灰黄色粘質土＋暗灰黄色粘質土
２０（ａ）：黒色土＋にぶい黄色粘質土
２０（ｂ）：　 〃　　（２０ａより軟質）
２１（ａ）：暗褐色土
２１（ｂ）：　 〃　　（２１ａよりしまり弱い）
２２（ａ）：黄灰色土＋黒色土＋
　　　　Ｋ－Ａｈブロック土
２２（ｂ）：　 〃　
　　　　（２２ａよりブロック土混入少ない）
２３：黄灰色土
２４：褐色粘質土＋黒色土
２５：褐色粘質土＋黒色土＋暗褐色土
２６：褐色粘質土＋黒色土＋暗灰黄色土
２５：灰オリーブ色粘質土



れる。

ｃ）羨門部

　羨門部の状況は、羨門部から玄室前面部分が大きく

崩壊しているため不明である。

ｄ）羨道・玄室

　羨道部は、崩壊のため遺存状況が良くない。現存状

況から幅０．７ｍ、長さ０．３ｍを測る。かなり短めの羨道

部である。

　玄室は平入り横長楕円形プランを呈す。奥行０．９４

ｍ、幅２．４２ｍ、高さ０．７＋α、床面積１．６８�である。奥

行きの割には幅の大きい。

　天井部は崩落しているが、遺存部分からドーム形と

判断される。玄室掘削の作業面確保のため、玄室中央

部分まで深く掘削が及んでいる。　

　掘削後は、周囲の床面と同じ高さに揃えるべく整地

（埋め戻し）されている。

　羨道床面は暗褐色粘質土（基本土層の第�層）、玄室

天井は明褐色粘質土（第�層）を掘削する。

　床面には屍床としての敷石等は設けられていない。

被葬者に伴う遺物もなく、頭位も不明である。

　玄室土層断面から、閉塞施設の閉塞板の腐朽後、羨

門方向から流入土が玄室に堆積したことが読み取れる

（２０～２３層）。この流入土堆積とほぼ近い時期に玄室

自体が崩落したと考えられる。

【出土遺物】

　ＳＴ２に伴う遺物は、玄室崩落土中（２４層）出土の

須恵器瓦泉１点のみである。副葬品か、他所からの流れ

込みかは判断できない。このハソウの口縁部と脚台部

は、故意に打ち欠かれて欠失している。

　同様な例はＳＴ１でもみとめられ、須恵器蓋坏が出

土しない点でも共通している。

【遺構の時期】

　ＳＴ２の造営時期を検討する遺物に乏しい。ＳＮ２

の築造後、周溝がある程度堆積した時点でＳＴ２が構

築されるという時間的経過は妥当と考えられる。

　従って、ＳＴ２は、ＳＮ２築造後、すなわちＴＫ２０９

新段階以降のある時点に築造されたと導けられる。

３号地下式横穴墓（ＳＴ３）（第２６２～第２６７図）

 【立地と概要】

　Ｊ１９グリットに位置する地下式横穴墓である。ＳＮ

１とＳＮ２の中間に立地する。

　他の地下式横穴墓は、古墳周溝内に構築されるが、

３号地下式横穴墓（ＳＴ３）は周溝内に存在しない単

独立地の地下式横穴墓である。ＳＴ３の検出面は第�

層上面である。

　ＳＴ３玄室の北東方向には、須恵器大甕が出土した

ＳＣ９が位置する。

　竪坑から玄室に向けた主軸方位はＮ‐４°‐Ｅをとる。

全長は７．８４ｍを測る。竪坑の長大さだけでなく、竪坑

内より多量の土器が出土した点は特徴である。

　また、竪坑にしては長大であるので横穴墓の「墓道」

に類似するが、「竪坑」として報告する。　

　なお、羨門部から玄室天井部分は、大きく崩壊して

黒色土が大量に流入していた。

　竪坑内の遺物は、標高８７．５ｍ、８７．７ｍ付近と層位的

に二面に区分され、竪坑土層堆積状況も同様である。

さらに羨門部閉塞は、板閉塞と石閉塞の２者が採用さ

れており、構造的には少なくとも２回の埋葬行為がな

されたと判断した。

　以下、初葬時、追葬時と仮定して遺構各部の状況や

遺物について記述する。

Ａ：初葬時

【竪　坑】

　竪坑の平面形は、南北に長い長方形プランである。

竪坑底面（地山面）をたどると、竪坑南側の壁面の中

途部分はテラス状となる。

　しかし、土層堆積状況の観察では、「追葬時竪坑」

掘削時において南側へ拡張した結果とも解釈できる。

　従って、竪坑の全長は、テラス面を含めて５．５６ｍ、

含めない場合は５．１～５．２ｍとしておく。最大幅は、

１．８５ｍを測る。

　竪坑断面形は逆台形状を呈し、左右側壁の壁面傾斜

角は６０～７０°、竪坑南側壁面では６５°となる。

　羨門部付近以外は垂直に掘り込まず、逆台形状の掘

り方となる。

　竪坑の深さは、検出面から底面まで０．９２ｍ前後を測

る。底面の上位に２４～２７・２９層が堆積するが、この堆

－３１９－



積土は、地山土に類似している。

　この堆積土上面は、平坦ではなく、竪坑中央から南

側部分は緩やかに下降する。竪坑床面の遺物は緩やか

な下降面を中心に出土した。

　遺物は、須恵器壷（９６８）、土師器鉢（９８３～９８５）・坏

（９７７・９８１）である。全て完形品で、竪坑主軸上に

沿って列状に出土した。

　特に９６８・９７７・９８３～９８５は、一辺１ｍ台の逆三角形

状の浅い掘り込み内で検出された。

　さらに９８３・９８４・９８７は直径０．２ｍ、深さ０．２ｍ前後

の円形ピット（Ｐ１）を取り巻くような状態で出土した。

　この円形ピットは、直径０．０５ｍ前後の柱痕跡が検出

され、竪坑主軸上に位置する。土生田純之氏のいう

「木柱儀礼」の痕跡である可能性が考えられる。

　この場合、木柱儀礼は埋葬後の行為と理解されるの

で、円形ピットと遺物群は初葬後の祭祀行為（追善供

養等）に伴うと想定される。

　従って、２４～２７・２９層は、竪坑内の埋め戻し土であ

り、部分的な埋め戻しのみに終わったと考えられる。

　また、２４層より上位の堆積土（１～１５層）は黒色～

黒褐色系の土で地山ブロック土の混入がないため、自

然流入土とみなせる。

【閉塞施設】

　羨門部底面に幅０．１６ｍ、長さ０．８ｍ、深さ０．３２ｍの溝

が掘り込まれていた。

　この溝は、木板を嵌めこむ為の溝（木板嵌めこみ溝）

で、板閉塞に伴う施設と考えられる。溝土層断面では

木板の痕跡が確認され、厚さ０．１ｍ前後である。

　この溝から竪坑両側面にかけては、方形の浅い掘り

込みが接続する。幅０．３ｍ、高さ０．２ｍを測る。方形掘

り込み上端の高さが、羨門部上端付近と一致するの

で、羨門閉塞の木板が竪坑側に倒れこまないよう、「か

んぬき」状に押さえていた痕跡と解釈される。

【羨門・羨道】

　ここでは、初葬時に関連する事項のみ記載する。

　初葬時の羨門部は、追葬時の掘削で失われたと考え

られる。現存部分から羨門部幅は、木板嵌め込み溝の

長さから約０．８～０．９ｍ、高さは追葬時石閉塞の上端レ

ベルから勘案して０．４～０．４５ｍ前後を超えないと推定

される。

　羨道も羨門部と同じく、追葬時竪坑掘削のため一部

破壊されている。木板嵌めこみ溝部分からが羨道部と

すれば、長さ０．７ｍ前後と復元される。

　床面には敷石が施されているが、初葬時に伴うかど

うか判断つかない。

Ｂ：追葬時

【竪　坑】

　竪坑の平面形は、南北に長い長方形プランである。

全長５．７４ｍ、北側幅１．７ｍ、中央最大幅１．９８ｍ、南側幅

１．１ｍを測る。竪坑の断面形は逆台形状に近いが、底

面は緩い弧状を描く。

　追葬時の竪坑は、初葬時竪坑よりも北に０．２５ｍ拡張

して掘削されている。このため、羨門部及び羨道部の

一部を破壊した格好になる。竪坑左側壁中央にも初葬

時竪坑上端ラインよりも逸脱して掘削された痕跡が残

る。

　竪坑南側では、初葬時竪坑を垂直に突き崩すように

掘り広げられ、４段の階段状テラス面が設けられる。

このテラス面は、竪坑への出入り口部分と解釈され

る。出入り口下段から閉塞施設間での竪坑床面は、緩

やかな上がり勾配となる。

　追葬時の床面は１３層上面で、もろい黒色土であるに

も関わらず、竪坑主軸線上の部分は堅く硬化してい

た。この追葬時の竪坑床面には、土坑とピット（Ｐ２）

が１基ずつ検出された。

　竪坑床面中央部分の主軸線上にあたる位置に、平面

隅丸方形もしくは横長楕円形の土坑が検出された。

　土坑は、長軸０．６５ｍ、短軸０．４８ｍ、深さ０．２ｍ前後を

測る。土坑内より須恵器大甕（９７２）と横瓶（９７０）と

石核（９９９）及びスクレイパー（１０００）が検出された。

　土坑内で９７０と９７２の破片が混在して堆積しており、

その上に０．２ｍ大の棒状礫が１個置かれていた。９７０・

９７２とも故意に破砕された痕跡があり、特に９７０の胴部

には外面からの打撃痕が明瞭に認められた。

　円形のピットは、竪坑南側に位置し、左側壁に寄っ

た箇所て検出された。直径０．２ｍ、深さ０．２ｍで、初葬

時床面で検出されたピットと同規模である。柱痕跡は

－３２０－
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検出されなかった。

　遺物は、土坑内（９７０・９７２・９９９・１０００）を含めて竪

坑内全体から出土した。その出土状況は、大きく土坑

周辺と竪坑南側に集約される。

　竪坑南側部分では、須恵器坏蓋（９６１・９６３）・坏身

（９６４・９６５）・鉢（９６９）・大甕（９７０）、土師器坏（９７４

～９７６、９７８～９８０、９８２・９８３）・ミニチュア鉢（９８７）等

が出土した。そのほか未図化遺物として土師器坏口縁

３個体がある。

　土坑周辺は、須恵器大甕（９７２）と横瓶（９７０）及び

石核等のみ（９９９・１０００）の出土に比べ、竪坑南側で

は須恵器蓋坏と大甕と土師器坏が出土し、出土内容と

分布に差異がある。

　また、須恵器大甕（９７２）の破片は、土坑内だけで

なく竪坑全体に散乱した状態で出土し、破砕後に竪坑

全体に散布がなされた可能性を示している。

【閉塞施設】

　羨門は、羨門前面～竪坑部分の二段掘削の掘り込み

内に礫を積み重ねて閉塞される。

　掘り込み部の一段目は、羨門部前面～竪坑北側部分

に方形に掘削され、一辺１．７～１．８ｍ、竪坑床面からの

深さ０．２～０．４ｍを測る。底面は、羨門部側へ傾斜する。

　二段目は、羨門部寄りの位置で一段目掘り込み底面

をさらに掘削して構築される。平面形は方形で長軸

０．９５ｍ、短軸０．５ｍ、深さ０．１ｍである。この二段目掘

り込み部分が事実上の閉塞空間となる。

　閉塞方法は、

　�　方形掘り込み底面を０．０５ｍ程嵩上げする（２２

層）。

　�　０．３ｍ大の俵状の円礫２個を横に並べ、羨門下面

部分を塞ぐ。

　�　０．２～０．３ｍ台の扁平な礫を、俵状の円礫を覆う

ように羨門側に傾けて一段積み重ねる。

　�　０．１～０．２ｍ大の小ぶりな礫で隙間を充填する。

　�　黒褐色～暗褐色を呈するやや粘性の強い土で閉

塞石を被覆するように、竪坑床面（追葬時）の高

さまで埋め戻す、５工程となる。

　また、閉塞に用いられた石の殆どが尾鈴山酸性岩類

で、頁岩が一部使用される。

　閉塞施設から出土した遺物は、二段目掘り込み底面

に須恵器平瓶（９７１）、閉塞施設埋め戻し土中から須恵

器坏身（９６６）が出土した。１６層上面では須恵器大甕

破片（９７２）が検出された。９７１は、口縁部の一部と底

部全てが欠失している遺物である。　

　なお、１３層より上位の竪坑内堆積土は１～１２層であ

る。黒色～黒褐色系の土で、水平堆積であり、自然堆

積土と解したほうが妥当である。追葬時は竪坑を埋め

戻さず、閉室施設のみを埋め戻した可能性がある。

【羨門・羨道】

　羨門の立面は横長長方形で、羨門部幅は０．７５ｍ、高

さは０．４５ｍ前後である。羨道は現存長０．５２ｍ～０．５５ｍ

を測り、玄室に向かって平面逆「ハ」の字形をなす。羨

道部と左袖付近で須恵器長頸壷（９７３）が１点出土した。

　９７３は口縁部の一部を意図的に打ち欠かれ、欠損し

ている。脚部にも打ち欠きの痕跡を認める。

【玄　室】

　玄室は、平入り横長楕円形プランを呈す。玄室左側

壁部分はやや歪である。奥行１．５５ｍ、幅２．５４ｍ、高さ

０．５５＋αｍ、床面積３．０９�である。玄室規模は、８基中

最大の平面積を誇る。

　天井部は部分的に崩落しているが、遺存部分から

ドーム形と判断される。玄室の奥壁側床面は、羨道部

床面よりやや低い高さとなる。

（敷石の工法）

　羨道～玄室床面には、敷石が施される。玄室と羨道

の境部分は、横目地が通り、施工工程の区切りが認め

られる。敷石は敷石の噛み合いから玄室→羨道部の順

に施工されたと考えられる。

　敷石には、白色のみならず、色のついた礫が多用さ

れていた。閉塞石と異なり、緑色や茶色、灰色といっ

た見た目にカラフルであったのが印象的である。

　なお、羨道・玄室敷石工程は、次の通りである。

（敷石工程）
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ａ）玄　室

　�　玄室長軸方向から奥壁側の床面に敷石を施す。

玄室右側壁奥の部分に０．４ｍ大の方形の礫を枕状

に置き、そこを基点として０．２～０．３ｍ大の礫を方

形に囲む様に配置する。

　　　左側壁部分は玄室壁面の関係で弧状となり、扁

平な石を積み重ねで高さを調整する。

　�　方形に囲んだ中に０．４ｍ大、０．２～０．３ｍ大と０．２

ｍ以下の扁平礫て敷き詰める。

　　　玄室左側壁部分では、扁平な礫を積み重ねで高

さを調節する〈Ａ敷石〉。

　�　玄室長軸方向と平行するように０．４ｍ大、０．２～

０．３ｍ大の礫を一列に配置〈Ｂ敷石〉。

ｂ）羨道部

　�　羨道左袖付近に、０．４ｍ大の礫を玄室長軸方向

と平行するように置き、羨道中央にも同じ大きさ

の礫を配置する。

　�　０．１～０．２ｍの扁平礫を用いて、隙間を充填する

ように並べる。羨道右袖部では、玄室側敷石と目

地を揃えるように敷く。

（玄室内遺物）

　玄室内では遺物が多数得られた。須恵器無蓋高坏

（９６７）は、玄室北西隅の位置にあり、隣接して２対

分の耳環（９８８～９９１）も出土した。

　反対方向では鉄鏃２本が検出された。玄室中央部分

では、須恵器坏蓋（９６２）と土師器高坏（９８６）が出土

した。

　なお、玄室中央から東よりの部分で馬具（�金具）

が４個（９９２～９９５）検出された。鞍（木製）が副葬さ

れていたことを示す。�金具は前輪、後輪の４個で一

対となる。

　耳環が二対出土したことから、被葬者は少なくとも

２人と考えられる。その出土位置は、２対とも玄室北

西隅にあるので、被葬者の頭位は西向きとなる。須恵

器無蓋高杯（９６７）は頭側部に置かれたことになる。

　また、高杯（９６７）と耳環（９８８～９９１）は、玄室〈Ａ

敷石〉に、�金具（９９２～９９５）は〈Ａ敷石〉に隣接す

るようなありかたで、〈Ａ敷石〉と〈Ｂ敷石〉はやや

間隔が空いている須恵器無蓋高杯。

　このため、〈Ａ敷石〉は、実際に遺骸が安置される

場所（屍床）としての意味を強く持たせたといえる。

【出土遺物】

　ＳＴ３に伴う遺物は、須恵器坏蓋（９６１～９６３）・坏

身（９６４～９６６）・鉢（９６９）・高坏（９６７）・小型壷（９６８）・

横瓶（９７０）・平瓶（９７１）・長頸壷（９７３）・大甕（９７２）

と土師器坏（９７４～９８２）・鉢（９８３～９８５）・高坏（９８６）・

ミニュチュア（９８７）、さらに銅芯金箔貼耳環（９８８～

９７１）、�金具（９９２～９９５）および長頸鏃（９９６～９９１）

である。

　須恵器坏蓋や坏身は、口径や口縁部の特徴、ヘラケ

ズリの範囲などを考慮すると、９６１はＴＫ２１７古段階、

９６２～９６５はＴＫ２１７新段階に併行する。

　９６６については、口径はＴＫ２１７古段階に併行する形

態であるが、底部はヘラケズリ未調整となるので、Ｔ

Ｋ２１７古～新段階の資料としておきたい。

　なお、９６７は短脚化・小型化が著しくＴＫ２１７新段階

と考えられる。

　横瓶（９７０）は、胴部外面を格子目タタキで成形し、不

定方向のカキ目で調整される。口縁部内面には、その

端部が内側に突出する特徴が認められる。

　大甕（９７２）は、胴部と底部を失っており、平瓶（９７１）

も底部を欠失している。この点、ＳＣ９出土の須恵器

大甕（１００１）も胴部の大半と底部を失っていることか

ら、故意に遺構外へ破片が持ち出された可能性を示し

ている。

　他方、土師器、特に坏に注目すると、�口縁部が内

湾する一群（９７４）、�緩やかに外反する一群（９７５～

９７７）、�痕跡的になる一群（９７８～９８２）がある。

　また、底部は９７７と９７９以外、平底化の傾向が強い。

これらの土師器杯は、概ねＴＫ２１７古段階～ＴＫ２１７新

段階に併行する時期と考えられる。

　�金具（９９３～９９５）は、鞍との接合部分は板状のも

のを打ち込みΩ状にして、その環部分に最大幅４．８�、

屈曲部の幅２．１�、長さ５．６�の輪金を付けている。Ｔ

字型の刺金を持っていない。それぞれ、半円形の座金

具を伴っている。９９２は�金具の座金具のみが残存し

たものと考えられる。
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【遺構の時期】

　前項では、須恵器と土師器の所属時期を想定した。

次に、各出土位置に還元して、初葬と追葬の仮定が妥

当な場合、初葬・追葬それぞれの時期を検討すること

にしたい。

　初葬時とした竪坑内遺物のうち、土師器坏（９７７）は、

土師器杯類の中で最も古式の特徴を備えているのでＴ

Ｋ２１７古段階に併行する時期と考えられる。共併する

土師器杯や鉢も同じ時期と考えられる。

　一方、追葬時とした竪坑内遺物は、須恵器はＴＫ２１７

古～新段階前後、土師器は、須恵器形式のＴＫ２１７段階

に資料である。

　また、玄室内出土遺物の須恵器坏蓋（９６２）と高坏

（９６７）はＴＫ２１７新段階に併行しよう。

　このことから、ＳＴ３の築造時ないし初葬は、ＴＫ

２１７古段階、追葬時はＴＫ２１７新段階に併行する時期と

指定される。

【竪坑内祭祀の推定】

　追葬時竪坑内遺物は、閉塞施設内、竪坑中央の土坑

内、竪坑南側に大きく出土傾向が異なる。

　追葬時竪坑の南側遺物集中箇所では、ＴＫ２１７古段

階と新段階に併行する時期の遺物が混在し、土器溜り

の状況を示していた。

　特に、追葬面に伴う須恵器大甕（９７２）破片は、竪

坑北側に位置する土坑内だけでなく竪坑全体に拡散し

た状況であった。また、全て破片化する点は、出土位

置とあわせ、初葬時竪坑内遺物とは対称的である。

　このように遺物出土状況からは、追葬時における須

恵器大甕（９７２）は、破砕行為を伴う土器祭祀に使用

されたことが想定される。

　即ち、羨門閉塞儀礼の最終段階に、祭祀に用いた飲

食器や貯蔵用具を破砕、散布を行なったと痕跡である

と考えられる。

　他方、追葬面中央にある土坑中で検出された須恵器

横瓶（９７０）は打撃痕が認められ、破砕する行為が読

みとれる。閉塞施設内の須恵器平瓶（９７１）は底部を

久失しており、出土位置も含めて、祭祀行為がなされ

たと解釈できる。

　また、追葬時竪坑南側部分については、追葬時に使

用した土器を散布（廃棄）する場所だけでなく、初葬

時の土器副葬品を片付け廃棄した場所でもあると位置

づけられよう。

　さらに、初葬時及び追葬時床面に残された円形ピッ

ト（Ｐ１・Ｐ２）は、立柱物が存在したことを示し、

標柱的な役割だけでなく「木柱儀礼」といった祭祀儀

礼が執行された可能性を想定することができる。

　初葬時の竪坑遺物出土状況は、破砕されない一括配

置であり土器供献的な色彩が強い。このことは竪坑内

で土器を用いる祭祀儀礼が執行されたことを端的に示

し、本遺跡における竪坑の長大化や多様性を考察する

上での手掛りとなる。

４号地下式横穴墓（ＳＴ４）（第２７０～第２７３図）

【立　地】

　Ｉ１７・１８グリットに位置する地下式横穴墓である。

竪坑側方向には５号地下式横穴墓（ＳＴ５）が、玄室

方向には、ＳＢ７６が位置する。

　検出面は第�層上面である。竪坑から玄室に向けた

主軸方位はＮ‐９８°‐Ｅでほぼ東へとる。全長は２．９１ｍ

である。

【規模と構造】

ａ）竪　坑

　竪坑は、東西方向に長い長方形プランをなし、長軸

１．８８ｍ、短軸１．７９ｍを測る。平面積は３．３７�である。

玄室側（東）のコーナー部は直角に近いが、入り口側

（西側）コーナー部は隅丸を呈する。

　竪坑の断面形は逆台形で、入り口側（西側）の壁面

立ち上りの角度は、約８０°と垂直に近い。

　また、検出面から０．７５ｍ降りた部分は段差が設けら

れており、足場的な役割が付される。

　この竪坑は、標高８７ｍ付近から内周溝壁面及び底面

を掘削する。竪坑や玄室掘削の作業面確保のため、検

出面から最大１．２５ｍ程度掘り込まれている。

　入り口部分から羨門部に向かって徐々に掘削深度を

増し、羨道部分がより深く掘削されている。

　玄室掘削の後、掘削土を用いて玄室～竪坑底面の高

さを標高８８．９５ｍ前後になるよう均一に整地（埋め戻

－３２８－
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第２７１図　ＳＴ４土層図（Ｓ＝１/４０）

第２７０図　ＳＴ４実測図（Ｓ＝１/４０）

ＳＴ４土層注記
１：黒色土
２：黒色土
３：黒色土＋暗灰黄色土
４：黒褐色土
５：にぶい黄褐色土
６：オリーブ黒色土
７：黒色土＋オリーブ黒色土
８：オリーブ黒色土
９：黒色土
１０：明黄褐色粘質土

１１：にぶい黄褐色粘質土
１２：黒褐色土
１３：灰黄褐色粘質土
１４：　 〃　
１５：黒色土
１６：オリーブ灰色粘質土
１７：暗褐色土
１８：黄灰色土
１９（ａ）：灰オリーブ色粘質土
１９（ｂ）：　 〃　　（１９ａより硬質）
２０（ａ）：明黄褐色粘質土

２０（ｂ）：　 〃　　（２０ａより軟質）
２１：灰オリーブ色粘質土
２２：暗黄褐色粘質土
２３（ａ）：にぶい黄褐色粘質土
２３（ｂ）：　 〃　（２３ａより硬質）
２４（ａ）：オリーブ灰色粘質土
２４（ｂ）：　 〃　（２４ａより硬質）



す）する（２４（ａ）・２４（ｂ）層）。

　竪坑土層断面の観察から、３層を挟んで羨門側と竪

坑側に土層堆積状況が異なっている。

　３層の竪坑側は、入り口部から竪坑内部に�－��や

褐色土ブロックを含む黒色土で流し込むような土層堆

積を示すが、羨門側では、羨門底面に向けて、竪坑埋

め戻し土を斜めに切り込む掘削線が８・９層と１０・１２・

１４層の間で認められた。　

　このように断面土層の検討では再掘削、すなわち追

葬の可能性を示す結果が得られた。３層は棒状の堆積

を示していること、堆積土に深く差し込まれるあり方

から木柱の存在が想定される。

　平面観察前に竪坑堆積土を除去してしまったため、

土層所見しか記録できなかった。仮に木柱であれば、

ＳＴ１・３例と同じく「木柱儀礼」の痕跡である。な

お、竪坑内からの遺物はない。

ｂ）閉塞施設

　羨門部閉塞は、土塊使用の閉塞がなされる。高さ

０．２～０．３ｍ、幅０．４ｍ前後の土塊（基本層位の第�～�

層）２～３個で高さ０．３ｍ程度に床面から積み上げて、

羨門部を大まかに塞ぎ、生じた空間をさらに小土塊で

埋めている。

　この土塊群は羨道部まで入り込み、羨門部から玄室

直前の羨道部全体を閉塞する格好となる。

　一方、竪坑両側面の羨門部寄りの位置に、幅０．１５ｍ、

高さ０．２ｍ、奥行き０．１ｍの矩形の掘り込みが壁面に穿

たれていた。

　この位置は標高８８．３ｍ付近にあり、羨門部上端の高

さに近い。左側面部分は、図化中に崩落したため、推

定線を書き入れた。

ｃ）羨門部

　羨門部から玄室天井付近は崩落しており、原状をと

どめていない。この部分は崩落土と竪坑流入土で充満

していた。現況からでは、羨門部は幅０．９ｍ、高さ０．４

ｍと推定される。

ｄ）羨道・玄室

　羨道部は、奥行き０．３ｍ、幅０．９ｍ、高さ０．３５ｍ（復

元）を測る。羨道部と玄室の接点にある、羨道右袖部

分に須恵器蓋坏とハソウが出土した。

　須恵器坏蓋は、天井部を下にした状態で坏身に重ね

られ、坏蓋と坏身とも壁面に立て掛けられていた。そ

の付近にハソウが横位で出土した。

　玄室は、平入り横長楕円形プランを呈す。玄室床面

の平面形は扁平なカマボコ形である。奥行０．７５ｍ、幅

２．１ｍ、高さ０．４６、床面積１．３�である。

　天井部は部分的に崩落しているが、遺存部分から

ドーム形と判断される。竪坑の大きさの割には狭小な

玄室である。

　玄室床面は平坦ではなく、北に向かって緩やかな上

り勾配となる。

　羨道床面は。暗褐色粘質土（基本土層の第�層）、玄

室天井は明褐色粘質土（第�層）を掘削する。

　床面には屍床としての敷石等は設けられていない

が、北側床面の一部分が緩い段差がつけられていた。

その周辺で耳環２点と刀子が出土し、耳環の出土位置

と刀子の切先は南を向くこと、周辺が段差がつくこと

から被葬者の頭位は北向きと考えられる。

【出土遺物】

　ＳＴ４に伴う遺物は、須恵器坏蓋（１００２）、杯身

（１００３）と 瓦泉（１００４）、刀 子（１００５）、耳 環（１００６・

１００７）である。１００２と１００３は、共にヘラ記号を有し、合

子状にかみ合うので蓋坏のセットと考えられる。

　１００６～１００７は耳環である。断面は０．７�の円形で、

鉄地に銅を塗り金箔を貼り付け ていると考えられる。

１００５の茎部分には木質が一部残存している。

【追葬の推定】

　竪坑羨門側両側面に残された矩形の掘り込みは、羨

門部上端の高さと一致するので閉塞施設の一部と考え

られる。恐らく、羨門部を閉塞した板が、竪坑側に倒

れこまないように支える「かんぬき」状の板押さえの

施設と想定される。

　一方、竪坑土層断面観察からは、竪坑上部から羨門

部底面に向かう掘削線の存在が導かれた。この２点か

ら追葬が行なわれたと解釈される。

　即ち初葬時は板閉塞で、追葬時は土塊閉塞と想定さ

れる。また、追葬時に初葬時の副葬品が一括して玄室

の位置部分に集積されたであろう。

【遺構の時期】

－３３０－



　１００２と１００３の須恵器蓋坏はＴＫ２０９新段階に位置づ

けられる。１００４の瓦泉は胴部が球形よりソロバン形を

指向しているのでＴＫ２１７古段階に相当する。した

がって、初葬（板閉塞：ＴＫ２０９新段階）→追葬（土

塊閉塞：ＴＫ２１７古段階）という時系列となる。

　なお、玄室と羨道右袖部の境における須恵器蓋坏の

出土状況は「片付け」られた状態とも解釈され、追葬

時に墓室儀礼が行なわれた可能性を示唆する。

５号地下式横穴墓（ＳＴ５）（第２７３～第２７５図）

【立　地】

　Ｉ１７グリットに位置する地下式横穴墓である。牛牧

１号墳（ＳＮ１）内周溝に掘削される。玄室方向には

４号地下式横穴墓（ＳＴ４）が位置する。

　検出面は第�層上面である。竪坑から玄室に向けた

主軸方位はＮ‐９８°‐Ｅでほぼ東へとる。全長は２．６８ｍ

である。

【検出状況】

　５号地下式横穴墓（ＳＴ５）は、ＳＮ１内周溝精査

時に検出された遺構である。周溝底面付近まで調査が

進み、周溝壁面の表面検出に力点が移った時、何度削

り込んでも消えない黒いシミを発見した。

　このシミをボーリングステッキで突き刺すと、横穴

状の空間が広がることが判明し、このシミを精査した

結果、地下式横穴墓と確認された。

　ＳＴ５は、本遺跡で初めて検出された地下式横穴墓

で、周溝内における竪坑掘りこみ面検出の重要性を喚

起させたのみならず、その後次々に地下式横穴墓が発

見される端緒ともなった。

【規模と構造】

ａ）竪　坑

　竪坑は、南北方向に長い長方形プランをなし、長軸

２．０２ｍ、短軸１．２８ｍを測る。平面積は２．５９�である。

　竪坑の存在を、内周溝底面まで既に完掘した段階で

気付いたため、竪坑本来の掘削面の位置について平面

や土層断面による検討はできなかった。

　竪坑の掘削面は、恐らく標高８８．０５ｍ付近からで、内

周溝底面から掘り込む状況である。墳丘側竪坑の掘り

込みは直線的であるが、玄室側はやや不整形で弧状に

張り出す。

　竪坑の掘削は、竪坑上面から約０．８５ｍの深さ（第


層：ＡＴ層）まで到るが、羨門～玄室床面より０．４～０．６

ｍ程度下位のレベルとなる。竪坑底面の断面形は、半

球状である。

　しかし、竪坑堆積土４層面に閉塞施設が設けられる

ので、この標高８７．７ｍ付近が葬送時の竪坑床面と考え

られる。

　従って竪坑堆積土４・５層は、羨門～玄室掘削や遺

体搬入時における作業面確保のため深く掘削された竪

坑の整地層（埋め戻し土）と判断される。

　４・５層は地山土に近い粘質土で、特に４層は黒色

土や粘質ブロック土が殆ど混入せず、一見地山面と識

別が困難であった。丁寧な埋め戻しと整地の造作が読

み取れる。

－３３１－
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第２７２図　ＳＴ４出土遺物実測図（Ｓ＝１/１・１/２・１/４）
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第２７３図　ＳＴ５実測図（Ｓ＝１/４０）
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　４・５層を竪坑底面の整地土とすれば、横穴墓機能

時の竪坑深さは０．３ｍ前後になり、断面箱形の浅い掘

り込みとなる。

　遺物は、竪坑左側壁に隣接する位置で須恵器坏身

（１００８）が１点出土した。竪坑周辺で、土器使用の葬

送儀礼が執行された可能性を示す資料と解される。

ｂ）閉塞施設

　閉塞施設は、板閉塞と考えられる。判断した根拠は

�～�の事由からである。

　�　竪坑と羨門部の接点には、長さ１．２ｍ、上端幅

０．４２ｍ、下端幅０．２６ｍ、竪坑床面からの深さ０．２４

ｍを測る、溝状の掘り込みがある。

　　　この短辺側両端の底面には、直径０．１ｍ前後、深

さ０．１２ｍのピットが掘り込まれる。

　�　羨門部両脇には０．３×０．４ｍ程の浅い矩形の掘り

込みがある。

　�　羨門部は、周溝壁面を台形の「飾縁」状にりこ

まれている。

　�　羨道及び玄室内には、竪坑や内周溝からの流入

土が認められた。

　上記�と�の調査結果に基づき、羨門部閉塞は、次

の�・�の段階を経たと推定される。

　�　木板（状）を羨門部「飾縁」部分と竪坑底面の

溝状掘り込み（木板はめ込み溝）に嵌め込む。

　　　なお、羨門部両脇に設けられた矩形の掘り込み

から、羨門部下面では小口幅０．４ｍ、長さ１．７ｍ前

後の板（状）が嵌めこまれたと考えられる。

　　　このことから木板は、一枚板ではなく、複数枚

を積み重ねて閉塞した可能性がある。

　�　竪坑底面の木板はめ込み溝の両端に棒材を突き

立て、木板を背面から固定する。

　　　なお、竪坑上端は羨門部底面付近に位置する関

係上、羨門部の埋め戻しはできない。

　　　埋葬後、閉塞板が露出していた状態であったと

推測される。

ｃ）羨門部

　羨門は、立面形は台形に近く、天井部がややアーチ

状を呈している。底面幅０．７ｍ、高さ０．６ｍを測る。羨

－３３３－

第２７４図　ＳＴ５土層図（Ｓ＝１/４０）

第２７５図　ＳＴ５出土遺物実測図（Ｓ＝１/２・１/４）

ＳＴ５土層注記
１：黒褐色土〔ＳＴ５羨門流入土〕
２：　   〃  　〔　〃　　〕
３：黒色土〔竪坑覆土〕
４：暗褐色粘質土〔竪坑整地層〕
５：　 〃　（４層に褐色ブロック土・
　　黒色土が混入）〔　〃　〕



門周囲部分（幅１．２ｍ、高さ０．８５ｍ）は、周溝壁面か

ら０．１～０．２ｍ程度削り取られ「飾縁」状になる。

　この「飾縁」状掘り込みの両脇には、０．３×０．４ｍ程

の浅い矩形の掘り込みがある。閉塞施設関連の遺構と

考えられる。

　羨門部と羨道天井部の接点で、断面三角形の突出部

がある。天井部からの長さ０．０６ｍを測る。

ｄ）羨道・玄室

　羨道部は幅０．５４ｍ、長さ０．８ｍを測り、断面形は箱形

である。羨道部～玄室の床面は水平ではなく、約５°

の上り勾配である。

　遺物は、羨道部玄室寄りの主軸線上に土師器坏と方

頭鏃が１点ずつ出土した。鉄鏃は鏃身部を玄室側に向

けている。

　玄室は、平入り横長楕円形プランを呈す。横長楕円

形というよりは隅丸長方形に近いともいえる。奥行

０．５６ｍ、幅１．２ｍ、高さ０．５８ｍ、床面積０．５３�である。

８基中で最小の平面積を測る。玄室断面形は、壁面の

立ち上りのやや垂直なドーム形と判断される。

　玄室及び羨道部は、内周溝底面から深く潜り込んだ

位置ではなく、周溝壁面をそのまま水平に掘削しする

あり方である。羨道床面は、暗褐色粘質土（基本土層

の第�層）、玄室天井は明褐色粘質土（第�層）を掘

削している。

　玄室床面には、礫を用いた屍床が検出された。奥行

０．５６ｍ、幅１．０２ｍを測り、玄室床面全体に０．１ｍ前後の

扁平な礫を敷き詰めている。

　礫は、方形に囲む配置をした後、内部を充填するよ

うに並べ置かれる。ホルンフェルス、頁岩、砂岩、尾

鈴山酸性岩類の石材が使用され、石材の選択性は特に

認められなかった。

　なお、玄室内からは遺物は出土せず、被葬者の頭位

の方向も不明である。

【出土遺物】

　ＳＴ５に伴う遺物は、須恵器蓋坏（１００８）、土師器

坏（１００９）、鉄鏃（１０１０）である。１００９の内外面には赤

彩塗布が認められる。

　

【遺構の時期等】

　ＳＴ５竪坑に付随して出土した須恵器蓋坏はＴＫ

２１７古段階に位置づけられる。羨道部出土の土師器坏

１００９も７世紀前半の特徴を有す。

　従って、ＳＴ５の築造年代及び使用年代はＴＫ２１７

古段階に併行する時期と考えられる。

　本例は、かなり狭小な玄室形態が特徴的である。成

人の伸展葬は困難であり、小児墓もしくは改葬墓の可

能性があるとしておきたい。

６号地下式横穴墓（ＳＴ６）（第２７６～第２７８図）

【立　地】

　Ｈ１５グリットに位置する地下式横穴墓である。牛牧

１号墳（ＳＮ１）内周溝に掘削される。玄室方向には

外周溝が面する。検出面は第�層上面である。竪坑か

ら玄室に向けた主軸方位はＮ-３０°- Ｗとなる。全長は

２．１２ｍである。

【規模と構造】

ａ）入り口部

　６号地下式横穴墓（ＳＴ６）の羨門部前面には、扇

形に褐色粘質土の高まり（１層）が広がっていた。長

軸４．２ｍ、短軸１．６ｍ、最大層厚０．３ｍを測り、内周溝覆

土（２・３層）を被覆するかの如く堆積する。長軸方

向の断面形はレンズ状である。

　この堆積土の頂点部分に、長軸１．１２ｍ、短軸０．４６ｍ

の平面横長楕円形の掘り込みがあり、羨門部に接続す

る。底面は、隅丸方形に近い。

　この掘り込みは、羨門との位置関係上は竪坑部分に

相当するが、もはや竪坑ではなく「入り口部」と呼称

したほうが妥当と考えられる。

　閉塞施設は、石や土塊等が積み上げられた痕跡はな

く、周溝から羨道～玄室内部に向けて流れ込む土層堆

積状況を示すことから、木板閉塞と推測される。

　しかし、ピットや木板嵌めこみ溝は検出されなかっ

たので、羨門部を覆う大きさの木板を立て掛けただけ

と想定される。ただ、出入り口部覆土（６）と羨道～

玄室内流入土（５）は大差なく、周溝覆土との同一性

が高いので無閉塞であった可能性も残る。

ｂ）羨門～玄室

　羨門の立面形は方形に近く、幅０．５６ｍ、高さ０．５ｍを

－３３４－
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第２７６図　ＳＴ６実測図（Ｓ＝１/４０）
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測る。

　羨道部は幅０．６ｍ、右側壁長０．８４ｍ、左側壁長０．５６ｍ

を測り、右側壁が長い。断面形は箱形である。羨道部

～玄室の床面は水平で、内周溝底面から０．１５ｍ上位の

位置にある。

　羨道・玄室床面は、褐色粘質土層（基本土層の第�

層）、玄室天井は暗褐色粘質土層（第
層）にあたる

ので、入り口部に広がる褐色粘質土の高まりは、墓室

掘削時の排土と解釈される。

　玄室は、平入りで不整な横長楕円形平面を呈す。奥

行０．９４～１．２ｍ、幅１．６２ｍ、高さ０．５（復元高）ｍ、床

面積１．２�である。玄室天井部は陥没していた。玄室

断面形は、壁面の立ち上りのやや垂直なドーム形と判

断される。

　玄室と羨道部の接点部分の主軸線上には、須恵器坏

蓋（１０１１）と坏身（１０１２）が隣り合って出土した。坏

蓋は口縁部を上にした状態で出土した。

　また、玄室床面には、礫を用いた屍床が検出された。

奥行０．５ｍ、最大幅１．０６ｍを測り、０．１５～０．３ｍ前後の

扁平な礫を方形に敷き並べている。ホルンフェルス、

頁岩、砂岩、尾鈴山酸性岩類の石材が使用されるが、

石材の選択性は特にない。

　なお、玄室内からの遺物は検出されず、頭位の方向

も不明である。

【出土遺物】

　ＳＴ６に伴う遺物は、須恵器坏蓋（１０１１）、坏身

（１０１２）である。１０１２の底部にはヘラ記号を有する。

１０１１と１０１２は合子状にかみ合うのでセットとなる。

【遺構の時期等】

　ＳＴ６出土の須恵器蓋坏はＴＫ２１７古段階に位置づ

けられる。また、ＳＴ６掘削で生じた排土の高まりと

内周溝覆土との堆積関係から、牛牧１号墳（ＳＮ１）

築造後、ＴＫ２１７古段階でも内周溝底面が覆土に覆わ

れる時期に築造されたと考えられる。

　本例は、玄室に屍床を伴うが、玄室平面全体に礫を

敷き詰めるあり方ではない。屍床の法量や玄室と羨道

の接点に副葬品を配置する手法、竪坑の痕跡的な意味

合い等はＳＴ５と類似性が高い。このことは、小児墓

もしくは改葬墓の可能性を示している。

－３３６－

第２７８図　ＳＴ６出土遺物実測図（Ｓ＝１/４０）

第２７７図　ＳＴ６土層図（Ｓ＝１/４０）

ＳＴ６土層注記
１：暗褐色粘質土〔ＳＴ６玄室掘削土か？〕
２：黒色土〔ＳＮ１内周溝覆土〕
３：明褐色土〔　　　〃　　　　〕
４：黒褐色土〔玄室陥没後の流入土〕
５：黒色土〔羨道流入土〕
６：褐色土〔羨門部覆土＋灰黄褐色土）



７号地下式横穴墓（ＳＴ７）（第２７９～第２８１図）

 【立　地】

　Ｈ１７・Ｉ１７グリットに位置し、ＳＮ１内周溝を掘削

する地下式横穴墓である。玄室は墳丘外に向けてい

る。検出面は第�層上面である。

　竪坑から玄室に向けた主軸方位はＮ-５７°- Ｅをと

る。全長は４．１２ｍ、全幅長９．９６ｍを測る。羨門部から

玄室天井部分は、大きく崩壊して黒色土が大量に流入

していた。

 【規模と構造】

ａ）竪　坑

　竪坑の平面形は南北に長い長方形プランで、階段状

のテラスをなす二段構築である。一段目は、長軸４

ｍ、短軸１．２６ｍ、深さ０．４６～０．８６ｍを測り、竪坑左側

壁隅部に小さな張り出し部、右側壁部は半月形の傾斜

面が設けられる。竪坑内への昇降口と想定することが

可能である。

　二段目は、長軸２．１４ｍ、短軸０．８２～１ｍ、深さ０．６４

ｍを測る。平面形は一段目と同じ横長長方形である

が、羨門部に面する長辺はやや弧状となる。

　標高８７．８ｍ付近で、板閉塞に伴う木板嵌め込み溝が

検出された。検出面（１７層）は褐色・黄褐色粘質土主

体で、それより上位の竪坑堆積土層とは土色や土質が

異なる。また７層上面は羨門～玄室床面レベルと同一

である。

　このため、竪坑最下面（標高８７．３ｍ付近）は、竪坑

や羨道・玄室掘削する作業面として機能し、埋葬時に

は、０．２ｍ程度埋め戻して羨道・玄室の床面レベルに整

地したと考えられる。

　竪坑一段目検出面から二段目底面（整地面）の高低

差は１～１．１６ｍとなる。

　他方、竪坑両脇には、竪坑～玄室掘削土と考えられ

る排土（明黄褐色粘質土）が翼を広げたように帯状に

広がっていた。

　竪坑右側壁側は、長さ３．７ｍ、最大幅１．７８ｍを測り、

先端部は丸く収束する。深さ１．３２～１．４ｍを測る。中

央付近では、比高差約０．３～０．４ｍを測る踊り場状の段

差があり、底面に遺物が集中出土する。

　竪坑左側壁側は、長さ２．９ｍ、最大幅１．９ｍを測り、

先端部は丸くまとまる。

　竪坑横断土層の観察結果、ＳＮ１内周溝底面に覆土

が堆積した時点で７・８・１８・２１・２２層（明黄褐色粘

質土）を盛り上げたと考えられる。

　このため一段目の竪坑は、排土の高まりを利用して

壁体を構築する、いわば掘削しない竪坑といえる。

　この竪坑両脇に存在する掘削排土の広がりは、単な

る省力化の所産とは考えられず、入り口部の視覚的荘

厳化を狙った可能性がある。

　後述のように、竪坑右側壁側の高まり部分で、土器

祭祀が執行された痕跡が認められる点においても、葬

送儀礼の舞台装置的意味合いを脈絡付けることができ

る。以下、本文中では、この掘削排土の広がりを「竪

坑接続盛土」と呼称する。

　竪坑内からは礫の集中箇所と須恵器や土師器、鉄器

が出土した。礫の集中箇所は、木板嵌めこみ溝の南

側、竪坑一段目と二段目の境にあたる３層下面から１４

層中（標高８８．３ｍ付近）で検出された。尾鈴山酸性岩

類やホルンフェルスを主体とする０．２～０．３ｍの角礫や

扁平礫が２個ないし４個で構成される。

　１４層上面では、須恵器坏蓋（１０１４）・坏身（１０１６・

１０１７）、土師器皿（１０２７）・高坏（１０２６・１０２９）と鉄鏃

（１０３１・１０３２）が竪坑内全体に散在して出土した。

　なお、竪坑一段目の底面に鉄鏃（１０３３）が、竪坑覆

土中より須恵器坏蓋（１０２２～１０２３）と土師器坏（１０２５）・

壺（１０２４）が検出された。

ｂ）閉塞施設

　羨門部底面には、長さ０．９ｍ、幅０．４ｍ、深さ０．２６ｍ

の掘り込み溝が検出された。木板嵌めこみ溝と判断さ

れるので、ＳＴ７は板閉塞と考えられる。木板嵌めこ

み溝以外の閉塞施設は検出されなかった。

　また、土層断面では、木板の腐朽や玄室天井部崩落

に伴って竪坑側から玄室内に向けて多量の流入土が堆

積している。

　このうち５・９・１４層は竪坑（一段目）上面までの

被覆土と考えられる。木板腐朽によって地すべり的な

二次移動となる。

　なお、竪坑内で検出された礫の集中箇所は、竪坑一

段目上面と対応し、且つ竪坑埋め戻し土１４層内にある
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第２７９図　ＳＴ７土層図（Ｓ＝１/４０）
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第２８０図　ＳＴ７実測図（Ｓ＝１/４０）
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ので、羨門部を閉塞する木板が墳丘側に倒れ込むのを

防止する押さえ石であるの可能性が高い。

　礫集中箇所と検出レベルを同じくする竪坑内遺物

（１０１４・１０１６・１０１７・１０２６・１０２７・１０２９・１０３１・１０３２）

は、数箇所のまとまりをもって出土した。羨門部閉塞

時に葬送儀礼が竪坑内で執行されたことを示すと考え

られる。

ｃ）羨門部

　羨門部から玄室天井部は大きく崩落していたので、

詳細は不明だが、残存部分から羨門の立面形は長方形

で、底面幅０．９４ｍ、高さ０．６+αｍを測る。羨門部底面

に木板嵌めこみ溝が設けられている。

ｄ）羨　道

　羨道部は、奥行き０．９５～１ｍ、幅１～１．１ｍ、高さ

０．６＋αｍを測る。断面形は箱形であろう。　

　羨道・玄室床面は茶褐色粘質土（基本土層の第�～

�層）、玄室天井は暗褐色・茶褐色粘質土（第
・�

層）を掘削している。羨道から玄室の床面は平坦に推

移している。

ｅ）玄　室

　玄室は、平入り横長楕円形プランを呈す。横長楕円

形でも隅丸方形に近く俵形ともいえる。整えられた扁

平な楕円形である。奥行１．６２ｍ、幅２．２１ｍ、高さ０．７６

ｍ、床面積２．８１�である。

　天井部は部分的に崩落しているが、遺存部分から

ドーム形と判断される。

　玄室床面には、礫を４個配置した箇所が検出され

た。屍床と考えられる。屍床は、０．３～０．４ｍ大の扁平

礫を、玄室両側壁に２個ずつ配置する。玄室中心より

やや奥壁側に寄った箇所である。屍床としての範囲は

幅０．７ｍ、長さ１．５～１．７ｍと考えられる。

　屍床の石材は、頁岩とホルンフェルス、尾鈴山酸性

岩類である。

　遺物は、屍床内で須恵器坏身が２点出土した（１０１８・

１０２０）。坏蓋は検出されていない。坏身の出土状況か

ら被葬者の頭位は推定することは困難である。

ｆ）竪坑接続盛土の上の土器祭祀

　ＳＴ７南側の掘削排土の高まり部分に１．２ｍ程の落

ち込みがあり、その内部には０．４ｍ大の扁平礫が置か

れていた。その傍らに須恵器長頸壷（１０２１）が破砕さ

れた状況で、扁平礫の周囲に須恵器坏蓋（１０１３）・坏

身（１０１５）、土師器高杯（１０２８）が散乱して出土した。

１０２１は口縁部と底部を意図的に打ち欠かれた痕跡があ

る。なお、打ち欠かれた破片は出土していない。

　これら遺物出土地点は、竪坑部を間近にした一段下

る平坦面で、土器の打ち欠きや破砕といった遺物の存

在も含めると土器を用いた祭祀儀礼の場であったと推

定される。

【出土遺物】

　ＳＴ７に伴う遺物は、須恵器坏蓋（１０１３・１０１４・１０２２・

１０２３）・坏身（１０１５～１０２０）・長頸壷（１０２１）、土師器

坏（１０２５）・壺（１０２４）・皿（１０２７）、高坏（１０２６・１０２８・

１０２９）及び鉄鏃（１０３１～１０３３）、刀子（１０３０）が出土

した。１０２２～１０２４は、ＳＴ７竪坑内及び内周溝覆土遺

物である。

　須恵器坏蓋や坏身のうち、１０１５・１０２３はＴＫ２０９新段

階に相当する。１０１３・１０１４・１０１６・１０１８・１０２２はＴＫ

２１７古段階、１０１７・１０１９・１０２０はＴＫ２１７新段階とした。

須恵器長頸壷（１０２１）や土師器もＴＫ２１７段階に併行

する時期に属するであろう。

【遺構の時期など】

　ＳＴ７は、須恵器蓋坏の検討からＴＫ２１７古段階に

築造されたと考えられる。

　竪坑には追葬面を確認できなかったが、玄室内及び

竪坑・竪坑接続盛土の土器集中区から出土した須恵器

の型式から少なくとも２回（ＴＫ２１７古・新段階）の

埋葬が行なわれたと考えられる。

　竪坑内の出土遺物や礫のあり方は、閉塞時の儀礼、

竪坑南側「竪坑接続盛土」における土器出土状況は、

葬送時儀礼といった祭祀行為を類推させる。

　ただ、玄室内遺物は須恵器坏身２点（１０１８・１０２０）

のみで鉄鏃は皆無であり、玄室外（竪坑等）出土遺物

の場合が質・量ともに卓越している点は、違和感を覚

える。

　この、玄室規模が大きい部類に入り、竪坑部も立派

に構築されるのに反して玄室出土遺物は僅少で、竪坑

内のみに鉄鏃が出土する現象は、葬送儀礼のあり方、

－３４１－



もしくは被葬者の性格に関連する考えられる。

【木棺搬入実験】

　ＳＴ７の屍床のあり方は、ＳＮ１主体部の棺台と関

連性が想起される。つまり、木棺が玄室内に搬入され

た可能性を示すものであった。

　仮に、木棺が搬入されたとするなら、屍床の状況か

ら法量は、幅０．７ｍ、長さ１．６ｍを超えない大きさとな

る。また、棺の高さは羨道高（０．６＋α）を超えない

範囲となる。

　調査終了後、コンパネ材を加工して模擬実験を試み

た。羨道及び玄室内は幅０．５ｍ、高さ０．５ｍ前後で移動

や設置が可能となる。

　しかし、竪坑内に運び入れる場合、全長１．３ｍより小

さくならないと搬入困難であった。木棺を竪坑内から

搬入する場合、長さ１．３ｍ、幅０．５ｍ、高さ０．４～０．５ｍ

の規模となる。

　木棺をそのまま搬入する場合、被葬者は身長１３０�

以下の未成年となる。

　一方、板材のみであれば、幅０．５ｍ、長さ１．８ｍ前後

までは玄室内に搬入可能である。

　上記の結果から、屍床上の施設は以下のように類推

される。

　�　木棺に遺骸を納めた状態の場合…幅０．５ｍ・長さ

１．３ｍ・高さ０．５ｍ（身長１．３ｍの未成年）

　�　玄室内で木棺が組み立てられた場合…幅０．５ｍ・

長さ１．７ｍ・高さ０．５ｍ（身長１．６ｍ前後の成年）

　�　底板材のみ運びこみ、板材の上に安置した…小

口０．５ｍ・長さ１．７ｍ（身長１．６ｍ前後の成年）

　�・�とも玄室内の搬入や組み立て作業は、かなり

窮屈さを強いられる。調査者の所見としては、�が妥

当であると考えている。

－３４２－

第２８１図　ＳＴ７出土遺物実測図（Ｓ＝１/２・１/４）
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８号地下式横穴墓（ＳＴ８）（第２８２～第２８５図）

【立　地】

　Ｈ１６・Ｇ１６グリットに位置し、ＳＮ１外周溝を掘削

する地下式横穴墓である。玄室は墳丘外に向け、ＳＡ

５・６とは２ｍ内外の距離にある。検出面は第�層上

面である。

　竪坑から玄室に向けた主軸方位はＮ‐２１°‐Ｅをとる。

全長は５．５８ｍを測る。羨門部から玄室天井部分は、大

きく崩壊して黒色土が大量に流入していた。

【竪　坑】

　竪坑は、ＳＮ１外周溝を一部掘削して構築されてい

る。竪坑検出面では、灰白色の粘質土が薄く広がって

いた。この灰白色粘質土を剥ぐと、部分的に覆土の色

調が異なる箇所が認められた。　

　外周溝側がオリーブ色粘質土、玄室側が黒色土で黒

色土がオリーブ色粘質土を方形に切るような関係を示

していた。

　竪坑の平面検出と土層断面の観察から、ＳＴ１と同

様に竪坑の再掘削が確認でき、追葬の可能性が考えら

れる。初葬時の竪坑を「旧竪坑」、追葬時の竪坑「新

竪坑」と呼称して以下、説明を加える。

ａ）旧竪坑

　竪坑の平面形は南北に長い長方形で、長さ３．５６ｍ、

幅１．６ｍを測る。検出面からの深さは１．２２ｍ、平面積

は約５．７�である。

　竪坑の中央から羨門寄りの部分は大きく西へ偏向す

るので、竪坑の玄室側部分は、新竪坑によって掘削改

変されたと考えられる。

　また、竪坑の断面形は箱型で、竪坑南側（外周溝側）

壁面は緩やかな階段状またはスロープ状を呈す。竪坑

南側が入り口部分と考えられ、壁面立ち上りの傾斜角

は下段３５°、上段７０°を測る。

　竪坑の左側面中央部に半月形の掘り込みが壁面に穿

たれていた。掘り込みの底面幅０．５ｍ、高さ０．３ｍ、奥

行き０．２２ｍである。

　旧竪坑に伴う土層は１・１５・１８～２３である。２４層は

竪坑～玄室掘削後の整地層である。掘削痕は竪坑前面

と羨道部まで及ぶ。旧竪坑は、１・１５・１８～２３層、特

に１８層の如く、竪坑南側（入り口側）から一気に埋め

戻されたと考えられる。１層の一部はＳＮ１外周溝覆

土上にも堆積していた。

　竪坑検出時には、竪坑南端部分付近に１・２３層の不

整円形の小高い高まりが検出された。竪坑南側の上端

はこの１層の堆積で被覆される格好となる。

　旧竪坑堆積状況から、ＳＴ８は、ＳＮ１の外周溝が

完全に埋没していない時期に、周溝壁面を一部破壊す

る形で築造され、旧竪坑を埋め戻す際、１層の一部が

外周溝内まで堆積したと解釈される。

　検出面では、ＳＮ１外周溝堆積土である２層より円

形に盛り上がっていたため、偶然性の堆積ではなく、

目印的な意味合いも付加されたと考えられる。

　また、１８層上面において須恵器長頸壷の破片が、竪

坑左側壁に沿って出土した。恐らく竪穴埋め戻し途中

の土器祭祀に伴う遺物であろう。

ｂ）新竪坑

　新竪坑は、旧竪坑南端から０．７ｍの地点から羨門部

に向かって掘り込まれる。竪坑の長さ２．８４ｍ、幅１．７５

ｍ、掘削深度は、竪坑検出面から１．１５ｍ、平面積は

４．９７ｍを測る。

　一度０．３ｍ前後の深さで０．７ｍ程度に緩やかな平坦面

を掘削するが、そこから斜めに切り込むよう掘り込ま

れている。

　平面的な掘削の方向は、竪坑主軸に対して西に傾

き、竪坑中央部から羨門付近は大きく西へ偏向する。

　また、旧竪坑堆積土全てを掘りあげるではなく、羨

門部や竪坑主軸上に位置する部分のみを断面逆台形状

に掘削する造作である。

　新竪坑の入り口部分は、２ないし３段の階段が付さ

れ、飛び石状に楕円形や方形の浅い掘り込みが２、３

箇所認められる。昇降に必要な足場用ピットや空間と

考えられる。階段部の傾斜角は３０～３５°である。

　なお、新竪坑内からは遺物は出土していないが、入

り口部分では焼土の広がりが１箇所検出された。

【閉塞施設】

　閉塞施設は、旧竪坑（初葬時）・新竪坑（追葬時）

に伴うものがある。

－３４３－



－３４４－

第２８２図　ＳＴ８初葬時実測図（Ｓ＝１/４）
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第２８３図　ＳＴ８追葬時実測図（Ｓ＝１/４０）

ＳＴ８土層注記
１：オリーブ色土＋浅黄色土
２：黒色土
３（ａ）：黒色土
３（ｂ）：　 〃　（３ａより軟質）
４：暗灰黄色土
５：暗オリーブ色土
６：黄褐色土
７：黒色土＋黄褐色土
８（ａ）：黒色粘質土
８（ｂ）：　 〃　（８ａよりしまりなし）
９（ａ）：オリーブ黒色土
９（ｂ）：　 〃　（９ａにＫ－Ａｈブロック含む）
１０（ａ）：黒褐色土
１１：オリーブ褐色土
１２：黒色土＋黄褐色粘質土
１３（ａ）：オリーブ灰色土
１３（ｂ）：　 〃　（１３ａより黒味が強い）
１４：オリーブ褐色土

１５：黄褐色粘質土
１６：黒褐色土
１７：黄褐色砂質土（ＡＴ由来か？）
１８：褐色土
１９：明褐色粘質土
２０：暗褐色土
２１：黒褐色粘質土
２２：黒色粘質土
２３：黒褐色粘質土
２４：暗灰黄色粘質土



ａ）旧竪坑

　初葬時の埋葬施設の痕跡は、羨門部前面に位置する

方形の浅い掘り込みである。長軸０．９４ｍ、短軸０．６ｍ、

深さ０．１ｍを測る。この方形掘り込みは、ＳＴ３例で

は石閉塞に伴う遺構である。　この方形掘り込みを木

板嵌めこみ溝が切り込むようにも看取され、石閉塞

（初葬）→板閉塞（追葬）という変遷も想定できる。

ただ確証に乏しいため、初葬時も板閉塞であった可能

性も残されている。

ｂ）新竪坑

　追葬時の閉塞施設は、板閉塞と考えられる。羨門部

前面に長さ１ｍ、幅０．１８ｍ、深さ０．１２ｍの溝が掘りこ

まれ、木板嵌めこみ溝と考えられる。

　この溝から新竪坑両側面にかけて楕円形の浅い掘り

込みが接続する。

　一方、羨門部壁面から新竪坑両側面にかけて幅０．３

ｍ、高さ０．３～０．４ｍ、奥行き０．１５ｍの矩形の掘り込み

が穿たれていた。この位置は標高９０ｍ付近にあり、羨

門部上端の高さに近い。

　この掘り込みは、羨門閉塞の木板が竪坑側に倒れこ

まないよう、「かんぬき」状に押さえていた痕跡と解釈

される。

　木板嵌めこみ溝の両側に接続する浅い掘り込みも板

閉塞に伴う施設と考えられる。

　土層断面観察では、木板嵌めこみ溝を境にして竪坑

側と羨道・玄室の覆土は土質・土色とも明瞭な差が認

められる。羨道・玄室内覆土については、天井落盤後

の流入土と解釈される。

　また、木板自体の痕跡は確認できなかった。竪坑側

堆積土は、暗灰黄色土や黒色土主体であるが、地山ブ

ロックの混入が認められない特徴を有す。

　つまり、ＳＴ４のような完全復旧ではなく、開放さ

れた空間が残されている、つまり閉塞板が露出した状

態が存在したと考えられる。

【羨門～玄室】

ａ）羨門部

　羨門の立面形は長方形である。羨門上端部は崩壊に

よって失われている。原状では、底面幅０．９８ｍ、高さ

０．６ｍ（復元高）を測る。羨門部前面に木板嵌めこみ

溝が設けられている。

ｂ）羨　道

　羨道部は、奥行き０．５～０．６ｍ、幅１～１．０８ｍ、高さ

０．６ｍ（復元高）を測る。羨道平面形は玄室奥壁に向

かって緩い逆「ハ」の字形を呈する。断面形は箱形と

考えられる。

　羨道・玄室床面は茶褐色粘質土（基本土層の第�層）、

玄室天井は暗褐色・茶褐色粘質土（第�・�層）を掘

削している。羨道部と玄室床面は、ほぼ水平である。

羨道部で遺物は出土していない。

ｃ）玄　室

　玄室は、平入り横長楕円形プランを呈す。玄室右側

壁側は楕円形である。左側壁側は隅丸方形に近い。　

法量は、奥行１．５６ｍ、幅２．４１ｍ、高さ０．７６ｍ（復元高）、

床面積２．９５�である。

　天井部は部分的に崩落しているが、遺存部分から

ドーム形と判断される。

　玄室主軸上の床面を中心にＡＴが約１�の厚さで堆

積していた。屍床として意識していたと考えられる。

また、玄室床面に円形や楕円形の浅い掘り込みが２箇

所検出された。

　玄室内遺物は大きく�玄室奥壁側、�玄室南東隅

部、�玄室中央部の３箇所に区分される。

　�では、奥壁側に切先を西に向ける鉄鏃２点（１０４１・

１０４２）、その南側に須恵器蓋（１０３４）・土師器壷（１０３８）・

須恵器坏身（１０３６）が列状に配置される。１０３６は口縁

部を下にする状態で出土した。１０３８はやや高い位置で

の出土である。鉄鏃の副葬方向から頭位は東方向と推

定される。

　�では、土師器高坏（１０３９）が口縁部を下に、須恵

器坏蓋（１０３５）が口縁部を上にして寄せ集められた状

態で出土した。

　�では、鏃身部を欠損する鉄鏃（１０４０）が出土した。

【出土遺物】

　ＳＴ８に伴う遺物は、須恵器坏蓋（１０３４・１０３５）・

坏身（１０３６）長頸壷（１０３７）、土師器壷（１０３８）・土師

器高坏（１０３９）及び鉄鏃（１０４０～１０４２）である。１０３４

と１０３６は、その出土位置と、合子状に噛み合うので蓋

－３４７－



坏のセットと考えられる。蓋坏のセットはＴＫ２０９新

段階に併行する。

　１０３４は１０３５とは器高や口縁部形態に型式的な差を有

するが、ＴＫ２０９新段階の範疇に含まれると考えられ

る。１０３７は脚部二段透かしを施すためＴＫ２０９型式に

併行する。土師器は、概ねＴＫ２０９段階に併行する時

期に属する。

【遺構の時期など】

　ＳＴ８では、平面及び断面土層の観察から都合２回

の竪坑掘削を確認した。出土遺物から明確な型式差

（時期差）は見出せないが、ＴＫ２０９新段階に併行する

時期に初葬および追葬がなされたと解釈される。

　ＳＮ１の築造時期は、ＴＫ２０９新段階なので、古墳築

造直後の時期にＳＴ８が構築された。

　また、玄室内遺物出土状況の内、�は追葬時の副葬

状況を、�は追葬時の「片付け行為」を示すと理解さ

れる。�は初葬時の副葬品の１つで、集積されること

なく放置、取り残された遺物と考えられる。

　他方、旧竪坑内の土器出土は、竪坑内祭祀が執行さ

れたと解釈したい。

－３４８－

第２８４図　ＳＴ８竪坑掘削痕（Ｓ＝１/４０）

第２８５図　ＳＴ８出土遺物実測図（Ｓ＝１/２・１/４）
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４、土坑墓と土坑

　古墳時代～古代に属すると考えられる土壙墓と土坑

は、１４基を数える。これらの土坑（壙）はＳＮ１とＳ

Ｎ２の周辺で検出された。それより北側の古墳時代集

落内では確認されていない。

　こうした土坑（壙）の検出位置や性格から古墳や地

下式横穴墓といった墳墓群と何らかの密接な関係があ

ると考えられる。

　土坑（壙）の性格を推定できるものは、土壙墓とし

て４基、馬埋葬土坑として２基が挙げられる。

ａ）土坑墓（ＳＤ）

ＳＤ１（第２８０～第２８７図）

　Ｌ１７グリットに位置し、ＳＮ１の南側約１５ｍ地点

の、ＳＮ１とＳＮ２との中間地点ある土坑墓である。

　平面形は台形に近い長方形プランで、長辺を東西方

向に向けている。断面形は箱形を呈する。　

　このＳＤ１墓は西側の陥し穴状遺構（ＳＷ１）との

切り合い関係を示し、ＳＷ１より後出する。

　ＳＤ１掘り方の大きさは、長辺２．８～３．２５ｍ、短辺

１．３～１．５ｍ、検出面からの深さは０．９ｍ前後を測る。

他の土坑墓に比べ長大で深いのが特徴である。

　ＳＤ１底面の西側付近で完形の土師器高坏が出土し

た。また、高坏周辺からＳＤ１の主軸線上に幅０．１～

０．１５ｍ大の焼土塊が点在していた。　

　高坏や焼土塊の検出状況から頭位は高坏のある方

向、すなわち東位にとると推定され、この場合の主軸

はＮ‐９７゚‐Ｅとなる。

　埋土は、黒色土を主体とし、ほぼ水平に堆積してい

た。土層観察からは、木棺など埋葬施設の痕跡は認め

られない。

　遺物は、上記の土師器高坏と覆土中より須恵器壺底

部（１０４３）が出土した。１０４４は内外面を赤色塗布仕上

げされる。

　ＳＤ１の時期は、土師器高坏（１０４４）の形態からＴ

Ｋ２１７段階に併行する時期に属すると考えられる。

ＳＤ２（第２８８～第２８９図）

　Ｊ１７グリットに位置し、ＳＮ１の南東側、ＳＴ１と

ＳＴ４との中間にある土坑墓である。

　平面形は隅丸長方形に近いプランで長辺を南北方向

に向けている。ＳＤ２掘り方は三方向にテラスを有す

る二段掘りである。　

　また、掘り方の大きさは、長辺１．８ｍ前後、短辺１ｍ

前後、検出面からの深さは０．４ｍを測る。前述のＳＤ

１に比べ規模は１／４程と小さく、浅い掘り込みであ

る。

　ＳＤ２底面の中央より南側付近で遺物が集中して出

土した。東壁に沿って須恵器壷と蓋坏のセットが、主

軸線上には水晶製切子玉や耳環、刀子が出土した。

　遺物の検出状況から、頭位は耳環や切子玉のある方

向、すなわち南にとると推定され、この場合の主軸は

Ｎ‐１４６゚‐Ｗとなる。

　この主軸はＳＮ１主体部群の主軸方向とほほ同じで

ＳＮ１主体部の頭位や主軸方向を意識している可能性

が指摘されよう。

　また、遺物は床面より浮いた状態に看取されるが、

遺物出土レベルの土はそれより上位の埋土と比べて�

－��土塊の混入がなく、叩き締められた感のある、し

まりの強い土質を示していた。

　従って、掘り方掘削後に貼床状に掘削底面を整地し

た上で埋葬行為を行ったと判断される。

　遺物は、須恵器蓋坏（１０４５・１０４６）壷（１０４７）と耳

環（１０４８）、刀子（１０４９）、水晶製切子玉（１０５０～１０５２）

がある。

　ＳＤ２の時期は、須恵器蓋坏の型式からＴＫ２１７古

段階に併行すると考えられる。

ＳＤ３（第２９０図）

　Ｊ１７グリットに位置し、ＳＮ１の南東側、ＳＴ１の

東側にある土坑墓である。ＳＤ２とＳＴ１との中間地

点でもある。

　平面形は長楕円形で、長軸はＳＮ１主体部群の主軸

方向と直交する。断面形は不整な逆台形である。

　掘り方の大きさは、長軸０．９ｍ、短辺０．５３ｍ、検出面

からの深さは０．２５ｍを測る。

　底面中央では、須恵器坏蓋が天井部を伏せた状態で

検出された。その傍らに刀子がある。刀子の切先は、

－３４９－



平面形の長軸方向と同じ向きなので、頭位は南西方向

となろう。この場合、主軸はＮ‐４５゚ Ｗとなる。

　覆土は、黒色土を主体とし、�－��ブロックの混入は

見られなかったが、焼土粒が疎らに認められた。

　なお、ＳＤ３は、平面プランや規模が他の土坑墓と

異なっていることから、祭祀土坑といった他の性格を

有する可能性もある。

　遺物は須恵器坏蓋（１０５３）と刀子（１０５４）がある。

　ＳＤ３の時期は、須恵器坏蓋の型式からＴＫ２１７新

段階に併行すると考えられる。

ＳＤ４（第２９０図）

－３５０－

第２８７図　ＳＤ１出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）
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ＳＤ１土層注記
１：明黄褐色土
２：暗黒色土
３：黒色土
４：暗褐色土
５：黒褐色土
６：黒褐色土（５層より硬質）
７：黒褐色土（５層より黄味が強い）
８：黒褐色土（５層より黒味が強い）
９：黒色土（３層より黄味が強い）
10：黒色土（３層に黄褐色土ブロックが混入した覆土）
11：黄橙色土
12：黄褐色土
13：黒色土＋黄褐色土（焼土粒・��－��・�－��ブロック密に混入）

第２８６図　ＳＤ１実測図
　　　　　（Ｓ＝１/４０）



　Ｊ１９・２０グリットに位置し、ＳＮ２とＳＴ３の中間

地点よりやや北側にある土坑墓である。

　平面形は長方形プランで、長辺を南北方向に向けて

いる。断面形は逆台形を呈する。　

　掘り方の大きさは、長辺１．７ｍ、短辺１．３～１．０５ｍ、

検出面からの深さは０．４５ｍ前後を測り、規模はＳＤ２

に類似する。覆土は、黒色土を主体とし、�－��ブロッ

クが疎らに混入していた。

　ＳＤ４中央の付近では、０．４～０．６ｍ大の尾鈴山酸性

岩の扁平な円礫２個が掘り方内に落ち込むような状態

で検出された。その円礫の下より須恵器坏蓋が１個出

土した。

　残念ながら、この須恵器坏蓋は実測作業中に盗難に

あってしまい、現存していない。ちなみに、この坏蓋

は、調査時の所見から、撮みを持つ蓋（坏Ｇ）で、Ｔ

Ｋ２１７古段階に併行すると判断した。

　ＳＤ４の方位は、他の土坑墓平面形の長辺が主軸方

向となるので、頭位は北か南方向と考えられる。頭位

を北とした場合、主軸はＮ‐３０゚‐Ｅをとなる。

ｂ）土　坑

ＳＣ３（第２９０図）

　Ｉ１７グリットに位置し、ＳＴ４ととＳＴ７の中間に

ある。東側にはＳＣ４が並置している。このＳＣ３・

４はＳＮ１の同心円上に沿っている。

　平面プランはやや不整な隅丸方形を呈し、長軸１．６

ｍ、短軸１．０５ｍ、検出面からの深さは０．６ｍを測る。底

面中央部は不定形に０．１５ｍ程さらに掘り込まれてい

る。土坑断面形はフラスコないし袋状で、長軸は南北

方向に向く。

　覆土は、�－��や褐色土（ＭＬ１相当層由来）ブロッ

クが混入する黒色土系が主体である。底面中央部の不

定形に掘り込まれた部分の覆土は、上層に比して褐色

土ブロックの割合が多い。なお、遺物は出土していな

い。

ＳＣ４（第２９１図）

　Ｉ１８グリットに位置し、ＳＣ３の東側にある。

　平面プランは楕円形に近い隅丸方形を呈し、長軸

１．４ｍ、短軸０．９５ｍ、検出面からの深さは０．４ｍを測る。
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長軸は南北方向に向く。土坑（壙）の断面形は、逆台

形状となる。

　覆土は、�－��や褐色土ブロックが混入する黒色土

系が主体である。なお、遺物は土師器甕破片が少量出

土した。

ＳＣ５（第２９１図）

　Ｊ２０グリットに位置し、ＳＴ３の東側にある。

　平面プランは、北辺がすぼまる隅丸方形をなす。長

軸１．５ｍ、短軸１．０５ｍ、検出面からの深さは０．７ｍを測

る。土坑の断面形は、箱型で部分的に袋状となる。土

坑の長軸は南北方向に向き、ＳＤ４と同じ主軸方向を

指向する。

　覆土は、�－��や褐色土ブロックが混入する黒色土

系が主体である。なお、遺物は出土していない。

ＳＣ９（第１２６８図）

　Ｊ１９グリットに位置し、ＳＴ３の東側にある。ＳＥ

１によって遺構上半部を失っていた。

　平面プランは、長楕円形である。長軸０．８５ｍ、短軸

０．５ｍ、検出面からの深さは０．２５ｍを測る。断面形は、

逆台形状となる。土坑の長軸は北東－南東方向に向い

ている。

　覆土は、炭化物や焼土粒を多量に含む黒色土であっ

た。覆土中に須恵器大甕破片が混在して出土した。

　このＳＣ９は、ＳＴ３と近接した位置にあり、須恵

器大甕が出土した点から、ＳＴ３に関連の深い土坑と

想定される。

　出土遺物は、１００１である。須恵器大甕で、口縁部か

ら頚部付近と胴部が部分的に残存している。また、口

縁部外面は、斜方向のヘラ描き沈線が施され、横位２

条の沈線によって２段に区画される。口縁部形態は、

ＳＴｔ竪坑内出土遺物（９７２）と型式的な前後差を示

している。

ＳＣ１５０（第２９１図）

　Ｉ１９グリットのＳＣ１５１とＳＢ７２の間に位置する。

　平面プランは、隅丸方形で長軸１．８ｍ、短軸１．３５ｍ、

検出面からの深さは０．８ｍを測る。

　土坑（壙）の断面形は、フラスコ状である。また、
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第２９０図　ＳＤ３実測図及び遺物実測図、
ＳＤ４・ＳＣ３実測図（Ｓ＝１/２・１/４・１/４０）

SD3

SD4

SC3

0

1053
1054

1m

0

0

5 
cm

10cm

0 1m

0
1m

M
.N
.

M
.N
.

M
.N
.

L＝88.630m

L＝88.50m

L＝
88
.5
0m

L＝89.00m

L＝
89
.0
0m

（１：４） 

（１：４０） 

（１：４０） 

（
１

：
４０

）
 

（
１

：
２

）
 



－３５３－

第２９１図　ＳＣ４・５、１５０～１５３実測図（Ｓ＝１/４０）

L＝88.90m

L＝89.75m

L＝88.50m

L＝88.30m

L＝88.20m

L＝
88
.3
0m

L＝
88
.2
0m

L＝
88
.5
0m

L＝
89
.7
5m

L＝88.50m

L＝
88
.5
0m

L＝
88.90m

SC4

SC150

SC152 SC153

SC5M
.N
.

M
.N
.

M.N.

M.N.

M
.N
.

0 1m 0 1m

0 1m0 1m

0 1m 0 1m

M.N.

1

6

4
2

3
5

土層注記
１：黒褐色土
２：黒褐色粘質土
３：オリーブ黒色土
４：暗褐色土
５：黒色土
６：灰黄褐色土



土坑（壙）長軸は南北方向に向き、ＳＤ４やＳＣ５と

同じ主軸方向を指向する。

　覆土は、�－��や褐色土ブロックが混入する黒色土

系が主体である。なお出土遺物は得られなかった。

ＳＣ１５１（第２９１図）

　Ｉ１９グリットに位置し、ＳＣ１５０の西側またはＳＴ

３の北側にある。

　平面プランは、隅丸方形を基調とするが、西側部分

は隅角をなしていない。

　長軸１．８３ｍ、短軸１．４ｍ、検出面からの深さは０．６５～

０．８ｍを測る。長軸は東西方向を示し、ＳＴ４・５と同

じ主軸方向を指向する。

　土坑は、断面箱形に掘削した後、さらに東側底面付

近を袋状に拡張したような掘り方である。

　覆土は、�－��や褐色土ブロックが混入する黒色土

系が主体である。なお、遺物は出土していない。

ＳＣ１５２（第２９１図）

　Ｊ２０グリットに位置し、ＳＣ５の南側またはＳＤ４

の東側にある。

　平面プランは、隅丸方形で長軸１．５７ｍ、短軸１．１５ｍ、

検出面からの深さは０．６ｍを測る。土坑の断面形は、

箱形を呈する。また、長軸は東西方向に向いている。

ＳＣ１５３も同様であった。

　覆土は、�－��や褐色土（ＭＬ１相当層由来）ブロッ

クが混入する黒色土系が主体である。なお、遺物は出

土していない。

ＳＣ１５３（第２９１図）

　Ｊ２０・２１グリットに位置し、ＳＣ１５２の南側にある。

　平面プランは、やや不整な隅丸方形で長軸１．７５ｍ、

短軸１．３５ｍ、検出面からの深さは０．７２ｍを測る。土坑

断面形は、箱形を呈するが中央付近はやや凹む。長軸

は南北方向に向くが、ＳＣ１５２も同様であった。

　覆土は、�－��や褐色土ブロックが混入する黒色土

系が主体である。遺物は出土していない。

　ＳＣ１５３は、ＳＣ１５２よりやや大きめだが、平面形や

深さ、長軸方向は互いに類似している。

ｃ）馬埋葬土坑（ＳＵ）

ＳＵ１（第２９２～第２９３図）

　Ｌ１７グリットに位置し、ＳＤ１の南側にある。

平面プランは楕円形を呈するが、隅丸方形に近い。　

遺構法量は、長軸０．８３ｍ、短軸０．６ｍ、検出面からの深

さは０．４ｍを測る。床面中央部は不定形に０．１ｍ程さら

に掘り込まれている。

　長軸方向は、ほぼ東西に向けられており、断面形は

箱形に近いが、部分的にフラスコ状となる。

　覆土は、第１３層は粘性の強い褐色土（ＭＬ１相当層

由来か）、第１～第１２層は�－��や褐色土ブロックが混

入する黒色土系である。

　遺物は、１０５５や１０５７の馬具類が第１２層中より出土し

た。馬歯等の動物遺存体は検出されなかったが、遺物

のあり方から馬を埋葬した土坑と考えられる。

　なお、覆土の状況から上下で相違が認められた。こ

の覆土（埋土）の違いは、馬の追葬というよりは、土

坑底面の掘削後、褐色土を用いて底面を平坦に整形し

た痕跡と考えられる。

　１０５５は立聞部分を�具状に造る�具具造立聞環状鏡

板付轡である。鏡板は長径５．４�、短径４．８�、の楕円

形で、断面は厚さ０．７�の隅丸方形である。立聞はΩ

状を呈す。

　１０５７は鐙吊金具の一部と考えられる。吊金具にも木

質が付着していることから、鐙は木製であったと考え

られる。木製の鐙を挟み込んで現存する最低でも２個

の鋲で固定していたと考えられる。

　ＳＵ１出土の�具造立聞環状鏡板付轡（１０５５）は、

型式的にＴＫ２０９新段階に相当する。

ＳＵ２（第２９４～第２９５図）

　Ｋ１８グリットに位置し、ＳＮ１とＳＮ２の中間にあ

る。この位置は、ＳＤ２とＳＴ２を結んだ中点でもあ

る。また、ＳＢ５９に切られる。

　平面プランはやや不整な隅丸方形を呈し、長軸０．９

ｍ、短軸０．６７ｍ、検出面からの深さは０．３２ｍを測る。

床面中央部は不定形に０．１ｍ程さらに掘り込まれてい

る。断面形はフラスコないし袋状となる。長軸は北西

－南東方向に向く。

　覆土は、�－��や褐色土（ＭＬ１相当層由来）ブロッ

クが混入する黒色土系が主体である。
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第２９４図　ＳＵ２実測図（Ｓ＝１/４０）

第２９２図　ＳＵ１実測図（Ｓ＝１/４０）

第２９３図　ＳＵ１出土遺物実測図（Ｓ＝１/２）

土層注記
１：黒色土
２：黒褐色土
３：オリーブ褐色土
４：オリーブ黒色土
５：黒褐色粘質土
６：黒色粘質土
７：暗褐色粘質土

８：�－��ブロック土
９：灰褐色粘質土
１０：�－��ブロック土
１１：暗褐色土
１２：明黄褐色土＋黒色粘質土
１３：暗褐色土＋褐色粘質土
　　（��１整地層か?）

土層注記
１：黒色粘質土（�－��・��－��・��１・２由来のブロック土混入）
２：黒褐色粘質土（褐灰色ブロック土混入）
３：黒褐色粘質土（２層に�－��・��－��１ブロック土混入）
４：黒褐色粘質土（３層よりブロック土混入少ない）
５：黒褐色粘質土（４層よりブロック土の大きさ小さい）
６：暗オリーブ黒色粘質土（�－��・��－��・��１・２由来のブロック土混入）
７：灰褐色粘質土（�－��・��－��・��１・２由来のブロック土混入）
８：灰褐色粘質土（７層よりブロック土の混入少ない）
９：暗褐色粘質土
１０：暗褐色粘質土（９層に黄褐色ブロック土が混入）
１１：暗褐色粘質土＋黒色土
１２：暗オリーブ黒色土＋灰褐色粘質土
１３：にぶい黄褐色粘質土（黄褐色ブロック土混入：��２の整地層か�）
１４：黒色土（樹根か？）
１５：灰褐色粘質土＋黒褐色粘質土
１６：黒色粘質土＋黄褐色土



　しかし、�－��や褐色土ブロックの大きさや混入の

度合いによって大きく上下に区分される。

　第１３層は、大きめのブロックが多く混入するが、そ

れより上位の層は小さめのブロックが少量混入するの

みである。

　遺物は、轡といった馬具類が第１３層上面付近で出土

した。轡は、床面の中央よりやや北側へ寄った位置に

あり、引き手を北に向けた状態で検出された。轡には

馬歯の一部が付着していた。馬歯以外に、馬に関する

遺存体はない。

　ＳＵ１同様、遺物のあり方から馬を埋葬した土坑と

考えられる。なお、覆土の状況や轡の出土状況から、

第１３層上面が本来の床面であると考えられる。ＳＵ１

と同様な造作である。

　ＳＵ２出土の馬具（１０５８）は、�具造立聞環状鏡板

付轡で、型式的にＴＫ２０９新段階に相当する�。

　鏡板は長径６．６�、短径４．８�の楕円形で、断面は１

�の隅丸方形である。立聞は、長径３．４�、短径２．８�

である。また、刺金は長さ２．４�、引手は長さ１４．８�を

測る。

　鏡板と立聞部分の連結部分は平坦な板状で、その中

央部分に円孔が付される。刺金は、この部分に通し

た、曲げて固定される。

　引手の銜と連結している環と反対側のある引手壺

は、外側にくの字状に曲がり、連結の環とは９０°捻っ

たつくりをなす。

　２連の銜の１つは、同方向の環を作り、他方は９０°

捻られる。引手と銜の環は、ともに先端を割いて作ら

れている。

〈註〉

�　宮崎県埋蔵文化財センター 丹俊詞氏ご教示

　

５、不明遺構
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第２９５図　ＳＵ２出土遺物実測図（Ｓ＝１/２）
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ＳＸ１（第２９６図）

　Ｃ２４・２５、Ｄ２４グリットに位置する。ＳＸ１周辺

には掘立柱建物跡や竪穴住居跡が広がる。

　ＳＸ１周辺は、第�層下部に至る削平が著しく、全

体の形状は不明である。原状では、二重の溝が矩形も

しくは方形に巡る遺構と考えられる。

　内周溝は、一辺６．５ｍ前後で方形に囲繞すると想定

される。内外の溝とも幅０．５ｍ、検出面からの深さは

０．１ｍである。溝底面や、内側の溝で囲まれた内部に

はピットが数箇所検出された。

　溝等の覆土は、黒色土主体で古墳時代遺構埋土と近

似している。遺物は出土しなかった。

　このＳＸ１は、遺構覆土との比較において、古墳時

代の所産と推定される。この場合、集落と近接するが

重複関係をもたず既に存在した可能性もある。

　上記の点と二重の溝（周溝）を有することから方墳

や周溝墓等の可能性が考えられる。

－３５７－

第２９６図　ＳＸ１実測図（Ｓ＝１/４０）
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写真５　現地説明会の風景�

写真６　現地説明会の風景�

写真７　現地説明会の風景�

写真８　現地説明会の風景�

２００１年７月１４日の第２回現地説明会の報道記事
（宮崎日日新聞　平成１３年７月１６日付朝刊より転載）
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第２節　古墳時代終末期～古代の集落

１、概　要

　古墳時代終末期～古代初めの遺構として竪穴住居７５

跡軒、掘立柱建物跡８２棟の集落跡と古墳２基、地下式

横穴墓８基、土坑墓４基、馬埋葬土坑２基で構成する

墳墓群が調査された。ここでは、集落跡の調査成果に

ついて記述する。

【遺物記述について】　

　本文中では、遺物出土状態の記述を重視し、遺物の

諸特徴は必要最低限の言及にとどめた。個々に遺物説

明を行なうと非常に煩雑になるためである。

　そのため、個々の遺物の詳細については遺物観察表

を参照されたい。

２、竪穴住居跡

　本遺跡の集落は竪穴住居跡と掘立柱建物跡で構成さ

れる。これらの竪穴住居跡群や掘立柱建物跡群は、牛

牧１号墳と北側の谷に挟まれる形で東西方向へ展開す

る７～８世紀初め頃の集落と考えられる。

ＳＡ１（第２９８～第３０１図）

【立　地】

　Ｇ２０・２１およびＨ２０・２１グリットに位置する。カマ

ドと土器埋設炉を有する竪穴住居跡である。ＳＡ１

は、他の竪穴住居と切り合わず、単独立地する。付近

の竪穴住居とは、３～４ｍほど空間を隔てる。

【規　模】

　遺構の平面形は南北に長い方形で、主軸方位は真北

である。規模は東西６．１～６．２ｍ、南北は６．３～６．５ｍ、

床面積３９．３６�である。四周のコーナー部はほほ直角

を呈す。壁の残存高は４辺ともに約０．２ｍ程度で、断

面逆台形をなす。

【覆土の状況】

　１層～２層ともにアカホヤブロック土を含んでいる

が、おもにその多寡を基準として分層した。この他各

層とも焼土粒子、炭化物を微量に含んでいる。１・２

層とも自然堆積土と考えられる。

　３層は貼床の土である。

【柱　穴】

　柱穴は、床面でＰ１～Ｐ４の主柱穴を検出した。柱

穴間の芯々距離は、東西３．５ｍ、南北３．６～３．８ｍで、対

角線上の配置をとる。

　柱掘りかたは直径０．４ｍ程度の円形プランで、深さ

は床面より０．６～０．７ｍを測る。柱穴は貼床後に掘削さ

れ、その断面形は上端が若干広がる直掘りである。

　柱痕跡は、Ｐ１・Ｐ２で確認され、直径０．２５ｍを測

る。この柱痕跡により、Ｐ１とＰ２では再度柱穴を掘

り返して立柱する行為が認められた。おそらく修復に

よるものであろう。

【床　面】

　床面は概して平坦で、全体的に硬化している。壁体

溝は検出されなかった。

　また、Ｐ３の南側、壁際付近に直径０．８ｍ前後の不整

な浅い掘り込みがある。この掘り込み底面や周囲に円

礫や磨石、敲石などが散在していた。

【作業台】

　竪穴住居の東南隅にあるＰ３の東側に隣接して、床

面に設置された台石が検出された。

台石は、長径０．６ｍ、短径０．３５ｍの扁平な長楕円形であ

る。石材は尾鈴山酸性岩類で潰打痕や擦痕などの明確

な作業痕跡は見出せなかった。

　しかし、何らかの作業台と用いられたと想定される

ので台石と報告する。

　この台石は床面を一回り大きく掘り込んだ土坑のな

かに埋置され固定されている。

【床面下の状況】

床面下の掘りかたは、四壁沿いに浅く掘り窪められ

る。カマドの位置する周辺は、さらに土坑状にやや深

く掘削される。この掘削面をアカホヤブロック主体の

黒色土で厚さ０．１５～０．２５ｍ埋め戻し、貼床とする。

【カマド】

　カマドは北壁のほぼ中央に構築される。住居壁を凸

形にわずかに切り込んで突出する、袖部の長いカマド

である。

　規模は、袖の先端から煙道の立ち上がりまで１.１３ｍ、

袖の最大幅は１.２２ｍである。カマド本体は、黄褐色粘

土を用いて構築されている。

　カマド掘りかたは貼床面を壁外方に向かって大きく
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断面「Ｕ」字形に掘り込む。カマド構築時に貼床土や

地山ブロック土で埋め戻し、燃焼部としている。

　焚き口はやや平坦面をなし、燃焼部付近で緩やかな

掘り込みがみられる。燃焼部の上面には焼土や灰が厚

く堆積していた。それより上位の覆土は自然堆積と考

えられる。

　また、燃焼部では支脚やその抜き取り穴は認められ

なかった。一方、カマド内の焚口部から燃焼部にかけ

ての壁面が熱により焼土化して硬質になっていた。

　煙道は、燃焼部の奥壁で約２０の角度で立ち上がり住

居外へ至る。

　天井部は既に失われており、構築材がカマドの焚口

部付近から住居中央に薄く層状に広がっていた。カマ

ド祭祀に伴う遺物は出土しなかった。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は竪穴部のほぼ中央部、カマドの主軸線

上の位置に設置される。直径０．６ｍ、深さ０．２ｍの土坑

に、土師器甕を据えて埋め戻されている。

　土坑は二段掘りで、一段目は浅めに広く円形に掘ら

れ、二段目はその中心部に口縁部を打ち欠かれた甕の

胴部がちょうど収まるように掘り込まれる。

　また、検出面では、甕を中心に直径０．３ｍ前後の範囲

で円形に焼土化している。特に甕外面の周囲に接する

部分は著しく赤化している。この焼土化した部分は、

検出面から０．１ｍ前後の深さまで達している。

－３６２－

第２９８図　ＳＡ１実測図（Ｓ＝１/６０）
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第３０１図　ＳＡ１出土遺物実測図（Ｓ＝１/３・１/４）

第２９９図　ＳＡ１カマド実測図（Ｓ＝１/３０） 第３００図　ＳＡ１土器埋設炉実測図（Ｓ＝１/３０）
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【遺物出土状況】

　竪穴部本体から出土した遺物はそれほど多くなく、

図化可能な遺物は約１４点である。大半の遺物は、床面

直上とカマド内からの出土である。

　カマド東側の壁付近に土師器坏類が、カマドと土器

埋設炉の間に土師器甕、Ｐ４付近では須恵器蓋坏が床

面より出土した。またカマドの焚き口から燃焼部にか

けてやや浮いた位置で土師器甕が散乱した状態で検出

されている。

【遺構の時期】

　本住居跡は、須恵器蓋坏の型式からＴＫ２１７新段階

からＴＫ４６の時期に相当すると考えられる。

ＳＡ２（第３０２図）

【立　地】

　Ｇ１９グリットに位置し、カマドと土器埋設炉を有す

る竪穴住居跡である。ＳＡ２はＳＡ３を切っている。

このＳＡ２の西側にはＳＡ４が隣接している。

　ＳＡ２～４は切りあいや位置が近接する関係があ

り、あるまとまりを持っていると考えられる。

　また、ＳＡ２の南西隅部はＳＥ１に切られている。

【規　模】

　遺構の平面形は正方形に近く、カマド主軸方位は

Ｎ‐７９゚‐Ｗ、住居主軸方位はＮ‐１４゚‐Ｅを示す。

　規模は東西５．７ｍ、南北は５．７ｍ、床面積３２．４９�であ

る。四周のコーナー部はほぼ直角となる。

　住居東側の短辺中央部付近に、外方にやや張り出す

部分が認められた。ＳＡ６８にも同様な張り出しが検出

されている。

　壁の残存高は４辺ともに約０．１ｍ程度で辛うじて遺

存していた状況である。

【柱　穴】

　柱穴は、床面でＰ１～Ｐ４の主柱穴を検出した。柱

穴間の芯々距離は、東西３．５ｍ、南北３．５～３．７ｍで、互

いの柱穴が対角線上にある配置をとる。

　柱掘りかたは直径０．３ｍ程度の円形プランで、深さ

は床面より０．３～０．４ｍを測る。

　柱穴は貼床の後に掘り込まれ、断面形は逆台形か上

端が若干広がる直掘り状である。なお、柱痕跡は、認

められなかった。

【床　面】

　床面は、カマドと土器埋設炉付近を中心として若干

硬化し、やや落ち込んでいる。また、壁体溝は検出さ

れていない。

【床面下の状況】

　床面下の掘りかたは、竪穴住居四隅部分が浅く掘り

窪められている。この掘削面にアカホヤブロックを多

量に含む黒色土で、厚さ０．１５～０．２ｍ程度埋め戻して

貼床としている。

【カマド】

　カマドは西壁の中央よりやや北側に寄った位置に構

築される。カマド本体は住居壁をわずかに切り込んで

構築されている。そのため、煙道部自体が住居壁より

やや突出している。なお、全体的に削平が著しく遺存

状況は良好ではなかった。

　規模は袖の先端から住居壁まで０.６ｍ、袖の最大幅は

１.２４ｍである。

　カマド本体は、主に黄褐色粘土を用いて構築されて

いる。砂礫の混入はなく、精緻である。

　カマド内部はカマド構築材の崩落土や流入土で埋没

しており、焼土層や灰層は検出されなかった。この埋

土堆積状況は、住居廃棄時に丁寧に清掃、片付けられ

たような様相を呈していた。

　また、カマド全体に白色粘土や黄褐色粘土ブロック

を含む粘土層が薄く層状に床面より浮いた状態で広

がっていた。この状況からは、カマド本体に伴うもの

か、カマド背面に土壁の存在を示すものか、判断でき

なかった。

　なお、遺物は焚き口床面付近を中心に出土したが、

カマド祭祀に伴う遺物は出土しなかった。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、竪穴部中心よりやや南に外れた位置

で検出された。

　長軸０．５５ｍ、短軸０．４５ｍ、深さ０．２５ｍの掘り込み内

に土師器甕が上端部を残して埋置される。

　この掘り込み断面は二段掘りで、この中心に口縁部

と底部を打ち欠かれた土師器甕（１０７３）の胴部が据え

置かれた後、埋め戻される。

　また、検出面では甕を中心に直径０．２６ｍ前後の範囲

で円形に焼土化した部分が確認された。特に甕外面の
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周囲に接する部分は著しく赤化している。

　この焼土化した部分は、検出面から０．１ｍ前後の深

さまで達する。

　さらに土器埋設炉の西側には、焼土面の広がりが検

出された。一辺０．２ｍ前後の不整方形に広がり、床面

が深さ５�程度焼土化していた。

　この焼土面は、炉や焚き火等の火を用いた痕跡の可

能性がある。

【遺物出土状況】

　竪穴部本体から出土した遺物は僅少で、図化可能な

遺物は５点である。遺物は、土師器坏類と土器埋設炉

の炉体に転用された甕があり、坏類は主にカマド内と

住居床面から出土した。

　１０７３は土器埋設炉の炉体土器である。この土師器甕

の底部の一部はＳＮ１の内周溝覆土中より出土した。

土師器甕を炉体土器へ転用時、底部を打ち欠いた際に

生じた底部片が周溝内に混入したと考えられる。

【遺構の時期】

　本住居跡は、より細かく時期決定の可能な須恵器が

出土しておらず、詳細な時期は不明だが、土師器坏や
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第３０２図　ＳＡ２・３実測図（Ｓ＝１/６０）

ＳＡ３土層注記
１：暗褐色土（ＳＡ２覆土）
２：黒色土
３：黒色土＋白色粘質土
４：黒褐色土＋黄褐色ブロック土
５：灰黄褐色土
６：オリーブ黒色土



甕の形態から概ね７世紀前半代と想定される。

ＳＡ３（第３０２図）

【立　地】

　Ｇ１９・２０グリットにある、カマドを敷設する竪穴住

居跡である。ＳＡ３はＳＡ２に切られる切りあい関係

を示し、時期的に後出する。

【規　模】

　遺構の平面形は、東西に長い長方形で、主軸方位は

真北である。規模は東西５．８ｍ、南北は４．９ｍ、床面積

２８．４２�である。四周のコーナー部は直角または隅丸

方形となる箇所がある。

　床面まで削平を受けていたため、壁の立ち上がりは

失われている。

【覆土の状況】

　覆土は黒色土にアカホヤブロック土を含み、焼土粒

子、炭化物がわずかに混入していた。２・３層は流入

土で、第１層はＳＡ２の覆土である。４層は貼床の土

である。

【柱　穴】

　柱穴は床面でＰ１～Ｐ３の主柱穴を検出した。主柱

穴と考えられる。Ｐ３の一部はＳＡ２の掘りかた底面

で検出された。もう１本の主柱穴は、ＳＡ２によって

失われている。

　柱穴間の芯々距離は、東西３．１ｍ、南北２．５ｍで、互

いの柱穴が対角線上にある配置をとる。

　柱掘りかたは直径０．３～０．５ｍ程度の円形プランで、

深さは床面より０．４～０．５ｍを測る。

　柱穴は貼床の後に掘り込まれ、断面形は逆台形か、

上端が若干広がる直掘り状である。なお、柱痕跡は、

認められなかった。

【床　面】

　床面は、カマド付近を中心として若干硬化してい

た。また、カマド以外の土器埋設炉といった火処や壁

体溝は検出されなかった。

【床面下の状況】

　一方、床面下の掘りかたは、竪穴住居四隅部分が浅

く掘り窪められ、さらに四隅の掘り込み部分を連結す

るよう、壁に沿って掘り込みが見られる。

　この掘削面をアカホヤブロックを多量に含む黒色土

で厚さ０．１～０．１５ｍ埋め戻して貼床としている。
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第３０４図　ＳＡ２出土遺物実測図（Ｓ＝１/３・１/４）

第３０３図　ＳＡ２土器埋設炉実測図（Ｓ＝１/２０）

土層注記
１：黒色土
２：焼土層
３：にぶい赤褐色砂質土

４：黒褐色粘質土
５：暗褐色粘質土
６：黒色土（炉体土器内堆積土）



　【カマド】

　カマドは住居北壁中央の位置に構築される。カマド

は住居壁体を掘り込まず、住居壁に直接貼り付ける形

態である。削平が著しく遺存状況は良好ではなかっ

た。

　規模は袖の先端から住居壁面まで０.６ｍ、袖の最大幅

は０.８４ｍである。カマド本体はは黄褐色粘土を用いて

構築されている。

　また、カマド全体と住居外にかけて、ＳＡ２にみら

れるような白色粘土層が薄く層状に状態で広がってい

た。なお、遺物は焚き口と燃焼部付近で土師器甕の小

破片がわずかに出土したに留まる。

【出土遺物】

　竪穴部床面とカマド内より土師器甕や坏の小破片が

出土したが、図化に堪えられず、掲載し得なかった。

【遺構の時期】

　本住居は、所属時期を示す資料に恵まれていないた

め詳細な時期は不明であるが、ＳＡ２との切りあい関

係から、ＳＡ２よりさかのぼる時期と考えられる。

ＳＡ４（第３０５～第３０７図）

【立　地】

　Ｇ１８・１９グリットに位置し、カマドと土器埋設炉を

有する竪穴住居跡である。ＳＡ４の東側に、ＳＡ２・

３が位置する。また、ＳＡ２の東側壁付近はＳＥ１に

切られている。

【規　模】

　遺構の平面形は正方形に近いが、南東隅部分はやや

－３６７－

第３０５図　ＳＡ４実測図（Ｓ＝１/６０）
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不整形である。主軸方位はＮ‐３０゚‐Ｗを示す。

　規模は東西５．３～５．７ｍ、南北は４．２～５ｍ、床面積

２５．３�である。四周のコーナー部は直角に近い隅丸を

呈する。また、壁の立ち上がりはほぼ失われていた。

【覆土の状況】

　覆土は床面上位にある１層のみである。黒色土を主

体とし炭化物がわずかに混入していた。２層は貼床の

土である。

【柱　穴】

　柱穴は床面でＰ１～Ｐ４の主柱穴を検出した。柱穴

間の芯々距離は、東西３ｍ、南北２.８～３．２ｍで、互いの

柱穴がほぼ対角線上にある配置をとる。

　柱掘りかたは直径０．３ｍ程度の円形プランで、深さ

は床面より０．３～０．５ｍを測る。

　柱穴は貼床の後に掘り込まれ、断面形は逆台形状か

緩いＵ字状である。

　柱痕跡は、Ｐ１・２・４で確認された。柱は直径０．２

ｍ前後丸太材で、床面から０．４～０．５ｍ程度埋め戻され

立柱されたと考えられる。

【床　面】

　床面はカマドと土器埋設炉を中心として若干硬化し

ているが、そのほかの部分はやや軟化していた。

　壁体溝は検出されていない。なお、住居床面北西隅

部には小穴が穿たれているが、樹痕と考えられる。

【床面下の状況】

　床面下の掘りかたは、北側壁を除く３壁で壁面に沿

うように浅く掘り窪められている。住居中央部にも不

整形な掘り込みが数箇所施される。

　この掘削面をアカホヤブロックを多量に含む黒色土

で厚さ０．２ｍ埋め戻して貼床としている。

【カマド】

　カマドは北壁のほぼ中央に構築される。カマドは２

基検出され、ともに連接している。両方のカマドと

も、住居壁体を掘り込まず、住居壁に直接貼り付ける

形態である。

　カマド本体は、耕作により著しく削平や攪乱を受け
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第３０７図　ＳＡ４出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）

土層注記
１：黒色土
２：褐色粘質土
３：にぶい赤褐色砂質土
４：暗褐色粘質土
５：灰褐色粘質土
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第３０６図　ＳＡ４土器埋設炉実測図
　　　　　　　　　　（Ｓ＝１/２０）



ており二つのカマドが本来同時存在か、または作り替

えの結果なのかは判断できなかった。

　二つのカマドを同時期と捉えた場合の規模は、袖の

先端から住居壁面までの長さ０.８ｍ、袖の最大幅は１.８８

ｍである。

　カマド本体は黄褐色粘土を用いて構築されている。

　また、焚き口部は平坦でそこからカマド内部は緩や

かな掘り込みとなり燃焼部や煙道部となる。燃焼部付

近はやや深い。支脚の存在は認められていない。

　さらに、カマド全体に白色粘土や黄褐色粘土ブロッ

クを含む粘土層が、薄く層状に床面より浮いた状態で

広がっていた。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は竪穴部中心よりやや東にずれた位置で

検出された。直径０．４ｍ、深さ０．１５ｍの掘り込みに、土

師器甕（１０８５）が埋置されている。

　掘りかたは二段掘りで、一段目は浅めに広く円形に

掘られ、二段目はその中心部に口縁部と底部を打ち欠

かれた甕の胴部がちょうど収まるように掘り込まれ

る。そのうえで、この掘りかたと甕の間隙を粘質土で

丁寧に埋め戻している。

　また、検出面では、甕を中心に直径０．３ｍ前後の範囲

で不整円形状に焼土化した部分が認められた。特に甕

外面の周囲に接する部分は著しく赤化し、甕の底面付

近まで達する。

　また、炉内部は黒色土が流入しており、この覆土中

には、草木類が炭化したような炭化物や炭化粒と土師

器甕破片が混入していた。この甕破片は、土器埋設炉

南側の住居床面で出土した甕と接合関係を持つ。

　しかし炉内部では、赤変や煤の付着がみられず、底

面の第６層も焼土化していなかった。

　一方、土器埋設炉の南側に隣接して焼土面の広がり

が検出された。一辺０．２ｍ前後の不整方形に広がって

おり、床面が深さ２～３�程度焼土化していた。

　なお、土器埋設炉周辺と炉内部の埋土中にかけて土

師器甕１個体分が出土した。出土位置と状況から土器

埋設炉で使用された煮沸土器と考えられる。

【出土遺物】

　竪穴部本体から出土した遺物は僅少で、図化可能な

遺物は約４点である。遺物は、土器埋設炉に使用され

た土師器甕と土器埋設炉周辺で出土した土師器甕と埋

土中より出土し須恵器高台付�である。

【遺構の時期】

　本住居跡は、土師器甕の形態と、須恵器高台付�の

型式からＴＫ２１７新段階～ＴＫ４６に併行する時期が想

定される。

ＳＡ５（第３０８～第３１０・３１２図）

【立　地】

　Ｇ１６・１７グリットにある地床炉をもつ竪穴住居跡で

跡ある。ＳＡ５の西側に、ＳＡ６が位置する。ＳＡ５

とＳＡ６は切りあい関係をもち、その前後関係はＳＡ

６が後出する。

　また、住居北側には縄文時代中期の土坑であるＳＣ

６１、東側にＳＣ３３が位置する。

【規　模】

　遺構の平面形は正方形に近いプランである。住居西

側部分はＳＡ６により掘削されて不明である。

　主軸方位は、北壁を主軸方向とした場合、Ｎ‐３０゚‐Ｅ

を示す。規模は東西４ｍ、南北は４．１５ｍ、床面積１６．６

�である。四周のコーナー部は隅丸を呈する。

　壁の残存高は四壁ともに検出面から約０．２ｍを測り、

断面箱形である。

【覆土の状況】

　黒色土を主体とする覆土が数層にわたって自然堆積

するあり方を示していた。すべての覆土にアカホヤブ

ロック土とＭＬ１ブロック土を含んでいる。この他、

各層とも焼土粒子、炭化物を微量に含んでいた。

【柱　穴】

　主柱穴は床面でＰ２～Ｐ３を、ＳＡ６貼床下層でＰ

１が検出された。柱穴間の芯々距離は、東西および南

北とも２.２ｍで、互いの柱穴が整然と配置される。

　柱掘りかたは直径０．４ｍ程度の円形プランで、深さ

は床面より０．５ｍを測る。柱穴は貼床の後に掘り込ま

れ、断面形は緩いＵ字状である。

　なお、柱痕跡は確認されていない。

【床　面】

　床面は全体的に硬化しており、住居床面中央部に地

床炉が、四壁で壁体溝が検出された。

－３６９－



【壁体溝】

　壁体溝は各壁沿いに全周しており、幅０．１～０．２ｍ、

深さ０．２ｍを測る。壁体溝の底面では小穴等の付属施

設は確認されなかった。

【床面下の状況】

　床面下の掘りかたは、北側壁付近をやや深く掘削す

る以外、住居中央部を高く掘り残すように、浅く掘り

下げている。

　この掘削面をアカホヤブロックを多量に含む黒色土

で厚さ０．１ｍとやや薄く埋め戻して貼床とする。

【地床炉】

　地床炉は、住居中央部分に２基検出され、切りあい

関係を持つ。それぞれの平面プランはともに円形で直

径０．５ｍ、検出面からの深さ０．１５ｍを測り、断面すり鉢

形をなす。

　また、底面付近には焼土層が検出され、周囲の壁体

は受熱による赤変や硬化がみられた。

【出土遺物】

　竪穴部床面のＰ２・Ｐ３間で、多くの土器小破片が

出土した。このうち図化可能な遺物は７点である。

　遺物は、土師器甕や坏の口縁部と須恵器坏蓋と平瓶

ないし提瓶の口縁部が挙げられる。

【遺構の時期】

　本住居跡は、土師器甕の形態と、須恵器坏蓋の型式

からＴＫ２１７新段階の時期が想定される。

ＳＡ６（第３０８～第３１１・３１２図）

【立　地】

　Ｆ１６・Ｇ１６グリットに位置し、地床炉を有する竪穴

住居跡である。ＳＡ５より後出する。貼床下には縄文

時代中期の土坑であるＳＣ３６が検出された。

－３７０－

第３０８図　ＳＡ５・６実測図（Ｓ＝１/６０）
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【規　模】

　遺構の平面形は正方形に近いプランである。主軸方

位は、北壁を主軸方向とした場合、Ｎ‐３２゚‐Ｅを示す。

　規模は、東西４ｍ、南北は４ｍ、床面積１６�でＳＡ

５と同規模である。四周のコーナー部は、直角に近い

隅丸を呈する。

　壁の残存高は、四壁ともに検出面から約０．２ｍを測

り、断面は逆台形である。

【覆土の状況】

　ＳＡ５の覆土堆積状況と、それほど異なってはいな

い。アミ掛け部分は貼床土を示す。

【柱　穴】

　柱穴は床面でＰ１～Ｐ４の主柱穴を検出した。柱穴

間の芯々距離は、東西１．８ｍ、南北１．８～２ｍで、互い

の柱穴がほぼ対角線上にある配置をとる。柱掘方は直

径０．２ｍ程度の円形プランで、深さは床面より０．４～

０．４５ｍを測る。

　柱穴は貼床の後に掘り込まれ、断面形は逆台形状か

緩いＵ字状である。柱痕跡は、Ｐ２で確認され、柱は

直径０．１ｍ前後の細い丸太材で、掘り方壁面に寄りか

かるように立てられている。

【床　面】

　床面には硬化面といえるような箇所はなく、全体的

にやや軟弱であった。壁体溝は検出されなかったが、

住居床面中央部に地床炉が２箇所確認された。

【床面下の状況】

　床面下の掘りかたは、ＳＡ５を大きく掘り下げる造

作がなされる。その後、ＭＬ１ブロックや粘質土を主
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第３０９図　ＳＡ５地床炉実測図（Ｓ＝１/２０）

第３１２図　ＳＡ５・６出土遺物実測図（Ｓ＝１/３・１/４）

第３１１図　ＳＡ６地床炉�実測図
　　　　　　　　   　（Ｓ＝１/２０）

第３１０図　ＳＡ６地床炉�実測図
　　　　　　　  　（Ｓ＝１/２０）

土層注記
１：黒色土
２：黒褐色土
３：褐色粘質土（焼土化）
４：黒褐色粘質土
５：灰黄褐色粘質土
６：黒褐色土（焼土化）
７：褐色粘質土
８：褐色土
９：樹根によるカクラン

土層注記
１：黒色土
２：暗褐色土
３：褐色土
４：暗褐色粘質土
　　（焼土化）



体とする黒色土で層厚０．３ｍと厚めに埋め戻して貼床

としている。

【地床炉】

　地床炉は、住居中央より南側に偏在した位置で２基

検出された。ともに平面プランは楕円形ないし円形で

直径０．４ｍ前後、検出面からの深さ０．２ｍを測り、緩い

二段掘りの形状である。

　覆土中に焼土塊を含むが、散漫であり焼土面や壁面

の赤変や硬化も確認されなかった。

　断面形やプラン形状は、ＳＡ５のような地床炉とは

異なりむしろ土器埋設炉に近い。したがって地床炉と

するよりは土器埋設炉の炉体土器が取り除かれた状態

と判断するほうが妥当かもしれない。

【出土遺物】

　床面全体に土器の小破片と石錘や敲石、磨石といっ

た石器類と円礫が散在していた。このうち図化可能な

土器はミニチュアの小型鉢のみ（１０９５）である。

【遺構の時期】

　本住居跡は、遺構の時期を推定することのできる遺

物に乏しいが、ＳＡ５より後出するのでＴＫ４６前後の

－３７２－

第３１３図　ＳＡ７・ＳＢ２実測図（Ｓ＝１/６０）
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時期が想定される。

ＳＡ７（第３１３～第３１５図）

【立　地】

　Ｆ１６グリットに位置し、地床炉を持つ竪穴住居跡で

ある。ＳＢ２と切りあい関係をもち、前後関係ではＳ

Ａ７が後出する。

　また、ＳＡ７の周囲の縄文時代中期の土坑であるＳ

Ｃ６・１３３を切っている。さらにＳＡ７の貼床下にはＳ

Ｃ３４・３５・１０５が検出された。

【規　模】

　遺構の平面形は正方形に近いプランである。主軸方

位は、北壁を主軸方向とした場合、Ｎ‐５１゚‐Ｅを示す。

規模は東西３．９～４．２ｍ、南北は４．２～４．３ｍ、床面積

１７．２１�である。四周のコーナー部は直角に近い隅丸

を呈する。

　壁の残存高は四壁ともに検出面から約０．２ｍを測り、

断面は逆台形である。

【覆土の状況】

　黒色土に�－��ブロックやＭＬ１ブロックが多量に

混入した覆土で自然堆積と考えられる。アミ掛け部分

は貼床土を示しているが、覆土と貼床土が同傾向の土

質・土色を示しているため、精査時には区別が困難で

あった。

【柱　穴】

　柱穴は床面でＰ１～Ｐ４の主柱穴を検出した。柱穴

間の芯々距離は、東西１．８ｍ、南北２ｍで整った柱穴配

置をとる。柱掘方は直径０．３ｍ前後の円形プランで、
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第３１５図　ＳＡ７出土遺物実測図（Ｓ＝１/３・１/４）

第３１４図　ＳＡ７地床炉実測図
　　　　 　　　　（Ｓ＝１/２０）

土層注記
１：暗褐色土
２：灰褐色土（焼土粒含む）
３：暗褐色粘質土（焼土面）
４：褐色粘質土（焼土面）
５：暗褐色土



深さは床面より０．４～０．４５ｍを測る。

　柱穴は貼床の後に掘り込まれ、断面形は逆台形状か

緩いＵ字状である。柱痕跡は確認されなかった。

【床　面】

　床面には硬化面といえるような箇所はなく、全体的

にやや軟弱であった。壁体溝と、住居床面中央部に地

床炉が２箇所検出された。

【床面下の状況】

　床面下の掘りかたは、全体的に浅く掘り下げ、掘り

方底面には、他の竪穴住居跡のような明確な掘り込み

はみとめられなかった。

　掘削の後�－��やＭＬ１ブロックや粘質土を主体の

黒色土で層厚０．１ｍと薄く埋め戻し、貼床とする。

【地床炉】

　地床炉は、住居中央より北側にやや寄った位置で２

基検出された。ともに切りあい関係を持つ。

　それぞれの平面プランは、円形と長楕円形で長径は

０．４ｍと０．５ｍ、検出面からの深さは０．２ｍと０．１５ｍを

測り、断面形は箱形を基調とする。また、底面から壁

面にかけては厚く焼土層が形成されていた。　

　遺物は地床炉底面付近で土師器甕口縁部と胴部が出

土している。

【出土遺物】

　地床炉内出土遺物以外にも、床面全体に土器の小破

片と円礫が散在して出土した。

　覆土中にも若干遺物が混入していたが、地床炉内や

床面直上および埋土中の遺物のうち図化掲載可能な土

器は８点である。

【遺構の時期】

　本住居跡は、土師器甕の形態と覆土中出土の須恵器

坏蓋の型式からＴＫ４８を前後する時期が想定される。

ＳＡ９（第３１６～第３１９図）

【立　地】

　Ｇ１５グリットに位置し、カマドと土器埋設炉を有す

る竪穴住居跡である。ＳＡ９は、ＳＡ１０と切りあい関

係をもち、ＳＡ１０に切られる。東側にはＳＡ９と規模

とカマドの主軸が類似したＳＡ１１が位置する。

【規　模】

　遺構の平面形は東西に長い方形で、カマド主軸方位

はＮ‐１２０゚‐Ｅ、住居主軸はＮ‐３０゚‐Ｅとなる。ＳＡ１０

によって竪穴住居の東辺を残して、大部分を床面付近

まで削平されていた。

　規模は東西４．３ｍ＋α、南北は４ｍを測り、床面積

１７．２＋α�である。壁の残存高は約０．３ｍとなる。

【柱　穴】

　柱穴は床面でＰ１～Ｐ４の主柱穴を検出した。

　柱穴間の芯々距離は、東西２ｍ、南北１．５ｍで、ほぼ

対角線上の柱穴配置をとる。

　柱掘りかたは直径０．４ｍ程度の円形プランで、深さ

は床面より０．４～０．５ｍを測る。柱穴は貼床後に掘削さ

れ、断面形は直掘り状である。

　柱痕跡は、すべての主柱穴で確認された。直径０．１５

ｍ前後の丸太材を使用している。また、柱は柱掘り方

中央ないし掘りかたの壁面に立てかけるようにして立

柱されている。

【床　面】

　床面は全体的に硬化しており、住居床面中央部付近

に土器埋設炉が、四壁で壁体溝が検出された。

【壁体溝】

　壁体溝は各壁沿いに全周しており、幅０．１～０．２ｍ、

深さ０．１ｍを測る。東南隅のコーナー部付近では直角

となっていない。なお、壁体溝の底面では小穴等の付

属施設は確認されなかった。

【床面下の状況】

　床面下の掘りかたは、四壁沿いに浅く掘り窪められ

ている。北西と南西隅部では掘り込みが連結してい

る。この掘削面をアカホヤブロックを多量に含む黒色

土で厚さ０．１ｍ程度埋め戻して貼床としている。

【カマド】

　カマドは東壁のほぼ中央に構築される。住居壁を凸

形にわずかに切り込んで突出するカマドである。主軸

を東方向にとるカマドである。

　カマドの規模は袖の先端から住居壁まで０.６５ｍ、袖

の最大幅は０.８４ｍである。カマド本体は黄褐色粘土を

用いて構築されている。

　カマド掘りかたは、貼床面を浅い土坑状に掘削して

いる。掘削後、掘削土で燃焼部や煙道部を形成した後

にカマド本体が構築される。　

　焚き口は、袖部より手前から掘り込まれ、燃焼部付

－３７４－



近で急に深くなり火床部となる。燃焼部の上面には灰

混じりの焼土や灰が厚く堆積していた。それより上位

の覆土はカマド本体の崩落土である。

　また、燃焼部付近のカマド内部の壁体は被熱をう

け、赤褐色に赤変していた。また支脚やその抜き取り

穴は認められていない。カマド祭祀に伴う遺物もな

い。

　煙道部分の状況は不明である。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、竪穴部のほぼ中央部、カマドの主軸

線上に設置され、ややカマド側に偏在する。直径０．３

ｍ、深さ０．１５ｍの土坑に、口縁部と底部を打ち欠かれ

た土師器甕が炉体土器（１１０９）として埋置されている。

土坑断面形は緩やかなＶ字形である。

　他の土器埋設炉の場合、炉体土器は、床面と同じ高

さかやや突出しているが、逆に本住居の場合は炉体土

器の上面が床面より低い位置にある。

　土層断面図中の第３層は被熱面で、この位置に別個

体の土師器甕破片が出土していること、第１・２層は

黒色土で覆土であることから、土器埋設炉の使用時は

炉体土器の上部は若干の空間が存在しており、いわば

「囲炉裏」の形状をなしていたと考えられる。
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　炉体土器を中心にとして直径０．２ｍ前後の範囲は、

円形に焼土化し、また、炉体土器より上位の土坑掘り

方の壁面も部分的に赤変している。

【出土遺物】

　竪穴部床面の東南隅の壁体溝内で土師器甕１個体分

と土師器蓋ないし坏と土器埋設炉の炉体土器が確実に

住居に伴う遺物である。覆土中からも数点土器片が出

土したが図化可能な遺物はなかった。

【遺構の時期】

　本住居は、土師器甕の口縁部形態から概ねＴＫ２１７

段階に併行する時期に位置する時期と考えられる。

ＳＡ１０（第３２０～第３２３図）

【立　地】

　Ｇ１５グリットに位置し、土器埋設炉を有する竪穴住

居跡である。ＳＡ１０は、ＳＡ９と切りあい関係をも

ち、ＳＡ９を切る。西側にはＳＡ９と規模とカマドの

主軸が類似したＳＡ１１が位置する。

【規　模】

　遺構の平面形は南北に長い方形で、カマドの主軸を

住居主軸とすると、主軸方位はＮ‐３０゚‐Ｅとなる。

　規模は、東西４ｍ、南北は４．３ｍを測り、床面積１７．２

�である。壁の残存高は約０．２ｍで断面逆台形を呈し、

住居コーナー部は直角に近い。

【柱　穴】

　柱穴は床面でＰ１～Ｐ４の主柱穴を検出した。

　柱穴間の芯々距離は、東西１．９～２．３ｍ、南北２～

２．２５ｍで、Ｐ１が対角線上よりずれた柱穴配置をと

る。柱掘方は直径０．４～０．５ｍ程度の円形ないし楕円形

プランで、深さは床面より０．５ｍを測る。柱穴は貼床

－３７６－

第３２０図　ＳＡ９・１０実測図（Ｓ＝１/６０）
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後に掘削され、断面形は逆台形である。

　柱痕跡は、すべての主柱穴で確認された。直径０．１

ｍ前後の細い丸太材を使用している。

【床　面】

　床面は全体的に硬化し、四壁から床面中央に向かっ

て緩やかに凹む。

　住居床面中央部付近に土器埋設炉が、カマドが位置

する北側壁以外で壁体溝が検出された。

【壁体溝】

　壁体溝は、北側壁を除く３方の壁を「コ」の字にめ

ぐっている。幅０．１～０．２ｍ、深さ０．１ｍを測る。壁体

溝の底面では小穴等は確認されなかった。

【カマド】

　カマドは北壁のほぼ中央に構築される。住居壁を凸

形に切り込んで煙道を突出させる形態である。

　カマドの規模は袖の先端から煙道の立ち上がりまで

０.６８ｍ、袖の最大幅は０.８４ｍである。カマド本体は黄

褐色粘土を用いて構築されている。

　カマド掘りかたは、貼床面を浅い土坑状に掘削して

いる。掘削後、掘削土で燃焼部や煙道部の形成後にカ

マド本体が構築される。　

　焚き口は袖部より手前から掘り込まれ、燃焼部付近

にかけて緩やかに傾斜する。この燃焼部の上面には、

カマド本体の天井部が落下したかのような大きな粘土

塊を含む崩落土と黒色土の覆土が堆積するのみで焼土

層や灰層は確認できなかった。ただ、カマド内部の壁

体は被熱をうけ、赤変しているため住居廃棄に際して

片づけがなされた可能性がある。

　なお、カマド焚き口部前面で須恵器坏蓋のかえり部

分を意図的に打ち欠いたと考えられる遺物が１点出土

した。カマド祭祀に伴う遺物であろうか。支脚やその

－３７７－

第３２３図　ＳＡ１０出土遺物実測図（Ｓ＝１/３・１/４）
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第３２１図　ＳＡ１０カマド実測図（Ｓ＝１/３０）

第３２２図　ＳＡ１０土器埋設炉実測図（Ｓ＝１/２０）



抜き取り穴は認められない。

　煙道は燃焼部の奥壁で約３０°の緩やかな角度で立ち

上がり住居外へ至る。

　遺物は、カマドの焚き口部および袖部付近で土器片

が出土している。カマドの左袖部分では、長さ０．１５ｍ

前後の棒状礫が２個出土した。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、竪穴部のほぼ中央部、カマドの主軸

線上のに設置される。

　直径０．３～０．４ｍ、深さ０．２５ｍの土坑に、口縁部を打

ち欠かれた土師器甕が炉体土器（１１１４）として埋置さ

れている。土坑断面形は。緩やかな素掘り状である。

　炉体土器の上端は、床面よりも２～３�ほど突出し

ており、炉体土器を中心にして直径０．２５ｍ前後の範囲

は、円形に焼土化している。さらに炉体土器の壁体に

沿って深さ１０�前後まで焼土化していた。

【出土遺物】

　本住居に伴う遺物としては、カマド焚き口部周辺で

出土した須恵器坏蓋と坏身が、炉体土器としての土師

器甕がある。その他覆土より土師器小破片が多数出土

している。このうち５点図化した。

【遺構の時期】

　本住居跡は、須恵器坏蓋および坏身の型式からＴＫ

２１７新段階に併行する時期に所属すると考えられる。

ＳＡ１１（第３２４～第３２７図）

【立　地】

　Ｆ１４・１５及びＧ１４・１５グリットに位置し、カマドと

土器埋設炉を有する竪穴住居跡である。ＳＡ１１の東に

ＳＡ９とＳＡ１０が位置する。

【規　模】

　遺構の平面形は正方形に近く、カマドの主軸方位は

－３７８－

第３２４図　ＳＡ１１実測図（Ｓ＝１/６０）
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Ｎ‐１１８゚‐Ｅ、住居主軸方位はＮ‐２８゚‐Ｅとなる。

　規模は、東西４ｍ、南北は４ｍを測り、床面積１６�

である。壁の残存高は約０．３ｍで断面逆台形を呈し、

住居コーナー部は直角に近い。

【柱　穴】

　柱穴は床面でＰ１～Ｐ４の主柱穴を検出した。

　柱穴間の芯々距離は、東西、南北とも１．８ｍで、ほぼ

対角線上の柱穴配置をとる。柱掘かたは直径０．３～

０．４５ｍ程度の円形ないし楕円形プランで、深さは床面

より０．５ｍを測る。

　柱穴は貼床後に掘削され、断面形は逆三角形に近い

逆台形か、底面近くに段を有する形状である。

　柱痕跡は、Ｐ２～３の主柱穴で確認された。直径

０．１～０．１５ｍ前後の細い丸太材を使用している。

【床　面】

　床面は全般的に硬化し、床面中央から主柱穴付近と

四壁沿いに向かって緩やかに凹む。住居床面中央部か

らややカマド寄りの位置に土器埋設炉が検出された。

壁体溝は確認されていない。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、比較的平坦に掘削され、明瞭

な掘削痕は認められない。�－��ブロックがわずかに

混入した黒色土を薄く張って貼床とする。

【カマド】

　カマドは東壁中央よりやや南側に偏在して構築され

る。カマド主軸は東方向にとり、住居壁を凸形に大き

く掘り込んで形作られている。

　カマドの規模は袖の先端から住居壁際まで０.８２ｍ、

袖の最大幅は０.８２ｍである。カマド本体は黄褐色粘土

や白色粘土を用いて構築されている。

　カマド掘りかたは、貼床面をカマドと同じ大きさで、

やや深めの土坑状に掘削している。掘削後、掘削土で

燃焼部や煙道部の形成後にカマド本体が構築される。

　焚き口は袖部のかなり手前から掘り込まれ、燃焼部

付近にかけてやや急に傾斜する。燃焼部底面は緩やか

な平坦面をなしている。

　この燃焼部の上面には、炭化物や灰の混在した焼土

層が堆積している。支脚やその抜き取り穴は認められ

ない。また、燃焼部底面やカマド内部の壁体は被熱を

うけ、赤変している。焼土層より上位の覆土は流入土

やカマド構築材の崩落土である。

　なお、カマド左袖部付近では小型の土師器甕や鉢、

坏類の破片が散乱していた。一方、カマド前面には構
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第３２５図　ＳＡ１１カマド実測図（Ｓ＝１/３０）

第３２７図　ＳＡ１１出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）
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第３２６図　ＳＡ１１土器埋設炉実測図（Ｓ＝１/２０）

土層注記
１：黒色粘質土
２：黒色粘質土
　　（�－��・
　　　��－��ブロックを含む）

３：黒色粘質土
　　（カマド構築材を含む）
４：カマド本体（被熱弱い）
５：カマド本体（被熱なし）
６：カマド本体（被熱弱い）
７：赤褐色粘質土
８：明黄褐色粘質土
９：明褐色砂質土（焼土面：カマド床面）
１０：にぶい黄褐色粘質土
１１：黒褐色粘質土
１２：褐色粘質土
１３：灰褐色土
１４：灰黄褐色粘質土

土層注記
１：黒色土（焼土粒多し）
２：黒褐色土
　　（焼土粒・炭化物含む）
３：明黄褐色土（焼土化）
４：暗灰黄色粘質土
５：黒褐色粘質土



築土塊が散在し、黄褐色粘土が薄く広がっていた。

　なお、煙道部の状況は不明である。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、竪穴部の中央よりカマドに近い位置

でカマドの主軸線上に設置される。

　直径０．４ｍ、深さ０．１５ｍの土坑に、口縁部と底部を打

ち欠かれた土師器甕が炉体土器（１１２３）として埋置さ

れている。土坑断面形は緩やかな逆台形を呈する。

　炉体土器の上端は床面よりも５�ほど突出してお

り、その周囲を焼土塊が付着している。また、炉体土

器を中心にして直径０．３ｍ前後の範囲は、円形に焼土

面として発達している。

　さらに、炉体土器の壁体に沿って底面付近まで埋め

戻し土が焼土化していた。

【出土遺物】

　本住居に伴う遺物は、カマド左袖周辺で出土した土

師器甕や坏類、炉体土器としての土師器甕がある。

【遺構の時期】

　本住居は、詳細な時期を特定する資料に乏しいが、

カマドの主軸方向や住居規模がＳＡ９と類似している

ため、凡そＳＡ９の時期に近いと考えられる。

ＳＡ１２（第３２８～第３３０図）

【立　地】

　Ｆ１４グリットに位置し、カマドを有する竪穴住居跡

である。南西隅に縄文時代中期の土坑であるＳＣ７が

あり、ＳＡ１２はその一部を切っている。

【規　模】

　遺構の平面形は正方形に近く、カマドの主軸を住居

主軸とすると、主軸方位はＮ‐９ ‐゚Ｗとなる。

　規模は、東西４．３ｍ、南北は４．４ｍを測り、床面積

１８．９２�である。壁の残存高は約０．２ｍで断面逆台形を

呈し、住居コーナー部は直角に近い。

　住居南半部は削平が著しく住居床面が辛うじて遺存

していた。

－３８０－

第３２８図　ＳＡ１２実測図
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【柱　穴】

　柱穴は床面でＰ１～Ｐ４の主柱穴を検出した。

　柱穴間の芯々距離は、東西２．３ｍ、南２．２ｍで、ほぼ

対角線上の柱穴配置をとる。柱掘りかたは直径０．３～

０．５ｍ程度の円形ないし楕円形プランで、深さは床面

より０．５ｍを測る。

　柱穴は貼床後に掘削され、断面形は逆三角形に近い

逆台形か、底面近くに段を有する形状である。

　柱痕跡は、Ｐ１・Ｐ２・Ｐ４で確認された。直径０．１

～０．１５ｍ前後の細い丸太材を使用している

　また、Ｐ２とＰ３は、掘り方が不整形でやや大きい

こと、Ｐ２の柱痕跡の断面形から、柱抜き取りと再度

の柱の建替え行為が行われたと想定される。Ｐ３はさ

らに再び抜き取られている。

【床　面】

　床面は全般的に硬化し、床面中央から四壁沿いに向

かって緩やかに傾斜している。

【壁体溝】

　壁体溝は、北西コーナー部付近と東側壁で検出され

た。住居南半部が床面近くまで削平されていたことを

考慮すると、本来はカマド付近を除いて全周していた

可能性がある。幅０．１～０．２ｍ、深さ０．１ｍを測る。

　壁体溝の底面では小穴等は確認されなかった。

【床面下の状況】

　住居掘りかたは、比較的平坦に掘削され、明瞭な掘

削痕は認められない。

　�－��ブロックが、わずかに混入した黒色土と褐色

土の混合土を薄く張って貼床とする。

【カマド】

　カマドは、北壁中央よりやや東側に偏在して構築さ

れる。住居壁を凸形にわずかに掘り込んで燃焼部を突

出させる形態である。

　カマドの規模は焚き口の先端から燃焼部奥壁まで

１.４５ｍ、袖の最大幅は０.８４ｍである。カマド本体は黄

褐色粘土を用いて構築されている。

　カマド掘り方は、貼床面をカマドと同じ大きさで、

ごく浅くすり鉢状に掘削している。

　掘削後、カマド構築材で燃焼部奥壁まで形づくるな

ど比較的丁寧な造作がなされる。

　焚き口は袖部前面にごく浅い長楕円形の掘り込みが

接続し、袖部から燃焼部付近にかけてはやや急に傾斜

する。燃焼部底面は緩やかな平坦面で、奥壁部は垂直

に立ち上がる。

　燃焼部内部の壁体はよく赤変しているが、燃焼部や

焚き口底面部分には焼土層や灰層はみられず、流入土

やカマド構築材の崩落土が堆積していたのみである。

【出土遺物】

　本住居に伴う遺物のうち、図化可能なものは、カマ

ド燃焼部で出土した土師器坏の底部と覆土中の甕口縁

部片である。

【遺構の時期】

　本住居跡は、詳細な時期を特定する資料に乏しく、

時期の比定は困難である。恐らくＴＫ４８段階に併行す

る時期に属すると考えられる。

ＳＡ１３（第３３１～第３３３図）

【立　地】

　Ｆ１３・１４及びＧ１３・１４グリットに位置し、地床炉を

有する竪穴住居跡である。ＳＡ１３の北側にＳＡ１２、南

－３８１－

第３３０図　ＳＡ１２出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）
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側にＳＢ１が位置している。

　また、住居北側には縄文時代中期の土坑であるＳＣ

８があり一部を切っている。

【規　模】

　遺構の平面形は正方形に近いプランである。

　主軸方位は、北壁を主軸方向とした場合、Ｎ‐１５゚ ‐

Ｅとなる。規模は東西３．５～３．８ｍ、南北は３～３．５ｍ、

床面積１１．８６�である。四周のコーナー部は隅丸に近い。

　壁の残存高は四壁ともに検出面から約０．２ｍを測り、

断面逆台形である。

【覆土の状況】

　黒色土を主体とする覆土が数層にわたって北側から

住居中央部に向かって流れ込んだ堆積である。

　このうち第３層は遺物を多量に含んでおり、遺物出

土状況から埋没途中に一括投棄したようなあり方を示

している。９層は貼床の土である。

【柱　穴】

　柱穴は、床面で７箇所検出された。柱穴の切りあい

関係からＰ４～Ｐ７は建て替え以前の主柱穴、Ｐ１～

Ｐ４は建て替え後の主柱穴と判断される。

　Ｐ５～Ｐ７は平面プラン円形または長楕円形で直径

０．３～０．５ｍ、床面からの深さは０．５ｍを測り断面形は

「Ｕ」字状である。

　一方、Ｐ１～Ｐ４は平面プラン円形または長楕円形

で直径０．３～０．５ｍ、床面からの深さは０．２ｍを測り断

面形は逆三角形や箱形であり、底面に柱のあたりを残

す柱穴もある。

　柱穴間の芯々距離は、Ｐ５～Ｐ７は東西１．３ｍ、南北

１．７ｍ、Ｐ１～Ｐ４の場合は東西１．５ｍ、南北１．７ｍと建

て替え後の東西方向の芯々距離が若干長くなってい

－３８２－

第３３１図　ＳＡ１３実測図（Ｓ＝１/６０）
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る。主柱穴の配列も建て替え後のほうが整然としてい

る。柱穴平面形が長楕円形の場合は抜き取りによると

推定される。

　なお、全て主柱穴で柱痕跡は認められなかった。

【床　面】

　床面は全体的に軟弱で、硬化した部分は見出せな

かった。住居床面中央部に地床炉が、四壁で壁体溝が

検出された。

【壁体溝】

　壁体溝は各壁沿いに全周しており、幅０．１～０．２ｍ、

深さ０．２ｍを測る。北東隅部分では壁体溝に一部テラ

スが接続していた。

　南側の壁体溝上に赤化した砂岩の角礫が３個まと

まって出土している。なお、壁体溝の底面では小穴等

の付属施設は確認されなかった。

【床面下の状況】

　床面下の掘りかたは、四壁の壁面にそって住居中央

部を高く掘り残すように、掘削されている。この掘削

面をアカホヤブロックを多量に含む黒色土で厚さ０．１

～０．２５ｍとやや厚く埋め戻して貼床とする。

【地床炉】

　地床炉は住居中央部分に１基検出された、平面プラ

ンは円形で直径０．６ｍ、検出面からの深さ０．３ｍを測

り、断面すり鉢形をなす。

　炉内の中位付近に焼土層（第３層）が帯状に検出さ

れた。この焼土層が本来の地床炉底面ないし壁面と考

えられ、防湿効果を狙って土坑を掘り下げた後、掘削

土で炉壁体と底面を構築した可能性がある。

【出土遺物】

　第３層中からは土師器甕や甑と多量の坏が出土し

た。破片接合の結果、土師器甕６個体、壷１個体、甑

２個体、坏１６個体に復元できた。

　接合関係と堆積状況から、ＳＡ１３廃絶後、第３層堆

積時に一括投棄された遺物群と判断される。

　従って、これらの土器群は、ＳＡ１３に伴うよりは別

住居の遺物と考えられる。

　なお、ＳＡ１３の時期に確実に伴う遺物はＰ３周辺の

床面で散見される土師器甕片が挙げられる。しかし、

小破片である。

【遺構の時期】

　一括投棄された遺物群は、概ねＴＫ４６～４８併行期の

特徴を持っている。従って本住居跡は、それより遡る

時期と想定されよう。

ＳＡ１５（第２３４～第３３６図）

【立　地】

　Ｆ１３グリットに位置し、カマドと土器埋設炉を有す

る竪穴住居跡で、縄文時代中期の竪穴住居跡であるＳ

Ａ１４を切る。ＳＡ１５の西壁は現代の攪乱（イモ穴）で

一部失われている。

【規　模】

　遺構の平面形は長方形に近く、カマドの主軸を住居

主軸とすると、主軸方位はＮ‐１５゚‐Ｅとなる。

　規模は、東西４．２ｍ、南北は４ｍを測り、床面積１６．８

�である。壁の残存高は約０．２ｍで断面逆台形を呈し、

住居コーナー部は直角に近い。

【柱　穴】

　主柱穴は４本である。柱穴間の芯々距離は、東西２

ｍ、南北１．６～１．７ｍで、ほぼ対角線上の柱穴配置をと

る。柱掘りかたは、直径０．３ｍ前後の円形プランで、深

さは床面より０．３ｍを測る。

　柱穴は、貼床後に掘削され、断面形は逆台形か、底

面近くに段を有する形状をなす。なお、柱痕跡は認め

られなかった。

【床　面】

　床面は全般的に硬化し、平坦である。住居床面中央

部からやや南よりの位置に土器埋設炉が検出された。

壁体溝は、北側壁周辺で確認されたのみである。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、四隅をやや深く掘削されてい

る。�－��ブロックと褐色土ブロックが多量に混入し

た黒色土を０．２ｍ程張って貼床とする。

【カマド】

　カマドは北壁中央に構築される。完全に破壊された

状況で、白色や黄褐色粘土由来のカマド構築材の大き

な塊と化していたので形態等は不明である。

　ただ、煙道部が住居壁を切り込んだ痕跡がないの

で、住居壁に直接作りつけるカマドであろう。

　なお、カマド左袖部付近では土師器の模倣坏と小型
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の甕が出土している。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、竪穴部の中央より南側に寄った位置

でカマドの主軸線上に設置される。

　直径０．２３ｍ、深さ０．１ｍの土坑に、口縁部と底部を打

ち欠かれた土師器甕が炉体土器（１１４９）として埋置さ

れる。　

　土坑と炉体土器の隙間はなく、土坑は炉体土器が丁

度収まるだけのスペースしか掘り込まれていない。　

　また、炉体土器の上端は床面よりも２�ほど突出し

ていた。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物は、カマド左袖周辺で出土した

土師器甕や坏類、炉体土器としての土師器甕がある。

【遺構の時期】

　本住居跡は、詳細な時期を特定する資料に乏しく明

確な時期比定が困難だが、ＴＫ２１７新段階に併行する

時期に属すると考えられる。

ＳＡ１６（第３３７～第３３９図）

【立　地】

　Ｆ１２グリットに位置し、土器埋設炉を有する竪穴住

居跡である。住居平面の西側半分は調査区外であり、

カマドを併用しているかどうか不明である。

【規　模】

　規模は、東西３＋αｍ、南北は４．７ｍを測る。柱穴配

置からして、おそらく方形か東西方向に長い長方形プ

ランと推定される。壁の残存高は約０．３ｍで断面箱形

を呈し、住居コーナー部は直角に近い。

【柱　穴】

　主柱穴は２＋α本である。おそらく４本柱の可能性

が高い。柱穴間の芯々距離は、南北２．３を測る。柱掘

方は直径０．３ｍ前後の円形プランで、深さは床面より

０．５ｍを測る。

　柱穴は貼床後に掘削され、その断面形は逆台形であ

る。なお、柱痕跡は認められなかった。

【床　面】

　床面は平坦だが、やや軟弱である。住居床面で土器

埋設炉と壁体溝が検出された。

【壁体溝】
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　壁体溝は各壁沿いに全周していると考えられ、幅

０．１５ｍ、深さ０．１ｍを測る。なお、壁体溝の底面では小

穴等は確認されなかった。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、四隅をやや深く掘削されてい

る。�－��ブロックと褐色土ブロックが多量に混入し

た黒色土を０．２～０．３ｍほど張って貼床とする。

【覆土の状況】

　床面から検出面付近にかけては、南北方向から住居

中央部に向かって黒色土に�－��ブロック土が混入し

た覆土が傾斜して堆積している。

　その空間を埋めるように黒色土主体の覆土が水平に
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堆積していた。この�－��ブロック混じりの黒色土は

自然堆積なのか、人為的な埋め戻しによるものか判断

できなかった。７層は貼床の土である。

【土器埋設炉】

　直径０．３５～０．４ｍ、深さ０．１５ｍの土坑（１１５５）に、口

縁部と底部を打ち欠かれた土師器甕が炉体土器として

埋置されている。土坑の断面形は箱形となる。

　ＳＡ１５と同じく土坑と炉体土器の隙間はなく、土坑

は炉体土器が丁度収まるだけのスペースしか掘り込ま

れていない。

　炉体土器の上端は床面よりも最大５�ほど突出して

いた。炉体土器周辺は焼土面とならず、炉体土器内部

も被熱した痕跡は確認されなかった。

【出土遺物】

　住居南側壁の床面周辺で大型の土師器甕底部と中型

の甕口縁部および甑口縁部が出土している。

　また、東側壁付近では直径０．２ｍ大の尾鈴山酸性岩

類の扁平な礫が２個点在していた。

【遺構の時期】

　本住居跡は、詳細な時期を特定する資料に乏しく明

確な時期比定が困難だが、土師器甕の形状からＴＫ

２１７の新段階に併行する時期と考えられる。

ＳＡ１７（第３４０～第３４１図）

【立　地】

　Ｅ１３グリットに位置する竪穴住居跡である。住居平

面の西側半分は調査区外であり、火処のあり方は不明

である。

【規　模】

　規模は、東西４ｍ、南北は４．５ｍを測る、南北に長い

長方形プランである。壁の残存高は約０．３ｍで断面逆

台形をなし、竪穴住居コーナー部は隅丸形である。

【柱　穴】

　主柱穴は３＋α本である。おそらく４本柱の可能性

が高い。柱穴間の芯々距離は、東西１．９ｍ、南北２．３を

測る。柱掘方は直径０．３ｍ前後の円形プランで、深さ

は床面より０．４ｍを測る。断面形は逆台形である。な

お、柱痕跡は認められていない。

【床　面】

　床面には貼床を施されず、ＭＬ１相当層まで掘削さ

れる直床である。平坦に掘り下げられているが、部分

的に不整な浅い掘り込みがある。

　カマドや土器埋設炉、地床炉といった火処は確認で

きず、壁体溝も検出されなかった。

【出土遺物】

　住居床面中央部分で、土師器甕（１１６１）や高坏脚部

等（１１５９）が出土した。

【遺構の時期】

　本住居は、詳細な時期を特定する資料に乏しいが、
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土師器甕の形状からＴＫ４６ないしＴＫ４８段階に前後す

る時期と考えられる。

ＳＡ１８（第３４２～第３４３図）

【立　地】

　Ｅ１５グリットに位置し、地床炉を有する竪穴住居跡

である。また、ＳＡ１８の北東および北西隅にある縄文

時代中期の土坑であるＳＣ４３・４０を切っている。

【規　模】

　遺構の平面形は正方形に近いプランである。主軸方

位は北壁を主軸方向とした場合、Ｎ‐３０゚‐Ｅを示す。

規模は東西３．８～４ｍ、南北は３．９ｍ、床面積１５．２１�で

ある。四周のコーナー部は直角に近い隅丸を呈する。

　壁の残存高は四壁ともに検出面から約０．２ｍを測り、

断面は逆台形である。

【覆土の状況】

　黒色土にK-AhブロックやМＬ１ブロックが混入し

た覆土が堆積していた。この堆積土は、住居周囲から
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住居中心に向けて傾斜するように堆積している。　こ

のブロック土塊は直径３～５�前後と大きめであり、

流水や風化作用等でこなれた感じではないため、人為

的な埋め戻しが行われた可能性がある。

　６層は貼床の土で、褐灰色粘質土にK-Ahブロック

が混入する土である。

【柱　穴】

　柱穴は床面でＰ１～Ｐ４の主柱穴を検出した。柱穴

間の芯々距離は、東西１．６ｍ、南北１．７ｍでほぼ整った

柱穴配置をとる。柱掘方は直径０．３ｍ前後の円形プラ

ンで、深さは床面より０．３ｍを測る。

　柱穴は貼床の後に掘り込まれ、断面形は緩い「Ｕ」

字状か逆三角形である。

　柱痕跡は、すべての主柱穴で検出された。直径０．２

ｍ前後の丸太材を使用している。

【床　面】

　床面中央付近で地床炉が、壁体溝が部分的に遺存し

ていた。また、住居内外の四壁沿いには小穴列が検出

された。

【貼床の状況】

　本住居も貼床が施されているが、他の竪穴住居と異

なり黒色土に�－��ブロック土を混入した土を貼床土

とするのではなく、ＭＬ１由来の粘質土を主体として

�－��ブロック土を若干混入させる土を使用していた。

そのためか、貼床そのものの層厚は薄いわりに、全体

的に硬化面が発達していた。

　床面下の掘りかたは、全体的に浅く水平に掘り下

げ、層厚０．１ｍと貼床土を薄く埋め戻して貼床とする

【壁体溝】

　住居床面の四壁沿いには、円形プランで直径０．１ｍ、

深さ０．１ｍで断面逆三角形ないし「Ｕ」字形掘り込み

を持つ小穴が０．５～１．５ｍの間隔で規則正しく配列され

ている。溝自体は、北側壁で部分的に検出された。

　また、住居南壁の主軸方向付近は小穴列が途切れる

箇所がみられた。

【住居外の小穴列】　

　住居外にも、規則正しく方形にめぐる小穴列が検出

された。円形プランで直径０．１～２ｍ、深さ０．１～０．１５

ｍの断面「Ｕ」字形掘り込みを持つ小穴が竪穴住居外

を０．８～１ｍの間隔で方形に取り囲むようにほぼ規則

正しく配列されていた。

　また、竪穴住居の上端ラインから小穴列までの距離

は０．４５ｍを測り、これもまた一定の距離を保つ。

　なお、住居の南西隅部分では検出されなかった。

【地床炉】

　地床炉は住居中央から南東よりにややずれた位置で

１基検出された。

　平面プランは長楕円形で長径は０．６ｍ、検出面から

の深さは０．１５ｍを測り、断面形はすり鉢状を呈する。

　底面から壁面にかけては、被熱による硬化や赤変の

箇所が部分的に認められる。また地床炉の周辺には炭

化物の広がりが、約０．７ｍ四方に薄く検出された。

【出土遺物】

　床面より検出された遺物はなく、多くは埋土中より

出土した。掲載可能な遺物は５点である。

【遺構の時期】

　本住居跡の時期を想定できる遺物に乏しいため、詳

細は不明である。

ＳＡ１９（第３４４～第３４８図）

【立　地】

　Ｄ１４・１５及びＥ１４・１５グリットに位置し、カマドと

土器埋設炉を有する竪穴住居跡である。

　また、ＳＡ１９は住居北西隅にある縄文時代中期の土

坑であるＳＣ４２を切っている。

【規　模】

　遺構の平面形は東西方向に長い長方形プランであ

る。主軸方位は、カマド主軸を住居主軸方向とした場

合、Ｎ‐１５゚‐Ｅを示す。

　規模は東西４．５ｍ、南北は３．２～３．５ｍ、床面積１５．０８

�である。

　四周のコーナー部は直角に近い形状をなす。

　壁の残存高は四壁ともに検出面から約０．２ｍを測り、

断面は逆台形である。

【覆土の状況】

　黒色土に�－��ブロックやМＬ１ブロックが混入し

た覆土が堆積していた。５層は貼床の土で褐灰色粘質

土に�－��ブロックが混入する土である。

【柱　穴】

　柱穴は、床面でＰ１～Ｐ４の主柱穴を検出した。柱
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穴間の芯々距離は、東西２．３５ｍ、南北１．６５ｍでほぼ対

角線上に整った柱穴配置をとる。

　柱掘りかたは直径０．３ｍ前後の円形プランで、深さ

は床面より０．６ｍと深い。また、柱穴は貼床の後に掘

り込まれ、断面形は緩い「Ｕ」字状である。柱痕跡は

検出されていない。

【床　面】

　床面中央付近で土器埋設炉が、壁体溝が四壁にカマ

ド付近を除いて全周している。また、住居外の住居輪

郭に沿って小穴列が検出された。

　本住居はＳＡ１８と同様な貼床の施工がなされてい

る。そのため、全体的に硬くしまっていた。

【壁体溝】

　住居床面の四壁沿いには、壁体溝がめぐっている。

幅０．０５～０．１ｍ、深さ０．１ｍを測り、細くて浅い。

　本住居の壁体溝は、他の竪穴住居跡の場合と異な

り、住居壁面に壁体溝が繋がらず、０．１～０．１５ｍの空

間が存在する。

　この壁体溝の底面には、円形プランで直径０．０５ｍ、

深さ０．１ｍ前後で断面逆三角形ないし箱形の掘り込み

を持つ小穴が連続して配列されている。

　小穴の並びは多少の粗密が認められるが、住居北東

隅コーナー部の小穴列のように、本来は密に連続して

いたと考えられる。

【土間状遺構】

　住居南壁の南西隅付近において、幅０．３ｍ、奥行き

０．３ｍを測る硬く叩き締められた土間状遺構が壁面に

接する状況で検出された。

　貼床南壁際部分を一部浅く掘り込み、その上に褐色

粘質土を０．１５～０．２ｍほど積み重ねて方形に仕上げて

いる。この土間状遺構の東西部分では、壁体溝は収束

している。

【カマド】

　カマドは北壁中央付近に構築される。住居壁を凸形

に掘り込む。カマドの規模は袖の先端から奥壁まで

０.５４ｍ、袖の最大幅は０.７２ｍである。カマド本体は黄

褐色ないし白色粘土を用いて構築されている。

　カマド本体は、貼床面と住居壁を掘削後、直接作り

つけられる。燃焼部奥壁は、地山面のままではなく、

カマド構築材で比較的丁寧に形作っている。

　焚き口は、袖部前面の手前から掘り込まれ、袖部か

ら燃焼部付近にかけてはやや急に傾斜する。

　燃焼部底面は緩やかに凹み、最深部が火床部とな

る。煙道部は認められなかったが、カマド壁体の中途

－３９０－

第３４４図　ＳＡ１９実測図（１/６０）
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第３４８図　ＳＡ１９出土遺物実測図（Ｓ＝１/３・１/４）

第３４６図　ＳＡ１９土器埋設炉実測図（Ｓ＝１/２０）

第３４７図　土間状遺構実測図（Ｓ＝１/２０）

第３４５図　ＳＡ１９カマド実測図（Ｓ＝１/３０）
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から煙出しの穴を設ける構造であろう。

　燃焼部内部の壁体はよく赤変し、燃焼部や焚き口底

面部分では焼土に灰が混入した層が形成されていた。

支脚や抜き取りの痕跡は見られず、カマド祭祀関連の

遺物も検出されていない。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、竪穴部の中央より南側に寄った位置

でカマドの主軸線上に設置される。

　長楕円形プランで長径０．５ｍ、短径０．４ｍ、深さ０．２ｍ

の土坑に、口縁部を打ち欠かれた土師器甕が炉体土器

（１１７２）として埋置されている。

　土坑は二段掘りで、土坑底面を埋め戻した上で炉体

土器を据え付けている。

　土器埋設炉検出面は、床面より若干落ち込んでお

り、逆に炉体土器上端は床面よりも３�ほど突出す

る。この炉体土器を中心として直径０．３ｍの範囲は円

形の焼土面が形成されていた。特に炉体土器の外面周

囲は著しく赤化している。

　さらに土器埋設炉の周辺には炭化物の広がりが、約

０．６ｍ四方にわたって薄く検出された。

　なお、土器埋設炉の周囲には、土師器甕や坏が比較

的まとまって出土している。

【出土遺物】

　土器埋設炉に周囲にまとまって出土した以外は、床

面全体に土師器片が散漫に出土した。また、覆土中か

らも遺物を得られたが、炉体土器を含めて図化可能な

遺物は８点である。

【住居の構造について】

　住居内外に小穴が巡る本例は、基本的な構造はＳＡ

１８と類似している。

　ただ、本住居の場合、壁体溝が住居壁面に接続して

いないため、この空間部分は「土壁」が存在していた

可能性がある。

　さらに南壁際で検出された土間状遺構は、その構造

や住居内での位置関係、遺構の付近では壁体溝が収束

していることから土間などといった「出入り口」のス

テップの性格が想定される。

【遺構の時期】

　本住居跡は、遺構の時期を推定する資料に乏しいた

め比定することは困難である。ただ、ＳＡ２４の出土土

器と接合関係をもつので、ＳＡ２４より後出する時期に

該当するであろう。

　従ってＴＫ２１７新段階～ＴＫ４６段階に併行する時期

に属すると考えられる。

【自然科学分析】

　ＳＡ１９の覆土堆積前後の古環境を推定するために、

植物珪酸体分析とリン・カルシウム分析を�古環境研

究所に分析委託した。その結果を要約して記述する。

詳細な結果は、第	章に記載する。

�植物珪酸体分析（分析結果）

　住居東側の覆土では、メダケ節型やネザサ節型が多

量に検出され、ススキ属型も比較的多く検出された。

また、キビ族型、ウシクサ族Ａ、クマザサ属型、ミヤ

コザサ節型なども検出され、埋土上部ではヨシ属やマ

ンサク科（イスノキ属）、埋土中・下部では海綿骨針

も検出された。

　住居中央部の覆土では、メダケ節型やネザサ節型が

多量に検出され、ススキ属型も比較的多く検出され

た。また、キビ族型、ウシクサ族Ａ、クマザサ属型、

ミヤコザサ節型なども検出された。

　土器埋設炉付近でも同様の分類群が検出されたが、

ススキ属型、メダケ節型、ネザサ節型は埋土よりも比

較的少量である。

　貼床面では、ミヤコザサ節型が比較的多く検出さ

れ、キビ族型、ススキ属型、ウシクサ族Ａ、メダケ節

型、ネザサ節型なども検出された。

　おもな分類群の推定生産量によると、埋土ではメダ

ケ節型やネザサ節型が卓越しており、ススキ属型も多

くなっていることが分かる。

（解釈）

　覆土堆積当時は、メダケ属（メダケ節やネザサ節）

を主体としてススキ属やチガヤ属等生育する草原的な環

境であったと考えられ、遺跡周辺には部分的にイスノ

キ属などの照葉樹林が分布していたと推定される。

　遺跡周辺に豊富に存在したこれらの植物は、住居の

建築材や屋根材、敷物、燃料、道具などとして盛んに

利用されていたと考えられるが、ここではこれを示唆

するような明瞭な結果は得られなかった。

　なお、埋土の中・下部では少量ながら海綿骨針が検

出された。このことから、同遺構では何らかの形で海
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綿（スポンジ）が利用されていた可能性が示唆される。

�リン・カルシウム分析（分析結果と解釈）

　住居覆土では、リン酸含量が０．６２～１．１５％（平均

０．９２％）と比較的高い値である。

　ここでは、比較試料との検討が行われていないが、

遺構内部にリン酸を多く含む何らかの生物遺体が存在

していた可能性が示唆される。

ＳＡ２０（第３４９～第３５１図）

【立　地】

　Ｃ１４・１５及びＤ１４・１５グリットに位置し、土器埋設

炉を有する竪穴住居跡で、縄文時代中期の竪穴住居で

あるＳＡ２１を切る。またＳＢ１０と隣接している。

【規　模】

　遺構の平面形は正方形に近く、北壁方向を住居主軸

とすると、主軸方位はＮ‐５ ‐゚Ｅとなる。

　規模は、東西３．７ｍ、南北は３．５ｍを測り、床面積

１２．９５�である。壁の残存高は、約０．２ｍで、断面は逆

台形を呈し、住居コーナー部は直角に近い。

【柱　穴】

　主柱穴は４本である。柱穴間の芯々距離は、東西

１．８～２．２ｍ、南北１．９ｍで、逆台形状の柱穴配置をと

る。柱掘りかたは直径０．３ｍ前後の円形プランで、深

さは床面より０．５ｍを測る。

　柱穴は貼床後に掘削され、断面形は逆台形ないし

「Ｕ」字形か、底面近くに段を有する形状をなす。　な

お、柱痕跡は認められなかった。

【床　面】

　床面は全般的に硬化し、平坦である。住居床面中央

部で土器埋設炉が検出された。また、壁体溝は確認さ

れていない。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘り方は、四隅を浅く掘削されている。褐

色土ブロックの混入した黒色土を０．１ｍ程張って、貼

床とする。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、竪穴部のほぼ中央の位置で付設され

る。直径０．２８ｍ、深さ０．２ｍの土坑に、口縁部と底部を打

ち欠かれた土師器甕が炉体土器として埋置されている。

　土坑断面は上端がやや開く「Ｕ」字形である。土坑

と炉体土器の隙間はわずかで、土坑は炉体土器（１１７８）

が収まる分のみしか掘り込まれていない。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物としては、竪穴住居覆土中出土

の土師器坏が２点と土師器甕（炉体土器）である。

【遺構の時期】

　本住居跡は、詳細な時期を特定する資料に乏しい

が、土師器甕の形状から、概ねＴＫ２１７の新段階に併行

する時期と考えられる。

ＳＡ２３（第３５２～第３５４図）

【立　地】

　Ｃ１４グリットに位置し、カマドと土器埋設炉を有す

る竪穴住居跡である。住居平面の北側半分はカマドも

含めて調査区外であり、カマド袖部の一部を調査する

に留まる。住居西側はＳＢ１０に切られる。また各所が

現代の攪乱（ゴミ穴）で失われている。

【規　模】

　規模は、東西５＋αｍ、南北は５ｍを測る。現状と

柱穴配置からして、おそらく南北方向に長い長方形プ

ランと推定される。カマドと土器埋設炉を結ぶライン

を主軸とするならば住居主軸はＮ‐３０゚‐Ｗとなる。

　壁の残存高は約０．２ｍで断面逆台形を呈す。

【柱　穴】

　主柱穴は２＋α本である。おそらく４本柱の可能性

が高い。柱穴間の芯々距離は、東西２．８ｍを測る。

　柱掘りかたは直径０．３ｍ前後の円形プランで、深さ

は床面より０．４ｍを測り、住居規模にしてはやや浅い。

柱穴は貼床後に掘削され、その断面形は「Ｕ」字形も

しくは逆台形である。

　なお、柱痕跡は認められなかった。

【床　面】

　床面は平坦で、全体的に硬くしまっている。貼床を

施さず、ＭＬ１相当層を床面とする直床である。

　住居床面では、土器埋設炉と壁体溝が検出された。

【壁体溝】

　壁体溝は東壁のみで検出された。幅０.１５ｍ、深さ０.１

ｍを測る。壁体溝の底面では小穴等は確認されていない。

【カマド】

　カマドの大部分が調査区外になるため、右袖部の一

－３９３－



部を検出されたに留まる。袖部前面に土師器甕１個体

分が出土した。

【土器埋設炉】

　住居床面中央で検出された。平面プラン円形で直径

０．５ｍ、深さ０．１５ｍの土坑に、口縁部を打ち欠かれた

土師器甕が炉体土器として埋置されている。

　土坑の断面形は箱形ないし、すり鉢型に近い。

　炉体土器の周囲には、土師器甕と坏、０．１～０．１５ｍ

大の扁平な円礫４個ほどが検出された。特に円礫は炉

体土器に接する位置で、または土器上面を塞ぐように

置かれ、壁体が一部壊されている。

　炉体土器は、床面よりも最大２�ほど突出してい

－３９４－

第３４９図　ＳＡ２０実測図（Ｓ＝１/６０）
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６：灰黄褐色粘質土



た。この炉体土器を中心として直径０．２５ｍの範囲は円

形の焼土面が形成されていた。

　特に炉体土器の外面周囲は著しく赤化し、底部まで

達している。赤化の度合いは炉体土器底部外面と接す

る覆土よりも検出面付近の覆土のほうがより激しく赤

変、焼土化していた。

　さらに土器埋設炉の周辺には炭化物の広がりが、約

０．６ｍ四方にわたって薄く検出された。

　なお、土器埋設炉の北側ないし東側で著しく床面が

硬化した部分が３箇所検出されている。

【出土遺物】

　カマド前面で出土した土師器甕と、土器埋設炉周辺

の甕や坏、炉体土器があげられる。

【遺構の時期】

　本住居は、詳細な時期を特定する資料に乏しく明確

な時期比定が困難だが、土師器甕の形状からＴＫ２１７

段階に併行する時期に属すると考えられる。

ＳＡ２４（第３５５～第３５８図）

【立　地】

　Ｃ１４グリットに位置し、カマドと土器埋設炉を有す

る竪穴住居跡である。南側にはＳＡ２３が近接してい

る。その前後関係は現代の攪乱により不明である。ま

た、住居平面の南側は攪乱による削平が著しい。

　本住居周辺は、ＳＡ２４～２９といった竪穴住居やＳＢ

１２・５２の掘立柱建物跡など遺構が複数切りあう遺構群

中にある。本住居はＳＡ２５を切っている。

【規　模】

　遺構の平面形は南北方向に長い長方形プランであ

る。主軸方位は、カマド主軸を住居主軸方向とした場

合、Ｎ‐１６゚‐Ｅとなる。

　規模は東西３．５ｍ、南北は２．７＋αである。壁の残存

高は検出面から約０．２５ｍを測り、断面は箱形である。

【柱　穴】

　柱穴は床面上で確認できず、貼床除去後に改めて精

査したが検出できなかった。

－３９５－
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【床　面】

　床面中央付近で土器埋設炉が、壁体溝が東壁付近で

検出された。

【壁体溝】

　住居床面の東壁沿いには、壁体溝がめぐっている。

幅０．１ｍ、深さ０．１～０．１５ｍを測る。

　東壁付近のみの検出であるが本来はカマド付近を除

いて全周していたと考えられる。

【床面下の状況】

　貼床は、全体的に掘り下げたあと、����ブロックの

混入した黒色土で約０．１～０．１５ｍの厚さで埋め戻され

ている。掘り込みは東西壁面近くでより深く掘削され

ていた。貼床自体は全体的に硬くしまっている。

【カマド】

　カマドは北壁中央付近に構築される。住居壁を凸形

にわずかに掘り込んで燃焼部を突出させる形態であ

る。

　カマドの規模は袖の先端から住居壁際まで０.６８ｍ、

袖の最大幅は０.８２ｍである。カマド本体は黄褐色ない

し白色粘土を用いて構築されている。

　カマド本体は、比較的に遺存状態は良好であった。

カマドは黄褐色粘土の構築材で「かまくら」状にドー

ム形に造られている。住居壁面まで構築材を充填し燃

焼部を形成している。

　焚き口は袖部付近から掘り込まれ、緩やかに燃焼部

へ至る。焚き口の天井部が原形を保ちながらカマド内

部へ落下していた。

　燃焼部底面は緩やかな平坦面である。煙道部は確認

できないが、ＳＡ６１・６２のカマドのようにカマド壁体

の中途に煙出し穴を付設する形態となろう。

　燃焼部においては支脚や抜き取りの痕跡は見られ

ず、カマド祭祀関連の遺物も検出されていない。

　カマド内部の壁体はよく赤変し、燃焼部や焚き口底

面部分では焼土に灰が混入した層が厚く堆積してい

た。

　遺物は、カマドの両袖側から土師器甕や坏が、カマ

ド周囲の床面では炭化材が数箇所で出土した。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、竪穴部の中央より南側に寄った位置

でカマドの主軸線上に設置される。円形プランで長径

－３９６－
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第３５３図　ＳＡ２３土器埋設炉実測図（Ｓ＝１/２０）



０．３ｍ、深さ０．１５ｍの土坑に、胴部下半部を打ち欠かれ

た土師器甕が炉体土器（１１８７）として埋置されている。

土坑断面は緩い「Ｖ」字形である。

　土器埋設炉が検出された床面はかなり削平を受けて

おり、相対的に炉体土器が床面より突出する格好にな

る。炉体土器の外面周辺は焼土化が著しい。

【出土遺物】

　カマドの両袖付近で出土した土師器甕と坏、炉体土

器をあわせて１０点を掲載している。

【遺構の時期】

　本住居跡は、詳細な時期を特定する資料に乏しく明

確な時期比定が困難だが、土師器甕の形状からＴＫ

２１７の新段階からＴＫ４６併行期の時期と考えられる。

　そのため、本住居跡と須恵器短頸壷の接合関係を持

つＳＡ１９はＴＫ４６併行期を前後する時期であろう。

【自然科学分析】

　ＳＡ２４床面出土炭化材について、樹種同定を�古環

境研究所に分析委託した。その結果を要約して記述す

る。詳細な結果は、第	章に記載する。

　カマド周辺で検出された炭化材は、ムクロジ、ウル

シ属、タイミンタチバナと同定された。ウルシ属は温

帯に広く分布し、ムクロジとタイミンタチバナは温帯

下部の暖温帯に分布する樹木である。これらの樹種

は、遺跡周辺に普通に分布していたと考えられる。

ＳＡ２５（第３５９～第３１６図）

【立　地】

　Ｃ１４・１５グリットに位置し、土器埋設炉を有する竪

穴住居跡で、ＳＡ２７を切り、ＳＡ２４に切られる。南側

にはＳＡ２８が隣接している。

【規　模】

－３９７－

第３５５図　ＳＡ２４実測図（Ｓ＝１/６０）
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　遺構の平面形は正方形に近く、北壁方向を住居主軸

とすると、主軸方位はＮ‐５ ‐゚Ｅとなる。

　規模は、東西、南北ともに３．５ｍを測り、床面積

１２．２５�である。壁の残存高は、約０．２ｍで断面箱形を

呈し、竪穴住居隅部は直角に近い。

【柱　穴】

　柱穴は床面で２本検出されたが、規模や配置から主

柱穴となりえない。貼床除去後に再度主柱穴の検出を

試みたが確認されなかった。

【床　面】

　床面は全般的に硬化し、平坦である。住居床面中央

で土器埋設炉が検出された。壁体溝も確認された。

【壁体溝】

　住居床面の四壁沿いには、壁体溝がめぐっている。

幅０．１５ｍ、深さ０．１ｍを測る。壁体溝底面では、杭列は

検出されなかった。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、全体的に浅く掘削されるが、

特に住居北東隅から南西隅部までを壁面に沿って掘削

された箇所が明瞭に残っている。

　この掘りかた底面に、褐色土ブロックが混入した黒

色土を０.１ｍ程張って貼床とする。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、竪穴部のほぼ中央の位置で付設され

る。直径０．３５ｍ、深さ０．１８ｍの土坑に、口縁部と底部

を打ち欠かれた土師器甕が炉体土器（１１９６）として埋

置されている。土坑断面は上端がやや開く「Ｕ」字形

－３９８－
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第３５６図　ＳＡ２４カマド実測図（Ｓ＝１/３０）
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である。

　土器埋設炉の検出面は住居床面レベルよりも若干低

い位置であり、やや落ち込んでいる。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物としては、竪穴住居覆土中より

土師器細片多数と炉体土器の土師器甕がある。ここで

は、炉体土器のみ図化して掲載した。

【遺構の時期】

　本住居は、詳細な時期を特定する資料に乏しいが、

土師器甕の形状と竪穴住居の切りあい関係から、概ね

ＴＫ２１７の新段階に併行する時期と考えられる。

ＳＡ２６（第３６２～第３６５図）

【立　地】

　Ｂ１４・１５グリットに位置し、カマドと土器埋設炉を

有する竪穴住居跡である。南側にはＳＡ７０とＳＡ２７が

近接している。住居の西壁付近は調査区外になる。

　また、住居中央の付近は、現代の攪乱（ゴミ穴）で

遺構が著しく損なわれている。

【規　模】

　遺構の平面形は、台形に近い形状である。主軸方位

は、カマド主軸を住居主軸方向とした場合、Ｎ‐１６゚‐Ｅ

を示す。平面規模は、東西４ｍ前後、南北は３．９ｍ、床

面積１５．６�である。

　壁の残存高は検出面から約０．１ｍを測り、断面は逆

台形を呈する。

【柱　穴】

　主柱穴は３＋α本である。おそらく４本柱で東南部

分の攪乱を受けた箇所に存在した可能性が高い。柱穴

間の芯々距離は、東西１．９ｍ、南北１．６ｍを測る。

　柱掘りかたは、直径０．３ｍ前後の円形プランで、深さ

は床面より０．３５、０．６ｍを測り、不揃いである。断面

形は「Ｕ」字形もしくは逆台形である。柱痕跡は認め

らない。

　なお、Ｐ３は、おそらくＰ２の建て替え時に掘り下

げられた主柱穴と考えられる。

【床　面】

　床面中央付近で土器埋設炉が検出されたが、壁体溝

は認められていない。

　床面は貼床をなさず、ＭＬ１相当層を床面とする直

床である。床面自体は平坦である。

【カマド】

　カマドは北壁中央付近に構築される。住居壁を凸形

にわずかに掘り込んで燃焼部を突出させる形態である。

　カマドの規模は袖の先端から燃焼部奥壁まで０.９５

ｍ、袖の最大幅は１.３２ｍである。カマド本体は黄褐色

ないし白色粘土を用いて構築されている。右袖の大半

は失われていた。

－３９９－
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　焚き口部は、袖部前面からやや奥に入り込んだ地点

から掘り込まれ、燃焼部付近にかけて緩やかに傾斜す

る。火床部は住居壁面寄りにやや偏った位置にある。

カマド内部の遺物は、火床部より土師器甕や坏片が浮

いた位置で出土しているが、支脚や抜き取りの痕跡は

なく、カマド祭祀関連の遺物も出土していない。

　煙道部は、確認されなかったが、そのまま外方へ延

伸するか、カマド壁体の中途に煙出しの穴を付す形態

と考えられる。

　カマド内部の壁体はよく赤変し、燃焼部や煙道部周

辺には焼土に灰が混入した層が薄く堆積していた。

　カマドの両袖側からは、土師器甕や坏が出土した。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、竪穴部の中央より東側に寄った位置

で設置される。現代の攪乱等で削平を受け遺存状況は

よくない。円形の土坑内に底部と口縁部を打ち欠かれ

た土師器甕が炉体土器（１１９７）として埋置されていた。

【出土遺物】

　カマド火床部で出土した土師器甕と坏、炉体土器を

あわせて３点を掲載している。

【遺構の時期】

　住居跡は、詳細な時期を特定する資料に乏しく明確

な時期比定が困難だが、土師器甕の形状からＴＫ２１７

段階に併行する時期に属すると考えられる。

ＳＡ２７（第３６６～第３６８図）

【立　地】

　Ｂ１５・Ｃ１５グリットに位置し、土器埋設炉を有する

竪穴住居跡で、ＳＡ２５とＳＡ３０に切られる。北側には

ＳＡ２６が隣接している。

【規　模】

　遺構の平面形は南北に長い長方形プランである。北

壁方向を住居主軸とするなら、主軸方位はＮ‐１１゚‐Ｅ

となる。規模は、東西３．４、南北３．９ｍを測り、床面積

－４００－

第３６２図　ＳＡ２６実測図（Ｓ＝１/６０）
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１３．２６�である。

　床面付近まで削平を受けているので、四壁の立ち上

がりは失われている。竪穴住居隅部は直角に近い。

【柱　穴】

　柱穴は４箇検出されたが、このうち主柱穴となるの

はＰ１～Ｐ３である。本来は４本柱と考えられ、南西

部の主柱穴はＳＡ２５で失われている考えられる。

　柱掘りかたは、直径０．３ｍ前後の円形プランで、深さ

は床面より０．４ｍを測る。断面形は箱形ないし「Ｕ」

字形である。

　各主柱穴ともに柱痕跡は認めらなかった。

【床　面】

　床面は全般的に硬化し、平坦である。住居床面中央

で土器埋設炉が検出された。壁体溝も確認された。

【壁体溝】

　住居床面の四壁沿いには、壁体溝がめぐっている。

幅０．１ｍ、深さ０．１ｍを測る。壁体溝底面では、小穴列

（杭列か？）が検出された。小穴の平面は円形で直径

０．１ｍ前後、深さ０．０５ｍを測る。

　この小穴が０．２～０．３ｍ前後の間隔を保って列状に連

なっている。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、住居平面中央部を高く掘り残

すようし四壁に沿って掘削されている。この掘りかた

底面に、褐色土ブロックが混入した黒色土を０．１～０．２

ｍ程埋め戻して貼床とする。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、竪穴部のほぼ中央の位置で付設され

る。直径０．３ｍ、深さ０．２～０．２５ｍの土坑に、口縁部と

底部を打ち欠かれた土師器甕が炉体土器（１２００）とし

て埋置される。

　土坑断面は、上端がやや開く「Ｕ」字形ないし箱形

を呈する。炉体土器は、土坑底面を少し埋め戻して平

坦面を確保したうえで据え付けられ、さらに、土坑壁

面と炉体土器の間隙を埋めている。

　また、炉体土器上端は床面よりも３�ほど突出して

いた。この炉体土器を中心として直径０．２５ｍの範囲は

円形の焼土面が形成されていた。特に、炉体土器の外

面周囲は著しく赤化している。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物としては、炉体土器の土師器甕

が挙げられる。

【遺構の時期】

　本住居跡は、詳細な時期を特定する資料に乏しい

が、土師器甕の形状と竪穴住居の切りあい関係から、

概ねＴＫ２１７の新段階に併行する時期と考えられる。

－４０１－
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第３６５図　ＳＡ２６出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）
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ＳＡ２８（第３６９～第３７２図）

【立　地】

　Ｃ１５グリットに位置し、カマドと地床炉を有する竪

穴住居跡で、ＳＡ２８とＳＡ３０を切る。北側にはＳＡ２５

が隣接している。

【規　模】

　遺構の平面形は東西に長い長方形または平行四辺形

プランで、カマド主軸方位はＮ‐９５゚‐Ｅ、住居主軸方位

はＮ‐５ ‐゚Ｅとなる。

　平面規模は、東西３．７～４ｍ、南北３．８～３．９ｍを測

り、床面積１４．８２�である。

　壁の残存高は、約０．３ｍで断面逆台形を呈し、竪穴住

居隅部は直角に近い。

【柱　穴】

　主柱穴は４本である。柱穴間の芯々距離は、東西、

南北とも１．６ｍで、対角線状の柱穴配置をとる。

　柱掘りかたは、直径０．３～０．４ｍの円形プランで、深

さは床面より０．５ｍを測る。

　柱穴は、貼床後に掘削され、断面形は逆台形ないし

「Ｕ」字形をなす。なお、柱痕跡はＰ２とＰ３で認め

られた。直径０．２ｍ前後の丸太材を使用している。

【床　面】

　床面は全般的に硬化し、平坦である。住居床面中央

部で地床炉が検出された。壁体溝も確認された。

【壁体溝】

　住居床面の四壁沿いには、壁体溝がめぐっている。

幅０．２ｍ、深さ０．２ｍを測る。壁体溝底面では杭列等は

検出されなかった。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、底面全体を掘り下げるが、時

に東側壁全体と北西・南西隅を浅い土坑状に掘り下げ

られている。�－��ブロックが混入した黒色土を０．２～

０．３ｍ程張って貼床とする。

【カマド】

　カマドは東壁中央よりやや南に寄った位置に構築さ

－４０２－

� 第３６６図　ＳＡ２７実測図（Ｓ＝１/６０）

第３６７図　ＳＡ２７土器埋設炉実測図（Ｓ＝１/２０）

第３６８図　ＳＡ２７出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）
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れる。住居壁を凸形にわずかに掘り込んで

カマドを作りつける形態である。カマドの

主軸を東位にとる。

　カマドの規模は袖の先端から燃焼部奥壁

まで０.５８ｍ、袖の最大幅は０.８５ｍである。

カマド本体は黄褐色粘土を用いて構築され

ている。

　カマドは貼床を一度掘削した後、燃焼部

を掘削土で形成しその上部に粘土でカマド

本体を構築する。カマド本体は、比較的に

残りは良好であった。住居壁面まで構築材

が及び、全体がドーム形に造られている。

　焚き口は袖部付近から掘り込まれ、やや

急傾斜で緩燃焼部へ至る。燃焼部底面は凸

レンズ状で最深部が火床部となる。火床部

では灰や炭化物混じりの焼土層が厚く堆積

していた。また、燃焼部においては支脚や

抜き取りの痕跡は見られず、カマド祭祀関

連の遺物も検出されていない。

　カマド壁体の住居壁側の中程がくぼんで

いるため、この付近が煙道部となる可能性

が高い。

【地床炉】

　地床炉は、住居中央部分に１基検出され

た。カマド主軸上に位置している。

　平面形は、長楕円形で長軸０．５ｍ、短軸０．３５ｍ、検出

面からの深さ０．１ｍを測り、断面カマボコ形をなす。

　地床炉の底面付近には焼土層が発達しており、壁面

も部分的に被熱による硬化や赤変を受けていた。炉の

覆土中には焼土粒や炭化粒が多く混入している。

【出土遺物】

　カマドや地床炉及び床面からは、土器片が若干出土

しているが、いずれも小破片であり、このうち床面出

土の遺物３点を図化して掲載した。

【遺構の時期】

　本住居跡は、詳細な時期を特定する資料に乏しい

が、切りあい関係から、少なくともＳＡ２８とＳＡ３０よ

りは後出する時期と考えられる。恐らくＴＫ４６に併行

する時期に属すると考えられる。

ＳＡ２９（第３６９～第３７３図）

【立　地】

　Ｃ１５グリットに位置する。ＳＡ２８とＳＡ３０、ＳＢ１２

に切られる。東側にはＳＡ３１が隣接する。

【規　模】

　住居平面の西側半部を別遺構に切られるので、詳細

は不明であるが、ＳＡ２８の貼床下より主柱穴を確認し

たため、遺構の平面形は正方形プランと考えられる。

　北側壁を住居主軸方向とするならば、主軸方位は

Ｎ‐３ ‐゚Ｅとなる。平面規模は、東西２．２＋αｍ、南北

３．５ｍを測り、一辺３．５ｍ前後と考えられる。

　壁の残存高は、約０．１ｍで断面逆台形を呈し、竪穴

　住居隅部は直角に近い。

【柱　穴】

　主柱穴は４本である。西側の２本はＳＡ２８の貼床下

－４０３－

第３６９図　ＳＡ２８・２９実測図（Ｓ＝１/６０）
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からの検出である。柱穴間の芯々距離は、東西、南北

とも１．９ｍで、ほぼ対角線状の柱穴配置をとる。　柱掘

りかたは、直径０．２５ｍの円形プランとやや小さいが、

深さは床面より０．５ｍを測る。

　柱穴は貼床後に掘削され、断面形は逆台形ないし

「Ｕ」字形をなす。なお、柱痕跡は認められない。

【床　面】

　住居中央では火処は認められず、壁体溝も検出され

なかった。

【床面下の状況】

　床面には、層厚０．２～０．３ｍの�－��ブロックが混入

した黒色土による貼床が施されている。

　しかし、全体的に軟化しており、しまりに乏しく、

硬化面はあまり発達していない。

【出土遺物】

　住居床面出土の土師器甕１点と、覆土中遺物１点を

図化し掲載している。土師器甕はＳＡ３０の覆土中遺物

と接合関係を有す。

【遺構の時期】

　本住居は、詳細な時期を特定する資料に乏しいが、

土師器甕の形態から概ねＴＫ４６段階に併行する時期と

考えられる。

ＳＡ３０（第３６９～第３７３図）

【立　地】

　Ｃ１５グリットに位置し、カマドと土器埋設炉を有す

る竪穴住居跡である。ＳＡ２７とＳＡ２９を切り、ＳＢ１２

－４０４－

第３７０図　ＳＡ２８カマド実測図（Ｓ＝１/２０）

第３７１図　ＳＡ２８地床炉実測図（Ｓ＝１/２０）

第３７２図　ＳＡ２８出土遺物実測図（Ｓ＝１/２０）
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に切られる関係にある。

【規　模】

　遺構の平面形は、ほぼ正方形に近いプランで、カマ

ドの主軸方位はＮ‐６６゚‐Ｗ、住居主軸方位はＮ‐２０゚‐Ｅ

となる。カマドは西向きに設置されている。

　平面規模は、東西３．９～４ｍ、南北３．８ｍを測り、床面

積１５．０１�である。

　壁の残存高は、約０．２ｍで断面逆台形を呈し、竪穴

　住居隅部は直角に近い。

【柱　穴】

　床面には、数箇所小穴が検出されたが主柱穴とはな

らない。貼床除去後に改めて精査したが主柱穴は検出

できなかった。

【床　面】

　床面は、全般的に硬化し、平坦である。住居床面中

央部で土器埋設炉が検出された。なお、壁体溝は確認

されていない。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、床面中央部を方形に掘り残し

て周囲を掘り下げている。

　掘削後�－��ブロックが混入した黒色土を０．１ｍ薄く

埋め戻して貼床とする。

【カマド】

　カマドは、西壁中央よりやや南に寄った位置に構築

される。カマドの主軸は西位で、住居壁にカマドを直

接作りつけられる。燃焼部奥壁は地山をそのまま利用

する。

　カマドの規模は袖の先端から住居壁際まで０.５４ｍ、

袖の最大幅は０.７８ｍである。カマド本体は黄褐色粘土

を用いて構築されている。

　また、カマドの天井部と推定されるカマド部材の一

部がカマド左袖付近で横転したような状況で検出され

た。

　焚き口は袖部付近より手前から掘り込まれ、やや急

傾斜で燃焼部へ至る。燃焼部底面は凸レンズ状で最深

部が火床部となる。

　火床部では灰や炭化物混じりの焼土層が厚く堆積し

ていた。焼土層中に土師器甕片等が数点混入してい

る。ちなみに、支脚や抜き取りの痕跡は見られず、カ

マド祭祀関連の遺物も出土していない。

　燃焼部壁体は、３０°の角度て緩やかに立ち上がるた

め、火床部底面付近から上方は煙道部の可能性が指摘

できる。　

　一方、カマド左袖側には土師器甕が埋設された箇所

が検出された。カマド左袖部より０．３ｍ離れた位置に

あり、直径０．５ｍの円形の掘り込みに甕を埋設し、口縁

部を床面より０．１ｍ前後露出させる。この埋設土器前

面にやや大型の土師器甕が検出された。

　土師器甕内部には黒色土が流入していたが、焼土や

炭化物などは含まれていない。

　カマドとの位置関係から、カマドに関連する施設と

考えられ、カマドで生じた焼土や灰の一時保管や調理

物の保存施設といった性格が想定される。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、竪穴部のほぼ中央の位置で付設さ

れ、カマド主軸上に位置する。

　直径０．３ｍ、深さ０．２～０．２５ｍの円形プランの土坑

に、口縁部と底部を失う土師器甕が炉体土器として埋

置される。土坑断面はすり鉢形を呈する。

　炉体土器（１２０８）は、土坑底面を少し埋め戻して平

坦面を確保したうえで据え付けられ、さらに、土坑壁

面と炉体土器の間隙を埋めている。

　また、炉体土器上端は床面よりも１～２�ほど突出

していた。この炉体土器を中心として直径０．２ｍの範

囲は円形の焼土面が形成されていた。特に炉体土器の

外面周囲は著しく赤化している。

　土器埋設炉周辺は、土師器甕片が散在していた。

【出土遺物】

　遺物は、住居東側壁立ち上がり付近で土師器鉢や坏

がまとまって出土した。その他、カマド内及びカマド

左袖部にある埋設土器、土器埋設炉の炉体土器があ

る。このうち１３点を図化して掲載した。

【遺構の時期】

　本住居跡出土の土師器甕は、ＴＫ２１７古段階（カマド

脇の埋設土器）とＴＫ４６（床面）に併行する時期の形

態を示す。住居跡の時期は概ねＴＫ４６に併行する時期

に属すると考えられる。

【自然科学分析】

　ＳＡ３０カマドの絶対年代を推定するために熱ルミ

ネッセンス年代測定を�古環境研究所に委託した。そ

－４０５－



の結果を要約して記述する。詳細な結果は、第	章に

記載する。

　熱ルミネッセンス年代測定の結果、縄文時代の年代

を示した。これは測定試料の被熱が不十分であること

による見かけの年代であり、真の年代ではないとみな

される。

　カマドの土は外見上は赤色化して十分に焼けている

と予想されたが、内部まで高温になっていなかったと

推測される。

ＳＡ３１（第３７８～第３８１図）

【立　地】

　Ｃ１６グリットに位置する、カマドと土器埋設炉を有

する竪穴住居跡で、ＳＢ９・１２・５３に切られる。

【規　模】

　遺構の平面形は、ほぼ正方形に近いプランで、カマ

ドの主軸方向を住居主軸とするなら、主軸方位はＮ‐

１７゚‐Ｅとなる。カマドは北向きに設置される。

　平面規模は、東西４．６５ｍ、南北４．７ｍを測り、床面積

２１．８６�である。

　壁の残存高は、約０．２ｍで断面逆台形を呈し、竪穴

住居隅部は直角に近い。

【柱　穴】

　主柱穴は４本である。柱穴間の芯々距離は、東西

２．３～２．５ｍ、南北２．２～２．７ｍを測り、ほぼ対角線状の

柱穴配置をとる。柱掘りかたは、直径０．３ｍの円形プ

ランで、深さは床面より０．４５ｍを測る。

　柱穴は、貼床後に掘削され、断面形は上端がやや開

く「Ｕ」字形をなす。

　なお、柱痕跡はＰ１とＰ３で認められた。直径０．２

ｍ前後の丸太材を使用している。

【床　面】

　床面は、全般的に硬化し、平坦である。住居床面中

央部で土器埋設炉が検出された。なお、壁体溝は確認

されていない。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、全体的に掘り下げられるが、

特に北側壁と西側壁付近と東南隅に明瞭な土坑状の掘

－４０６－

第３７４図　ＳＡ３０実測図（Ｓ＝１/６０）
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り込みが認められる。

　掘削後、�－��ブロックが混入した黒色土を０．１５ｍ

前後埋め戻して貼床とする。

【カマド】

　カマドは北壁中央に構築される。住居壁を凸形に掘

り込んでカマドを作りつける形態である。

　カマドの規模は、袖の先端から燃焼部奥壁まで１.０３

ｍ、袖の最大幅は０.９７ｍである。カマド本体は黄褐色

粘土を用いて構築されている。

　カマドは貼床を一度掘削した後、燃焼部底面を掘削

土で形成し、その上部に粘土でカマド本体を構築す

る。住居壁面まで構築材を充填し、燃焼部となる。

　焚き口は袖部付近から掘り込まれ、緩やかな傾斜で

燃焼部へ至る。燃焼部底面は煙道部に向けてやや上が
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土層注記
１：黒褐色粘質土
２：暗褐色粘質土

土層注記
１：黒褐色粘質土
２：黒色粘質土（貼床）
３：褐灰色粘質土
４：明赤褐色粘性砂質土
５：黒褐色粘質土
６：にぶい赤褐色粘質土
　　（カマド床面）
７：灰黄褐色粘質土
８：にぶい黄褐色粘質土

第３７７図　ＳＡ３０出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）



り勾配で、燃焼部中央付近は、灰や炭化物混じりの焼

土層が薄く堆積するので、この辺りが火床部にあた

る。この焼土層上面で土師器坏類がまとまって出土し

た。燃焼部から煙道部付近のカマド内部の壁面は被熱

により良く赤化している。

　なお、燃焼部においては支脚や抜き取りの痕跡やカ

マド祭祀関連の遺物も検出されていない。

　煙道部は確認されなかったが、掛け口背面のカマド

壁体中途に煙出しの穴を設けているか、燃焼部奥壁か

らそのまま外方へ延伸すると考えられる。

　焚き口付近のカマド両袖部には、土師器甕が芯材と

して利用されていた。特に右袖部では土師器甕や坏を

破砕したのち、雑に敷き並べて袖部の基礎とする。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は住居床面のほぼ中央の位置で付設さ

れ、カマド主軸上に位置する。

　直径０．３～０．４ｍ、深さ０．２ｍの楕円形プランの土坑

に、口縁部を打ち欠かれた土師器甕が炉体土器（１２３０）

として埋置される。土坑断面は上端の開く「Ｕ」字形

を呈している。

　土坑底面をいったん埋め戻した後、炉体土器を据

え、固定するように再び埋め戻している。

　この炉体土器を中心として直径０．２５ｍの範囲は円形

の焼土面が形成されていた。

　特に炉体土器の外面周囲は著しく赤化し、深さ０．１

ｍ前後まで及んでいる。　

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物として、カマド内出土土器とカ

マド両袖部の芯材、土器埋設炉の炉体土器がある。こ

のうち１１点を図化し、掲載した。

【遺構の時期】

　本住居跡は土師器甕の形態から、概ねＴＫ２１７の古

段階に併行する時期と考えられる。

－４０８－

第３７８図　ＳＡ３１実測図（Ｓ＝１/６０）
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ＳＡ３２（第３８２～第３８４図）

【立　地】

　Ｃ１６・１７グリットに位置する、土器埋設炉を有する

竪穴住居跡である。ＳＡ３２～３７といった竪穴住居やＳ

Ｂ１４・１５・２１・５４の掘立柱建物など遺構が複数切りあ

う遺構群中にある。

　本住居は、ＳＡ３５・３３を切り、ＳＢ１４・１５に切られ

る関係にある。

【規　模】

　遺構の平面形は、南北に長い長方形プランで、北壁

方向を住居主軸とすると、主軸方位はＮ‐５ ‐゚Ｗとな

る。平面規模は、東西３．１５～３．６ｍ、南北３．６～４ｍを

測り、床面積１２．８４�である。

　壁の残存高は、約０．２ｍで断面箱形を呈し、竪穴住居

隅部は直角に近い。

【柱　穴】

　主柱穴は４箇所検出された。柱穴間の芯々距離は、

東西１．２～１．４ｍ、南北１．５ｍを測り、ほぼ対角線状の柱

穴配置をとる。

　柱掘りかたは、直径０．２ｍの円形プランで、やや小さ

めだが、深さは床面より０．５～０．７ｍを測り、直径わり

に深めである。

　柱穴は、貼床後に掘削され、断面形は「Ｕ」字形を

なす。なお、柱痕跡は認められていない。

【床　面】

　床面は、貼床が施されているが、硬化面が形成され

－４０９－

第３７９図　ＳＡ３１土器埋設炉実測図（Ｓ＝１/２０）
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第３８０図　ＳＡ３１カマド実測図（Ｓ＝１/３０）

第３８１図　ＳＡ３１出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）



ておらず、全体的に軟弱である。

　住居床面中央部で土器埋設炉が、四壁沿い

に壁体溝が検出された。

　床面からは、住居西壁付近を中心にして土

師器甕や坏がまとまって出土した。

【壁体溝】

　住居床面の四壁沿いには、壁体溝がめぐっ

ている。幅０．１５ｍ、深さ０．２ｍを測る。

　住居東壁付近において、壁体溝は、壁面の

立ち上がり部分に接さず、０．１～０．３ｍほど空

間を隔てている。

　なお、壁体溝底面の杭列等は検出されな

かった。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、全体的に掘り下げて

いるが、特に北側壁と西側壁付近と東南隅に

明瞭な土坑状の掘り込みが認められる。掘削

後�－��ブロックが混入した黒色土を０．１５ｍ

前後埋め戻して貼床とする。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、住居床面のほぼ中央に付設される。

　直径０．４～０．５ｍ、深さ０．３ｍの不整円形プランの土

坑に、口縁部と底部を打ち欠かれた土師器甕が炉体土

器（１２４５）として埋置される。

　土坑断面は上端の開く「Ｕ」字形を呈し、二段掘り

に近い。土坑下部はビット状に掘り込まれている。

　この土坑底面を黒色粘質土で一度埋め戻した後、炉

体土器を据え、固定するように土を数�ずつ分割しな

がら土坑壁面との間隙を充填している。

　この炉体土器を中心として直径０．２ｍの範囲は円形

の焼土面が形成されていた。

　なお、土器埋設炉を切る浅い掘り込みは、樹痕の可

能性が高い。

　一方、土器埋設炉の西側、住居床面のほぼ中心に位

置する直径０．３ｍ、深さ０．２ｍの小穴（Ｐ５）は、覆土

中に焼土塊や土師器甕片が含まれていたので、土器埋

設炉の炉体土器が抜去されたものと想定される。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物として、床面出土遺物と土器埋

設炉の炉体土器がある。また、覆土中から多数の遺物

が出土した。計１８点を図化し、掲載した。

【遺構の時期】

　本住居跡は、土師器甕の形態や、覆土中から出土し

た須恵器坏身の型式から概ねＴＫ２１７の新段階からＴ

Ｋ４６に併行する時期と考えられる。

ＳＡ３３（第３８５～第３８８図）

【立　地】

　Ｃ１６グリットに位置する、カマドと土器埋設炉を有

する竪穴住居跡である。ＳＡ３５を切り、ＳＡ３２に切ら

れる関係にある。

【規　模】

　遺構の平面形は、南北に長い長方形プランで、カマ

ドは東位にある。カマド主軸方位はＮ‐８５゚‐Ｅ、住居

主軸方位はＮ‐５ ‐゚Ｗとなる。

　平面規模は、東西３ｍ、南北２．９＋αｍを測る。壁の

残存高は、約０．２５ｍで断面箱形を呈し、竪穴住居隅部

は直角に近い。

【柱　穴】

　主柱穴は４箇所検出された。柱穴間の芯々距離は、
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東西１．５ｍ、南北１．６～１．９ｍを測り、ほぼ対角線状の柱

穴配置をとるがカマド方向へ偏在している。

　柱掘りかたは直径０．２～０．４ｍの円形プランで、深さ

は床面より０．４ｍを測る。

　柱穴は貼床後に掘削され、断面形は上端がやや開く

「Ｕ」字形をなす。

　なお、柱痕跡は認められていない。

【床　面】

　床面は、貼床が施されるが、硬化面が形成されてお

らず、全体的にしまりに乏しい。

　住居床面中央部付近でで土器埋設炉が検出された

が、壁体溝は確認されていない。

　床面からは特に土器埋設炉周辺と南東隅部におい

て、敲石や石皿が出土した。

【床面下状況】

　竪穴住居掘りかたは、全体的に掘り下げる。しか

し、その規則性はなく、無秩序に掘削している。

　掘削後����ブロックと褐色（ＭＬ１相当層由来）ブ

ロックが混入した黒色土を０．１ｍ前後に薄く埋め戻し

て貼床とする。

【カマド】

　カマドは東壁中央に構築される。住居壁にカマドを

直接作りつける形態である。カマドの主軸は東位にとる。

　カマドの規模は、袖の先端から住居壁際まで０.６８ｍ、

袖の最大幅は１.２８ｍである。カマド本体は黄褐色粘土

を用いて構築されている。

　燃焼部底面部分のみ貼床が掘削され、カマド本体は

直接貼床面上に構築されている。燃焼部は、住居壁体

をそのまま利用し、カマド構築材は用いられていない。

　カマド袖部は、他の竪穴住居のカマドに比べて重厚

に構築されている。焚き口は袖部付近より手前から掘

り込まれ、緩やかに燃焼部へ移行する。

　燃焼部底面は平坦で、その中心部分には焼土層が厚

く堆積していた。この付近が火床部となる。焼土層の

上面からは土師器甕胴部片等が数点出土した。　なお、

燃焼部における支脚や抜き取りの痕跡はなく、カマド

祭祀関連の遺物も検出されていない。

　焚き口周辺では、土師器甕や坏破片が出土した。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は住居床面中央のよりカマド側へ偏在

－４１１－
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第３８３図　ＳＡ３２土器埋設炉実測図（Ｓ＝１/２０）

第３８４図　ＳＡ３２出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）

土層注記
１：明黄褐色砂質土（焼土化）
２：にぶい褐色砂質土（焼土化）
３：黒褐色土
４：褐色土
５：黒色土（炭化物・焼土粒含む）
６：暗褐色粘質土



し、カマド主軸線上の位置で構築されている。

　直径０．３５ｍ、深さ０．２５ｍの円形プランの土坑に、口

縁部と底部を打ち欠かれた土師器甕が炉体土器（１２５０）

として埋置されていた。土坑断面は上端の開く「Ｕ」

字形を呈し、二段掘りに近い。

　炉体土器の上端は、床面よりも５�ほど突出し、そ

の周辺には炭化物を含む焼土塊がこびりついていた。

また、この炉体土器を中心として直径０．２５ｍの範囲は

円形の焼土面が形成されていた。

　なお、炉体土器の内面には煤が付着する部分があ

り、また底面に炭化物が少量存在していた。甕内面に

何らかの熱源が存在した可能性がある。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物として、床面及びカマド内外の

出土土石や石器、土器埋設炉の炉体土器がある。ま

た、覆土中から多数の遺物が出土した。このうち計４

点を図化し、掲載した。

【遺構の時期】

　本住居跡は、詳細に時期を推定する遺物に乏しい

が、土師器甕の形態から概ねＴＫ２１７新段階に前後す

－４１２－

第３８８図　ＳＡ３３出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）

第３８５図　ＳＡ３３実測図（Ｓ＝１/６０） 第３８７図　ＳＡ３３カマド実測図（Ｓ＝１/３０）
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る時期と考えられる。

ＳＡ３４（第３８９図）

【立　地】

　Ｂ１６・Ｃ１６グリットに位置する、竪穴住

居跡である。ＳＡ３７・３５を切り、ＳＡ３２・

３６に切られている。

【規　模】

　遺構の平面形は、正方形プランと推定さ

れ、北壁側を住居主軸方向とすると、主軸

方位はＮ‐４ ‐゚Ｗとなる。平面規模は、現

状で東西２．９＋αｍ、南北３．４ｍを測る。壁

の残存高は、約０．２ｍを測る。

【柱　穴】

　主柱穴は１箇所検出された。本来は４本

柱と想定されるが、ＳＡ３６によって失われ

ている。

　柱掘りかたは、直径０．３ｍの円形プラン

で、深さは床面より０．４ｍを測る。

【床　面】

　床面は、貼床が施され、床面全体に硬化

面が形成されいる。火処や壁体溝他には検出されてい

ない。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、全体的に掘り下げられ、特に

住居中心部分が、深めに掘削されている。

　掘削後、�－��ブロックと混入した黒色土を０．１５ｍ

前後に薄く埋め戻して貼床とする。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物として、床面及び覆土中出土土

器類の鉄鏃（１２６１・１２６２）等がある。１２６１は長頸鏃で

ある。

　１２５４は口縁部と底部に打ち欠きが残るので土器埋設

炉の炉体土器であった可能性がある。

【遺構の時期】

　遺構の時期は、切りあい関係からＳＡ３７・３５よりは

後出、ＳＡ３２・３６より遡ると考えられる。

ＳＡ３５（第３８９～第３９１図）

【立　地】

　Ｃ１６グリットに位置する、土器埋設炉を有する竪穴

住居跡である。縄文時代中期の土坑であるＳＣ６２を切

り、ＳＡ３２～３４・３６・３７とＳＢ２１・５４に切られている。

また住居西壁は現代の攪乱（ゴミ穴）によって損なわ

れている。

【規　模】

　遺構の平面形は、長方形プランと推定され、北壁側

を住居主軸方向とすると、主軸方位はＮ‐３０゚‐Ｗとな

る。平面規模は、現状で東西２＋αｍ、南北４．５ｍを測

る。壁の残存高は、約０．３ｍを測る。

【柱　穴】

　主柱穴は２箇所検出された。本来は４本柱と想定さ

れる。住居北東隅の主柱穴は、ＳＡ３４に切られ失う。

柱北西隅の柱穴は、ＳＢ２１柱穴と判別が困難である。

　柱掘りかたは、直径０．３ｍの円形プランで、深さは床

面より０．６ｍを測り、深めに掘削されている。

－４１３－

第３８９図　ＳＡ３５実測図（Ｓ＝１/６０）
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　柱穴は貼床後に掘削され、断面形は上端がやや開く

「Ｕ」字形をなす。

　柱痕跡は、すべての主柱穴で認められた。直径０.１ｍ

前後の細い丸太材を使用している。

【床　面】

　床面は、貼床が施され、床面全体に硬化面が形成さ

れいる。特に土器埋設炉周辺は著しく硬化して周辺よ

り落ち込んでいる。

　住居床面中央部付近で土器埋設炉、南側壁面付近で

壁体溝が検出された。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘り方は、全体的に掘り下げられるが、住

居北壁と南壁をより深く掘り下げ、住居中心部分は不

整な円形状に高く掘り残されている。

　掘削後�－��ブロックと褐色（ＭＬ１相当層由来）ブ

ロックが混入した黒色土を０．１５ｍ前後に薄く埋め戻し

て貼床とする。

－４１４－

第３９１図　ＳＡ３４・３５出土遺物実測図（Ｓ＝１/２・１/３・１/４）

第３９０図　ＳＡ３５土器埋設炉実測図（Ｓ＝１/２０）

土層注記
１：黒色粘質土（焼土粒多し）
２：明赤褐色砂質土
３：黒褐色粘質土
４：暗褐色粘質土
５：褐灰色粘質土



【土器埋設炉】

　土器埋設炉は住居床面中央に設置されていた。

　直径０．３ｍ、深さ０．２ｍの円形プランの土坑に、口縁

部を打ち欠かれた土師器甕が炉体土器として埋置され

る。土坑断面は、上端の開く「Ｕ」字形ないし逆台形

を呈している。

　土器埋設炉検出面には、土師器甕１個体分が散乱し

ていた。特に甕底部は、炉体土器上面に据え置かれた

ような出土状態を示している。

　炉体土器内には、焼土粒と炭化粒をわずかに含む黒

色土が堆積していた。

　この炉体土器を中心として直径０．３ｍの範囲は不整

形に焼土面が形成されている。また、炉体土器壁面に

沿って深さ０．１ｍ前後まで焼土化している。

【出土遺物】

　本住居に伴う遺物として、土器埋設炉検出面の土師

器甕と土器埋設炉の炉体土器がある。

　なお、住居床面の中央より北側の部分で土師器甕１

個体が出土したが、細片化が著しく未図化である。

【土器埋設炉の使用方法】

　土器埋設炉検出面で出土した土師器甕（１２６０）は、

ほぼ完形に復元できた。また、甕底部が炉体土器の端

部に据え置かれた状況を示しており、土器埋設炉の使

用方法を知る貴重な手がかりとなる。

　仮に土器埋設炉上面に、据え置かれたとするなら

ば、炉体土器内は空間でなく、土等を用いて、ある程

度充填されていた可能性がある。

【遺構の時期】

　本住居跡は、詳細に時期を推定する遺物に乏しい

が、土師器甕の形態から概ねＴＫ２１７段階併行期に前

後する時期と考えられる。

ＳＡ３６（第３９２～第３９６図）

【立　地】

　Ｂ１６・Ｃ１６グリットに位置する、カマドと土器埋設

炉を有する竪穴住居跡である。ＳＡ３４・３５・３７を切る。

南側にはＳＡ３２と接している。

【規　模】

　遺構の平面形は、逆台形に近いプランで、カマドの

主軸方向を住居主軸とするなら、主軸方位はＮとな

る。カマドは北向きに設置されている。

　平面規模は、東西３．８～４．８ｍ、南北３．７～４ｍを測り、

床面積１６．５６�である。

　壁の残存高は、約０．２５ｍで断面箱形に近く、竪穴

　住居隅部は直角に近い。

【柱　穴】

　主柱穴は４本である。柱穴間の芯々距離は、東西

１．８～２ｍ、南北１．７ｍを測り、ほぼ対角線状の柱穴配置

をとる。柱掘りかたは、直径０．３ｍの円形プランで、深

さは床面より０．４５ｍを測る。

　柱穴は、貼床後に掘削され、断面形は上端がやや開

く「Ｕ」字形をなす。

　なお、柱痕跡はＰ１とＰ４で認められた。直径０．１

ｍ前後の細い丸太材を使用している。

【床　面】

　床面は全般的に硬化し、平坦である。特にカマドと

土器埋設炉周辺が著しく硬化していた。住居床面中央

部で土器埋設炉が２箇所検出された。なお、壁体溝は

確認されていない。

　床面上の遺物は、住居南西隅部に比較的集中して出

土した。須恵器坏蓋、長頸壷や土師器甕がある。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、全体的に掘り下げられている

が、特に東側壁と中央、西側壁付近に浅く細長い掘り

込みが並列して掘削されている。

　掘削後�－��ブロックと褐色（ＭＬ１相当層由来）ブ

ロックが混入した黒色土を０．１５ｍ前後埋め戻して貼床

とする。

【カマド】

　カマドは北壁中央より東側に寄って構築される。住

居壁を凸形に掘り込んでカマドを作りつける形態であ

る。

　カマドの規模は、袖の先端から燃焼部奥壁まで０.５８

ｍ、袖の最大幅は０.８４ｍである。カマド本体は黄褐色

粘土や白色粘土を用いて構築される。

　カマドは、貼床をカマドと同じ大きさ程に掘削し、

焚き口や燃焼部を形成した後で、貼床面上にカマド本

体を構築する。住居壁面まで構築材を充填し、煙道部

となる。

　焚き口は、袖部付近よりやや手前から掘り込まれ、

－４１５－



やや急な傾斜で燃焼部へ至る。燃焼部底面は全体的に

くぼみ、最深部が火床面となる。

　火床面上には、灰や炭化物混じりの焼土層が堆積

し、須恵器坏身や土師器甕破片などの遺物がまとまっ

て出土した。また、カマド焚き口前面には土師器坏が

伏せられた状態で検出された。

　しかし、支脚や抜き取りの痕跡やカマド祭祀関連の

遺物も検出されていない。

　燃焼部奥壁は、火床面から６０°の角度で急に立ち上

がる。煙道部は確認できなかったが、カマド壁体の住

居壁側の中途には浅いくぼみが見られるのでこの付近

が煙出し穴となるであろう。

【地床炉と土器埋設炉】

　住居床面中央部において地床炉１基、土器埋設炉２

基が検出された。これらはカマド主軸上に位置する。

（地床炉と土器埋設炉１）

　土器埋設炉１は地床炉との切りあい関係を示す。地

床炉は直径０．５ｍ、深さ０．１ｍの円形プラン、断面すり

鉢形で、底面には焼土層が発達している。

　この地床炉が埋没後、あるいは埋め戻した後に、地

床炉の南側で土器埋設炉１が構築される。

　土器埋設炉１は長軸０．４５ｍ、短軸０．４ｍの長楕円形

の平面プランを持ち、深さ０．２ｍを測る。断面形は上

端の開く「Ｕ」字状または逆台形である。

　土坑中心には、口縁部と底部が打ち欠かれた土師器

甕（１２７３）がその半分を失ったまま横位の状態で出土

した。

　土層断面と炉体土器の出土状況は、炉体土器が抜き

取られた、破壊されたようなあり方を示している。焼

土面も一部失われていた。

　なお、土師器甕の半分は住居床面南西隅部の遺物集

中区で検出されている。

　一方、土器埋設炉１と地床炉の上面には、両者をま

たぐように長軸０．３ｍ、短軸０．２５ｍ、厚さ０．０３前後の楕

円形の焼土面が生成されていた。　

　従って、住居内における地床炉と土器埋設炉１と焼

土面の時間的推移は、地床炉→（埋没または整地？）

→土器埋設炉１→（炉体土器の抜去と整地？）→焼土

－４１６－

第３９２図　ＳＡ３６実測図（Ｓ＝１/６０）
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第３９６図　ＳＡ３６出土遺物実測図（Ｓ＝１/２・１/４）

第３９３図
ＳＡ３６地床炉及び土器
埋設炉�実測図（Ｓ＝１/２０） 第３９５図　ＳＡ３６カマド実測図（Ｓ＝１/３０）

第３９４図
ＳＡ３６土器埋設炉�
　　　実測図（Ｓ＝１/２０）

土層注記
１：黒褐色粘質土
２：黒褐色粘質土
　　（ブロック土を含む）
３：にぶい黄褐色粘質土
４：にぶい赤褐色粘質土
５：明黄褐色粘質土
６：にぶい赤褐色粘質土
　　（カマド床面）
７：暗褐色粘質土

土層注記
１：暗褐色粘質土
２：明黄褐色砂質土（焼土層）
３：暗褐色
４；黒褐色粘質土
５：黒色粘質土

土層注記
１：黒褐色粘質土
２：褐色色粘質土
　　（焼土粒含む）
３：黒褐色粘質土
　　（焼土粒含む）
４：にぶい赤褐色粘質土
　　（焼土化）

５：暗褐色粘質土
　　（焼土粒含む）
６：褐色色粘質土
７：褐色粘質土
８：黒色土



面、と変遷すると考えられる。

　土器埋設炉２は土器埋設炉１の

東側に隣接している。直径０．３ｍ、

深さ０．１ｍの平面円形の土坑が掘

削されている。

　この土坑検出面の中央には、直

径０．２ｍ前後の深さ０．０５ｍの焼土

帯が環状に巡っていた。しかし、

その中心部には炉体土器は存在し

ていない。

　逆に、その傍らには、外面に焼

土が付着した土師器甕底部（１２７６）

が、集積されたかのような状態で

検出された。この土師器甕の一部

は住居床面南西隅部の遺物集中区

でも検出されている。

　従って、土器埋設炉２も、炉体

土器が抜去された可能性がある。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物として、住

居床面、カマド内出土土器と土器

埋設炉の炉体土器等がある。このうち１４点を図化し、

掲載した。１２７７は曲刃鎌である。ほぼ完存品で、柄部

との接合は左短辺部を折り返す。

【遺構の時期】

　本住居跡は、出土土器の形態からＴＫ２１７の新段階

に併行する時期に営まれたと考えられる。

ＳＡ３７（第３９７～第３９９図）

【立　地】

　Ｂ１６・Ｃ１６にグリットに位置する、カマドを有する

竪穴住居跡である。ＳＡ３５を切るが、ＳＡ３４・３６、Ｓ

Ｂ２１・３６に切られる。

【規　模】

　遺構の平面形は、ほぼ方形に近いプランで、カマド

は北位にある。このカマド主軸を住居主軸とすると、

主軸方位はＮ‐１５゚‐Ｗとなる。

　平面規模は、東西、南北とも４ｍを測り、床面積１６

�である。壁の残存高は、約０．２ｍで断面逆台形を呈

し、竪穴住居隅部は直角に近い。

【柱　穴】

　主柱穴は、３箇所検出された。本来は４本柱と想定

される。住居南東部の主柱穴は、ＳＡ３４により失った

と考えられる。柱穴間の芯々距離は、東西２ｍ、南北

１．９ｍを測り、ほぼ対角線状の柱穴配置をとる。

　柱掘りかたは、直径０．３ｍの円形プランで、深さは床

面より０．４ｍを測る。

　柱穴は、貼床後に掘削され、断面形は上端がやや開

く「Ｕ」字形をなす。

　柱痕跡は、Ｐ１とＰ３で検出された。直径０．２ｍ前

後の丸太材を使用している。

【床　面】

　床面は、貼床が施され、全面に硬化面が形成されて

いる。土器埋設炉といった火処や壁体溝等の付属施設

は確認されていない。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、住居隅部や壁面に沿って掘削

するが、全体に平坦に仕上げられる。

　掘削後、�－��ブロックと褐色（ＭＬ１相当層由来）

－４１８－

第３９７図　ＳＡ３７実測図（Ｓ＝１/６０）

M.N.

L＝91.10m

L＝
91.10m

SA35

SA37

SA36

SA34

SB21

P1

P3

P2

c
d

a b

0
2m

c

a

d

b



ブロックが混入した黒色土を０．１ｍ前後に薄

く埋め戻して貼床とする。

【カマド】

　カマドは北壁中央に構築される。住居壁を

凸形に掘り込んでカマドを作りつける形態で

ある。袖部の焚き口付近は大半を失ない、基

礎部分が辛うじて遺存していた。

　カマドの規模は、袖の先端から燃焼部奥壁

まで０.７８ｍ、袖の最大幅は０.９６ｍである。幅

のわりは、奥行きがあるカマドである。ま

た、袖自体細く、長いつくりである。カマド

の構築材は、黄褐色ないし白色粘土である

が、砂礫が多く含まれている。

　焚き口から燃焼部付近の両袖部では、土師

器甕が芯材として利用されていた。甕口縁部

を伏せて袖部の基礎とする。

　カマドの燃焼部は、貼床と住居壁面を掘削

後、再び埋め戻して底面となす。カマド本体

は直接貼床面上に構築されている。

　焚き口は、袖部付近より手前から掘り込ま

れ、燃焼部へ移行する。燃焼部はカマドの中

心部ではなく、焚き口方向へずれた位置にあ

る。平面楕円形で断面皿状をなし、やや浅め

である。

　この燃焼部中央部分に、口縁部を打ちかか

れた土師器甕が埋設されていた。直径０．３ｍ、

深さ０．２ｍの円形の掘り込みの中心に据え置

かれ、甕の上端は床面より０．１ｍ前後突出さ

せている。

　その周辺には灰混じりの焼土層が厚く堆積

していた。甕の内部はカマド構築材や焼土や

灰、炭化物の混在した覆土で満されている。

－４１９－
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第３９８図　ＳＡ３７カマド実測図
　　　　　　　　　（Ｓ＝１/３０）

ＳＡ３７カマド土層注記
１：暗褐色粘質土
２：明黄褐色砂質土
３：灰黄褐色粘質土
４：灰黄褐色砂質土
５：にぶい赤褐色粘質土（焼土含む）
６：にぶい赤褐色粘質土（６層より軟質）
７：黒色粘質土
８：にぶい赤褐色砂質土（カマド床面）

９：黒色粘質土（焼土粒含む）
１０：にぶい黄褐色粘質土
１１：にぶい黄褐色粘質土（10層より軟質）
１２：明赤褐色砂質土（焼土化）
１３：明赤褐色砂質土（焼土少ない）
１４：にぶい黄褐色粘質土
１５：褐色粘質土

第３９９図　ＳＡ３７出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）



　燃焼部または、火床部の天井部が「掛け口」であれ

ば、この燃焼部中央にある埋設土器は、「支脚」と想

定される。

　この埋設土器上面や焼土層中では、土師器甕片が多

く出土した。なお、カマド祭祀関連の遺物はない。

　煙道部は確認されなかったが、燃焼部からそのまま

緩やかに移行して外方へ延伸するか、カマド本体の中

途から煙出しの穴を設ける構造であろう。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物は、カマド内出土土器と覆土中

遺物があり、このうち計８点を図化し、掲載した。

【遺構の時期】

　カマド燃焼部に埋設された土師器甕は概ねＴＫ２１７

の新段階に、カマド袖部の芯材に使用された土師器甕

とカマド内出土遺物はＴＫ４６併行期の時期と考えられ

る。

　出土遺物に時期差や型式差を生じるため、カマド内

埋設土器は例えば、他住居からの転用が想定される。

　本住居跡の場合は、ＴＫ４６段階に併行する時期を中

心に営まれたと考えられる。

【自然科学分析】

　ＳＡ３７のカマドの燃料や調理物が何であるか推定す

るためにリン・カルシウム分析�古環境研究所に分析

委託した。その結果を要約して記述する。詳細な結果

は、第	章に記載する。

　�リン・カルシウム分析（結果）

　カマド内堆積土では、リン酸含量が０．２６％と比較的

低い値であり、カルシウムは検出されなかった。

ＳＡ３８（第４００～第４０２図）

【立　地】

　Ｅ１７グリットに位置する、地床炉を有する竪穴住居

跡である。全体的に樹痕による攪乱が著しく。住居西

側半部は耕作により床面近くまで削平を受けていた。

住居床面検出状況からＳＢ２０を切り、ＳＢ２９・３０に切

られると考えられる。

【規　模】

　遺構の平面形は、東西に長い長方形で、住居北壁を

住居主軸とするなら、主軸方位はＮ‐１ ‐゚Ｗとなる。

　平面規模は、東西３．５ｍ、南北３．２ｍを測り、床面積

１１．２�である。

　壁の残存高は、約０．２５ｍで断面逆台形ないし箱形を

呈し、竪穴住居隅部は直角に近い。

【柱　穴】

　本住居に伴うピットは３箇所検出されたが、主柱穴

は認定し難い。ＳＢ２０・２９・３０の柱穴で失われている

可能性がある。

　柱掘りかたは、直径０．２～０．３ｍの円形プランで、深

さは床面より０．４ｍを測る。断面形は箱形ないし上端

の開く「Ｕ」字形をなす。柱痕跡はない。

【床　面】

　床面には貼床は施されず、ＭＬ１相当層を床とする

直床となる。住居床面中央部で地床炉が検出された

が、壁体溝は確認されていない。

【地床炉】

　地床炉は、住居中央部分に１基検出された、住居床

面中心よりやや東によっている。地床炉の南半分はＳ

Ｂ２０の柱穴により失われる。

　平面形は、円形ないし楕円形で直径０．５ｍ、検出面

からの深さ０．１２ｍを測り、断面カマボコ形をなす。

　地床炉の底面付近には、焼土層が発達しており、壁

面も部分的に被熱による硬化や赤変を受けていた。

　炉の覆土中にも、焼土粒や炭化粒が混入している。

【出土遺物】

　床面からは、土器片が若干出土しているがいずれも

小破片であった。３点を図化して掲載した。

【遺構の時期】

　本住居跡は、詳細な時期を特定する資料に乏しい

が、切りあい関係から、少なくともＳＢ２９・３０の時期

よりは遡ると考えられる。概ねＴＫ２１７段階に併行す

る時期が考えられる。

ＳＡ３９（第４０３～第４０６図）

【立　地】

　Ｆ１６グリットに位置する、カマドと地床炉を有する

竪穴住居跡で、縄文時代中期の竪穴住居であるＳＡ８１

を切り、ＳＢ２９・３０に切られている。

【規　模】

　遺構の平面形は、南北に長い長方形である。住居北

壁に位置するカマド主軸を住居主軸とするならば、主

－４２０－
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軸方位はＮ‐５３゚‐Ｅとなる。

　平面規模は、東西３．１５～３．２ｍ、南北３．３ｍを測り、

床面積１０．４９�である。

　壁の残存高は、約０．２ｍで断面逆台形を呈し、竪穴住

居隅部は直角に近い。住居東壁はやや張り出す。

【覆土の状況】

　覆土は黒色土にK-Ahブロック土を含んでいるが、

おもにその多寡を基準として分層した。各層とも炭化

物を微量に含んでいる。２層は貼床の土である。

【柱　穴】

　床面にはＳＢ２９・３０に伴う主柱穴が検出されたが本

住居に伴う主柱穴は検出されなかった。

　貼床除去後に再度精査に努めたが、主柱穴は確認さ

れなかった。

－４２１－

第４００図　ＳＡ３８実測図（Ｓ＝１/６０）

第４０１図　ＳＡ３８地床炉実測図（Ｓ＝１/２０） 第４０２図　ＳＡ３８出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）
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土層注記
１：黒褐色土
２：黒色土
３：暗褐色土
４：暗褐色粘質土（�－��ブロックを含む）
５：暗黄褐色土

土層注記
１：黒褐色土
２：黒色土（焼土粒多く含む）
３：黒色土
４：黒色土（�－��ブロックを含む）
５：黒色土（３層より硬質）



【床　面】

　床面は、貼床が施されるが、硬化面はあまり形成さ

れていない。カマド周辺がやや硬くしまっていた程度

である。住居床面中央に地床炉が、住居西壁と南壁沿

いに壁体溝が検出された。なお、床面中央付近では、

土師器甕が横位で出土している。

【壁体溝】

　住居床面の西壁と南壁沿いには、壁体溝がめぐって

いる。幅０．２ｍ、深さ０．０５ｍを測る。溝幅の割りに浅

めである。なお、壁体溝底面においては杭列等は検出

されなかった。
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土層注記
１：黒褐色土
２：黒褐色粘質土
３：黒褐色土（K－Ahブロックを含む）
４：黒色土（SB30柱穴覆土）
５：褐色土（SB39地床炉覆土）
６：黒褐色土（１層より軟質）



【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、全体に平坦に仕上げられる

が、住居北壁付近がより深く掘削される。

　掘削後、�－��ブロックと褐色（ＭＬ１相当層由来）

ブロックが混入した黒色土を０．１ｍ前後に薄く埋め戻

して貼床とする。

【カマド】

　カマドは、北壁のほぼ中央に構築される。住居壁を

掘り込まず直接カマドを作りつける形態である。

　カマドの規模は、袖の先端から住居壁際まで０.８ｍ、

袖の最大幅は１.０ｍである。カマド本体は黄褐色粘土

や白色粘土を用いて構築される。

　カマドの袖部前面は、樹痕により一部失われ、燃焼

部はＳＢ３０の主柱穴によって攪乱されている。

　カマドは、貼床をカマドと同じ大きさに掘削して焚

き口や燃焼部を形成した後で、その周囲の貼床面上に

カマド本体を構築する。また、住居壁面まで構築材を

充填して燃焼部壁面を形成する。

　焚き口は、袖部付近よりやや手前から掘り込まれ、

急な傾斜で燃焼部へ至る。燃焼部付近は深く掘り込ま

れ、底面が皿状に一段凹む部分が火床面となる。

　火床面から煙道部にかけては、炭化物を焼土層が薄

く堆積している。なお、燃焼部においては支脚や抜き

取りの痕跡やカマド祭祀関連の遺物も検出されていな

い。煙道部の構造は不明である。

【地床炉】

　地床炉は住居中央部分に１基検出された。一部を樹

痕により攪乱されている。

　平面形は隅丸方形で、直径０．３５ｍ、検出面からの深

さ０．１ｍを測る。

　断面形は、逆台形ないしカマボコ形をなす。

　地床炉の底面付近には、焼土層が発達しており、壁

面も部分的に被熱による硬化や赤変を受けていた。

【出土遺物】

　床面と覆土中の遺物のうち、３点を図化した。

【遺構の時期】

　本住居跡は、詳細な時期を特定する資料に乏しい

が、切りあい関係から、少なくともＳＢ２９・３０の時期

よりは遡ると考えられる。

ＳＡ４０（第４０７～第４０８図）

【立　地】

　Ｃ１７・１８グリットに位置する、カマドと土器埋設炉

を有する竪穴住居跡である。ＳＡ４１に切られる。ま

た、東側にはＳＡ４２が近接する。

【規　模】

　遺構の平面形は、ほぼ方形に近いプランで、カマド

の主軸方向を住居主軸とするなら、主軸方位はＮ‐１

‐゚Ｗとなる。カマドは北向きに設置されている。

　平面規模は、東西５．９ｍ、南北５．８５ｍを測り、床面積

３４．５２�である。

　壁の残存高は、約０．２５ｍで断面箱形に近く、竪穴

　住居隅部は直角に近い。

【柱　穴】

　主柱穴は、３箇所検出された。柱穴配置の状態から

４本柱と考えられる。東南側の柱穴はＳＡ４１により失

われている。柱穴間の芯々距離は、東西３．５ｍ、南北

３．３ｍを測り、ほぼ対角線状の柱穴配置をとる。　柱掘

りかたは、直径０．３ｍの円形プランで、深さは床面より

０．７ｍを測る。掘りかた直径の割には深く掘削される。

　柱穴は、貼床後に掘削され、断面形は上端がやや開

く「Ｕ」字形をなす。柱痕跡は検出されなかった。

【床　面】

　床面は全般的に硬化し、平坦である。特にカマドと

土器埋設炉周辺とその主軸線上が著しく硬化していた。

　住居床面中央部で土器埋設炉が１箇所検出された

が、壁体溝は確認されていない。

遺物は、住居床面全体に広がって出土する。土師器甕

や坏、須恵器蓋坏、短頸壷といった土器類と、石錘や

磨石、敲石などの石器類が多量に出土した。

【床面下の状況】

　竪穴住居跡掘りかたは、全体的に掘り下げて平坦に

造作されるが、床面中央部は方形にやや高く掘り残さ

れている。

　底面を掘削後、�－��ブロックと褐色（ＭＬ１相当層

由来）ブロックが混入した黒色土を０．１５ｍ前後埋め戻

して貼床とする。

【カマド】

　カマドは北壁中央よりやや東側に寄って構築され

る。住居壁を凸形に掘り込んでカマドを作りつける形

－４２３－



態である。

　カマドの規模は、袖の先端から燃焼部奥壁まで０.６４

ｍ、袖の最大幅は０.８４ｍである。カマド本体は黄褐色

粘土を用いて構築される。カマド構築材にはやや砂礫

が多く混入していた。

　カマドは、貼床を住居壁に向けて広くかつ浅く掘削

し、その掘り込みをある程度埋め戻しながら燃焼部や

カマド本体を構築する。住居壁面まで構築材が充填さ

れ、カマド全体がドーム状となる。

　焚き口は袖部付近より掘り込まれ、ゆるやかに燃焼

部へ接続する。燃焼部底面は全体的にくぼみ、最深部

が火床面となる。

　火床面から煙道部との接点部分には灰や炭化物混じ

りの焼土層が堆積していた。カマド壁体内部も著しく

赤化している。

　カマド焚き口前面には、土師器甕１個体分（１３０８）

が出土したが、燃焼部では支脚や抜き取りの痕跡やカ

マド祭祀関連の遺物も検出されていない。

　なお、煙道部は確認されなかったが、カマド壁体の

中途に煙出しの穴を設ける形態と考えられる。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は住居床面中央のやや南側に位置する。

　直径０．４ｍ、深さ０．３ｍの円形プランの土坑内に、口

縁部を打ち欠かれた土師器甕が、炉体土器として埋置

される。

　土坑断面は、上端の開く箱形で二段掘りに近い。

　炉体土器は、土坑の掘り込み底面よりややいた位置

で据え置かれていた。この炉体土器を中心として直径

０．２５ｍの範囲は円形の焼土面が形成されていた。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物として、カマド内や住居床面出

土遺物と土器埋設炉の炉体土器がある。このうち土器

は１９点、石器は１９点を図化し、掲載した。

【遺構の時期】

　本住居跡は、須恵器坏蓋や土師器甕の形状からＴＫ

２１７の古段階ないしＴＫ４６に併行するの時期に営まれ

たと考えられる。

ＳＡ４１（第４０７・４１１図～第４１３・４１６図）

【立　地】

　Ｄ１８グリットに位置する、カマドと土器埋設炉を有

する竪穴住居である。ＳＡ４０を切る。

【規　模】

　遺構の平面形は、方形ないし平行四辺形に近いプラ

ンで、カマドの主軸方向を住居主軸とすると、主軸方

位はＮ‐５ ‐゚Ｗとなる。

　平面規模は、東西、南北ともに６ｍを測り、床面積

３６�である。

　壁の残存高は、四壁ともに約０．３ｍ程度で、ほぼ垂直

に立ち上がる。竪穴住居各隅部は直角に近い。

【柱　穴】

　柱穴は床面でＰ１～Ｐ４の主柱穴を検出した。柱穴

間の芯々距離は、東西３．７ｍ、南北３．４～３．５ｍで、対角

線上にほぼ正方形の配置をとる。

　柱掘りかたは、直径０．４ｍ程度の円形プランで、深さ

は床面より０．６ｍを測る。断面形は上端がやや広がる

直掘りである。。

　柱痕跡は、Ｐ３で確認され、直径０．１５ｍの丸太材が

使用されたと考えられる。

　なお、このＰ３の検出面では、柱痕跡をやや浅く掘

り込まれた箇所が検出された、その内部より土師器坏

２点が出土した。

　また、主柱穴土層断面状況からは、底面付近に暗褐

色粘土を充填土として用い、立柱後はアカホヤブロッ

クと黒色土の混合土と褐色土で互層状に埋め戻す行為

が認められた。

【床　面】

　床面は全般的に硬化し、平坦である。特にカマドと

土器埋設炉周辺が著しく硬化していた。

　住居床面中央部で土器埋設炉が１箇所、各住居壁沿

いに壁体溝が確認された。

　遺物は、住居床面全体に広がって出土する。土師器

甕や坏といった土器類と、石錘や磨石、敲石などの石

器類、握り拳大の円礫等が多量に出土した。

　床面出土の遺物の多さに反し、覆土中からは土師器

細片など原形を持たない遺物が僅かに得られた。

【床面下の状況】

　竪穴住居床面下の掘りかたは、北壁及び南壁両隅

部、東が不整形な土坑状に掘り窪められている。この

掘削面をアカホヤブロックを多量に含む黒色土で厚さ

０．１５ｍ埋め戻して貼床としている。

－４２４－



－４２５－

M.N.

L＝90.80m

L＝90.80m

L
＝
9
0
.8
0
m

SA40

SA43

SA41

SE1

b

b

d
c

f

d

h

c

g
h

a

e

a

0

f
e

2m

g

L＝
90
.8
0m

１３１５ 

１３１３ １３１２ 

１３１４ 

P2１３１２ 

１２９７ 

１３１６～１３２９ 
P1

１２９２ 

１２９６ 

１２９４ 

土地埋設炉 
１２９８～１３００・１３０２ 

P3

１３３５ 

１３３０ 

１３３８ １３３９ 

１３４０ 

１３４１ 

１３３４ 

P2
P1

P4

土器埋設炉 

P3

第４０７図　ＳＡ４０、４１実測図（Ｓ＝１/６０）



【壁体溝】

　壁体溝は各壁沿いに全周しており、幅０．２５ｍ、深さ

０．１ｍを測る。底面には杭列といった小穴は確認され

ていない。

【作業台】

　竪穴住居の南東隅に、床面に設置された台石を検出

した。台石は長径０．３ｍ、短径０．１５ｍの楕円形で石材

は砂岩である。この台石は床面を一回り大きく掘り込

んだ土坑のなかに埋置され固定されている。

【カマド】

　カマドは北壁中央よりやや東側に寄って構築され

る。住居壁を掘り込んでカマドを作りつける形態であ

る。カマドは「凸」の字に住居外へ突出していた。

　カマドの規模は、袖の先端から燃焼部奥壁まで１.１２

ｍ、袖の最大幅は１.０１ｍである。カマド本体は黄褐色

粘土を用いて構築される。

　カマド構築材にはやや砂礫が多く混入していた。

　カマドは、貼床を住居壁に向けて広くかつ深くすり

鉢状に掘削し、中位まで埋め戻して燃焼部底面を形成

する。その後、袖部から住居壁面にかけて構築材で全

周させ、カマド壁体を立ち上げる。

　焚き口は、袖部付近より掘り込まれ、ゆるやかに燃

焼部へ接続する。燃焼部底面は全体的にくぼみ、最深

部が火床面となる。

　火床面部分は、灰や炭化物混じりの焼土層が堆積し

ていた。土師器甕破片もこの層位で出土した。カマド

壁体内部も著しく赤化している。

　なお、燃焼部においては支脚や抜き取りの痕跡やカ

マド祭祀関連の遺物も検出されていない。

　燃焼部奥壁の中途から外方へ傾斜をなす部分があ

り、この部分は煙道部である可能性がある。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、住居床面中央より西へ偏在した位置

にある。長軸０．４ｍ、短軸０．３ｍで深さ０．２５ｍの楕円形

プランの土坑に、口縁部と底部を打ち欠かれた土師器

甕が炉体土器（１３３２）として埋置される。

　土坑断面は、上端の開く箱形で二段掘りに近い。

　土坑の掘り込み底面付近は、炉体土器を安定させる

よう、粘質土で充填されていた（第４層）。

　さらに、炉体土器の下端と充填土の間には、別個体

の土師器甕破片を挟み込んで、炉体土器が水平を保つ

よう調整されていた。

　この炉体土器を中心として直径０．２５ｍの範囲は隅丸

方形状に焼土面が形成されていた。

　なお、炉体土器はＳＡ４０床面出土の土師器甕底部と

接合関係を持っている。

【出土遺物】

　本住居に伴う遺物として、カマド内や住居床面出土

遺物と土器埋設炉の炉体土器がある。このうち土器は

９点、石器は４点を図化し、掲載した。

　１３３３は土師器甕である。住居床面より出土した。口

縁部と底部は意図的に打ち欠かれたような痕跡を残し

ている。この甕はＳＡ４４・４９・５０の床面出土遺物と接

合関係を持っている。

【遺物の接合関係】

　ＳＡ４１炉体土器（１３３２）の打ち欠かれた底部が、Ｓ

Ａ４０の床面で検出されたことから、ＳＡ４０・４１が建替

えの関係であったと考えられる。

　さらに、炉体土器に使用された土師器甕（１３３２）は

本来、ＳＡ４４例のようなカマド専用の土器と考えられ

るので、建替え時に炉体土器として転用された可能性

も指摘できる。

【遺構の時期】

　本住居跡は、土師器甕の形状からＴＫ２１７の新段階

からＴＫ４６段階に併行する時期と考えられる。

ＳＡ４２（第４１７～第４２０図）

【立　地】

　Ｃ１８グリットに位置する、カマドと土器埋設炉を有

する竪穴住居跡である。ＳＢ１３及びＳＥ１に切られ

る。また西側のＳＡ４０と接している。

【規　模】

　遺構の平面形は、方形に近いプランで、カマドの主

軸方向を住居主軸とするなら、主軸方位はＮ‐１５゚‐Ｗ

となる。カマドは北向きに設置されている。

　平面規模は、東西５ｍ、南北５．３ｍを測り、床面積

２６．５�である。

　壁の残存高は、四壁ともに約０．２ｍ程度で、ほぼ垂直

に立ち上がる。竪穴住居各隅部は直角に近い。

　住居平面の東壁は、ＳＡ４０の住居平面北東隅コー

－４２６－
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第４０８図　ＳＡ４０カマド実測図（Ｓ＝１/３０）

第４１２図　ＳＡ４１南東隅主柱穴（P３）実測図（Ｓ＝１/２０）

第４０９図　ＳＡ４１カマド実測図（Ｓ＝１/３０）

第４１０図　ＳＡ４０土器埋設炉実測図
　　　　　                （Ｓ＝１/２０）

土層注記
１：黒褐色土
２：褐色土
３：赤褐色土
４：明赤褐色土
５：カマド本体
６：明赤褐色粘質土
７：赤褐色土
８：明黄褐色土
９：暗褐色土
１０：黒褐色土
１１：暗黄褐色土
１２：黒褐色粘質土
１３：にぶい赤褐色土
　　（カマド床面）
１４：オリーブ褐色粘質土
１５：カマド本体

土層注記
１：黒褐色土
２：橙色土
３：明赤褐色土（カマド本体）
４：暗赤褐色土
５：赤褐色土
６：褐色土
７：にぶい黄褐色土
８：極赤褐色土（カマド床面）
９：極暗褐色土（カマド床面）
１０：黒褐色粘質土
１１：暗褐色粘質土
１２：黒色土
１３：カマド本体（被熱なし）
１４：カマド本体（被熱強い）
１５：カマド本体（被熱なし）

土層注記
１：黒褐色土（焼土化）
２：極暗褐色土

３：暗褐色土
４：にぶい黄褐色粘質土

土層注記
１：黒色土
２：黒褐色土
３：黒褐色粘質土
４：暗灰褐色土
５：にぶい黄褐色粘質土

土層注記
１：黒色土
２：黒褐色土
３：赤色土
４（a）：にぶい赤色土
４（b）：にぶい赤色土
　　（４（a）より炭化物多い）
５：オリーブ黒色土
６：黄色粘質土
　　（カマド構築材か?）
７：暗褐色土
８：カマド本体

第４１１図　ＳＡ４１土器埋設炉実測図
　　　　　　　　      （Ｓ＝１/２０）
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ナー部を避けるかのようにやや湾曲していた。

【柱　穴】

　柱穴は床面で８箇所検出された。このうち主柱穴は

Ｐ１～Ｐ４である。柱穴間の芯々距離は、東西２．６５～

２．９ｍ、南北２．８～３ｍで、やや歪な柱穴配置をとる。　

柱掘りかたは、直径０．２～０．３ｍの円形プランで、深さ

は床面より０．５ｍを測る。断面形は上端がやや広がる

直掘りである。なお、柱痕跡はない。

【床面と各施設】

　床面は全般的に硬化し、平坦である。特にカマドと

土器埋設炉周辺が著しく硬化していた。

　住居床面中央部で土器埋設炉が２箇所検出されたが

壁体溝は確認されていない。また南東隅部付近では台

石が据えられた状態で出土した。

　床面の遺物は、住居平面の北東隅部付近でまとまっ

て出土した。土師器坏が主体となっている。

【床面下の状況】

　竪穴住居床面下の掘りかたは、対角線上にやや高く

掘り残すように掘削されている。この掘削面に、アカ

ホヤブロックを含む黒色土で厚さ０．１ｍとやや薄く埋

め戻し、貼床としている。

【作業台】

－４３０－

第４１７図　ＳＡ４２実測図（Ｓ＝１/６０）
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　竪穴住居の南東隅に、床面に設置された台石を検出

した。台石は長径０．４ｍ、短径０．２５ｍの楕円形で石材

は尾鈴山酸性岩である。

　上面は扁平であるが、使用痕は見出せなかった。　

使用痕は認められないが、出土状況や位置関係から、

何らかの作業台と考えられる。

　この台石は、床面に掘られた台石とほぼ同じ規模の

浅い掘り込みの中に埋置され固定されている。

【カマド】

　カマドは北壁中央に構築される。住居壁を掘り込ん

でカマドを作りつける形態である。両袖部の中程は樹

痕により攪乱を受け失われている。

　カマドの規模は、袖の先端から燃焼部奥壁まで０.５ｆ

αｍ、袖の最大幅は０.９８ｍである。カマド本体は黄褐

色粘土を用いて構築される。カマド構築材にはやや砂

礫が多く混入していた。

　カマド袖部は他の竪穴住居のカマドに比べて重厚に

構築され、袖部幅に比して袖部長が長いのが特徴的で

ある。カマド本体は直接貼床面上に構築されている。

　明確な焚き口の掘り込みは認められず、平坦であ

る。　カマド中央付近には、長軸０．４深さ０．２ｍ前後の

土坑が掘り込まれ、内部には焼土や炭化物が混入して

いた。この土坑付近が火床部と考えられる。この火床

部付近は土師器坏破片が散乱していた。

　煙道部は確認できなかったが、燃焼部奥壁からその

まま外方へ延伸するか、カマド壁体中途に煙出しの穴

を持つ構造であると考えられる。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は住居床面中央より南へ偏在した位置、

Ｐ３・Ｐ４間の中点にある。

　土器埋設炉は２基で切りあい関係を持つ。南側を土

器埋設炉１、北側を土器埋設炉２と呼称する。

　土器埋設炉１は直径０．４ｍ、深さ０．１５ｍの楕円形プ

ランの土坑である。土坑断面は、上端の開く「Ｕ」字

形に近い。

　土器埋設炉１の検出面には直径０．２ｍの焼土面が環

状に巡っていたが、その中心部の炉体土器に当たる部

分（直径０．１ｍ）は既に抜去されていた。

　土器埋設炉２は土器埋設炉１の北隣にあり、土器埋

設炉１を切る。長軸０．４５ｍ、短軸０．３５ｍ、深さ０．２５ｍ

の楕円形プランの土坑の中心に、口縁部と底部を打ち

欠かれた土師器甕（１３４２）が炉体土器として埋置され
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第４１９図　ＳＡ４２カマド実測図（Ｓ＝１/３０）

第４２０図　ＳＡ４２出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）

土層注記
１：灰褐色土（カマド構築材含む）
２：暗赤褐色土（焼土化）

土層注記
１：黒褐色土
２：暗褐色土
３：にぶい黄褐色土（焼土化）
４：暗褐色土（１層より硬質）
５：暗褐色粘質土
６：黒色土
７：褐色粘質土（焼土粒含む）
８：暗褐色粘質土（４層より軟質）
９：暗褐色粘質土（５層より硬質）

第４１８図　ＳＡ４２土器埋設炉実測図（Ｓ＝１/２０）



ている。

　土坑の掘り込み底面付近は、炉体土器を安定させる

よう、粘質土で充填されていた（第９層）。

　この炉体土器を中心として直径０．３５ｍの範囲は楕円

形状に焼土面が形成されていたが、炉体土器の上半部

は半月形に抉られていた。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物として、カマド内や住居床面出

土遺物と土器埋設炉の炉体土器がある。このうち土器

は５点図化し、掲載した。

【遺構の時期】

　本住居跡は、土師器甕の形状からＴＫ２１７の新段階

からＴＫ４６段階に併行する時期と考えられる。

ＳＡ４３（第４２１～第４２５図）

【立　地】

　Ｄ１９グリットに位置する、カマドと土器埋設炉及び

地床炉を有する竪穴住居跡である。本住居跡を含むＳ

Ａ４３～４６は１つの竪穴住居跡群となる。ＳＡ４３はＳＡ

４４を切り、ＳＡ４６に切られている。

【規　模】

　遺構の平面形は、東西に長い長方形プランで、カマ

ドの主軸方位はＮ‐１００゚‐Ｅ、住居主軸方位はＮ‐１０゚‐

Ｅとなる。カマドは東向きに設置されている。

　平面規模は、東西６ｍ、南北５．４ｍを測り、床面積

３２．４�である。

　壁の残存高は、約０．２ｍで断面逆台形に近く、竪穴住

居隅部は直角に近い。

－４３２－

第４２１図　ＳＡ４３実測図（Ｓ＝１/６０）
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【柱　穴】

　検出された主柱穴は３本である。本来は４本柱と考

えられ、南西隅の主柱穴はＳＡ４６により失われてい

る。柱穴間の芯々距離は、東西３．５ｍ、南北３．２ｍを測

り、ほぼ対角線状の柱穴配置をとる。

　柱掘りかたは、直径０．３ｍの円形プランで、深さは床

面より０．４５ｍを測る。

　柱穴は、貼床後に掘削され、断面形は上端がやや開

く「Ｕ」字形をなす。

　なお、柱痕跡はＰ１～Ｐ３で認められた。直径０．２

ｍ前後の細い丸太材を使用している。

【床　面】

　床面は全般的に硬化し、平坦である。特に地床炉周

辺の硬化が著しい。

　住居床面中央部で、地床炉と土器埋設炉が１基ずつ

検出された。なお、壁体溝は確認されていない。

　床面の遺物は住居床面に散在して出土している。須

恵器坏蓋や土師器甕、坏等があげられる。

【床面下状況】

　竪穴住居掘りかたは、全体的に掘り下げられている

が、住居四隅部分が特に深く掘り込まれている。　掘

削後、褐色粘質土（ＭＬ１相当層由来）ブロックが主

体の黒色土を０．１～０．１５ｍ前後埋め戻して貼床とする。

【カマド】

　カマドは東壁中央より南側に寄って構築される。住

居壁を凸形に掘り込んでカマドを作りつける形態であ

る。

　カマドの規模は、袖の先端から燃焼部奥壁まで０.８１

ｍ、袖の最大幅は０.８４ｍである

　カマドは、貼床を住居壁面に向けて広く浅く掘削し

てあと、掘削土を再使用して焚き口や燃焼部床面を形

成し、黄褐色粘土や白色粘土といった構築材を用いて

カマド本体が構築される。住居壁面まで構築材を充填

し、煙道部を形づくる。

　焚き口は袖部付近より燃焼部寄りに掘り込まれ、一

段下がって燃焼部底面に続く。燃焼部底面は全体的に

平坦である。燃焼部内面は被熱による赤化が著しい。

燃焼部底面には、焼土層が堆積していた。なお、燃焼

部においては支脚や抜き取りの痕跡やカマド祭祀関連

の遺物も検出されていない。

　煙道部は確認できなかったが、燃焼部奥壁からその

まま外方へ延伸するか、カマド壁体中途に煙出しの穴

を持つ構造であると考えられる。

【地床炉】

　住居床面中央部において地床炉１基が検出された。

　地床炉は直径０．３ｍ、深さ０．１ｍの円形プラン、断面

すり鉢形で、底面には焼土層が発達している。地床炉

壁面は被熱により硬化している。覆土中には炭化物や

焼土粒が多く含まれていた。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、住居平面中心よりやや南に偏在して

いるが、カマド主軸線上に位置する。西側半部はＳＡ

４６により部分的に削平されている。

　長軸０．４５ｍ、短軸０．４ｍの長楕円形の平面プランを

持ち、深さ０．２５ｍを測る。断面形は上端の開く「Ｕ」

字状で二段掘りの形態をなすともいえる。

　土坑中心には、底部が打ち欠かれた土師器甕が炉体

土器して埋置されていた。

　この炉体土器を中心として直径０．３５ｍの範囲は不整

円形状に焼土面が形成されている。また炉体土器は床

面より２�ほど突出している。

　なお、土器埋設炉上部には焼土や炭化物を含む黒褐

色粘質土が土器埋設炉を山形に被覆するように堆積し

ていた。周辺の覆土とは土質や土色、堆積状況が異

なっており、「封じる」といった火処としての機能停止

時の人為的な行為が想定される。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物として、住居床面出土遺物とと

土器埋設炉の炉体土器がある。このうち８点を図化

し、掲載した。

【遺構の時期】

　本住居跡は、須恵器坏身の型式と土師器甕の形態か

らＴＫ２１７新段階～ＴＫ４６段階に併行する時期に営ま

れたと考えられる。

ＳＡ４４（第４２６～第４２８図）

【立　地】

　Ｃ１８・１９及びＤ１９グリットに位置する、カマドと土

器埋設炉を有する竪穴住居跡である。本住居の大半を

南側のＳＡ４５により切られている。

－４３３－



【規　模】

　遺構の平面形は、方形ないし長方形プラン

で、カマドの主軸方向を住居主軸とするな

ら、主軸方位はＮ‐２０゚‐Ｅとなる。カマドは

北壁に設置されている。

　平面規模は、東西５．４ｍ、南北２．４＋αｍを

測る。

　壁の残存高は、約０．３ｍで断面逆台形に近

く、竪穴

　住居隅部は直角に近い。

【柱　穴】

　検出された主柱穴は４本である。住居南側

の２本はＳＡ４５の貼床下で検出された。

　柱穴間の芯々距離は、東西２．８～３．１ｍ、南

北２．２～２．６３ｍを測り、ほぼ対角線状の柱穴

配置をとる。

　柱掘りかたは、直径０．２ｍの円形プランで、深さは床

面より０．６ｍを測り直径のわりに深めである。

　柱穴は貼床後に掘削され、断面形は上端がやや開く

「Ｕ」字形をなす。

　なお、柱痕跡は認められていない。

【床面と各施設】

　床面は、ＭＬ１相当層を床とする直床で、全般的に

硬化し、よくしまっている。

　住居床面中央部で土器埋設炉が１基検出された。た

だし、ＳＡ４５の貼床下で検出のため、大半を削平され

て炉体土器の一部を回収できたのみである。

　なお、壁体溝は確認されていない。

　床面の遺物は、住居北東隅にまとまって土師器坏等

が出土している。

【カマド】

　カマドは北壁中央よりやや東側に寄って構築され

る。住居壁を凸形に掘り込んでカマドを作りつける形

態である。

　カマドの規模は、袖の先端から煙道の立ち上がりま

で０.８１ｍ、袖の最大幅は０.９３ｍである

　カマドは、貼床を住居壁面に向けて広く浅く掘削し

てあと、掘削土を再び埋め戻して焚き口や燃焼部床面

を形づくりながら黄褐色粘土の構築材を用いてカマド

本体が構築される。住居壁面まで構築材を充填し、燃

焼部奥壁を形成する。

－４３４－

第４２４図　ＳＡ４３カマド実測図
　　　　　　　    （Ｓ=１/３０）

第４２５図　ＳＡ４３出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）

第４２３図　ＳＡ４３土器埋設炉実測図
　　　　　　　　　　 （Ｓ＝１/２０）
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　焚き口は袖部付近から掘り込まれ、やや急な下り勾

配のまま燃焼部底面に続く。燃焼部底面は全体的に平

坦である。燃焼部内面、特に奥壁側では被熱による赤

化が著しい。燃焼部底面には、焼土層が堆積してい

た。なお、燃焼部においては支脚や抜き取りの痕跡や

カマド祭祀関連の遺物も検出されていない。

　煙道部は、燃焼部奥壁より住居外へ弧状に突出す

る。その平面形は、半月形で浅い落ち込み状である。

　カマドの右袖部分には、土師器甕が、口縁部をカマ

ド側に向けて、住居壁面に沿うように横位で出土して

いる。完存品で、内部の土を水洗選別にかけたが、炭

化種実等は検出されなかった。

【出土遺物】

　本住居に伴う遺物として、住居床面出土遺物とカマ

ド右袖横の土師器甕、土器埋設炉の炉体土器がある。

このうち４点を図化し、掲載した。

【遺構の時期】

　本住居は、土師器甕の型式からＴＫ４６段階に併行す

－４３５－

第４２６図　ＳＡ４４・４５実測図（Ｓ＝１/６０）
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る時期と考えられる。

ＳＡ４５（第４２６・４２９・４３０図）

【立　地】

　Ｄ１８・１９グリットに位置する、地床炉を有する竪穴

住居跡である。本住居は、ＳＡ４４を切り、ＳＡ４６に切

られている。

【規　模】

　遺構の平面形は、東西に長い長方形プランで、北壁

を住居主軸とすると、主軸方位はＮ‐５ ‐゚Ｗとなる。

　平面規模は、東西５ｍ、南北４．７ｍを測り、床面積

２３．５�である。

　壁の残存高は、約０．３ｍで断面逆台形に近く、竪穴

　住居隅部は直角に近い。

【柱　穴】

　検出された主柱穴は、４本である。柱穴間の芯々距

離は、東西２．７ｍ、南北２．３～２．５ｍを測り、対角線上よ

りずれた柱穴配置をとる。

－４３６－
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第４２９図　ＳＡ４５地床炉実測図（Ｓ＝１/２０）

第４２７図　ＳＡ４４カマド実測図（Ｓ＝１/３０）
第４２８図　ＳＡ４４出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）

第４３０図　ＳＡ４５出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）
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　柱掘りかたは、直径０．２～０．３ｍの円形プランで、深

さは床面より０．５ｍを測る。

　柱穴は、貼床後に掘削され、断面形は上端がやや開

く「Ｕ」字形で立ち上がり中途に段がつく柱穴もある。

なお、柱痕跡は検出されていない。

【床　面】

　床面は全般的に硬化し、平坦である。特に地床炉周

辺の硬化が著しい。

　住居床面中央部で、地床炉が１基検出されたが、壁

体溝は確認されていない。

　床面の遺物は住居床面に散在して出土している。須

恵器坏蓋や土師器甕、坏等があげられる。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、全体的に一様に掘り下げられ

ているが、住居四隅部分が特に深く掘り込まれ、その

隅部の掘り込み間をつなぐように浅く細長い掘り込み

が接続する。

　掘削後、褐色粘質土（ＭＬ１相当層由来）を０．１～

０．１５ｍ前後埋め戻して貼床とする。

【地床炉】

　住居床面中央部において地床炉を１基検出された。

　地床炉は長軸１ｍ、短軸０．５ｍ、深さ０．１ｍの長楕円

形プランの断面皿形を呈する。長軸方向が住居主軸に

平行している。底面には焼土層が発達しており、壁面

も被熱により硬化している。覆土中には炭化物や焼土

粒が多く含まれていた。

【出土遺物】

　本住居からは、おもに住居床面と覆土中から遺物が

出土した。このうち１２点を図化し、掲載した。

【遺構の時期】

　本住居は、須恵器坏蓋の型式からＴＫ４６段階に併行

する時期に営まれたと考えられる。

ＳＡ４６（第４３１～第４３６図）

【立　地】

　Ｄ１９グリットに位置する、カマドと土器埋設炉及び

地床炉を有する竪穴住居跡である。ＳＡ４６は、ＳＡ

４３・４５を切る関係にある。

【規　模】

　遺構の平面形は、台形に近い長方形プランで、カマ

ド主軸を住居主軸とすると、主軸方位はＮ‐１０゚‐Ｅと

なる。平面規模は、東西４．５～４．８ｍ、南北４．２～４．５ｍ

を測り、床面積２０．２３�である。

　壁の残存高は、約０．３ｍで断面逆台形に近く、竪穴

　住居隅部は直角に近い。

【柱　穴】

　本住居では、柱穴が多数検出されたが、そのうち主

柱穴は４本である。

　柱穴間の芯々距離は、東西２．５～２．７ｍ、南北２．５～

２．７ｍを測り、ほぼ対角線上の柱穴配置をとる。

　柱掘りかたは直径０．２～０．３ｍの円形プランで、深さ

は床面より０．５～０．６ｍを測る。

　柱穴は貼床後に掘削され、断面形は「Ｕ」字形であ

る。柱痕跡は検出されていない。

【覆土の状況】

　竪穴住居覆土は、�－��ブロックを含む黒色土であ

る。この黒色土層上面、すなわち遺構検出面において

多量の土器や石器が出土した。

【床　面】

　床面は全般的に硬化し、平坦である。特にカマド周

辺と地床炉周辺の硬化が著しい。

　住居床面中央部で地床炉２基、土器埋設炉１基が検

出されたが、壁体溝は認められない。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、全体的に一様に掘り下げられ

ているが、住居四隅部分が特に深く掘り込まれ、住居

中央部にも長楕円形の掘り込みがなされる。

　掘削後、褐色粘質土（ＭＬ１相当層由来）を０．１～

０．１５ｍ前後埋め戻して貼床とする。

【カマド】

　カマドは、北壁中央よりやや東側に寄って構築され

る。住居壁を凸形に掘り込んでカマドを作りつける。

　カマドの規模は、袖の先端から煙道の立ち上がりま

で０.８１ｍ、袖の最大幅は０.９２ｍである

　カマドは、貼床を住居壁面に向けて広く浅く掘削し

てあと、掘削土を再び埋め戻して焚き口や燃焼部床面

を形成しつつ、黄褐色や白色粘土の構築材を用いてカ

マド本体が構築される。さらに住居壁面まで構築材を

充填し、燃焼部奥壁を形成する。

　焚き口は、袖部付近から掘り込まれ、やや急傾斜で

－４３７－



下燃焼部底面に続く。この最深部が火床部と考えら

れ、焚き口側に寄っている。火床部から緩やかに上り

勾配となり燃焼部奥壁へ達する。

　火床部の底面やカマド壁体の内面は被熱による赤化

が著しい。なお、燃焼部においては支脚や抜き取りの

痕跡やカマド祭祀関連の遺物も検出されていない。

　煙道部は燃焼部奥壁との境から３０°の角度で緩やか

に住居外に続く。煙道部の平面形は、半月形状で浅く

落ち込む。石器類（１３９４～１３９６）が燃焼部内に詰め込

まれたかの状態で出土した。

【地床炉】

　住居床面中央部において地床炉２基、土器埋設炉１

基が検出された。

　地床炉１は、住居中央部に位置しする。平面形は円

形プランで直径０．４５ｍ、深さ０．１ｍを測り、断面皿形を

呈する。床面には焼土層が形成されており、壁面も被

熱により黒色化、硬化する部分がある。

　この地床炉は、南側に位置する土器埋設炉を切る。

　地床炉２は、地床炉１の北側にあり、住居平面中心

よりカマド側にずれた位置に設置される。

　平面形は円形で、直径０．４ｍ、深さ０．１ｍを測る。底

面は焼土層が形成されていた。

　また、覆土中には、土師器甕口縁部が焼土粒や炭化

物とともに混入していた。

【土器埋設炉】

　長楕円形を呈する土坑の長軸上の一端に、円形の

ピットが掘り込まれていた。

　土坑は、長軸０．８ｍ、短軸０．４ｍで深さ０．１ｍを測り、

断面箱形をなしている。円形のピットは、直径０．２５

ｍ、深さ０．１５ｍである。

　土坑底面は、焼土面や炭化物の存在は確認できな

かったが、土坑内ピットの壁面には、焼土化した箇所

が検出された。

　一方、土坑の覆土中には、口縁部と底部を打ち欠か

れた土師器甕１個体分が出土している。

　土坑の形態と土師器甕の存在から、長楕円形の土坑

は、土器埋設炉の一形態と判断される。

－４３８－

第４３１図　ＳＡ４６実測図（Ｓ＝１/６０）
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第４３５図　ＳＡ４６出土遺物実測図〔１〕（Ｓ＝１/２・１/３・１/４）
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【出土遺物】

　遺物は、住居床面や地床炉、住居内土坑及び遺構検

出面覆土中より出土した。このうち２６点を図化し、掲

載した。１３９３は、茎部の大半を失う。長頸鏃である。

【遺構の時期】

　本住居跡は、須恵器高台付�の型式からＴＫ４６～４８

段階に併行する時期に営まれたと考えられる。

ＳＡ４７（第４３７～第４４０図）

【立　地】

　Ｅ１８グリットに位置する、カマドと土器埋設炉及び

地床炉を有する竪穴住居跡である。本住居跡は、ＳＢ

２３を切り、ＳＢ２２・２４・５６に切られる。

　カマドは北側壁中央部に付設していたと考えられる

が、現代の攪乱（ゴミ穴）で殆どを失っていた。

【規　模】

　遺構の平面形は、南北に長い長方形プランで、カマ

ドの主軸方向を住居主軸とすると、主軸方位はＮ‐３

‐゚Ｅとなる。カマドは北向きに設置されていたと推定

される。

　平面規模は、東西４．３ｍ、南北４．６ｍを測り、床面積

１９．７８�である。

　壁の残存高は、約０．２５ｍで断面逆台形に近く、竪穴

住居隅部は直角に近い。

【柱　穴】

　検出された主柱穴は４本である。柱穴間の芯々距離

は、東西２．２ｍ、南北２．６ｍを測り、ほぼ対角線状の柱

穴配置をとる。

　柱掘りかたは、直径０．３ｍの円形プランで、深さは床

面より０．４ｍを測る。柱穴は貼床後に掘削され、断面

形は逆台形を呈す。

　また、柱痕跡はＰ１～Ｐ４で認められた。直径０．２

ｍ前後の細い丸太材を使用している。

【床　面】

　床面は住居中央部が硬化し、ややくぼんでいる。

　住居床面中央部で地床炉と土器埋設炉が１基ずつ検

出された。壁体溝も確認されている。

　床面の遺物は住居床面に散在して出土している。土

師器甕、坏等があげられる。

【壁体溝】

　壁体溝は各壁沿いに全周しており、カマド周辺で収

束する。幅０．１５ｍ、深さ０．１ｍを測る。底面には杭列

といった小穴は確認されていない。

【床面下状況】

　竪穴住居掘りかたは、全体に掘り下げられている

が、住居四隅部分が特に深く掘り込まれ、住居中央部

が不整方形に掘り残された格好となる。

　掘削後、褐色粘質土（ＭＬ１相当層由来）ブロック

が主体の黒色土を、０．１５～０．３ｍ前後埋め戻して貼床

－４４０－

第４３６図　ＳＡ４６出土遺物実測図〔２〕（Ｓ＝１/４）
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とする。

【地床炉】

　住居床面中央部において地床炉１基が検出された。

　地床炉は、直径０．５ｍ、深さ０．２ｍの長楕円形プラン

で断面は二段掘りである。覆土は焼土や炭化物を含む

が、土器片は混入していない。

　本遺跡の地床炉は、多くの場合、断面形は皿形ない

しすり鉢型を呈している。本事例は、土器埋設炉の土

坑断面形に近いので、むしろ土器埋設炉であった可能

性が高い。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、住居平面中心よりやや南に偏在して

いるが、ほぼカマド主軸線上に位置すると考えられ

る。

　長楕円形の平面プランで直径０．４ｍ、深さ０．１５ｍを

測る。断面形は逆台形ないし箱形である。

　土坑中心には、口縁部を打ち欠かれた土師器甕が炉

体土器（１４０５）として埋置されている。

　炉体土器の出土状況や土層断面の観察から、炉体土

器の上半部が掘り取られたと判断された。

　土器埋設炉の西側では、直径０．１～０．１３ｍ台の砂岩

や頁岩、尾鈴山酸性岩類の円礫が６個前後集積された

状態で検出された。部分的に赤変していたが、使用痕

は認められなかった。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物として、住居床面出土遺物とと

土器埋設炉の炉体土器がある。このうち８点を図化

し、掲載した。

【遺構の時期】

　本住居跡は、土師器甕の形状からＴＫ２１７新段階～

ＴＫ４６段階に併行する時期に営まれたと考えられる。

－４４１－

第４３７図　ＳＡ４７実測図（Ｓ＝１/６０）
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ＳＡ４８（第４４１～第４４３図）

【立　地】

　Ｆ１７グリットに位置する、地床炉を有する竪

穴住居である。本住居跡は、ＳＢ３１・５５や縄文

時代中期の土坑であるＳＣ５５・１２４を切ってい

る。東側にはＳＡ４９～５３からなる竪穴住居群が

展開する。

【規　模】

　遺構の平面形は、北壁が長い台形プランで、

北壁方向を住居主軸とすると、主軸方位はＮ‐

６ ‐゚Ｗとなる。平面規模は、東西３．５～４．２ｍ、

南北４ｍを測り、床面積１５．４�である。

　壁の残存高は、約０．２５ｍで断面逆台形に近

く、竪穴住居隅部は隅丸方形に近い。

【柱　穴】

　検出された主柱穴は、４本である。柱穴間の芯々距

離は、東西２．３５～２．７ｍ、南北１．９ｍを測り、ほぼ対角

線状の柱穴配置をとる。

　柱掘りかたは、直径０．３ｍの円形プランで、深さは床

面より０．２５ｍとかなり浅めである。

　柱穴は、貼床後に掘削され、断面形は逆台形を呈す。

柱痕跡は認められなかった。

【床　面】

　床面は、住居中央部が硬化し、ややくぼんでいる。

特に地床炉周辺がよく硬化が進んでいた。

　住居床面中央部で地床炉２基検出された。一方、壁

体溝は確認されていない。

　床面の遺物は住居床面に散在して出土している。土

師器甕、坏等があげられる。また０．１～０．３ｍ前後の砂

岩、頁岩、尾鈴山酸性岩の円礫や扁平な角礫が比較的

多く検出された。一部赤変している礫もある。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、全体に掘り下げられている

が、住居四隅部分が特に深く掘り込まれ、住居中央部

が長方形に掘り残された格好となる。

　掘削後、褐色粘質土（ＭＬ１相当層由来）ブロック

主体の黒色土を０．１ｍ前後埋め戻して貼床とする。

　【地床炉】

　住居床面中央部において地床炉２基が検出された。

　地床炉は、ともに長楕円形プランで長軸０．３５ｍ、短

軸０．２５～０．３ｍ、深さ０．．０５～０．０７ｍを測る。

　断面は、皿状でかなり浅めである。平面規模と深さ

が大きい東側の地床炉が西側の地床炉を切っている。

両者とも底面に焼土塊や被熱による黒化がみられる。

－４４２－

第４４０図　ＳＡ４７出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）

第４３８図　
ＳＡ４７地床炉実測図（Ｓ＝１/２０）
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【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物として、住居床面出

土遺物がありこのうち８点を図化し、掲載

した。

【遺構の時期】

　本住居跡は、土師器甕の形態からＴＫ４６

段階に併行する時期と考えられる。

ＳＡ４９（第４４５～第４４７図）

【立　地】

　Ｆ１７・１８グリットに位置する、カマドと

地床炉を有する竪穴住居跡である。本住

居跡はＳＡ４９～５３からなる竪穴住居跡群

内にあり、ＳＡ５１を切っている。カマドは

東位に設置される。

【規　模】

　遺構の平面形は、ほぼ方形に近いプラン

で、東壁に構築されたカマドの主軸方位は

Ｎ‐１０３゚‐Ｅ、住居主軸はＮ‐１２゚‐Ｅとなる。

　平面規模は、東西３．２～３．４ｍ、南北３．７

ｍを測り、床面積１２．２１�である。
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壁の残存高は、約０．１５ｍで断面箱形で、竪穴住

居隅部は直角と隅丸方形の部分がある。

【柱　穴】

　柱穴は、多数検出されたが、そのうち主柱穴

は４本である。柱穴間の芯々距離は、東西１．３～１．５

ｍ、南北１．９ｍを測り、ほぼ対角線状の柱穴配置をと

る。

　ただ、竈側に偏った位置での柱穴配置であるため、

住居平面全体からみるとバランスに欠けている。

　柱掘りかたは、直径０．２ｍの円形プランで、深さは床

面より０．３５ｍと浅めである。断面形は「Ｕ」字形を呈

す。柱痕跡はＰ１とＰ３で検出された。直径０．１５ｍ前

後の細い丸太材を柱として利用されている。

【床　面】

　床面は貼床が施されず、ＭＬ１相当層を直床とす

る。住居中央部が硬化し、ややくぼんでいる。

　住居床面中央部では土器埋設炉が１基検出さ

れた。

　また、四壁沿いに壁体溝が確認されている。

【壁体溝】

　壁体溝は、各壁沿いに全周しており、竈付近

で収束している。幅０．１ｍ、深さ０．１ｍを測る。

　底面には杭列といった小穴は確認されていな

い。

【カマド】

　カマドは、東壁中央よりやや南側に寄って構

築される。住居壁をやや掘り込んでカマドを作

りつける形態である。
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　竈の規模は、袖の先端から燃焼部奥壁まで

０.９６ｍ、袖の最大幅は０.８４ｍである。袖幅に比

して袖部長が長大なのが特徴的である。

　竈本体は床面に直接構築され、住居壁面まで

構築材を充填し、燃焼部奥壁を形成する。構築

材は、黄褐色や白色粘土である。

　焚き口や燃焼部の底面は、僅かに凹む程度

で、明確には掘り込まれていない。

　煙道部は、竈本体の基底部分まで削平されて

いたため、明確ではない。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、住居平面中心よりやや東へ

寄った位置に設けられる。

　土器埋設炉の平面プランは円形で、直径０．４５

ｍ、深さ０．２ｍを測る。断面形は緩い「Ｖ」字

である。

　土層断面観察では、人為的にかき乱された痕

跡をみいだせた。この炉体土器の甕破片は、か

き出されたように掘りこみ上面にまとまって出

土している。

【出土遺物】

　遺物は、住居床面や遺構検出面覆土中より出

土した。このうち６点を図化し、掲載した。

【遺構の時期】

　本住居跡は、須恵器高台付�の型式や土師器甕の形

状からＴＫ４８段階に前後する時期と考えられる。

ＳＡ５０（第４４８～第４５０図）

【立　地】

　Ｆ１８グリットに位置する、竈を有する竪穴住居跡で

ある。本住居跡はＳＡ５１・５３を切る。

【規　模】

　遺構の平面形は、東西に長い長方形プランで、竈は

西位にある。この竈主軸方位はＮ‐７８゚‐Ｗとなる。住

居主軸方位はＮ‐１１゚‐Ｅである。

　平面規模は、東西４ｍ、南北３.５ｍを測り、床面積１４

�である。壁の残存高は、約０．２ｍで断面箱形を呈し、

竪穴住居隅部は直角と隅丸方形の箇所がある。

【柱　穴】

　柱穴は、多数検出されたが、そのうち主柱穴は４本

である。柱穴間の芯々距離は、東西２ｍ、南北１．８ｍを

測り、ほぼ対角線状の柱穴配置をとる。

　柱掘りかたは、直径０．２ｍの円形プランで、深さは床

面より０．５ｍと直径のわりには深めである。断面形は

「Ｕ」字形を呈す。

　柱痕跡はＰ１で検出され、直径０．１５ｍの細い丸太材

を柱に利用されている。

【床　面】

　床面は、貼床が施されるが、目立った硬化面は形成

されず、全体的に軟弱であった。土器埋設炉といった

火処や壁体溝等の付属施設は確認されていない。

【床面下状況】

　竪穴住居掘りかたは、住居隅部や壁面に沿って掘削

するが、全体に平坦に仕上げられる。

　掘削後、�－��ブロックと褐色（ＭＬ１相当層由来）

ブロックが混入した黒色土を０．１ｍ前後に薄く埋め戻

して貼床とする。

【カマド】
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　カマドは西壁中央に構築される。住居壁をやや凸形

に掘り込んでカマドを作りつける形態である。

　カマドの規模は、袖の先端から燃焼部奥壁まで０.６８

ｍ、袖の最大幅は０.９ｍである。

　カマドの構築材は、黄褐色ないし白色粘土である

が、砂礫が多く含まれている。カマド袖部は他の竪穴

住居のカマドに比べて重厚に構築されている。

　カマド本体は、貼床面を住居壁面に向けて広くかつ

浅く断面皿状に掘り込んだ後、掘削土を用いながら焚

き口部や燃焼部底面を造作する。その後にカマド本体

が構築される。燃焼部奥壁は、地山面となる。

　焚き口部と燃焼部との境は明確で、０．１ｍ程の落差

が生じている。

　燃焼部はカマドの中心部というより、焚き口方向へ

ずれた位置にあり、平面楕円形で浅い掘り込み面を呈

している部分が火床面と考えられる。

　この火床面の中心には、口縁部を打ちかかれた土師

器甕が埋設されていた。火床面底面に土師器甕が据え

られる程度のピットを穿ち、その中に立位というより

は、やや焚き口方向へ傾けて据えられている。

　カマドの上端は床面より０．１ｍ前後突出させている。

その周辺には灰混じりの焼土層が厚く堆積していた。

　カマドの内部は、カマド構築材や焼土や灰、炭化物

の混在した覆土で満されていた。　

　なお、煙道部の構造は不明である。

　遺物は、カマド煙道部付近で土師器坏が、カマド左袖

付近で土師器甕が出土している。また、カマド左袖脇

部分では直径０．１５ｍ前後の扁平な尾鈴山酸性岩円礫が

数個まとまって出土した。使用痕は認められなかった。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物は竈内外出土土器が挙げられ、

このうち計７点を図化し、掲載した。

【遺構の時期】

　本住居跡の時期は須恵器坏蓋の型式や土師器甕の形

態から、概ねＴＫ４６～４８併行期の時期と考えられる。

【竈の構造について】

　竈火床部に土師器甕を据え付けるあり方は、ＳＡ３７

と類似している。ＳＡ３７と同様に、火床部の天井部が

「掛け口」であれば、掘り据えられた土師器甕は、「支

脚」と想定される。

－４４６－

1421 
（床面） 

1424 
（カマド） 

1425 
カマド 

1426 
カマド 

1420 
（床面） 

1422 
（床面） 1423 

（カマド） 

0 10cm

L＝89.80m
１４２４ 

１４２４ 

１４２５ 

L＝
89.80m M

.N
.

１４２６ 

１４２３ 

0
1m

第４５０図　ＳＡ５０出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）

第４４９図　ＳＡ５０カマド実測図（Ｓ＝１/３０）



ＳＡ５１（第４５１～第４５６図）

【立　地】

　Ｆ１８グリットに位置する、カマドと土器埋設炉を有

する竪穴住居跡である。本住居跡はＳＡ５３を切り、Ｓ

Ａ４９・５０に切られる。

【規　模】

　遺構の平面形は、東西に長い長方形プランで、カマ

ドは北壁に設置される。このカマド主軸を住居主軸と

すると、主軸方位はＮ‐４ ‐゚Ｗとなる。

　平面規模は、東西４．９ｍ、南北４．４５ｍを測り、床面積

２１．８１�である。

　壁の残存高は、約０．４ｍで断面箱形を呈し、竪穴住居

隅部は、隅丸方形である。

【柱　穴】

　柱穴は、多数検出されたが、そのうち主柱穴は４本

である。柱穴間の芯々距離は、東西２～２．５ｍ、南北２

～２．３ｍを測り、ややずれた柱穴配置をとる。

　主柱穴は、貼床面より掘り込まれる。この柱穴掘り

かたは、直径０．３ｍの円形プランで、深さは床面より

０．４ｍを測る。主柱穴掘りかたの断面形は「Ｕ」字形

を呈す。

　柱痕跡はＰ３・Ｐ４で検出され、直径０．２～０．２５ｍの

丸太材を柱に利用されている。また、Ｐ３・Ｐ４とも

建替えの痕跡がある。

【床　面】

　床面は、貼床が施され、全体的に硬化面が発達して

いる。壁体溝は検出されなかったが、土器埋設炉が２

基確認された。

　床面直上の遺物は、Ｐ２周辺で土師器甕数点と直径

０．３ｍ大の尾鈴山酸性岩の円礫２個にとどまる。

　多くは床面より２～３�浮いた状態で出土した。

　特に、Ｐ２・Ｐ３間で土師器坏や須恵器坏蓋等の遺

物が多く認められた。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、住居隅部や壁面に沿って掘削

するが、全体に平坦に仕上げられる。
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第４５２図　ＳＡ５１カマド実測図（Ｓ＝１/３０）

第４５３図　ＳＡ５１土器埋設炉�実測図（Ｓ＝１/２０）

第４５４図　ＳＡ５１土器埋設炉�実測図（Ｓ＝１/２０）

第４５５図　ＳＡ５１出土遺物実測図〔１〕（Ｓ＝１/２・１/４）

土層注記
１：黒色土（一部焼土化）
２：黒褐色土
３：暗褐色土
４：黒褐色土（２層より軟質）

土層注記
１：黒色土
２：黒色土
　　（焼土粒・炭化物を含む）
３：褐色土
４：褐色土（焼土化）
５：褐色粘質土＋黄褐色土



　掘削後、�－��ブロックと褐色（ＭＬ１相当層由来）

ブロックが混入した黒色土を０．１～０．１５ｍに薄く埋め

戻して貼床とする。

【カマド】

　カマドは北壁中央に構築される。住居壁を掘削せ

ず、直接カマドを作りつける形態である。

　カマドの規模は、袖の先端から住居壁まで０.７４ｍ、

袖の最大幅は０.９１ｍである。

　カマドは掘削面を伴わず、直接貼床面上に構築され

ている。カマドの構築材は、黄褐色ないし白色粘土を

用いられ、住居壁面に厚く構築材を充填し、燃焼部奥

壁を形成する。また、カマド袖部も重厚に構築されて

いる。

　焚き口部は、カマド袖部全面から０．２５ｍ手前より浅

く掘り込まれる。焚き口部は、袖部付近で一段下がっ

て燃焼部へと移行する。

　燃焼部は、床面から０．１５ｍ前後とやや深めに掘削さ

れる。平面形は長方形である。

　燃焼部底面のうち、平坦な中央付近が火床面と考え

られる。火床面からは緩やかに燃焼部奥壁へと接続す

る。燃焼部壁面自体はドーム状を呈す。

　火床面底面には、灰混じりの焼土層が厚く堆積し、

その上面には土師器甕片が出土した。

　なお、煙道部の構造は不明である。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、２基検出された。住居平面中心のカ

マド主軸延長上に１基（土器埋設炉１）、それより南側

のＰ３・Ｐ４間に１基（土器埋設炉２）付設される。

土器埋設炉１

　貼床面に掘り込まれた土坑の中心に、炉体土器を埋

置する構造である。

　土坑の平面形は不整な楕円形で、長軸０．６５ｍ、短軸

０．５ｍ、深さ０．２５ｍを測る。断面形は逆台形である。

　土坑底面を黒色粘質土で一度埋め戻し、その上に土

師器甕口縁部を打ち欠いた炉体土器を据え付けて周囲

を埋め戻している。

　炉体土器の上端は、床面より０．０５ｍほど低い位置に

設定され、浅い掘り込みをもつ土器埋設炉となる

　この浅い掘り込み内や検出面より、土師器甕胴部や

坏体部片が出土している。

　また、炉体土器外縁付近は、直径０．３ｍにわたって、

円形の焼土面が形成されていた。

土器埋設炉２

　土器埋設炉２は土器埋設炉１の南側で検出された。

平面楕円形で、長軸０．３５ｍ、短軸０．３ｍ、深さ０．２２ｍを

測る、土坑の中心部に口縁部を打ち欠いた土師器甕を

炉体土器として埋置する構造である。

　土坑の掘りかたは、二段掘りである。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物として、土器埋設炉の炉体土器

やカマド内及び床面付近出土遺物が挙げられる。この

うち計２０点を図化し、掲載した。１４４６は長頸鏃であ

－４４９－
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第４５６図　ＳＡ５１出土遺物実測図〔２〕（Ｓ＝１/３）



る。覆土中より出土した。

【遺構の時期】

　本住居は、土師器甕の形態から、ＴＫ２１７古段階に併

行する時期と考えられる。

ＳＡ５２（第４５７～第４６０図）

【立　地】

　Ｆ１８・１９グリットに位置するカマドと土器埋設炉を

有する竪穴住居跡である。本住居跡は、ＳＡ５３を切

り、ＳＥ１に切られる。

【規　模】

　遺構の平面形は、南北に長い長方形プランで、カマ

ドは北壁に設置される。このカマド主軸を住居主軸と

すると、主軸方位はＮ‐１６゚‐Ｅとなる。

　平面規模は、東西３．５～３．７ｍ、南北３．７ｍを測り、床

面積１３．３２�である。

　壁の残存高は、約０．５ｍで断面箱形を呈し、竪穴住居

隅部は、やや直角に近い形態をなす。

【柱　穴】

　柱穴は、多数検出されたが、そのうち主柱穴は４本

－４５０－

第４５７図　ＳＡ５２・５３実測図（Ｓ＝１/６０）

0 2m

L＝
90.90m

L＝90.90m
L＝90.90m

M.N.

SC65

SA51

P1

SC74

SC73

SC75

SA52

SA53

SA50

a

c

a

b

d

b

f e

b

f

dc

 

P5

P4

P1

１４５０ 

１４５０ 

１４５０ 

土器埋設炉 

１４５８ 

P2

P3

P3

P4

P2



である。柱穴間の芯々距離は、東西２．５～２．７ｍ、南北

２．１～２．２ｍを測り、ほぼ対角線上の柱穴配置をとる。

主柱穴は貼床面から掘り込まれる。

　柱掘りかたは、直径０．４ｍの円形プランで、深さ０．４

ｍを測る。掘りかたの断面形は「Ｕ」字形の素掘りで

ある。なお、柱痕跡は検出されていない。

【床　面】

　床面には、貼床が施される。特にカマド付近にて硬

化面が発達している。住居中央にて土器埋設炉が１基

確認されたが、壁体溝は検出されていない。

　床面直上の遺物は少なく、カマド右袖付近より土師

器甕口縁部が出土した以外は、土師器片等が散漫に出

土したのみである。一方、床面より２～３�浮いた状

態で土師器甕や坏、須恵器坏蓋や高台付�等多くの遺

物が検出された。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、全体的に平坦に掘り下げられ

ている。掘削後�－��ブロックと褐色（ＭＬ１相当層由

来）ブロックが混入した黒色土を０．１～０．１５ｍに薄く埋

め戻して貼床とする。

　なお、貼床面下よりＳＡ５３の主柱穴や柱穴を多数検

出された。

【カマド】

　カマドは北壁中央よりやや東側に寄った位置に構築

される。住居壁をやや浅く「凸」の字形に掘削し、直

接カマドを作りつける形態である。

　カマドの規模は、袖の先端から住居壁まで０.８３ｍ、

袖の最大幅は１.１８ｍである。

　カマドは掘削面を伴わず、直接貼床面上に構築され

ている。カマドの構築材として黄褐色粘土を用い、住

居壁面にも厚く構築材を充填して、燃焼部奥壁を形成

している。また、カマド袖部も重厚に構築されている。

　焚き口部付近には、直径０．３ｍ、深さ０．１５ｍを測る円

形のピットが掘り込まれていた。

　燃焼部の底面はやや平坦で、最深部付近が火床面と

考えられる。火床面の底面をはじめ燃焼部内部の壁面

は、よく焼けて赤変している。

　火床面からは、やや急な上り勾配で燃焼部壁面へ連

なる。壁面自体はドーム状を呈す。

　また、火床面底面には、灰や炭、剥落した構築材が

混在する焼土層が厚く堆積し、その上面には土師器甕

片が出土した。

　なお、煙道部の構造は不明だか、カマド掛け口背面

部分に煙出し穴を持つ構造であろう。

【土器埋設炉】

　住居平面中心のカマド主軸延長上で、土師器甕を含

む小土坑が１基検出された。

　この土坑は、平面円形で直径０．３ｍ、深さ０．１７ｍを測

る。この掘りかた内には、土師器甕１個体分が散乱し

た状態で出土した。

　この土師器甕は、他住居の検出例からして炉体土器

と考えられ、土器埋設炉が何らかの理由で破壊された

と考えられる。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物として、カマド内及び床面付近

出土遺物が挙げられる。このうち計１５点を図化し、掲

載した。炉体土器は、細片のため未図化である。

【遺構の時期】

　本住居跡は、須恵器坏蓋の型式や土師器甕の形態か

ら、ＴＫ２１７新段階からＴＫ４６に併行する時期と考え

られる。

ＳＡ５３（第４５７・第４６１図）

【立　地】

　Ｆ１８・１９グリットに位置し、カマドを有する竪穴住

居跡である。本住居跡は、ＳＡ５０～５２とＳＥ１に切ら

れる。

【規　模】

　遺構の平面形は、南北に長い長方形プランで、カマ

ドは北壁に設置される。このカマド主軸を住居主軸と

すると、主軸方位はＮ‐１８゚‐Ｗとなる。

　平面規模は、東西６ｍ、南北７ｍを測り、床面積４２

�前後と考えられる。

　壁の残存高は、約０．２ｍで断面箱形を呈し、竪穴住居

隅部は、直角や隅丸方形の形態をなす。

【柱　穴】

　主柱穴は、ＳＡ５２貼床下より検出された柱穴を考慮

すると６本柱と考えられる。柱穴間の芯々距離は、東

西２．８ｍ、南北２．５ｍ・２．３ｍを測る。

　主柱穴は、貼床面から掘り込まれる。柱掘りかた

－４５１－



は、直径０．４ｍの円形プランで、深さ０．７ｍを測る。掘

りかたの断面形は「Ｕ」字形の素掘りである。

　柱痕跡は、Ｐ１・Ｐ５で検出され、直径０．２ｍ大の

丸太材が柱として使用されたと考えられる。

【床　面】

　床面は、貼床が施される。土器埋設炉や壁体溝は

　検出されていない。

　床面や覆土中の遺物は得られていない。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、全体的に平坦に掘り下げられ

ている。掘削後�－��ブロックと褐色（ＭＬ１相当層由

来）ブロックが混入した黒色土を０．１～０．１５ｍに薄く埋

め戻して貼床とする。

【カマド】

　カマドは、住居北壁中央構築されるが、やや東側へ

偏在している。完全に破壊された上に、樹痕による攪

乱が著しいため詳細は不明である。

　現況からは、カマドは住居壁を掘削せず、直接作り

つける形態であると考えられる。なお、カマドの構築

材中より土師器坏が出土した。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物は、カマド内より出土した土師

器坏１点のみである。

【遺構の時期】

　本住居跡は、詳細な時期を特定する資料に乏しい

が、切りあい関係から、少なくともＳＡ５０～５２の時期

よりは遡ると考えられる。ＴＫ２１７古段階に併行する

時期が相当しよう。

ＳＡ５４（第４６２～第４６６図）

【立　地】

　Ｅ２０・Ｆ２０グリットに位置する、カマドと地床炉を

有する竪穴住居跡である。ＳＡ５５とＳＢ３２を切る。

－４５２－

第４５８図　ＳＡ５２土器埋設炉実測図（Ｓ＝１/２０）

第４６１図　ＳＡ５３出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）

第４６０図　ＳＡ５２出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）
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第４５９図　ＳＡ５２カマド実測図（Ｓ＝１/３０）
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　このＳＡ５４～５７は、南北方向に４軒の切りあう竪穴

住居跡群である。

【規　模】

　遺構の平面形は東西にやや長い方形で、カマドの主

軸を住居主軸とすると、主軸方位はＮとなる。

　規模は、東西５ｍ、南北は４．２～４．５ｍを測り、床面

積２１．７５�である。

　壁の残存高は０．２５ｍで断面箱形を呈し、住居コー

ナー部は直角に近い隅丸方形である。

【覆土の状況】

　竪穴部覆土に相当する層は３～９層で、黒色土主体

とである。�－��ブロックを含んでいるが、おもにそ

の多寡を基準として分層した。

　また、この他各層とも焼土粒子、炭化物を微量に含

んでいる。１０層は貼床層である。

　８層中より多量の遺物が検出された。特に住居平面

南東隅付近（Ｐ３）では、土師器甕２個体（１４７５・１４７７）

と�または鉢（１４７６）等が出土した。

　その出土状況は、住居外から内部へ傾斜したあり方

である。本住居廃絶後、８層堆積時に流れ込んだか、

もしくは投棄した遺物群と考えられる。

【柱　穴】

　主柱穴は４本である。柱穴間の芯々距離は、東西２

ｍ、南北２．３ｍを測り、対角線状に沿った柱穴配置をと

る。主柱穴は貼床面から掘り込まれている。

　柱穴の掘りかたは、直径０．２～０．３ｍの円形プラン

で、床面より深さ０．４５ｍを測る。断面形は、上端がや

や開く「Ｕ」字形である。

　なお、柱痕跡は検出されなかった。

【床　面】

　床面は平坦で、全体的に堅く締まっていた。住居床

面中央より南側に寄った箇所で地床炉２基と土器埋設

炉の可能性があるもの１基が検出され、壁体溝も四壁

沿いで確認された。

【壁体溝】

　壁体溝は住居四壁すべてに認められる。壁体溝の幅

は０．１ｍ、深さ０．１５ｍを測り、細く浅い形態である。

　壁体溝底面では、小穴列（杭列か？）が検出された。

小穴の平面は円形で直径０．１ｍ前後、深さ０．０５ｍを測

る。この小穴が０．２～０．３ｍ前後の間隔を保って列状に

連なっている。

　この壁体溝は、住居南西隅部で一部途切れている。

この途切れた箇所には、黄白色粘土塊が２箇所検出さ

れた。また、この付近の床面はやや軟弱であった。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、底面全体を平坦に掘削され

る。特に住居四隅部分は特に深く掘り込まれ土坑状と

なる。この隅部をつなぐように壁沿いは、帯状の掘り

込みがなされる。

　掘削後、黒色土主体に�－��ブロックや褐色土（ＭＬ

１相当層由来）を混入した土を層厚０．１～０．２ｍほど

張って貼床とする。

【カマド】

　カマドは北壁中央に構築される。住居壁をやや浅く

「凹」の字形に掘り込み、直接カマドを作りつける形

態である。

　カマドの規模は、袖の先端から住居壁際まで０.８３ｍ、

袖の最大幅は０.７３ｍである。

　カマドは、貼床面を住居壁面に向けて広くかつ浅く

断面皿状に掘り込んだ後、掘削土を用いながら焚き口

部や燃焼部底面が形成される。

　カマドの構築材は、黄褐色粘土を用い、住居壁面に

も構築材を充填して燃焼部奥壁を形成している。

　焚き口部は、カマド袖部よりはじまるが、概して平

坦でそのまま燃焼部へ接続する。

　燃焼部の底面は平坦で、その上面に灰や炭化物が混

じる焼土層が堆積していた。この上面で土師器甑片が

まとまって出土している。

　なお、煙道部の構造は不明だが、カマド壁体の中途

から煙出しの穴を設ける構造と推定される。

【地床炉】

　地床炉は２基検出され、住居床面中央からやや南に

位置し、カマド主軸線上に設置される。　

　地床炉は、平面長楕円形で長軸１．１ｍ、短軸０．９５ｍ、

深さ０．０５ｍの浅い掘り込みを持つもの（地床炉１）と、

長軸０．７５ｍ、短軸０．６ｍと約半分の規模（地床炉２）の、

２基の切りあいである。大きめの地床炉の北辺側に

は、小さめの地床炉が設置される。

　この２基ともに、底面や壁面が部分的に赤変や黒

化、または焼土化していた。覆土も黒色土に炭化物や

－４５３－



焼土粒が多く混入していた。

　また、地床炉２の北辺寄りには、円形で直径０．２５ｍ

の浅いくぼみが検出された。この箇所からは土師器甕

（１４７３）が据えられた状態で出土している。土器埋設

炉の可能性が指摘される。

【出土遺物】

　遺物は、覆土中遺物のほかに、床面直上出土として、

住居南壁付近の台石（１４８４）と敲石（磨石）、北西隅

部付近の須恵器高台付�（１４６４）、北東隅部付近の土師

器坏（１４６８）等がある。

　なお、１４７５は外面にハケメ、内面はヘラケズリが施

されており、胎土も精良である。つくりも丁寧であ

－４５４－

第４６２図　ＳＡ５４・５５実測図（Ｓ＝１/６０）

１４８１ 

１４６４ 

P1

P4

P2

１４８３ 

１４７３ 

地床炉 

１４６６ １４６７ 

１４６４ 

P2

硬化面 白色粘土塊 

0 2m

L＝89.50m

L＝89.50m

L＝89.50m
L＝
89
.5
0m

M.N.

SA54

SA56

SA55

h

c

c
d

b

f

a

e

g

b

f

h

 

a

e

g

d

（１４７４～１４７７） （１４７４～１４７７） 

１４６８ 
１４８２ 

1

2

8

910

76
5

1 3

2
9

4

土器埋設炉 

土層注記
１：にぶい褐色土
２：黒褐色土（SA55貼床土）
３：オリーブ黒色土
４：暗褐色土
５：オリーブ褐色土
６：黒色土
７：暗オリーブ褐色土
８：オリーブ黄色土
９：暗灰黄色土
10：灰オリーブ色粘質土
　　（SA54貼床土）



り、宮崎平野部出土の土師器とは異なっている。別地

域からの搬入品である可能性が高い。

　１４８１は長頸鏃である。床面より出土した。

【遺構の時期】

　本住居は、須恵器高台付�や土師器甕の形態からＴ

Ｋ４６併行期の時期と考えられる。なお、炉体土器はＴ

Ｋ２１７古段階に併行する時期の形態を示す。

ＳＡ５５（第４６２・４６７・４６８図）

【立　地】

　Ｆ２０グリットに位置する、土器埋設炉を有する竪穴

住居跡である。ＳＢ３２を切り、ＳＡ５４・５６に切られる

関係にある。

【規　模】

　遺構の平面形は、南北にやや長い方形で、カマドの

主軸を住居主軸とすると、主軸方位はＮ‐４ ‐゚Ｗとなる。

　規模は、東西５．５～６ｍ、南北は６．１～６．４ｍを測り、

床面積３５．９４�である。

　壁の残存高は０．３ｍで断面箱形を呈し、住居コー

ナー部は直角に近いある。

【覆土の状況】

　竪穴部覆土に相当する層は１層で、黒色土主体であ

る。�－��ブロックを含んでいるが、おもにその多寡

を基準としてした。

　また、この他各層とも焼土粒子、炭化物を微量に含

んでいる。２層は貼床層である。

【柱　穴】

　主柱穴は４本である。このうちＰ１・Ｐ２は、ＳＡ

５４貼床下で検出された。柱穴間の芯々距離は、東西

３．５ｍ、南北３～３．２ｍを測り、対角線状に沿った柱穴

配置をとる。

　主柱穴は貼床面から掘り込まれている。その掘りか

たは、直径０．２～０．３ｍの円形プランで、床面より深さ

０．４５ｍを測る。断面形は、上端がやや開く「Ｕ」字形

である。なお、柱痕跡は検出されなかった。

【床　面】

　住居床面中央より南側に寄った箇所で土器埋設炉が

１基検出された。また、床面は平坦で、全体的に堅く

締まっていた。特に土器埋設炉周辺は硬化が著しい。

なお、壁体溝は確認されていない。

【床面下状況】

　竪穴住居掘りかたは、底面全体を平坦に掘削され

る。特に四壁沿いは、帯状の掘り込みが取り巻いてい

る。掘削後、黒色土主体に�－��ブロックや褐色土（Ｍ

Ｌ１相当層由来）を混入した土を層厚０．１～０．２ｍほど

張って貼床とする。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、住居平面中心よりやや南へ寄った位

置に設けられる。

　土器埋設炉の掘りかたは平面円形で、直径０．３ｍ、深

さ０．２ｍを測る。掘りかたと炉体土器の隙間はなく、

炉体土器が丁度収まるだけのスペースしか掘り込まれ

ていない。

　炉体土器は、土師器甕（１４８５）が使用され、口縁部

と底部が打ち欠かれている。

　また、炉体土器の上端は検出面より２～３�程度突

出し、周辺は焼土化が著しい。

【出土遺物】

　遺物は、土器埋設炉の炉体土器（１４８５）等がある。床

面や覆土中より、若干の土師器片が出土したが図化に

堪えなかった。１４８６は鉄製鎌と考えられる。床面より

出土した。

【遺構の時期】

　本住居跡は、炉体土器（１４８５）の形態からＴＫ２１７

新段階～ＴＫ４６に併行する時期と考えられる。

　切りあい関係からは、少なくともＳＢ３２に後出し、

ＳＡ５４・５６時期よりは先行すると考えられる。

ＳＡ５６（第４６９～第４７２図）

【立地】

　Ｆ２０グリットに位置する、カマドと土器埋設炉を有

する竪穴住居跡である。ＳＡ５５・５７を切る。

【検出状況】

　遺構検出時では、東西４．５ｍ、南北４．５ｍのカマドを

有する竪穴住居として調査を進めた。

　しかし、住居床面精査におよんで、住居中心部が方

形の貼床面、その周囲は褐色土層（ＭＬ１相当層）を

直床する部分に区分されたので、竪穴住居２軒の切り

あいの可能性が考えられた。一方、覆土の堆積状況で

は切りあい関係は明確に認められなかった。

－４５５－



－４５６－

第４６５図　ＳＡ５４出土遺物実測図〔１〕（Ｓ＝１/４）

第４６３図　ＳＡ５４地床炉実測図（Ｓ＝１/２０）
第４６４図　ＳＡ５４カマド実測図（Ｓ＝１/３０）

土層注記
１：黒褐色土
２：黄褐色土
３：黄褐色粘質土
４：明赤褐色土
５：にぶい赤褐色土
６：黒褐色土
７：黄橙色粘質土（カマド本体）
８：暗褐色土
９：にぶい赤褐色土

土層注記
１：暗褐色土（����貼床土）
２：赤色土＋黒褐色土
　　（焼土粒含む）
３：にぶい褐色土
４：明赤褐色土＋オリーブ黒色土
５：暗灰黄色＋にぶい黄色粘質土



　そこで、本報告ではカマドを持ち、直床の竪穴住居

をＳＡ５６－ａ、ＳＡ５６－ａの中心にあり、貼床と土器

埋設炉を持つ竪穴住居をＳＡ５６－ｂとして記述するこ

とにする。

ＳＡ５６－ａ

【規　模】

　遺構の平面形は不整な方形に近く、カマドの主軸を

住居主軸とすると、主軸方位はＮ‐１０゚‐Ｅとなる。住

居北壁は、住居主軸に対してやや斜交する。

　規模は、東西４～４．５ｍ、南北は４～４．５ｍを測り、

床面積１８．０６�である。

　壁の残存高は０．３ｍで断面逆台形を呈し、住居コー

ナー部は隅丸方形である。

【柱　穴】

　主柱穴は４本である。柱穴間の芯々距離は、東西

２．６ｍ、南北２．３ｍを測り、対角線状に沿った柱穴配置

をとる。主柱穴はＳＡ５６－ｂの貼床面から掘り込まれ

ている。Ｐ２とＰ３はＳＡ５６－ｂの主柱穴であるＰ６

及びＰ７を切る関係にある。

－４５７－

（１：２） 

（１：４） 

（１：３） （１：４） 

（１：３） 

（
１

：
２

）
 

1482 
（床面） 

1483 
（床面） 

1485 
（炉体土器） 

1486 
（床面） 

1487 
（床面） 

0
5c
m

0 10cm

0 10cm0

1484 
（床面） 

0 10cm

5cm

0 5cm

0 0.5cm

L＝89.20m

M
.N
.

焼土の広がり 

４ 

１ 

２ 

３ 
３ 

２ 

４ 

５ 

第４６６図　ＳＡ５４出土遺物実測図〔２〕（Ｓ＝１/２・１/３・１/４）

第４６７図　　　　　　　　
ＳＡ５５土器埋設炉実測図（Ｓ＝１/２０） 第４６８図　ＳＡ５５出土遺物実測図（Ｓ＝１/２・１/３・１/４）

土層注記
１：橙色土（焼土化）
２：黒褐色土（焼土粒含む）
３：オリーブ黒色粘質土
４：暗オリーブ色土
５：黒色土



　柱穴の掘方は、直径０．２～０．３ｍの円形プランで、床

面より深さ０．５ｍを測る。断面形は、「Ｕ」字形である。

なお、柱痕跡は検出されなかった。

【床面と各施設】

　床面は、貼床が施されず、褐色土層（ＭＬ１相当層）

を直床する。壁体溝は四壁沿いで確認された。特にカ

マド周辺は硬化面が発達しており、ＳＡ５６－ｂの床面

の一部まで及んでいる。

【壁体溝】

　壁体溝と小穴列は、住居四壁すべてに認められる。

壁体溝の幅は０．１ｍ、深さ０．１ｍを測り、細く浅い形態

である。壁体溝は、住居北壁と南壁付近においては良

－４５８－

硬化面 

土器埋設炉 

0 2mL＝
89
.1
0m

L＝89.10m

L＝89.10m

L＝89.20m

M.N.

SA56

SA57

SA55SA56－a

P2

P4

P4

P7

P9

P5
P1

１５０４ 

a

g

e

b

d

f

g

a

c

h

b

d

c

h

f
e

P8

P4

SA56－a

１５１７ 

１５１１ 

１５１３ 

１５０９ 

12

10

11

5

6

42（a）2（b）

9

17

8

3

土器埋設炉 

硬化面 

第４６９図　ＳＡ５６・５７実測図（Ｓ＝１/６０）

１：黒褐色土
２（a）：にぶい黄橙色粘質土
２（b）：にぶい黄橙色粘質土（２（a）より黒味が強い）
３：黒褐色粘質土
４：黒色土
５：黄灰色土
６：暗灰黄色土
７：オリーブ黒色土
８：暗灰黄色土（６層より黒味が強い）
９：暗灰黄色土＋黒褐色粘質土（SA56貼床土）
10：にぶい褐色土
11：黒色粘質土（SA57貼床土）
12：オリーブ褐色土



好に遺存していたが、他の住居壁では部分的な検出

か、小穴列となる。

　小穴の平面は、円形で直径０．１ｍ前後、深さ０．１ｍを

測る。この小穴が０．１ｍ前後の間隔を保って列状に密

に連なっている。

　なお、住居平面の南西隅付近では、壁体溝及び小穴

列は確認されていない。

【カマド】

　カマドは北壁中央に構築される。住居壁を掘り込ま

ず、直接カマドを作りつけている。また、カマドの基

底部は、床面上に直に設ける形態をとる。

　カマドの規模は、袖の先端から住居壁際まで０.４８ｍ、

袖の最大幅は０.７６ｍである。

　カマドの構築材は、黄褐色粘土や白色粘土を使用

し、住居壁面にも構築材を充填して燃焼部奥壁を形成

している。ただし、他の住居と比べて極めて薄い。

　焚き口部は、カマド袖部前面よりやや手前から掘り

込まれ、やや急な角度で燃焼部へ至る。

　燃焼部の底面は平坦で、その上面に灰や炭化物が混

じる焼土層が堆積していた。

　煙道部の構造は不明であるが、カマド壁体の中途か

ら煙出しの穴を設けるか、燃焼部奥壁からそのまま住

居外方へ伸びる構造と推定される。

　遺物はカマド内より土師器甕破片が少量、カマドの

右袖脇に敲石１点が出土した。

ＳＡ５６－ｂ

【規　模】

　遺構の平面形は東西に長い方形で、住居北壁を住居

主軸とするなら、主軸方位はＮ‐１０゚‐Ｅとなる。

　規模は、東西３．５ｍ、南北は３．３ｍを測り、床面積

１１．５５�である。

　壁の残存高は不明である。０住居平面の隅部は直角

に近い形状である。

【柱　穴】

　主柱穴は４本である。柱穴間の芯々距離は、東西

２．２ｍ、南北１．８ｍを測り、対角線状に沿った柱穴配置

をとる。主柱穴は貼床面から掘り込まれている。

　柱穴の掘りかたは、直径０．２～０．３ｍの円形プラン

で、床面より深さ０．４ｍを測る。断面形は、「Ｕ」字形

である。なお、柱痕跡は検出されなかった。

【床　面】

　住居床面中央付近で土器埋設炉を１基検出された。

また、床面は平坦で全体的に堅く締まっていた。特に

土器埋設炉周辺と、南壁付近は硬化が著しい。

　なお、壁体溝は確認されていない。

【粘土塊を覆土とするピット】

　Ｐ９は直径０．５ｍ、深さ０．２ｍを測る円形の小穴であ

る。覆土は炭化物や被熱を受けた白色粘土塊を含む焼

土であった。なおＰ９の底面や壁面には受熱の痕跡は

見出せなかった。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、底面全体を平坦に掘削され

る。特に住居隅部は土坑状に掘り込まれ、四壁沿いは

帯状の掘り込みとなる。

　掘削後、黒色土主体に�－��ブロックや褐色土（ＭＬ

１相当層由来）を混入した土を層厚０．１～０．２ｍほど

張って貼床とする。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、住居平面中心付近に設けられる。

　土器埋設炉の掘りかたは平面円形の直径０．３ｍ、深

さ０．１５ｍを測る、二段掘りである。

　炉体土器は土師器甕（１４９５）が使用され、口縁部と

底部が打ち欠かれている。

　また、土器埋設炉の検出面は、床面より低い皿状の

落ち込みとなる。炉体土器の上端は、この検出面より

２～３�程度突出していた。その周辺は、焼土化が著

しく発達する。

【出土遺物】

　住居跡に伴う遺物等、ＳＡ５６－ａのカマド脇より敲

石（１５０４）、ＳＡ５６－ｂの床面から土師器甕（１４９３）と

杯（１４９０）及び土器埋設炉の炉体土器（１４９６）が挙げ

られる。

　１５０３はＳＡ５４の覆土中及びＳＡ３０のカマド右袖脇出

土の土師器甕と接合関係にある。１４８９・１５０１・１５０２はＳ

Ａ５７覆土中遺物と、１５００はＳＡ６４覆土中と接合した。

【ＳＡ５６－ａとＳＡ５６－ｂの関係】

　ＳＡ５６－ａ内にＳＡ５６－ｂが検出され、２軒の竪穴

住居は切りあい関係を示していると考えられる。

－４５９－



　この場合、ＳＡ５６－ａの主柱穴が、

ＳＡ５６－ｂの主柱穴や貼床面を掘削し

ていること、ＳＡ５６－ａのカマド周囲

の硬化面が、ＳＡ５６－ｂの床面まで及

んでいることから、ＳＡ５６－ｂ→ＳＡ

５６－ａの順に構築されたと考えられ

る。

　また、ＳＡ５６－ｂの床面検出のＰ９

は、形態や覆土の状況からＳＡ６４のＰ

５と近似している。従ってＳＡ５６－ａ

カマドに伴う小穴と考えられる。

　上記の結果から、ＳＡ５６－ｂ→ＳＡ

５６－ａへの変遷が導き出されるが、２

－４６０－

第４７２図　ＳＡ５６出土遺物実測図（Ｓ＝１/３・１/４）

土層注記
１：オリーブ黒色土
２：浅黄色粘質土
３：黒色土
４：黒褐色土
５：オリーブ褐色土＋黒色土
６：暗褐色土
７：明赤褐色土（焼土化）
８：にぶい赤褐色土（焼土化）
９：明赤褐色土（炭化物混入）
１０：明赤褐色土（焼土粒含む）
１１：黒色土
１２：暗褐色土＋黒色土

第４７０図　ＳＡ５６土器埋設炉実測図（Ｓ＝１/２０）

第４７１図　ＳＡ５６カマド実測図（Ｓ＝１/３０）



軒とも住居平面形が相似形であり、住居主軸もほぼ近

似し、さらにＳＡ５６－ａは貼床面を有さないことか

ら、単なる切りあいではなく住居拡張の可能性が指摘

できる。

【遺構の時期】

　ＳＡ５６－ａ、ＳＡ５６－ｂとも土師器甕の形態からＴ

Ｋ４６～４８に併行する時期に属すると考えられる。

【自然科学分析】

　ＳＡ５６－ｂ土器埋設炉の絶対年代を推定するために

熱ルミネッセンス年代測定を�古環境研究所に分析委

託した。その結果を要約して記述する。詳細な結果

は、第	章に記載する。

　�熱ルミネッセンス年代測定（分析結果）

　熱ルミネッセンス年代測定の結果、ＳＡ５６の埋設土

器では１６００±１７０年前という年代値が得られた。

（考古学的解釈）

　測定結果の年代値である１６００±１７０年前は、単純計

算して西暦２３０～５７０となる。

　炉体土器そのものの年代は、７世紀中頃～後半の時

期と想定されるので、測定結果とは約１００年近い誤差

が生じる結果となった。

ＳＡ５７（第４９６・４７３～４７５図）

【立地など】

　Ｆ２０・Ｇ２０グリットに位置する、カマドと土器埋設

炉を有する竪穴住居で、ＳＡ５５を切り、ＳＡ５６とＳＢ

７０に切られる。

【規　模】

　遺構の平面形は方形で、カマドの主軸を住居主軸と

すると、主軸方位はＮとなる。規模は、東西及び南北

とも６ｍを測り、床面積３６�である。

　壁の残存高は０．２ｍで断面箱形を呈し、住居コー

ナー部は直角に近い。

【柱　穴】

　主柱穴は４本である。Ｐ１はＳＡ５６貼床下より検出

された。柱穴間の芯々距離は、東西３．５ｍ、南北２．５ｍ

を測り、対角線状に沿った柱穴配置をとる。

　主柱穴は貼床面から掘り込まれる。その掘りかた

は、直径０．２～０．３ｍの円形プランで、床面より深さ０．５

ｍを測る。断面形は、「Ｕ」字形である。なお、柱痕

跡は検出されなかった。

【床　面】

　住居床面中央付近で土器埋設炉が１基検出された。

また、床面は平坦で、全体的に堅く締まっていた。特

に土器埋設炉周辺と住居南壁付近の硬化が著しい。

　壁体溝は四壁沿いで確認された。

【壁体溝】

　住居床面の四壁沿いには、壁体溝が巡り、幅０．２ｍ、

深さ０．２ｍを測る。また、壁体溝の底面には、円形プラ

ンで直径０．１ｍ、深さ０．１ｍ前後の小穴が０．５ｍ前後の

間隔で連続して配列されている。

【作業台】

　竪穴住居の南東隅に、床面に設置された台石を検出

した。台石は長径０．３５ｍ、短径０．２ｍの楕円形で石材

は尾鈴山酸性岩類である。

　台石上面は扁平で、使用痕は見出せなかった。使用

痕は認められないが、出土状況や位置関係から、何ら

かの作業台と考えられる。

　この台石は、床面に掘られた台石とほぼ同じ規模の

浅い掘り込みの中に埋置され固定されている。

【床面下状況】

　竪穴住居掘りかたは、底面全体を平坦に掘削され

る。　特に住居隅部は、土坑状に掘削され、四壁沿いは

帯状の掘り込みとなる。

　掘削後、黒色土主体に�－��ブロックや褐色土（ＭＬ

１相当層由来）を混入した土を層厚０．１～０．２ｍほど

張って貼床とする。

【カマド】

　カマドは北壁中央付近に構築される。住居壁を掘り

込まず、直接カマドを作りつけている。

　カマドの規模は、袖の先端から住居壁面まで０.５１ｍ、

袖の最大幅は０.８５ｍである。

　カマドは、貼床面を住居壁面に向けて広くかつ浅く

断面皿状に掘り込んだ後、掘削土を用いながら焚き口

部や燃焼部底面を形作り、カマド本体が構築される。

　カマドの構築材は、黄褐色粘土や白色粘土が使用さ

れるが、燃焼部奥壁は地山をそのまま利用している。

　焚き口部は、カマド袖部前面よりやや手前から始ま

り、緩やかに燃焼部へ至る。

　燃焼部の底面は、カマド平面の中央付近で最深部と

－４６１－



なりこの付近が火床面となる。火床面には、灰や炭化

物が混じる焼土層が堆積していた。

　なお、煙道部の構造は不明であるが、カマド壁体の

中途から煙出しの穴を設けるか、燃焼部奥壁からその

まま住居外方へ伸びる構造と推定される。

　遺物はカマド内より土師器甕破片が少量、カマドの

右袖脇に土師器甕の完存品が１個体（１５１３）が立位で

出土した。さらに、その背面より土師器甕口縁部２個

体分（１５１５・１５１６）が、床面よりやや浮いた状態で検

出された。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、住居平面中心付近に設けられる。

　土器埋設炉の掘りかたは平面円形の直径０．３ｍ、深

さ０．２５ｍを測る、二段掘りである。

　炉体土器は土師器甕が使用され、口縁部と底部が打

ち欠かれている。

　また、土器埋設炉の検出面は床面より低く、皿状の

落ち込みとなる。炉体土器の外縁周辺は、直径０．２ｍ

範囲にわたって焼土化していた。

【出土遺物】

　遺物は、カマド右袖脇出土の土師器甕（１５１３）、と

カマド内出土の土師器坏（１５０８）および床面出土の土

師器甕（１５１７）と坏（１５０９・１５１１）、土器埋設炉の炉体

土器（１５１４）、さらに覆土中の土師器甕と坏（１５０６・

１５０７・１５１８）等がある。

　一方、貼床下より須恵器坏身（１５０５）と土師器高坏

脚部（１５１２）も得られた。

－４６２－

第４７５図　ＳＡ５７出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）
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第４７３図　ＳＡ５７土器埋設炉実測図（Ｓ＝１/２０） 第４７４図　ＳＡ５７カマド実測図（Ｓ＝１/３０）

土層注記
１：黒褐色土
２：明赤褐色土
３：赤褐色土
４：にぶい赤褐色土
５：暗褐色色土
６：褐色土＋褐灰色粘質土

土層注記
１：橙色土＋黒褐色土
２：黒褐色土（焼土化）
３：黒褐色土＋明褐色土
４：オリーブ黒色粘質土
５：暗オリーブ色土
６：黒色土



【遺構の時期】

　本住居は、須恵器坏身の型式や土師器甕の形態か

ら、ＴＫ２１７段階に併行する時期と考えられる。

ＳＡ５８（第４７６・４７７・４７９・４８１図）

【立　地】

　Ｄ１９・２０及びＥ１９・２０グリットに位置する、カマド

と地床炉を持つ竪穴住居跡である。ＳＡ５９・６０を切る。

【規　模】

　遺構の平面形は、東西に長い長方形プランで、カマ

ドは東壁に設置される。カマドの主軸方位はＮ‐１１０゚‐

Ｅ、住居主軸はＮ‐２０゚‐Ｅとなる。

　平面規模は、東西４．１～４．４ｍ、南北３．６ｍを測り、床

面積１５．３�である。

　壁の残存高は、検出面から約０．２ｍで断面箱形であ

る。竪穴住居隅部は、直角と隅丸方形の形態をなす。

【柱　穴】

　柱穴は床面でＰ１～Ｐ４の主柱穴を検出した。柱穴

間の芯々距離は、東西２．１～２．２ｍ、南北２．２～２．４ｍで

ほぼ対角線上の柱穴配置をとる。

　なお、Ｐ５とＰ６も位置や規模から主柱穴と考えら

れ、部分的な建替えが想定される。

　柱穴は、貼床の後に掘り込まれる。この掘りかた

は、直径０．３ｍ前後の円形プランで、深さは床面より

０．３～０．４ｍである。断面形は緩い「Ｕ」字状か逆台形

である。なお、柱痕跡は検出されていない。

【覆土の状況】

　住居内覆土は、�－��ブロック混じりの黒色土を主

体とする自然堆積である。第３層は貼床である。

【床　面】

　住居床面には貼床が施される。全体的に硬化面は形

成されず、やや軟弱である。また、住居四壁沿いに壁

体溝が検出された。

　床面南東隅付近より台石が、北西部分から土師器壷

が出土した。カマド前面より、直径０．２ｍ大の砂岩角

礫も検出された。赤変するが、使用痕はみられない。

【床面下状況】

　竪穴住居掘りかたは、全体的に平坦に掘削される

が、住居四隅付近が土坑状に深く掘り込まれる。

　�－��ブロックと褐色（ＭＬ１相当層由来）ブロック

が混入した黒色土を０．１～０．１５ｍに薄く埋め戻して貼

床とする。

【壁体溝】

　住居床面の四壁沿いには、壁体溝が巡る。幅０．１ｍ、

深さ０．１ｍを測り、細くて浅い。なお、壁体溝の底面に

小穴列等は確認されていない。

【カマド】

　カマドは東壁中央の位置に構築される。住居壁を僅

かに掘り込み、そのままカマドを作りつける形態である。

　カマドの規模は、袖の先端から住居壁面まで０.７４ｍ、

袖の最大幅は０.６５ｍである。

　カマドは、貼床面を住居壁面に向けて広くかつ浅く

断面皿状に掘り込んだ後、掘削土を用いながら焚き口

部や燃焼部底面が形成される。

　カマドの構築材は、黄褐色粘土を用い、住居壁面に

も構築材を充填して、燃焼部奥壁を形作られる。

　焚き口は、カマド袖部付近から設けられる。焚き口

からは緩やかに燃焼部へと続く。

　燃焼部の最深部は、カマド中心より住居壁側に偏っ

た位置にあり、この付近が火床面と考えられる。

　火床面の底面をはじめ燃焼部内部の壁面は、よく焼

けて赤変している。燃焼部底面には、灰や炭混じりの

焼土層が堆積していた。

　なお、燃焼部においては支脚や抜き取りの痕跡やカ

マド祭祀関連の遺物も検出されていない。

　また、煙道部の形態は不明である。

【地床炉】

　地床炉は、住居床面中央より東側に寄った位置でカ

マド主軸線上にあたる。

　遺構平面形は楕円形で、長軸０．４６ｍ、短軸０．３３ｍで

床面からの深さ０．１ｍを測る。

　断面形は浅い皿状で、底面は赤変して焼土化してお

り、壁面は被熱により部分的に黒化していた。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物は、床面出土の土師器坏と台

石、覆土中の土師器甕が挙げられる。このうち５点を

図化し、掲載した。

【遺構の時期】

　本住居跡は、詳細な時期を特定する資料に乏しい

が、切りあい関係から、少なくともＳＡ５９・６０時期よ

－４６３－



りは後出すると考えられる。恐らくＴＫ４８に併行する

時期に属する考えられる。

ＳＡ５９（第４７６・４７８・４８０・４８１図）

【立　地】

　Ｅ１９・２０グリットに位置する、カマドと地床炉を持

つ竪穴住居跡である。ＳＡ５８に切られる。

【規　模】

　遺構の平面形は、東西に長い長方形プランで、カマ

ドは東壁に設置される。カマドの主軸方位はＮ‐１１０゚‐

Ｅ、住居主軸はＮ‐２０゚‐Ｅとなる。

　平面規模は、東西５．１ｍ、南北４．６ｍを測り、床面積

２３．４６�である。

　壁の残存高は、検出面から約０．２ｍで断面箱形であ

る。竪穴住居隅部は、直角と隅丸方形の形態をなす。

【柱　穴】

　主柱穴は、床面とＳＡ５８貼床下よりＰ１～Ｐ３の主

柱穴を検出した。本来は４本柱と考えられる。

　柱穴間の芯々距離は、東西３ｍ、南北３．１ｍでほぼ対

角線上の柱穴配置をとる。

　柱穴は貼床の後に掘り込まれ、柱の掘りかたは、直

径０．３～０．４ｍの円形で、深さは床面より０．５ｍを測る。

断面形は緩い「Ｕ」字状か逆台形である。

　なお、柱痕跡は、Ｐ１３で検出された。直径０．１５ｍの

丸太材が使用されたと考えられる。

【床　面】

　住居床面に貼床が施されるがやや軟弱気味である。

しかし、地床炉付近は著しく硬化していた。また、住

居四壁沿いに壁体溝が検出されている。

　床面南東隅付近より台石が検出され、西壁付近では

－４６４－

第４７６図　ＳＡ５８・５９実測図（Ｓ＝１/６０）
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鉄鏃が出土している。

【壁体溝】

　住居床面の四壁沿いには、壁体溝がめぐっている。

幅０．１ｍ、深さ０．１ｍを測り、細くて浅い。

　壁体溝の底面には、円形プランで直径０．１ｍ、深さ

０．１ｍ前後の小穴が、０．６ｍ前後の間隔で連続して配列

されている。

【床面下状況】

　竪穴住居掘りかたは、全体的に平坦に掘削される

が、住居四壁沿いが溝状に深く掘り込まれる。

　掘削後、�－��ブロックと褐色（ＭＬ１相当層由来）

ブロックが混入した黒色土を０．１～０．１５ｍに薄く埋め

戻して貼床とする。

【カマド】

　カマドは東壁中央より南側に偏在して構築される。

住居壁を「凸」の字に浅く掘削してカマドを作りつけ

る。

　カマドの規模は、袖の先端から住居壁面まで０.７４ｍ、

袖の最大幅は０.７９ｍである。

　カマドは、貼床面を住居壁面に向けて広くかつ浅く

断面皿状に掘り込んだ後、掘削土を用いながら焚き口

部や燃焼部底面を形作り、カマド本体が構築される。

　カマドの構築材は、黄褐色粘土を用い、住居壁面に

も構築材を充填して、燃焼部奥壁を形成している。

　焚き口は、カマド袖部付近から設けられる。焚き口

からは緩やかに燃焼部へと続く。

　燃焼部の最深部は、カマド中心付近に位置する。こ

の付近が火床面と考えられるが、概して平坦である。

　火床面の底面をはじめ燃焼部内部の壁面は、よく焼

けて赤変している。燃焼部底面には、灰や炭混じりの

焼土層が堆積していた。焼土層上面には土師器坏片が

散乱した状態で出土した。

　なお、燃焼部においては支脚や抜き取りの痕跡やカ

マド祭祀関連の遺物も検出されていない。また、煙道

部の形態は不明である。

【地床炉】

　地床炉は、住居床面中央のカマド主軸線上にある。

　遺構平面形は、楕円形で、長軸０．５５ｍ、短軸０．４６ｍ

で床面からの深さ０．１ｍを測る。

　断面形は浅い皿状で、底面は赤変して焼土化してお

り、壁面は被熱により部分的に黒化していた。底面に

は焼土塊が検出された。中心部が「凹」の字状に落ち

込んでいる。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物は、床面出土の鉄針と台石、カ

マド内の土師器坏等が挙げられる。このうち４点を図

化し、掲載した。１５２５は鉄製の針で、床面から出土し

た。

【遺構の時期】

　本住居跡は、詳細な時期を特定する資料に乏しい

が、切りあい関係から、少なくともＳＡ５８の時期より

は遡ると考えられる。

　また、ＳＡ５８・５９は規模こそ異なるが、カマドと地

床炉及び壁体溝を具備し、かつカマド主軸が同一なの

で建替えの関係が想定される。

ＳＡ６０（第４８２～第４８６図）

【立　地】

　Ｄ２０・Ｅ２０グリットに位置するカマドと土器埋設炉

を持つ竪穴住居跡である。ＳＡ６０～６３は、西から東方

向に向けて切り合う竪穴住居跡群であるが、本住居跡

はその西端に所在する。本住居は、ＳＣ８１を切り、Ｓ

Ａ５８・６１に切られる関係にもある。

【規　模】

　遺構の平面形は、南北に長い長方形プランで、カマ

ドは北壁に設置される。このカマド主軸を住居主軸と

すると、主軸方位はＮ‐１０゚‐Ｗとなる。

　平面規模は、東西５ｍ、南北５．３ｍを測り、床面積

２６．５�である。

　壁の残存高は、検出面から約０．２ｍで断面箱形であ

る。竪穴住居隅部は、直角に近い隅丸方形をなす。

【柱　穴】

　主柱穴は、Ｐ１～Ｐ４と考えられる。柱穴間の芯々

距離は、東西２．４ｍ、南北２．８ｍで、対角線上の柱穴配

置をとる。

　柱の掘りかたは、直径０．３ｍの円形プランで、深さは

床面より０．５ｍを測る。柱穴は貼床の後に掘り込まれ、

断面形は緩い「Ｕ」字状の素掘りである。

　なお、柱痕跡は認められなかった。

　一方、Ｐ４の柱穴覆土中からは、須恵器坏蓋が摘み

－４６５－
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第４８１図　ＳＡ５８・５９出土遺物実測図（Ｓ＝１/２・１/３・１/４）

第４７７図　ＳＡ５８カマド実測図（Ｓ＝１/３０） 第４７８図　ＳＡ５９カマド実測図（Ｓ＝１/３０）

第４７９図　ＳＡ５８地床炉実測図（Ｓ＝１/２０）
第４８０図　ＳＡ５９地床炉実測図（Ｓ＝１/２０）

土層注記
１：カマド本体
２：暗赤灰色土
３：黄色粘質土
４（a）：赤褐色土
４（b）：赤褐色土
　　（４（a）より赤味が強い
　　：カマド床面）
５：暗褐色土
６：黒色粘質土
７：黒色土
８：黒褐色土
９：黄色粘質土＋黒褐色土
10：暗褐色土（貼床土）
11：カマド本体
12：オリーブ黒色土
13：灰褐色土



を下にした状態で出土している。 

【床　面】

　住居床面に貼床が施され、全体的に堅くしまってい

る。特に、主柱穴に囲まれた住居中央部分が硬化して

いた。住居中央に土器埋設炉、四壁沿いには壁体溝が

検出された。

【壁体溝】

　住居床面の四壁沿いには、壁体溝が巡る。幅０．１ｍ、

深さ０．１ｍを測り、細くて浅い。なお、壁体溝の底面に

は、小穴列等の施設は検出されていない。

【床面下状況】

　竪穴住居掘りかたは、全体的に平坦に掘削される。

特に、住居隅部が土坑状に深く掘り込まれ、四壁沿い

は帯状の掘り込みとなる。

　貼床土は褐色土（ＭＬ１相当層由来）で、０．１～０．２

ｍに薄く埋め戻して貼床とする。

【カマド】

　カマドは、北壁中央に構築される。住居壁を「凸」

の字に浅く掘削してカマドを作りつける。

　本例は、煙道部及び煙出し穴が良好に遺存していた

カマドである。

　カマドの規模は、袖の先端からカマドの奥壁まで

０.７３ｍ、袖の最大幅は０.８６ｍである。煙道部及び煙出

し穴まで含めると、カマドの全長は０.９１ｍを測る。

　カマドは、貼床面を住居壁面に向けて広くかつ浅く

断面皿状に掘り込んだ後、掘削土を用いながら焚き口

部や燃焼部底面を形作り、カマド本体が構築される。

　カマドの構築材は、黄褐色粘土を用い、住居壁面に

も構築材を充填して、燃焼部奥壁を形成している。

　焚き口は、カマド袖部付近から設けられる。焚き口

－４６７－

第４８２図　ＳＡ６０実測図（Ｓ＝１/６０）
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からは一段下がって燃焼部に接続する。

　燃焼部の最深部は、カマド平面の中心付近に位置

し、この部分が火床面と考えられ、浅い皿状のくぼみ

である。この火床面には、灰や炭、剥落したカマド壁

体等が混入した焼土層が堆積していた。

　なお、燃焼部においては支脚や抜き取りの痕跡やカ

マド祭祀関連の遺物も検出されていない。

　煙道部と煙出し穴は地山を刳り貫いている。煙道部

は、燃焼部奥壁の底面から始まり。６０°の角度で緩や

かに立ち上がって、住居外の煙出し穴へ接続する。煙

道部の長さは０.１７ｍ、幅０.０８ｍ、煙出し穴は円形で直径

０.２２ｍを測る。

　遺物は、カマド内で土師器甕の細片、焚き口部前面

で赤変の著しい土師器高坏の脚部が、カマド右袖脇に

は口縁部を失った土師器甕が横位で出土した。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、住居平面中心付近に設けられ、カマ

ド主軸上に位置している。
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第４８３図　ＳＡ６０土器埋設炉実測図（Ｓ＝１/２０）
第４８４図　ＳＡ６０カマド実測図（Ｓ＝１/３０）

第１８５図　ＳＡ６０出土遺物実測図（Ｓ＝１/４） 第４８６図　ＳＡ６０主柱穴（Ｐ1）内遺物出土状況
　　　　 及び出土遺物実測図（Ｓ＝１/４・１/２０）
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１：黒褐色土
２：明黄褐色粘質土
３：黄色粘質土（カマド本体）
４：明赤褐色土（カマド床面）
５：灰黄褐色土
　　（Kr－Kbブロックを含む）
６：オリーブ褐色土
　　（カマド構築材を含む）
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　土器埋設炉の掘りかたは、平面長方形で長辺０．５ｍ、

短編０．３５ｍ、深さ０．１５ｍを測る、二段掘りである。

　炉体土器は土師器甕（１５３１）が使用され、口縁部と

底部が打ち欠かれている。

　また、土器埋設炉の検出面は床面より低く、皿状の

落ち込みとなる。炉体土器の外縁周辺は、直径０．１５ｍ

範囲にわたって焼土化していた。

【出土遺物】

　遺物は、カマド右袖脇出土の土師器甕（１５３２）、土

器埋設炉の炉体土器（１５３１）、および床面出土の土師器

坏（１５２９）、Ｐ４内出土の須恵器坏蓋、さらに覆土中

の土師器坏（１５２８）等がある。

【遺構の時期】

　本住居跡は、須恵器坏蓋の型式や土師器甕の形態か

ら、ＴＫ４６～４８に併行する時期と考えられる。

【自然科学分析】

　ＳＡ６０のカマドの燃料や調理物が何であるか推定す

るために植物珪酸体分析を、カマドの絶対年代を推定

するために熱ルミネッセンス年代測定を�古環境研究

所に分析委託した。その結果を要約して記述する。詳

細な結果は、第	章に記載する。

�植物珪酸体分析（分析結果）

　カマドの焼土では、イネ、キビ族型、ススキ属型、

ウシクサ族Ａ、メダケ節型、ネザサ節型、ミヤコザサ

節型などが検出された。イネの密度は、２，４００個／ｇ

と比較的低い値である。

　カマドの胎土では、ネザサ節型が比較的多く検出さ

れ、キビ族型、ススキ属型、ウシクサ族Ａ、メダケ節

型なども検出された。また、ブナ科（シイ属）、マン

サク科（イスノキ属）などの樹木（照葉樹）も検出さ

れた。遺構外では、カマドの胎土とおおむね同様の結

果である。

　おもな分類群の推定生産量によると、カマドの胎土

ではメダケ節型が卓越していることが分かる。

（分析結果）

　カマドの焼土からは、イネが検出された。このこと

から、当時は周辺で稲作が行われていた考えられ、イ

ネの茎葉（藁）が燃料の一部として利用されていたと

推定される。このことは、当時の集落における生業や

植物利用を考えるうえで重要な知見といえよう。

　カマド胎土の植物珪酸体組成は、Ｈ１１グリッド（基

本土層）のK-Ah直下層（第	層層）や�－��層（第�

層）および遺構外の土壌と類似している。

　このことから、同遺構のカマドの素材として、おも

に当時の周辺の土壌や比較的浅い部分の土壌・火山灰

層が利用されていた可能性が考えられる。

�熱ルミネッセンス年代測定（分析結果）

　熱ルミネッセンス年代測定の結果、縄文時代の年代

を示した。これは測定試料の被熱が不十分なための見

かけの年代であり、真の年代ではないとみなされる。

　カマドの土は外見上は赤色化して十分に焼けている

と予想されたが、内部まで高温になっていなかったと

推測される。

ＳＡ６１（第４８７～第４９０図）

【立　地】

　Ｄ２０・Ｅ２０グリットに位置するカマドと土器埋設炉

を持つ竪穴住居跡である。本住居跡を含むＳＡ６０～６３

は、西から東方向に向けて切り合う竪穴住居跡群であ

る。

　本住居跡は、ＳＡ６０とＳＣ１０７・１０８を切り、ＳＡ６２

に切られる関係にある。

【規　模】

　遺構の平面形は、南北に長い長方形プランで、カマ

ドは北壁に設置される。このカマド主軸を住居主軸と

すると、主軸方位はＮ‐９ ‐゚Ｗとなる。

　平面規模は、東西４ｍ、南北４．２ｍを測り、床面積

１６．８�である。壁の残存高は、検出面から約０．２５ｍで

断面逆台形である。竪穴住居隅部は、直角に近い隅丸

方形をなす。

【柱　穴】

　主柱穴は、Ｐ１～Ｐ４である。柱穴間の芯々距離

は、東西１．８～２．２ｍ、南北１．６～２．１ｍで、対角線上よ

りずれた柱穴配置をとる。

　柱の掘りかたは、直径０．３ｍの円形プランで、深さは

床面より０．５ｍを測る。柱穴は貼床の後に掘り込まれ、

断面形は緩い「Ｕ」字状の素掘りである。

　なお、柱痕跡は検出されていない。

【床　面】

　住居床面には貼床が施され、全体的に堅くしまって

－４６９－



いる。住居中央部には土器埋設炉が検出されたが、壁

体溝は確認されていない。

【床面下の状況】

　竪穴住居の掘りかたは、全体的に平坦に掘削され

る。特に、住居隅部が土坑状に深く掘り込まれ、四壁

沿いは帯状の掘り込みとなる。

　貼床土は褐色土（ＭＬ１相当層由来）で、０．１ｍと

薄く埋め戻して貼床とする。

【カマド】

　カマドは、北壁中央に構築される。住居壁を「凸」

の字に浅く掘削してカマドを作りつける。本例は、煙

道部及び煙出し穴が良好に遺存していたカマドのひと

つである。

　カマドの規模は、袖の先端からカマドの奥壁まで

０.６５ｍ、袖の最大幅は０.７０ｍである。煙道部及び煙出

し穴まで含めると、カマドの全長は０.７５ｍを測る。

　カマドは、貼床面を住居壁面に向けて広くかつ浅く

断面皿状に掘り込んだ後、掘削土を用いながら焚き口

部や燃焼部底面を形作り、カマド本体が構築される。

　カマドの構築材は、黄褐色粘土を用い、住居壁面に

も構築材を充填して、燃焼部奥壁を形成している。

　焚き口は、カマド袖部付近から設けられる。ほぼ平

坦でそのまま燃焼部に至る。

　燃焼部の底面も平坦で、燃焼部奥壁に向けては若干

の上り勾配となる。この燃焼部底面には焼土層が薄く

堆積し、その上面にはカマド壁体が落下していた。

　また、燃焼部底面及びカマド壁体内部は、被熱によ

り赤変が著しい。なお、燃焼部においては支脚や抜き

取りの痕跡やカマド祭祀関連の遺物も検出されていな

い。

　煙道部と煙出し穴は、地山を刳り貫いていた。煙道

部は、燃焼部奥壁の底面から始まり。６０°の角度で緩

やかに立ち上がって、住居外の煙出し穴へ接続する。

煙道部の長さは０.１８ｍ、幅０.１４ｍ、煙出し穴は円形で直

－４７０－

第４８７図　ＳＡ６１実測図（Ｓ＝１/６０）
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径０.２３ｍを測る。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、住居平面中心付近に設けられ、カマ

ド主軸上に位置している。また、土器埋設炉の南側に

ある焼土面（直径０．２ｍ前後）を切っている。

　土器埋設炉の掘りかたは、平面楕円形で長軸０．２５

ｍ、短軸０．２ｍ、深さ０．１５ｍを測る、二段掘りである。

　炉体土器には土師器甕（１５３８）が使用され、口縁部

と底部が打ち欠かれていた。

　土器埋設炉の検出面付近は、大きくかき乱されてお

り、炉体土器の上半部が土器内部に崩落した状況で検

出された。人為的なものかどうかは不明である。

【出土遺物】

　遺物は、土器埋設炉の炉体土器（１５３８）、および床

面出土の土師器甕（１５３９）、さらに覆土中の土師器甕

（１５３６・１５３７・１５４０）、土師器坏（１５３６）土師器高坏

（１５３５）等がある。

【遺構の時期】

　本住居跡は、須恵器坏蓋の型式や土師器甕の形態か

ら、ＴＫ４８に併行する時期と考えられる。

ＳＡ６２（第４９１～第４９４図）

【立　地】

　Ｄ２１・Ｅ２１グリットに位置するカマドと土器埋設炉

を持つ竪穴住居跡である。本住居を含むＳＡ６０～６３

は、西から東方向に向けて切り合う竪穴住居跡群であ

る。また、ＳＡ６１とＳＣ１０９を切り、ＳＡ６３に切られ

る。

【規　模】

　遺構の平面形は、東西に長い長方形プランで、カマ

ドは北壁に設置される。このカマド主軸を住居主軸と

すると、主軸方位はＮ‐９ ‐゚Ｗとなる。

　平面規模は、東西４．５ｍ、南北４．２ｍを測り、床面積

１８．９�である。

　壁の残存高は、検出面から約０．３ｍで、断面は逆台形

をなす。竪穴住居隅部は、直角に近い。

【柱　穴】

　主柱穴は、Ｐ１～Ｐ４である。柱穴間の芯々距離

は、東西１．８ｍ、南北１．９ｍで、対角線上の柱穴配置を

とる。柱の掘りかたは、直径０．３ｍの円形プランで、深

さは床面より０．５ｍを測る。

　柱穴は貼床の後に掘り込まれ、断面形は緩い「Ｕ」

－４７１－

第４８８図　ＳＡ６１土器埋設炉実測図（Ｓ＝１/２０）

第４８９図　ＳＡ６１カマド実測図（Ｓ＝１/３０）

第４９０図　ＳＡ６１出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）
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字状の素掘りである。

　なお、柱痕跡は検出されていない。

【床面と下面状況】

　住居床面には貼床が施され、全体的に

堅くしまっている。竪穴住居の掘りかた

は、全体的に平坦に掘削される。特に、

住居隅部が土坑状に深く掘り込まれ、四

壁沿いは帯状の掘り込みとなる。

　貼床土は褐色土（ＭＬ１相当層由来）

で、０．１～０．１５ｍと薄く埋め戻して貼床

とする。

【カマド】

　カマドは北壁中央付近に設けられる。

本住居のカマドは、他の住居とは異な

り、住居壁に直接作りつけられる形態で

はなく、カマドの基底部のみが住居壁に

接する。平面上では、住居壁から独立し

ているようにみえる。

　カマドの平面形は馬蹄状を呈し、その

規模は、袖の先端からカマド背面まで０.７１ｍ、袖の最

大幅は１.０２ｍである。同形態のカマドはＳＡ６４で認め

られる。

　ただ、本住居の場合、カマド基底部が住居壁に接し

ていること、住居壁が浅く「凸」の字に掘削されてお

り、さらにカマド本体は、貼床面上に直接構築される

のが相違点である。

　カマドの構築材は、黄褐色粘土を用いられるが、砂

礫が多く含まれている。

　焚き口部は、カマド袖部付近から掘り込まれ、底面

は平坦である。

　燃焼部の底面も平坦で、明確に火床部は見出しがた

かった。燃焼部内部の底面や壁面は、よく焼けて赤変

していた。燃焼部底面には、灰や炭混じりの焼土層が

堆積していた。その上面に土師器甕と土師器坏がまと

まって出土した。

　なお、燃焼部においては支脚や抜き取りの痕跡やカ

マド祭祀関連の遺物も検出されていない。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、住居平面中心付近に設けられ、カマ

ド主軸上に位置している。また、土器埋設炉の北側に

ある焼土を覆土とする小土坑に切られている。

　土器埋設炉の掘りかたは、平面不整な円形で直径

３．３ｍ、深さ０．１７ｍを測る、緩い二段掘りである。

　炉体土器には土師器甕（１５４６）が使用され、口縁部

が打ち欠かれていた。これを掘りかた中心部分に据

え、掘りかたと炉体土器に生じた空間を粘性のある黒

褐色土や黒色土（３・４層）で丁寧に埋め戻される。

　また、土器埋設炉の検出面、すなわち炉体土器の上

端のレベルは、床面より低く、皿状の落ち込みとなる。

第１層は、土器埋設炉検出面上位に堆積する覆土で焼

土粒や炭化物を多く含む黒色土である。

　さらに、この炉体土器の外縁周辺は、直径０．１５ｍ範

囲にわたって焼土化していた。

　土器埋設炉を切る小土坑は、平面楕円形で、長軸０．３

ｍ、短軸０．１８ｍ、深さ０．１ｍを測る。

　覆土は炭化物を含む焼土層が固結した状態で堆積し

ていた。土坑の底面や壁面は被熱を受けた痕跡は認め

られなかった。

　この小土坑は地床炉というより、土器埋設炉使用時

に生じたオリやオキ等の残滓を一時的に保管する施設

と解したほうが妥当であろう。

－４７２－

第４９１図　ＳＡ６２実測図（Ｓ＝１/６０）
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【出土遺物】

　遺物は、カマド内より出土した土師器甕（１５４５）、

土師器坏（１５４４）、土器埋設炉の炉体土器（１５４６）、お

よび床面出土の須恵器高台付�の蓋（１５４１）と坏身

（１５４３）等がある。

　１５４６は外面ハケメで内面は明瞭な指オサエが残って

いる。また、胎土には砂粒を含まず、ややキメの粗い

粘土が使用やされていること、焼成具合も赤褐色で堅

緻に焼き上がっていることから、宮崎平野部出土の土

師器甕とは異なる特徴を持っている。他地域からの搬

入品の可能性が高い。

【遺構の時期】

　本住居跡は、須恵器高台付�の型式から、ＴＫ４６な

いしＴＫ４８に併行する時期と考えられる。

【自然科学分析】

　ＳＡ６２カマドの絶対年代を推定するために熱ルミ

ネッセンス年代測定を�古環境研究所に分析委託し

た。その結果を要約して記述する。詳細な結果は、第

	章に記載する。

�熱ルミネッセンス年代測定（分析結果）

　熱ルミネッセンス年代測定の結果、縄文時代の年代

を示した。これは測定試料の被熱が不十分なための見

かけの年代であり、真の年代ではないとみなされる。

　カマドの土は外見上は赤色化して十分に焼けている

と予想されたが、内部まで高温になっていなかったと

推測される。

ＳＡ６３（第４９５～第４９８図）

【立　地】

　Ｄ２１・Ｅ２１グリットに位置するカマドと地床炉を持つ

竪穴住居跡である。ＳＡ６０～６３は、西から東方向に向

けて切り合う竪穴住居跡群であるが、本住居跡はその

東端に所在する。

　また、縄文時代中期の土坑であるＳＣ１１１・１１２を切

り、ＳＢ４０に切られる。

【規　模】

　遺構の平面形は、東西に長い長方形プランで、カマ

ドは北壁に設置される。このカマド主軸を住居主軸と

すると、主軸方位はＮ‐２０゚‐Ｗとなる。

　平面規模は、東西４．５ｍ、南北４．２ｍを測り、床面積

１８．９�である。

　壁の残存高は、検出面から約０．２ｍで断面箱形であ

る。竪穴住居隅部は、ほぼ直角に近い形態をなす。

【柱　穴】

　主柱穴は、Ｐ１～Ｐ４である。柱穴間の芯々距離

－４７３－
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第４９３図　ＳＡ６２土器埋設炉実測図（Ｓ＝１/２０）

第４９４図　ＳＡ６２出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）

第４９２図　ＳＡ６２カマド実測図（Ｓ＝１/３０）
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は、東西２．４～２．８ｍ、南北２．１～２．３ｍで、対角線上よ

りずれた柱穴配置をとる。

　柱穴は貼床の後に掘り込まれる。柱の掘りかたは直

径０．３～０．５ｍの円形形で、深さは床面より０．４ｍを測

る。断面形は緩い「Ｕ」字状の素掘りである。 

　なお、柱痕跡は、Ｐ２で検出された。直径０．２ｍの丸

太材が使用されたと考えられる。

【床　面】

　住居床面に貼床が施され、全体的に堅くしまってい

る。なお、壁体溝は検出されていない。

【床面下状況】

　竪穴住居掘りかたは、全体的に平坦に掘削される。

特に、住居四壁隅部分が土坑状に深く掘り込まれ、住

居中央が島状に掘り残された格好となる。

－４７４－

第４９５図　ＳＡ６３実測図（Ｓ＝１/６０）

第４９６図　ＳＡ６３カマド実測図（Ｓ＝１/３０） 第４９８図　ＳＡ６３出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）
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　褐色土（ＭＬ１相当層由来）を０．１～０．２ｍに薄く埋

め戻して貼床とする。

【カマド】

　カマドは北壁中央より東側へ寄った位置に構築され

る。住居壁を「凸」の字に掘削してカマドを作りつける。

　カマドの規模は、袖の先端から住居壁面まで０.９０ｍ、

袖の最大幅は０.７８ｍである。袖部の奥行きが長いのが

特徴的である。

　カマドは、貼床面を住居壁面に向けて広くかつ浅く

断面皿状に掘り込んだ後、掘削土を用いながら焚き口

部や燃焼部底面を形作り、カマド本体が構築される。

　カマドの構築材は、黄褐色粘土を用い、住居壁面に

も構築材を充填して、燃焼部奥壁を形成している。

　焚き口は、カマド袖部付近から設けられる。焚き口

からは緩やかに燃焼部へと続く。

　燃焼部の最深部は、カマド中心付近に位置する。こ

の付近が火床面と考えられるが、概して平坦である。

　なお、燃焼部においては支脚や抜き取りの痕跡やカ

マド祭祀関連の遺物も検出されていない。

【地床炉】

　地床炉は、住居床面中央のカマド主軸線上に位置す

る。

　遺構平面形は不整な楕円形で、長軸０．４６ｍ、短軸

０．２７ｍで床面からの深さ０．１１ｍを測る。

　断面形はすり鉢状で、底面は赤変して焼土化してお

り、壁面も被熱により部分的に黒化していた。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物は、覆土中の土師器坏１点のみ

である。

【遺構の時期】

　本住居跡は、詳細な時期を特定する資料に乏しい

が、切りあい関係から、少なくともＳＡ６２の時期より

は後出する。従って、ＴＫ４８に併行する時期に属する

と考えられる。 

ＳＡ６４（第４９９～第５０１図）

【立　地】

　Ｅ２０グリットに位置するカマドと地床炉を持つ竪穴

住居跡である。東側のＳＡ６５を切る。また、ＳＡ８１と

ＳＢ３７、ＳＣ８３・１２６より後出する住居でもある。

【規　模】

　遺構の平面形は、方形に近いプランで、カマドは北

壁に設置される。このカマド主軸を住居主軸とする

と、主軸方位はＮ‐５ ‐゚Ｅとなる。

　平面規模は、東西４．２～４．３ｍ、南北４．２～４．３ｍを測

り、床面積１８．０６�である。

　壁の残存高は、検出面から約０．３ｍで断面箱形であ

る。竪穴住居隅部は、ほぼ直角に近い形態をなす。

【覆土の状況】

　竪穴住居覆土は、�－��ブロックを含む黒色土が主

体で、このブロック混入の度合いで細分した。第８層

貼床層である。

【柱　穴】

　主柱穴は、Ｐ１～Ｐ４である。柱穴間の芯々距離

は、東西２～２．１ｍ、南北１．８～２ｍで、ほぼ対角線上

の柱穴配置をとる。

　柱穴は貼床後に掘り込まれる。柱掘りかたは、直径

０．３ｍの円形プランで、深さは床面より０．３ｍを測る。

断面形は「Ｕ」字状の素掘りや二段掘りである。

　なお、柱痕跡は、検出されていない。

【床　面】

　住居床面に貼床が施され、全体的に堅くしまってい

る。特に住居中央からカマド付近の床面が踏みしめら

れたような硬化面が発達していた。

　住居中央部に土器埋設炉１基、四壁には壁体溝が検

出された。

　床面遺物は、土師器坏や台石・石皿等があり、土師

器坏はカマドと住居壁の間で、台石は住居南東隅部付

近、石皿は地床炉を挟んだ位置に２個検出された。

【壁体溝】

　住居床面の四壁沿いには、部分的に壁体溝がめぐっ

ている。壁体溝の幅は０．１５ｍ、深さ０．１ｍを測り、細く

て浅い。

　壁体溝は、カマドの背面側にある住居北壁と南東隅

部、東壁付近では検出されていない。南東隅部は周辺

の床面とは異なり浅い落ち込みとなり、軟弱な床面と

なっていた。なお、壁体溝の底面では、小穴列等は確

認されていない。

【床面下状況】

　竪穴住居掘りかたは、全体的に平坦に掘削される。

－４７５－



特に、住居四壁隅部分が土坑状に深く掘り込まれ、住

居中央が島状に掘り残される。

　掘削後、�－��ブロックと褐色（ＭＬ１相当層由来）

ブロックが混入した黒色土を０．２ｍに薄く埋め戻して

貼床とする。

【カマド】

　カマドは北壁中央付近に設けられる。本住居のカマ

ドは、他例と異なり、住居壁に直接作りつけられる形

態ではなく、壁より０．２ｍほど離れた位置で構築され

る。

　カマドの平面形は馬蹄状で、その規模は、袖の先端

からカマド背面まで０.６５ｍ、袖の最大幅は０.９６ｍであ

る。

　カマドは、貼床面を住居壁面に向けて広くかつ浅く

断面皿状に掘り込んだ後、掘削土を用いながら焚き口

部や燃焼部底面を形作り、カマド本体が構築される。

　カマドの構築材は、黄褐色粘土を用いている・焚き

口は、カマド袖部付近から設けられる。焚き口からそ

のまま燃焼部へと続く。

　燃焼部の底面は平坦で、明確に火床部は見出しがた

かった。燃焼部内部の底面や壁面は、よく焼けて赤変

していた。そして燃焼部底面には、灰や炭混じりの焼

土層が堆積していた。

　なお、燃焼部においては支脚や抜き取りの痕跡やカ

マド祭祀関連の遺物も検出されていない。また、煙道

部の形態は不明である。

－４７６－

第４９９図　ＳＡ６４・６５実測図（Ｓ＝１/６０）
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　一方、カマド右袖部分とＰ２の間には、円形の浅い

掘り込みがある。この掘り込みは、直径０．５ｍ、深さ

０．１ｍを測り、内部は焼土塊や炭化物が堆積していた。

　なお、壁面や底面は、地床炉のような被熱を受けた

痕跡が認められなかった。

　この浅い掘り込みは、火を用いていないこと、カマ

ドの傍らに位置していることから、カマド内で生じた

残滓を一時保管するための施設と想定される。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、住居床面中央のカマド主軸線上に位

置する。遺構平面形は楕円形で、長軸０．５ｍ、短軸０．４

ｍで床面からの深さ０．２ｍを測る。検出面は赤変して

焼土化していた。

　断面形は二段掘りで深めで、壁面も被熱により部分

的に黒化していた。炉体土器は未検出である。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物は、床面出土の土師器坏や石器

類及び覆土中の須恵器坏や土師器等がある。このうち

８点を図化して掲載した。１５５５は長頸鏃である。覆土

中より出土した。

【遺構の時期】

　本住居跡は、須恵器坏蓋の型式や土師器坏の形状か

ら凡そＴＫ４６段階以降の時期と考えられる。

ＳＡ６５（第４９９・５０３～５０４図）

【立　地】

　Ｅ２０・２１グリットに位置する土器埋設炉を持つ竪穴

住居跡である。東側のＳＡ６４に切られる。

　また、ＳＢ３７、ＳＣ８５・８８・８７・９８より後出する竪

穴住居跡でもある。

【規　模】

　遺構の平面形は、南北に長い長方形プランで、北壁

を住居主軸方向ならば、主軸方位はＮ‐５ ‐゚Ｅとなる。

　平面規模は、東西３．５ｍ、南北４ｍを測り、床面積１４

�である。

　壁の残存高は、検出面から約０．３ｍで断面箱形であ

る。竪穴住居隅部は、やや隅丸方形に近い。

【柱　穴】

　主柱穴は、Ｐ１～Ｐ４である。柱穴間の芯々距離

は、南北及び東西とも１．８ｍで均等な距離を測るが、方

形というより平行四辺形状の柱穴配置をとる。

　柱穴は貼床後に掘り込まれる。柱の掘りかたは、直

径０．３ｍの円形プランで、深さは床面より０．６ｍを測

る。柱穴は深めに掘削されている。断面形は「Ｕ」字

状の素掘りである。

　なお、柱痕跡は、検出されていない。

【覆土の状況】

　竪穴住居覆土は、ＳＡ６４と同じくK-Ahブロックを

含む黒色土が主体で、このブロック混入の度合いで細

分した。第７層は貼床層である。

【床　面】

　住居床面に貼床が施され、全体的に堅くしまってい

る。住居中央部分、特に土器埋設炉付近は、床面が踏

みしめられたような硬化面が発達している。

　また、ＳＡ６４同様に南東隅部は、周辺の床面とは異

なり浅い落ち込みとなり、軟弱な床面となっていた。

なお、壁体溝は検出されていない。

　床面の遺物は、土師器甕や台石・石皿等が挙げられ

る。台石は住居南東隅部付近、石皿はＰ２付近で検出

された。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘り方は、全体的に平坦に掘削される。特

に、住居四壁に沿って帯状にやや深く掘り込まれる。

掘削後、�－��ブロックと褐色（ＭＬ１相当層由来）ブ

ロックが混入した黒色土を０．１ｍと薄く埋め戻して貼

床とする。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、住居平面中心に設けられる。

　平面プラン楕円形の、長軸０．４ｍ、短軸０．３５ｍ、深さ

０．１５ｍを測る土坑の中心に、口縁部と底部を失う土師

器甕が炉体土器として埋置されている。この土坑の断

面形は、不整な二段掘りである。

　土器埋設炉内部及び上面付近には土師器甕破片が散

乱していた。なお、他の住居で通有な土器埋設炉上面

に発達する焼土面は、検出されなかった。

　また、土器埋設炉周辺では直径０．１５ｍ台の円礫が数

個出土している。石材は尾鈴山酸性岩や砂岩で部分的

に被熱を受けた箇所が認められた。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物は、床面出土の土師器甕や炉体

－４７７－



土器や及び石器類、ならびに覆土中の土師器等があ

る。このうち５点を図化して掲載した。

【遺構の時期】

　本住居跡は、詳細な時期を特定する資料に乏しい

が、切りあい関係から、少なくともＳＡ６５の時期より

は古く、ＳＢ３７よりは後出すると考えられる。

ＳＡ６６（第５０５・５０６図）

【立　地】

　Ａ１５・Ｂ１５グリットに位置するカマドを持つ竪穴住

居である。調査区の北西端にある。ＳＣ７０を切り、Ｓ

Ｂ３８に切られる。

【規　模】

　遺構の平面形は、南北に長い長方形プランだが、や

－４７８－
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第５０４図　ＳＡ６５出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）

第５００図　ＳＡ６４土器埋設炉実測図（Ｓ＝１/２０）

第５０１図　ＳＡ６４カマド実測図（Ｓ＝１/３０）

第５０３図　ＳＡ６５土器埋設炉実測図（Ｓ＝１/２０） 第５０２図　ＳＡ６４出土遺物実測図（Ｓ＝１/２・１/４）

土層注記
１：黒色土
２：黒色土（焼土粒含む）
３：黄褐色土＋黒色土（焼土塊含む）

土層注記
１：黒色土＋にぶい黄褐色土
　　（焼土粒・炭化物を含む）
２：灰黄褐色粘質土
　　（焼土粒・炭化物・
　　土器片を含む）



や歪である。、カマドは北壁に設置される。このカマ

ド主軸を住居主軸とすると、主軸方位はＮ‐３０゚‐Ｗと

なる。

　平面規模は、東西４．８～４．９ｍ、南北４．５～５．２ｍを測

り、床面積２３．５２�である。

　壁の残存高は、検出面から約０．３ｍで断面逆台形で

ある。竪穴住居隅部は、ほぼ直角に近い形態をなす。

【柱　穴】

　主柱穴は、Ｐ１～Ｐ４である。柱穴間の芯々距離

は、東西２．８～３ｍ、南北２．８ｍで、概ね対角線上の柱穴

配置をとる。

　柱穴は貼床の後に掘り込まれ、柱の掘りかたは、直

径０．３～０．５ｍの円形プランで、深さは床面より０．５ｍ

を測る。断面形は逆台形状の素掘りである。

－４７９－

第５０５図　ＳＡ６６・ＳＢ３８実測図（Ｓ＝１/６０）

L＝91.70m

ba

a

SA38M
.N.

b'

b
'

c

L＝
91
.7
0m

b

c

0 2m

カ 
　ク 
　　ラ 
　　　ン a

L＝91.70m

a b

P2

P3

P4

P1

SA66

SC70



　なお、柱痕跡は検出されていない。、

【床　面】

　住居床面に貼床が施され、全体的に堅くしまってい

る。また、壁体溝は検出されなかった。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、全体的に平坦に掘削される。

　特に、住居四壁隅部分が土坑状に深く掘り込まれ、

また、東壁沿いは隅部を結ぶように帯状の掘りかたが

みられた。

　貼床土は、褐色土（ＭＬ１相当層由来）に�－��ブ

ロックや黒色土が混入した土が用いられ、０．１～０．２ｍ

に薄く埋め戻して貼床とする。

【カマド】

　カマドは、北壁中央に構築される。住居壁を「凸」

の字に掘削してカマドを作りつける。本遺跡の中で唯

一、水平な煙道をもつカマドである。

　カマドの規模は、袖の先端からカマドの奥壁まで

０.７２ｍ、袖の最大幅は０.９１ｍである。煙道部及び煙出

し穴まで含めると、カマドの全長は１.２３ｍを測る。

　カマドは、貼床面を住居壁面に向けて広くかつ浅く

断面皿状に掘り込んだ後、掘削土を用いながら焚き口

部や燃焼部底面を形作り、カマド本体が構築される。

　カマドの構築材は、黄褐色粘土を用い、住居壁面に

も構築材を充填して、燃焼部奥壁を形成している。

　焚き口は、カマド袖部付近から設けられる。焚き口

からは緩やかに燃焼部へと続く。

　燃焼部の最深部は、カマド中心よりやや焚き口寄り

に位置する。この付近が火床面と考えられるが、浅い

皿状のくぼみである。

　なお、燃焼部においては支脚や抜き取りの痕跡やカ

マド祭祀関連の遺物も検出されていない。

　煙道部は、燃焼部奥壁の中位付近から始まり、長さ

０.２４ｍを測る水平な短い煙道の先に、ピット状の煙出

し穴が接続する。

　煙道部は地山を水平に刳り貫いて形作られる。この

断面は箱形で一辺０.１５ｍである。また、煙出し穴は平

面円形で直径０.４２ｍ、深さ０.４７ｍを測る。この煙出し

穴底面は、煙道部よりも深い位置にあり、煙道部と煙

出し穴の縦断面形（カマド主軸上）はパイプ状になる。

【遺構の時期】

　本住居跡は、詳細な時期を特定する資料に乏しい

が、切りあい関係から、少なくともＳＢ３８の時期より

は先行すると考えられる。

ＳＡ６７（第５０７～第５０８図）

【立　地】

　Ｂ１６グリットに位置する、地床炉を有する竪穴住居

跡である。ＳＢ３６・８１に切られている。

【規　模】

　遺構の平面形はほほ方形に近く、住居北壁を住居主

軸とすると、主軸方位はＮ‐１６゚‐Ｅとなる。

　規模は、東西３．６～３．８ｍ、南北は３．６ｍを測り、床面

積１３．３２�である。壁の残存高は約０．２ｍで断面箱形を

呈し、住居隅部は直角ないし隅丸方形である。

【柱　穴】

　主柱穴は４本である。柱穴間の芯々距離は、東西２

～２．４ｍ、南北１．８～２ｍを測り、ほぼ対角線上の柱穴

配置をとる。柱穴は床面から掘り込まれている。

　柱穴の掘りかたは、直径０．２～０．３ｍの円形プラン

で、床面より深さ０．２ｍを測る。断面形は、上端がやや

開く「Ｕ」字形である。

【床　面】

　貼床は施されず、ＭＬ１相当層までを掘り下げて直

床としている。床面全体が硬化し、平坦である。

－４８０－

第５０６図　ＳＡ６７カマド実測図（Ｓ＝１/３０）
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　住居床面中央では、地床炉が２基検出さ

れた。壁体溝は確認されていない。

【地床炉】

　地床炉は、住居床面中央より北へ寄った

位置で２基接した状態で検出された。

　それぞれの平面形は、円形ないし楕円形

であり、直径０．４～０．５ｍ、床面からの深さ

０．１ｍ前後を測る。

　断面形は逆台形を基調とし、底面や壁面

は被熱により部分的に黒化していた。覆土

中には炭化物や焼土粒が疎らに含まれてい

る。

【出土遺物】

　遺物は、検出面で土師器甕片が少量出土

したが、床面においては皆無であった。検

出面出土遺物のうち３点を掲載した。

【遺構の時期】

　本住居は、遺構の切りあい関係からＳＢ

３６・８１より先行する時期に営まれたと考え

られる。また、検出面出土ではあるが、土

師器甕特徴から凡そＴＫ４６併行期を前後す

ると推定される。

ＳＡ６８（第５１０～第５１２図）

【立　地】

　Ｄ１７グリットに位置する、土器埋設炉を持つ竪穴住

居跡であり、ＳＢ１７を切り、ＳＢ１９に切られている。

　本住居跡が位置する周辺は、比較的に掘立柱建物跡

が集中している。

【規　模】

　遺構の平面形は方形に近いプランである。主軸方位

は、住居北壁を住居主軸方向とした場合、Ｎ‐１５゚‐Ｅ

となる。規模は東西３～３．１ｍ、南北は２．８～３ｍ、床

面積８．８４５�である。

　住居隅部は、北西隅がやや歪になる他は直角に近い

形状となる。壁の残存高は四壁ともに検出面から約

０．２ｍを測り、断面は箱形を呈する。

【柱　穴】

　柱穴は床面でＰ１～Ｐ４の主柱穴を検出した。柱穴

間の芯々距離は、東西１．７～１．８ｍ、南北１．５ｍで均整な
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柱穴配置をとる。

　柱掘りかたは直径０．３ｍを測る円形プランで、深さ

は床面より０．４ｍと浅めである。

　柱穴は貼床の後に掘り込まれ、断面形は緩い「Ｕ」

字状か逆台形である。なお、柱痕跡は未検出である。

【床　面】

　床面中央付近で土器埋設炉が１基検出された。壁体

溝は、四壁に沿って全周している。

　床面は貼床が施されるが、全体的に軟弱で部分的に

硬化しているのみであった。

　遺物は、住居北壁付近で須恵器坏蓋と土師器坏が出

土している。

【床面下状況】

　竪穴住居掘りかたは、住居南半部付近は深く掘り込

まれるが、底面は割合平坦に仕上げられる。

　掘削後�－��ブロックを混入した黒色土を０．１ｍ前後

に薄く埋め戻して貼床とする。

【壁体溝】

　住居床面の四壁沿いには、壁体溝が巡る。幅０．０５～

０．１ｍ、深さ０．１ｍを測り、細くて浅い。

　この壁体溝の底面には、円形プランで直径０．０５ｍ、

深さ０．１ｍ前後の小穴が０．３ｍ前後の間隔で連続して配

列されている。

　なお、壁体溝は、南壁中央部分において幅０．８ｍほど

一部途切れる。この部分では、住居壁は逆に住居外に

やや張り出している。

　さらに、壁体溝が途切れた部分と対応するように、

Ｐ３とＰ４間では小穴が２箇所検出されたことから、

出入り口部分の可能性を指摘できる。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、住居平面の中央部分で１基検出され

た。直径０．３５ｍ、深さ０．１６ｍを測る。

　平面円形の土坑に、土師器甕底部を炉体土器（１５６６）

として埋置されている。

　土坑断面形は逆台形で、一度土坑底面を埋め戻して

水平面を確保した後で炉体土器を据え付ける。

　断面観察では、底面より上位の覆土は、かき乱され

た状況を示した。炉体土器も大半が失われ、底部のみ

遺存していた。また、他の土器埋設炉で観察されるよ

うな、遺構検出面における焼土面の形成は認められな

－４８２－

第５１０図　ＳＡ６８実測図（Ｓ＝１/６０）
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かった。

　このことから、炉体土器の掘り返しや抜去といった

人為的な行動が読み取れる。

　ちなみに、この炉体土器は、ＳＢ２０の柱穴埋土中遺

物と接合関係を有している。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物は、床面出土土器２点（１５６４・

１５６５）と土器埋設炉に伴う炉体土器（１５６６）である。

【遺構の時期】

　本住居跡は、土師器甕の形状から凡そＴＫ２１７の新

段階に併行する時期と考えられる。また、遺構の切り

あい関係からＳＢ１７・１９より先行する時期でもある。 

ＳＡ６９（第５１３～第５１６図）

【立　地】

　Ｄ２０・２１グリットに位置する、カマドと地床炉を持

つ竪穴住居跡であり、ＳＢ２７を切る。本住居跡の北側

は、総柱建物跡の群集域に接する。

【規　模】

　遺構の平面形は、略方形プランで、カマドは東壁に

設置される。カマド主軸方位はＮ‐１０３゚‐Ｅ、住居主軸

はＮ‐１０゚‐Ｅとなる。

　平面規模は、東西４．２～４．５ｍ、南北４．３～４．５ｍを測

り、床面積１９．１４�である。

　壁の残存高は、検出面から約０．２ｍで断面箱形を呈

である。竪穴住居隅部はやや直角に近い形態をなす。

【柱　穴】

　柱穴は床面でＰ１～Ｐ４の主柱穴を検出した。柱穴

間の芯々距離は、東西２．４～２．８ｍ、南北２．１～２．２ｍで

ほぼ均整な柱穴配置をとる。

　柱穴は貼床の後に掘り込まれ、柱の掘りかたは、直

径０．３ｍ前後の円形プランで、深さは床面より０．５ｍで

ある。断面形は緩い「Ｕ」字状か逆台形である。

　なお、柱痕跡は検出されていない。

【覆土の状況】

　住居内覆土は、�－��ブロック混じりの黒色土を主

体とする自然堆積である。

【床　面】

　住居床面には貼床が施される。床面中央に位置する

地床炉からカマド付近にかけて部分は、周辺より著し

く硬化していた。また、壁体溝も検出された。

　床面から出土した遺物は皆無で、多くは覆土中の出

土である。須恵器坏と土師器坏が挙げられる。

【壁体溝】

　住居床面の四壁沿いには、壁体溝がめぐっている。

幅０．１５ｍ、深さ０．１５ｍを測り、細くて浅い。

　この壁体溝の底面には、円形プランで直径０．１ｍ、深

さ０．１ｍ前後の小穴が０．２～０．２５ｍ前後の間隔で連続し

て配列されている。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、全体的に平坦に掘削される

が、住居北壁と南壁及び西壁沿いにかけては、溝状に

深く掘り込まれる。貼床土は、ＭＬ１相当層のブロッ

ク土を主体としている。

【カマド】

　カマドは東壁中央よりやや南側に寄った位置に構築

される。住居壁を「凸」の字形に掘削し、直接カマド

を作りつける形態である。

　カマドの規模は、袖の先端から煙道部の先端まで

０.７２ｍ、袖の最大幅は０.９８ｍである。

　カマドは、貼床面を住居壁面に向けて広くかつ浅く

断面皿状に掘り込んだ後、掘削土を用いながら焚き口

部や燃焼部底面を形作る。

　カマドの構築材は、黄褐色粘土を用い、住居壁面に

も構築材を充填して、燃焼部奥壁や煙道部を形成す

る。

　焚き口は、カマド袖部前面より０．２５ｍほど手前から

はじまる。焚き口は緩やかに燃焼部の底面へと続く。

　燃焼部の最深部は、カマド中心より住居壁側に偏っ

た位置にあり、この付近が火床面と考えられる。

　火床面の底面をはじめ燃焼部内部の壁面は、よく焼

けて赤変している。燃焼部底面には、焼土と剥落した

カマド構築材の混在する層が堆積していた。

　なお、燃焼部においては支脚や抜き取りの痕跡やカ

マド祭祀関連の遺物も検出されていない。

　煙道部は、燃焼部底面との境から６０°の角度でやや

急な立ち上がりである。煙出し穴の平面形は、現状か

ら円形と推定される。

【地床炉】

　地床炉は、住居床面中央のカマド主軸線上に位置す

－４８３－



る。

　遺構平面形は楕円形で、長軸０．６ｍ、短軸０．４ｍで床

面からの深さ０．１５ｍを測る。

　断面形は逆台形を基調とし、底面や壁面は被熱によ

り部分的に黒化していた。

　地床炉底面には、焼土粒を多く含む褐色粘質土が堆

積し、その上部には焼土塊が検出された。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物は、カマド内より出土した須恵

器高台付�坏（１５６９）、土師器坏（１５７２・１５７３）と覆土

中より須恵器坏と土師器坏等が挙げられる。

　このうち７点を図化し、掲載した。

【遺構の時期】

　本住居跡は、須恵器坏蓋の型式からＴＫ４６段階に併

行する時期と考えられる。

ＳＡ７１（第５１７～第５１８図）

【立　地】

　Ｈ２１・２２グリットに位置する、カマドと土器埋設炉

を有する竪穴住居跡である。住居貼床下面より縄文時

－４８４－

第５１３図　ＳＡ６９・ＳＢ２７実測図（Ｓ＝１/６０）
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代中期の土坑ＳＣ１３５～１３７が検出されている。

【規　模】

　遺構の平面形は略正方形で、カマドの主軸を住居主

軸とすると、主軸方位はＮ‐９ ‐゚Ｗとなる。

　規模は、東西５．３ｍ、南北は５．４ｍを測り、床面積

２８．６２�である。壁の残存高は約０．１５ｍで断面箱形を

呈し、住居コーナー部は直角に近い。

　住居南側は削平のため、壁面の立ち上がりを失う。

【柱　穴】

　主柱穴は４本である。柱穴間の芯々距離は、東西３

ｍ、南北２．８～３．４ｍを測り、ほぼ対角線上の柱穴配置

をとる。このうちＰ１～Ｐ３は、直径０．１ｍの柱痕跡

を有する。

　しかし、柱穴掘りかたは、貼床検出面（床面）では

検出されず、住居掘り方底面で確認された。

　この掘りかたは、直径０．２～０．２５ｍの円形プランで、

住居掘り方底面より深さ０．２ｍを測る。

　この断面形は、上端がやや開くか、段を有する「Ｕ」

字形である。

　柱穴土層断面の観察から、柱穴埋め戻し土も貼床土

と同質・同色であると判断した。

【立柱方法】

　本住居の場合、住居掘りかたの掘削後、貼床施工以

前に柱掘り方を穿ち、立柱と貼床整地を同時進行させ

る造作過程が考えられる。

　この想定に従うと、貼床面から掘削されるＰ４は、

抜き取りで生じたピットとなる。

【床　面】

　床面は全般的に硬化し、平坦である。住居床面中央

に土器埋設炉が１基検出された。壁体溝はない。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、底面全体をほぼ均一に掘削さ

れているが、特に住居周壁部分がやや深く掘削されて

いる。掘削後、褐色土を層厚０．１ｍ埋め戻して貼床面

を形成する。

【カマド】

　カマドは北壁中央に構築される。完全に破壊された

状況で、カマド構築材（白色粘土）の大きな塊と化し

ていた。　煙道部が住居壁を切り込んだ痕跡がないの

で、住居壁に直接作りつけるカマドであろう。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は住居床面中央に位置し、カマド主軸線

上に設置される。直径０．２ｍ、深さ０．１３ｍの土坑に、口

縁部と底部を打ち欠かれた土師器甕が炉体土器として

据えられている。

　土坑と炉体土器の隙間はなく、土坑は炉体土器が丁

度収まるだけのスペースしか掘り込まれていない。

　炉体土器の上端は床面よりも５�ほど突出し、その
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第５１６図　ＳＡ６９出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）

第５１５図　ＳＡ６９地床炉実測図（Ｓ＝１/２０）

第５１４図　ＳＡ６９カマド実測図（Ｓ＝１/３０）

土層注記
１：黒色土
２：黒褐色土
３：赤色土
４（a）：にぶい赤色土
４（a）：にぶい赤色土
　　（４（a）より炭化物多い）
５：オリーブ黒色土
６：黄色粘質土（カマド構築材か？）
７：暗暖色土
８：カマド本体

土層注記
１：褐色土
２：にぶい黄褐色土
３：にぶい黄褐色土（２層より硬質）
４：明赤褐色土（焼土塊）
５：黄橙色土（焼土塊）



周囲には焼土塊が付着している。

【出土遺物】

　床面及び覆土中からは、土師器甕細片が少量出土し

たのみである。炉体土器は、遺存状況が悪く図化しえ

なかった。

【遺構の時期】

　本住居跡は、詳細な時期を特定する資料に乏しく明

確な時期比定が困難である。

ＳＡ７２（第５１９～第５２２図）

【立　地】

　Ｈ２２グリットに位置する、カマドと土器埋設炉を有

する竪穴住居跡である。住居平面の東南半分は調査区

外となる。

【規　模】

　遺構の平面形は南北にやや長い方形で、カマドの主

軸を住居主軸とすると、主軸方位はＮ‐１５゚‐Ｗとなる。

　規模は、東西４．８ ｍ、南北は５．５ｍを測る。床面積

２６．４�である。壁の残存高は０．３ｍで断面箱形ないし

逆台形を呈し、住居コーナー部は直角に近い。

　住居南側付近は床面付近まで削平されていた。

【柱　穴】

　主柱穴は３箇所検出されたが、その柱穴配置から４

本柱と想定される。東南側の主柱穴は調査区外に位置

するであろう。

　柱穴間の芯々距離は、東西２．６ｍ、南北２．１ｍを測る。

柱掘りかたは、直径０．３～０．４ｍの円形プランで、深さ

は床面より０．３ｍとやや浅い。

　柱穴は貼床後に掘削され、その断面形は「Ｕ」字形

－４８６－

第５１７図　ＳＡ７１実測図（Ｓ＝１/６０）
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である。柱痕跡はすべての主柱穴で認められ、直径

０．２ｍの丸太材と考えられる。

【覆土の状況】

　床面から付近には、黒色土にK-Ahや褐色土ブロッ

ク土、カマド構築材由来の白色粘土塊が混入した覆土

が堆積している。

　この覆土は耕作による土壌攪乱をうけ、波状に堆積

するようにみえる。アミ掛け部分は貼床土である。

【床　面】

　床面は平坦で全面が硬化していた。住居床面中央で

土器埋設炉が１基検出された。壁体溝はない。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、底面を平坦に掘削するが、四

隅部分はやや深く掘り下げられる。

　掘削後、K-Ahブロックと褐色土（ＭＬ１相当層由

来）ブロックが混入した黒色土を０．１ｍほど張って貼床

とする。

【カマド】

　カマドは北壁中央に構築される。住居壁に直接カマ

ドを作りつける形態である。

　カマドの規模は、袖の先端から煙道の立ち上がりま

で０.６２ｍ、袖の最大幅は０.７１ｍである。カマドの基底

部付近まで削平が及んでいた。

　カマドの構築材は、黄褐色ないし白色粘土である

が、砂礫が多く含まれている。

　カマドは、貼床面を住居壁面に向けて広く、かつ浅

く断面皿状に掘り込んだ後、掘削土を用いながら焚き

口部や燃焼部底面を形成する。燃焼部奥壁は住居壁体

をそのまま利用される。

－４８７－

第５１９図　ＳＡ７２実測図（Ｓ＝１/６０）
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【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、住居床面中央に位置し、カマド主軸

線上に設置される。直径０．２ｍ、深さ０．２ｍの土坑に、

口縁部と底部を打ち欠かれた土師器甕が炉体土器

（１５７５）として埋置される。

　断面形は上端の開いた「Ｕ」字形で、土坑というよ

りは、ピット状の掘り込みである。

　炉体土器上端の外縁には焼土面が形成されている。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物としては、カマド内出土土器と

炉体土器としての土師器甕のみである。

【遺構の時期】

　本住居は、詳細な時期を特定する資料に乏しく明確

な時期比定が困難だが、土師器甕の形状からＴＫ４６段

階に併行する時期と考えられる。

ＳＡ７３（第５２３～第５２５図）

【立　地】

　Ｇ２１・２２グリットに位置する、土器埋設炉を付設す

る竪穴住居跡である。

【規　模】

　遺構の平面形は南北に長い長方形プランである。

　住居北壁を住居主軸方向とすると、主軸方位はＮ‐

１４゚‐Ｗとなる。住居床面付近まで削平が及び、住居壁

体は失われている。

　規模は、東西４．５ｍ、南北は４．８ｍを測り、床面積

２１．６�である。

【柱　穴】

　主柱穴は４本である。柱穴間の芯々距離は、東西

２．２～２．３ｍ、南北３．９～３ｍを測り、ほぼ対角線上の柱

穴配置をとる。

　このうちＰ２～Ｐ４は、直径０．１ｍの柱痕跡を有す。

この柱掘りかたは、住居掘りかた底面で確認された。

　柱掘かたは、直径０．２～０．２５ｍの円形プランで、住居

掘り方底面より深さ０．３ｍを測る。断面形は、上端が

やや開くか、段を有する「Ｕ」字形である。

　柱穴土層断面の観察から、柱穴の埋め戻し土は、貼

床土と同質・同色であると判断された。

　なお、貼床面から掘削されるＰ１は、抜き取り痕で

あろう。

【床　面】

　床面は全般的に硬化し、平坦である。住居床面中央

に土器埋設炉が１基検出された。壁体溝はない。

　なお、Ｐ４周辺は浅い落ち込みがみられ、周辺より

軟弱な床面であった。

【床面下状況】

　竪穴住居掘りかたは、底面全体をほぼ均一に掘削さ

れているが、特に住居周壁部分がやや深く掘削されて

いる。掘削後、褐色土を層厚０．１ｍ埋め戻して貼床面

とする。
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第５２０図　ＳＡ７２カマド実測図（Ｓ＝１/３０）

第５２２図　ＳＡ７２出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）

第５２１図　ＳＡ７２土器埋設炉実測図（Ｓ＝１/２０）

土層注記
１：黄橙色土（焼土化）
２：暗褐色土
３：褐色粘質土
４：黒色土（焼土・炭化物含む）



【土器埋設炉】

　土器埋設炉は、住居床面中央に位置しする。直径

０．２ｍ、深さ０．１２ｍの土坑に、口縁部と底部を打ち欠か

れた土師器甕が炉体土器（１５７６）として埋置されてい

る。

　土坑と炉体土器の隙間は、ほとんどみられず、土坑

は炉体土器が丁度収まるだけのスペースしか掘り込ま

れていない。

　炉体土器の上端は床面よりも３�ほど突出する。　

この土器埋設炉の南側には、浅い掘り込みが隣接す

る。この掘り込みは、長軸０．２４ｍ、深さ０．０５ｍのすり

鉢状をなす。その内部には炭化物や灰が混在した焼土

塊が詰まっているが、掘り込み壁体自体は被熱の痕跡

が見られない。

　この浅い掘り込みは、いわゆるカマド脇の「焼土

ピット」と類似し、土器埋設炉に生じた「オリ」といっ

た二次生成物を一時保管する施設と考えられる。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物としては、覆土中出土土器と炉

体土器としての土師器甕のみである。

　１５７７は覆土中より出土した土師器甕胴部でＳＡ７６覆

土中出土遺物と接合関係を示す。

【遺構の時期】

　本住居は、詳細な時期を特定する資料に乏しく明確

な時期比定が困難だが、土師器甕の形状から少なくと

もＴＫ２１７の新段階からＴＫ４６併行期の時期と考えら

れる。

ＳＡ７４（第５２６～第５２９図）

【立　地】

　Ｆ２１・２２及びＧ２１・２２グリットに位置する、地床炉

を有する竪穴住居跡である。

－４８９－

第５２３図　ＳＡ７３実測図（Ｓ＝１/６０）

第５２４図　ＳＡ７３土器埋設炉実測図（Ｓ＝１/２０）

第５２５図　ＳＡ７３出土遺物実測図（Ｓ＝１/４）
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【規　模】

　遺構の平面形は略方形で、住居北壁を住居主軸とす

ると、主軸方位はＮ‐３ ‐゚Ｅとなる。

　規模は、東西３．６～４ｍ、南北は３．８～４ｍを測り、

床面積１４．８２�である。壁の残存高は約０．２ｍで断面箱

形を呈し、住居隅部は直角ないし隅丸方形であ

る。

【柱　穴】

　主柱穴は４本である。柱穴間の芯々距離は、東

西２～２．４ｍ、南北１．６～２ｍを測り、ややずれた

柱穴配置をとる。主柱穴は貼床面から掘り込まれ

ている。

　柱穴の掘りかたは、直径０．２～０．３ｍの円形プラ

ンで、床面より深さ０．２ｍを測る。断面形は、上端

がやや開く「Ｕ」字形である。

【床　面】

　床面はその全体が硬化し、平坦であった。住居

床面中央に地床炉が１基、四壁で壁体溝が検出さ

れた。

【壁体溝】

　壁体溝は、四壁を全周するあり方でなく、各壁

の住居隅部付近において収束または途絶する。南

壁付近の壁体溝はあまり遺存していない。壁体溝

の幅は０．１ｍ、深さ０．１ｍを測り細く浅い形態である。

　壁体溝底面には杭列といった小穴は認められない。

　なお、住居北側の壁体溝中より円面硯が１点横倒し

の状態で出土した。

　出土状況からすると、本住居が廃絶した後、他所か
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らの流れ込み等によると考えられる。

【床面下状況】

　竪穴住居掘りかたは、底面全体をほぼ均一に掘削さ

れるが、特に住居周壁部分がやや深く掘削され、住居

床面中央部が方形の島状となる。掘削後、褐色土を層

厚０．１ｍ埋め戻して貼床面を形成する。

【地床炉】

　住居床面中央部において地床炉１基が検出された。

　地床炉は直径０．５５ｍ、最深部０．１４ｍを測る長楕円形

プランである。断面は浅い二段掘りである。底面付近

より土師器甕底部及び口縁部片が出土した。

　覆土は、黒色土に焼土や炭化物を多く含んでいた。

また、掘り込み底面や壁体立ち上がり付近は焼土層が

形成していた。

【出土遺物】

　本住居跡から出土した遺物として、地床炉内の土師

器甕片２点と壁体溝内検出の円面硯を掲載した。

　１５８０は須恵器の円面硯である。硯部径１４�、脚台部

径１９．６�、器高１０�を測る。硯圏面全体に灰被りや自

然釉が付着する。

　陸部は、外縁（堤）より高く、脚部に１６個の方形透

かしを有する。器高は低めで、脚裾部のつくりも古式

の特徴を有し、全体的に重厚なつくりである。しっか

りとしている。

【遺構の時期】

　本住居は、土師器甕の特徴からＴＫ４８併行期前後の

時期と考えられる。

ＳＡ７５（第５３０～第５３２図）

【立　地】

　Ｄ２２グリットに位置する、カマドと土器埋設炉を有

する竪穴住居である。南側にはＳＢ４０・４１が位置する。

【規　模】

　遺構の平面形は東西にやや長い方形で、カマドの主

軸を住居主軸とすると、主軸方位はＮ‐９ ‐゚Ｗとなる。

　規模は、東西４．８～５．１ ｍ、南北は４．８～５ｍを測り、

床面積２４．２６�である。壁の残存高は０．２ｍで断面箱形

を呈し、住居コーナー部は直角に近い。

【柱　穴】

　主柱穴は４本である。柱穴間の芯々距離は、東西

２．４３ｍ、南北２．６～２．７ｍを測り、ややずれた柱穴配置

をとる。主柱穴は貼床面から掘り込まれている。

　柱穴の掘りかたは、直径０．２～０．３ｍの円形プラン

で、床面より深さ０．３ｍを測る。断面形は、逆台形また

は上端がやや開く「Ｕ」字形である。

【床　面】

　床面は平坦で、カマドと土器埋設炉の周辺は硬化し

ていた。住居床面中央で土器埋設炉が１基検出され

た。また、壁体溝は四壁沿いで確認された。

【壁体溝】

　壁体溝は住居四壁すべてに認められる。

　ただ、各壁の壁体溝はその両端が収束しており、住

居床面の各隅部では直結していない。それぞれの壁体

溝は独立したような形態となる。

　壁体溝の幅は０．１ｍ、深さ０．１ｍを測り細く浅い形態

である。壁体溝底面には杭列といった小穴は確認され

ていない。

　なお、壁体溝は、南壁中央部分において幅１．５ｍにわ

たり一部途切れている。また、壁体溝が途切れた部分

と対応するように、北側にやや離れた位置では小穴が

２箇所検出されている。

　壁体溝の途絶する部分は、カマド主軸上に位置し、

小穴の存在から推測すると、住居出入り口の可能性が

ある。ＳＡ６８も類似した構造が検出されている。

【床面下の状況】

　竪穴住居掘りかたは、底面を平坦に掘削するが、四

壁沿いはやや深く掘り下げられる。

　掘削後、褐色土（ＭＬ１相当層由来）主体の土を層

厚０．１ｍほど張って貼床とする。

【カマド】

　カマドは北壁中央に構築される。住居壁に直接カマ

ドを作りつける形態である。

　カマドの規模は、袖の先端から煙道の立ち上がりま

で０.８２ｍ、袖の最大幅は０.９６ｍである。カマド本体は、

貼床面上に直接構築され、カマド掘り方を持たない。

　構築材は、黄褐色ないし白色粘土を使用し、砂礫が

やや多い。

　焚き口部はカマド袖部よりやや手前から浅く掘り込

まれ、緩やかに燃焼部底面へ接続する。燃焼部の底面

は平坦で、その上面に灰混じりの焼土層が堆積する。

－４９１－



　煙道部は、住居壁面を円柱状に若干掘り

込み、その地山面を利用する。円形部分が

煙出し穴となる。

　煙道部の傾斜角度は、燃焼部底面より

６０°を測る。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は住居床面中央からやや南に

位置し、カマド主軸線上に設置される。直

径０．３ｍ、深さ０．２ｍの土坑に、口縁部を打

ち欠かれた土師器甕が炉体土器（１５８１）と

して据えられている。断面形は上端の開い

た「Ｕ」字形で、二段掘りに近い。

　炉体土器は、土坑底面に直接据え付ける

のではなく、暗褐色粘質土を一度埋め戻

し、平坦面を確保した上で設置される。

　また、炉体土器の検出面より僅かに突出

し、その外縁周辺には焼土面が形成されて

いる。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物としては、炉体土器としての土

師器甕のみである。

【遺構の時期】

　本住居跡は、詳細な時期を特定する資料に乏しく明

確な時期比定が困難だが、土師器甕の形状からＴＫ４８

併行期の時期と考えられる。

ＳＡ７６（第５３３～第５３４図）

【立　地】

　Ｅ２３グリットに位置する、カマドと土器埋設炉を付

設する竪穴住居である。ＳＡ７７に切られている。

【規　模】

　遺構の平面形はやや東西に長い方形プランである。

　カマドは北側に付設され、このカマド主軸を住居主

軸方向とすると、主軸方位はＮ‐１５゚‐Ｅとなる。住居

床面付近まで削平が及び、住居壁体は失われている。

　規模は、東西４～４．５ｍ、南北は４．１～４．２ｍを測り、

床面積１７．６４�である。

【柱　穴】

　主柱穴は４本である。柱穴間の芯々距離は、東西

２．３～２．７ｍ、南北２．３～２．５ｍを測り、ほぼ対角線上の

－４９２－

第５３１図　ＳＡ７５カマド実測図（Ｓ＝１/３０）

第５３０図　ＳＡ７５実測図（Ｓ＝１/６０）

第５３２図　ＳＡ７５土器埋設炉及び炉体土器実測図（Ｓ＝１/４・１/２０）
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土層注記
１：黒色土
２：黒色土＋にぶい黄褐色土
３：黄橙色土（焼土化）

４：明黄褐色粘質土
５：オリーブ褐色粘質土
６：暗灰黄色粘質土
７：灰オリーブ色粘質土



柱穴配置をとる。

　主柱穴の掘りかたは、住居床面（貼床面）で検出さ

れず、住居掘り方底面で確認された。

　柱穴掘りかたは、直径０．３～０．４ｍの円形プランで、

住居掘りかた底面より深さ０．４ｍを測る。断面形は、

逆台形か「Ｕ」字形である。

　柱穴土層断面の観察から、柱穴埋め戻し土は貼床土

と同一であると判断された。

　なお、柱痕跡はすべての主柱穴で確認された。直径

０．１５～０．２ｍの丸太材が使用されたと考えられる。

【床　面】

　床面は全体的に硬化し、平坦である。住居床面中央

に土器埋設炉が１基検出された。壁体溝はない。

【床面下状況】

　竪穴住居掘りかたは、底面全体をほぼ均一に掘削さ

れている。特に住居隅部付近がやや深めである。褐色

土を層厚０．１～０．２ｍ埋め戻して貼床面とする。

【カマド】

　カマドは北壁中央に構築される。住居壁に直接カマ

ドを作りつける形態である。削平されて遺存状況は良

くない。

　カマドの規模は、袖の先端から煙道の立ち上がりま

で０.９２ｍ、袖の最大幅は０.７６ｍである。カマドは住居

壁面をやや掘り込んで構築されていた。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は住居床面中央にあり、直径０．４１ｍ、深

さ０．２ｍの二段掘りの土坑に、口縁部と底部を打ち欠

かれた土師器甕が炉体土器（１５８２）として埋置される。

　炉体土器を中心に直径０．２５ｍの範囲は不整形な焼土

面が発達していた。特に炉体土器の外縁部分は特に焼

土化が著しい。

【出土遺物】

　本住居に伴う遺物としては、炉体土器としての土師

器甕のみである。

【遺構の時期】

　本住居は、詳細な時期を特定する資料に乏しく明確

な時期比定が困難だが、土師器甕の形態からＴＫ２１７

の新段階に併行する時期と考えられる。

ＳＡ７７（第５３３～第５３５図）

【立　地】

　Ｅ２２・２３及びＦ２２・２３グリットに位置する、土器埋

設炉を付設する竪穴住居である。ＳＡ７６を切り、ＳＢ

４４に切られる。

【規　模】

　遺構の平面形はやや南北に長い方形プランである。

北壁が住居主軸ならば、主軸方位はＮ‐１５゚‐Ｗとなる。

　規模は、東西３．８～４ｍ、南北は４．１～４．２ｍを測り、

床面積１６．１９�である。壁の残存高は０．２ｍで断面箱形

を呈し、住居コーナー部は直角に近い。

【柱　穴】

　主柱穴は４本である。柱穴間の芯々距離は、東西２

～２．２ｍ、南北１．８～２．３ｍを測り、ややずれた柱穴配

置をとる。柱穴は貼床面から掘り込まれている。

　柱穴の掘りかたは、直径０．２～０．３ｍの円形プラン

で、床面より深さ０．３ｍを測る。断面形は、逆台形で中

途に段を有する主柱穴もある。

　なお、柱痕跡は確認されていない。

【床面と各施設】

　床面は全体的に硬化し、平坦である。住居床面中央

に土器埋設炉が１基検出された。壁体溝はない。

【床面下状況】

　竪穴住居掘りかたは、底面全体をほぼ均一に掘削さ

れ、特に住居隅部付近がやや深い。掘削後、褐色土を

層厚０．１～０．２ｍ埋め戻して貼床面とする。

【土器埋設炉】

　土器埋設炉は住居床面中央に位置する。直径０．３ｍ、

で二段掘りの掘り込みに底部を打ち欠かれた土師器甕

（１５８５）が埋置されていた。焼土帯が炉体土器上面に

広がっていた。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物としては、炉体土器としての土

師器甕のみである。

【遺構の時期】

　本住居跡は、詳細な時期を特定する資料に乏しく明

確な時期比定が困難だが、少なくともＳＡ７６に後出

し、ＳＢ４４よりは先行すると考えられる。

－４９３－



－４９４－

第５３３図　ＳＡ７６・７７実測図（Ｓ＝１/６０）
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ＳＡ７８（第５３６図）

【立　地】

　Ｄ２３・２４及びＥ２３・２４グリットに位置する、カマド

を有する竪穴住居である。

【規　模】

　遺構の平面形は、南北にやや長い方形プランであ

る。北壁を住居主軸方向とすると、主軸方位はＮ‐

３ ‐゚Ｅとなる。住居規模は、東西３．８ｍ、南北は４ｍを

測り、床面積１５．２�である。住居隅部は直角に近い。

　住居床面や住居壁は、削平が住居掘り方まで達して

いたため遺存していない。また、樹根の抜き取り穴も

あり著しく損なわれた竪穴住居である。

【柱　穴】

　主柱穴は３箇所検出された。柱穴配置から推測する

と本来は４本柱と考えられる。柱穴間の芯々距離は、

東西２．５ｍ、南北２．２ｍを測る。

　柱痕跡はＰ２とＰ３で検出された。柱痕跡から直径

０．２ｍの丸太材が使用されたと考えられる。

【カマド】

　北壁中央に、焼土や炭化物を含む浅い掘り込みがあ

り、その床面中心に土師器甕底部が出土した。

　掘りこみ検出面には白色粘土塊も散見されるので、

カマドが存在したと考えられる。

　また、掘り込み（燃焼部か？）の中心にある土師器

甕の周囲には、特に焼土層が発達していたので、この

土師器甕は、ＳＡ３７・５０例のような支脚の性格を持っ

ていた可能性がある。

【出土遺物】

　本住居跡に伴う遺物としては、住居北壁中央部にあ

る、浅い掘り込み内から出土した土師器甕のみであ

る。細片化が著しく図化しえていない。

【遺構の時期】

　本住居跡は、詳細な時期を特定する資料に乏しく明

確な時期比定が困難である。

ＳＡ７９（第５３７～第５３８図）

【立　地】

　Ｄ２４・Ｅ２４グリットに位置する、カマドと地床炉を

有する竪穴住居である。住居平面の東から南にかけて

の部分は、調査区外である。ＳＡ７８同様、本住居周辺

は�－��下層まで削平が及んでいる。

【規　模】

　調査部分から推定すると、遺構の平面形は、南北に

やや長い方形プランと考えられる。北壁を住居主軸方

向とすると、主軸方位はＮ‐１５゚‐Ｗとなる。住居規模

は、東西３．４ｍ、南北は３．２＋αｍを測る。

　壁の残存高は０．２ｍで断面逆台形を呈し、住居隅部

は直角に近い。

【柱　穴】

　柱穴は３箇所検出されたが、どれが柱穴にあたるか

判然としない。ただ、柱穴配置から推測すると４本柱

と考えられる。

【カマド】

　北壁中央に、焼土や炭化物を含む浅い掘り込みがあ

り、その床面中心に土師器甕底部が出土した。また、

掘り込み周囲には、白色ないし黄褐色粘土塊も散在し

ていたのでＳＡ７８同様、カマドの可能性が高い。

【地床炉】

　住居床面中央部において地床炉１基が検出された。

－４９５－
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第５３４図　ＳＡ７６土器埋設炉及び炉体土器実測図（Ｓ＝１/４・１/２０） 第５３５図　ＳＡ７７土器埋設炉及び炉体土器実測図（Ｓ＝１/４・１/２０）

土層注記
１：黒色土
２：褐色粘質土

土層注記
１：黒色土
２：黒褐色土
３（a）：明赤褐色土（焼土化）

３（b）：明赤褐色土（３（a）より軟質）
４：にぶい褐色土
５：黒褐色粘質土



　地床炉は平面円形で、直径０．２ｍ、深さ０．０５ｍを測

る。断面形は浅い皿状で、底面には焼土がみられた。

【出土遺物】

　住居内遺物としては、カマド想定位置にある掘り込

み内から出土した土師器甕片２点のみである。

【遺構の時期】

　本住居は、詳細な時期を特定する資料に乏しく明確

な時期比定が困難だが、土師器甕の形態から少なくと

もＴＫ４６併行期の時期と考えられる。
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３、掘立柱建物跡

�．概　要

　古墳時代終末期から古代初めの掘立柱建物は、総計

７８棟検出された。このうち総柱建物は１０棟である。

　掘立柱建物群は、大きく墳墓群より北側で東西方向

に展開する一群と、ＳＮ１・２に挟まれた空間の一群

に区分される。墳墓群より北側の掘立柱建物群は、竪

穴住居と混在して集落を構成するが、墳墓群中の掘立

柱建物群中には竪穴住居が見当たらない。

　さらに両群は、位置関係のみならず、柱穴間距離や

柱穴数及び柱穴掘りかた等の構造と規模も異なる。

ＳＢ１（第５３９図）

【立　地】

　Ｇ１３グリット、ＳＡ１３の南側に位置し、ＳＮ１に程

近い。竪穴住居跡や掘立柱建物跡と群集せず、単独立

地のあり方を示す。

【規　模】

　梁行１間×桁行２間の東西方向に長い６本柱の側柱

建物跡である。桁行４．３～４．５ｍ、梁行は３ｍ、総面積

１３．２�である。主軸方位は、Ｎ‐７０゚‐Ｗとなる。

　柱間寸法は、東西とも梁行３ｍで、桁行は北側１．９

ｍ・２．４ｍ、南側は１．８ｍ・２．７ｍを測る。桁側の柱穴

位置は南北とも東側梁桁の方向へ寄っている。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、楕円形や円形の二段掘りである。直

径は０．６ｍ、検出面からの深さ０．６ｍを測る。

　すべての柱穴は、立柱する部分を柱穴平面中心では

なく、掘りかた壁面側の位置に再度掘り下げられてい

る。この部分の底面が柱のあたりとなり、その直径は

０．２～０．３ｍである。

　柱穴複土は、黒色土に�－��ブロックが混入した土

で、柱痕跡は検出されなかった。

　ただ、柱のあたりの大きさから０．２ｍ前後の柱材が

使用されたと考えられる。

ＳＢ２（第５４０図）

【立　地】

　Ｆ１６グリット、ＳＡ７の北側に位置し、このＳＡ７

に切られる。

【規　模】

　梁行２間×桁行３間の東西方向に長い１０本柱の側柱

建物跡である。桁行４．９ｍ、梁行は３．１～３．２ｍ、総面積

１５．４４�である。主軸方位はＮ‐６１゚‐Ｗとなる。

　柱間寸法は、東側梁行１．５ｍ・１．６ｍ、西側梁行１．５ｍ・

１．７ｍとほぼ揃う。一方、北側桁行１．３ｍ・２．０ｍ・１．６

ｍ、南側桁行は１．３ｍ・１．８ｍ・１．８ｍで柱穴間距離がや

やずれている。

【柱　穴】

　柱掘りかたは、円形の素掘りである。直径０．３～０．５

ｍ、深さ０．４５～０．６ｍを測る。四隅の柱穴の深さは０．６

ｍと他の柱穴より深い傾向がある。また、平面形がや

や歪で直径も大きい柱穴は、柱の建替え痕跡が南側桁

行部分で認められることから、柱の建替えまたは抜き

取りによるものと考えられる。

　柱穴は黒色土に�－��ブロックが少量混入した土で

一気に埋め戻されており、版築等の土木地業は認めら

れなかった。また、柱痕跡は検出されず遺物も出土し

なかった。

ＳＢ３（第５４０図）

【立　地】

　Ｆ１５グリットに位置する。周辺を竪穴住居跡群に囲

まれている。北側のＳＢ４を切る。

【規　模】

　梁行２間×桁行２間の東西方向に長い６本柱の総柱

建物跡である。桁行４．２～４．５ｍ、梁行３～３．６ｍ、総面

積１４．３６�である。主軸方位はＮ‐４５゚‐Ｗとをとり、遺

構全体の平面形は平行四辺形となる。

　柱間寸法は、東側梁行１．６ｍ・２ｍ、西側梁行は１．５

ｍ・１．５ｍで、桁行は北側２．１ｍ・２．１ｍ、南側は２ｍ・

２．５ｍを測る。

【柱　穴】

　柱掘りかたは、壺掘りと布掘りを併用する。壺掘り

の場合は、円形の素掘りで直径０．６～０．７ｍ、深さ０．５～

０．７ｍを測る。

　布掘りの柱掘りかたは、本建物の南西隅の梁方向に

あり、梁行方向に掘削される。平面や断面形から、布

掘りした後に布掘り底面の両端にある柱位置をさらに

壺掘りする構造と考えられる。

－４９７－



　この壺掘りの平面形は直径０．７ｍの円形で、隣りあ

う柱穴側はスロープ状に斜めに掘り下げる。検出面か

らの深さは０．７ｍを測る。

　柱穴全体の特徴として、四隅の柱穴の深さは０．７ｍ

と他の柱穴より深い傾向がある。

【柱痕跡】

　柱痕跡に相当する層は、すべての柱穴で確認でき

た。柱痕跡からは、直径０．２５ｍ前後の丸太材を用いて

いたと考えられる。柱痕跡は、柱穴掘りかた平面の中

央部や掘り方の壁際近くに寄った位置で検出されてい

る。

【立柱方法】

　柱穴土層堆積の状況から、柱掘り方底面を褐色土な

いし黒褐色の硬質な粘質土で充填したのち柱を立て、

�－��ブロックの混入した黒色土を互層状に埋め戻す

立柱方法が想定される。

【出土遺物】

　ＳＢ３柱穴覆穴中より土師器坏口縁部が１点出土し

た（第５９４図１６０６）。

－４９８－

第５４０図　ＳＢ３・４実測図（Ｓ＝１/８０）

第５３９図　ＳＢ１実測図（Ｓ＝１/８０）
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ＳＢ４（第５４０図）

【立　地】

　Ｆ１５グリット、ＳＢ３の北側に位置し、このＳＢ３

に切られる。

【規　模】

　梁行２間×桁行２間の東西方向に長い８本柱の側柱

建物跡である。桁行４．１～４．２ｍ、梁行は３．４～３．８ｍ、

総面積１４．９４�である。主軸方位はＮ‐５５゚‐Ｗとなる。

　柱間寸法は、東側梁行１．７ｍ・２．１ｍ、西側梁行１．７

ｍ・１．７ｍと不揃いだが、北側桁行は２．５ｍ・１．６ｍ、南

側桁行は２．６ｍ・１．７ｍと柱穴間距離は揃っている。　

また、桁側の柱穴位置は南北とも西側梁桁の方向へや

や寄り気味である。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りである。直径０．２～０．３

ｍ、深さ０．３ｍと小さく浅い。

　柱痕跡に相当する層は、すべての柱穴で確認でき

た。柱痕跡からは、直径０．１５ｍ前後の丸太材を用いて

いたと考えられる。柱痕跡は、柱穴掘りかた平面の中

央部や掘り方の壁際近くに寄った位置で検出されてい

る。

【切りあい関係など】

　ＳＢ４とＳＢ３は、主軸方向がほほ同一で、雁行状

に切りあう関係をもつ。側柱建物跡と総柱建物跡で建

物自体の性格が異なるが、建替えや主軸方位に規制さ

れるなど、何らかの関連性の高い両建物跡といえる。

【出土遺物】

　柱穴覆土中より、須恵器高台付�か坏身の口縁部片

が１点出土した。細片のため図化していない。

ＳＢ５（第５４１図）

【立　地】

　Ｅ１４グリットにあり、東側にＳＡ１９が位置する。南

側のＳＢ６に切られている。

【規　模】

　梁行３間×桁行４間の南北方向に長い１４本柱の側柱

建物跡である。桁行５．９～６．０５ｍ、梁行４．３ｍ、総面積

２５．７２�である。主軸方位はＮ‐１０゚‐Ｗとなる。北側梁

では、柱穴が攪乱で失われている箇所がある。

　柱間寸法は、南側梁行１．５５ｍ・１．５ｍ・１．２５ｍ、桁行

は東側１．４ｍ・１．３ｍ・１．６ｍ・１．６ｍ、西側は１．５ｍ・

１．５ｍ・１．２ｍ・１．８５ｍを測る。各柱穴間の距離は揃っ

ておらず、対辺とも対応していない。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りまたは二段掘りであ

る。直径０．５ｍ、深さ０．４５ｍを測る。

　柱痕跡は各所の柱穴で確認できた。直径０．１５ｍ前後

の丸太材を用いていたと考えられる。柱痕跡は、柱穴

掘りかた平面の中央部や掘り方の壁際近くに寄った位

置で検出されている。

【立柱方法】

　柱穴土層堆積の状況から、柱掘り方底面を褐色土な

いし黒褐色の硬質な粘質土で薄く充填したのち、柱を

立て、�－��ブロックの混入した黒色土で、そのまま埋

め戻す立柱方法が想定される。

【出土遺物】

　柱穴の柱痕跡より土師器坏（１３０８）が、Ｐ３の柱痕

跡部分から須恵器坏蓋（１５８９）が１点出土した（第５９４

図）。須恵器の型式的特徴からＴＫ２１７段階に併行する

と考えられる。

ＳＢ６（第５４１図）

【立　地】

　Ｅ１４グリットにあり、南側にやや離れてＳＡ１２・

１５・１７が位置する。北側のＳＢ５を切る。

【規　模】

　梁行３間×桁行４間の東西方向に長い１４本柱の側柱

建物跡である。桁行５．８５～５．９ｍ、梁行４～４．１５ｍ、総

面積２３．９９�である。主軸方位はＮ‐８５゚‐Ｗとなる。

　柱間寸法は、東側梁行１．５ｍ・１．３５ｍ・１．３ｍ、西側

梁行１．２５ｍ・１．３５ｍ・１．４ｍ、桁行は北側１．５５ｍ・１．４

ｍ・１．５ｍ・１．４ｍ、南 側 は１．５ｍ・１．３５ｍ・１．４５ｍ・

１．６ｍを測る。各柱穴間の距離は不揃いだが、柱穴自

体は、その対辺に凡そ対応するよう配置されている。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形や楕円形の素掘りまたは二段掘

りである。直径０．４～０．５ｍ、深さ０．４ｍを測る。掘り

方の深さは各柱穴とも揃っている。

　柱痕跡は各所の柱穴で確認できた。直径０．１５ｍ前後

の丸太材を用いていたと考えられる。柱痕跡は、柱穴

－４９９－



掘りかた平面の中央部や掘り方の壁際近くに寄った位

置で検出されている。

【立柱方法】

　柱穴土層堆積の状況から、柱掘り方底面を褐色土な

いし黒褐色の硬質な粘質土で薄く充填したのち、柱を

立て、�－��ブロックの混入した黒色土でそのまま互

埋め戻す立柱方法が想定される。

ＳＢ７（第５４２図）

【立　地】

　Ｅ１６グリットに位置する。ＳＢ７は、掘立柱建物跡

群の中心付近にある。ＳＢ２９に切られる。

【規　模】

　梁行３間×桁行４間の東西方向に長い１４本柱の側柱

建物跡である。桁行６．３ｍ、梁行４～４．５ｍ、総面積

２６．７８�である。主軸方位はＮ‐６１゚‐Ｗとなる。

　柱間寸法は、東側梁行１．５ｍ・１．４ｍ・１．６ｍ、西側梁

行は１．３ｍ・１．４ｍ・１．３ｍで、桁行は北側１．９ｍ・１．３ｍ・

１．６ｍ・１．５ｍ、南側は１．５ｍ・１．５ｍ・１．５ｍ・１．８ｍを測

る。梁行長は東西とも同じ長さで、桁行長も同じだ

が、各柱穴間の距離は統一性は感じられない。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、壺掘りと布掘りを併用する。壺掘り

の場合は、円形や楕円形、隅丸方形の素掘りか二段掘

りで直径０．５～０．６ｍ、深さ０．３～０．４５ｍを測る。

　布掘りの柱掘りかたは、本建物の北東隅の梁方向に

あり、梁行方向に掘削される。平面や断面形から、布

－５００－

第５４１図　ＳＢ５・６実測図（Ｓ＝１/８０）
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掘りした後に布掘り底面の両端にある柱位置をさらに

壺掘りする構造と考えられる。

　この壺掘りは、円形の素掘りで直径０．７ｍを測る。

検出面からの深さは０．４５ｍを測る。

　柱穴全体の特徴として、四隅の柱穴の深さは０．４５ｍ

と他の柱穴より０．１５ｍ程度深い傾向がある。

　柱痕跡は、各所で柱穴で確認された。柱痕跡から

は、直径０．２ｍ前後の丸太材を用いたと考えられる。

【立柱方法】

　柱穴土層堆積の状況から、柱掘りかた底面に充填土

は施されず、立柱後は�－��ブロックの混入した黒色

土で一気に埋め戻される。

ＳＢ８（第５４３図）

【立　地】

　Ｄ１５グリットに位置する。ＳＢ８周辺は掘立柱建物

跡群でその中心付近にある。ＳＢ７に切られる。

【規　模】

　梁行２間×桁行４間の東西方向に長い１２本柱の側柱

建物跡である。北側桁部分は攪乱で柱穴が失われてい

る箇所がある。桁行５．６ｍ、梁行３．８ｍ、総面積２１．２８�

である。主軸方位はＮ‐４５゚‐Ｗとなる。

　柱間寸法は、東側梁行２ｍ・１．８ｍ、西側梁行１．７

ｍ・２．１ｍ、桁行南側は１．５ｍ・１．３ｍ・１．２ｍ・１．６ｍを

測る。各柱穴間の距離や、柱穴の対辺との対応は、あ

まり揃っていない。

【柱　穴】

　柱掘りかたは、円形や隅丸方形の素掘りである。直

径０．３５～０．４ｍ、深さ０．１～０．６ｍを測る。掘り方の深

さは各柱穴もまちまちで西から東に向けて浅くなる方

向性がある。削平によるものか、旧地形の高低差に起

因するものであろう。

　なお、柱痕跡は確認されていない。

ＳＢ９（第５４４図）

【立　地】

　Ｃ１６・Ｄ１６グリットに位置する。ＳＢ９周辺は掘立

柱建物跡群で、その北側付近にある。ＳＡ３１を切る。

【規　模】

　梁行３間×桁行４間の南北方向に長い１４本柱の側柱

建物跡である。桁行６．２ｍ、梁行３．８～４．１ｍ、総面積

２４．４９�である。主軸方位はＮとなる。

　柱間寸法は、北側梁行１．１ｍ・１．６ｍ・１．１ｍ、南側梁

行は１．２５ｍ・１．４５ｍ・１．４ｍで、桁行は東側２ｍ・１．５

ｍ・１．５ｍ・１．２ｍ、西側は１．５ｍ・１．５ｍ・１．５ｍ・１．７

ｍを測る。梁行や桁行における各柱穴間の距離や対辺

との対応関係は凡そ企画性が感じられる。

　東側桁行の北東側では、柱穴の切りあいや新たな柱

穴の掘削が２箇所認められる。部分的な建替えに伴う

ものと考えられる。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、壺掘りと布掘りを併用する。壺掘り

の場合は、円形や楕円形、隅丸方形の素掘りか二段掘

りで直径０．５～０．６ｍ、深さ０．４～０．５ｍを測る。

　布掘りの柱掘りかたは、本建物の北東隅の梁方向に

あり、梁行方向に掘削される。浅く布掘り状に掘削

後、布掘り底面の両端にある柱位置をさらに壺掘りす

る構造である。この壺掘り箇所は、円形ないし隅丸方

形のの素掘りや二段掘りで直径０．７ｍを測る。検出面

からの深さは０．５ｍを測る。

　柱穴全体の特徴として、四隅の柱穴の深さは０．５ｍ

と他の柱穴より０．１ｍ程度深い傾向がある。

　柱痕跡は、各所で柱穴で確認された。柱痕跡から

は、直径０．３ｍ前後の丸太材を用いたと考えられる。

【立柱方法】

　柱掘りかた土層堆積の状況から、柱掘り方底面に充

填土は施されず、立柱後は�－��ブロックの混入した

黒色土で一気に埋め戻される。

【出土遺物】

　柱穴覆土中より土師器高坏口縁部片１点が出土し

た。細片のため図化に堪えなかった。

ＳＢ１０（第５４５図）

【立　地】

　Ｄ１４グリットにあり、調査区の西端部分に位置す

る。ＳＡ２１・２３・８３より後出する切りあい関係を示す。

【規　模】

　梁行３間×桁行４間の東西方向に長い１４本柱の側柱

建物跡である。桁行５．６～５．７５ｍ、梁行３．６５～３．８５ｍ、

総面積２１．３�である。主軸方位はＮ‐８０゚‐Ｗとなる。

－５０１－



　東西の梁行長はほぼ同じ長さだが、桁行長は北側が

やや短いので、全体の平面形は平行四辺形になる。

　柱間寸法は、東側梁行１．３ｍ・１．２ｍ・１．３５ｍ、西側

梁行１．２ｍ・１．３ｍ・１．１５ｍ、桁行は北側１．４ｍ・１．５ｍ・

１．３ｍ・１．４ｍ、南 側 は１．２５ｍ・１．５ｍ・１．４ｍ・１．６ｍ

を測る。柱筋の通りにくい柱穴配置をとり、各柱穴間

の距離は揃っていない。ただ柱穴自体は、その対辺に

凡そ対応するよう配置されている。

【柱　穴】

　柱掘りかたは、円形や楕円形の素掘りである。直径
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０．３～０．４ｍ、深さ０．４５ｍを測る。掘り方の深さは各柱

穴とも揃っている。柱痕跡は確認されていない。

ＳＢ１１（第５４４図）

【立　地】

　Ｄ１６グリットに位置する。ＳＢ９の南側にある。

【規　模】

　梁行２間×桁行４間の南北方向に長い１２本柱の側柱

建物跡である。全体的に削平が及んでおり、底面付近

しか遺存していない柱穴が多い。

　規模は桁行５．３～５．７ｍ、梁行３．５～３．７ｍ、総面積

１９．８�である。主軸方位はＮ‐１ ‐゚Ｗとなる。

　柱間寸法は、北側梁行１．６５ｍ・１．８５ｍ、南側梁行１．７

ｍ・２ｍ、桁行東側は１．３ｍ・１．５ｍ・１．３ｍ・１．６ｍ、

桁行西側は１．４ｍ・１．４ｍ・１．３ｍ・１．２ｍを測る。

　柱筋は通らず、柱穴間の距離は不揃いである。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形や隅丸方形の素掘りである。直

径０．１５～０．５ｍ、深さ０．３５～０．５ｍを測る。

　掘りかたの深さは、各柱穴まちまちで、柱痕跡は確

認されていない。

【切りあい関係】

　ＳＢ４とＳＢ３は、主軸方向がほほ同一で、切りあ

い関係は持たないが、雁行状の位置関係を有する。

　また、ＳＢ１１は、ＳＢ９より小規模でやや雑なつく

りである。少なくとも主軸方向や雁行き状の位置関係

は、両掘立柱建物跡関連性を示すと考えられる。

ＳＢ１２（第５５３図）

【立　地】

　Ｃ１５グリットに位置する。ＳＡ２３～３６の竪穴住居群

中に位置する。ＳＡ２９～３１とＳＢ５２を切り、ＳＢ２１・

５３に切られる。

【規　模】

　梁行２間×桁行３間の南北方向に長い１２本柱の総柱

建物跡である。規模は桁行３．５～３．７ｍ、梁行５．７ｍ、総

面積２０．５２�である。主軸方位はＮ‐１９゚‐Ｗとなる。

　柱間寸法は、北側梁行２ｍ・１．５ｍ、南側梁行１．７ｍ・

２ｍ、桁行東側は２ｍ・１．９ｍ・１．８ｍ、桁行西側は１．８

ｍ・２ｍ・１．９ｍを測る。柱筋はとおり、柱穴間距離も

他の掘立柱建物に比すると揃う。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りで、断面は逆台形であ

る。直径は０．７～０．８ｍ、深さは０．６～０．７ｍを測り、深

いものは０．８５ｍに達する。

　柱痕跡は南側梁行と西側桁行の柱穴で検出された。

柱痕跡から直径０．２～０．２５ｍの丸太材が柱として使用

されたと考えられる。掘り方の大きさにしては、やや

柱径は小さめである。

【立柱方法】

　柱穴土層断面の観察から、立柱後は黄褐色土（K-Ah

由来）と黒色土を５～１０�ごと交互に互層状に埋め戻

したと考えられる。一見、版築状の土層堆積にみえる

が、それほど堅く締め固められてはいない。

ＳＢ１３（第５４６図）

【立　地】

　Ｃ１８グリット、ＳＡ４２の北側に位置し、このＳＡ４２

に後出する。また、ＳＥ１に切られている。

【規　模】

　梁行２間×桁行２間の東西方向に長い８本柱の側柱

建物跡である。桁行３．８～３．９ｍ、梁行は３．４～３．６ｍ、

総面積１３．４８�である。主軸方位はＮ‐７４゚‐Ｅとなる。

　柱間寸法は、東側梁行２．３ｍ・１．３ｍ、西側梁行１．７ｍ・

１．７ｍと対応しない。一方、北側桁行１．９ｍ・２．０ｍ、南

側桁行は１．８ｍ・２．１ｍと、対応する。

　なお、ＳＢ１３東側には、柱筋の合致する柱穴が２箇

所検出されている。柱穴埋土も近似しているので、東

側に出入り口を付設する掘立柱建物の可能性も否定で

きない。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りである。直径０．３～０．５

ｍ、深さ０．４５ｍを測る。柱掘り方は黒色土に�－��ブ

ロックが少量混入した土で埋め戻されている。また、

柱痕跡は検出されず遺物も出土しなかった。

ＳＢ１４（第５４７図）

【立　地】

　Ｃ１７グリットにあり、ＳＡ３２とＳＡ４０の間にある。

ＳＢ１５に先出する切りあい関係を示す。
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【規　模】

　梁行２間×桁行３間の東西方向に長い１０本柱

の側柱建物跡である。規模は桁行４．８～５ｍ、

梁行３．５ｍ、総面積１７．１５�である。主軸方位は

Ｎ‐８３゚‐Ｗとなる。

　柱間寸法は、東側梁行１．６５ｍ・１．８５ｍ、西側は

１．４５ｍ・２．０５ｍ、桁行は北側１．４５ｍ・１．９ｍ・１．６５

ｍ、南側は１．３ｍ・１．９ｍ・１．６ｍを測る。

　各柱穴間の距離はほぼ等しいが、東側梁部分

の柱筋は、やや通りにくい。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形や楕円形の素掘りや二段

掘りである。直径０．４５～０．６ｍ、深さ０．３～０．５

ｍを測る。梁側中央の柱穴は他の柱穴より小さ

く浅めである。柱痕跡は検出されなかった。

ＳＢ１５（第５４７図）

【立　地】

　Ｃ１７グリットにあり、ＳＢ１４の南側に位置する。こ

のＳＢ１４に後出する切りあい関係を示す。

【規　模】

　梁行２間×桁行２間の東西方向に長い８本柱の側柱

建物跡である。桁行４．３５～４．４５ｍ、梁行２．６～２．９５ｍ、

総面積１２．２３�である。主軸方位はＮ‐８６゚‐Ｅとなる。

　柱間寸法は、東側梁行１．７ｍ・１．２５ｍ、西側梁行は１．３

ｍ・１．３ｍ、桁行は北側２．３５ｍ・２．１ｍ、南側は２．３ｍ・

２．０５ｍを測る。北側桁部分は、柱筋が通りにくいが、

各柱穴間の距離はほぼ等距離である。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形や楕円形の素掘りや二段掘りで

ある。直径０．６～１ｍ、深さ０．７～１．３ｍを測る。柱穴

規模は大きめで、深さも他の掘立柱建物より深い。

　柱穴の一部が、ＳＡ３２覆土を掘削する関係のため

か、西側の梁部分は特に深い掘り方となる。

【柱穴土層】

　覆土は�－��ブロックの混入した黒色土が主体であ

る、掘りかた底面付近は黄褐色粘質土が０．２ｍ程充填

された状態で遺存していた。

　なお、柱痕跡は検出されていない。

【出土遺物】

　柱穴覆土中より土師器坏口縁部（１６０３）が１点出土

した（第５９４図）。その他、未図化遺物として土師器甕

口縁部及び底部片がある。

ＳＢ１６（第５４８図）

【立　地】

　Ｃ１７グリットにあり、ＳＢ１５の南側に位置する。Ｓ

Ａ３５とＳＡ４０に挟まれる地点でもある。

【規　模】

　梁行２間×桁行３間の東西方向に長い１０本柱の側柱

建物跡である。規模は桁行５．５ｍ、梁行３．３～３．４ｍ、総

面積１８．９８�である。主軸方位はＮ‐８５゚‐Ｅとなる。

　柱間寸法は、南北の桁行とも１．８ｍ・１．９ｍ・１．８ｍを

測り、各柱穴間の距離はほぼ等しく、柱筋も通る。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形や楕円形の素掘りである。直径

０．４～０．５ｍ、深さ０．４５ｍを測る。柱穴の直径や深さ

は、ほぼ揃っている。

　なお、柱痕跡は検出されていない。

【出土遺物】

　柱穴覆土中より、須恵器坏蓋口縁部が出土した（第

５９４図）。須恵器の型式的特徴からＴＫ２１７新段階に併

行すると考えられる。
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ＳＢ１７（第５４９図）

【立　地】

　Ｄ１７グリットに位置し、ＳＡ４１とＳＢ１１の中間にあ

る。ＳＡ６８とＳＢ１９に切られる。

【規　模】

　梁行２間×桁行４間の東西方向に長い１２又は１１本柱

の側柱建物跡である。西側梁行の中央部分は、攪乱に

より柱穴を失う。桁行５．６５～５．９ｍ、梁行３．３ｍ、総面

積１９．０７�である。主軸方位はＮ‐６０゚‐Ｗとなる。

　柱間寸法は、東側梁行２．３ｍ・１ｍ、北側桁行では１．５

ｍ・１．５ｍ・１．３ｍ・１．３５ｍ、南側では１．５ｍ・１．６ｍ・１．４

ｍ・１．４ｍを測る。各柱穴間の距離はほぼ等しいが、柱

筋は若干ぶれている。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りや二段掘りである。直

径０．３５～０．４ｍ、深さ０．４ｍを測る。柱掘り方の深さ

は、各柱穴とも揃えている。

　なお、柱痕跡は確認されていない。

ＳＢ１８（第５５０図）

【立　地】

　Ｃ１９グリットに位置する。調査区の北側縁辺にあた

り、周囲には総柱建物群が広がる。同じ総柱建物跡の

ＳＢ３３に切られる。

【規　模】

　梁行２間×桁行２間の南北方向に長い６本柱の総柱

建物跡である。規模は桁行３．６ｍ、梁行３．４ｍ、総面積

１２．２４�である。主軸方位はＮ‐７ ‐゚Ｅとなる。

　柱間寸法は、南側梁行１．６ｍ・２ｍ、西側桁行は２ｍ・

１．６ｍを測る。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りや二段掘りで直径０．５

～０．７ｍ、深さ０．４５～０．６ｍを測る。柱痕跡は検出され

なかったが、掘りかた底面に柱のあたりが確認でき

た。この直径は０．２ｍで、同径の柱材が使用されたと

考えられる。また、四隅の柱穴の深さは０．６ｍと他の

柱穴より深い傾向がある。

【柱穴土層】

　柱穴覆土は、�－��ブロックや褐色土ブロックの混

入した黒色土が主体であるが、底面付近に砂質分に富

む褐色粘質土が堆積する柱穴もみられた。

ＳＢ１９（第５５１図）

【立　地】

　Ｄ１７・１８グリットに位置する。ＳＡ４１とＳＡ４７の中

間地点にあり、ＳＡ６８を切る。

【規　模】

　梁行３間×桁行４間の東西方向に長い１４本柱の側柱

建物跡である。南東隅部分は攪乱を受けている。

　規模は桁行７．３～７．５ｍ、梁行３．８～４．１ｍ、総面積

２９．２３�である。主軸方位はＮ‐８４゚‐Ｗとなる。

　柱間寸法は、東側梁行１．４ｍ・１．２ｍ・１．２ｍ、西側梁

行１．５ｍ・１．２ｍ・１．４ｍで、北側桁行は１．８５ｍ・１．７ｍ・

１．９５ｍ・１．８ｍ、南側桁行は２ｍ・１．７ｍ・２ｍ・１．８ｍを

測る。各柱穴間距離はややずれ気味である。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りや二段掘りである。直

径０．４～０．５ｍ、深さ０．６ｍを測る。

　掘り方深さについては、四隅の柱穴が、他の柱穴よ

り深い傾向がある。

　なお、柱痕跡は検出されなかった。

ＳＢ２０（第５５２図）

【立　地】

　Ｅ１７グリットに位置する。ＳＢ２０周辺は掘立柱建物

跡の集中域で、ＳＢ２２に切られる。ただ、ＳＡ３８は床

面まで削平をうけていたため、各遺構の前後関係は不

明である。

【規　模】

　梁行２間×桁行３間の東西方向に長い１０本柱の側柱

建物跡である。規模は桁行６．３～６．４ｍ、梁行４．５ｍ、総

面積２８．５８�である。主軸方位はＮ‐５５゚‐Ｗとなる。

　柱間寸法は、東西の梁行２．２ｍ・２．３ｍで、北側桁行は

２．１ｍ・２．３ｍ・１．９ｍ、南側桁行は１．８ｍ・２．４ｍ・２．２ｍ

を測る。両桁行の東面側の２柱穴間距離は０．２ｍ程広

く設定されている。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形ないし楕円形の素掘りや二段掘

りで、直径０．６～０．７ｍ、深さ０．４～０．６ｍを測る。

　掘りかたの深さについては、桁行側は０．６ｍとほぼ
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土層注記
１：黒色土
２：明黄褐色土＋黒色土（�－��ブロックを含む）
３：黒色土（１層より硬質）
４：黒色土（１層に�－��・��－��・��
　　１・２ブロックを多く含む）
５：黒色土＋灰黄褐色土
６：黒褐色粘質土



揃っているが、梁行側中央の柱穴は０．４ｍと浅くなる。

　なお、柱痕跡は検出されなかった。

【出土遺物】

　柱穴覆土中より須恵器坏蓋天井部と口縁部、及び土

師器甕と頚部が出土した（第５９４図１５８８・１５９１・１５９３・

１５９７）。須恵器坏身口縁部須恵器は、×の型式的特徴

からＴＫ４６ないしＭＴ２１段階に併行すると考えられ

る。

ＳＢ２１（第５５３図）

【立　地】

　Ｂ１６・Ｃ１６グリットに位置する。ＳＢ２１周辺は掘立

柱建物跡の集中域で、ＳＢ２１は、ＳＡ３１・３５・３７とＳ

Ｂ１２・５２を切る。

【規　模】

　梁行３間×桁行４間の南北方向に長い１４本柱の側柱

建物跡である。規模は桁行６．５～６．６ｍ、梁行４ｍ、総

面積２６．２�である。主軸方位はＮとなる。

　柱間寸法は、北側梁行１．４ｍ・１．３ｍ・１．３ｍ、南側梁

行１．３ｍ・１．３ｍ・１．４ｍで、東側桁行は１．８ｍ・１．４ｍ・１．５

ｍ・１．８ｍ、西側桁行は１．８ｍ・１．５ｍ・１．５ｍ・１．８ｍを測

る。各柱穴間の芯々距離は等しく、柱筋も通る。ま

た、両桁行の南北側間の柱穴間距離は他のものより

０．３ｍ程広くとられる。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りである。直径０．４～０．５

ｍ、深さ０．６ｍを測る。掘りかたの深さは、すべての柱

穴底面が一様の高さに揃えられている。

　柱痕跡は、各柱穴で検出された。直径０．１ｍ前後の

丸太材を柱としている。

【立柱方法】

　柱掘り方土層堆積の状況から、柱掘りかた底面を褐

色で硬質な粘質土で薄く充填したのちに、柱を立て、

K-Ahブロックの混入した黒色土でそのまま互層状に

埋め戻す立柱方法が想定される。

【出土遺物】

　柱穴覆土中より土師器模倣坏天井部が１点出土した

が細片のため、未図化である。

ＳＢ２２（第５５４図）

【立　地】

　Ｅ１７・１８グリットに位置する。ＳＢ２２周辺は掘立柱

建物の集中域で、ＳＡ４７とＳＢ２０を切る。

【規　模】

　梁行２間×桁行３間の東西方向に長い１０本柱の側柱

建物である。桁行５．９～６ｍ、梁行４．１～４．５ｍ、総面積

２５．９�である。主軸方位はＮ‐７８゚‐Ｗとなる。

　柱間寸法は、東側梁行２．２５ｍ・２．２５ｍ、西側梁行は

２．１ｍ・２ｍ、北側桁行は２．４ｍ・２．１ｍ・１．５ｍ、南側桁

行は２．１ｍ・２．１ｍ・１．７ｍを測る。

　両桁行の東西側の柱穴間距離は他のものより０．４～

０．６ｍ程狭くとられる。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形ないし楕円形の素掘りや二段掘

りである。直径０．５～０．８ｍ、深さ０．４５～０．７５ｍを測

る。柱穴平面の直径は０．５ｍ、深さ０．４５～０．５程だが、

四隅の柱穴は直径０．６ｍで、０．８ｍと深く掘削される。

また、直径が０．８ｍのものは、建替えや柱の抜き取りに

伴う掘削で大きくなったと考えられる。

　なお、柱痕跡は検出されなかった。

【出土遺物】

　柱穴覆土中より須恵器高台付�（１５９４）と高坏脚部

（１５９５）が出土した。

ＳＢ２３（第５５５図）

【立　地】

　Ｅ１８グリットにあり、ＳＡ４７とＳＢ２４に切られる。

【規　模】

　梁行２間×桁行２間の方形に近い４本柱の側柱建物

跡である。規模は桁行３．４ｍ、梁行３．４ｍ、総面積１１．５６

�である。主軸方位はＮ‐５３゚‐Ｅとなる。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りである。直径０．６～０．７

ｍ、深さ０．６ｍを測る。掘り方の深さは、すべての柱穴

底面が一様の高さに揃えられている。

　なお、柱痕跡は検出されていない。
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ＳＢ２４（第５５５図）

【立　地】

　Ｅ１８グリットに位置する。ＳＡ４７とＳＢ２３を切る。

【規　模】

　梁行２間×桁行３間の南北に長い１０本柱の側柱建物

跡である。規模は桁行３．６～３．９ｍ、梁行３．３～４ｍ、総

面積１３．６９�である。主軸方位はＮ‐４ ‐゚Ｅとなる。

　柱間寸法は、北側梁行１．５ｍ・１．８ｍ、南側梁行は１．７

ｍ・２．２ｍ、東側桁行は１．５ｍ・１．１ｍ・１ｍ、西側桁行

は１．５ｍ・１．４ｍ・１ｍを測る。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りである。直径０．２～０．５

ｍ、深さ０．２５～０．４ｍを測る。

　両梁行側の中央に位置する柱穴は、直径が小さく、

かつ浅い掘り方をなす。また両桁行の南側にあたる柱

穴も小さくて浅い。なお、柱痕跡は検出されていない。

ＳＢ２５（第５５６図）

【立　地】

　Ｃ１９グリットに位置する。この付近は総柱建物が群

をなす部分で、ＳＢ１８・３３の西側にあたる。

【規　模】

　梁行２間×桁行３間の南北方向に長い１２本柱の総柱

建物である。桁行５．３～５．５ｍ、梁行は３．４～３．６ｍ、総

面積１８．９�である。主軸方位はＮ‐１ ‐゚Ｗを示す。

　柱間寸法は、北側梁行１．８ｍ・１．８ｍ、南側梁行１．８

ｍ・１．６ｍとほぼ揃う。また、東側桁行は１．８ｍ・１．５

ｍ・２．２ｍ、西側桁行は１．９ｍ・１．３ｍ・２．１ｍを測り、

両桁行中央部分の２柱穴間距離は、短く設定される。

　一方、建物自体の柱筋はよく通されているが、建物

の軸線やそれと直交する方向からずれた位置で検出さ

れた柱穴もみられた。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、壺掘りと布掘りを併用するあり方を

示している。壺掘りの場合は、円形の素掘りや二段掘

りで直径０．８ｍ、深さ０．７～０．８ｍを測る。底面は、ほぼ

水平に掘り下げられている。

　一方、布掘り柱掘りかたは、本建物の北東隅の梁方

向、北西隅の桁方向にあり、桁行方向と梁行方向をと

る布掘りが併用される。

　平面形から、布掘りした後に布掘り底面の両端にあ

る柱位置をさらに壺掘りする構造と考えられる。この

壺掘りの平面形は直径０．８ｍの円形で、隣りあう柱穴

側はスロープ状に斜めに掘り下げる。検出面からの深

さは０．８～１ｍを測る。

　なお、南北梁行中央の柱穴を結ぶ、建物の中軸線上

の柱穴、特に壷掘りの柱穴は直径０．５５～０．７ｍ、深さ

０．３５～０．６ｍと外回りの柱穴よりも直径が小さく、掘

りかたも浅い傾向を示す。また、南側梁行中央の柱穴

は極端に小さい。また、この建物中軸線上に位置する

北側梁行中央の布掘り柱穴も、掘り方が浅いという点

で共通している。

【柱痕跡】

　建物の北側柱穴を中心に各所で確認された。柱痕跡

からは、直径０．３～０．５ｍの丸太材を柱材として用いて

いる。四隅の柱は直径０．５ｍと大きめである。

　これらの柱痕跡は、柱穴平面の中央付近や壁際近く

に寄った位置で検出された。布掘り柱穴では、スロー

プをなす一辺とは反対側の壁際に柱痕跡が認められ

る。一方、中途まで掘り下げて柱を切り取り、柱下部

をそのまま残す柱穴もある。

【立柱方法】

　柱穴土層断面の観察から、柱穴掘りかた底面にその

まま柱を突き立てるか、黒褐色粘質土で充填後に立柱

する。立柱後は、黄褐色土（�－��由来）と黒色土を５

～１０�ごと交互に互層状に埋め戻したと考えられる。

版築状の土層堆積にみえるが、それほど堅く締め固め

られてはいない。同様な工法はＳＢ１２に認められる。

【遺物出土状況】

　各柱穴の覆土より土師器坏や甕片が出土した。ま

た、柱痕跡の底面付近より須恵器高台付�（１５９２）が

落ち込んだ形で出土した柱穴もある。この高台付�は

ほぼ完存品である。

【出土遺物】

　柱穴の柱痕跡中より須恵器高台付�（１５９２）が、柱

穴覆土中より須恵器坏蓋の口縁部（１５８６・１５８７）土師

器　（１６００・１６０５・１６０７・１６１０）と甕（１６０２）及び高坏

（１６０１）が出土した。
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ＳＢ２６（第５５７図）

【立　地】

　Ｄ２０グリットに位置する。ＳＢ２６周辺は掘立柱建物

跡の集中域で、ＳＢ３４を切る。

【規　模】

　梁行２間×桁行４間の南北方向に長い１２本柱の側柱

建物跡である。規模は桁行５～５．３ｍ、梁行３．６～３．７

ｍ、総面積１８．８�である。主軸方位はＮ‐１５゚‐Ｅとな

る。

　柱間寸法は、北側梁行１．８ｍ・１．８ｍ、南側梁行は１．９

ｍ・１．８ｍ、東側桁行は１．１ｍ・１．４ｍ・１．４ｍ・１．１ｍ、西

側桁行は１．４ｍ・１．３ｍ・１．４ｍ・１．２ｍを測る。

　各柱穴間距離はほぼ揃うが、東側桁行の柱筋はやや

通りにくい。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形ないし楕円形の素掘りや二段掘

りである。直径０．４５～０．５ｍ、深さ０．５ｍを測る。

　なお、柱痕跡は検出されなかった。

ＳＢ２７（第５１３図）

【立　地】

　Ｄ２１グリットに位置する。ＳＡ６９に切られる。

【規　模】

　本建物は東側梁行と南側桁行部分を失ってはいる

が、梁行２間×桁行３間の東西方向に長い１２本柱の側

柱建物跡と考えられる。桁行５．２ｍ、梁行３．４ｍ、総面

積１７．６８�である。主軸方位はＮ‐６９゚‐Ｗとなる。

　柱間寸法は、西側梁行１．７ｍ・１．７ｍ、北側桁行は１．２

ｍ・１．２ｍ・１．４ｍ・１．４ｍを測る。
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土層注記
１：黒色土
２：オリーブ黒色土
３：暗オリーブ粘質土
４：黒褐色土
５：黄褐色粘質土
６：オリーブ色粘質土（充填土か?）
７（a）：灰オリーブ色土
７（b）：灰オリーブ色土（７aより黄味が強い）
８：黒色土（１層よりしまりが弱い）
９：灰オリーブ色粘質土
10：暗褐色土
11：暗褐色土（10層より黄味が強い）
12：褐色粘質土



【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形ないし楕円形の素掘りである。

直径０．４５～０．５ｍ、深さ０．４５ｍを測る。梁行側中央の

柱穴は他の柱穴より０．０５ｍほどやや浅く掘削される。

なお、柱痕跡は検出されなかった。

ＳＢ２８（第５５８図）

【立　地】

　Ｅ１６・１７グリットに位置する。ＳＡ３８とＳＡ６８の中

間付近に立地する。

【規　模】

　梁行１間×桁行２間の南北方向に長い６本柱の側柱

建物と想定される。

　規模は、桁行３．３～３．４ｍ、梁行３．２～３．３ｍ、総面積

１０．８９�である。主軸方位Ｎ‐１４゚‐Ｅとなる。

　柱間寸法は、東側桁行は２ｍ・１．４ｍ、西側桁行１．９

ｍ・１．４ｍを測る。各柱穴間距離はほぼ揃い、柱筋も通

る。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りである。直径０．３～０．４

ｍ、深さ０．４５ｍを測る。掘りかたの深さは揃えられて

いる。なお、柱痕跡は検出されなかった。

ＳＢ２９（第５５８図）

【立　地】

　Ｅ１６・１７グリットに位置し、ＳＢ３０の西側にある。

ＳＡ６８、ＳＢ７及びＳＣ５２を切る。ＳＡ３８は床面の削

平や攪乱が著しかったが、検出状況からでは、ＳＢ２９

が後出すると考えられる。

【規　模】

　梁行３間×桁行４間の南北方向に長い１４本柱の側柱

建物である。規模は桁行７．２ｍ、梁行４．４～４．７ｍ、総面

積３２．７６�である。主軸方位はＮ‐１ ‐゚Ｗとなる。

　柱間寸法は、北側梁行１．５ｍ・１．４ｍ・１．５ｍ、南側

梁行は１．３ｍ・１．４ｍ・２ｍ、東側桁行は１．５５ｍ・２

ｍ・１．８ｍ・１．８５ｍ、西 側 桁 行 は１．８ｍ・１．７ｍ・１．７

ｍ・２ｍを測る。柱筋は通るが、各柱穴間距離は不揃

いである。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形ないし楕円形の素掘りや二段掘

りである。直径０．５～０．６ｍ、深さ０．４～０．５ｍを測る。

なお、柱痕跡は検出されなかった。

【出土遺物】

　柱穴覆土中より土師器坏口縁部が出土した（第５９４図

１６０９）。

ＳＢ３０（第５５８図）

【立　地】

　Ｅ１６・１７グリットに位置し、ＳＢ２９の東側にある。

ＳＡ６８、ＳＢ７及びＳＣ５２を切る。ＳＡ３８は床面の削

平や攪乱が著しかったが、検出状況からすると、ＳＢ

２９が後出すると考えられる。

【規　模】

　梁行２間×桁行４間の南北方向に長い１２本柱の側柱

建物跡である。規模は桁行７．３ｍ、梁行４．１～４．３ｍ、総

面積３０．６６�である。主軸方位はＮ‐１ ‐゚Ｗとなる。

　柱間寸法は、北側梁行２．６ｍ・１．５ｍ、南側梁行は２．７

ｍ・１．６ｍ、東側桁行は１．７ｍ・１．８ｍ・１．９ｍ・１．９ｍ、西

側桁行は１．６ｍ・１．９ｍ・２ｍ・１．８ｍを測る。柱筋は通

り、各柱穴間距離もほぼ揃う。

　また、両側梁行の中央にあたる柱穴は、建物中軸線

上より西に偏在している。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形ないし楕円形の素掘りや二段掘

りである。直径０．５～０．６ｍ、深さ０．３～０．４ｍを測る。

　なお、柱痕跡は検出されなかった。

【切りあい関係】

　ＳＢ２９とＳＢ３０は、主軸方向がほほ同一で、切りあ

い関係は持たないが、雁行状の位置関係を有する。

　また、柱穴本数に違いはあるが、建物面積にそれほ

どの違いはなく、同規模の建物跡と考えられる。

　従って、主軸方向や建物規模の一致、雁行き状の位

置関係は、両掘立柱建物の関連性を示している。

ＳＢ３１（第５５９図）

【立　地】

　Ｆ１７グリットに位置する。ＳＢ３１は、ＳＡ８１を切り

ＳＡ４８に切られる関係にある。

【規　模】

　北側桁行と東側梁の一部を失われているが、梁行２

－５１５－
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間×桁行４間の東西方向に長い１２本柱の側柱建物跡で

ある。規模は桁行７ｍ、梁行３ｍ、総面積２１�である。

主軸方位はＮ‐６２゚‐Ｗとなる。

　柱間寸法は、西側梁行１．５ｍ・１．５ｍ、南側桁行は１．８

ｍ・２ｍ・１．８ｍ・１．４ｍを測る。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形ないし楕円形の素掘りである。

直径０．３～０．５ｍ、深さ０．５ｍを測る。掘りかたの深さ

は揃えられている。なお、柱痕跡は検出されなかっ

た。 南側桁行では、建替えに伴う柱穴も認められる。

ＳＢ３２（第５６０図）

【立　地】

　Ｅ２０・Ｆ２０グリットに位置する。ＳＢ３２は、ＳＡ５４・

５５に切られる関係にある。

【規　模】

　東側桁行と南側梁行の柱穴が失われているが、梁行

３間×桁行４間の南北方向に長い１４本柱の側柱建物跡

と考えられる。規模は桁行６．４ｍ、梁行４．３ｍ、総面積

２７．５２�である。主軸方位はＮ‐２０゚‐Ｅとなる。

　柱間寸法は、西側梁行１．６ｍ・１．５ｍ・１．７ｍ・１．６ｍ、北

側梁行１．５ｍ・１．５ｍ・１．３ｍを測る。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りや二段掘りである。直

径０．４～０．６ｍ、深さ０．４～０．５ｍを測る。

　桁行方向の柱穴の深さは、掘り揃えられるが、梁行

方向では主軸方向の柱穴は浅い傾向を示す。

　なお、柱痕跡は検出されなかったが、柱穴掘りかた

底面に残された柱のあたりから直径０.２ｍ前後の丸太

材が使用されたと推測される。

ＳＢ３３（第５５０図）

【立　地】

　Ｃ１９・Ｃ２０グリットに位置する。この付近は総柱建

物が群をなす部分で西にＳＢ２５、東側にＳＢ３４があ

る。本建物跡はＳＢ１８を切る。

【規　模】

　梁行２間×桁行２間の布掘り建物である。総柱建物

で９本柱、平面形は南北に長い長方形を呈す。規模は

桁行４．２～４．３ｍ、梁行は２．５～２．９ｍ、総面積１１．４８�で

ある。主軸方位はＮ‐２１゚‐Ｅを示す。

　柱間寸法は、北側梁行１．４ｍ・１．５ｍ、南側梁行１．３ｍ・

１．２ｍ、東側桁行は１．８５ｍ・２．３５ｍ、西側桁行は２ｍ・

２．３ｍを測る。柱穴間距離は若干のズレが生じている

ものの、柱筋自体は通りがよい。

【柱穴等】

　本建物は、布掘り掘りかたを用い、梁行方向に三列

に帯状に掘削される。

　掘りかた平面形は細長長方形で、幅０．５５～０．６５ｍ、

長さ３．２５～３．４ｍを測る。また、その芯々間距離は、北

から２ｍ、２．３ｍである。

　布掘り底面の深さは、０．３～０．５ｍ、柱穴底面までの

深さは０．５～０．８ｍで北側に向かって徐々に浅くなって

いる。旧地形に対応しているのであろう。

　布掘り掘りかたは、法量的に誤差が少なく、掘りか

たそれぞれの方向性も一致していることから、ある程

度の企画性が看取される。

　布掘り掘りかた内の柱穴は、帯状に掘削した後、布

掘り底面の柱位置をさらに壺掘りされる。

　この壺掘りの平面形は直径０．６ｍの円形で、断面形

は逆台形である。

　柱痕跡は、多くの柱穴で検出された。直径０．３ｍの

丸太材を柱材として用いていたと考えられる。

【立柱方法】

　柱穴土層断面の観察から、本建物の基礎工事におけ

る工法は次のように想定される。

　�　布掘り掘りかたを掘削する。

　�　柱穴位置を決め、掘りかた底面をさらに円形に

壷掘りする。

　�　柱を立て、布掘り底面の高さにまで黒褐色粘質

土で一度埋め戻して固定させる。　

　�　布掘り掘りかたの外側から黒色土、�－��ブ

ロックの混入した黒色土、黄褐色土（�－��主体の

土）、黒色土の順で流し込むよう埋め戻す。

ＳＢ３４（第５６１図）

【立　地】

　Ｃ２０グリットに位置する。この付近は総柱建物が群

をなす部分で、ＳＢ３３の東側にあたる。また、南側に

あるＳＢ２６に切られる。

－５１７－



【規　模】

　梁行２間×桁行２間の南北方向に長い９本柱の総柱

建物跡である。規模は桁行３．７ｍ、梁行は２．８～２．９ｍ、

総面積１０．５５�である。主軸方位はＮ‐１０゚‐Ｅを示す。

　柱間寸法は、北側梁行１．５ｍ・１．３ｍ、南側梁行１．３５

ｍ・１．５５ｍ、東側桁行は１．９ｍ・１．８ｍ、西側桁行は１．８

ｍ・１．９ｍを測る。柱穴間距離は等しく、建物自体の柱

筋も通るが、建物跡中央の柱穴は、建物の軸線やそれ

と直交する方向からずれる。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りや二段掘りで直径０．５

～０．６ｍ、深さ０．５～０．６ｍを測る。屋内の柱穴は、それ

以外の柱穴よりやや浅く掘られている。

　なお、柱痕跡は検出されなかったが、各柱穴の底面

に残された柱のあたりから、直径０．２～０．３ｍの丸太材

が使用されたと考えられる。

【出土遺物】

　柱穴覆土中より土師器甕頚部が１点出土した（第５９４

図１５９６）。

ＳＢ３５（第５６２図）

【立　地】

　Ｃ２１グリットに位置する。北にＳＢ６６～６９からなる

掘立柱建物跡群と近接している。

【規　模】

　梁行２間×桁行３間の東西方向に長い１２本柱の総柱

建物跡である。規模は桁行５．７ｍ、梁行は３．６ｍ、総面

積２０．５２�である。主軸方位はＮ‐５５゚‐Ｗを示す。

　柱間寸法は、東側梁行２ｍ・１．６ｍ、西側梁行１．８ｍ・

１．８ｍ、北側桁行は１．９ｍ・２ｍ・１．８．ｍ、南側桁行は

１．９ｍ・２ｍ・１．８ｍを測る。柱穴間距離も等しく、基本

的に建物自体の柱筋は通るが、東側梁行では、柱筋よ

りずれた位置にある柱穴も認められる。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、壺掘りと布掘りを併用するあり方を

示している。

　壺掘りの場合は、梁・桁方向の柱穴と建物中軸線上

の柱穴とでは、直径と深さが異なる。

　梁・桁方向、つまり建物の外回りの柱穴掘りかたは、

－５１８－
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円形の素掘りで直径０．７～０．９ｍ、深さ０．８～０．９ｍを測

る。底面は、ほぼ水平に掘り下げられている。

　建物中軸線上、つまり屋内部分に相当する柱穴掘り

かたも、平面円形の素掘りを呈する。しかし、その法

量は直径０．３５ｍ、深さ０．２ｍで、梁・桁方向の柱穴よ

りも極端に小さくて浅い。

　一方、布掘り柱掘りかたは、本建物の南東隅の桁方

向にあり、桁行方向に掘削される。

　その平面形から、幅０．４ｍ、深さ０．１ｍほど浅く布掘

りした後、柱位置をさらに壺掘りする構造と考えられ

る。この壺掘りの平面形は直径０．８ｍの円形で、深さ

は０．８ｍを測る。

【柱痕跡】

　建物の北側柱穴を中心に各所で確認された。柱痕跡

からは、直径０．２～０．３ｍの丸太材を柱材として用いて

いたと考えられる。これらの柱痕跡は、柱穴平面の中

央付近や壁際近くに寄った位置で検出された。

　一方、中途まで掘り下げて柱を切り取り、柱下部を

そのまま残す柱穴もある。

【立柱方法】

　柱穴土層断面の観察から、柱穴掘りかた底面にその

まま柱を突き立てるか、褐色粘質土で充填後に立柱す

る。立柱後は、黒色土、黒褐色土を５～１０�ごと交互

に互層状に埋め戻したと考えられる。版築状の土層堆

積にみえるが、それほど堅く締め固められてはいない。

　同様な工法はＳＢ１２・２５に認められる。

【その他】

　建物中軸線上の、東西側梁行から０．６５～０．７５ｍ離れ

た地点に柱穴が位置する。

　ともに平面円形の素掘りで断面逆三角形に近く、直

径０．３５ｍ、深さ０．４ｍを測る。柱痕跡も検出され、その

直径は０．３ｍである。

　本建物中軸線上の柱穴とは直径が同じで覆土も類似

するが、掘りかたの深さは深い。また、掘りかた断面

形も異なる。

　従って、東西側梁行中央付近にある２箇所の柱穴は

は本建物跡と関連性の高い柱穴と判断される。この場

合、本建物跡は独立棟持柱の総柱建物跡となる。

【出土遺物】

　柱穴覆土中より土師器坏が１点出土した（第５９４図

１６０４）。

ＳＢ３６（第５６３図）

【立　地】

　Ｂ１６グリットに位置する。ＳＡ３６・３７・６７を切る。

【規　模】

　梁行１間×桁行２間の南北に長い近い６本柱の側柱

建物跡である。桁行４．２～４．３ｍ、梁行２．６～２．７ｍ、総

面積１１．２６�である。主軸方位はＮ‐２６゚‐Ｗとなる。

　柱間寸法は、東側桁行は２．３ｍ・２ｍ、西側桁行は２．１

ｍ・２．１ｍを測る。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りである。直径０．７～０．８

ｍ、深さ０．４～０．６ｍを測る。四隅の柱穴掘り方は、

０．５～０．６ｍと深く掘られている。

　柱痕跡は、各所で確認された。柱痕跡からは、直径

０．２～０．３ｍの丸太材を柱材として用いていたと考えら

れる。これらの柱痕跡は、柱穴平面の中央付近や壁際

近くに寄った位置で検出された。

【立柱方法】

　柱穴土層断面から、柱は、�－��ブロックの混入した

黒色土で一気に埋め戻されていたと考えられる。

ＳＢ３７（第５６５図）

【立　地】

　Ｅ２０・２１グリットに位置する。ＳＢ３７は、ＳＡ６４・

６５に切られる関係にある。

【規　模】

　北側桁行と西側梁行部分は失われているが、梁行３

間×桁行４間の東西方向に長い１４本柱の側柱建物跡と

考えられる。規模は桁行５．６～５．８ｍ、梁行３．８ｍ、総面

積２１．６６�である。主軸方位はＮ‐７５゚‐Ｗとなる。

　柱間寸法は、東側梁行１．４ｍ・２．１ｍ・２．１ｍ、西側梁

行１．５ｍ・１．５ｍ・１．８ｍで、南側桁行は２ｍ・２．１ｍ・１．７

ｍを測る。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りや二段掘りである。直

径０．５ｍ、深さ０．４５～０．５ｍを測る。掘り方の深さはす

べての柱穴が揃えられている。

　なお、柱痕跡は検出されなかったが、柱穴掘りかた

－５１９－



底面に残された柱のあたりから直径０．２ｍ前後の丸太

材が使用されたと推測される。

ＳＢ３８（第５０５図）

【立　地】

　Ａ１５・Ｂ１５グリットに位置し、ＳＡ６６を切る。

【規　模】

　梁行２間×桁行２間の南北方向に長い８本柱の側柱

建物跡である。規模は桁行３．９ｍ、梁行は３．４～３．６ｍ、

総面積１３．６５�である。主軸方位はＮ‐３８゚‐Ｗを示す。

　柱間寸法は、北側梁行１．７ｍ・１．７ｍ、南側梁行２ｍ・

１．９ｍ、東側桁行は２．２ｍ・１．７ｍ、西側桁行は１．９ｍ・２

ｍを測る。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りや二段掘りで直径０．６

～０．７ｍ、深さ０．４～０．７ｍを測る。両梁行建物中軸線

上の柱穴は深さ０．４ｍと、それ以外の柱穴より浅く掘

られている。

　柱痕跡は各所で検出された。直径０．２ｍ大の丸太材

が使用されたと考えられる。また、柱痕跡と柱のあた

りが若干ずれている柱穴が存在するため、建替えの可

能性がある。

【立柱方法】

　柱穴土層断面から、柱は、�－��ブロックの混入した

黒色土で一気に埋め戻されていたと考えられる。

ＳＢ３９（第５６４図）

【立　地】

　Ｃ２２グリットに位置し、柵列２に近接する。

【規　模】
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土層注記
１：黒色土（Ｋ�Ａｈ・Ｋｒ�Ｋｂブロック土を含む）
２：にぶい黄褐色土
３：黒褐色粘質土
４：褐色粘質土（充填土か�）
５：灰黄褐色土
６：灰オリーブ褐色土
７：オリーブ黒色土
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土層注記
１：黒色土
　　（Ｋ-Ａｈ・Ｋｒ-Ｋｂブロックを含む）
２：にぶい黄褐色粘質土
３：黒褐色粘質土（充填土か?）
４：黒褐色土



　梁行１間×桁行２間の南北方向に長い６本柱の側柱

建物跡である。

　規模は、桁行４．４ｍ、梁行は２．７５～２．９ｍを測り、総

面積１２．４５�である。主軸方位はＮ‐１５゚‐Ｗを示す。

　柱間寸法は、東側桁行は２．３ｍ・２．１ｍ、西側桁行は

２．２ｍ・２．２ｍを測り、柱穴間距離はほぼ等しい。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形や楕円形の素掘りや二段掘りで

直径０．６～０．８ｍ、深さ０．３～０．５ｍを測る。建物四隅の

柱穴は深さ０．５ｍと深く、両桁行中央の柱穴は深さ０．３

ｍと極端に浅く掘られる。

　柱痕跡は、すべての柱穴で検出された。直径０．３ｍ

の丸太材が使用されたと考えられる。

【立柱方法】

　柱穴土層断面の観察から、黒褐色粘質土を掘りかた

底面の充填土とし、立柱後は�－��ブロックの混入す

る黒色土と黒色土で埋め戻したと考えられる。

ＳＢ４０（第５６６図）

【立　地】

　Ｅ２１・２２グリットに位置する。ＳＡ６３を切る。

【規　模】

　梁行３間×桁行４間の東西方向に長い１４本柱の側柱

建物である。規模は桁行６．３ｍ、梁行４．２～４．４ｍ、総面

積２７．０９�である。主軸方位はＥ‐Ｗとなる。

　柱間寸法は、東側梁行１．５ｍ・１．７ｍ・１ｍ、西側梁

行１．５ｍ・１．５ｍ・１．４ｍで、北側桁行は１．５ｍ・１．７ｍ・１．８

ｍ・１．３ｍ、南側桁行は１．５ｍ・１．６ｍ・１．９ｍ・１．３ｍを測

る。南北桁行の柱穴間距離は、ほぼ等しいが、全体的

に梁・桁行とも柱筋は通りにくい。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りである。直径０．３～０．４

ｍ、深さ０．２５ｍを測る。本建物周辺は削平が著しいた

め、検出面からの深さは浅くなっている。各柱穴とも

掘りかた底面の高さは、すべて揃えられている。

ＳＢ４１（第５６６図）

【立　地】

　Ｅ２２グリットに位置する。ＳＡ７５の南側、ＳＢ４０の

東側にある。周辺は第�層（�－��）下位付近まで削平

が及んでいる。

【規　模】
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　梁行２間×桁行３間の東西方向に長い１０本柱の側柱

建物である。規模は桁行４．８～５ｍ、梁行３．３ｍ、総面

積１６．１７�である。主軸方位はＮ‐８５゚‐Ｅとなる。

　柱間寸法は、東側梁行１．７ｍ・１．６ｍ、西側梁行１．４ｍ・

１．９ｍで、北側桁行は１．５ｍ・２ｍ・１．５ｍ、南側桁行は１．５

ｍ・１．７ｍ・１．６ｍを測る。柱穴間距離は、不揃いで、

柱筋も通りにくい。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りである。概ね直径０．４

～０．５５ｍ、深さ０．２５ｍを測る。ＳＢ４０同様、本建物周

辺は削平が著しいため、検出面からの深さは浅くなっ

ている。また、建物中軸線上の梁行側柱穴は他の柱穴

に比べて、掘りかた直径が小さく、深さもやや浅めで

ある。なお、柱痕跡は検出されなかった。

ＳＢ４２（第５６７図）

【立　地】

　Ｆ２２グリットに位置する。ＳＡ７４とＳＡ７７の中間地

点にある。本建物跡の北側にＳＢ４３が所在する。

【規　模】

　梁行２間×桁行４間の東西方向に長い１２本柱の側柱

建物跡である。桁行５．６～５．７ｍ、梁行３．５～３．７ｍ、総

面積２０．３４�である。主軸方位はＮ‐７６゚‐Ｗとなる。

　柱間寸法は、東側梁行１．８ｍ・１．７ｍ、西側梁行１．７ｍ・

２ｍで、北側桁行は１．６ｍ・１．２ｍ・１．２ｍ・１．７ｍ、南側

桁行は１．８ｍ・１．２ｍ・１．２ｍ・１．４ｍを測る。　南北桁行内

の２柱穴間距離は、やや狭く設定されており、全体的

に梁・桁行とも柱筋は通っている。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りである。概ね直径０．３

～０．４ｍ、深さ０．４ｍを測る。なお、柱痕跡は検出され

なかった。柱穴覆土は黒色土主体である。

ＳＢ４３（第５６８図）

【立　地】

　Ｆ２２グリットに位置する。ＳＡ７４とＳＡ７７の中間地

点にある。本建物跡の南側にＳＢ４２が所在する。

【規　模】

　梁行２間×桁行４間の東西方向に長い１２本柱の側柱

建物跡である。規模は桁行６．２ｍ、梁行３．２ｍ、総面積

１９．８４�である。主軸方位はＥ‐Ｗとなる。

　柱間寸法は、東西の梁行とも１．５ｍ・１．７ｍ、南北側の

桁行も１．５ｍ・１．５ｍ・１．６ｍ・１．６ｍを測り、各柱穴間距

離は等しい。建物主軸線上の梁行側柱穴は柱筋よりや

や外側へずれている。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りである。概ね直径０．３

～０．４５ｍ、深さ０．３ｍを測る。掘りかた底面の高さも

均一に掘り揃えられている。なお、柱痕跡は検出され

なかった。柱穴覆土は黒色土主体である。

ＳＢ４４（第５６８図）

【立　地】

　Ｆ２２・２３グリットに位置する。ＳＡ４７とＳＣ６４を切

る。周辺は第�層（�－��）下位付近まで削平が及ぶ。

【規　模】

　梁行３間×桁行４間の南北方向に長い１４本柱の側柱

建物跡である。桁行６．４～６．７ｍ、梁行４～４．２ｍ、総面

積２６．８６�である。主軸方位はＮ‐１０゚‐Ｗとなる。

　柱間寸法は、北側梁行１．２ｍ・１．３ｍ・１．７ｍ、南側梁

行１．２ｍ・１．６ｍ・１．２ｍ、東側桁行１．８ｍ・１．５ｍ・１．８ｍ・

１．６ｍ、西側桁行１．４ｍ・１．６ｍ・１．６ｍ・１．８ｍを測る。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形や楕円形の素掘りや二段掘りで

ある。直径０．５～０．６ｍ、深さ０．３５ｍを測る。建物中軸

線上の柱穴は、他の柱穴より掘り込みが浅い。

　柱痕跡は各所で確認された。直径０．２ｍの丸太材を

柱材として用いていたと考えられる。

ＳＢ４５（第５６９図）

【立　地】

　Ｄ２３グリットに位置する。ＳＢ４５周辺は、ＳＢ４５～

４７掘立柱建物の群集域にあたる。周辺は第�層（K-

Ah）下位付近まで削平が及んでいる。

【規　模】

　削平により南側梁行の柱穴を失っているが、梁行２

間×桁行３間の南北方向に長い１０本柱の側柱建物と考

えられる。規模は桁行５．３～５．５ｍ、梁行３．２ｍ、総面積

１７．２８�である。主軸方位はＮ‐５５゚‐Ｗとなる。

　柱間寸法は、北側の梁行１．５ｍ・１．７ｍで、桁行は東側
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１．８ｍ・１．７ｍ・２ｍ、西側は１．８ｍ・１．８ｍ・１．７ｍを測る。

北側梁行以外は、柱筋の通りはよい。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りである。直径０．５～０．６

ｍ、深さ０．３～０．５ｍを測る。

　建物中軸線上の梁行側柱穴は他の柱穴に比べて、掘

りかた直径がやや小さく、深さも０．３ｍと浅めである。

また、桁側両端の柱穴は、他の桁側柱穴より深く掘り

込まれている。

【立柱方法】

　柱穴土層断面の観察から、柱穴掘りかた底面を黒褐

色粘質土で充填後に立柱する。

　立柱後は、黄褐色土（�－��由来）と黒色土を５～１０

�ごと交互に互層状に埋め戻したと考えられる。版築

状の土層堆積にみえるが、それほど堅く締め固められ

てはいない。同様な工法はＳＢ２５等に認められる。

ＳＢ４６（第５７０図）

【立　地】

　Ｃ２４グリットに位置する。ＳＢ４６周辺は、ＳＢ４５～

４７掘立柱建物の群集域にあたる。周辺は第�層（K-

Ah）下位付近まで削平が及んでいる。

【規　模】

　梁行２間×桁行２間の南北方向に長い９本柱の総柱

建物跡である。桁行４．３～４．５ｍ、梁行は２．５～２．８ｍ、

総面積１１．６６�である。主軸方位はＮ‐５ ‐゚Ｅである。

　柱間寸法は、北側梁行１．３５ｍ・１．１５ｍ、南側梁行１．５５

ｍ・１．２５ｍ、東側桁行は２．２ｍ・２．３ｍ、西側桁行は２．１

ｍ・２．１ｍを測る。基本的に建物自体の柱筋はよく通さ

れているが、南側梁行の建物中軸線上の柱穴は、ずれ

た位置で検出された。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、壺掘りと布掘りを併用するあり方を

示している。壺掘りの場合は、円形の素掘りで直径

０．８ｍ、深さ０．４５～０．６ｍを測る。底面は、ほぼ水平に

掘り下げられている。

　布掘り柱掘りかたは、本建物の北東隅の梁行方向に

施される。平面帯状の幅０．４ｍの極浅い布掘りを掘削

した後、柱位置を布掘り底面からさらに直径０．６ｍの

円形に壺掘りする構造と考えられる。

　なお、建物中軸線上に位置する梁行側の柱穴は、直

径０．３ｍ前後、深さ０．３ｍと他の柱穴より極端に小さく

て浅い掘り込みをなす。

【柱痕跡】

　柱穴各所で確認された。柱痕跡からは、直径０．３ｍ

の丸太材を柱材として用いていたと考えられる。

　これらの柱痕跡は、柱穴平面の中央付近や壁際近く

に寄った位置で検出された。

【立柱方法】

　柱穴土層断面の観察から、柱穴掘りかた底面を黒褐

色粘質土で充填後に立柱する。

　立柱後は、黄褐色土（�－��由来）と黒色土を０．１～

０．２ｍごと交互に互層状に埋め戻したと考えられる。

　版築状の土層堆積にみえるが、それほど堅く締め固

められてはいない。同様な工法はＳＢ４５等に認められ

る。

ＳＢ４７（第５７１図）

【立　地】

　Ｄ２４グリットに位置する。ＳＢ４７周辺は、ＳＢ４５～

４７等の掘立柱建物跡の群集域にあたる。周辺は第�層

（�－��）下位付近まで削平が及んでいる。

【規　模】

　梁行２間×桁行３間の南北方向に長い１２本柱の総柱

建物跡である。桁行４．６ｍ、梁行は２．８５～３．２ｍ、総面

積１３．９４�である。主軸方位はＮ‐１０゚‐Ｗである。

　柱間寸法は、北側梁行１．３５ｍ・１．５ｍ、南側梁行１．７

ｍ・１．５ｍ、桁行は東西側とも１．７ｍ・１．４ｍ・１．５ｍを測

る。基本的に建物自体の柱筋はよく通る。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、壺掘りと布掘りを併用するあり方を

示している。壺掘りの場合は、円形の素掘りで直径

０．７～０．８ｍ、深さ０．４５ｍを測る。底面は、ほぼ水平に

掘り下げられている。

　布掘り柱掘りかたは、本建物の北東隅の桁行方向に

施される。平面帯状の幅０．４ｍの極浅い布掘りを掘削

した後、柱位置を布掘り底面からさらに直径０．６～０．７

ｍの円形に壺掘りする。深さは０．６５ｍと深い。

　なお、建物中軸線上に位置する柱穴は、直径０．４～

０．６ｍ、深さ０．３ｍと他の柱穴より小さくて浅い掘り込

－５２５－
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ć  

c

c c

b

b

b

b́  

b

ba

b́  

b

b

b́  
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á  

á
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第５６９図　ＳＢ４５実測図（Ｓ＝１/８０）
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土層注記
１：黒色土
２：オリーブ黒色土
３：黄褐色粘質土
４：褐色粘質土＋黒褐色粘質土
　　（充填土か?）

土層注記
１：黒色土
２：黒褐色土＋黄褐色粘質土
３：褐色粘質土
４：灰オリーブ黒色土
５：暗褐色土
６：オリーブ黒色土

土層注記
１：黒褐色土
２：黄褐色粘質土
３：暗褐色粘質土
４：黒色粘質土
５：褐色土



みを呈している。

　さらに、北側梁行中央の柱穴は深さが０．６５ｍを測

り、布掘り柱穴と同規模であるため、建物北東隅の桁

方向にも布掘りが施された可能性がある。

【柱痕跡】

　柱穴各所で確認された。柱痕跡からは、直径０．３５ｍ

前後の丸太材が使用されたと考えられる。

　これらの柱痕跡は、柱穴平面の中央付近や壁際近く

に寄った位置で検出された。

【立柱方法】

　柱穴土層断面の観察から、柱穴掘りかた底面を黒褐

色粘質土で充填後に立柱する。

　立柱後は、黄褐色土（K-Ah由来）と黒色土を０．１～

０．２ｍごと交互に互層状に埋め戻したと考えられる。

　版築状の土層堆積にみえるが、それほど堅く締め固

められてはいない。同様な工法はＳＢ４６等に認められ

る。

【出土遺物】

　柱穴覆土中より土師器坏口縁部が１点出土した。

ＳＢ４８（第５７２図）

【立　地】

　Ｆ２１・Ｇ２１グリットに位置する。ＳＡ５７とＳＡ７４の

中間地点にある。周辺は第�層（�－��）下位付近まで

削平が及ぶ。

【規　模】

　梁行２間×桁行３間の東西方向に長い１２本柱の総柱

建物跡である。桁行３．９５～４．１５ｍ、梁行３．７～３．８ｍ、

総面積１５．１９�である。主軸方位はＮ‐７５゚‐Ｗとなる。

　柱間寸法は、東側梁行１．８ｍ・２ｍ、西側梁行１．７ｍ・

１．９ｍで、北側桁行は１．４ｍ・１．１ｍ・１．４５ｍ、南側桁行

は１．６ｍ・１．１ｍ・１．４５ｍを測る。南北桁行内の２柱穴間

距離は、やや狭く設定されている。また、全体的に梁・

桁行とも柱筋は通っている。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りである。概ね直径０．４

ｍ、深さ０．３ｍを測る。なお、柱痕跡は検出されなかっ

た。柱穴覆土は黒色土主体である。

ＳＢ４９（第５７３図）

【立　地】

　Ｆ２０・Ｇ２０グリットに位置する。ＳＢ４９は、ＳＡ５７

とＳＢ７０を切る関係にある。

【規　模】

　梁行１間×桁行３間の南北方向に長い８本柱の側柱

建物跡である。規模は桁行３．８ｍ、梁行２ｍ、総面積

７．６�である。主軸方位はＮ‐１０゚‐Ｅとなる。

　柱間寸法は、東西の桁行とも１．２ｍ・１．６ｍ・１ｍを測

る。南北桁行内の柱穴間距離は、やや広く設定され

る。柱筋は、全体的に梁・桁行とも通っている。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りである。直径０．５ｍ、深

さ０．４５～０．６５ｍを測る。

　なお、柱痕跡は検出されなかったが、掘りかた底面

のに残る柱のあたりから、直径０．２５ｍ前後の丸太材が

使用されたと想定される。

ＳＢ５２（第５５３図）

【立　地】

　Ｃ１５・１６グリットに位置する。ＳＡ３０とＳＢ１２・

２１・５３に切られる関係にある。

【規　模】

　梁行１間×桁行１間の南北方向に長い４本柱の側柱

建物跡である。規模は桁行２．８５ｍ、梁行２．５ｍ、総面積

７．１２５�である。主軸方位はＮ‐５４゚‐Ｅとなる。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りである。概ね直径０．３

ｍ、深さ０．３ｍを測る。なお、柱痕跡は検出されなかっ

た。柱穴覆土は黒色土主体である。

ＳＢ５３（第５５３図）

【立　地】

　Ｃ１６グリットに位置する。ＳＡ３１・３５とＳＢ１２・

２１・５２を切る関係にある。

【規　模】

　梁行１間×桁行１間の南北方向に長い４本柱の側柱

建物跡である。規模は桁行５～５．３ｍ、梁行３ｍ、総面

積１５．４５�である。主軸方位はＮ‐３８゚‐Ｗとなる。

－５２７－
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【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りである。概ね直径０．３

ｍ、深さ０．３ｍを測る。

　なお、柱痕跡は検出されていない。柱穴覆土は�－

��ブロックが混入する黒色土主体である。

ＳＢ５４（第５７４図）

【立　地】

　Ｃ１６グリットに位置し、ＳＡ３２・３５・３６を切る。

【規　模】

　梁行２間×桁行２間の東西方向に長い８本柱の側柱

建物跡で、規模は桁行３．１～３．３ｍ、梁行は２．６～２．８ｍ、

総面積８．６４�である。主軸方位はＮ‐６２゚‐Ｅを示す。

　柱間寸法は、東側梁行１．１ｍ・１．５ｍ、西側梁行１．３ｍ・

１．５ｍ、北側桁行は１．５ｍ・１．６ｍ、南側桁行は１．６ｍ・１．７

ｍを測る。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りで直径０．４ｍ、深さ０．２５

～０．４ｍを測る。四隅の柱穴は、深さ０．６ｍと深く掘削

される。柱痕跡は検出されていない。柱穴覆土は、�－

��ブロックが混入する黒色土主体である。

ＳＢ５５（第５７５図）

【立　地】

　Ｆ１８グリットにあり、ＳＡ５１・４８に切られる。

【規　模】

　建物南西隅付近の柱穴は、ＳＡ４８によって失われる

が、ＳＡ５１貼床下検出の柱穴の存在から、梁行１間×

桁行２間の東西方向に長い６本柱の側柱建物と考えら

れる。規模は桁行４ｍ、梁行は２．３ｍで総面積９．２�を

測る。主軸方位はＮ‐６０゚‐Ｗを示す。

　柱間寸法は、北側桁行は２．５ｍ・１．５ｍを測る。桁行

中央の柱穴は、西側に偏っている。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りで直径０．４ｍ、深さ０．２５

～０．３５ｍを測る。柱痕跡は検出されていないが、柱の

あたりから直径０．１５ｍの丸太材が柱として使用されて

いたと想定される。柱穴覆土は�－��ブロックが混入

する黒色土主体である。

ＳＢ５６（第５７６図）

【立　地】

　Ｅ１８グリットに位置し、ＳＡ４７とＳＣ１２５を切る。

【規　模】

　梁行１間×桁行１間の方形４本柱の側柱建物跡で、

規模は桁行２．２ｍ、梁行も２．２ｍを測り、総面積は４．８４

�である。主軸方位はＮ‐１ ‐゚Ｗを示す。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りで直径０．４５ｍ、深さ

０．２５～０．３５ｍを測る。柱痕跡は検出されていない。

　柱穴覆土は黒色土主体である。

ＳＢ５７（第５７５図）

【立　地】

　Ｃ１５・Ｄ１５グリットの、ＳＡ２９の南側に位置する。

【規　模】

　梁行１間×桁行２間の東西方向に長い６本柱の側柱

建物跡である。規模は、桁行２．１５～２．３ｍ、梁行は１．６５

～１．９５ｍで総面積４．０１４�を測る。主軸方位はＮ‐５６゚‐

Ｗである。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りで直径０．２５ｍ、深さ

０．２５ｍを測る。北側桁行の柱筋は通らない。

　柱痕跡は検出されていない。柱穴覆土は、�－��ブ

ロックが混入する黒色土主体である。

ＳＢ５８（第５７８図）

【立　地】

　Ｉ１８グリットにあり、ＳＴ７の東側に位置する。

【規　模】

　梁行１間×桁行２間の東西方向に長い６本柱の側柱

建物跡である。

　規模は、桁行４．８～５ｍ、梁行は２～２．３ｍで総面積

１０．５４�を測る。主軸方位はＮ‐８５゚‐Ｅを示す。

　柱間寸法は北側桁行は２．５ｍ・２．５ｍ、南側桁行は２．３

ｍ・１．５ｍを測る。

【穴　等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りで直径０．４５ｍ、深さ０．５

ｍを測る。柱痕跡は検出されていない。柱穴覆土はや

や粘性の強い黒色土主体である。

－５２９－



ＳＢ５９（第５７９図）

【立　地】

　Ｋ１８グリットに位置し、ＳＮ１とＳＮ２の

中間地点にある。またＳＢ５９は、ＳＵ２を切

る。

【規　模】

　梁行１間×桁行１間の東西に長い４本柱の

側柱建物跡で、規模は桁行３．７ｍ、梁行３ｍを

測り、総面積は１１．１�である。主軸方位は

Ｎ‐６０゚‐Ｅを示す。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りで直径１ｍ、

深さ０．５～０．３５ｍを測る。断面形は逆台形と

なる。掘りかた直径が大きい割りに深く掘削

されてはない。

　なお、柱痕跡は検出されていない。柱穴覆

土はやや粘性の強い黒色土で、焼土粒が含ま

れている。

ＳＢ６０（第５８０図）

【立　地】

　Ｌ１７・Ｍ１７グリットに位置し、ＳＤ１の南

側にある。また、ＳＵ１をまたぐような建物

配置をとる。

【規　模】

　梁行１間×桁行１間の南北に長い４本柱の

側柱建物跡で、規模は桁行５～５．３ｍ、梁行

２．２～２．３ｍを測り、総面積は１１．５９�である。

主軸方位はＮ‐２２゚‐Ｅを示す。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形や楕円形の素掘りで直

径１ｍ前後、深さ０．５～０．８ｍを測る。

　なお、柱痕跡は検出されず、柱穴覆土はや

や粘性の強い黒色土である。

ＳＢ６１（第５８０図）

【立　地】

　Ｍ１６グリットに位置し、ＳＢ６０の西側に位

置する。
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á  
b́  

b́  b́
 

c
c

á
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【規　模】

　梁行１間×桁行１間の南北に長い４本柱の側柱建物

で、規模は桁行２．５ｍ、梁行は２ｍを測り、総面積は５

�である。主軸方位はＮ‐１５゚‐Ｅを示す。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形や隅丸方形の素掘りで直径１ｍ

前後、深さ０．６ｍを測る。

　柱痕跡は検出されず、柱穴覆土は、やや粘性のある

黒色土である。

ＳＢ６２（第５８２図）

【立　地】

　Ｋ１９・２０グリットに位置し、ＳＮ２とＳＴ３の中間

地点にある。

【規　模】

　梁行１間×桁行１間の南北に長い４本柱の側柱建物

で、規模は桁行３．５ｍ、梁行は２．８ｍを測り、総面積は

９．８�である。主軸方位はＮ‐１１゚‐Ｗを示す。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りで直径０．８～１ｍ、深さ

０．５ｍを測る。柱痕跡は検出されていない。

　柱穴覆土は、やや粘性のある黒色土である。

ＳＢ６４（第５８３図）

【立　地】

　Ｇ１７グリットに位置し、ＳＴ８の東側にある。

【規　模】

　梁行１間×桁行１間の南北に長い４本柱の側柱建物

で、規模は桁行２ｍ、梁行は１．９ｍを測り、総面積は

３．８�である。主軸方位はＮ‐２５゚‐Ｗを示す。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りで直径０．３～０．４ｍ、深

さ０．３５ｍを測る。柱痕跡は検出されていない。

　柱穴覆土は、�－��ブロックが混入するやや粘性の

ある黒色土である。

ＳＢ６５（第５８３図）

【立　地】

　Ｇ１７・Ｈ１７グリットの、ＳＴ８の東側にある。

【規　模】

　梁行１間×桁行２間の南北方向に長い６本柱の側柱

建物跡である。

　規模は、桁行２．８～２．９ｍ、梁行は２．３ｍで総面積６．５６

�を測る。主軸方位はＮ‐２９゚‐Ｅを示す。

　柱間寸法は東側桁行は１．１ｍ・１．７ｍ、西側桁行は１．３

ｍ・１．６ｍを測る。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形や楕円形の素掘りで直径０．３５

ｍ、深さ０．３ｍを測る。柱痕跡は検出されていない。　

柱穴覆土は�－��ブロックが混入するやや粘性の強い

黒色土が主体である。

ＳＢ６６（第５８４図）

【立　地】

　Ｃ２１グリットに位置し、調査区の北縁付近にあた

る。ＳＢ６６～６９は掘立柱建物跡群をなしている。本建

物は、柱穴の一部をＳＥ２に切られる。

【規　模】

　梁行１間×桁行１間の南北に長い４本柱の側柱建物

で、規模は桁行２．５～２．６ｍ、梁行は２．５ｍを測り、総面

積は６．３８�である。主軸方位はＮ‐３１゚‐Ｅを示す。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形や楕円形の素掘りで直径０．５～

０．８ｍ、深さ０．３ｍを測る。柱穴平面直径の大きさは不

揃いである。

　なお、柱痕跡は検出されず、柱穴覆土は、K-Ahブ

ロックが混入する黒色土である。

ＳＢ６７（第５８４図）

【立　地】

　Ｂ２０グリットに位置し、調査区の北縁付近にあた

る。ＳＢ６６～６９は掘立柱建物跡群をなしている。

【規　模】

　梁行１間×桁行１間の東西に長い４本柱の側柱建物

跡である。桁行２．３～２．５ｍ、梁行は２～２．２ｍを測り、

総面積は５．０４�となる。主軸方位はＮ‐８４゚‐Ｗを示す。

－５３１－



【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形や楕円形の素掘りで直径０．４ｍ、

深さ０．３ｍを測る。

　なお、柱痕跡は検出されず、柱穴覆土は、K-Ahブ

ロックが混入する黒色土である。

ＳＢ６８（第５８４図）

【立　地】

　Ｃ２１グリットに位置し、調査区の北縁付近にあた

る。ＳＢ６６～６９は掘立柱建物跡群をなしている。ＳＢ

６６を切り、ＳＢ３５に切られる。

【規　模】

　梁行１間×桁行１間の東西に長い４本柱の側柱建物

跡である。規模は桁行３．２ｍ、梁行は２．７ｍを測り、総

面積は８．６４�となる。主軸方位はＮ‐７２゚‐Ｗを示す。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りで直径０．４～０．４５ｍ、深

さ０．３ｍを測る。

　なお、柱痕跡は検出されず、柱穴覆土は、K-Ahブ

ロックが混入する黒色土である。

ＳＢ６９（第５８４図）

【立　地】

　Ｂ２１グリットに位置し、調査区の北縁付近にあた

る。ＳＢ６６～６９は掘立柱建物跡群をなしている。

【規　模】

　北東隅の柱穴は急崖により失われているが、梁行１

間×桁行１間の東西に長い４本柱の側柱建物跡と考え

られる。規模は桁行３．４ｍ、梁行は２．５ｍを測り、総面

積は８．５�となる。主軸方位はＮ‐８５゚‐Ｅを示す。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りで直径０．４ｍ、深さ０．３

ｍを測る。なお、柱痕跡は検出されず、柱穴覆土は、

K-Ahブロックが混入する黒色土である。

ＳＢ７０（第５８５図）

【立　地】

　Ｇ２０グリットに位置し、ＳＡ５７に東側にある。ＳＢ

２９に切られる関係でもある。
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【規　模】

　梁行１間×桁行１間の南北に長い４本柱の側柱建物

で、規模は桁行２．７～３．１ｍ、梁行１．８～２ｍを測り、総

面積は５．５１�である。主軸方位はＮ‐１５゚‐Ｅを示す。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形や隅丸方形の素掘りで直径０．４

ｍ、深さ０．２５ｍを測る。

　柱痕跡は検出されず、柱穴覆土は黒色土である。

ＳＢ７１（第５８６図）

【立　地】

　Ｉ２１グリットの調査区東側境界沿いに位置する。

　また、ＳＢ７１～７３・７７・７８からなる掘立柱建物跡群

中にあり、北側にＳＢ７７が所在する。

【規　模】

　梁行２間×桁行２間の東西方向に長い８本柱の側柱

建物跡で、規模は桁行６．９ｍ、梁行は４．１ｍ、総面積

２８．２９�である。主軸方位はＮ‐４５゚‐Ｗを示す。

　柱間寸法は、東西の梁行とも２ｍ・２．１ｍ、南北側桁

行は３．５ｍ・３．４ｍを測る。各柱穴間距離はほぼ等し

く、柱筋も通りがよい。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りで直径０．６～１．２ｍ、深

さ０．３５～０．４５ｍを測る。四隅の柱穴は、直径１ｍ前後、

深さ０．４５ｍと大きく、深く掘削される。柱痕跡は検出

されていない。

　柱穴覆土は����ブロックが混入するやや粘性の強

い黒色土が主体である。

ＳＢ７２（第５８７図）

【立　地】

　Ｉ２０グリットに位置し、ＳＢ７１～７３・７７・７８からな

る掘立柱建物跡群中にある。東側にはＳＢ７７がある。

【規　模】

　梁行１間×桁行２間の南北方向に長い６本柱の側柱

建物跡で、規模は桁行７．６ｍ、梁行は２．６～３ｍ、総面

積２１．２８�である。主軸方位はＮ‐１ ‐゚Ｗを示す。

　柱間寸法は、南北側桁行とも４ｍ・３．６ｍを測る。各

柱穴間距離はほぼ等しく、柱筋も通りがよい。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りで直径０．５ｍ、深さ０．４

ｍを測る。柱痕跡は検出されていない。

　柱穴覆土は�－��ブロックが混入するやや粘性の強

い黒色土が主体である。

ＳＢ７３（第５８８図）

【立　地】

　Ｉ２０グリットの調査区東側境界沿い位置する。

　また、ＳＢ７１～７３・７７・７８からなる掘立柱建物跡群

中にあり、北側にＳＢ７２が所在する。

【規　模】

　梁行１間×桁行２間の東西方向に長い６本柱の側柱

建物跡で、規模は桁行４．４ｍ、梁行は２．２ｍ、総面積

９．６８�である。主軸方位はＮ‐７８゚‐Ｗを示す。

　柱間寸法は、北側桁行２．２ｍ・２．２ｍ、南側桁行は２．５

ｍ・１．９ｍを測る。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りで直径０．５～０．６ｍ、深

さ０．３～０．４ｍを測る。柱痕跡は検出されていない。

　柱穴覆土は�－��ブロックが混入するやや粘性の強

い黒色土が主体である。

ＳＢ７４（第５９０図）

【立　地】

　Ｊ２０グリットの調査区東側境界沿い位置する。この

付近は樹痕による攪乱が著しい箇所でもある。

　また、ＳＢ７４・７５・７９・８０からなる掘立柱建物群跡

中にあり、古墳時代の土坑であるＳＣ１５２が所在する。

【規　模】

　梁行１間×桁行１間の南北に長い４本柱の側柱建物

跡と考えられる。規模は桁行３．３ｍ、梁行は２．８ｍ、総

面積は９．２４�を測る。主軸方位はＮ‐２０゚‐Ｗを示す。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りで直径０．５ｍ、深さ０．４

～０．４５ｍを測る。なお、柱痕跡は検出されていない。

　なお、柱痕跡は検出されず、柱穴覆土はやや粘性の

強い黒色土である。
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ǵ
 

0

0

2m

2m

M.N.

M
.N.

L＝90.40m

L＝88.70m

L＝
88.70m

L＝
90
.4
0m

a

a

a

a

b

b

b

b

c

c
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á
 

第５８４図　ＳＢ６６～６９実測図（Ｓ＝１/８０）

第５８５図　ＳＢ７０実測図（Ｓ＝１/８０） 第５８６図　ＳＢ７１実測図（Ｓ＝１/８０）



ＳＢ７５（第５９０図）

【立　地】

　Ｊ２０グリットの調査区東側境界沿い位置する。この

付近は樹痕による攪乱が著しい箇所でもある。

　また、ＳＢ７４・７５・７９・８０からなる掘立柱建物跡群

中にあり、古墳時代の土坑であるＳＣ１５２が所在する。

【規　模】

　南西隅の柱穴は攪乱により失われているが、梁行１

間×桁行１間の南北に長い４本柱の側柱建物跡と考え

られる。規模は桁行３．２ｍ、梁行は３ｍを測り、総面積

は９．６�となる。主軸方位はＮ‐１５゚‐Ｗを示す。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りや二段掘りで直径０．４

～０．５ｍ、深さ０．４～０．５ｍを測る。

　なお、柱痕跡は検出されていない。柱穴覆土は焼土

粒を含む粘性のやや強い黒色土である。

ＳＢ７６（第５８９図）

【立　地】

　Ｊ１８グリットに位置し、ＳＴ４の東側にある。

【規　模】

　梁行１間×桁行２間の東西方向に長い６本柱の側柱

建物跡で、規模は桁行４．２～４．７ｍ、梁行は２．１～２．３ｍ、

総面積９．７９�である。主軸方位はＮ‐８３゚‐Ｅを示す。

　柱間寸法は、北側桁行２．３ｍ・２．４ｍ、南側桁行は１．９

ｍ・１．３ｍを測る。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りで直径０．５ｍ、深さ０．５

ｍを測る。柱痕跡は検出されていない。

　柱穴覆土は�－��ブロックが混入するやや粘性の強

い黒色土が主体である。

【その他】

　建物中軸線上の、東西側梁行から０．５ｍ離れた地点

に柱穴が２箇所位置する。ともに平面円形の素掘りで

直径０．４ｍ、深さ０．３ｍを測る。柱痕跡は検出されてい

ない。柱穴覆土も本建物と類似している。

　従って、２つの柱穴を本建物に伴う柱穴とした場合、

独立棟持柱の側柱建物となる。

ＳＢ７７（第５９１図）

【立　地】

　Ｉ２１グリットの調査区東側境界沿い位置する。

　また、ＳＢ７１～７３・７７・７８からなる掘立柱建物跡群

中にあり、南側にＳＢ７１が所在する。

【規　模】

　梁行１間×桁行１間の東西に長い４本柱の側柱建物

跡である。規模は桁行２．４ｍ、梁行は１．８ｍを測り、総

面積は４．３２�となる。主軸方位はＮ‐７０゚‐Ｗを示す。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形や楕円形の素掘りで直径０．６～

０．７ｍ、深さ０．３ｍを測る。柱筋の通り均整がとれた柱

穴配置である。なお、柱痕跡は検出されていない。

　柱穴覆土はK-Ahブロックが混入するやや粘性の強

い黒色土が主体である。

ＳＢ７８（第５９２図）

【立　地】

　Ｉ２１グリットの調査区東側境界沿いに位置する。

　また、ＳＢ７１～７３・７７・７８からなる掘立柱建物群中

にあり、北側にＳＢ７７が所在する。

　建物の位置関係から、本建物はＳＢ７１と前後関係を

有すると考えられる。

【規　模】

　梁行１間×桁行１間の南北に長い４本柱の側柱建物

である。規模は桁行２．５ｍ、梁行は１．９ｍを測り、総面

積は４．７５�となる。主軸方位はＮ‐１５゚‐Ｗを示す。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りで直径０．６ｍ、深さ０．４

ｍを測る。柱痕跡は検出されていない。

　柱穴覆土は�－��ブロックが混入するやや粘性の強

い黒色土が主体である。

ＳＢ７９（第５９２図）

【立　地】

　Ｊ２１グリットの調査区東側境界沿いに位置する。こ

の付近は樹痕による攪乱が著しい箇所でもある。

　また、ＳＢ７４・７５・７９・８０からなる掘立柱建物跡群

中にあり、古墳時代の土坑であるＳＣ１５２が所在する。

【規　模】

　南東隅の柱穴は攪乱により失われているが、梁行１

間×桁行１間の東西に長い４本柱の側柱建物跡と考え

られる。規模は桁行３．２ｍ、梁行は２ｍを測り、総面積

は６．４�となる。主軸方位はＮ‐９８゚‐Ｅを示す。

－５３５－



－５３６－

0 2m

0 2m

0
2m

M.N.

M
.N
.

M.N.

M.N.

L＝88.00m L＝
88
.0
0m

L＝88.00m

L＝88.75m

L＝
88
.7
5m

L＝88.80m

L＝
88.80m

L＝88.25m

L＝
88
.2
5m

L＝
88
.2
5m

L＝88.25m

L＝88.25m

L＝
88.25m

a

a

a

a

a

a

a

b

b
a b

b

b

b

b

b

c

c

c

h

g

d

d

d

e

e

e

f

i
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【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りで直径０．３～０．４ｍ、深

さ０．３ｍを測る。この掘立柱建物跡群中、柱穴は小さ

く柱筋の通りもよくない。

　なお、柱痕跡は検出されていない。柱穴覆土は�－

��ブロックが混入する粘性のやや強い黒色土である。

ＳＢ８０（第５９０図）

【立　地】

　Ｊ２１グリットの調査区東側境界沿いに位置する。こ

の付近は樹痕による攪乱が著しい箇所でもある。

　また、ＳＢ７４・７５・７９・８０からなる掘立柱建物跡群

中にあり、古墳時代の土坑であるＳＣ１５２が所在する。

　本建物はＳＢ７４と切りあい関係を持つが、その前後

関係は不明である。

【規　模】

　南西隅の柱穴は攪乱により失われているが、梁行１

間×桁行１間の東西に長い４本柱の側柱建物跡と考え

られる。規模は桁行３．２ｍ、梁行は２．２ｍを測り、総面

積は７．０４�となる。主軸方位はＮ‐４７゚‐Ｅを示す。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りで直径０．４ｍ、深さ０．４

～０．５ｍを測る。

　なお、柱痕跡は検出されていない。柱穴覆土は焼土

粒を含む粘性のやや強い黒色土である。

ＳＢ８１（第５９３図）

【立　地】

　Ａ１６グリットに位置し、ＳＡ６７を切る。

【規　模】

　梁行２間×桁行２間の南北方向に長い８本柱の側柱

建物である。規模は桁行３．７ｍ、梁行は３．３ｍ、総面積

１２．２１�である。主軸方位はＮ‐２５゚‐Ｗを示す。

　柱間寸法は、北側梁行１．６ｍ・１．７ｍ、南側梁行１．６ｍ・

１．７ｍ、東西の桁行とも１．８ｍ・１．９ｍを測る。柱穴間距

離は等しく、柱筋も通りがよい。

【柱穴等】

　柱掘りかたは、円形の素掘りや二段掘りで直径０．５

～０．６ｍ、深さは０．５ｍを測る。梁行側建物中軸線上の

柱穴は深さ０．３ｍと、それ以外の柱穴より浅く掘られ
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ている。

　柱痕跡は検出されなかったが、柱穴底面に残る柱あ

たりから、直径０．３ｍ大の丸太材の使用が考えられる。

柱穴覆土は、K-Ahブロックの混入した黒色土である。

�．掘立柱建物柱穴内から出土した遺物

　掘立柱建物の柱穴内より出土した土器や鉄器等の遺

物を一括して掲載した（第５９４図）。掲載図面中に出土

遺構名を付したので参照されたい。

　柱穴内からは、縄文土器や須恵器、土師器、石器及

び鉄器が出土したが、このうち、掘立柱建物の時期を

推定可能な遺物を選択して図化した。

　そのため縄文土器は未図化である。

　石器については、敲石、磨石や石錘等が出土した。

　石器については、縄文土器と同様にコンタミネー

ションの嫌いがあり、また、単独では掘立柱建物跡の

時期により具体的には推定するのには困難なため、敢

えて図化しなかった。

４、柵　列
　柵列は、５箇所検出した。集落と墳墓域を区切るよ

うな配置や、掘立柱建物を取り囲むようなあり方が認

められる。

ＳＹ１（第２２６図）

　Ｈ１８～２０グリットに位置し、古墳時代終末期の集落

域の南端にある。集落域と墳墓域を区切るように東西

に延伸する。

　全長は、約３０ｍ、現存する柱穴数は１５を数える。平

面形は円形で０．２ｍ前後、深さは０．２～０．３ｍを測る。

柱穴間の距離は１．５～２ｍ前後で深さや距離間隔は一

様ではない。
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　柱痕跡や遺物は出土していないが、柱穴覆土の土質

や土色は古墳時代終末期の遺構覆土に近似する。

ＳＹ２（第５９５図）

　Ｆ１６、Ｇ１７グリットに位置し、ＳＡ５・６付近にあ

る。等高線に対して直交する柱穴列である。

　全長は１１．４ｍ、現存する柱穴数は１１を数える。平面

形は円形で０．２ｍ前後、深さは０．２～０．４ｍを測る。

　柱穴間の距離は１～１．５ｍ前後で、深さや距離間隔

は一様ではない。

　柱痕跡や遺物は出土していないが、柱穴覆土の土質

や土色は古墳時代終末期の遺構覆土に近似する。

ＳＹ３（第５９６図）

　Ｅ１８グリットに位置し、ＳＡ４７・５１を切る。

　全長は２．５ｍで、現存する柱穴数は４を数える。

　平面形は円形で０．２～０．２５ｍ前後、深さは０．１５～０．２

ｍを測る。柱穴間の距離は０．８ｍ前後で深さや距離間

隔は揃えられている。主軸方向は真北で、付近のＳＢ

２９・３０と同一方向である。

　柱痕跡や遺物は出土していないが、柱穴覆土の土質

や土色は古墳時代終末期の遺構覆土に近似する。

ＳＹ４（第５９７図）

　Ｅ１８グリットに位置し、ＳＹ３の東にある。

　全長は２．２ｍで、現存する柱穴数は５を数える。

　平面形は円形で０．２～０．２５ｍ前後、深さは０．１５～０．２

ｍを測る。柱穴間の距離は０．５ｍ前後で深さや距離間

隔は揃えられている。

　主軸方向は真北で、付近のＳＢ２９・３０やＳＹ３と同

一方向である。

　柱痕跡や遺物は出土していないが、柱穴覆土の土質

や土色は古墳時代終末期の遺構覆土に近似する。

ＳＹ５（第２２６図）

　Ｃ２２・２３グリットのＳＢ３９とＳＢ４９間に位置する。

　全長は２２．５ｍで、現存する柱穴数は２０を数える。

　ＳＢ４６付近からＳＢ３９まで直線的に延伸したのち、

ＳＢ３９主軸方向に沿って北に屈曲する。調査区北端付

近でさらに西に向けて折れ曲がる。

　柱穴配置のあり方から、ＳＢ３９やＳＢ４６に伴う柵列

と考えられる。

　平面形は、円形で０．２～０．２５ｍ前後、深さは０．２～０．３

ｍを測る。柱穴間の距離は１～１．５ｍ前後で、深さや

距離間隔はやや不揃いである。柱穴が攪乱等で失われ

ている箇所もある。

　柱痕跡や遺物は出土していないが、柱穴覆土の土質

や土色は古墳時代終末期の遺構覆土に近似する。 
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第３節　その他の遺構と遺物

１、概　要

　この節では、現代（第二次世界大戦終結前後）のＳ

Ｂ５０・５１・８５・８６と時期不明の溝状遺構ＳＥ１～１２に

ついて報告することにする。

　なお、調査区遺物（Ｂ区）、下耳切第３遺跡と老瀬

第３遺跡間にある開析谷の本遺跡側斜面で得た表面採

集した遺物について一括報告する。

２、掘立柱建物跡

ＳＢ５０（第５９８図）

　Ｉ１４グリットに位置し、ＳＥ３に一部切られる。西

側にはＳＢ５１が位置する。

　身舎部分は梁行２間×桁行４間で、北・東・南面の

三方に庇を持つ側柱建物である。

　身舎部分の規模は桁行７．３～７．８ｍ、梁行５．７ｍ、総面

積４３．０４�である。主軸方位はＮ‐８０゚‐Ｅとなる。

　柱掘りかたは、円形や楕円形の素掘りである。直径

０．５～０．７ｍ、深さ０．４ｍを測る。

　掘りかた内は、柱を固定するために陶磁器片や磨

石、敲石、石斧、石皿と瓦片等密にで充填される。

　なお、柱痕跡は検出されなかったが、柱固定の充填

材が環形に原位置を保っていたことから、柱は直径

０．２ｍ前後の丸太材が使用されたと想定される。

　柱穴内覆土は暗灰色に�－��ブロックを含む土で耕

作土や表土に近い。縄文時代や古墳時代遺構覆土とは

異なる土色と土質である。

　本建物の時期は、柱掘りかた内出土の陶磁器や瓦片

から近現代でも比較的新しい時期と考えられる。

ＳＢ５１（第５９９図）

　Ｉ１３グリットに位置し、ＳＥ３に一部切られる。東

側にはＳＢ５１が位置する。

　身舎部分は梁行２間×桁行４間で、東面に庇を持つ

側柱建物である。規模は桁行５．２～５．３ｍ、梁行４ｍ、

総面積２１�である。主軸方位はＮ‐８１゚‐ＥでＳＢ５０と

ほぼ等しい。

　柱掘りかたは、円形の素掘りである。直径０．４ｍ、深

さ０．４ｍを測る。本建物の検出面付近で陶磁器片が少

量出土している。

　本建物の時期は、検出面付近出土の陶磁器の年代や

柱穴覆土の土色や土質がＳＢ５０と近似するので、近現

代でも新しいと推定される。

ＳＢ８５（第６０１図）

　Ｇ１３グリットにあり、調査区の西側境界付近に位置

する。梁行２間×桁行１間の南北に長い６本柱の側柱

建物である。ただし、桁行側の柱穴はＳＢ８６と混在し

て所属関係が明確ではない。

　規模は桁行４．７ｍ、梁行３．７ｍ、総面積１７．３９�であ

る。主軸方位はＮ‐５ ‐゚Ｗである。

　柱掘りかたは、円形や楕円形の素掘りや二段掘りで

ある。直径０．５～０．６ｍ、深さ０．５ｍを測る。

　本建物の時期は、柱穴覆土の土色や土質がＳＢ５０等

と近似するので、近現代でも新しいと推定される。

ＳＢ８６（第６０１図）

　Ｇ１３グリットの調査区の西側境界付近に位置する。

　梁行２間×桁行４間の南北に長い１２本柱の側柱建物

である。ただし、桁行側の柱穴はＳＢ８５と混在して所

属関係が明確ではない。

　規模は桁行４．７ｍ、梁行３．７ｍ、総面積１７．３９�を測

る。また、主軸方位はＮ- ５ -゚ Ｗで、ＳＢ８５と同一方

向をとる。なお、本建物は、柱穴の切りあいからＳＢ

８５より後出する。

　柱掘りかたは、円形の素掘りで、直径０．４ｍ、深さ

０．２ｍを測る。掘りかた直径に比して掘り込みは浅い。

　本建物の時期は、柱穴覆土の土色や土質がＳＢ５０等

と近似するので、近現代でも新しいと推定される。

３、溝状遺構（ＳＥ）

　本遺跡では、溝状遺構が１２条検出された。各溝状遺

構の溝幅や深さは凡そ近似しており、南北または東西

方向に直線的に延伸しているのが特徴である。

確認調査の結果では、道路状遺構の可能性が示され、

古墳時代集落との関連性も指摘されていた。

ＳＥ１（第６００図）

　Ａ調査区を南北に縦断する溝状遺構である。幅０．５
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ｍ、深さ０．５ｍを測り、断面箱型を呈する。

　ＳＥ１は、調査区北端付近でＳ字に屈曲しながらＳ

Ｅ２に合流する。

　遺構覆土は黒色土で石皿や磨石、敲石及び石錘と

いった縄文～古墳時代の石器が多量に出土した。ま

た、近世以降とみられる薩摩焼土瓶も得られた。

ＳＥ２（第６００図）

　Ａ調査区北端の調査区境界に沿って東西に横断する

溝状遺構である。幅０．５ｍ、深さ０．３ｍを測り、断面箱

型を呈する。

　遺構覆土は黒色土に�－��ブロックが混入する。縄

文～古墳時代の石器や土器が若干出土した。

ＳＥ３（第６００図）

　Ａ調査区南側に位置する溝状遺構である。矩形を呈

し、ＳＮ１及びＳＢ５０・５１を切っている。幅０．５ｍ、

深さ０．２ｍを測り、断面箱型を呈する。

　遺構覆土は灰褐色土主体で、プラスティック製品や

縄文～古墳時代の石器や土器が若干出土した。

ＳＥ４（第６００図）

　Ａ調査区南側からＢ区にかけて調査区を南北に縦断

する溝状遺構である。幅２～３ｍ、深さ０．３ｍを測り、

断面形はすり鉢状を呈する。溝自体は等高線に直交す

るが、やや蛇行気味である。

　遺構覆土は、数層にわたって薄い黒色土の硬化面が

形成されていた。また、底面付近は地山（第�層）が著

しく硬化し、黒色に変色していた。なお、波板状凹凸面

は確認されなかった。なお、遺物は出土していない。

ＳＥ５（第６００図）

　Ａ調査区の南西隅付近に位置する、東西に横断する

溝状遺構である。ＳＥ４を切り、東端はＳＥ３に接続

する。幅１．５ｍ、深さ０．５ｍを測り、断面形は逆台形を

呈する。

　遺構覆土は黒色土や黒褐色土を主体とするが、全体

として表土と土質や土色が近似していた。

　遺物は有肩打製石斧や磨石等が出土した。

　なお、ＳＥ５とＳＥ６・７は、ほぼ近接した位置に

あり並行している。

ＳＥ６（第６００図）

　Ａ調査区の南西隅付近に位置する、東西に横断する

溝状遺構である。幅０．５ｍ、深さ０．５ｍを測り、断面形

は逆台形を呈する。

　遺構覆土は黒色土や黒褐色土を主体とするが、全体

として表土と土質や土色が近似していた。

　なお、遺物は出土していない。

ＳＥ７（第６００図）

　Ａ調査区の南西隅付近に位置する、東西に横断する

溝状遺構である。幅０．５ｍ、深さ０．４ｍを測り、断面形

は逆台形を呈する。

　遺構覆土はＳＥ５・６と同じく、黒色土や黒褐色土

を主体し、全体として表土と土質や土色が近似してい

た。なお、遺物は出土していない。

ＳＥ８（第６００図）

　Ｂ調査区の南側調査区境界付近に位置する、北西か

－５４４－

第６０１図　ＳＢ８５・８６実測図（Ｓ＝１/８０）
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ら南西に横断する溝状遺構である。

　調査区境界線にほぼ沿うが、直線的ではなく、緩や

かに蛇行している。溝の幅は０．４ｍ、深さ０．３ｍを測

り、断面形は逆台形を呈する。

　遺構覆土は、黒色土を主体とするが、底面付近はマ

ンガンや酸化鉄の層が堆積していた。通時的に水の流

れがあったと考えられる。遺物の出土はない。

ＳＥ９（第６００図）

　Ｂ調査区の南側調査区境界付近に位置する溝状遺構

である。ＳＥ８と同規模で方向性も同じであり、両者

の溝は近接して並走している。また、遺構覆土の状況

も類似していた。遺物の出土はない。

ＳＥ１０（第６００図）

　Ｂ調査区の南側調査区境界付近にあり、北西から南

西に横断する。ＳＥ８・９の南側にある。

　溝の幅は１．５ｍ、深さ０．４ｍを測り、断面形は逆台形

を呈する。溝は直線的であるが、その方向性は、ＳＥ

８・９・１０と若干異なっている。

　遺構覆土は、黒色土を主体とするが、マンガンや酸

化鉄が幾筋にも陥入したり、雲斑状に広がっている状

況である。なお、遺物は出土していない。

ＳＥ１１（第６００図）

　Ｂ調査区の南側調査区境界付近にある、北西から南西

に横断する溝状遺構である。ＳＥ１０の南側に位置する。

　溝の幅は２ｍ、深さ０．６ｍを測り、断面形は逆台形を

呈する。溝の幅は広く且つ深めである。

　溝の方向性は直線的で、ＳＥ８・９・１０と同じく調

査区境界線に沿っている。

　遺構覆土は、ＳＥ１０と類似した状況で、通時的に水

が通水または滞水していた状況を示していた。

　なお、遺物は出土していない。

ＳＥ１２（第６００図）

　Ｂ区の南西隅付近に位置する溝状遺構である。南北

方向に延伸してＳＥ８に接続する。幅１ｍ、深さ０．３

ｍを測り、断面形は箱形を呈する。

　遺構覆土の上面は、バラスや砂利が堅く踏み締めら

れたように硬化面を呈していた。なお、遺物は出土し

ていない。

ＳＥ１３（第６００図）

　Ａ区のＳＥ３１付近にある溝状遺構である規模や構造

はＳＥ１２と近似する。

４、調査区の遺物

ａ．Ｂ調査区の遺物

　Ｂ調査区は、溝状遺構と現代や時期不明のピット群

等が検出されたが、人間活動の痕跡は乏しい。表土中

ないし、基本土層でいう第�・�層中より土師器片や

石器を３０点前後得たのみである。

　このうち、比較的出土量の多かった石器類、特に石

核（１６１５）、敲石（１６１７）、石皿（１６１８）と石錘（１６１８）

を１点ずつ図化し、掲載した。

ｂ．Ａ調査区下面谷部の表面採集資料

　下耳切第３遺跡と老瀬第３遺跡の間にある開析谷の

本遺跡側斜面と、その下部を流れる小川周辺からの表

面採集資料と、斜面部分での確認調査で得た表土中資

料を一括して報告する。

　遺物は、縄文時代中期前半～中頃の縄文土器（１６１９

～１６２７）と下城式併行の弥生土器（１６２８）と古墳時代

終末期～古代の須恵器（１６２９～１６４１）及び土師器（１６４２

～１６４４）と石器類（１６４７～１６８６）である。

　弥生土器は、１６２８とＳＡ４７覆土中の矢羽透かしの高

坏脚部（１４０３）等が出土したのみである。　

５、小　結

ＳＢ５０・５１、ＳＢ８５・８６について

　縄文時代や古墳時代の遺構とは異なる時期の庇付の

掘立柱建物跡２棟（ＳＢ５０・５１）と掘立柱建物跡２棟（Ｓ

Ｂ８５・８６）、計４棟が検出された。　

　これらの一部は庇を持つため、当初は中・近世の掘

立柱建物と想定したが、柱穴覆土中遺物や覆土の土色

や土質から近現代でも新しい時期と判明した。　一方、

地元の話によれば、第二次世界大戦後しばらく、牛牧

台地に駐屯していた旧日本軍の兵士の居宅が牛牧１号

墳の付近に存在していたという。また、外地からの引

－５４５－



き上げ者の住宅も点在していたという。

　前記の聞き取り調査の結果と合致しそうなのは、Ｓ

Ｂ５０・５１及びＳＢ８５・８６である。このうち何れかの掘

立柱建物跡が該当する。また、掘立柱建物跡そのもの

も昭和２０年代の所産と想定される。

　本遺跡と南隣にある北牛牧第５遺跡Ａ区において

も、二面庇付掘立柱建物が１棟検出された。規模の類

似性だけでなく、柱掘りかた内に礫を充填する立柱の

手法も同一である。

　北牛牧第５遺跡～老瀬第３遺跡周辺は中・近世にお

ける人間活動の痕跡に乏しいことと考え合わせるなら

ば、北牛牧第５遺跡例も、本遺跡例と同じく第二次世

界大戦後の遺構と考えられる。

　なお、ＳＢ８５・８６は掘立柱建物として報告したが、

桁行側の柱穴数や柱穴間距離から鑑みると、建物と認

定するにはやや疑問が残る。建物（居住）以外の性格

を検討する必要性が高いと付記しておきたい。

　

溝状遺構群について

　本遺跡では溝状遺構を総計１３条検出された。

　当初これらの溝は、古墳時代集落等に伴う道路状遺

構と想定されたが、精査の結果と地籍図を照合する

と、ＳＥ４・１２以外は耕作地の区画溝や用水路関連の

溝と考えられる。ＳＥ１～３、５～７は、耕作地の区

画溝、ＳＥ８～１１は用水路の可能性が高い。

　これらの溝状遺構がいつ開削されたかは不明でだ

が、近代以後と想定される。

　ＳＥ４・１２は道路状遺構の可能性がある。このうち、

ＳＥ１２は旧地権者の敷地内通路と判断している。

　ＳＥ４については、�地籍図中に該当する溝がな

い。�他の溝とは規模や方向性、断面形が異る。�Ｓ

Ｅ５より先行する時期である、�数層にわたって硬化

面が形成されている。以上４点から、近現代よりは、

遡る道路状遺構と推察される。

　さらにＳＥ４の覆土は、縄文中・後期の遺構覆土と

は異なるが、古代時代～古代の遺構覆土に近似する特

徴を持っていた。従って、ＳＥ４は積極的な根拠に乏

しいが、古墳時代集落や墳墓群へ至る「道」であった

可能性を提起しておきたい。
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第９４表　下耳切第３遺跡古墳一覧

備　考築造・造営年代出土遺物埋葬
施設

規模（ｍ）
墳形古墳名遺構名

墳高墳径

二重周溝・周溝
内に地下式横穴
墓

ＴＫ２１７
古・新段階

須恵器蓋坏・高坏・長頸壺・短頸
壺・鉢・ハソウ・提瓶・甕、土師器
甕、耳環、鉄刀・刀子・鉄鏃、切子
玉・石皿

木棺直葬
（４箇所）

３．７（前後）２０～２０．２円墳牛牧１号墳ＳＮ１

消失墳・二重周
溝・周溝内に地
下式横穴墓

ＴＫ２０９新段階
～ＴＫ２１７段階
か？

須恵器坏蓋・高台付�・高坏・提
瓶、鉄刀、有肩打製石斧－１＋α１２＋α円墳牛牧１５号墳ＳＮ２

第９５表　下耳切第３遺跡地下式横穴墓一覧

備　考出土遺物築造・造営年代閉　塞
玄室（ｍ）

全長遺構
番号 平面積高幅奥行

須恵器ハソウ・高坏、土師器坏ＴＫ２１７古・新段階板閉塞１．４４０．６２．０３０．８４．３２ＳＴ１

ＳＮ２周溝内須恵器ハソウＴＫ２０９新段階～
ＴＫ２１７段階板閉塞１．６８０．７＋α２．４２０．９４２．２６ＳＴ２

ＴＫ２１７古・新段階板・石閉塞３．０９０．５５＋α２．５４１．５５７．８４ＳＴ３

須恵器蓋坏・ハソウ、耳環、刀子ＴＫ２０９新段階～
ＴＫ２１７古段階板・土塊閉塞１．３０．４６２．１０．７５２．９１ＳＴ４

ＳＮ１周溝内須恵器坏身、土師器坏、鉄鏃ＴＫ２１７古段階板閉塞０．５３０．５８１．２０．５６２．６８ＳＴ５

ＳＮ１周溝内須恵器蓋坏ＴＫ２１７古段階－１．２０．５１．６２１．０７２．１２ＳＴ６

ＳＮ１周溝内須恵器蓋坏・長頸壺、土師器坏・
皿・高坏、刀子・鉄鏃ＴＫ２１７古・新段階板閉塞２．８１０．７６２．２１１．６２４．１２ＳＴ７

ＳＮ２周溝内須恵器蓋坏・長頸壺、土師器壺・
高坏、鉄鏃ＴＫ２０９新段階板閉塞２．９５０．７６２．４１１．５６５．５８ＳＴ８

第９６表　下耳切第３遺跡・古墳時代土坑一覧表

備　　考時期（幅）出土遺物平面積深さ短軸長軸平面形遺構番号

馬埋葬土坑の可能性あり６世紀末～７世紀第２四半期か？－２．１６０．５５１．２０１．８０隅丸方形ＳＣ３

馬埋葬土坑の可能性あり６世紀末～７世紀第３四半期か？土師器甕１．３３０．４００．９５１．４０隅丸方形ＳＣ４

馬埋葬土坑の可能性あり６世紀末～７世紀第４四半期か？－１．５８０．７０１．０５１．５０隅丸方形ＳＣ５

ＳＴ３に伴う祭祀土坑か？７世紀第１～２四半期須恵器甕０．３３０．２５０．５００．８５長楕円形ＳＣ９

馬埋葬土坑の可能性あり６世紀末～７世紀第６四半期か？－２．４３０．８０１．３５１．８０隅丸方形ＳＣ１５０

馬埋葬土坑の可能性あり６世紀末～７世紀第７四半期か？－２．５６０．６５１．４０１．８３隅丸方形ＳＣ１５１

馬埋葬土坑の可能性あり６世紀末～７世紀第８四半期か？－１．８００．６０１．１５１．５７隅丸方形ＳＣ１５２

馬埋葬土坑の可能性あり６世紀末～７世紀第９四半期か？－２．３６０．７２１．３５１．７５隅丸方形ＳＣ１５３

備　　考時期（幅）出土遺物平面積深さ短軸長軸平面形遺構番号

土坑墓６世紀末～７世紀第２四半期か？須恵器壷・土師
器高坏４．２４０．５５１．４０３．０３長方形ＳＤ１

〃７世紀第１四半期
須恵器蓋坏・壷・
耳環・刀子・切子
玉

１．８００．４０１１．８隅丸長方形ＳＤ２

〃７世紀第２四半期須恵器坏蓋・刀
子０．３７０．２５０．５３０．９０長楕円形ＳＤ３

〃７世紀第１四半期か？須恵器坏蓋３．１１０．４５１．８３１．７０長方形ＳＤ４

備　　考時期（幅）出土遺物平面積深さ短軸長軸平面形遺構番号

馬埋葬土坑６世紀末～７世紀第２四半期か？轡・吊金具０．５００．５５０．６００．８３隅丸方形ＳＵ１

〃６世紀末～７世紀第２四半期か？轡０．６００．３２０．６７０．９０隅丸方形ＳＵ２

（全長・玄室規模はｍ、面積は�）

（長さの単位はｍ、面積は�）



－５５１－

第
９７
表
　
下
耳
切
第
３
遺
跡
古
墳
時
代
竪
穴
住
居
跡
一
覧
�

備
　

　
考

遺
構

の
時

期
出
土
遺
物

火
処
の
形
態

住
居
の
構
造

規
　
　
　
模

遺
構
番
号

焼
土
面

地
床
炉

土
器
埋
設
炉

竈
壁
体
溝

主
柱
穴

主
軸
方
向

床
面
積

短
辺

長
辺（
直
径
）

平
面
形

作
業

台
あ

り
７

世
紀

第
３

四
半

期
須

恵
器
・
土

師
器
・
石

器
－

－
�

１
�

a
１

－
４

Ｎ
３９

．３
６

６
．１
５

６
．４

長
方

形
Ｓ
Ａ
１

出
入

り
口

?
７

世
紀

第
２

四
半

期
土

師
器
・
石

器
－

－
�

１
�

d
１

－
４

Ｎ
‐７

９‐
Ｗ（

Ｎ
‐１

４‐
Ｅ

）
３２

．４
９

５
．７

５
．７

方
　

形
Ｓ
Ａ
２

－
７

世
紀

第
２

四
半

期
土

師
器
・
石

器
－

－
－

－
�

a
１

－
４

Ｎ
２８

．４
２

４
．９

５
．８

長
方

形
Ｓ
Ａ
３

－
７

世
紀

第
１

四
半

期
須

恵
器
・
土

師
器
・
石

器
－

－
�

´
１

�
b

２（
連

接
）

－
４

Ｎ
‐３

０‐
Ｗ

２５
．３

４
．６

５
．５

長
方

形
Ｓ
Ａ
４

－
７

世
紀

第
２

四
半

期
須

恵
器
・
土

師
器
・
石

器
－

２
－

－
○

３
+α

Ｎ
‐３

０‐
Ｅ

１６
．６

４
．０

４
．１
５

方
　

形
Ｓ
Ａ
５

－
７

世
紀

第
２

四
半

期
土

師
器
・
石

器
－

－
�

・́
�

２（
抜

き
取

り
か

？
）

－
－

－
４

Ｎ
‐３

２‐
Ｅ

１６
．０

４
．０

４
．０

方
　

形
Ｓ
Ａ
６

－
７

世
紀

末
～

８
世

紀
初

頭
前

後
須

恵
器
・
土

師
器
・
石

器
－

２
－

－
－

－
○

４
Ｎ
‐５

１‐
Ｅ

１７
．２
１

４
．０
５

４
．２
５

長
方

形
Ｓ
Ａ
７

－
７

世
紀

第
２

四
半

期
土

師
器
・
石

器
－

－
�

１
�

ｅ
１

○
４

Ｎ
‐１

２０
‐
Ｅ（

Ｎ
‐３

０‐
Ｅ

）
１７

．２
＋

α
４
．０

４
．３

＋
α

長
方

形
Ｓ
Ａ
９

－
７

世
紀

第
２

四
半

期
須

恵
器
・
土

師
器
・
石

器
－

－
�

１
�

ａ
１

○
４

Ｎ
‐３

０‐
Ｅ

１７
．２

４
．０

４
．３

長
方

形
Ｓ
Ａ
１０

－
７

世
紀

第
２

四
半

期
土

師
器
・
石

器
－

－
�

１
�

ｅ
１

－
４

Ｎ
‐１

１８
‐
Ｅ（

Ｎ
‐２

８‐
Ｅ

）
１６

．０
４
．０

４
．０

方
　

形
Ｓ
Ａ
１１

－
７

世
紀

第
４

四
半

期
土

師
器
・
石

器
－

－
－

－
�

ｄ
１

○
４

Ｎ
‐
９
‐
Ｗ

１８
．９
２

４
．３

４
．４

方
　

形
Ｓ
Ａ
１２

土
師

器
の

一
括

投
棄

７
世

紀
第

２
四

半
期

土
師

器
・
石

器
－

１
－

－
－

－
○

４
Ｎ
‐１

５‐
Ｅ

１１
．８
６

３
．２
５

３
．６
５

長
方

形
Ｓ
Ａ
１３

－
７

世
紀

第
２

四
半

期
土

師
器
・
石

器
－

－
�

１
?

１
○

４
Ｎ
‐１

５‐
Ｅ

１６
．８

４
．０

４
．２

長
方

形
Ｓ
Ａ
１５

－
７

世
紀

第
２

四
半

期
土

師
器
・
石

器
－

－
�

１
－

－
○

２
+α

Ｎ
‐３

０‐
Ｅ

１２
．９

＋
α

３
＋

α
４
．７

長
方

形
Ｓ
Ａ
１６

－
７

世
紀

第
４

四
半

期
須

恵
器
・
土

師
器
・
石

器
－

－
－

－
－

－
－

３
+α

Ｎ
‐
９
‐
Ｗ

１８
４
．０

４
．５

長
方

形
Ｓ
Ａ
１７

周
堤

の
存

在
か

?
７

世
紀

第
２

四
半

期
土

師
器
・
石

器
－

１
－

－
－

－
○

４
Ｎ
‐３

０‐
Ｅ

１５
．２
１

３
．９

３
．９

方
　

形
Ｓ
Ａ
１８

土
壁

？
・
階

段（
出

入
り

口
？

）
７

世
紀

第
２

四
半

期
須

恵
器
・
土

師
器
・
石

器
－

－
�

１
�

ｄ
１

○
４

Ｎ
‐１

５‐
Ｅ

１５
．０
８

３
．３
５

４
．５

長
方

形
Ｓ
Ａ
１９

土
師

器
・
石

器
－

－
�

１
－

－
－

４
Ｎ
‐
５
‐
Ｅ

１２
．９
５

３
．５

３
．７

長
方

形
Ｓ
Ａ
２０

円
礫

の
集

積（
土

器
埋

設
炉

付
近

）
７

世
紀

第
１

四
半

期
土

師
器
・
石

器
－

－
�

１
?

１
○

２
+α

Ｎ
‐３

０‐
Ｗ

２５
＋

α
５
．０

５
＋

α
長

方
形

Ｓ
Ａ
２３

－
７

世
紀

第
３

四
半

期
須

恵
器
・
土

師
器
・
石

器
－

－
�

１
�

ｄ
１

○
‐

Ｎ
‐１

６‐
Ｅ

９
．４
５
＋

α
２
．７

＋
α

３
．５

長
方

形
Ｓ
Ａ
２４

－
７

世
紀

第
３

四
半

期
土

師
器
・
石

器
－

－
�

１
○

‐
Ｎ
‐
５
‐
Ｅ

１２
．２
５

３
．５

３
．５

方
　

形
Ｓ
Ａ
２５

－
７

世
紀

第
２

四
半

期
土

師
器
・
石

器
－

－
�

ま
た

は
�

　
１

�
ｅ

１
－

３
+α

Ｎ
‐１

６‐
Ｅ

１５
．６

３
．９

４
．０

方
　

形
Ｓ
Ａ
２６

－
７

世
紀

第
２

四
半

期
土

師
器
・
石

器
－

－
�

´
ま

た
は
�

１
－

－
○

３
+α

Ｎ
‐１

１‐
Ｅ

１３
．２
６

３
．４

３
．９

長
方

形
Ｓ
Ａ
２７

－
７

世
紀

第
３

四
半

土
師

器
・
石

器
－

１
－

－
�

ｂ
１

○
４

Ｎ
‐９

５‐
Ｅ（

Ｎ
‐
５
‐
Ｅ

）
１４

．８
２

３
．８
５

３
．８
５

方
　

形
Ｓ
Ａ
２８

－
７

世
紀

第
２

四
半

期
土

師
器
・
石

器
－

－
－

－
－

－
－

４
Ｎ
‐
３
‐
Ｅ

７
．７

＋
α

２
．２

＋
α

３
．５

長
方

形
Ｓ
Ａ
２９

竈
左

側
付

近
に

甕
の

埋
置

７
世

紀
第

３
四

半
期

土
師

器
・
石

器
－

－
�

１
�

ｂ
１

－
‐

Ｎ
‐６

６‐
Ｗ（

Ｎ
‐２

０‐
Ｅ

）
１５

．０
１

３
．８

３
．９
５

長
方

形
Ｓ
Ａ
３０

竈
袖

部
に

土
師

器
が

芯
材

利
用

７
世

紀
第

２
四

半
期

土
師

器
・
石

器
－

－
�

１
�

ｄ
１

－
４

Ｎ
‐１

７‐
Ｅ

２１
．８
６

４
．６
５

４
．７

方
　

形
Ｓ
Ａ
３１

－
７

世
紀

第
３

四
半

期
須

恵
器
・
土

師
器
・
石

器
１

－
�

´
２（

抜
き

取
り

１
）

－
－

○
４

Ｎ
‐
５
‐
Ｗ

１２
．８
４

３
．３
８

３
．８

長
方

形
Ｓ
Ａ
３２

－
７

世
紀

第
２

四
半

期
土

師
器
・
石

器
－

－
�

´
ま

た
は
�

１
�

ｂ
１

－
４

Ｎ
‐８

５‐
Ｅ（

Ｎ
‐
５
‐
Ｗ

）
８
．７

＋
α

３
．０

２
．９

＋
α

長
方

形
Ｓ
Ａ
３３

－
７

世
紀

第
３

四
半

期
土

師
器
・
鉄

器
・
石

器
－

－
－

－
－

－
－

４
Ｎ
‐
４
‐
Ｗ

９
．８
６
＋

α
２
．９

＋
α

３
．４

長
方

形
Ｓ
Ａ
３４

－
７

世
紀

第
１

四
半

期
須

恵
器
・
土

師
器
・
石

器
－

－
�

１
－

－
○

４
Ｎ
‐３

０‐
Ｗ

９
＋

α
２

＋
α

４
．５

長
方

形
Ｓ
Ａ
３５

－
７

世
紀

第
３

四
半

期
須

恵
器
・
土

師
器
・
鉄

器
・
石

器
１

１
�
・
�

２
�

ｂ
１

－
４

Ｎ
１６

．５
６

３
．８
５

４
．３

長
方

形
Ｓ
Ａ
３６

土
師

器
を

芯
材
・
竈

焚
き

口
部

に
土

師
器

甕
の

埋
設

７
世

紀
第

３
四

半
期

土
師

器
・
石

器
－

－
－

－
�

ｅ
１

－
３

+α
Ｎ
‐１

５‐
Ｗ

１６
．０

４
．０

４
．０

方
　

形
Ｓ
Ａ
３７

－
７

世
紀

第
１

四
半

期
土

師
器
・
石

器
－

１
－

－
－

－
－

？
Ｎ
‐
１
‐
Ｗ

１１
．２

３
．２

３
．５

長
方

形
Ｓ
Ａ
３８

－
７

世
紀

末
～

８
世

紀
初

頭
前

後
土

師
器
・
石

器
－

１
－

－
�

ａ
１

○
‐

Ｎ
‐５

３‐
Ｅ

１０
．４
９

３
．１
８

３
．３

長
方

形
Ｓ
Ａ
３９

石
器

大
量

出
土

 
７

世
紀

第
３

四
半

期
須

恵
器
・
土

師
器
・
石

器
－

－
�

´
１

�
ｄ

１
３

+α
Ｎ
‐
１
‐
Ｗ

３４
．５
２

５
．８
５

５
．９

方
　

形
Ｓ
Ａ
４０



－５５２－

第
９８
表
　
下
耳
切
第
３
遺
跡
古
墳
時
代
竪
穴
住
居
跡
一
覧
�

作
業

台
あ

り
・
石

器
大

量
出

土
７

世
紀

第
３

四
半

期
土

師
器
・
石

器
－

－
�

´
１

�
b
？

１
○

４
Ｎ
‐
５
‐
Ｗ

３６
６
．０

６
．０

方
　

形
Ｓ
Ａ
４１

作
業

台
あ

り
７

世
紀

第
３

四
半

期
土

師
器
・
石

器
－

－
�

２（
抜

き
取

り
１

）
�

e
１

－
４

Ｎ
‐１

５‐
Ｗ

２６
．５

５
．０

５
．３

長
方

形
Ｓ
Ａ
４２

－
７

世
紀

第
３

四
半

期
須

恵
器
・
土

師
器
・
石

器
－

１
�

１
�

d
１

－
３

＋
α

Ｎ
‐１

００
‐
Ｅ（

Ｎ
‐１

０‐
Ｅ

）
３２

．４
５
．４

６
．０

長
方

形
Ｓ
Ａ
４３

－
７

世
紀

第
３

四
半

期
土

師
器
・
石

器
－

－
－

－
�

a
１

－
４

Ｎ
‐２

０‐
Ｅ

１２
．９
６
＋

α
２
．４

＋
α

５
．４

長
方

形
Ｓ
Ａ
４４

－
７

世
紀

第
３

四
半

期
須

恵
器
・
土

師
器
・
石

器
－

１
－

－
－

－
－

４
Ｎ
‐
５
‐
Ｗ

２３
．５

４
．７

５
．０

長
方

形
Ｓ
Ａ
４５

－
７

世
紀

第
４

四
半

期
須

恵
器
・
土

師
器
・
石

器
－

２
�

１
�

a
１

－
４

Ｎ
‐１

０‐
Ｅ

２０
．２
３

４
．３
５

４
．６
５

長
方

形
Ｓ
Ａ
４６

円
礫

の
集

積（
土

器
埋

設
炉

付
近

）
７

世
紀

第
３

四
半

期
土

師
器
・
石

器
－

－
�・
�

？
１

＋
１

？
－

－
○

４
Ｎ
‐
３
‐
Ｅ

１９
．７
８

４
．３

４
．６

長
方

形
Ｓ
Ａ
４７

－
７

世
紀

第
３

四
半

期
土

師
器
・
石

器
－

２
－

－
－

－
－

４
Ｎ
‐
６
‐
Ｗ

１５
．４

３
．８
５

４
．０

長
方

形
Ｓ
Ａ
４８

－
７

世
紀

第
４

四
半

期
須

恵
器
・
土

師
器
・
石

器
－

－
�

１
�

d
１

○
４

Ｎ
‐１

０３
‐
Ｅ（

Ｎ
‐１

２‐
Ｅ

）
１２

．２
１

３
．３

３
．７

長
方

形
Ｓ
Ａ
４９

竈
焚

き
口

部
に

土
師

器
甕

の
埋

設
７

世
紀

第
４

四
半

期
土

師
器
・
石

器
－

－
－

－
�

d
１

－
４

Ｎ
‐７

８‐
Ｗ（

Ｎ
‐１

１‐
Ｅ

）
１４

．０
３
．５

４
．０

長
方

形
Ｓ
Ａ
５０

－
７

世
紀

第
１

四
半

期
須

恵
器
・
土

師
器
・
鉄

器
・
石

器
－

－
�
・
�

２
�

a
１

－
４

Ｎ
‐
４
‐
Ｗ

２１
．８
１

４
．４
５

４
．９

長
方

形
Ｓ
Ａ
５１

－
７

世
紀

第
２

四
半

期
須

恵
器
・
土

師
器
・
石

器
－

－
�

？
１

�
d

１
－

４
Ｎ
‐１

６‐
Ｅ

１３
．３
２

３
．６

３
．７
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第９９表　下耳切第３遺跡古墳時代掘立柱建物跡一覧�

備　　考時　　　期遺　　　物
規　　　模構　　　造遺構

番号 主軸方向床面積桁行梁行柱穴数桁行梁行建物の形態
７世紀第２四半期土師器・石器Ｎ‐７０‐Ｗ１３．２４．４３６２１側柱建物ＳＢ１
７世紀第２四半期土師器・石器Ｎ‐６１‐Ｗ１５．４４４．９３．１５１０３２側柱建物ＳＢ２

布掘り併用７世紀第１四半期土師器・石器Ｎ‐４５‐Ｗ１４．３６４．３５３．３６２２総柱建物ＳＢ３
７世紀第２四半期土師器・石器Ｎ‐５５‐Ｗ１４．９４４．１５３．６８２２側柱建物ＳＢ４
７世紀第４四半期須恵器・土師器・石器Ｎ‐１０‐Ｗ２５．７２５．９８４．３１４４３側柱建物ＳＢ５
７世紀第４四半期土師器・石器Ｎ‐８５‐Ｗ２３．９９５．８８４．０８１４４３側柱建物ＳＢ６

布掘り併用７世紀第２四半期須恵器・土師器・石器Ｎ‐６１‐Ｗ２６．７８６．３４．２５１４４３側柱建物ＳＢ７
７世紀第１四半期須恵器・土師器・石器Ｎ‐４５‐Ｗ２１．２８５．６３．８１２４２側柱建物ＳＢ８

布掘り併用７世紀末～８世紀初頭前後須恵器・土師器・石器Ｎ２４．４９６．２３．９５１４４３側柱建物ＳＢ９
７世紀第４四半期須恵器・土師器・石器Ｎ‐８０‐Ｗ２１．３５．６８３．７５１４４３側柱建物ＳＢ１０
７世紀末～８世紀初頭前後土師器・石器Ｎ‐１‐Ｗ１９．８５．５３．６１２４２側柱建物ＳＢ１１
７世紀末～８世紀初頭前後須恵器・土師器・石器Ｎ‐１９‐Ｗ２０．５２５．７３．６１２３２総柱建物ＳＢ１２

庇付?７世紀第３四半期須恵器・土師器・石器Ｎ‐７４‐Ｅ１３．４８３．８５３．５８２２側柱建物ＳＢ１３
７世紀末～８世紀初頭前後土師器・石器Ｎ‐８３‐Ｗ１７．１５４．９３．５１０３２側柱建物ＳＢ１４
７世紀第４四半期土師器・石器Ｎ‐８６‐Ｅ１２．２３４．４２．７８８２２側柱建物ＳＢ１５
７世紀末～８世紀初頭前後須恵器・土師器・石器Ｎ‐８５‐Ｅ１８．９８５．５３．４５１０３２側柱建物ＳＢ１６
７世紀第２四半期須恵器・土師器・石器Ｎ‐６０‐Ｗ１９．０７５．７８３．３１２４２側柱建物ＳＢ１７
７世紀第２四半期須恵器・土師器・石器Ｎ‐７‐Ｅ１２．２４３．６３．４６２２総柱建物ＳＢ１８
７世紀第４四半期須恵器・土師器・鉄器・石器Ｎ‐８４‐Ｗ２９．２３７．４３．９５１４４３側柱建物ＳＢ１９
７世紀第２四半期須恵器・土師器・石器Ｎ‐５５‐Ｗ２８．５８６．３５４．５１０３２側柱建物ＳＢ２０
７世紀末～８世紀初頭前後須恵器・土師器・石器Ｎ２６．２６．５５４．０１４４３側柱建物ＳＢ２１
７世紀第３四半期須恵器・土師器・石器Ｎ‐７８‐Ｗ２５．５９５．９５４．３１０３２側柱建物ＳＢ２２
７世紀第１四半期須恵器・土師器・石器Ｎ‐３３‐Ｅ１１．５６３．４３．４４２２側柱建物ＳＢ２３
７世紀第４四半期土師器・石器Ｎ‐４‐Ｅ１３．６９３．７５３．６５１０３２側柱建物ＳＢ２４

布掘り併用７世紀末～８世紀初頭前後須恵器・土師器・石器Ｎ‐１‐Ｗ１８．９５．４３．５１２３２総柱建物ＳＢ２５
７世紀第２四半期須恵器・土師器・石器Ｎ‐１５‐Ｅ１８．８５．１５３．６５１２４２側柱建物ＳＢ２６
７世紀第２四半期須恵器・土師器・石器Ｎ‐６９‐Ｗ１７．６８５．２３．４１２３２側柱建物ＳＢ２７
７世紀第３四半期土師器・石器Ｎ‐１４‐Ｅ１０．８９３．３５３．２５６２１側柱建物ＳＢ２８
７世紀末～８世紀初頭前後須恵器・土師器・石器Ｎ‐１‐Ｗ３２．７６７．２４．５５１４４３側柱建物ＳＢ２９
７世紀末～８世紀初頭前後土師器・石器Ｎ‐１‐Ｗ３０．６６７．３４．２１２４２側柱建物ＳＢ３０
７世紀第２四半期土師器・石器Ｎ‐６２‐Ｗ２１．０７．０３．０１２４２側柱建物ＳＢ３１
７世紀第２四半期須恵器・土師器・石器Ｎ‐２０‐Ｅ２７．５２６．４４．３１４４３側柱建物ＳＢ３２

布掘り併用７世紀第３四半期須恵器・土師器・石器Ｎ‐２１‐Ｅ１１．４８４．２５２．７９２２総柱建物ＳＢ３３
７世紀第３四半期須恵器・土師器・石器Ｎ‐１０‐Ｅ１０．５５３．７２．８５９２２総柱建物ＳＢ３４

独立棟持柱建物？７世紀第２四半期須恵器・土師器・石器Ｎ‐５５‐Ｗ２０．５２５．７３．６１２＋２？３２総柱建物ＳＢ３５
７世紀末～８世紀初頭前後土師器・石器Ｎ‐２６‐Ｗ１１．２６４．２５２．６５６２１側柱建物ＳＢ３６
７世紀第３四半期須恵器・土師器・石器Ｎ‐７５‐Ｗ２１．６６５．７３．８１２４３側柱建物ＳＢ３７
７世紀末～８世紀初頭前後土師器・石器Ｎ‐３８‐Ｗ１３．６５３．９３．５８２２側柱建物ＳＢ３８
７世紀第４四半期須恵器・土師器・石器Ｎ‐１５‐Ｗ１２．４５４．４２．８３６２１側柱建物ＳＢ３９
７世紀末～８世紀初頭前後土師器・石器Ｅ‐Ｗ２７．０９６．３４．３１４４３側柱建物ＳＢ４０
７世紀末～８世紀初頭前後土師器・石器Ｎ‐８５‐Ｅ１６．１７４．９３．３１０３２側柱建物ＳＢ４１
７世紀第３四半期土師器・石器Ｎ‐７６‐Ｗ２０．３４５．６５３．６１２４２側柱建物ＳＢ４２
７世紀末～８世紀初頭前後土師器・石器Ｅ‐Ｗ１９．８４６．２３．２１２４２側柱建物ＳＢ４３
７世紀第４四半期土師器・石器Ｎ‐１０‐Ｗ２６．８６６．５５４．１１４４３側柱建物ＳＢ４４
７世紀第２四半期須恵器・土師器・石器Ｎ‐５５‐Ｗ１７．２８５．４３．２１０３２側柱建物ＳＢ４５

布掘り併用７世紀第４四半期須恵器・土師器・石器Ｎ‐５‐Ｅ１１．６６４．４２．６５９２２総柱建物ＳＢ４６
布掘り併用７世紀第４四半期須恵器・土師器・石器Ｎ‐１０‐Ｗ１３．９４４．６３．０３１２３２総柱建物ＳＢ４７

７世紀第３四半期須恵器・土師器・石器Ｎ‐７５‐Ｗ１５．１９４．０５３．７５１２３２総柱建物ＳＢ４８
７世紀第３四半期土師器・石器Ｎ‐１０‐Ｅ７．６３．８２．０８３１側柱建物ＳＢ４９
７世紀第１四半期須恵器・土師器・石器Ｎ‐５４‐Ｅ７．１２５２．８５２．５４１１側柱建物ＳＢ５２
７世紀末～８世紀初頭前後土師器・石器Ｎ‐３８‐Ｗ１５．４５５．１５３．０４１１側柱建物ＳＢ５３
７世紀末～８世紀初頭前後土師器・石器Ｎ‐６２‐Ｅ８．６４３．２２．７８２２側柱建物ＳＢ５４
７世紀第２四半期土師器・石器Ｎ‐６０‐Ｗ９．２４．０２．３６２１側柱建物ＳＢ５５
７世紀末～８世紀初頭前後土師器・石器Ｎ‐１‐Ｗ４．８４２．２２．２４１１側柱建物ＳＢ５６
７世紀第２四半期土師器・石器Ｎ‐５６‐Ｗ４．０１４２．２３１．８６２１側柱建物ＳＢ５７
６世紀末～７世紀第２四半期か？－Ｎ‐８５‐Ｅ１０．５４４．９２．１５６２１側柱建物ＳＢ５８
６世紀末～７世紀第２四半期か？－Ｎ‐６０‐Ｅ１１．１３．７３．０４１１側柱建物ＳＢ５９
６世紀末～７世紀第２四半期か？－Ｎ‐２２‐Ｅ１１．５９５．１５２．２５４１１側柱建物ＳＢ６０
６世紀末～７世紀第２四半期か？－Ｎ‐１５‐Ｅ５．０２．５２．０４１１側柱建物ＳＢ６１
６世紀末～７世紀第２四半期か？－Ｎ‐１１‐Ｗ９．８３．５２．８４１１側柱建物ＳＢ６２
６世紀末～７世紀第２四半期か？－Ｎ‐２５‐Ｗ３．８２．０１．９４１１側柱建物ＳＢ６４
６世紀末～７世紀第２四半期か？－Ｎ‐２９‐Ｅ６．５６２．８５２．３６２１側柱建物ＳＢ６５
７世紀末～８世紀初頭前後土師器・石器Ｎ‐３１‐Ｅ６．３８２．５５２．５４１１側柱建物ＳＢ６６
７世紀第４四半期土師器・石器Ｎ‐８４‐Ｗ５．０４２．４２．１４１１側柱建物ＳＢ６７

（長さの単位はｍ、面積は�）
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第１００表　下耳切第３遺跡古墳時代掘立柱建物跡跡一覧�

備　　考時　　　期遺　　　物
規　　　模構　　　造遺構

番号 主軸方向床面積桁行梁行柱穴数桁行梁行建物の形態
７世紀第２四半期土師器・石器Ｎ‐７２‐Ｗ８．６４３．２２．７４１１側柱建物ＳＢ６８
７世紀末～８世紀初頭前後土師器・石器Ｎ‐８５‐Ｅ８．５３．４２．５４１１側柱建物ＳＢ６９
７世紀第３四半期土師器・石器Ｎ‐１５‐Ｅ５．５１２．９１．９４１１側柱建物ＳＢ７０
６世紀末～７世紀第２四半期か？－Ｎ‐４５‐Ｗ２８．２９６．９４．１８２２側柱建物ＳＢ７１
６世紀末～７世紀第２四半期か？－Ｎ‐１‐Ｗ２１．２８７．６２．８６２１側柱建物ＳＢ７２
６世紀末～７世紀第２四半期か？－Ｎ‐７８‐Ｗ９．６８４．４２．２６２１側柱建物ＳＢ７３
６世紀末～７世紀第２四半期か？－Ｎ‐２０‐Ｗ９．２４３．３２．８４１１側柱建物ＳＢ７４
６世紀末～７世紀第２四半期か？－Ｎ‐１５‐Ｗ９．６３．２３．０４１１側柱建物ＳＢ７５

独立棟持柱建物？６世紀末～７世紀第２四半期か？－Ｎ‐８３‐Ｅ９．７９４．４５２．２６＋２？２１側柱建物ＳＢ７６
６世紀末～７世紀第２四半期か？－Ｎ‐７０‐Ｗ４．３２２．４１．８４１１側柱建物ＳＢ７７
６世紀末～７世紀第２四半期か？－Ｎ‐１５‐Ｗ４．７５２．５１．９４１１側柱建物ＳＢ７８
６世紀末～７世紀第２四半期か？－Ｎ‐９８‐Ｅ６．４３．２２．０４１１側柱建物ＳＢ７９
６世紀末～７世紀第２四半期か？－Ｎ‐４７‐Ｅ７．０４３．２２．２４１１側柱建物ＳＢ８０
７世紀末～８世紀初頭前後 須恵器・土師器・石器Ｎ‐２５‐Ｗ１２．２１３．７３．３８２２側柱建物ＳＢ８１

第１０１表　下耳切第３遺跡近現代の掘立柱建物跡一覧

備　　考時　　　期遺　　　物
規　　　模構　　　造遺構

番号 主軸方向床面積桁行梁行柱穴数桁行梁行建物の形態
三面庇付現代（第二次世界大戦以後）か？陶磁器・瓦Ｎ‐８０‐Ｅ４３．０４７．５５５．７１３（１４？）４２側柱建物ＳＢ５０
庇付現代（第二次世界大戦以後）か？陶磁器・瓦Ｎ‐８１‐Ｅ２１．０５．２５４．０１２４２側柱建物ＳＢ５１

現代（第二次世界大戦以後）か？陶磁器Ｎ‐５‐Ｗ１７．３９４．７３．７６２１側柱建物ＳＢ８５
現代（第二次世界大戦以後）か？陶磁器Ｎ‐５‐Ｗ１７．３９４．７３．７１２４２側柱建物ＳＢ８６

第１０２表　下耳切第３遺跡出土鉄器観察表�
備　　　考最大厚最大幅最大長種類器種出土位置図面番号

鏃身部は三角形鏃で、断面は両丸造　部分的に木質残存０.３０ １.００ １８.７０ 長頸鏃鉄 鏃第２主体部ＳＮ１９００
３本とも長頸鏃　部分的に木質残存－－－長頸鏃鉄 鏃第２主体部ＳＮ１９０１ 
茎部分のみ　木質残存（０.４５）（０.７０）（３.９０）－鉄 鏃第２主体部ＳＮ１９０８
茎部分のみ０.４０ ０.４０ （４.０５）－鉄 鏃第２主体部ＳＮ１９１５
茎部分のみ　木質残存０.５５０.８２.１６－鉄 鏃第２主体部ＳＮ１９１６
－０.４０ （２.８０）８.００ 方頭鏃鉄 鏃第４主体部ＳＮ１９２０ 
鏃身部のみ０.４０ ２.１０ （７.３５）方頭鏃鉄 鏃第４主体部ＳＮ１９２６
茎部分のみ（０.４０）（０.５０）（３.１０）－鉄 鏃玄室内ＳＴ３９９６ 
茎部分のみ　部分的に木質残存０.４０ ０.８５ （７.１５）長頸鏃鉄 鏃玄室内ＳＴ３９９７
鏃身部は三角形鏃で、断面は両丸造　部分的に木質残存０.４０ ０.８０ １６.４５ 長頸鏃鉄 鏃玄室内ＳＴ３９９８
木質残存０.７５ ２.１５（１０.５）方頭鏃鉄 鏃玄室内ＳＴ５１０１０ 
鏃身中央部は中空、断面両丸造 茎部分を欠損０.４０ ０.４４ （４.００）方頭鏃鉄 鏃竪坑内ＳＴ７１０３１ 
茎部分のみ０.３０ ０.５０ （４.５０）－鉄 鏃竪坑内ＳＴ７１０３２ 
鏃身部は三角形鏃で、断面は両丸造　部分的に木質残存０.２０ ０.８０ １４.８０ 長頸鏃鉄 鏃竪坑内ＳＴ７１０３３ 
茎部分のみ　木質残存－（０.８５）（７.１０）－鉄 鏃玄室ＳＴ８１０４０ 
茎部の断面は０.３ｃｍの方形　木質残存０.２０ ２.２０ （６.８）方頭鏃鉄 鏃玄室ＳＴ８１０４１ 
木質残存０.２５ ３.００ １２.９０ 三角形鏃鉄 鏃玄室ＳＴ８１０４２ 
鏃身部は三角形鏃で、断面は両丸造０.３０ ０.９０ （８.４５）長頸鏃鉄 鏃床面ＳＡ３４１２６１
茎部分のみ　木質残存０.５５ ０.５５ （３.３０）－鉄 鏃覆土中ＳＡ３４１２６２
鏃身部は三角形鏃で、断面は両丸造０.３０ ０.５５ （５.５０）長頸鏃鉄 鏃検出面ＳＡ４６１３９３
鏃身部は三角形鏃で、断面は両丸造０.３５ ０.５０ （６.７５）長頸鏃鉄 鏃覆土中ＳＡ５１１４４６
－０.５０ ０.６０ （１０.９０）長頸鏃鉄 鏃床面ＳＡ５４１４８１
鏃身部は三角形鏃で、断面は両丸造０.３５ ０.６０ （１０.３０）長頸鏃鉄 鏃覆土中ＳＡ６４１５５５

備　　　考最大厚最大幅最大長種類器種出土位置図面番号
�金具の座金具のみが残存－－（１.３０）�金具飾金具玄室内ＳＴ３９９２ 
－－（２.４０）３.４０ �金具馬 具玄室内ＳＴ３９９３ 
ほぼ完存－４.８２ ６.０３ �金具馬 具玄室内ＳＴ４９９４
－－（２.８５）（６.３５）�金具馬 具玄室内ＳＴ３９９５

鏡板のみ－５.５２ ７.８４ �具造立聞環
状鏡板付轡馬 具覆土中ＳＵ１１０５５

銜部分のみ－－－轡馬 具覆土中ＳＵ１１０５６
木質が付着０.２０ １.００ （５.２５）鐙吊金具馬 具覆土中ＳＵ１１０５７

一部に有機質物質が付着１.００ ９.１０ ２４.３０ �具造立聞環
状鏡板付轡馬 具床面ＳＵ２１０５８

（長さの単位はｍ、面積は�）

（長さの単位はｍ、面積は�）

（単位は�）
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第１０３表　下耳切第３遺跡出土鉄器観察表�

備　　　考最大厚最大幅最大長器種出土位置図面番号

両関の直刀で刃部はほぼ完存、柄部は途中から欠損０.４０ ２.４０ （４４.５０）鉄 刀第１主体部ＳＮ１８６９ 

茎部分のみ　撚った紐状のものが巻かれている　木質残存（０.７０）（２.４５）（９.４５）鉄 刀Ａ－ｂ区ＳＮ２９５１

備　　　考最大厚最大幅最大長器種出土位置図面番号

茎部の断面は０.４×０.８の長方形　部分的に木質残存０.２０ １.１０ （６.４５）刀 子第１主体部ＳＮ１８９０ 

部分的に木質残存０.３０ １.５５ （１０.５５）刀 子第１主体部ＳＮ１８９１ 

木質残存０.４０ １.４０ １３.００ 刀 子第２主体部ＳＮ１９０９ 

木質残存０.４５ １.４５ （１２.５０）刀 子玄室内ＳＴ４１００５ 

茎部分のみ　木質残存（０.２０）（０.８０）（４.５０）刀 子竪坑内ＳＴ７１０３０ 

木質残存０.５０ （１.１５）（８.４０）刀 子床面ＳＤ２１０４９

木質残存０.３０ １.１０ （１０.３５）刀 子床面ＳＤ３１０５４

－０.２５ ０.８０ （７.７０）刀 子床面ＳＡ５１１４４５

備　　　考最大厚最大幅最大長器種出土位置図面番号

ほぼ完存の曲刃鎌、柄部との接合は左側端部を折り返す０.３０ ３.３０ （１３.４０）鎌床面ＳＡ３６１２７７

〃０.３０ １.４５ （５.４５）鎌床面ＳＡ５５１４８６

－０.３５ １.５０ （４.００）鎌覆土中ＳＢ１９１６１１

糸通しの穴が残存０.３２ １.０２ （４.４５）針床面ＳＡ５９１５２５

第１０４表　下耳切第３遺跡出土耳環観察表

備考重量内径最大厚最大幅最大長器種出土位置実測番号

中実６.４０ １.４５ ０.５５ ２.４５ ２.３０ 銅地金貼耳環耳環第１主体部ＳＮ１８８７

中実６.８０ １.４０ ０.５５ ２.５５ ２.３５ 銅地金貼耳環耳環第１主体部ＳＮ１８８８

中実２.８０ １.２５ ０.４５ ２.０５ １.７５ 銅地金貼耳環耳環第２主体部ＳＮ１８９８

中実２.００ １.３０ ０.３５ ２.０８ １.７５ 銅地金貼耳環耳環第２主体部ＳＮ１８９９

中実１４.７０ １.６０ ０.７５ ２.８０ ２.７５ 銅地金貼耳環耳環第２主体部ＳＮ１９０４

中実１３.６０ １.５５ ０.８５ ２.８０ ２.７０ 銅地金貼耳環耳環第２主体部ＳＮ１９０５

中実１３.８０ １.４０ ０.７０ ２.９０ ２.６０ 銅地金貼耳環耳環第４主体部ＳＮ１９１８

中実７.９０ １.８０ ０.５５ ２.８０ ２.５０ 銅地金貼耳環耳環第４主体部ＳＮ１９１９

中実５.８０ １.４５ ０.５０ ２.６５ ２.２５ 銅地金貼耳環又は銅
環ないし金銅環耳環北西盛土内

土坑ＳＮ１９２７

中実４.４０ １.３５ ０.５５ ２.３０ ２.２０ 銅地金貼耳環耳環玄室内ＳＴ３９８８ 

中実６.８０ １.３５ ０.７０ ２.２５ ２.０５ 銅地金貼耳環耳環玄室内ＳＴ３９８９ 

中実１４.１０ １.５８ ０.７５ ２.９５ ２.７０ 銅地金貼耳環耳環玄室内ＳＴ３９９０ 

中実１５.４０ １.６５ ０.６５ ３.００ ２.７０ 銅地金貼耳環耳環玄室内ＳＴ３９９１ 

中実１４.３０ １.６０ ０.７０ ３.０５ ２.８５ 銅地金貼耳環耳環玄室内ＳＴ４１００５ 

中実-１.７５ ０.７５ ３.００ ２.８５ 銅地金貼耳環耳環玄室内ＳＴ４１００６ 

中実１.１０ １.３５ ０.３５ １.９５ １.１５ 銅地金貼耳環耳環床面ＳＤ２１０４８

第１０５表　下耳切第３遺跡出土石製装飾品観察表

備　　　　考面径孔径最大幅最大長重量器種出土位置実測番号

Ｃ字形で、加工痕が残る　研磨が粗雑なつくり瑪瑙製０.８５ １.４０ ３.００ ８.６０ 勾 玉第１主体部ＳＮ１８８９

Ｃ字形で、加工痕が残る　研磨が粗雑なつくり瑪瑙製０.６５ １.００ ３.００ ５.００ 勾 玉第２主体部ＳＮ１９０６

備　　　　考石材面径孔径最大幅最大長重量器種出土位置実測番号

上下６面のカット成形、粗雑なつくり水晶０.１５ ０.４５ １.４０ ２.２５ ４.９０ 切子玉第２主体部ＳＮ１９０７

上下６面のカット成形、粗雑なつくり水晶０.２０ ０.４０ １.３０ １.８０ ４.００ 切子玉床 面ＳＤ２１０５０

上下６面のカット成形、粗雑なつくり水晶０.３０ ０.４０ １.１５ １.７５ ３.３０ 切子玉床 面ＳＤ２１０５１

上下６面のカット成形、粗雑なつくり水晶０.２０ ０.４０ １.１０ １.３０ ２.００ 切子玉床 面ＳＤ２１０５２

（長さの単位は�）

（長さの単位は�、重さはｇ）

（長さの単位は�、重さはｇ）



－５５６－

接合関係備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

－－堅緻精良１ミリ以下の灰白
色粒を少し含む灰５Ｙ（４/１）灰５Ｙ（４/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ－－－－胴部～
口縁部杯蓋須恵器Ｂ－ａ

区
ＳＮ１内周
溝８５４

ＳＮ１内周
溝＋ＳＴ５－堅緻

精良３ミリ以下の灰白
色をわずかに含む。１ミ
リ以下の灰白色粒を多
く含む。

暗オリーブ灰２.５
ＧＹ（４/１）灰（Ｎ４/）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ－－３.１ ９.６ 天井～
口縁部杯蓋須恵器Ｂ－ａ

区
ＳＮ１内周
溝８５５

－－堅緻精良２ミリ以下の灰白
色粒を少し含む灰７.５Ｙ（４/１）灰７.５Ｙ（４/１）不定方向のナデ/回

転横ナデ
回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－２.０ ９.２ 天井～

口縁部杯蓋須恵器Ｂ－ａ
区

ＳＮ１内周
溝８５６

－－生焼け
１�程の白色粒を含む。
１�程の灰色粒子がわ
ずかに混じる。

暗オリーブ灰２.５
ＧＹ（４/１）灰（Ｎ４/）不定方向のナデ/回

転横ナデ

擬宝珠摘み/回転ヘ
ラケズリ/回転横ナ
デ

－－３.６ １５.３ 天井～
口縁部坏蓋須恵器Ａ－ａ

区
ＳＮ１内周
溝８５７

－破砕痕あり堅緻精良灰１０Ｙ（５/１）
オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ（６/１）灰１０Ｙ

（５/１）
回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ６.７ －－－頸部～
底部壺須恵器Ｂ－ａ

区
ＳＮ１内周
溝８５８

－自然釉堅緻精良２ミリ以下の灰白
色粒を含む灰７.５Ｙ（５/１）灰７.５Ｙ（５/１）回転横ナデ回転横ナデ－－－８.４ 天井～

口縁部壺の蓋須恵器Ｂ－ａ
区

ＳＮ２内周
溝８５９

－－堅緻精良暗 赤 灰１０Ｒ（４/
１）灰７.５Ｙ（４/１）回転横ナデ/不定方

向ナデ
回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－－脚部台付壺須恵器Ｂ－ａ

区
ＳＮ１内周
溝８６０

－－堅緻精良暗オリーブ灰２.５
ＧＹ（４/１）

黒 褐２.５Ｙ（３/
１）暗 灰 色２.５Ｙ

（５/２）

同心円文あて具痕
（青海波文）

平 行 タ タ キ（擬 格
子）－－－－底部付

近壺須恵器Ｂ－ａ
区

ＳＮ１内周
溝８６１

－－堅緻精良３ミリ以下の灰白
色粒を少し含む灰５Ｙ（６/１）灰７.５Ｙ（５/１）回転横ナデ回転横ナデ－－－－脚柱部高坏須恵器Ｂ－ａ

区
ＳＮ１内周
溝８６２

－ヘラ記号堅緻精良２ミリ以下の乳白
色粒を含む

浅黄５Ｙ（７/４）
　灰５Ｙ（６/１）

灰 黄２.５Ｙ（７/
２）オ リ ー ブ 黒
５Ｙ（２/１）　

回転横ナデ/不定方
向ナデ/指頭痕

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ/カキ目－－７.０ ５.７ 口縁～

底部提瓶須恵器Ｂ－ａ
区

ＳＮ１内周
溝８６３

－打ち欠き堅緻１ミリ以下の灰白色粒
を少し含む灰１０Ｙ（６/１）灰１０Ｙ（５/１）不定方向ナデ回転横ナデ/三方透

かし－－－－底部～
裾部高杯須恵器Ｂ－ａ

区
ＳＮ１内周
溝８６４

ＳＴ８竪坑
＋ＳＮ１内
周 溝+Ｓ Ｔ
７竪坑

－良好５�以下の褐色粒子を
多く含む黒７.５ＹＲ２/１橙７.５ＹＲ７/６斜めナデナデ９.２ １９.０ －－胴部～

底部甕土師器Ｂ－ａ
区

ＳＮ１内周
溝８６５

ＳＮ１内周
溝+ＳＮ１
盛土中

－良好６�以下のにぶい赤褐
色粒子を多く含む

橙７.５Ｙ Ｒ ７/６
橙５ＹＲ７/６

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６橙２.５ＹＲ７/
６

ナデナデ－－－１８.６ 口縁～
胴部甕土師器Ｂ－ａ

区
ＳＮ１内周
溝８６６

－木葉痕良好２�以下の灰黄褐色粒
子を多く含む黄灰２.５Ｙ６/１にぶい橙５ＹＲ

７/４ナデナデ－－－－底部甕土師器Ｂ－ａ
区

ＳＮ１内周
溝８６７

－－良好１�以下の透明光沢粒
子を多く含む褐灰１０ＹＲ５/１浅黄橙１０ＹＲ８/

４ナデナデ－－－－底部高台付
椀?土師器Ｂ－ａ

区
ＳＮ２内周
溝８６８

－－堅緻精良３ミリ以下の灰白
色をわずかに含む。灰（Ｎ５/）灰（Ｎ５/）回転横ナデ/不定回転ヘラケズリ/回

転横ナデ－－３.６ １２.４ 天井～
口縁部

高坏の
坏蓋須恵器Ｄ－ａ

区
ＳＮ１内周
溝８７０

－－堅緻２ミリ以下の灰白色粒
を少し含む灰７.５Ｙ（６/１）灰１０Ｙ（５/１）回転横ナデ/不定方

向ナデ
回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－１２.８ 

天井付
近～口
縁部

杯蓋須恵器Ｄ－ａ
区

ＳＮ１内周
溝８７１

－ヘラ記号堅緻４ミリ以下の灰白色粒
を含む灰１０Ｙ（５/１）灰７.５Ｙ（５/１）回転横ナデ/直線方

向へのナデ
回転ヘラケズリ/回
転横ナデ６.４ －３.９ １０.７ 口縁部

～底部坏身須恵器Ｄ－ａ
区

ＳＮ１内周
溝８７２

－－堅緻１�前後の礫を多量に
含む。灰１０Ｙ（５/１）灰１０Ｙ（５/１）回転横ナデ回転横ナデ－－４.２ １１.７ 口縁～

底部杯身須恵器Ｄ－ａ
区

ＳＮ１内周
溝８７３

－－堅緻１�程の白色粒子や黒
色粒子などが混じる。

灰（Ｎ６/）（Ｎ５
/）

青 灰 色１０Ｂ Ｇ
（６/１）１０Ｂ Ｇ
（５/１）

回転横ナデ/不定回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.５ １０.９ 口縁～

底部坏身須恵器Ｄ－ａ
区

ＳＮ１内周
溝８７４

－自然釉堅緻精良３ミリ以下の無色
透明粒を含む灰（Ｎ５/）灰オリーブ５Ｙ

（６/２）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－９.６ 口縁～

胴部杯身須恵器Ｄ－ａ
区

ＳＮ１内周
溝８７５

－－堅緻精良１ミリ以下の灰白
色粒を含む灰（Ｎ５/）灰オリーブ５Ｙ

（６/２）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－－口縁～

胴部杯身須恵器Ｄ－ａ
区

ＳＮ１内周
溝８７６

－－堅緻
精良４ミリ以下の灰白
色粒を含む・２ミリ以下
の乳白色粒を含む。

灰オリーブ７.５Ｇ
Ｙ（５/２）

灰オリーブ７.５Ｇ
Ｙ（６/２）

回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－６.０ １５.９ 

口縁～
底部付
近

台付鉢
?須恵器Ｄ－ａ

区
ＳＮ１内周
溝８７７

－－堅緻精良オリーブ褐２.５Ｙ
（４/６）

オリーブ褐２.５Ｙ
（４/６）

回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－４.０ １３.０ 天井～

口縁部
高 坏　
坏蓋須恵器Ｄ－ａ

区
ＳＮ１内周
溝８７８

第１０６表　古墳時代土器観察表�



－５５７－

接合関係備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

－
打 ち 欠 き/
三方円孔透
かし

堅緻精良灰（Ｎ５/）灰７.５Ｙ（５/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ８.４ －５.５ １１.０ 口縁～

裾部
短脚高
坏須恵器Ｄ－ａ

区
ＳＮ１内周
溝８７９

－

打 ち 欠 き/
三方円孔透
か し/ヘ ラ
記号

堅緻

精良４ミリ以下の白色
粒を多く含む。６ミリ以
下の灰色粒を僅かに含
む

オリーブ灰（５/
１）

オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ（５/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ７.７ －５.３ １０.９ 口縁～
裾部

短脚高
坏須恵器Ｄ－ａ

区
ＳＮ１内周
溝８８０

－
自 然 釉/灰
被 り/三 方
円孔透かし

良好２�以下の灰白色粒子
を少し含む灰色６/灰色６/回転横ナデ/不定方

向ナデ
回転ヘラケズリ/回
転横ナデ/透かし－－５.４ １０.６ 口縁～

底部
短脚高
坏須恵器Ｄ－ａ

区
ＳＮ１内周
溝８８１

－
打 ち 欠 き/
三方円孔透
かし

堅緻
精良３ミリ以下の白色
粒を含む。２ミリ以下の
砂粒を含む。

灰（Ｎ５/）灰（Ｎ５/）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ８.３ －４.９ １０.９ 口縁～

裾部
短脚高
坏須恵器Ｄ－ａ

区
ＳＮ１内周
溝８８２

－－堅緻精良灰５Ｙ（６/１）灰５Ｙ（６/１）回転横ナデ手持ちヘラケズリ/
カキ目/ナデ－－１６.６ １４.４ 口縁～

低部瓦泉須恵器Ｄ－ａ
区

ＳＮ１内周
溝８８３

－－堅緻３�以下の白色粒子を
多く混じる。灰１０Ｙ（５/１）灰１０Ｙ（５/１）不定方向ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ－－４.０ １２.６ 天井～
口縁部杯蓋須恵器－ＳＮ１第１

主体部８８４

－自然柚堅緻１�程の白色粒子が混
じる。

灰（Ｎ６/）（Ｎ５
/）

青 灰 色１０Ｂ Ｇ
（６/１）１０Ｂ Ｇ
（５/１）

回転ヘラケズリ/不
定方向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.３ ９.５ 天井～

口縁部坏蓋須恵器－ＳＮ１第１
主体部８８５

－ヘラ記号堅緻精良灰１０Ｙ（６/１）灰１０Ｙ（６/１）灰
７.５Ｙ（６/１）

回転ヘラケズリ/不
定方向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ/沈線－－４.０ １１.０ 口縁～

底部坏身須恵器－ＳＮ１第１
主体部８８６

－灰被り堅緻３ミリ以下の灰白色粒
をく含む　灰５Ｙ（４/１）

黄 灰２.５Ｙ（４/
１）　灰 オ リ ー
ブ５Ｙ（６/２）　

回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.３ １０.４ 口縁～

天井部
短頸壺
の蓋?須恵器主体部

覆土中
ＳＮ１第１
主体部８９２

－－堅緻精良７ミリ以下の灰白
色粒を少し含む

暗オリーブ灰２.５
ＧＹ（４/１）

暗オリーブ灰２.５
ＧＹ（４/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ－－－－天井杯身須恵器主体部
覆土中

ＳＮ１第１
主体部８９３

－－堅緻１ミリ以下の灰白色粒
を多く含む　灰７.５Ｙ（５/１）灰７.５Ｙ（５/１）回転横ナデ回転横ナデ６.８ －－－裾部高坏須恵器主体部

覆土中
ＳＮ１第１
主体部８９４

－－堅緻
精良３ミリ以下の灰白
色粒を含む・２ミリ以下
の乳白色粒を含む

オリーブ灰７.５Ｙ
（５/１）

オリーブ灰７.５Ｇ
Ｙ（６/２）回転横ナデカキ目－１８.０ －－頸部～

底部提瓶須恵器主体部
覆土中

ＳＮ１第１
主体部８９５

－－堅緻精良であるが石英粒子
５ｍｍ以下が少量含む。灰７.５Ｙ（５/１）灰７.５Ｙ（５/１）回転横ナデ/不定方

向ナデ
回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.４ １１.４ 天井～

口縁部杯蓋須恵器－ＳＮ１第２
主体部（ａ）８９６

－－堅緻３�以下の灰白色粒子
を少量含む。灰７.５Ｙ（６/１）灰７.５Ｙ（６/１）回転横ナデ/ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ－－３.５ １１.０ 口縁～
底部坏身須恵器－ＳＮ１第２

主体部（ａ）８９７

－－堅緻精良であるがやや石英
が混じる灰７.５Ｙ（５/１）灰７.５Ｙ（５/１）回転横ナデ/不定方

向ナデ
回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－４.４ １２.１ 天井～

口縁部坏蓋須恵器－ＳＮ１第２
主体部（ｂ）９０２

－－堅緻精良であるが石英粒子
３ｍｍ以下が少量含む。灰７.５Ｙ（５/１）灰７.５Ｙ（５/１）回転横ナデ/不定方

向ナデ
回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.８ １０.５ 口縁～

底部坏身須恵器－ＳＮ１第２
主体部（ｂ）９０３

－－堅緻精良４ミリ以下の灰白
色粒を少し含む灰７.５Ｙ（５/１）灰７.５Ｙ（５/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ－－－１２.５ 体部～
口縁部杯蓋須恵器主体部

覆土中
ＳＮ１第２
主体部（ｂ）９１０

－－堅緻精良灰（Ｎ５/）灰７.５Ｙ（５/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－－口縁～

胴部杯身須恵器主体部
覆土中

ＳＮ１第２
主体部（ｂ）９１１

－自然釉堅緻精良灰灰白１０Ｙ（５/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－－口縁部杯蓋須恵器主体部

覆土中
ＳＮ１第２
主体部（ｂ）９１２

－－堅緻１ミリ程の白色粒を含
む。灰７.５Ｙ（５/１）灰７.５Ｙ（５/１）回転横ナデ/不定方

向ナデ
回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.８ １２.６ 天井～

口縁部
高 坏　
坏蓋須恵器主体部

覆土中
ＳＮ１第２
主体部（ｂ）９１３

－長脚二段透
かし堅緻

精良２ミリ以下の白色
粒を含む。３ミリ以下の
灰色粒を僅かに含む。

灰７.５Ｙ（５/１）灰５Ｙ（４/１）回転横ナデ/不定回転横ナデ/沈線１５.２ －－－杯部～
脚部

長脚高
杯須恵器主体部

覆土中
ＳＮ１第２
主体部（ｂ）９１４

－－堅緻精良灰１０Ｙ（６/１）灰１０Ｙ（６/１）回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－４.３ １２.２ 天井～

口縁部
有蓋高
杯杯蓋須恵器主体部

覆土中
ＳＮ１第４
主体部９１７

－ヘラ記号堅緻３ミリ以下の灰白色粒
をく含む　灰７.５Ｙ（４/１）灰７.５Ｙ（４/１）回転横ナデ/不定方

向ナデ
回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.４ １３.２ 口縁～

天井部杯蓋須恵器主体部
覆土中

ＳＮ１第４
主体部９２１

－－堅緻精良灰７.５Ｙ（４/１）灰７.５Ｙ（４/１）回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.４ １３.４ 口縁～

天井部杯蓋須恵器主体部
覆土中

ＳＮ１第４
主体部９２２

第１０７表　古墳時代土器観察表�



－５５８－

接合関係備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

－－堅緻３ミリ以下の灰白色粒
を含む灰１０Ｙ（５/１）灰７.５Ｙ（４/１）

灰７.５Ｙ（６/１）回転横ナデ回転横ナデ－－４.１ １０.３ 口縁部坏身須恵器主体部
覆土中

ＳＮ１第４
主体部９２３

－３方円孔透
かし堅緻

精良３ミリ以下の灰白
色粒を含む。２.５ミリ以下
の黒色粒を含む

灰７.５Ｙ（６/１）灰７.５Ｙ（５/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ５.８ －５.４ ９.４ 口縁～

裾部高杯須恵器主体部
覆土中

ＳＮ１第４
主体部９２４

－自然釉堅緻精良３ミリ以下の乳白
色粒を含む

灰（Ｎ６/）　黄褐
２.５Ｙ（５/３）

オリーブ黒１０Ｙ
（３/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ//列

点文/沈線文/指頭痕１２.８ －－－胴部瓦泉須恵器主体部
覆土中

ＳＮ１第４
主体部９２５

－自然釉/
ヘラ記号堅緻精良１ミリ以下の灰白

色粒を少し含む
黄 灰２.５Ｙ（５/
１）

灰オリーブ５Ｙ
（５/２）

回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－－天井部杯蓋須恵器墓壙検

出面ＳＮ１９３３

－－堅緻精良１ミリ以下の黒色
粒を僅かに含む。灰５Ｙ（５/１）浅 黄２.５Ｙ（７/

４）
回転横ナデ/回転横
ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ５.２ －３.６ １０.６ 口縁～

底部杯身須恵器墓壙検
出面ＳＮ１９３４

－－堅緻精良灰７.５Ｙ（５/１）灰（Ｎ４/）不定方向ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－－底部杯身須恵器墓壙検

出面ＳＮ１９３５

－－堅緻精良灰７.５Ｙ（４/１）灰７.５Ｙ（４/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－－口縁部杯身須恵器墓壙検

出面ＳＮ１９３６

－－堅緻精良３ミリ以下の灰白
色粒を少し含む灰７.５Ｙ（５/１）灰７.５Ｙ（４/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ－－－１２.７ 口縁部
～底部杯身須恵器墓壙検

出面ＳＮ１９３７

－自然釉堅緻精良灰７.５Ｙ（５/１）青灰５Ｂ（５/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－－

口縁部
～底部
付近

高台付
�

須恵器墓壙検
出面ＳＮ１９３８

－ヘラ記号堅緻精良灰 黄２.５Ｙ（６/
２）灰５Ｙ（６/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ－－－－口縁部
～底部

高台付
�

須恵器墓壙検
出面ＳＮ１９３９

－－堅緻

精良４ミリ以下の灰白
色粒を少し含む。３ミリ
以下の黒色粒をわずか
に含む。

灰 黄２.５Ｙ（５/
２）浅黄２.５Ｙ（７
/４）

暗灰黄２.５Ｙ（５/
２）浅黄２.５Ｙ（７
/３）

回転横ナデ/不定方
向ナデ回転横ナデ－－－－底部～

高台
高台付
�

須恵器墓壙検
出面ＳＮ１９４０

－灰被り堅緻精良緑 灰１０Ｇ Ｙ（５/
１）灰５Ｙ（５/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ１２.８ －－－脚部台付壺須恵器墓壙検

出面ＳＮ１９４１

－ヘラ記号堅緻

精良４ミリ以下の黒色
粒・灰色粒を含む。２ミ
リ以下の灰黒褐色粒を
含む。

灰 白７.５Ｙ（７/
１）

暗灰黄２.５Ｙ（５/
２）浅黄２.５Ｙ（７
/３）

回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ８.３－－－底部壺須恵器墓壙検

出面ＳＮ１９４２

－－堅緻
精良１ミリ以下の無色
透明粒を少し含む。１ミ
リ以下の淡橙粒を含む。

灰 白７.５Ｙ（７/
１）灰（Ｎ５/）回転横ナデ手持ちヘラケズリ/

回転横ナデ１１.２－－－底部壺須恵器墓壙検
出面ＳＮ１９４３

－自然釉堅緻１�ほどの白色粒・２�
未満の黒色粒子を含む灰５Ｙ（６/１）オリーブ１０ＹＲ

５/１回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ９.８ －４.８ １４.４ 口縁～

底部
高台付
�

須恵器土器集
中区ＳＮ２９４４

－－堅緻精良２ミリ以下の乳白
色粒・灰白色粒を含む。灰７.５Ｙ（６/１）灰オリーブ７.５Ｙ

（６/２）
回転横ナデ/不定方
向ナデ回転横ナデ/カキ目　－　－　－７.５ 口縁部提瓶須恵器土器集

中区ＳＮ２９４５

－３方円孔透
かし堅緻精良１ミリ以下の白色

粒を僅かに含む。灰７.５Ｙ（５/１）灰７.５Ｙ（６/１）回転横ナデ回転横ナデ－－－９.７ 脚部高杯須恵器周溝検
出面ＳＮ２９４６

－自然釉良好５�以下の白色粒子を
多く含む

オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ５/１

青灰色５ＢＧ５/
１

同心円文叩き（青海
波状文）平行叩き/カキ目ー４６.３ ー２８.３ 口縁部

～胴部甕須恵器土器集
中区ＳＮ２９４７

ＳＮ１内周
溝＋ＳＮ２
内周溝

自然釉堅緻
精良２ミリ以下の乳白
色粒を含む・２ミリ以下
の砂粒を含む

灰（Ｎ５/）灰（Ｎ６/）回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－４.１ １２.７ 天井～

口縁部杯蓋須恵器－ＳＮ２内周
溝９４８

ＳＮ１内周
溝＋ＳＮ２
内周溝

－堅緻精良灰（Ｎ６/）灰（Ｎ４/）ナデカキ目－－－－胴部提瓶須恵器－ＳＮ１内周
溝９４９

ＳＮ１内周
溝＋ＳＮ２
内周溝

－堅緻精良１.５ミリ以下の灰白
色粒を含む灰７.５Ｙ（６/１）灰７.５Ｙ（６/１）回転横ナデカキ目－１８.２ －－胴部提瓶須恵器－ＳＮ１内周

溝９５０

－
灰 被 り/打
ち 欠 き/ヘ
ラ記号

堅緻精良１ミリ以下の白色
粒を少し含む。

灰 白７.５Ｙ（７/
１）

灰 白７.５Ｙ（７/
１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ２.５ －－－頸部～
底部瓦泉須恵器羨門部ＳＴ１９５４

－－堅緻
精良６ミリ以下の灰白
粒を少し含む。３ミリ以
下の白色粒を少し含む。

灰７.５Ｙ（５/１）暗 青 灰１０Ｂ Ｇ
（４/１）回転横ナデ回転横ナデ/回転ヘ

ラケズリ６.４ －１４.６ １３.０ 口縁～
低部瓦泉須恵器羨道部ＳＴ１９５５

－自然柚堅緻精良灰白２.５ＧＹ（８/
１）

灰白２.５ＧＹ（８/
１）回転横ナデ回転横ナデ－－－－脚部高杯須恵器竪坑ＳＴ１９５６
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－５５９－

接合関係備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

－須恵器模倣
か？良好１.５�以下の茶粒子を少

し含む
にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４ナデナデ－－－－裾部高坏土師器竪坑ＳＴ１９５７

－－良好５�以下の灰色粒子、に
ぶい橙色粒子を含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４、黄 橙１０Ｙ Ｒ
８/６

灰白２.５Ｙ８/２、
浅黄橙７.５ＹＲ８
/６

ナデナデ/指頭痕－－６.５ １５.３ 口縁～
底部坏土師器玄室ＳＴ１９５８

ＳＮ内周溝
+ＳＴ１竪
坑

内外面赤色
塗彩良好

２�以下の黒色粒子、赤
茶色粒子、灰色粒子を含
む

にぶい褐７.５ＹＲ
５/４

明るい褐７.５ＹＲ
５/６手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ/

手持ちヘラミガキ－－５.３ １５.０ 口縁～
底部坏土師器竪坑ＳＴ１９５９

－打ち欠き堅緻精良３ミリ以下の白色
粒を含む。

明オリーブ灰２.５
ＧＹ（７/１）

明オリーブ灰２.５
ＧＹ（７/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ－－－－口部～
底部瓦泉須恵器玄室ＳＴ２９６０

－ヘラ記号堅緻資料青灰１０ＢＧ５/１青灰１０ＢＧ５/１回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.４ １２.３ 天井～

口縁部坏蓋須恵器竪坑ＳＴ３９６１

－ヘラ記号堅緻精良オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ（５/１）

オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ（５/１）

回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.８ １１.３ 天井～

口縁杯蓋須恵器玄室ＳＴ３９６２

－ヘラ記号堅緻精良２ミリ以下の白色
粒・灰白を含む

オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ（５/１）

暗 青 灰１０Ｂ Ｇ
（４/１）

回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ５.６ －－１１.３ 口縁～

底部杯蓋須恵器竪坑ＳＴ３９６３

－－堅緻２�以下の灰白色粒子
を少し含む灰Ｎ５/オリーブ灰２.５Ｇ

Ｙ５/１回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ５.９ －３.３ ９.８ 口縁部

～底部坏身須恵器竪坑ＳＴ３９６４

－－堅緻

精良５ミリ以下の乳白
色粒をわずかに含む。２.５
ミリの白色粒を多数含
む。

暗 青 灰 ５ ｂ Ｙ
（４/１）

オリーブ黒５Ｇ
Ｙ（２/１）

回転横ナデ/不定方
向ナデ回転横ナデ５.６ －３.６ ９.６ 口縁～

底部杯身須恵器竪坑ＳＴ３９６５

－－堅緻

精良７ミリ～１センチ
の灰色粒をわずかに含
む。３ミリ以下の灰白色
粒を多数含む。

灰（Ｎ５/１）灰（Ｎ５/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ６.７ －４.０ １１.８ 口縁～

底部杯身須恵器竪坑ＳＴ３９６６

－－堅緻精良５ミリ以下の白色・
灰白粒を少し含む。

暗 青 灰１０Ｂ Ｙ
（５/１）

暗 青 灰１０Ｂ Ｙ
（４/１）

回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/不
定方向のナデ６.８ －－１１.２ 口縁～

脚部
無蓋高
坏須恵器玄室ＳＴ３９６７

－自 然 釉/ヘ
ラ記号堅緻

精良３ミリ以下の赤褐
色粒の混入・９ミリ以下
の白色粒の混入

青灰５ＢＧ（５/
１）

青灰５ＢＧ（５/
１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ８.１ １３.０ ９.８ ９.４ 口縁～
底部短頸壷須恵器竪坑ＳＴ３９６８

－自然釉堅緻精良３ミリ以下の灰白
色粒を少し含む。灰７.５Ｙ（５/１）灰７.５Ｙ（５/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ８.２ －６.６ １５.４ 口縁～
底部鉢須恵器竪坑ＳＴ３９６９

－打撃痕あり堅緻精良４�以下の灰白色
粒子を少量含む。灰７.５Ｙ（６/１）灰７.５Ｙ（６/１）回転横ナデ/指頭痕回転横ナデ/カキ目/

擬格子目タタキ－２３.０ ２０.７ １１.１ ほぼ完
形横瓶須恵器竪坑ＳＴ３９７０

－－堅緻
精良３ミリ以下の白色
粒を少し含む。３ミリ以
下の灰色粒を少し含む

灰１０Ｙ（４/）灰１０Ｙ（４/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－１９.２ －－口縁～

胴部平瓶須恵器竪坑ＳＴ３９７１

－灰 被 り/自
然釉堅緻

５�以下の灰白色粒子・
灰色粒子を少し含む少
し含む

灰黄２.５Ｙ７/２
褐 灰１０Ｙ Ｒ ５/
１、灰黄２.５Ｙ７/
２

回転横ナデ/同心円
文当て具痕

回転横ナデ/平行タ
タキ/横ナデ－－－１７.６ 口縁～

胴部甕須恵器竪坑ＳＴ３９７２

－灰 被 り/打
ち欠き堅緻精良４ミリ以下の乳白

色粒をわずかに含む。灰（Ｎ４/）灰７.５Ｙ（５/）－回転ヘラケズリ/回
転横ナデ/沈線１０.３ １７.１ －－頸部～

裾部
台付長
頸壷須恵器玄室ＳＴ３９７３

－－良好精良浅黄橙１０ＹＲ８/
４橙５ＹＲ６/６手持ちヘラミガキナデ/手持ちヘラミ

ガキ－－－１２.７ 口縁坏土師器竪坑ＳＴ３９７４

－外面黒斑良好３�以下の褐色粒子を
含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４

明黄褐色１０ＹＲ
６/６指頭痕

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

１０.４ －６.２ １３.５ 口縁～
底部坏土師器竪坑ＳＴ３９７５

－－良好
２�以下の茶色粒子を
少し含む。１�以下の無
色透明光沢粒子を含む

にぶい１０ＹＲ黄
橙６/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４ナデナデ/手持ちヘラケ

ズリ６.０ －６.６ １４.８ 口縁～
底部坏土師器竪坑ＳＴ３９７６

－－良好

４�以下の茶褐色、灰色
砂粒子を多く含む。６�
以下の橙色粒子を少量
含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４、橙７.５ＹＲ７/
６

浅黄橙１０ＹＲ８/
４、橙７.５ＹＲ７/
６

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ４.４ －７.２ １２.５ 口縁～

底部坏土師器竪坑ＳＴ３９７７

－木の葉底、
黒班有り良好

１�以下の褐色粒子、乳
白色粒子、灰色粒子を多
く含む

にぶい黄褐１０Ｙ
Ｒ５/３

にぶい黄褐１０Ｙ
Ｒ５/４ナデ/指頭痕ナデ/手持ちヘラケ

ズリ６.６ －１０.１ １６.５ 口縁～
底部坏土師器竪坑ＳＴ３９７８

－
外 面 黒 斑/
内外面赤色
塗彩

良好２�以下の褐色粒子を
含む

にぶい橙７.５ＹＲ
７/４

橙７.５ＹＲ７/６、
橙２.５ＹＲ６/８ナデナデ/手持ちヘラケ

ズリ１０.１ －６.８ １５.８ 口縁～
底部坏土師器竪坑ＳＴ３９７９

－－良好
３�以下の砂粒子を含
む。１�以下の無色透明
光沢粒子を含む

明赤褐５ＹＲ５/
６

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４ナデナデ/手持ちヘラケ

ズリ６.０ －５.８ １５.５ 口縁～
底部坏土師器竪坑ＳＴ３９８０

第１０９表　古墳時代土器観察表�



－５６０－

接合関係備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

－－良好１～２�大の白色砂粒
子を含む

にぶい橙７.５ＹＲ
７/４

浅黄橙７.５ＹＲ８
/４ナデ/指頭痕ナデ/手持ちヘラケ

ズリ－－－－口縁～
底部坏土師器竪坑ＳＴ３９８１

－外面黒斑良好４�以下の赤褐色、黒褐
色、灰白色粒子を「含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４ナデ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－５.４ １３.９ 
口縁～
底部付
近

坏土師器竪坑ＳＴ３９８２

－木葉痕良好３�以下の赤褐色、茶褐
色、灰白色粒子を含む淡黄２.５Ｙ８/３淡黄２.５Ｙ８/３ナデ/板状工具によ

るナデ
ナデ/板状工具によ
るナデ７.０ －１４.３ １２.３ 口縁～

底部鉢土師器竪坑ＳＴ３９８３

－木葉痕良好

４�以下の灰白色粒子、
灰褐色粒子を多く含む。
２�以下の半透明光沢
粒子を多く含む

にぶい黄褐１０Ｙ
Ｒ４/３、明黄褐
１０ＹＲ７/６、明
褐７.５ＹＲ５/６

明黄褐１０ＹＲ７/
６、黄 褐１０Ｙ Ｒ
５/６、浅黄橙１０
ＹＲ８/３

ナデ
ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

５.７ －１１.５ １５.９ 口縁～
底部鉢土師器竪坑ＳＴ３９８４

－－良好ほぼ精良にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－－１２.５ 口縁～
底部鉢土師器竪坑ＳＴ３９８５

－－良好２�以下の茶色粒子を
含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４橙７.５ＹＲ７/６手持ちヘラミガキナデ/手持ちヘラミ

ガキ１３.０ －－－脚部高坏土師器玄室ＳＴ３９８６

－－良好２.５�以下の赤褐色、黒褐
色、灰白色粒子を含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４ナデナデ/指頭痕５.２ －５.９ ９.３ 口縁～

底部
手づく
ね鉢土師器竪坑ＳＴ３９８７

－－良好５�以下の白色粒子を
多く含む

オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ５/１

青灰色５ＢＧ５/
１

同心円文叩き（青海
波状文）

２段ヘラ描き斜線
文/擬格子叩きーーー４０.８ 胴部甕須恵器覆土中ＳＣ９１００１

－ヘラ記号堅緻１ミリ以下の白色粒を
含む。

灰（Ｎ６/）（Ｎ５
/）

青 灰 色１０Ｂ Ｇ
（６/１）１０Ｂ Ｇ
（５/１）

回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.４ １２.５ 天井～

口縁坏蓋須恵器玄室ＳＴ４１００２

－ヘ ラ 記 号/
灰被り堅緻１ミリ以下の白色粒を

含む。青灰５Ｂ６/１灰Ｎ５/回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.５ １１.０ 口縁～

低部坏身須恵器玄室ＳＴ４１００３

－灰被り堅緻
２�以下の白色粒子を
少量含む。６�大の灰白
色粒子を２個含む・

青灰５Ｂ６/１灰Ｎ５/回転ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ/沈線－９.８ １２.２ １５.２ 口縁～

底部瓦泉須恵器玄室ＳＴ４１００４

－－堅緻１ミリ程の白色粒を含
む。灰７.５Ｙ（６/１）灰７.５Ｙ（５/１）回転横ナデ/不定方

向ナデ

回転横ナデ/回転ヘ
ラケズリ/回転ヘラ
切り後ナデ

－－３.４ １０.２ 口縁～
底部坏身須恵器竪坑付

近ＳＴ５１００８

－内外面赤色
塗彩良好１�以下の茶色粒子を

少し含む橙７.５ＹＲ６/６橙５ＹＲ６/８ナデ手持ちヘラケズリ/
手持ちヘラミガキ２.０ －５.３ １３.５ 口縁～

底部坏土師器羨道部ＳＴ５１００９

－－堅緻１�以下の白色粒子を
わずかに含む灰５Ｙ（５/１）灰１０Ｙ（６/）回転横ナデ/不定方

向ナデ
回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.７ １１.７ 天井～

口縁部杯蓋須恵器羨道部
～玄室ＳＴ６１０１１

－ヘラ記号堅緻２�以下の白色粒子を
わずかに含む灰５Ｙ（５/１）灰１０Ｙ（６/）回転横ナデ/不定方

向ナデ
回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.１ １０.１ 口縁～

底部杯身須恵器羨道部
～玄室ＳＴ６１０１２

－－堅緻

精良３ミリ以下の灰白
色を少し含む。２ミリ以
下の黒色粒を僅かに含
む。

灰７.５Ｙ（６/１）灰７.５Ｙ（５/１）回転横ナデ/不定方
向ナデ回転横ナデ－－３.１ １１.５ 天井～

口縁杯蓋須恵器竪坑接
続盛土ＳＴ７１０１３

－－堅緻１�程度の白色粒子が
混じる灰５Ｙ（５/１）灰１０Ｙ（６/）回転横ナデ/不定方

向ナデ
回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.７ １１.２ 天井～

口縁部坏蓋須恵器竪坑ＳＴ７１０１４

－－堅緻
精良１ミリ以下の灰白
色粒を含む　１ミリ以
下の砂粒を含む

灰７.５Ｙ（５/１）灰７.５Ｙ（５/１）回転横ナデ回転横ナデ－－－１１.２ 口縁部杯身須恵器竪坑接
続盛土ＳＴ７１０１５

－－堅緻

精良３ミリ～９ミリの
灰白色粒がわずかに、１
ミリ以下の灰白色粒が
少し含まれる。

灰５Ｙ（６/１）灰５Ｙ（６/１）回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ７.６ －３.０ １０.４ 

口縁部
～底部
付近

杯身須恵器竪坑ＳＴ７１０１６

ＳＮ１内周
溝＋ＳＴ７
竪坑

－堅緻
精良２ミリ以下の乳白
粒を含む　１ミリ以下
の砂粒を含む

オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ（５/１）

オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ（５/１）回転横ナデ回転横ナデ－－－９.９ 口縁部杯身須恵器竪坑ＳＴ７１０１７

－－堅緻１�以下の白色粒子が
混じる

灰（Ｎ６/）（Ｎ５
/）

青 灰 色１０Ｂ Ｇ
（６/１）１０Ｂ Ｇ
（５/１）

回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.７ １０.４ 口縁～

底部坏身須恵器玄室ＳＴ７１０１８

－－堅緻１ミリ以下の灰白色粒
を少し含む灰７.５Ｙ（６/１）灰５Ｙ（５/１）回転横ナデ回転横ナデ－－－１０.１ 口縁～

底部坏身須恵器竪坑ＳＴ７１０１９

－繊維痕堅緻１�前後の白色粒子・黒
色粒子が混じる

灰（Ｎ６/）（Ｎ５
/）

青 灰 色１０Ｂ Ｇ
（６/１）１０Ｂ Ｇ
（５/１）

回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.３ １０.１ 口縁～

底部坏身須恵器玄室ＳＴ７１０２０

－灰 被 り/打
ち欠き堅緻精良２ミリ以下の灰白

色粒をわずかに含む。灰５Ｙ（５/１）灰１０Ｙ（６/）タタキ/回転横ナデ回転横ナデ/沈線/ヘ
ラ削り－－１１.６ ９.１ 口縁～

裾部
台付長
頸壺須恵器竪坑接

続盛土ＳＴ７１０２１
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－５６１－

接合関係備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

ＳＮ１内周
溝+ＳＴ７
竪坑

灰被り堅緻
精良２ミリ以下の白色
粒を僅かに含む。１ミリ
以下の暗

灰７.５Ｙ（６/１）灰７.５Ｙ（６/１）回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.６ １１.５ 天井～

口縁部杯蓋須恵器
竪坑検
出面～
覆土

ＳＴ７１０２２

ＳＮ１内周
溝+ＳＴ７
竪坑

－堅緻精良３ミリ以下の乳白
色粒を含む。灰白５Ｙ（７/２）浅青５Ｙ（７/３）回転横ナデ/不定方

向ナデ
回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－　－２.７ １２.４ 口縁～

底部杯蓋須恵器
竪坑検
出面～
覆土

ＳＴ７１０２３

ＳＮ１内周
溝+ＳＴ７
竪坑

－良好１�以下の黒色粒子を
含む橙２.５ＹＲ６/６にぶい黄橙１０Ｙ

Ｒ７/４ナデナデ/手持ちヘラケ
ズリ－－－９.２ 口縁～

体部壺土師器
竪坑検
出面～
覆土

ＳＴ７１０２４

－内外面赤色
塗彩良好きめ細かい橙５ＹＲ６/６明赤褐５ＹＲ５/

６手持ちヘラミガキナデ－－－－口縁坏土師器竪坑ＳＴ７１０２５

－外面赤色塗
彩良好３�以下の茶褐色粒子

を少し含む
にぶい橙７.５ＹＲ
７/４

にぶい橙７.５ＹＲ
７/４手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ/

手持ちヘラミガキ－－－１４.１ 口縁～
体部高坏土師器竪坑ＳＴ７１０２６

ＳＮ１内周
溝+ＳＴ７
竪坑

内外面赤色
塗彩良好０.５～２.０�の茶粒子・褐

色粒子を含む
にぶい黄橙　１０
ＹＲ７/４

にぶい黄橙　１０
ＹＲ７/４手持ちヘラミガキ

指頭痕/手持ちヘラ
ケズリ/手持ちヘラ
ミガキ

１４.１ －５.０ ２４.３ 口縁～
底部皿土師器竪坑ＳＴ７１０２７

－内面黒斑良好
１�程度の褐灰色粒子、
１�以下の明褐色灰色
粒子を少し含む

橙５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ６/６ナデナデ－－－１７.０ 口縁～
胴部高坏土師器竪坑接

続盛土ＳＴ７１０２８

－内外面赤色
塗彩良好２�以下の褐、灰白色粒

子を含む
黄 橙７.５Ｙ Ｒ ８/
８

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ８/
８橙５ＹＲ６/６ナデナデ/手持ちヘラミ

ガキ１４.０ －－－脚部高坏土師器竪坑ＳＴ７１０２９

－ヘラ記号堅緻

精良４ミリ以下の灰白
色をわずかに含む。１ミ
リ以下の灰白色粒を少
し含む。

灰（Ｎ５/）灰（Ｎ６/）回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.７ １２.１ 天井～

口縁部杯蓋須恵器玄室ＳＴ８１０３４

－ヘラ記号堅緻精良４ミリ以下の灰白
色粒を含む。青灰（５/１）青灰５ＢＧ（５/

１）
回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.２ １２.３ 天井～

口縁部杯蓋須恵器玄室ＳＴ８１０３５

－ヘラ記号堅緻
精良３ミリ以下の乳白
色・灰白色・褐色粒を含
む。

暗青灰５Ｂ（４/
１）青灰５Ｂ（５/１）回転横ナデ/不定方

向ナデ
回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－３.８ １１.４ 口縁～

底部杯身須恵器玄室ＳＴ８１０３６

－灰被り堅緻
精良２ミリ以下の乳白
色粒を含む。３ミリ以下
の浅黄粒を含む

灰（Ｎ６/）オリーブ黒２.５ｇ
Ｙ（６/２）

回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ１２.５ －２７.７ ８.８ 口縁～

裾部
台付長
頸壺須恵器竪坑ＳＴ８１０３７

－外面黒斑良好

２�以下の黒色砂粒子
を少し含む。２�以下の
赤褐色砂粒子を少し含
む

明黄褐１０ＹＲ６/
６黄褐１０ＹＲ５/６ナデナデ/手持ちヘラミ

ガキ３.８ －６.３ ７.２ 口縁～
底部短頸壺土師器玄室ＳＴ８１０３８

－－良好２.５�以下の褐色粒子を
少量含む

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６橙２.５ＹＲ６/８手持ちヘラミガキナデ/手持ちヘラミ

ガキ/指頭痕１３.１ －１３.５ １７.９ 口縁～
裾部高坏土師器玄室ＳＴ８１０３９

－自然釉堅緻精良暗 青 灰１０Ｂ Ｇ
（４/１）

青 灰１０Ｂ Ｇ（５/
１）回転横ナデ手持ちヘラケズリ/

回転横ナデ６.８－－－底部壺須恵器覆土中ＳＤ１１０４３

－内外面赤色
塗彩良好１�以下の無色透明光

沢粒子を含む

黒 褐 ５ Ｙ Ｒ ２/
１、明 褐２.５Ｙ Ｒ
５/８

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６、明褐２.５ＹＲ
５/８

ナデ/手持ちヘラミ
ガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ/指頭痕

１６.１ －１５.８ ２３.４ 口縁～
底部高坏土師器床面ＳＤ１１０４４

－－堅緻精良青 灰 色１０Ｂ Ｇ
（５/１）

青 灰 色１０Ｂ Ｇ
（５/１）

回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.７ １１.６ 口縁～

裾部杯蓋須恵器床面ＳＤ２１０４５

－－堅緻精良青 灰 色１０Ｂ Ｇ
（５/１）

青 灰 色１０Ｂ Ｇ
（５/１）

回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.８ １０.２ 口縁～

天井部坏身須恵器床面ＳＤ２１０４６

－自 然 釉/ヘ
ラ記号堅緻精良暗赤褐２.５Ｙ（３/

３）
暗赤褐２.５Ｙ（３/
３）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ５.４ 　－７.１ ６.６ 口縁～
底部短頸壺須恵器床面ＳＤ２１０４７

－－堅緻精良３ミリ以下の乳白
色粒を含む。

青灰５ＢＧ（５/
１）灰１０Ｙ（５/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ－４.０ １１.０ 天井～
口縁杯蓋須恵器床面ＳＤ３１０５３

－ヘラ記号堅緻精良灰（６/）灰（６/）回転横ナデ/
不定方向へのナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－２.４ ９.６ 天井～

口縁部杯蓋須恵器床面ＳＡ１１０５９

－自然釉堅緻精良灰５Ｙ（６/１）
鈍 い 橙２.５Ｒ Ｙ

（６/４）　褐灰色
～灰色

回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.６ ８.８ 口縁～

底部坏身須恵器床面ＳＡ１１０６０

－ヘ ラ 記 号/
灰被り堅緻精良青灰５ＢＧ（５/

１）
オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ（６/１）

回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－２.９ １０.４ 天井～

口縁杯蓋須恵器床面ＳＡ１１０６１

－－良好１～７�以下の明赤褐
色粒子を含む

鈍い黄褐色１０Ｙ
１２７/４

鈍い黄褐色１０Ｙ
１２７/４

板状工具によるナ
デナデ－－－１７.８口縁～

胴部甕土師器床面ＳＡ１１０６２
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－５６２－

出土地点備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

－

打ち欠き/外
面焼土・スス
付着/内面黒
斑/炉体土器

良好１～７�以下の明赤褐
色、褐灰色粒子を含む

褐 灰１０Ｙ Ｒ ４/
１、明 黄 褐１０Ｙ
Ｒ７/６

褐 灰１０Ｙ Ｒ ５/
１、橙５ＹＲ６/
６

ナデ/指頭痕ナデ/板状工具によ
るナデ３.５ １５.６ －－胴部～

底部
甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ１１０６３

－－良好２�以下の砂粒子を多
く含む

褐 灰１０Ｙ Ｒ ４/
１、明 黄 褐１０Ｙ
Ｒ７/６

褐 灰１０Ｙ Ｒ ５/
１、橙５ＹＲ６/
６

ナデ/板状工具によ
るナデナデ５.１ １２.０ １３.４ １３.４ 口縁～

底部甕土師器床面ＳＡ１１０６４

－内外面赤彩
塗布良好精良橙５ＹＲ６/６にぶい黄橙１０Ｙ

Ｒ７/４
ナデ/手持ちヘラミ
ガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－－１３.４ 口縁部坏土師器床面ＳＡ１１０６５

－内外面赤彩
塗布良好精良橙７.５ＹＲ６/６橙７.５ＹＲ７/６手持ちヘラミガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－－１１.６ 口縁～
胴部坏土師器カマドＳＡ１１０６６

－内外面赤彩
塗布良好精良橙７.５ＹＲ６/６橙７.５ＹＲ７/６手持ちヘラミガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－－１７.０ 口縁～
胴部坏土師器カマドＳＡ１１０６７

－－良好精良浅黄橙１０ＹＲ８/
４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４ーナデ－－－－脚部脚台付

坏?土師器カマドＳＡ１１０６８

ＳＡ２＋Ｓ
Ｎ１外周溝

外面焼土付
着、ス ス 付
着/内 面 ス
ス付着

良好６�以下の赤褐色、黒褐
色粒子を多く含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６ナデ/指頭痕板状工具によるナ

デ－１６.９ －－
胴部～
底部付
近

甕/炉体
土器土師器

ＳＡ２
土器埋
設炉

ＳＡ２１０７３

－－良好２～５ｍｍ以下の褐色
粒子を多く含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/３

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/３ナデナデ－－－－口縁～

頸部甕土師器床面ＳＡ２１０７４

－内外面赤彩
塗布良好２�以下の褐色粒子を

僅かに含む
にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/３手持ちヘラミガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－－－
胴部～
底部付
近

杯土師器カマドＳＡ２１０７５

－内外面赤彩
塗布良好微細の無色光沢粒子を

少し含む。橙７.５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ６/６ー手持ちヘラケズリ/
手持ちヘラミガキ－－－１５.６ 口縁部坏土師器床面ＳＡ２１０７６

－内外面赤彩
塗布良好１�以下の褐色粒子を

少し含む橙７.５ＹＲ６/６橙７.５ＹＲ６/６手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ/
手持ちヘラミガキ８.４ －５.０ １５.６ 口縁～

底部坏土師器カマドＳＡ２１０７７

－木葉痕良好１�以下の茶色粒子を
含む。橙５ＹＲ６/８橙５ＹＲ６/８手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ４.０ －－－底部坏土師器床面ＳＡ２１０７８

－－堅緻精良灰（７.５Ｙ５/１）灰（１０Ｙ５/１）回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ８.２ －４.５ １２.４ 口縁～

底部
高台付
�3須恵器覆土中ＳＡ４１０８２

－－良好５ｍｍ以下の茶色粒子
を含む

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
８

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ８/
８

板状工具によるナ
デ

板状工具によるナ
デ/指頭痕－-－２２.３ 口縁部甕土師器床面ＳＡ４１０８３

－

外面スス付
着/内 面 ス
ス 付 着・黒
変

良好
７�以下の灰褐色、明赤
褐色、にぶい赤褐色粒子
を多く含む

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６、にぶい橙７.５
ＹＲ７/４、黒７.５
ＹＲ２/１

浅黄橙７.５ＹＲ８/６、
浅黄橙１０ＹＲ８/４、
灰白１０ＹＲ７/１、黒
褐１０ＹＲ３/１

板状工具によるナ
デ

板状工具によるナ
デ/指頭痕－１９.０ －１９.８ 口縁～

胴部甕土師器床面ＳＡ４１０８４

－

外面スス付着/
外面黒斑有り/
内面スス付着/
打ち欠き

良好

１�以下又は１～２�大の石
英、長石、赤色粒子、黒色粒子の
砂粒子を少量含む。又、５～８
�大のものも僅かに含む。

浅 黄２.５Ｙ Ｒ ７/
４

明黄褐１０ＹＲ７/
６

板状工具によるナ
デ

ナデ/板状工具によ
るナデ－２０.１ ２０.５ －頸部～

底部
甕/炉体
土器土師器

ＳＡ４
土器埋
設炉

ＳＡ４１０８５

－－良好１�以下の褐色粒子を
少し含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/３

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/３ナデ横方向へのなで２.８ ２１.２ 口縁～

底部
坏また
は皿土師器床面ＳＡ４１０８６

－－堅緻精良３ミリ以下の白色
粒を多く含む

オリーブ灰５Ｇ
Ｙ（６/１）

オリーブ灰５Ｇ
Ｙ（６/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ－－－１２.４ 天井～
口縁部杯蓋須恵器床面ＳＡ５１０８８

ＳＡ５＋Ｓ
Ｎ１内周溝
＋ＳＮ１外
周溝

－堅緻精良灰白（Ｎ７/）暗灰（Ｎ３/）回転横ナデ回転横ナデ/不定方
向ナデ－－－７.８ 口縁～

胴部平瓶須恵器床面ＳＡ５１０８９

－－良好４�以下の茶色粒子を
含む橙２.５ＹＲ７/８にぶい黄橙１０Ｙ

Ｒ７/４ナデナデ－－－－口縁部甕土師器覆土中ＳＡ５１０９０

－－良好４�以下の茶色粒子を
多く含む

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６ナデナデ－－－－口縁部甕土師器覆土中ＳＡ５１０９１

－－良好精良にぶい褐色７.５Ｙ
Ｒ６/３

浅黄橙１０ＹＲ８/
４手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ/

手持ちヘラミガキ－－－－口縁部坏土師器覆土中ＳＡ５１０９２

－－良好１�以下の灰白色を含
む橙７.５ＹＲ７/６にぶい黄橙色１０

ＹＲ７/４ナデ手持ちヘラケズリ/
手持ちヘラ磨き－－－－口縁部坏土師器覆土中ＳＡ５１０９３

－－良好１�以下の灰白色粒子
を少し含む橙５ＹＲ７/８橙５ＹＲ７/８ヘラ磨き手持ちヘラケズリ－－－－口縁部坏土師器覆土中ＳＡ５１０９４
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－５６３－

出土地点備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

－手づくね土
器/木葉痕良好１�以下の黒灰色粒子

を含む
浅黄橙７.５ＹＲ８
/４

浅黄橙７.５ＹＲ８
/４ナデ指頭痕/ナデ４.２ －５.７ ８.６ 口縁～

底部鉢土師器床面ＳＡ６１０９５

－－堅緻精良暗灰黄２.５Ｙ（５/
２）

オリーブ褐２.５Ｙ
（４/４）回転横ナデ回転横ナデ　－　－　－１２.４ 口縁～

天井部杯蓋須恵器床面ＳＡ７１１００

－内外面赤彩
塗布良好精良明黄褐色１０ＹＲ

７/６黄橙１０ＹＲ８/６手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ/
手持ちヘラミガキ－－－１４.０ 口縁～

底部坏土師器床面ＳＡ７１１０１

－－良好精良にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/３

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４手持ちヘラミガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－－－口縁部坏土師器覆土中ＳＡ７１１０２

－－良好６�以下の褐色粒子を
多く含む。

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４

板状工具によるナ
デナデ－－－－口縁～

胴部甑土師器覆土中ＳＡ７１１０３

－－良好６�以下の褐色粒子を
多く含む。

明黄褐色１０ＹＲ
６/６橙７.５ＹＲ７/６ナデナデ－－－１９.４ 口縁部甕土師器地床炉ＳＡ７１１０４

－木葉痕良好２�以下の茶色粒子を
含む橙５ＹＲ７/８黄橙１０ＹＲ６/８ナデ/板状工具によ

るナデ
ナデ/板状工具によ
るナデ８.５ －－－底部甕土師器柱穴内ＳＡ７１１０５

－－良好５�以下の褐灰色粒子
を多く含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４

板状工具によるナ
デ

板状工具によるナ
デ－－－－底部甕土師器地床炉ＳＡ７１１０６

－打ち欠き良好
７�以下の茶色粒子を
多く含む。３�以下の灰
白色粒子を少し含む

橙７.５ＹＲ７/６橙２.５ＹＲ６/８板状工具によるナ
デ

板状工具によるナ
デ－１３.２－－

頸部～
底部付
近

甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ９１１０９

－

外面スス付
着/内 面 炭
化 物 付 着/
木葉痕

良好３�以下の褐灰色砂粒
を多く含む

にぶい褐色７.５Ｙ
Ｒ６/３

にぶい橙７.５ＹＲ
７/３ナデナデ/板状工具によ

るナデ６.８ １５.６ －１４.７ 口縁～
底部甕土師器床面ＳＡ９１１１０

－打 ち 欠 き/
自然釉堅緻精良黄 灰（２.５Ｙ ４/

１）
緑灰（７.５ＧＹ６/
１）

回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－－天井～

体部杯蓋須恵器カマドＳＡ１０１１１１

－－堅緻
精良２ミリ以下の乳白
粒を含む　１ミリ以下
の砂粒を含む

オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ（５/１）

オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ（５/１）

回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ３.９ ８.８ 口縁～

底部坏身須恵器床面ＳＡ１０１１１２

－－堅緻精良オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ（６/１）灰７.５Ｙ（６/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ－－－－底部壷須恵器床面ＳＡ１０１１１３

－外面スス付
着良好

１０�以下の赤褐色砂粒
子を多く含む。４�以下
の灰色砂粒子を少量含
む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４ナデナデ３.０ １５.４－－胴部～

底部
甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ１０１１１４

－－良好３�以下の茶色粒子を
含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

板状工具によるナ
デ

板状工具によるナ
デ－－－－口縁部甕土師器覆土中ＳＡ１０１１１５

－－良好
７�以下の茶色粒子を
多く含む。３�以下の灰
白色粒子を少し含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

明赤色２.５ＹＲ５
/６

板状工具によるナ
デ

板状工具によるナ
デ－－－－口縁部甕土師器覆土中ＳＡ１１１１１６

－外面にスス
付着良好３�以下の茶色粒子を

含む
黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
８

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
８

板状工具によるナ
デ

板状工具によるナ
デ－－－－口縁部鉢また

は甑土師器覆土中ＳＡ１０１１１７

－－良好４�以下の茶色粒子を
含む褐色７.５３/４浅黄橙１０ＹＲ８/

４ナデナデ－－－－底部甑土師器覆土中ＳＡ１０１１１８

－－良好精良浅黄橙１０ＹＲ８/
４

明赤色２.５ＹＲ５
/６ナデナデ－－－－脚部高坏土師器カマドＳＡ１０１１１９

－－良好１�以下の灰白色粒子
を含む橙７.５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ７/６ナデナデ－－－－口縁坏？土師器カマドＳＡ１１１１２１

－－良好２�以下の赤茶粒子を
少し含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４手持ちヘラケズリ

板状工具によるナ
デ/手持ちヘラケズ
リ/手持ちヘラミガ
キ

－－－－胴部坏土師器カマドＳＡ１１１１２２

－木 葉 底/打
ち欠き良好

１�以下の長石、石英、
黒雲母、黒色粒子、赤色
粒子を多く含む。３�大
の赤色粒子を少量含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４橙７.５ＹＲ６/６板状工具によるナ

デ/指頭痕
タタキ/板状工具に
よるナデ/指押え－１６.９ －－胴部～

底部
甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ１１１１２３

－－良好２�以下の茶色粒子を
含む含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ５/４

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
８ナデナデ－－－－口縁部甕土師器覆土中ＳＡ１２１１２４

－－良好精良浅黄橙１０ＹＲ８/
４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４ナデナデ－－－－底部坏土師器カマドＳＡ１２１１２５
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－５６４－

接合関係備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

－－良好２�以下の灰白色粒子
を含む橙５ＹＲ７/６橙５ＹＲ７/６ナデナデ－－－－口縁部坏土師器覆土中ＳＡ１３１１２６

－－良好精良灰黄褐色１０ＹＲ
４/２橙７.５ＹＲ６/６ナデ/手持ちヘラミ

ガキナデ－－－１８.１ 口縁坏土師器覆土中ＳＡ１３１１２７

－－良好３�以下の茶色粒子を
含む橙５ＹＲ７/８にぶい橙７.５ＹＲ

７/４ナデナデ８.２ －－－底部坏土師器覆土中ＳＡ１３１１２８

－－良好３�以下の灰白色の粒
子を含む橙５ＹＲ６/６明赤褐色２.５ＹＲ

６/５ナデナデ－－－－底部坏土師器覆土中ＳＡ１３１１２９

－木葉痕良好１�以下の褐色粒子を
わずかに含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４ナデナデ６.７ －－－底部甕土師器覆土中ＳＡ１３１１３０

－－良好４�以下の茶色粒子を
含む橙２.５ＹＲ７/８にぶい黄橙１０Ｙ

Ｒ７/４
板状工具によるナ
デ

手持ちヘラケズリ/
ナデ－－－－底部脚台付

坏?土師器覆土中ＳＡ１３１１３１

－－良好１.５�以下の褐色・灰色・
茶色の粒子を含む橙５ＹＲ７/６

橙５ＹＲ７/６・
にぶい橙５ＹＲ
７/４

板状工具によるナ
デ

手持ちヘラケズリ/
ナデ－－－１６.３ 口縁～

底部坏土師器覆土中ＳＡ１３１１３２

－内面赤彩塗
布良好精良明赤褐色５ＹＲ

５/６
明黄褐色１０ＹＲ
７/６

手持ちヘラミガキ/
ナデ

手持ちヘラケズリ/
手持ちヘラミガキ/
ナデ

－－－８.６ 口縁～
底部坏土師器覆土中ＳＡ１３１１３３

－内外面赤彩
塗布良好微細な黒・褐色の粒子を

含む
赤１０Ｒ ５/６・赤
褐色２.５４/６

明赤褐色２.５ＹＲ
５/６・黄褐色２.５
ＹＲ４/６

手持ちヘラミガキ/
ナデ

手持ちヘラケズリ/
手持ちヘラミガキ/
ナデ

－－－１４.９ 口縁～
底部坏土師器覆土中ＳＡ１３１１３４

－－良好精良にぶい黄２.５ＹＲ
６/３

にぶい黄２.５ＹＲ
６/３

ナデ手持ちヘラミ
ガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－４.９ １４.４ 口縁～
底部坏土師器覆土中ＳＡ１３１１３５

－－良好精良にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

手持ちヘラミガキ/
ナデ

手持ちヘラケズリ/
手持ちヘラミガキ/
ナデ

５.０ －４.３ １５.３ 口縁～
底部坏土師器覆土中ＳＡ１３１１３６

－－良好精良橙７.５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ７/６ナデ/手持ちヘラミ
ガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

７.０ －４.５ １４.８ 
口縁～
底部付
近

坏土師器覆土中ＳＡ１３１１３７

－－良好精良浅黄橙１０ＹＲ８/
４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４ナデ/丁寧なナデナデ/手持ちヘラケ

ズリ６.０ －４.５ １４.１ 口縁～
底部坏土師器覆土中ＳＡ１３１１３８

－内外面黒色
処理良好精良明赤褐色５ＹＲ

５/６
明赤褐色５ＹＲ
５/６

/手持ちヘラミガキ/
ナデ

手持ちヘラケズリ/
手持ちヘラミガキ/
ナデ

－－－１８.２ 口縁～
底部坏土師器覆土中ＳＡ１３１１３９

－－良好３�以下の茶色粒子を
含む

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
８橙７.５ＹＲ６/６ナデナデ－－－１０.０ 口縁～

胴部壺土師器覆土中ＳＡ１３１１４０

－－良好３�以下の褐色粒子を
多く含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/３橙７.５ＹＲ７/６ナデナデ－－－－頸部甕土師器覆土中ＳＡ１３１１４１

－－良好２�以下の茶色粒子を
含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４ナデナデ－－－－口縁部甕土師器覆土中ＳＡ１３１１４２

－－良好５�以下の褐色粒子を
多く含む

明黄橙１０ＹＲ６/
６橙７.５ＹＲ６/６ナデナデ－－－１７.３口縁～

胴部甕土師器覆土中ＳＡ１３１１４３

－－良好５�以下の褐色粒子を
多く含む橙７.５ＹＲ６/６橙７.５ＹＲ７/６ナデナデ－－－２１.０ 口縁～

胴部甕土師器覆土中ＳＡ１３１１４４

－

外面焼土付
着/内 面 ス
ス 付 着/内
面黒変

良好３�以下の灰褐色粒子
を多く含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ ５/４、黒１０Ｙ
Ｒ２/１

明黄褐１０ＹＲ６/
６、黒 褐１０Ｙ Ｒ
３/２

ナデナデ８.１ －３５.５ ９.８ 口縁～
底部甕土師器覆土中ＳＡ１３１１４５

－－良好４�以下の褐色粒子を
多く含む。

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４ナデナデ－－－２３.６ 口縁～

胴部甑土師器覆土中ＳＡ１３１１４５

－－良好４�以下の茶色粒子を
含む

褐灰色１０ＹＲ５/
１

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ８/
６ナデナデ－－－－底部甑土師器覆土中ＳＡ１３１１４６

－木 葉 痕/外
面スス付着良好６�以下の赤褐色粒子

を多く含む。
にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

明黄褐１０ＹＲ７/
６ナデナデ５.４ －２１.５ １５.６ 口縁～

底部甕土師器覆土中ＳＡ１３１１４７

－－良好１～７�以下の明赤褐
色、褐灰色粒子を含む

褐 灰１０Ｙ Ｒ ４/
１、明 黄 褐１０Ｙ
Ｒ７/６

褐 灰１０Ｙ Ｒ ５/
１、橙５ＹＲ６/
６

板状工具によるナ
デ

ナデ/板状工具によ
るナデ８.３ １７.２ ３０.８ １９.１ 口縁～

底部甕土師器覆土中ＳＡ１４１１４８
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－５６５－

接合関係備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

－
外面被熱痕
/内面黒斑/
打ち欠き

良好４�以下の茶色砂粒子
を多く含む橙５ＹＲ６/６橙５ＹＲ６/６板状工具によるナ

デ
ナデ/板状工具によ
るナデ－１５.２ －－胴部～

底部
甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ１５１１４９

－外面にスス
付着良好４�以下の褐色粒子を

多く含む
にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４・灰黄褐
色１０ＴＲ５/２

ナデナデ/板状工具によ
るナデ－－－－胴部～

底部
壺また
は甕土師器床面ＳＡ１５１１５０

－須恵器模倣
坏か?良好精良橙７.５ＹＲ６/６明黄褐色１０ＹＲ

６/６
手持ちヘラミガキ/
ナデ

板状工具によるナ
デ/手持ちヘラケズ
リ/手持ちヘラミガ
キ

５.０ －６.６ １６.５ 口縁～
底部坏土師器床面ＳＡ１５１１５１

－打ち欠き良好３�以下の茶褐色、黒褐
色粒子を含む黄橙１０ＹＲ８/６浅黄橙７.５ＹＲ８

/６ナデｒ 板状工具によるナ
デ－－－５.７ 口縁部

～胴部甕土師器床面ＳＡ１６１１５２

－－良好３�以下の褐灰色を多
く含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

明黄褐色１０ＹＲ
７/６指頭痕/ナデナデ/指頭痕－－－－口縁～

胴部
鉢又は
甑土師器床面ＳＡ１６１１５３

－－良好精良にぶい黄褐色１０
ＹＲ７/４

にぶい黄褐色１０
ＹＲ７/４ナデナデ－－－－口縁～

胴部
鉢又は
甑土師器床面ＳＡ１６１１５４

－
外面赤彩塗
布/打 ち 欠
き

良好
４.５�以下の茶褐、黒褐、
３�以下の半透明粒子
を含む

黄橙１０ＹＲ８/６浅黄橙７.５ＹＲ８
/６指頭痕/横ナデ板状工具によるナ

デ－１７.４ －－
胴部～
底部付
近

甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ１６１１５５

－－良好４�以下の赤褐色灰色
の粒子を含む

にぶい黄褐色１０
ＹＲ５/３褐灰色
１０ＹＲ４/１

赤褐色５ＹＲ４/
８

板状工具によるナ
デ

板状工具によるナ
デ１０.８ －－－胴部～

底部甕土師器床面ＳＡ１６１１５６

－－堅緻精良オリーブ灰（２.５
ＧＹ７/１）

オリーブ灰（２.５
ＧＹ６/１）横ナデ回転横ナデ－－－－

天井部
～口縁
　　

杯蓋須恵器床面ＳＡ１７１１５７

－－良好

７�以下の茶色粒子を
多く含む。３�以下の灰
白色粒子を少し含む含
む

橙７.５ＹＲ７/６
浅黄橙１０ＹＲ８/
４・黒 褐 色７.５Ｙ
Ｒ３/１

ナデナデ－－－－口縁部甕土師器床面ＳＡ１７１１５８

－内外面赤彩
塗布良好精良黄２.５ＹＲ６/８黄２.５ＹＲ６/８手持ちヘラミガキ面取り/ナデ－－－－脚部高坏土師器床面ＳＡ１７１１５９

－－良好４�以下の茶色粒子を
含む橙７.５ＹＲ７/６浅黄橙７.５ＹＲ８

/６ナデ板状工具によるナ
デ/ナデ－－－－底部坏土師器床面ＳＡ１７１１６０

－－良好
５�以下のにぶい赤褐
色粒子・２�以下の灰赤
褐色粒子を多く含む

明赤褐色５ＹＲ
５/６橙７.５ＹＲ６/６ナデナデ－－－１９.４ 口縁部甕土師器床面ＳＡ１７１１６１

－－良好精良灰黄褐色１０ＹＲ
６/３

にぶい橙７.５ＹＲ
７/４ナデナデ－－－－口縁～

胴部甕土師器覆土中ＳＡ１８１１６２

－内外面黒色
処理良好精良橙７.５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ７/６ナデ手持ちヘラケズリ－－－－口縁部坏土師器覆土中ＳＡ１８１１６３

－須恵器模倣
坏か?良好精良にぶい黄褐色１０

ＹＲ７/３
にぶい黄褐色１０
ＹＲ７/３手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ/

手持ちヘラミガキ－－－－口縁～
底部坏蓋土師器覆土中ＳＡ１８１１６４

－－生焼け精良灰白（１０Ｙ８/１）灰白（１０Ｙ７/１）回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－－口縁～

胴部杯身須恵器床面ＳＡ１９１１６７

－－良好６�以下の褐色・灰色・
灰白色粒子を多く含む

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６ナデナデ－－－－口縁部鉢また

は甑土師器床面ＳＡ１９１１６８

－－良好５�以下の褐灰色粒子
を少し含む橙７.５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ７/６ナデナデ－－－－口縁部甕土師器床面ＳＡ１９１１６９

－－良好１�以下の赤褐色粒子
を少し含む橙７.５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ７/６手持ちヘラミガキナデ－－－－口縁部坏土師器覆土中ＳＡ１９１１７０

－－良好１�以下の褐色粒子を
少し含む橙７.５ＹＲ７/６にぶい橙７.５ＹＲ

７/４
板状工具によるナ
デナデ－－－－口縁部坏土師器覆土中ＳＡ１９１１７１

－

外面スス付
着/内 面 黒
斑/打 ち 欠
き

良好６�以下の大粒砂粒子
を含む橙７.５ＹＲ６/６

橙７.５Ｙ Ｒ ６/８
にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ５/４

板状工具によるナ
デナデ－－－－頸部～

底部
甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ１９１１７２

－－良好精良にぶい橙７.５ＹＲ
６/４

にぶい橙７.５ＹＲ
６/４・褐灰色７.５
ＹＲ４/１

板状工具によるナ
デ

ナデ/板状工具によ
るナデ－－－１６.５ 口縁～

胴部甕土師器床面ＳＡ１９１１７３

－－良好精良橙７.５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ７/６手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ/
手持ちヘラミガキ－－４.４ １５.０ 口縁～

底部坏土師器床面ＳＡ１９１１７４
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－５６６－

接合関係備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

－－良好
精良４ミリ以下の褐色
粒子を多く含む。２�以
下の乳白色を少し含む。

灰７.５Ｙ５/１黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
８

板状工具によるナ
デ/ナデ

板状工具によるナ
デ/ナデ１２.２ －－－底部鉢土師器床面ＳＡ１９１１７５

－

外面スス付
着/内 面 黒
斑/打 ち 欠
き

良好
７�以下のにぶい赤褐
色、褐灰色粒子を多く含
む

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６、褐灰７.５ＹＲ
５/１

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６、褐灰７.５ＹＲ
５/１

ナデナデ/指頭痕－－－－頸部～
底部

甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ２０１１７８

－－良好
精良３ミリ以下の白色
粒・２ミリ以下の乳白色
粒を含む。

浅黄橙７.５ＹＲ８
/４

浅黄橙７.５ＹＲ８
/４ナデ板状工具によるナ

デ－－－－口縁～
底部坏土師器覆土中ＳＡ２０１１７９

－
内外面赤彩
塗 布/底 部
ヘラ記号

良好精良１ミリ以下の灰白
色粒を少し含む。

にぶい橙７.５ＹＲ
７/４

浅黄橙７.５ＹＲ８
/４

板状工具によるナ
デナデ５.８ －５.２ １３.６ 口縁～

底部坏土師器覆土中ＳＡ２０１１８０

－－良好５�以下の褐色粒子を
多く含む

浅黄２.５ｙ７/３、
灰黄２.５Ｙ６/２

浅黄２.５ｙ７/３、
灰黄２.５Ｙ６/２

板状工具によるナ
デ

板状工具によるナ
デ－－－１５.５ 口縁～

胴部甕土師器土器埋
設炉ＳＡ２３１１８１

－

外面に被熱
痕/内 面 黒
斑/打 ち 欠
き

良好３�以下の赤茶色粒子
を多く含む橙５ＹＲ７/８浅黄橙７.５ＹＲ８

/６
板状工具によるナ
デ

板状工具によるナ
デ－－－１４.８胴部～

底部
甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ２３１１８２

－外面焼土付
着良好８�以下の大粒粒子を

多く含む橙７.５ＹＲ７/６にぶい褐７.５ＹＲ
５/４

板状工具によるナ
デ

ナデ/板状工具によ
るナデ－１５.６ －１７.８ 

口縁～
底部付
近

甕土師器床面ＳＡ２３１１８３

－－堅緻精良オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ（６/１）灰（Ｎ５/１）回転横ナデ回転横ナデ－１４.８ －－胴部壷須恵器覆土中ＳＡ２４１１８４

－－良好２ミリ以下の乳白色粒
を含む。

にぶい橙１０ＹＲ
７/４橙７.５ＹＲ７/６板状工具によるナ

デナデ－－－－口縁～
胴部甕土師器覆土中ＳＡ２４１１８５

－－良好

微細１ミリ以下の灰白色
粒を含む。１ミリ以下の黄
灰色粒を含む。１ミリ以下
の黒色粒を多く含む。

浅黄橙７.５ＹＲ８
/４橙５ＹＲ７/６ナデナデ－－－－口縁～

胴部甕土師器覆土中ＳＡ２４１１８６

－外面被熱痕
/打ち欠き良好

１�程度の長石、石英、黒
色粒子を含む。２�大の
赤色粒子を多く含む。３
�大のものも若干含む。

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４

明黄褐１０ＹＲ６/
６

板状工具によるナ
デ

タタキ/板状工具に
よるナデ－１９.８ １７.５ １４.４ 口縁～

胴部
甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ２４１１８７

－－良好精良橙７.５ＹＲ７/６にぶい橙７.５ＹＲ
７/４

手持ちヘラミガキ/
板状工具によるナ
デ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

４.０ －４.７ １０.９ 口縁～
底部坏土師器土器埋

設炉ＳＡ２４１１８８

－－良好２�以下の灰白色粒子
を含む橙７.５ＹＲ６/６橙７.５ＹＲ６/６ナデナデ－－－－口縁部坏土師器カマドＳＡ２４１１８９

－内外面黒色
処理良好１�以下の茶色粒子を

少し含む橙７.５ＹＲ６/８明赤褐５ＹＲ５/
６手持ちヘラミガキナデ/手持ちヘラミ

ガキ４.０ －５.２ １４.６ 口縁～
底部杯土師器床下面ＳＡ２４１１９０

－－良好２�以下の赤褐色粒子
を僅かに含む

にぶい橙１０ＹＲ
７/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ－－－１４.５ 口縁部坏土師器カマドＳＡ２４１１９１

－－良好３�以下の褐色粒子を
多く含む僅かに含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/３

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/３ナデナデ/手持ちヘラケ

ズリ－－－－口縁部坏土師器カマドＳＡ２４１１９２

－－良好２�以下の赤褐色粒子
を僅かに含む

暗 灰 黄２.５Ｙ ５/
２

暗 灰 黄２.５Ｙ ５/
２手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ５.４ －－－胴部～

底部坏土師器カマドＳＡ２４１１９３

－－良好

１�以下の黒色柱状光
沢粒子を少し含む。２�
以下の無色透明粒子を
少し含む

明赤褐５ＹＲ５/
６

黒 色２.５Ｙ Ｒ ２/
１ 橙７.５Ｙ Ｒ ６/
８

手持ちヘラミガキ手持ちヘラミガキ－－４.２ １５.４ 口縁～
底部杯土師器カマドＳＡ２４１１９４

－－良好１�以下の茶色粒子を
少し含む

明赤褐５ＹＲ５/
６

黒色５Ｙ２/１橙
７.５ＹＲ６/６ナデ手持ちヘラミガキ－－１.８ １４.３ 

口縁～
底部付
近

杯土師器カマドＳＡ２４１１９５

－－良好１�～６�以下の灰赤
色粒子を含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

橙７.５ＹＲ７/６、
橙５ＹＲ７/６ナデナデ－１７.８ －－胴部甕/炉体

土器土師器土器埋
設炉ＳＡ２５１１９６

－

外面スス付
着/内 面 黒
斑/打 ち 欠
き

良好５�以下の赤褐色、黒褐
色粒子を含む

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ８/
８

ナデ/板状工具によ
るナデ/指頭痕

ナデ/板状工具によ
るナデ－１６.６ －－胴部甕/炉体

土器土師器土器埋
設炉ＳＡ２６１１９７

－内外面赤彩
塗布良好精良橙７.５ＹＲ６/６橙７.５ＹＲ６/６ナデ/手持ちヘラミ

ガキ手持ちヘラミガキ－－－－口縁～
底部杯土師器カマドＳＡ２６１１９８

ＳＡ２６＋Ｓ
Ａ３６－良好２�以下の褐色・褐灰色

を含む
にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

浅黄橙７.５ＹＲ８
/４

粗いナデ・丁寧なナ
デナデ・ナデ－－－－頸部～

胴部壺土師器カマドＳＡ２６１１９９

－打ち欠き良好４�以下の赤褐色、黒褐
色粒子を多く含む黄橙１０ＹＲ８/６

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６、にぶい黄橙
１０ＹＲ７/４

ナデナデ－１８.２ －－頸部～
底部

甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ２７１２００

第１１６表　古墳時代土器観察表�



－５６７－

接合関係備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

－外面スス付
着良好３�以下の茶色粒子を

多く含む黄灰２.５Ｙ４/１橙５ＹＲ７/６・
黒２.５Ｙ２/１ナデナデ－－－－胴部～

底部甕土師器床下面ＳＡ２８１２０１

－－良好２�以下の茶色粒子を
多く含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４ナデナデ－－－－口縁部甕また

は鉢土師器覆土中ＳＡ２８１２０２

ＳＡ２９＋Ｓ
Ａ３０外面黒変良好

５�以下の茶色粒子を
多く含む。２�以下の無
色透明光沢粒子を少し
含む。

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

黒褐１０ＹＲ３/１
黄橙１０ＹＲ８/６

ナデ/指頭痕/板状工
具によるナデ

タタキ/板状工具に
よるナデ－１４.２ －－胴部甕土師器床下面ＳＡ２９１２０４

－－良好５�以下の茶色粒子を
含む

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
８橙５ＹＲ６/８ナデナデ－－－－口縁部甕土師器覆土中ＳＡ２９１２０５

－－良好

１�以下の黒色粒子、無
色透明粒子を少し含む。
２�以下の茶色粒子を
少し含む

明黄褐１０ＹＲ７/
６橙７.５ＹＲ７/６ナデ手持ちヘラミガキ－－－１５.１ 口縁～

底部坏土師器覆土中ＳＡ２９１２０６

－－良好２�以下の褐色粒子を
多く含む黄橙１０ＹＲ５/６にぶい黄橙１０Ｙ

Ｒ５/４
ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ－２５.６ －２３.７ 口縁～

胴部甕土師器カマドＳＡ３０１２０７

－－良好３�以下の褐色粒子を
少し含む橙７.５ＹＲ６/６橙５ＹＲ６/６ナデ/板状工具によ

るナデ
ナデ/板状工具によ
るナデ－１４.１ －－胴部甕/炉体

土器土師器土器埋
設炉ＳＡ３０１２０８

－－良好４�以下の褐色粒子を
含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４ナデナデ－－－－口縁部甕土師器カマドＳＡ３０１２０９

－－良好５�以下の褐色粒子を
含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４ナデナデ－－－－口縁部鉢また

は甑土師器カマドＳＡ３０１２１０

－木葉痕良好５�以下の茶色粒子を
多く含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

にぶい橙７.５ＹＲ
７/４ に ぶ い 橙
２.５ＹＲ６/４

ナデ板状工具によるナ
デ６.８ －－－胴部～

底部甕土師器床面ＳＡ３０１２１１

－－良好４�以下の褐色粒子を
少し含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４ナデナデ－－－－口縁部鉢また

は甑土師器覆土中ＳＡ３０１２１２

－－良好３�以下の茶色粒子を
含む橙７.５ＹＲ７/６橙２.５ＹＲ６/６ナデナデ－－－－口縁部甕土師器覆土中ＳＡ３１１２１３

－－良好３�以下の褐色粒子を
含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４

にぶい橙７.５ＹＲ
６/４ナデナデ－－－２０.０ 口縁部甕土師器床面ＳＡ３０１２１４

－－良好１�以下の灰色粒子を
含む

にぶい黄橙７.５Ｙ
Ｒ７/４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４ナデナデ/手持ちヘラケ

ズリ－－－－口縁～
底部坏土師器床面ＳＡ３０１２１５

－外面化粧土
塗布良好３�以下の褐色粒子を

含む橙７.５ＹＲ７/６橙５ＹＲ６/６ナデナデ－－－１４.６ 口縁～
底部坏土師器床面ＳＡ３０１２１６

－木葉痕良好２�以下の灰白色粒子
を僅かに含む

にぶい橙７.５ＹＲ
７/４

にぶい橙７.５ＹＲ
７/４ナデナデ/手持ちヘラケ

ズリ/ハケメ?１０.０ －４.９ １５.６ 口縁～
底部坏土師器床面ＳＡ３０１２１７

－外面スス付
着良好６�以下の赤褐色の砂

粒子を含む
にぶい橙色７.５Ｙ
Ｒ６/４

橙 色７.５Ｙ Ｒ ６/
６にぶい黄橙色
１０ＹＲ５/４

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ１０.１ －１６.２ ２９.８ 口縁～

底部鉢土師器床面ＳＡ３０１２１８

－
外面スス付
着/内 面 黒
斑

良好１～６�以下の灰褐色
粒子を多く含む橙７.５ＹＲ７/６にぶい橙７.５ＹＲ

７/４
ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ４.５ －１９.３ １８.９ 口縁～

底部甕土師器
カマド
左袖付
近

ＳＡ３０１２１９

－－良好１�以下の灰白色粒子
を僅かに含む橙７.５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ７/６ナデナデ－－－－

口縁～
底部付
近

坏土師器カマドＳＡ３１１２２０

－－良好３�以下の灰白色粒子
を僅かに含む

橙７.５Ｙ Ｒ ７/６
暗オリーブ灰２.５
ＧＹ４/１

橙７.５ＹＲ７/６ナデナデ－－－１３.０ 
口縁～
底部付
近

坏土師器カマドＳＡ３０１２２１

－－良好１�以下の灰色粒子を
僅かに含む橙７.５ＹＲ６/６橙５ＹＲ６/６手持ちヘラミガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－－－
口縁～
底部付
近

坏土師器カマドＳＡ３１１２２２

－－良好２�以下の褐色粒子を
僅かに含む橙７.５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ６/６手持ちヘラミガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－－１４.６ 
口縁～
底部付
近

坏土師器覆土中ＳＡ３０１２２３

－－良好２�以下の灰白色粒子
を少し含む橙５ＹＲ６/８橙５ＹＲ６/８ナデ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－－１８.２ 
口縁～
底部付
近

坏土師器床面ＳＡ３１１２２４

－－良好１�以下の黒色粒子と
灰白色粒子を含む橙５ＹＲ６/８橙５ＹＲ６/８手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ/

手持ちヘラミガキ－－－－胴部～
底部坏土師器覆土中ＳＡ３１１２２５

第１１７表　古墳時代土器観察表




－５６８－

接合関係備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

－－良好１�以下の茶色粒子、黒
色粒子を含む橙５ＹＲ６/８橙５ＹＲ６/８ナデナデ－－－１３.２ 

口縁～
底部付
近

坏土師器カマドＳＡ３１１２２６

－－良好３�以下の茶色粒子を
多く含む

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ８/
８

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６ナデナデ－－－－口縁～

頸部甕土師器カマドＳＡ３１１２２７

－－良好３�以下の茶色粒子を
多く含む

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
８橙７.５ＹＲ７/６ナデナデ－１８.７ －－胴部甕土師器カマドＳＡ３１１２２８

－外面スス付
着良好

６�以下の茶褐色、褐灰
色、灰白色砂粒子を多く
含む

明赤褐色５ＹＲ
５/６

明赤褐５ＹＲ５/
８

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ－１５.８ －１５.２ 口縁～

胴部甕土師器カマドＳＡ３１１２２９

－

外面スス付
着/内 器 面
黒 斑/打 ち
欠き

良好
７�以下の茶褐色粒子
と５�以下の灰色粒子
を多く含む

橙７.５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ７/６板状工具によるナ
デ/ナデ/指頭痕

タタキ/ナデ/板状工
具によるナデ－１５.６－－胴部～

底部
甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ３１１２３０

－－堅緻精良灰（１０Ｙ６/１）灰（１０Ｙ６/１）回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ５.８ －３.７ ９.０ 口縁～

底部杯身須恵器覆土中ＳＡ３２１２３１

－－堅緻精良灰１０Ｙ（６/１）灰１０Ｙ（５/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－８.２ －－胴部長頸壺須恵器床面ＳＡ３２１２３２

－－堅緻２ミリ以下の白色粒を
多く含む灰（Ｎ６/）灰（Ｎ５/）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ６.６ －－－胴部～
底部壺須恵器床面ＳＡ３２１２３３

－－良好２�以下の茶色粒子を
含む

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
８橙５ＹＲ６/８ナデナデ－－－１２.２ 口縁～

体部坏土師器床面ＳＡ３２１２３４

－外面黒色処
理良好２�以下の茶色粒子を

含む橙５ＹＲ７/８
黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
８ 黒２.５Ｙ Ｒ ２/
１

手持ちヘラミガキ
ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－５.８ －１７.３ 
口縁～
底部付
近

坏土師器床面ＳＡ３２１２３５

－－良好２�以下の白色粒子を
含む橙７.５ＹＲ６/８黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/

８手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ－－－１６.８ 口縁～
体部坏土師器床面ＳＡ３２１２３６

－－良好４�以下の褐色粒子を
含む橙７.５ＹＲ７/６橙５ＹＲ６/８ナデナデ－－－－口縁部甕土師器覆土中ＳＡ３２１２３７

－－良好５�以下の灰白色、褐色
粒子を多く含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４ナデナデ－－－－口縁部甕土師器土器埋

設炉ＳＡ３２１２３８

－－良好４�以下の茶色粒子を
含む

浅黄橙７.５ＹＲ８
/４淡橙５ＹＲ８/４ナデナデ－－－１３.４ 口縁～

胴部甕土師器床面ＳＡ３２１２３９

－－良好５�以下の褐色、褐灰色
粒子を多く含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

にぶい黄褐１０Ｙ
Ｒ７/４ナデナデ－－－－頸部甕土師器床面ＳＡ３２１２４０

－－良好４�以下の褐色粒子を
多く含む橙７.５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ７/６ナデナデ－－－－口縁～

頸部甕土師器覆土中ＳＡ３２１２４１

－－良好５�以下の褐色粒子を
多く含む

明黄橙１０ＹＲ６/
６

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４ナデナデ－１５.２ －－頸部～

胴部甕土師器床面ＳＡ３２１２４２

－外面スス付
着良好

６�以下の褐色粒子を
多く含む。２�以下の灰
白色粒子を少し含む

橙５ＹＲ６/６明赤褐５ＹＲ５/
６ナデナデ－－－－口縁部鉢また

は甑土師器床面ＳＡ３２１２４３

－外面スス付
着良好４�以下の褐色粒子を

多く含む
明赤褐５ＹＲ５/
６

灰 褐７.５Ｙ Ｒ ４/
２ナデナデ－－－－口縁部鉢また

は甑土師器覆土中ＳＡ３２１２４４

－木葉痕良好６�以下の灰褐色、暗褐
色粒子を多く含む

にぶい橙１０ＹＲ
７/４

黄 橙１０Ｙ Ｒ ８/
６、橙７.５ＹＲ８/
８

板状工具によるナ
デ/指頭痕ナデ/タタキ－１５.３ －－胴部～

底部
甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ３２１２４５

－－良好４�以下の褐色粒子を
多く含む橙７.５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ７/６板状工具によるナ

デ/指頭痕
板状工具によるナ
デ－１６.６ －－胴部甕土師器床面ＳＡ３２１２４６

－－良好８�以下の褐色粒子を
多く含む

明 褐７.５Ｙ Ｒ ５/
８褐７.５ＹＲ４/４板状工具によるナ

デ/指頭痕
板状工具によるナ
デ－１８.４－－胴部甕土師器床面ＳＡ３２１２４７

－木葉痕良好１�以下の砂粒、無色透
明、黒色光沢粒子を含む

にぶい橙１０ＹＲ
７/４

にぶい橙１０ＹＲ
６/４

板状工具によるナ
デ

板状工具によるナ
デ８.０ －－－底部甕土師器土器埋

設炉ＳＡ３２１２４８

－－良好７�以下の褐色、乳白
色、褐灰色を含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４

にぶい橙７.５ＹＲ
７/４ナデナデ－－－１０.５ 口縁～

胴部甕土師器床面ＳＡ３３１２４９

第１１８表　古墳時代土器観察表�



－５６９－

接合関係備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

－
外面スス付
着/打 ち 欠
き

良好５�以下の茶色大粒子
を多く含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

黄 橙１０Ｙ Ｒ ８/
６、褐 灰１０Ｙ Ｒ
４/１

板状工具によるナ
デ

板状工具によるナ
デ－１４.９ －－口縁～

底部
甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ３３１２５０

－外面黒斑良好１�以下の褐灰色粒子
を多く含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

明黄橙１０ＹＲ６/
６、褐 灰１０Ｙ Ｒ
４/１

ナデ/手持ちヘラミ
ガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

６.２ －５.４ １７.８ 口縁～
底部坏土師器床面ＳＡ３４１２５１

－－堅緻２ミリ以下の白色粒を
多く含む灰白（Ｎ７/）灰白（Ｎ７/）回転横ナデ/不定方

向ナデ
回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－－天井～

体部坏蓋須恵器床面ＳＡ３４１２５２

－－良好５�以下の褐色粒子を
多く含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ－－－１６.２ 口縁～

頸部甕土師器床面ＳＡ３４１２５３

Ｓ Ａ３４+Ｓ
Ａ３６－良好５�以下の赤褐色、黒褐

色粒子を含む
浅黄橙７.５ＹＲ８
/６

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６ナデ/指頭痕ナデ/板状工具によ

るナデ－１７.２ －－胴部甕床面土器埋
設炉ＳＡ３４１２５４

－－良好４�以下の褐色粒子を
多く含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４ナデナデ－－－－口縁部

付近甕土師器覆土中ＳＡ３４１２５５

Ｓ Ａ３４+Ｓ
Ａ３２－良好３�以下の褐色粒子を

多く含む
にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４ナデナデ－－－－頸部～

胴部甕土師器覆土中ＳＡ３４１２５６

－－良好１�以下の乳白色を少
し含む橙５ＹＲ６/８橙２.５ＹＲ６/８手持ちヘラミガキ

ナデ/手持ちヘラミ
ガキ/手持ちヘラミ
ガキ

－－－－口縁部坏土師器覆土中ＳＡ３４１２５７

ＳＡ３２＋Ｓ
Ａ３５－良好７�以下の茶褐色粒子

を多く含む
にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

明黄褐１０ＹＲ７/
６

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ５.２１６.２ －－胴部～

底部甕土師器床面ＳＡ３５１２５８

－
木 葉 痕/外
面スス付着
/打ち欠き

良好１�以下のこげ茶色粒
子を多く含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４にぶい橙
５ＹＲ７/４

橙７.５ＹＲ７/６、
灰黄褐１０ＹＲ６/
２

ナデナデ５.１ －１４.４ －頸部～
底部

甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ３５１２５９

－外面スス付
着良好６�以下の明赤褐色粒

子を多く含む
にぶい橙７.５ＹＲ
７/４

橙７.５ＹＲ７/６、
黒７.５ＹＲ２/１ナデナデ３.４１８.３２９.８１８.４口縁～

底部甕土師器土器埋
設炉ＳＡ３５１２６０

－－堅緻精良灰（Ｎ７/）灰（Ｎ６/）回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－９.０ 天井～

口縁部杯蓋須恵器床面ＳＡ３６１２６４

－－堅緻３ミリ以下の白色粒を
多く含む

に ぶ い 褐（７.５Ｙ
５/３）灰（５Ｙ５/１）回転横ナデ/不定方

向ナデ
回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.６ －口縁～

底部杯身須恵器カマドＳＡ３６１２６５

－－堅緻精良オリーブ灰５Ｙ
（５/２）灰（５Ｙ５/１）回転横ナデ/横ナデ回転横ナデ－－－－頸部長頸壺須恵器床面ＳＡ３６１２６６

－－堅緻精良黄 灰７.５Ｙ（４/
１）

黄 灰７.５Ｙ（５/
１）回転横ナデ回転横ナデ－－－６.６ 口縁部

近提瓶須恵器覆土中ＳＡ３６１２６７

－－堅緻精良２ミリ以下の白色
粒・灰白色粒を含む。

オリーブ灰５Ｇ
Ｙ（６/１）

青 灰 色１０Ｂ Ｇ
（４/１）回転横ナデ回転横ナデ－－－－頸部～

胴部提瓶須恵器床面ＳＡ３６１２６８

－自然釉堅緻精良黄 灰２.５ｙ（５/
１）

灰 白２.５Ｙ（７/
１）同心円当て具痕平行タタキ/カキ目－－－－胴部甕須恵器床面ＳＡ３６１２６９

－－良好３�以下の茶色粒子を
含む橙７.５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ７/６ナデナデ－－－－口縁部甕土師器土器埋

設炉ＳＡ３６１２７０

－－良好３�以下の茶色粒子を
含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４ナデナデ－－－－口縁部甕土師器覆土中ＳＡ３６１２７１

－－良好１�以下の乳白色粒子
を含む橙５ＹＲ６/８黄 橙７.５Ｙ Ｒ ８/

８ナデナデ－－－－口縁～
胴部壺土師器覆土中ＳＡ３６１２７２

－外面黒変良好２�以下の赤茶色粒子
を含む橙５ＹＲ７/８橙７.５ＹＲ７/６、

黒褐１０ＹＲ３/１
板状工具によるナ
デナデ－１６.７ －－頸部～

胴部
甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ３６１２７３

－木葉痕良好５�以下の褐色粒子を
多く含む橙７.５ＹＲ６/６にぶい黄褐１０Ｙ

Ｒ５/４指頭痕/ナデナデ６.８ －－－底部坏土師器土器埋
設炉ＳＡ３６１２７４

－外面黒色処
理良好

微細な透明光沢粒子を
少し含む。３�以下の褐
色粒子を僅かに含む

橙７.５ＹＲ６/６橙７.５Ｙ Ｒ ６/６
黒１０Ｙ２/１

ナデ/手持ちヘラミ
ガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

６.０ －６.２ １７.８ 口縁～
底部坏土師器カマドＳＡ３６１２７５

－外面スス付
着良好

５�以下の褐色粒子を
多く含む。５�以下の灰
色粒子を少し含む。

浅黄橙７.５ＹＲ８
/４橙７.５ＹＲ７/６ナデナデ７.２ －－－

胴部～
底部付
近

甕土師器土器埋
設炉ＳＡ３６１２７６

第１１９表　古墳時代土器観察表�



－５７０－

接合関係備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

－－良好５�以下の茶色粒子と
灰黒粒子を含む

黄 灰２.５Ｙ Ｒ ５/
１橙７.５ＹＲ７/６ナデ/板状工具によ

るナデ
ナデ/板状工具によ
るナデ－－－１９.３ 口縁～

胴部甕土師器カマドＳＡ３７１２７８

－外面スス付
着良好５�以下の茶色粒子と

灰黒粒子を含む
黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
８

浅黄橙７.５ＹＲ８
/４・黒 褐１０Ｙ Ｒ
３/１

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ－－－１６.５ 口縁～

頸部甕土師器カマドＳＡ３７１２７９

－
木 葉 痕/内
面 黒 斑/打
ち欠き

良好

２‾８�の茶色粒子を
多く含む。２.５～６�の白
色粒子極僅か含む。１.５～
４�黒色粒子を含む

明黄褐１０ＹＲ６/
６黄橙１０ＹＲ７/８ナデ/指頭痕/板状工

具によるナデ
タタキ/ナデ/板状工
具によるナデ３.６ １７.５ －－胴部～

底部
甕/埋設
土器土師器カマドＳＡ３７１２８０

－－良好４�以下の褐色粒子を
多く含む

にぶい黄２.５Ｙ６
/３

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/３

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ－－－２１.２ 口縁～

胴部甑土師器カマドＳＡ３７１２８１

－－良好４�以下の褐色粒子を
多く含む

浅黄橙７.５ＹＲ８
/４

明黄橙１０ＹＲ７/
６

板状工具によるナ
デ

板状工具によるナ
デ－１５.２－－甕土師器床面ＳＡ３７１２８２

ＳＡ３７＋Ｓ
Ａ５７＋ＳＢ
１５

－良好１�以下の灰白色粒子
を僅かに含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

明黄橙１０ＹＲ７/
６

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ－２６.２ －－胴部～

底部甕土師器床面ＳＡ３７１２８３

－－良好２�以下の褐色粒子を
僅かに含む

浅黄橙７.５ＹＲ８
/４

にぶい橙７.５ＹＲ
７/４ナデナデ３.７ －－－底部坏土師器覆土中ＳＡ３７１２８４

－木葉痕良好４�以下の褐色粒子を
多く含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/３ナデナデ－－－－底部甕土師器床下面ＳＡ３７１２８５

－内外面赤色
塗彩良好１�以下の砂粒子を含

む
浅黄橙７.５ＹＲ８
/４

浅黄橙７.５ＹＲ８
/４ナデナデ－－－－口縁部坏土師器床面ＳＡ３８１２８６

－－良好１�以下の浅黄橙、無色
透明光沢を含む

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
８橙７.５ＹＲ７/６ナデナデ－－－－口縁部甕土師器床面ＳＡ３８１２８７

－木葉痕良好４�以下の褐色粒子を
多く含む

オリーブ黒５Ｙ
３/２

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/３ナデナデ５.６ －－－底部甕土師器覆土中ＳＡ３８１２８８

－－良好
６�以下の褐色粒子を
多く含む。３�以下の灰
白色粒子を少し含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４ナデナデ－－－－口縁部甕土師器床面ＳＡ３９１２８９

－木葉痕良好６�以下の褐色粒子を
多く含む橙７.５ＹＲ７/６

橙７.５Ｙ Ｒ ６/６
灰黄褐１０ＹＲ５/
２

ナデナデ－－－－底部甕土師器覆土中ＳＡ３９１２９０

－
外面被熱、
ス ス 付 着/
木葉痕

良好
１～３�のこげ茶色粒
子を多く含む。２～５�
の茶色粒子を多く含む。

橙７.５ＹＲ７/６
にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/３、にぶい
黄橙１０ＹＲ６/３

ナデ/指頭痕ナデ９.５ １３.８ －－胴部～
底部甕土師器床面ＳＡ３９１２９１

－－堅緻精良明 オ リ ー ブ 灰
（２.５ＧＹ７/１）

オリーブ灰（２.５
ＧＹ６/１）

回転横ナデ/不定方
向ナデ

ナデ/回転ヘラ削り/
回転横ナデ－－２.９ ９.４ 天井～

口縁杯蓋須恵器床面ＳＡ４０１２９２

－－堅緻精良灰（１０Ｙ６/１）灰（１０Ｙ５/１）回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ６.０ －－－天井部

～底部杯身須恵器覆土中ＳＡ４０１２９３

－灰被り堅緻精良灰（Ｎ６/）灰（Ｎ５/）回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－３.３８.８ 天井～

口縁杯蓋須恵器床面ＳＡ４０１２９４

－－堅緻精良１ミリ以下の灰白
色を少し含む。

黒 褐１０Ｙ Ｒ（３/
２）　

黒 褐２.５Ｙ（３/
１）　回転横ナデ回転横ナデ－－－－肩部壺須恵器床面ＳＡ４０１２９５

－自然釉堅緻精良灰（Ｎ６/）灰（Ｎ６/）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ６.７ －８.８ ６.８ 口縁～

底部短頸壺須恵器床面ＳＡ４０１２９６

－－堅緻
精良６ミリ以下の灰白
色粒を含む。２ミリ以下
の乳白色を含む。

褐色７.５ＹＲ（４/
１）　灰（Ｎ４/）回転横ナデ回転横ナデ９.７ －－－底部～

胴部
脚台付
壺須恵器床面ＳＡ４０１２９７

－－良好２�以下の乳白色無色
透明粒子を含む橙５ＹＲ６/８橙５ＹＲ６/８ナデナデ４.０ －４.５ １１.７ 口縁～

底部坏土師器床面ＳＡ４０１２９８

－－良好１�以下の黒色粒子、無
色透明粒子を含む橙２.５ＹＲ７/６橙２.５ＹＲ６/６手持ちヘラミガキ手持ちヘラミガキ－－－－口縁～

底部坏土師器床面ＳＡ４０１２９９

－外面スス付
着/木葉痕良好２�以下の褐色粒子を

僅かに含む
にぶい黄橙１０Ｙ
７/４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４、にぶい黄２.５
ＹＲ６/３

ナデ/手持ちヘラミ
ガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

５.５ －４.９ １２.８ 口縁～
底部坏土師器床面ＳＡ４０１３００

－

外面スス付
着/ヘ ラ 記
号/外 面 赤
色塗彩

良好３�以下の褐灰、褐色粒
子を多く含む

にぶい橙７.５ＹＲ
７/３橙７.５ＹＲ７/６ナデ/指頭痕手持ちヘラケズリ/

手持ちヘラミガキ６.９ －５.４ １０.２ 口縁～
底部坏土師器床面ＳＡ４０１３０１

第１２０表　古墳時代土器観察表�



－５７１－

接合関係備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

－内外面黒色
処理良好微細な黒色光沢粒子を

含む橙７.５ＹＲ６/６明赤褐５ＹＲ５/
６

ナデ/手持ちヘラミ
ガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－６.１ １６.５ 口縁～
底部坏土師器床面ＳＡ４０１３０２

－
内外面赤色
塗 彩/木 葉
痕

良好１�以下の茶色砂粒子
を含む

明赤褐７.５ＹＲ５
/８

明赤褐２.５ＹＲ５
/２、浅黄橙７.５Ｙ
Ｒ ８/４、黒２.５Ｙ
Ｒ２/１

手持ちヘラミガキ手持ちヘラミガキ－－４.６ １５.３ 口縁～
底部坏土師器柱穴内ＳＡ４０１３０３

－須恵器模倣
坏か?良好１�以下の灰白色粒子

を少し含む橙５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ７/６－手持ちヘラミガキ－－－１７.０ 口縁部坏蓋土師器カマドＳＡ４０１３０４

－
外面焼土付
着/内 面 炭
化物付着

良好２�以下のにぶい赤褐
色粒子を僅かに含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

黒褐色２.５ＹＲ３
/１にぶい橙７.５
ＹＲ７/３

ナデナデ－－－－口縁部甕土師器カマドＳＡ４０１３０５

－外面スス付
着良好

３�以下の灰褐色粒子
を多く含む。１～２�以
下の褐灰色粒子を少し
含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４ナデナデ－－－－口縁部甕土師器カマドＳＡ４０１３０６

－外面スス付
着、被熱良好６�以下の茶褐色砂粒

子を多く含む
浅黄橙１０ＹＲ８/
４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

板状工具によるナ
デ

板状工具によるナ
デ－－－－口縁部

～胴部甕土師器覆土中ＳＡ４０１３０７

－
木 葉 痕/外
面 被 熱、焼
土付着

良好３�以下の赤褐色、褐灰
色砂粒子を多く含む

にぶい橙１０ＹＲ
７/３

にぶい橙７.５ＹＲ
７/３ナデ/指頭痕ナデ７.３ －２４.３ １６.１ 口縁～

底部甕土師器床面ＳＡ４０１３０８

－木葉痕良好

１�以下の長石、石英少
量含む。２～３�大の長
石、赤色粒子、黒色粒子
を多く含む。

明黄褐１０ＹＲ７/
６橙７.５ＹＲ７/６ナデタタキ/板状工具に

よるナデ５.９ １７.３ ２２.８ －胴部～
底部

甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ４０１３０９

－木葉痕良好４�以下の灰黒色、茶色
粒子を含む黒７.５ＹＲ２/１黒７.５Ｙ Ｒ ２/１

橙２.５ＹＲ７/６
板状工具によるナ
デ

板状工具によるナ
デ５.４ －－－底部甕土師器床面ＳＡ４０１３１０

－－良好３�以下の茶砂粒子、灰
黒色粒子を多く含む橙７.５ＹＲ７/６橙５ＹＲ７/８ナデナデ－１５.７－１８.４ 口縁～

胴部甕土師器床面ＳＡ４１１３３０

－－良好６�以下の褐色粒子を
多く含む橙５ＹＲ６/６明赤褐２.５ＹＲ５

/６ナデ板状工具によるナ
デ－１７.８－－

胴部～
底部付
近

甕土師器土器埋
設炉ＳＡ４１１３３１

ＳＡ４１＋Ｓ
Ａ４０

打ち欠き/外
面 焼 土、ス
ス付着/内面
スス付着

良好
３～５�大の褐色粒子
を多く含む。５～７�大
の褐色粒子を少量含む

浅黄橙７.５ＹＲ８
/４

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６

板状工具によるナ
デ

タタキ/ナデ/板状工
具によるナデ５.３ ８.９ －－胴部～

底部
甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ４１１３３２

ＳＡ４１＋Ｓ
Ａ４４＋ＳＡ
４９＋ＳＡ５０

外面被熱・
黒 斑/打 ち
欠き

良好５�以下の赤茶色粒子
を多く含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ５/３橙２.５ＹＲ６/８板状工具によるナ

デ
板状工具によるナ
デ－１５.１ －－

胴部～
底部付
近

甕土師器覆土中ＳＡ４１１３３３

－内面黒斑良好８�以下の赤褐色、にぶ
い橙色粒子を多く含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６

板状工具によるナ
デナデ５.１１６.２ －－胴部～

底部甕土師器床面ＳＡ４１１３３４

－
外面赤色塗
彩/ヘ ラ 記
号

良好精良黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
８

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ８/
８手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ/

手持ちヘラミガキ５.０ －５.９ １４.７ 口縁～
底部坏土師器床面ＳＡ４１１３３５

－－良好５�以下の褐色粒子を
少し含む

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６

明黄褐１０ＹＲ７/
６手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ/

手持ちヘラミガキ－－－１３.８ 口縁～
胴部坏土師器カマドＳＡ４１１３３６

ＳＡ４１＋Ｓ
Ａ４６－良好５�以下の褐色粒子を

少し含む
にぶい橙７.５ＹＲ
７/４

にぶい橙７.５ＹＲ
７/４手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ/

手持ちヘラミガキ－－－１４.４ 口縁～
底部杯土師器カマドＳＡ４１１３３７

－
全体に焼土
付 着/打 ち
欠き

良好
５�以下のにぶい赤褐
色、褐灰色粒子を多く含
む

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６、浅黄２.５ＹＲ
７/３

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６、にぶい橙７.５
ＹＲ７/４、黒７.５
ＹＲ２/１

ナデナデ－１８.６－－胴部～
底部

甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ４２１３４２

－内外面赤色
塗彩良好

１�以下の無色透明光
沢粒子・２�以下の灰白
色粒子を含む

明赤褐２.５ＹＲ６
/８

明赤褐２.５ＹＲ６
/８手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ/

手持ちヘラミガキ－－５.２ １４.６ 口縁～
底部坏土師器床面ＳＡ４２１３４３

－内外面黒色
処理良好微細な無色光沢粒子を

少し含む
黒 褐 色２.５Ｙ ３/
２

橙７.５ＹＲ６/６・
黒１０Ｙ２/１

ナデ/手持ちヘラミ
ガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－－１３.８ 口縁～
胴部坏土師器床面ＳＡ４２１３４４

－－良好精良にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

ナデ/手持ちヘラミ
ガキ

手持ちヘラケズリ/
手持ちヘラミガキ－－－１４.０ 口縁～

胴部坏土師器覆土中ＳＡ４２１３４５

－内外面黒色
処理良好２�以下の褐色粒子を

僅かに含む
にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４－手持ちヘラケズリ/

手持ちヘラミガキ－－－－口縁～
胴部坏土師器床面ＳＡ４２１３４６

－－堅緻２ミリ以下の白色粒を
多く含む

オリーブ灰（２.５
ＧＹ６/１）

オリーブ灰（２.５
ＧＹ６/１）

回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ６.２ －３.９ ９.６ 口縁～

底部杯身須恵器床面ＳＡ４３１３４７

－内外面赤色
塗彩良好６�以下の褐色粒子を

少し含む
明赤褐５ＹＲ５/
６

明褐色７.５ＹＲ５
/６手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ/

手持ちヘラミガキ－－３.２ ９.８ 口縁～
底部坏土師器覆土中ＳＡ４３１３４８
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－５７２－

接合関係備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

－－良好精良黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
８橙７.５ＹＲ６/８手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ/

手持ちヘラミガキ－－－－口縁～
体部坏土師器覆土中ＳＡ４３１３４９

－－良好精良にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/３手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ/

手持ちヘラミガキ－－－－口縁～
体部坏土師器覆土中ＳＡ４３１３５０

ＳＡ４３+
ＳＴ７－良好２�以下の茶色粒子を

少し含む
黄 橙７.５Ｙ Ｒ ８/
８

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ/

手持ちヘラミガキ－－－－体部～
底部坏土師器覆土中ＳＡ４３１３５１

ＳＡ４３+
ＳＡ５１ヘラ記号良好２�以下の無色透明光

沢粒子を含む
浅黄橙１０ＹＲ８/
４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ/

手持ちヘラミガキ－－－－底部坏土師器覆土中ＳＡ４３１３５２

－－良好５�以下の褐色粒子を
少し含む

褐灰色１０ＹＲ４/
１

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/３ナデナデ/板状工具によ

るナデ－－－１４.５ 口縁部甕土師器床下面ＳＡ４３１３５３

ＳＡ４３＋Ｓ
Ａ４０

打 ち 欠 き/
外面焼土付
着、被熱

良好

５�以下でにぶい赤褐
色粒子を多く含む。４�
以下で黒色粒子を僅か
に含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/３

にぶい橙７.５ＹＲ
７/４

板状工具によるナ
デ

ナデ/タタキ/板状工
具によるナデ－１７.９ －－

口縁～
底部付
近

甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ４３１３５４

－－良好２�以下の無色透明光
沢粒子を含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ/

手持ちヘラミガキ－－－－口縁部坏土師器床面ＳＡ４４１３５５

－外面黒色処
理良好２�以下の褐色・微細な

褐色・黒粒子を含む橙７.５ＹＲ７/６にぶい橙７.５ＹＲ
７/４ナデナデ－－－１５.２ 

口縁～
底部付
近

坏土師器床面ＳＡ４４１３５６

－－良好２～４�代の長石・赤色
粒・黒色粒を含む

にぶい黄橙色１０
ＹＲ６/４

にぶい黄橙色１０
ＹＲ７/４

ナデ/板状工具によ
るナデ/指頭痕

ナデ/タタキ/板状工
具によるナデ－１４.８ ３６.５ １７.２ 口縁～

底部甕土師器カマド
右袖ＳＡ４４１３５７

－外面スス付
着良好６�以下の褐灰色粒子

を多く含む
浅黄橙１０ＹＲ８/
４橙７.５ＹＲ７/３ナデナデ－１６.３ －－胴部甕/炉体

土器土師器土器埋
設炉ＳＡ４４１３５８

－－堅緻精良灰白７.５Ｙ７/１灰白７.５Ｙ８/１回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－－天井部坏蓋須恵器検出面ＳＡ４５１３５９

－－堅緻精良オリーブ灰５Ｇ
Ｙ（６/１）

オリーブ灰５Ｇ
Ｙ（６/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ－－－１０.１ 口縁～
体部杯蓋須恵器覆土中ＳＡ４５１３６０

－－堅緻２.５ミリ以下の灰色粒を
多く含む灰１０Ｙ（５/１）青 白１０Ｂ Ｇ（５/

１）
回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－２.３ １１.８ 天井～

口縁杯蓋須恵器検出面ＳＡ４５１３６１

－自然釉堅緻精良灰１０Ｙ６/１灰１０Ｙ５/１回転横ナデ/ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ６.０ －－－体部～

底部坏身須恵器検出面ＳＡ４５１３６２

－－良好３�以下の砂粒子を多
く含む

にぶい橙１０ＹＲ
６/４

にぶい橙１０ＹＲ
５/４ナデ板状工具によるナ

デ－－－１３.０ 口縁部甕土師器検出面ＳＡ４５１３６３

－－良好１�以下の灰白粒子・黒
褐色粒子を含む橙７.５ＹＲ６/６橙５ＹＲ６/８ナデ/手持ちヘラミ

ガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－－－口縁部坏土師器検出面ＳＡ４５１３６４

－－良好０・４�以下の褐色粒子
を多く含む

にぶい黄橙色１０
ＹＲ６/４

にぶい橙７.５ＹＲ
６/４

ナデ/板状工具によ
るナデ/指頭痕

ナデ/手持ちヘラミ
ガキ－－－１４.４ 口縁～

頸部壺土師器検出面ＳＡ４５１３６５

－内面炭化物
付着良好２�以下灰白粒子を含

む橙７.５ＹＲ７/６橙５ＹＲ７/８ナデナデ/指頭痕５.０ －－－底部甕土師器検出面ＳＡ４５１３６６

－外面黒色処
理良好２�以下の褐色粒子を

僅かに含む
にぶい黄橙色１０
ＹＲ７/４

にぶい黄橙色１０
ＹＲ７/４ナデ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

７.０ －７.０ １５.２ 口縁～
底部坏土師器検出面ＳＡ４５１３６７

－木葉底良好３�以下の褐色粒子を
多く含む

黒 褐 色２.５Ｙ ３/
１

にぶい黄橙色１０
ＹＲ６/４・黒褐
色２.５Ｙ３/１

板状工具によるナ
デ

板状工具によるナ
デ４.４ －－－底部甕土師器床面ＳＡ４５１３６８

－－良好１�以下の灰白・褐灰粒
を多く含む

暗赤褐色５ＹＲ
５/６

暗赤褐色５ＹＲ
５/６ナデナデ１４.１ －－－裾部高坏土師器検出面ＳＡ４５１３６９

－木葉痕良好１�以下の褐灰・黒褐色
粒子を含む

にぶい橙７.５ＹＲ
６/４橙７.５ＹＲ７/６ナデナデ９.２ －－－裾部高坏土師器検出面ＳＡ４５１３７０

－自然釉堅緻精良灰７.５Ｙ（５/１）オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ（６/１）

回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－１.４１０.４ 天井～

口縁部杯蓋須恵器検出面ＳＡ４６１３７１

－－堅緻２ミリ以下の黒色粒を
多く含む

オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ（６/１）

オリーブ灰５Ｇ
Ｙ（６/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ－－１.３１１.１ 天井～
体部杯蓋須恵器検出面ＳＡ４６１３７２
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－５７３－

接合関係備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

－－堅緻精良暗オリーブ５Ｙ
（４/２）

暗オリーブ５Ｙ
（４/３）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ８.６ －－－底部高台付
�

須恵器検出面ＳＡ４６１３７３

－自然釉不良精良灰白５Ｙ（８/１）灰５Ｙ（５/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ８.２ －－－底部高台付

�
須恵器検出面ＳＡ４６１３７４

－－良好精良橙５ＹＲ６/８明赤褐５ＹＲ５/
８ナデナデ－－－－口縁部坏土師器検出面ＳＡ４６１３７５

－－良好精良浅黄橙１０ＹＲ８/
３

浅黄橙１０ＹＲ８/
４ナデ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－－－口縁部坏土師器検出面ＳＡ４６１３７６

－内外面黒色
処理?良好精良にぶい橙１０ＹＲ

７/４
にぶい橙１０ＹＲ
７/４ナデナデ－－－－口縁部坏土師器検出面ＳＡ４６１３７７

－－良好精良橙７.５ＹＲ６/６にぶい橙１０ＹＲ
６/４

ナデ/手持ちヘラミ
ガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－－－口縁部坏土師器検出面ＳＡ４６１３７８

－－良好精良橙７.５ＹＲ６/８橙７.５ＹＲ６/８ナデ/手持ちヘラミ
ガキ

手持ちヘラケズリ/
手持ちヘラミガキ－－－－口縁部坏土師器検出面ＳＡ４６１３７９

－－良好精良橙７.５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ７/６手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ/
手持ちヘラミガキ－－－－口縁部坏土師器覆土中ＳＡ４６１３８０

－－良好精良橙２.５ＹＲ６/８橙２.５ＹＲ６/８ナデ

手持ちヘラケズリ/
手持ちヘラミガキ/
板状工具によるナ
デ

－－－－底部坏土師器検出面ＳＡ４６１３８１

－外面スス付
着良好３�以下の褐色粒子を

少し含む橙７.５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ７/６ナデナデ４.７ －－－底部坏土師器検出面ＳＡ４６１３８２

－－良好微細の無色光沢粒子を
少し含む橙７.５ＹＲ６/６橙７.５ＹＲ６/６手持ちヘラミガキ手持ちヘラミガキ７.０ －－－底部～

胴部台付坏土師器検出面ＳＡ４６１３８３

ＳＡ４６＋Ｓ
Ａ５９－良好１�以下の黒色光沢粒

子を少し含む橙７.５ＹＲ６/６橙５ＹＲ６/８ナデナデ１０.２ －－－裾部高坏土師器覆土中ＳＡ４６１３８４

－－良好
７�以下の灰黄粒子・４
�以下の灰赤粒子を含
む

橙７.５ＹＲ６/６橙５ＹＲ６/６ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ/指頭痕－－－－口縁部甕土師器検出面ＳＡ４６１３８５

－－良好５�以下の褐色・灰色粒
子を少し含む橙７.５ＹＲ７/６浅黄橙７.５ＹＲ８

/６ナデナデ－－－－口縁～
胴部

鉢又は
甑土師器検出面ＳＡ４６１３８６

－－良好５�以下の赤褐色、黒褐
色粒子を含む

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６ナデナデ－－－－

口縁付
近～胴
部付近

甕土師器覆土中ＳＡ４６１３８７

－
外面スス付
着/内 面 黒
斑

良好５�以下の灰褐色粒子
を多く含む

にぶい黄２.５ＹＲ
６/３

にぶい橙７.５ＹＲ
６/４ナデナデ－１５.１－１５.８ 口縁部甕土師器床下面ＳＡ４６１３８８

－打ち欠き良好８�以下の浅黄橙７.５ＹＲ８
/４

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６・褐灰色７.５ｙ
ｒ４/１

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ－１４.１ －－

口縁～
底部付
近

甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ４６１３８９

－－良好３�以下の砂粒子を多
く含む灰白５ＴＲ８/１橙５ＹＲ６/８ナデナデ－２５.３ －－胴部甕土師器覆土中ＳＡ４６１３９０

－木葉底良好５�以下の褐色・灰色粒
子を多く含む橙７.５ＹＲ６/６にぶい黄橙色１０

ＹＲ６/４ナデナデ/板状工具によ
るナデ９.０ －－－底部鉢また

は甕土師器検出面ＳＡ４６１３９１

－－良好３�以下の灰黒色粒子
を含む

にぶい橙２.５ＹＲ
６/４

明赤褐５ＹＲ５/
８ナデナデ/板状工具によ

るナデ－－－－底部甑土師器検出面ＳＡ４６１３９２

－－良好１�以下の無色透明光
沢粒子を含む橙５ＹＲ６/８にぶい橙１０ＹＲ

６/４ナデナデ－－－－口縁部坏土師器覆土中ＳＡ４７１３９８

－内外面赤色
塗布良好２�以下の褐色・茶色の

粒子を含む

褐 灰１０Ｙ Ｒ ５/
１・に ぶ い 黄 橙
１０ＹＲ７/４

橙５ＹＲ６/６・
灰黄褐色１０ＹＲ
６/２

ナデナデ/手持ちヘラミ
ガキ－－－－口縁部坏土師器覆土中ＳＡ４７１３９９

－－良好精良橙７.５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ７/６ナデ/手持ちヘラミ
ガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－－－口縁部坏土師器床面ＳＡ４７１４００

－－良好
３�以下の灰褐色粒子・
２�以下の光沢ある黒
色粒子・褐灰粒子を含む

橙５ＹＲ６/６橙５ＹＲ６/６ナデナデ－－－－口縁部甕土師器床面ＳＡ４７１４０１
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－５７４－

接合関係備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

－木葉痕良好１～７�の褐色粒子を
多く含む

にぶい橙１０ＹＲ
７/４

にぶい橙１０ＹＲ
７/４

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ５.７ －－－胴部～

底部甕土師器床面ＳＡ４７１４０２

－凹線文系土
器か?良好

５�以下の灰褐色粒子・
１�以下の光沢のある
黒褐色・微細な灰白色粒
子を多く含む

橙７.５ＹＲ６/６にぶい黄橙色１０
ＹＲ６/４矢羽状透かし矢羽状透かし－－－－裾部高坏弥生土

器柱穴内ＳＡ４７１４０３

－－良好３�以下の灰・乳白色・
褐色を含む橙７.５ＹＲ７/６橙５ＹＲ６/８ナデ/板状工具によ

るナデナデ－－－－底部甑土師器覆土中ＳＡ４７１４０４

－－良好３�以下の褐色粒子を
多く含む

にぶい橙１０ＹＲ
７/４・にぶい黄
２.５Ｙ６/３

にぶい橙１０ＹＲ
７/４

ナデ/板状工具によ
るナデ

板状工具によるナ
デ６.４１７.２ －－胴部～

底部
甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ４７１４０５

－－良好０.４�以下の茶色粒子を
含む黄橙１０ＹＲ８/６橙７.５ＹＲ７/６ナデナデ－－－１４.７ 口縁部

付近甕土師器地床炉ＳＡ４８１４０６

－－良好１�以下の褐色粒子を
僅かに含む橙７.５ＹＲ６/６にぶい橙７.５ＹＲ

６/４手持ちヘラミガキナデ/手持ちヘラケ
ズリ－－－１７.４ 口縁～

胴部坏土師器床面ＳＡ４８１４０７

－－良好１�以下の褐色粒子を
僅かに含む

にぶい橙７.５ＹＲ
６/４

にぶい橙１０ＹＲ
７/４

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ

板状工具によるナ
デ－－－－口縁部坏土師器覆土中ＳＡ４８１４０８

－外面赤色塗
布良好２�以下の褐色粒子を

僅かに含む
にぶい橙１０ＹＲ
７/４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４ナデナデ５.０ －３.４ １３.５ 

口縁～
底部付
近

坏土師器床面ＳＡ４８１４０９

－－良好０.４�以下の茶色粒子を
含む黄橙１０ＹＲ８/６橙７.５ＹＲ７/６ナデナデ－１５.１ －－

口縁部付
近～頸部
～底部付
近

甕土師器地床炉ＳＡ４８１４１０

－－堅緻精良黒１０ＹＲ（２/１）黒１０ＹＲ（２/１）不定方向ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ６.５ －－－底部杯身須恵器覆土中ＳＡ４９１４１４

－－堅緻精良オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ（６/１）

オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ（６/１）

回転ヘラケズリ/不
定方向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ８.３ －－－底部高台付

?須恵器覆土中ＳＡ４９１４１５

－－良好０.４�以下の茶色粒子を
含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
６

浅黄橙１０ＹＲ８/
６ナデナデ－－－－口縁部甕土師器床面ＳＡ４９１４１６

－外器面黒斑良好微細な明赤褐色粒子を
僅かに含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４横手持ちへら磨き横ナデ/手持ちへら

磨き－－－－口縁部坏土師器覆土中ＳＡ４９１４１７

－－良好５�以下の茶色粒子を
含む褐灰１０ＹＲ４/１にぶい褐７.５ＹＲ

５/４

板状工具による横
方向・斜方向へのナ
デ

板状工具によるナ
デ－－－－胴部甕土師器床面ＳＡ４９１４１８

－－良好４�以下の黒褐色粒子
を含む

黒褐色１０ＹＲ３/
１褐１０ＹＲ４/６板状工具によるナ

デ
板状工具によるナ
デ－－－－胴部甕土師器床面ＳＡ４９１４１９

－－良好１�以下の無色透明光
沢粒子を含む

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６ナデ手持ちヘラケズリ/

手持ちヘラミガキ５.０ －２.６ １１.２ 口縁～
底部坏土師器床面ＳＡ５０１４２０

－内外面赤色
塗布良好精良

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４、褐灰１０
ＹＲ４/１

橙２.５Ｙ Ｒ ７/６
浅黄橙１０ＹＲ８/
４

ナデ摩滅５.０ －４.０ １４.７ 口縁～
底部坏土師器床面ＳＡ５０１４２１

－底部にヘラ
記号良好１�以下の黒色光沢粒

子を少し含む
にぶい赤褐２.５Ｙ
Ｒ４/４

明赤褐２.５ＹＲ５
/６手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ/

手持ちヘラミガキ６.４ －－－底部坏土師器床面ＳＡ５０１４２２

－外面焼土付
着良好

１�以下の長石、石英、
赤色粒子、黒色粒子、３
～５�程度の赤色粒子、
黒色粒子を多く含む。

明黄褐１０ＹＲ７/
６橙７.５ＹＲ７/６ナデ/板状工具によ

るナデ/指頭痕

タタキ/ナデ/板状工
具によるナデ/指頭
痕

６.５ １６.２ ２１.９ －頸部～
底部

甕/埋設
土器土師器カマドＳＡ５０１４２３

－外面スス付
着良好３�以下の茶色粒子を

多く含む
浅黄橙７.５ＹＲ８
/６

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６、黒１０ＹＲ２/
１

ナデナデ－－－１８.７ 口縁部甕土師器床面ＳＡ５０１４２４

－外面焼土付
着・被熱良好６�以下の赤褐色粒子、

灰褐色粒子を多く含む
橙５ＹＲ７/８橙
７.５ＹＲ７/６

橙５ＹＲ７/６浅
黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
６

ナデ摩滅－２３.２ －－
口縁付
近～胴
部

甕土師器床面ＳＡ５０１４２５

－－良好
５�以下の茶色粒子を
多く含む・３�以下の灰
白色粒子を少し含む

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
８橙７.５ＹＲ７/６摩滅摩滅－２０.４ －－胴部～

底部甕土師器床面ＳＡ５０１４２６

－－堅緻精良灰（Ｎ６/）灰（Ｎ５/）不定方向ナデ/回転
横ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－９.８ 天井～

口縁部杯蓋須恵器覆土中ＳＡ５１１４２７

－－堅緻精良灰（Ｎ６/）灰（Ｎ５/）不定方向ナデ/回転
横ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－１５.３ 天井～

口縁部杯蓋須恵器覆土中ＳＡ５２１４２８
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－５７５－

接合関係備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

－－堅緻精良灰７.５Ｙ（６/１）灰７.５Ｙ（６/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－－口縁部

～底部坏身須恵器覆土中ＳＡ５１１４２９

－－良好６�以下の褐色粒子を
多く含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４ナデナデ－－－１８.６ 口縁部甕土師器床下面ＳＡ５１１４３０

－－良好微細な無色光沢粒子を
わずかに含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４ナデナデ－－－－口縁部鉢また

は甑土師器覆土中ＳＡ５１１４３１

－外面黒斑良好１�以下褐色粒子を僅
かに含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/３

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４ナデナデ－－－－胴部甕土師器床下面ＳＡ５１１４３２

－－良好１�以下の褐色粒子を
少し含む橙７.５ＹＲ６/６橙７.５ＹＲ６/６ナデナデ－－－－口縁坏土師器床下面ＳＡ５１１４３３

－内外面赤色
塗彩良好微細な無色光沢粒子を

少し含む僅かに含む
にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４ナデナデ－－－－口縁坏土師器覆土中ＳＡ５１１４３４

－－良好１�以下の褐色粒子を
含む橙７.５ＹＲ６/６にぶい橙７.５ＹＲ

６/４ナデナデ－－－－口縁部坏土師器床下面ＳＡ５１１４３５

－－良好１.５�以下の灰色砂粒子
を僅かに含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４ナデナデ－－－－口縁～

胴部坏土師器覆土中ＳＡ５１１４３６

－－良好２�以下の明褐色砂粒
子をごく少量含む橙７.５ＹＲ７/６橙５ＹＲ６/８ナデナデ－－－－口縁～

胴部坏土師器覆土中ＳＡ５１１４３７

－
外面黒色処
理/内 面 赤
彩塗布

良好１�以下の灰白色粒子
を多く含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４ナデナデ－－－１５.１ 口縁～

胴部坏土師器土器埋
設炉ＳＡ５１１４３８

－－良好

１�以下の灰白色砂粒子を
多く含む。１�以下の黒色
光沢粒子を含む。１�以下
の明褐色粒子を含む。

にぶい橙７.５ＹＲ
７/４

にぶい橙７.５ＹＲ
６/４ナデ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

５.５ －－－底部坏土師器床下面ＳＡ５１１４３９

－－良好２～４�大の褐色粒子
を多く含む

にぶい黄橙色１０
Ｙ Ｒ ６/４・オ
リーブ黒５Ｙ３/
１

橙 色７.５Ｙ Ｒ ６/
６・黒 褐 色２.５Ｙ
Ｒ３/１

ナデナデ１４.６ －－－裾部高坏土師器覆土中ＳＡ５１１４４０

－－良好１�以下の灰白色粒子
を多く含む橙７.５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ６/６ナデナデ/指頭痕５.６ －－－底部脚台付

坏土師器覆土中ＳＡ５１１４４１

－－良好５�以下の赤褐色粒子
を含む灰白２.５Ｙ８/２にぶい黄２.５Ｙ６

/４ナデナデ－－－－底部壺土師器床下面ＳＡ５１１４４２

－

外面焼土・
ス ス 付 着/
木 葉 痕/打
ち欠き

良好

２�以下の無色透明光
沢粒子を少し含む。３�
以下の灰褐色粒子を多
く含む

黒７.５ＹＲ２/１、
橙７.５ＹＲ６/６

橙５ＹＲ６/８、
褐灰５ＹＲ５/１

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ６.２ １７.４ －－頸部～

底部
甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉�ＳＡ５１１４４３

－木 葉 痕/打
ち欠き良好

１�以下石英、長石、赤
色粒子を多量に含む・２
～４�大の赤色粒子、黒
色粒子を多く含む

にぶい黄橙２.５Ｙ
６/３

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４

ナデ/指頭痕/板状工
具によるナデ

ナデ/タタキ/板状工
具によるナデ９.０ １７.９ －１５.５ 胴部～

底部
甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉�ＳＡ５１１４４４

－－堅緻精良灰（Ｎ６/）灰（Ｎ５/）回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－２.９ ９.８ 天井～

口縁部杯蓋須恵器覆土中ＳＡ５２１４４９

－－堅緻精良灰１０Ｙ（Ｎ５/）オリーブ黒１０Ｙ
（３/１）

回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ８.６ －－－底部高台付

�
須恵器床面ＳＡ５２１４５０

ＳＡ５２＋
ＳＮ１
内周溝

－堅緻精良黒 褐１０Ｙ Ｒ（３/
１）　灰７.５Ｙ（４/１）回転横ナデ回転横ナデ－－－－頸部～

肩部壺須恵器覆土中ＳＡ５２１４５１

－－堅緻

精良２ミリ以下の白色粒を僅
かに含む・１ミリ以下の赤褐色
粒を極わずか含む。２ミリ以下
の灰色粒を僅かに含む

オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ（７/１）

オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ（６/１）回転横ナデ回転横ナデ－－－－胴部平瓶須恵器覆土中ＳＡ５２１４５２

－－良好
３�以下の茶色粒子を
少し含む。１�以下の砂
粒子を含む

橙７.５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ７/６ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ－－－１７.２ 口縁部甕土師器カマドＳＡ５２１４５３

－－良好２�以下の灰褐色粒子
を多く含む

にぶい橙７.５ＹＲ
７/４橙７.５ＹＲ７/６ナデナデ－－－１６.６ 口縁～

胴部壺土師器覆土中ＳＡ５２１４５４

Ｓ Ａ５２+Ｓ
Ａ５０内外面被熱良好

５�以下の茶色粒子を
多く含む。１�意ヵの黒
色粒子を少し含む

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
８

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
８

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ－１２.４ －１１.８ 口縁～

胴部甕土師器カマドＳＡ５２１４５５

－内外面赤色
塗彩良好１�以下の透明光沢粒

子を多く含む
にぶい褐７.５ＹＲ
５/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４、明褐７.５
ＹＲ５/６

ナデ/手持ちヘラミ
ガキ

ナデ/手持ちヘラミ
ガキ/手持ちヘラミ
ガキ

－－－－口縁部坏土師器床面ＳＡ５２１４５６

－－良好
１�以下のにぶい橙色、
明褐色灰色粒子を多く
含む

橙７.５ＹＲ７/６浅黄橙７.５ＹＲ８
/６ナデナデ－－－－口縁部坏土師器床面ＳＡ５２１４５７
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－５７６－

接合関係備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

－－良好微細な褐灰色粒子を含
む多く含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４ナデナデ－－－－口縁部坏土師器床面ＳＡ５２１４５８

ＳＡ５２＋Ｓ
Ａ５１

内外面赤色
塗彩良好１�以下の灰褐色砂粒

子を多く含む
にぶい橙７.５ＹＲ
６/４

にぶい橙７.５ＹＲ
６/４手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ/

手持ちヘラミガキ－－－－体部坏土師器覆土中ＳＡ５２１４５９

－－良好微細な褐灰色粒子を含
む多く含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４ナデナデ－－－－底部坏土師器覆土中ＳＡ５２１４６０

－内外面赤色
塗彩良好１�以下の褐色粒子を

僅かに含む橙７.５ＹＲ６/６橙７.５ＹＲ６/６ナデナデ－－－－胴部坏土師器覆土中ＳＡ５２１４６１

－－堅緻精良にぶい褐色７.５Ｙ
Ｒ（５/３）灰７.５Ｙ（５/１）回転横ナデ回転横ナデ－－－－口縁部坏蓋須恵器床下面ＳＡ５３１４６２

良好２ミリ以下の白色粒を
多く含む

にぶい橙の７.５Ｙ
Ｒ７/４

にぶい橙の７．５
ＹＲ７/４

板状工具によるナ
デ/手持ちヘラミガ
キ

手持ちヘラケズリ/
手持ちヘラミガキ－－５.３１５.３口縁部

～底部坏土師器カマドＳＡ５３１４６３

－－堅緻２ミリ以下の白色粒を
多く含む

明オリーブ灰５
ＧＹ７/１）灰（Ｎ５/１）回転横ナデ/不定方

向ナデ
回転ヘラケズリ/回
転横ナデ９.１ －－－底部高台付

?須恵器床面ＳＡ５４１４６４

－－堅緻２ミリ以下の白色粒を
多く含む灰５Ｙ（６/１）灰５Ｙ（５/１）回転横ナデ回転横ナデ/沈線文/

櫛描き列点文－１５.２ －－頸部～
体部長頸壺須恵器覆土中ＳＡ５４１４６５

－外面黒斑良好微細な光沢粒子を少し
含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４橙７.５ＹＲ６/６ナデナデ－－－－口縁部坏土師器床面ＳＡ５４１４６６

－－良好１�以下の褐色粒子を
少し含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４、橙７.５ＹＲ６/
６

浅黄橙１０ＹＲ８/
４、橙７.５ＹＲ６/
６

ナデナデ－－－－口縁部坏土師器床面ＳＡ５４１４６７

－
内外面黒色
処 理/木 葉
痕

良好

微細な明赤褐色粒子を多
く含む。微細な半透明な
白色粒子を多く含む。微
細な黒色粒子を多く含む

明黄褐１０ＹＲ６/
６橙５ＹＲ６/８ナデナデ４.０ －４.９ １２.１ 口縁～

底部坏土師器床面ＳＡ５４１４６８

－－良好２�以下の赤褐色粒子
を多く含む

黒 褐７.５Ｙ Ｒ ３/
１橙７.５ＹＲ６/６ナデナデ－－－－口縁部甕土師器覆土中ＳＡ５４１４６９

－－良好５�以下の暗赤褐色粒
子を多く含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４ナデナデ－－－－口縁～

胴部甕土師器覆土中ＳＡ５４１４７０

－－良好５�以下の暗赤褐色粒
子を多く含む

褐 灰７.５Ｙ Ｒ ４/
１

にぶい橙７.５ＹＲ
７/４ナデ/指頭痕ナデ－１３.３－１４.２ 口縁～

胴部甕土師器覆土中ＳＡ５４１４７１

－－良好３�以下の赤褐色粒子
を多く含む

浅黄橙７.５ＹＲ８
/４

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６ナデナデ/指頭痕－－－２１.７ 口縁～

胴部甕土師器覆土中ＳＡ５４１４７２

－内外面スス
付着良好４�以下の茶褐色・灰白

色粒子を含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４にぶい橙
５ＹＲ７/４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４ 橙２.５Ｙ Ｒ ７/
６

ナデ/指頭痕ナデ/板状工具によ
るナデ/指頭痕－１８.２ ２４.０ １６.４ 

口縁～
底部付
近

甕土師器土器埋
設炉ＳＡ５４１４７３

－－良好５�以下の褐灰色粒子
を多く含む

いぶい橙７.５ＹＲ
６/４ 橙７.５Ｙ Ｒ
７/６

にぶい褐７.５ＹＲ
５/４ 橙７.５Ｙ Ｒ
７/６

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/指頭痕/板状工
具によるナデ－－－１５.９ 口縁～

胴部甕土師器覆土中ＳＡ５４１４７４

－－良好１�程度の長石、石英、
黒色粒子を含む

灰黄褐１０ＹＲ４/
２、に ぶ い 黄 橙
１０ＹＲ６/４

橙７.５ＹＲ６/６ナデ/指頭痕/ヘラケ
ズリナデ/指頭痕/ハケメ４.９ １３.３ １４.７ １２.５ 口縁～

底部甕土師器覆土中ＳＡ５４１４７５

－－良好４�以下の灰褐色、褐色
砂粒子を多く含む

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
８橙７.５ＹＲ６/８ナデナデ/板状工具によ

るナデ/ヘラミガキ－－－２７.９ 口縁～
胴部

鉢また
は甑土師器床面ＳＡ５４１４７６

－内外面スス
付着良好３�以下の赤褐、黒褐、

灰白色粒子を多く含む
浅黄橙７.５ＹＲ８
/６

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６

ナデ/板状工具によ
るナデ

タタキ/ナデ/板状工
具によるナデ１０.２ －２４.３ ２５.４ 口縁～

底部鉢土師器覆土中ＳＡ５４１４７７

－木葉痕良好５�以下の暗赤褐色粒
子を多く含む褐灰１０ＹＲ５/７にぶい黄橙１０Ｙ

Ｒ７/４ナデナデ－－－－底部甕土師器覆土中ＳＡ５４１４７８

－木葉痕良好４�以下の褐色粒子を
含む橙７.５ＹＲ６/６橙５ＹＲ６/６ナデナデ７.８ －－－底部甕土師器覆土中ＳＡ５４１４７９

－－良好１�以下の褐色粒子を
含む

浅黄橙７.５ＹＲ８
/４

浅黄橙７.５ＹＲ８
/４

ナデ/手持ちヘラミ
ガキ手持ちヘラミガキ－－－－杯部～

脚部高坏土師器覆土中ＳＡ５４１４８０

－

外面焼土・
ス ス 付 着/
内 面 黒 斑/
打ち欠き

良好
６�以下のにぶい赤褐
色、褐灰色粒子を多く含
む

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ８/
８、褐 灰７.５Ｙ Ｒ
５/１

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
８、褐 灰７.５Ｙ Ｒ
４/１、黒７.５Ｙ Ｒ
５/１

ナデナデ/板状工具によ
るナデ－１８.３－－

胴部～
底部付
近

甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ５５１４８５
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－５７７－

接合関係備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

－自然釉堅緻

精良２～５ミリ以下の
黒色粒を僅かに含む。２
ミリ以下の黒色粒を僅
かに含む。

灰５Ｙ（６/１）灰７.５Ｙ（４/１）回転横ナデ回転横ナデ－－－－口縁～
頸部

台付
長頸壺須恵器覆土中ＳＡ５６１４８８

ＳＡ５７＋Ｓ
Ａ５６－良好

１�以下の灰色砂粒子
を多く含む。微細な透明
粒子を多く含む

橙５ＹＲ６/６橙７.５ＹＲ６/６ナデ/手持ちヘラミ
ガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－－－口縁～
底部坏土師器土器埋

設炉ＳＡ５６１４８９

－底部ヘラ記
号良好微細な黒色粒子を含む浅黄橙１０ＹＲ８/

４

橙５ＹＲ７/６、
浅黄橙１０ＹＲ８/
４

ナデナデ７.１ －－－胴部～
底部坏土師器床面ＳＡ５６１４９０

－外面黒斑良好１�以下の褐灰色粒子
を含む

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６ナデナデ－－－９.９ 口縁～

体部坏土師器覆土中ＳＡ５６１４９１

－－良好

３�以下の褐色の粒子
を多く含む。２�以下の
黒褐色粒子をごく僅か
に含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４ナデナデ－－－－口縁～

胴部甕土師器覆土中ＳＡ５６１４９２

－－良好２�以下の明赤褐色粒
子を多く含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
３黄橙１０ＹＲ８/６ナデナデ－－－－口縁部甕土師器床面ＳＡ５６１４９３

－－良好１～２�の褐灰色粒子
を多く含む橙５ＹＲ６/６橙５ＹＲ６/６ナデナデ－－－－口縁部鉢また

は甑土師器床下面ＳＡ５６１４９４

－
外面焼土付
着/打 ち 欠
き

良好１～５�以下の赤灰色
粒子、灰赤色粒子を含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ－１８.２ －－口縁～

胴部
甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ５６１４９５

－外面スス付
着良好１～５�以下のにぶい

赤褐色粒子を含む
にぶい橙７.５ＹＲ
７/４橙５ＹＲ７/６ナデ/板状工具によ

るナデ
ナデ/板状工具によ
るナデ－１４.８－１８.３ 口縁～

胴部甕土師器カマドＳＡ５６１４９６

－内面黒斑良好

６�以下の茶褐色砂粒
子を多く含む。１０�以下
の灰白色砂粒子を多く
含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４橙７.５ＹＲ７/６ナデ/板状工具によ

るナデナデ－１４.１－－口縁部甕土師器覆土中ＳＡ５６１４９７

－－良好

９�以下の暗褐色粒子
を多く含む。５�以下の
乳白色粒子を極僅か含
む

橙５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ７/６ナデ/板状工具によ
るナデナデ－１６.２－１９.１ 口縁～

胴部甕土師器カマドＳＡ５６１４９８

－－良好３�以下の褐色粒子を
多く含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４

にぶい橙１０ＹＲ
５/４灰５Ｙ４/
１

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ－１５.７ －－胴部甕土師器覆土中ＳＡ５６１４９９

ＳＡ５６＋Ｓ
Ａ６４－良好

４�以下の赤褐色砂粒子を
多く含む。２�以下の灰色粒
子を多く含む。１�以下の灰
白色砂粒子を少し含む。

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６ナデナデ１０.４ －－－底部甕土師器床下層ＳＡ５６１５００

ＳＡ５６＋Ｓ
Ａ５７－良好１～７�以下の褐色粒

子を多く含む
にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４橙７.５ＹＲ６/６ナデナデ－－－－胴部甕土師器覆土中ＳＡ５６１５０１

ＳＡ５６＋Ｓ
Ａ５７

外面スス付
着/木葉痕良好

７�以下の暗赤褐色砂粒子を
多く含む。３�以下の黄褐色砂
粒子を多く含む。３�以下の灰
白色砂粒子を僅かに含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４にぶい橙
５ＹＲ７/４

橙２.５ＹＲ６/６ナデナデ６.２ －－－底部甕土師器覆土中ＳＡ５６１５０２

Ｓ Ａ５４+Ｓ
Ａ５６＋ＳＡ
３０

外 面 赤 変/
内面黒斑良好４�以下の褐色粒子を

多く含む
にぶい橙７.５ＹＲ
５/４

にぶい橙７.５ＹＲ
６/４

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ－－－－胴部甕土師器覆土中ＳＡ５７１５０３

－－堅緻精良灰（５Ｙ５/１）灰オリーブ（５
Ｙ５/２）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ－－－１１.８ 口縁～
底部

高台付
�

須恵器床下層ＳＡ５７１５０５

－内外面赤色
塗彩良好精良明 褐２.５Ｙ Ｒ ５/

８
にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

ナデ/手持ちヘラミ
ガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－－－口縁部坏土師器覆土中ＳＡ５７１５０６

－－良好精良明 褐２.５Ｙ Ｒ ５/
８

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

ナデ/手持ちヘラミ
ガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－－－口縁部坏土師器覆土中ＳＡ５７１５０７

－

外面赤色塗
彩・被熱・焼
土 付 着/内
面黒斑

良好

２�以下の赤褐色砂粒子を
僅かに含む。２�以下の黒色
砂粒子を僅かに含む。微細な
透明光沢粒子を多く含む。

橙７.５ＹＲ６/６橙７.５ＹＲ６/６手持ちヘラミガキナデ－－－１３.８ 口縁部坏土師器カマドＳＡ５７１５０８

－－良好

１�以下の灰白色砂粒子を
多く含む。１�黒色砂粒子を
僅かに含む。１�以下の乳白
色砂粒子を僅かに含む。

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４橙７.５ＹＲ７/６ナデナデ－－－１３.８ 口縁～

底部坏土師器床面ＳＡ５７１５０９

－
外面スス付
着/内 面 お
こげ?

良好２�以下の赤褐色粒子
を含む

橙５Ｙ７/８褐灰
１０ＹＲ５/１

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６ナデナデ６.０ －－－口縁～

底部壺土師器床面ＳＡ５７１５１０

－－良好

１�以下の明褐色粒子
を少し含む。１�以下の
褐灰色粒子を僅かに含
む

橙７.５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ６/６ナデ
ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－－１９.０ 口縁～
底部

坏また
は皿土師器床面ＳＡ５７１５１１

－－良好精良橙７.５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ７/６ナデナデ/手持ちヘラミ
ガキ－－－－脚部高坏土師器床下層ＳＡ５７１５１２

第１２７表　古墳時代土器観察表�



－５７８－

出土地点備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号 内面外面内面外面底径胴径器高口径

－
外面スス・
焼 土 付 着/
内面黒斑

良好３～５�大の褐色粒子、
灰白色粒子を多く含む

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
８、明 黄 褐１０Ｙ
Ｒ７/６

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ８/
３、に ぶ い 黄 橙
１０ＹＲ７/４

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ４.８ １８.６ ３０.６ １８.５ 口縁～

底部甕土師器カマド
右袖ＳＡ５７１５１３

－
外面スス・
焼 土 付 着/
打ち欠き

良好７�以下の明赤褐色と
暗褐色を多く含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

明黄褐１０ＹＲ７/
６ナデナデ－１７.１ －－胴部～

底部
甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ５７１５１４

－－良好
５�以下のにぶい赤褐
色、にぶい橙色粒子を多
く含む

橙７.５ＹＲ７/６黄 橙７.５Ｙ Ｒ ８/
８ナデナデ１６.３－－－口縁部甕土師器覆土中ＳＡ５７１５１５

－外面スス付
着良好５�以下の灰褐色粒子

を多く含む
にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４、褐 灰１０Ｙ Ｒ
５/１

ナデナデ－－－－口縁部甕土師器覆土中ＳＡ５７１５１６

－外面スス付
着良好５�以下の茶色大粒子

を含む橙７.５ＹＲ７/６黒 褐２.５Ｙ Ｒ ３/
１

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ－１６.７ －－胴部甕土師器床面ＳＡ５７１５１７

－外面スス付
着良好５�以下の茶色粒子を

多く含む橙７.５ＹＲ７/６黒７.５ＹＲ２/１ナデナデ－－－－口縁部甕土師器覆土中ＳＡ５８１５１８

－木葉痕良好１�以下の赤褐色粒子
を少量含む

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ４.７ －７.０ １０.６ 口縁～

底部壺土師器床面ＳＡ５８１５１９

－須恵器模倣
坏か?良好１�以下の灰白色粒子

を少し含む橙７.５ＹＲ６/６
橙５ＹＲ７/６浅
黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
６

ナデナデ－－－－天井～
口縁坏蓋土師器覆土中ＳＡ５８１５２０

－外面黒色処
理良好２�以下の褐色粒子を

含む橙７.５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ７/６ナデ/手持ちヘラミ
ガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－－－口縁～
底部坏土師器床面ＳＡ５８１５２１

－－良好１�以下の無色透明粒
子を少し含む橙７.５ＹＲ６/６橙７.５ＹＲ６/６ナデナデ６.０ －－－底部坏土師器カマドＳＡ５８１５２２

－－良好
５�以下のにぶい赤褐
色、にぶい橙色粒子を多
く含む

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６ナデナデ４.４ －－－底部脚台付

付坏土師器カマドＳＡ５９１５２３

－内面黒色処
理良好２�以下の茶色粒子を

少し含む

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
８ 黒７.５Ｙ Ｒ ２/
１

明赤褐５ＹＲ５/
８

ナデ/手持ちヘラミ
ガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－４.９ ２３.３ 口縁～
底部坏土師器床面ＳＡ５８１５２４

－－良好微細な白色光沢粒子を
少し含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４手持ちヘラミガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－－１２.４ 口縁～
胴部坏土師器覆土中ＳＡ６０１５２８

－内外面赤色
塗彩良好１�以下の褐色粒子を

少し含む
浅黄橙７.５ＹＲ８
/４

浅黄橙７.５ＹＲ８
/４ナデナデ４.０ －３.５ ９.８ 口縁～

底部坏土師器床面ＳＡ６０１５２９

－外面に被熱
痕良好１�以下の褐色粒子を

少し含む赤１０Ｒ５/６明赤褐２.５ＹＲ５
/６ナデ/指頭痕ナデ/指頭痕１１.２ －－－裾部高坏土師器床面ＳＡ６０１５３０

－

外面焼土付
着/内 面 黒
斑/打 ち 欠
き

良好

６�以下のにぶい黄橙
色粒子を多く含む。４.５�
以下の灰白色粒子を極
僅かに含む。

にぶい橙１０ＹＲ
７/４

にぶい橙５ＹＲ
７/４

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ－１４.２ －－頸部～

胴部
甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ６０１５３１

－－良好
５�以下の褐灰職、赤褐
色、にぶい赤褐色粒子を
多く含む

橙７.５Ｙ Ｒ ７/６
橙５ＹＲ７/６

褐灰１０ＹＲ５/１
にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４」橙５Ｙ
Ｒ７/６

ナデナデ６.５ １５.９ －－頸部～
底部甕土師器床面ＳＡ６０１５３２

－自然釉堅緻精良２.５ミリ以下の乳白
色・灰白・黒色粒を含む。

灰 白７.５Ｙ（６/
１）灰（Ｎ５/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ－－２.６ １１.４ 天井～
口縁杯蓋須恵器柱穴内ＳＡ６０１５３３

－－良好４�以下の茶色粒子を
含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４ナデナデ－－－－口縁部甕土師器覆土中ＳＡ６１１５３４

－－良好微細な灰白色粒子を含
む橙５ＹＲ６/６橙５ＹＲ６/８手持ちヘラミガキナデ－－－－脚部高坏土師器覆土中ＳＡ６１１５３５

－木葉痕良好精良明褐灰７.５ＹＲ７
/１

明 褐７.５Ｙ Ｒ ５/
６ナデナデ/板状工具によ

るナデ３.５ －－－底部壺土師器覆土中ＳＡ６１１５３６

Ｓ Ａ６１+Ｓ
Ａ５４

外面焼土付
着良好６�以下の茶色粒子を

含む
にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ－－－１８.０ 口縁～

胴部甕土師器覆土中ＳＡ６１１５３７

－打ち欠き良好６�以下の明赤褐色粒
子を多く含む橙５ＹＲ７/８橙５ＹＲ７/８ナデ/指頭痕ナデ/指頭痕/板状工

具によるナデ－１４.６ －－胴部～
底部

甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ６１１５３８

－木葉痕良好４�以下の褐灰色粒子
を多く含む

灰黄褐１０ＹＲ６/
２

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/２、褐灰１０
ＹＲ６/１

ナデ板状工具によるナ
デ６.２ －－－底部甕土師器床面ＳＡ６１１５３９

第１２８表　古墳時代土器観察表�



－５７９－

出土地点備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号
内面外面内面外面底径胴径器高口径

－外 面 黒 変/
木葉痕良好６�以下の茶色粒子を

含む
にぶい橙７.５ＹＲ
７/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４

板状工具によるナ
デナデ８.１ －－－底部甕土師器覆土中ＳＡ６１１５４０

－－堅緻２ミリ以下の白色粒を
多く含む

オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ灰（Ｎ５/）回転横ナデ/不定方

向ナデ
回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－１.９－１７.６ 天井～

口縁部杯蓋須恵器床面ＳＡ６２１５４１

－－堅緻１ミリ以下の白色粒を
多く含む

暗 灰 お う２.５Ｙ
（５/２）灰５Ｙ（５/１）回転横ナデ/不定方

向ナデ
回転ヘラケズリ/回
転横ナデ１０.６ －－－底部高台付

�
須恵器床面ＳＡ６２１５４２

－外面焼土付
着良好３�以下の茶色粒子を

含む橙７.５ＹＲ７/６橙５Ｙ６/６ナデナデ－－－１４.８ 口縁部坏土師器床面ＳＡ６２１５４３

－－良好１�以下の橙色粒子を
少し含む

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６ナデナデ－－－１６.６ 口縁部坏土師器カマドＳＡ６２１５４４

－－良好
１�以下の黒色光沢粒
子を含む。３�以下の茶
色粒子を含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/４橙５ＹＲ６/８ナデナデ－－－１６.４ 口縁～

胴部甕土師器床面ＳＡ６２１５４５

－
外面スス付
着/内 面 黒
斑・おこげ?

良好微細～２�のにぶい橙、
褐灰色粒子を多く含む橙７.５ＹＲ６/６橙５Ｙ６/６指頭痕指頭痕/ハケメ－１５.２ －－胴部～

底部
甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ６２１５４６

－須恵器模倣
坏か?良好３�以下の茶色粒子を

含む
黄 褐７.５Ｙ Ｒ ８/
８

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６ナデナデ６.０ －４.７ １５.４ 口縁～

底部坏土師器床面ＳＡ６３１５４７

－－堅緻３ミリ以下の灰白色粒
を多く含む青灰５Ｂ（５/１）青灰５Ｂ（５/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ－－１.３９.８ 天井～
口縁部杯蓋須恵器床面ＳＡ６４１５４８

－自然釉堅緻精良灰５Ｙ（６/１）灰５Ｙ（５/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－－胴部長頸壺須恵器覆土中ＳＡ６４１５４９

－内面黒斑良好２�以下の赤褐色粒子
を含む橙５ＹＲ６/８橙５ＹＲ７/８ナデナデ－－－－口縁部甕土師器覆土中ＳＡ６４１５５０

－外面スス付
着良好

５�以下の茶褐色砂粒
子を多く含む。３�以下
の灰色粒子を少し含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

にぶい橙５ＹＲ
７/４ナデナデ－－－－口縁部鉢又は

甑土師器覆土中ＳＡ６４１５５１

－内外面赤色
塗彩良好１�以下の黒色光沢粒

子を少し含む橙７.５ＹＲ７/６明赤褐５ＹＲ５/
６ナデナデ－－－－口縁部坏土師器覆土中ＳＡ６４１５５２

－－良好１�以下の砂粒子を含
む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４ナデナデ/手持ちヘラケ

ズリ－－－－口縁部坏土師器覆土中ＳＡ６４１５５３

－内外面黒色
処理良好１�以下の無色透明粒

子、砂粒子を含む

橙５ＹＲ６/８、
灰 褐７.５Ｙ Ｒ ４/
１

明赤褐２.５ＹＲ５
/８ナデナデ/手持ちヘラケ

ズリ６.０ －４.２ １７.１ 口縁～
底部坏土師器床面ＳＡ６４１５５４

－外面スス付
着良好５�以下の明赤褐色、灰

褐色粒子を多く含む
浅黄橙７.５ＹＲ８
/６橙７.５ＹＲ７/６ナデナデ－－－３０.６口縁～

胴部
鉢又は
甑土師器床面ＳＡ６５１５５６

－外面スス付
着良好

３�以下の褐色粒子を
多く含む褐灰色粒子を
多く含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ８/４褐灰１０ＹＲ４/１ナデナデ－－－－口縁部甕土師器床面ＳＡ６５１５５７

－外面スス付
着良好５�以下の明赤褐色、灰

褐色粒子を多く含む
浅黄橙７.５ＹＲ８
/６橙７.５ＹＲ７/６ナデナデ－－－３０.２ 口縁～

胴部鉢土師器床面ＳＡ６５１５５８

－
外面焼土付
着/内 面 お
こげ付着

良好３�以下の砂粒子を多
く含む黒褐１０ＹＲ３/１にぶい黄橙１０Ｙ

Ｒ６/３ナデナデ５.４ －－－底部甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ６５１５５９

－－良好３�以下の茶色粒子を
含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４ナデ/指頭痕ナデ－－－－底部甑土師器床面ＳＡ６５１５６０

－－良好１～５�の褐色粒子を
多く含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４ナデナデ－－－１５.２ 口縁～

頸部甕土師器床面ＳＡ６７１５６１

－－良好１～４�以下の褐色粒
子を少し含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/３ナデナデ－－－－

口縁部付
近～頸部
～底部付
近

甕土師器床面ＳＡ６７１５６２

－－良好２�以下の褐色粒子を
多く含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４ナデナデ－－－－頸部～

胴部甕土師器床面ＳＡ６７１５６３

第１２９表　古墳時代土器観察表�



－５８０－

出土地点備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号
内面外面内面外面底径胴径器高口径

－－堅緻精良灰（Ｎ５/）オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ（５/１）

回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－－天井～

体部杯蓋須恵器床面ＳＡ６８１５６４

－－良好１�以下の無色透明粒
子を少し含む

浅黄橙７.５ＹＲ８
/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/８ナデナデ６.０ －４.５ １５.０ 口縁～

底部坏土師器覆土中ＳＡ６８１５６５

ＳＡ６８＋Ｓ
Ｂ２０木葉痕良好３�以下の砂粒子を多

く含む褐灰１０ＹＲ６/１橙７.５ＹＲ７/６ナデナデ７.７ －－－底部甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ６８１５６６

－－堅緻精良
オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ（６/１）　灰

（Ｎ６/）

オリーブ灰２.５Ｇ
Ｙ（５/１）　灰白

（Ｎ７/）

回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－－口縁～

体部杯身須恵器覆土中ＳＡ６９１５６７

－－堅緻精良灰（Ｎ６/）灰（Ｎ５/）回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ６.４ －－－底部杯身須恵器覆土中ＳＡ６９１５６８

－－堅緻精良灰（Ｎ６/）灰（Ｎ７/）回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－－底部高台付

�
須恵器カマドＳＡ６９１５６９

－被熱痕良好５�以下の茶褐色粒子
を含む

にぶい橙７.５ＹＲ
６/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ６/３ナデナデ－－－－底部甕土師器覆土中ＳＡ６９１５７０

－木葉痕良好２�以下の茶褐色、黒褐
色粒子を含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/３

浅黄橙７.５ＹＲ８
/４ナデナデ１１.２ －－－底部甕また

は鉢土師器覆土中ＳＡ６９１５７１

ＳＡ５４＋Ｓ
Ａ６９－良好精良浅黄橙１０ＹＲ８/

４
浅黄橙１０ＹＲ８/
３

ナデ/手持ちヘラミ
ガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ－－５.２ １３.８ 口縁～

底部坏土師器カマドＳＡ６９１５７２

－－良好２�以下の無色透明粒
子を含む橙５ＹＲ６/８橙５ＹＲ６/８手持ちヘラミガキ手持ちヘラケズリ/

手持ちヘラミガキ－－－１５.０ 口縁部坏土師器カマドＳＡ６９１５７３

－－良好
６�以下の褐灰色粒子
を多く含む。５�以下の
灰褐色粒子を多く含む。

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/３ナデナデ/板状工具によ

るナデ－－－－底部甑土師器土器埋
設炉ＳＡ７２１５７４

－打ち欠き良好
６�以下の褐灰色粒子・
５�以下の灰褐色粒子
を多く含む

にぶい黄橙色１０
ＹＲ７/４

にぶい黄橙色１０
ＹＲ７/３

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ－１６.２ －－

胴部～
底部付
近

甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ７２１５７５

－

打 ち 欠 き/
外面焼土付
着・黒 斑/内
面黒斑

良好５�以下の大粒子の赤
茶色粒子を含む

にぶい褐色７.５Ｙ
Ｒ５/３・黒褐色
７.５ＹＲ３/１

橙５ＹＲ６/６・
黒褐色７.５ＹＲ３
/１

ナデ板状工具によるナ
デ－－－－胴部～

底部
甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ７２１５７６

ＳＡ７６＋Ｓ
Ａ７３－良好３�以下の茶色粒子を

多く含む黄橙１０ＹＲ８/６浅黄橙１０ＹＲ８/
４

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ－－－－胴部甕土師器覆土中ＳＡ７２１５７７

－－良好２�以下の茶粒子を含
む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４

灰 褐７.５Ｙ Ｒ ４/
２

ナデ/板状工具によ
るナデ

ナデ/板状工具によ
るナデ－－－１７.４ 口縁部甕土師器床面ＳＡ７４１５７８

－－良好３�以下の茶砂粒子を
多く含む

明黄褐１０ＹＲ７/
６黒１０ＹＲ２/１ナデ/板状工具によ

るナデ
ナデ/板状工具によ
るナデ８.８ －－－底部甕土師器床面ＳＡ７４１５７９

－
自 然 柚/透
かし孔（１６
個）

堅緻精良１～２ミリ台の石
英粒を僅かに含む。暗灰（Ｎ３/）暗灰（Ｎ３/）不定方向へのナデ回転横ナデ１９.６ －１６.０ １４.０ 硯面～

裾部円面硯須恵器覆土中ＳＡ７４１５８０

－木葉痕良好４�以下の砂粒子を多
く含む

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
８橙７.５ＹＲ６/８ナデ/板状工具によ

るナデ
ナデ/指頭痕/板状工
具によるナデ７.９ －－－胴部～

底部
甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ７５１５８１

－木葉痕良好６�以下の大粒砂粒子
を多く含む赤５ＹＲ４/８橙５ＹＲ６/８ナデナデ５.３ －－－底部甕/炉体

土器土師器土器埋
設炉ＳＡ７６１５８２

－外面黒斑良好４�以下の黒褐色、灰白
色粒子を含む

暗 灰 黄２.５Ｙ ５/
２

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ ７/４、灰７.５Ｙ
４/１

ナデ/指頭痕/板状工
具によるナデ

ナデ/指頭痕/板状工
具によるナデ－－－－底部付

近
甕/炉体
土器土師器土器埋

設炉ＳＡ７７１５８３

－外面スス付
着良好３�以下の褐色粒子を

含む
浅黄橙７.５ＹＲ８
/６

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６ナデナデ－－－８.８ 口縁部壺土師器床面ＳＡ７９１５８４

－外面スス付
着良好４�以下の茶褐色、黒褐

色粒子を含む
明黄褐１０ＹＲ７/
６、灰５Ｙ６/１

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６、にぶい黄橙
１０ＹＲ７/４

ナデ/指頭痕ナデ４.７ －－－底部甕また
は壺土師器床面ＳＡ７９１５８５

－－堅緻
白色の微細粒を僅かに
含む。灰色の微細粒を含
む。

灰７.５Ｙ（６/１）灰７.５Ｙ（６/１）回転横ナデ回転横ナデ　－　－　－９.４ 天井～
口縁部坏蓋須恵器柱穴内ＳＢ２５１５８６

第１３０表　古墳時代土器観察表�



－５８１－

出土地点備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号
内面外面内面外面底径胴径器高口径

－－堅緻精良灰５Ｙ（６/１）灰５Ｙ（６/１）回転横ナデ回転横ナデ－－－－天井～
口縁部坏蓋須恵器柱穴内ＳＢ２５１５８７

－－堅緻

微細１ミリ以下の灰白
色粒を含む。１ミリ以下
の黄灰色粒を含む。１ミ
リ以下の黒色粒を多く
含む。

灰７.５Ｙ（１/５）灰５Ｙ（１/５）回転横ナデ/不定方
向ナデ回転横ナデ－－－－天井部杯蓋須恵器柱穴内ＳＢ２０１５８８

－－堅緻精良１ミリ以下の灰白
色粒を少し含む。灰（Ｎ３/）灰（Ｎ４/）回転横ナデ/不定方

向ナデ
回転ヘラケズリ/回
転横ナデ　－　－２.１ ９.９ 天井～

口縁部杯蓋須恵器柱穴内ＳＢ５１５８９

－－堅緻精良灰７.５Ｙ（５/１）灰７.５Ｙ（５/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－１１.６ 体部～

口縁部杯蓋須恵器柱穴内ＳＢ１６１５９０

－－堅緻精良２ミリ以下の褐灰
色粒を極僅かに含む。

灰 黄 褐１０Ｙ Ｒ
（４/２）暗灰（Ｎ３/）回転横ナデ回転横ナデ－－－－口縁部杯蓋須恵器柱穴内ＳＢ２０１５９１

－－堅緻１�程度の白色粒子を
多量に含む灰７.５Ｙ（１/５）灰５Ｙ（１/５）回転横ナデ/不定方

向ナデ
回転横ナデ/沈線/不
定方向ナデ８.３ －４.２ １３.４ 口縁～

底部
高台付
�

須恵器柱穴内ＳＢ２５１５９２

－－堅緻精良１ミリ以下の灰白
色粒を少し含む。灰１０Ｙ（５/１）灰１０Ｙ（５/１）回転横ナデ回転横ナデ－－－１１.３ 

口縁部
～底部
付近

杯身須恵器柱穴内ＳＢ２０１５９３

－－堅緻
３ミリ以下の灰白色粒
をく含む。２ミリ以下の
白色粒を含む　

灰（Ｎ５/）灰（Ｎ４/）　灰白
２５Ｙ（７/）回転横ナデ回転横ナデ８.２ －－－体部～

底部
高台付
�

須恵器柱穴内ＳＢ２２１５９４

－－堅緻
精良２ミリ以下の乳白
色粒を含む・１ミリ以下
の砂粒を含む

灰（Ｎ５/）灰オリーブ５Ｙ
（４/２）回転横ナデ回転横ナデ－－－－脚裾部高杯須恵器柱穴内ＳＢ２２１５９５

－－良好４.５�以下のにぶい黄褐
色粒子を多く含む

橙７.５ＹＲ７/６、
橙７.５ＹＲ６/６

黄 橙７.５Ｙ Ｒ ７/
８、褐 灰７.５Ｙ Ｒ
４/１

ナデナデ/指頭痕－－－－頸部～
胴部甕土師器柱穴内ＳＢ３４１５９６

－－良好

４�以下の赤褐色砂粒
子を多く含む。１�以下
の灰色砂粒子を多く含
む。１�以下の乳白色砂
粒子を僅かに含む。

明黄褐１０ＹＲ７/
６

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４ナデナデ－－－－頸　部

～胴部甕土師器柱穴内ＳＢ２０１５９７

－内外面焼土
付着良好５�以下の大粒砂粒子

を含む橙７.５ＹＲ７/６黄橙１０ＹＲ８/６ナデナデ－－－－口縁部甕土師器柱穴内ＳＢ２１１５９８

－内外面赤色
塗彩良好１�以下の褐灰色、黒色

粒子を含む
橙７.５Ｙ Ｒ ８/８
　

浅黄橙７.５ＹＲ８
/６ナデナデ－－－－胴部坏又は

椀土師器柱穴内ＳＢ４８１５９９

－－良好１�以下の灰白色、黒色
粒子を含む橙７.５ＹＲ７/６にぶい黄橙１０Ｙ

Ｒ７/４手持ちヘラミガキ手持ちヘラミガキ－－－－体部～
底部坏土師器柱穴内ＳＢ２５１６００

－－良好１�以下の灰白、褐色粒
子を含む橙７.５ＹＲ７/６橙７.５ＹＲ７/６ナデナデ－－－－裾部高坏土師器柱穴内ＳＢ２５１６０１

－内外面赤色
塗彩良好微細な褐灰色粒子を含

む橙５ＹＲ７/６
橙５ＹＲ７/６、
明赤褐５ＹＲ５/
６

ナデナデ－－－１２.３ 口縁～
底部坏土師器柱穴内ＳＢ１５１６０３

－内外面赤色
塗彩良好精良明赤褐５ＹＲ５/

６
明赤褐５ＹＲ５/
６

ナデ/手持ちヘラミ
ガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

４.８ －４.７ １３.３ 口縁～
底部坏土師器柱穴内ＳＢ３５１６０４

－内外面黒色
処理良好精良にぶい黄橙１０Ｙ

Ｒ６/３
明黄褐１０ＹＲ６/
６ナデナデ－－－－口縁～

体部坏土師器柱穴内ＳＢ２５１６０５

－－良好１�以下の無色透明粒
子を少し含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４黄橙１０ＹＲ８/６ナデナデ－－－－口縁部坏土師器柱穴内ＳＢ３１６０６

－内面黒斑良好

１.５�以下の褐色、灰白
色、１�以下の黒色光沢
粒子を多く含む。４�大
の褐色粒子を数個含む

橙５ＹＲ７/８橙５ＹＲ７/８ナデ/手持ちヘラミ
ガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ－－５.５ １３.０ 口縁～

底部坏土師器柱穴内ＳＢ２５１６０７

－内外面赤色
塗彩良好１�以下の不透明光沢

粒子を極僅かに含む

浅黄橙１０ＹＲ８/
４、橙２.５ＹＲ６/
６

浅黄橙１０ＹＲ８/
４、明 赤 褐 ５ Ｙ
Ｒ５/６

ナデ/手持ちヘラミ
ガキ

ナデ/手持ちヘラミ
ガキ－－５.０ １２.１ 口縁～

底部坏土師器柱穴内ＳＢ５１６０８

－－良好１�以下の黄色光沢粒
子を多く含む

にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ７/４、灰白１０
ＹＲ７/１

浅黄橙１０ＹＲ８/
４手持ちヘラミガキ手持ちヘラミガキ－－－１４.２ 

口縁～
底部付
近

坏土師器柱穴内ＳＢ２９１６０９

－底部ヘラ記
号良好１�以下の茶褐色粒子

を少し含む
浅黄橙１０ＹＲ８/
４

浅黄橙１０ＹＲ８/
４

ナデ/手持ちヘラミ
ガキ

ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－５.２ １７.２ 口縁～
底部坏土師器柱穴内ＳＢ２５１６１０
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－５８２－

出土地点備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地
点出土遺構図面

番号
内面外面内面外面底径胴径器高口径

－下城式系土
器か?良好１�以下の灰白、褐色粒

子を含む
にぶい黄橙１０Ｙ
Ｒ（６/４）

明黄褐２.５Ｙ（６/
６）ナデナデ/刻目突帯－－－－口縁部甕弥生土

器－Ａ区谷部斜
面１６２８

－表 採・試 掘
出土資料堅緻精良３ミリ以下の乳白

色粒を含む。
オリーブ黄５Ｙ

（６/３）
灰オリーブ５Ｙ

（６/２）
回転横ナデ/不定方
向ナデ

回転ヘラケズリ/回
転横ナデ－－－－天井部杯蓋須恵器－Ａ区谷部斜

面１６２９

－表 採・試 掘
出土資料堅緻精良灰５Ｙ（６/１）灰５Ｙ（６/１）回転横ナデ回転横ナデ－－－１４.０ 口縁部坏蓋須恵器－Ａ区谷部斜

面１６３０

－
表 採・試 掘
出 土 資 料/
ヘラ記号

堅緻精良３ミリ以下の灰白
色・乳白色粒を含む。

にぶい赤褐５Ｙ
Ｒ（４/３）

暗 赤 褐 ５ Ｙ Ｒ
（３/６）不定方向ナデ回転横ナデ９.２ 　－　－－底部高台付

�
須恵器－Ａ区谷部斜

面１６３１

－表 採・試 掘
出土資料堅緻精良３ミリ以下の乳白

色粒を含む。灰（Ｎ５/）オリーブ黒７.５Ｙ
（５/１）

回転横ナデ/不定方
向ナデ回転横ナデ－－－－底部高台付

�
須恵器－Ａ区谷部斜

面１６３２

－表 採・試 掘
出土資料堅緻精良灰７.５Ｙ（４/１）灰７.５Ｙ（４/１）回転横ナデ回転横ナデ－－－－底部高台付

�
須恵器－Ａ区谷部斜

面１６３３

－表 採・試 掘
出土資料堅緻精良２ミリ以下の灰白

色粒を含む。
灰 黄２.５ｙ（６/
２）

灰オリーブ５Ｙ
（６/２）回転横ナデ不定方向ナデ－－－－頸部～

胴部平瓶須恵器－Ａ区谷部斜
面１６３４

－表 採・試 掘
出土資料堅緻精良黄 灰２.５Ｙ（５/

１）
暗灰黄２.５Ｙ（６/
２）回転横ナデ回転横ナデ　－　－　－６.５ 口縁部提瓶又

は平瓶須恵器－Ａ区谷部斜
面１６３５

－
表 採・試 掘
出 土 資 料/
ヘラ記号

堅緻精良２ミリ以下の灰白
色粒をわずかに含む。

黄灰２.５ＲＹ（６/
１）　

黄灰２.５ＲＹ（６/
１）　回転横ナデ回転横ナデ－－－－口縁～

頸部短頸壺須恵器－Ａ区谷部斜
面１６３６

－表 採・試 掘
出土資料堅緻精良黄灰２.５ｙ

（５/１）
黄褐２.５ｙ

（５/４）回転横ナデ/工具痕回転横ナデ－－－－頸部～
肩部長頸壷須恵器－Ａ区谷部斜

面１６３７

－表 採・試 掘
出土資料堅緻精良灰（Ｎ６/）灰オリーブ５Ｙ

（４/２）回転横ナデ回転横ナデ－－－－胴部壷須恵器－Ａ区谷部斜
面１６３８

－表 採・試 掘
出土資料堅緻精良灰５Ｙ（４/１）灰５Ｙ（４/１）粗いナデ回転横ナデ/ヘラ描

き沈線－－－－底部台付壺須恵器－Ａ区谷部斜
面１６３９

－表 採・試 掘
出土資料堅緻精良灰５Ｙ（４/１）灰７.５Ｙ（４/１）回転横ナデ回転横ナデ１０.７ －－－裾部台付壺須恵器－Ａ区谷部斜

面１６４０

－表 採・試 掘
出土資料堅緻精良灰１０Ｙ（５/１）灰１０Ｙ（５/１）回転横ナデ回転ヘラケズリ/回

転横ナデ－－－－脚部高杯須恵器－Ａ区谷部斜
面１６４１

－表 採・試 掘
出土資料良好

３�以下の褐灰色粒子
と１�程度の粒子を含
む

にぶい黄橙１０Ｙ
７/３

にぶい黄橙１０Ｙ
７/４ナデナデ－－－１３.８ 口縁部甕土師器－Ａ区谷部斜

面１６４２

－表 採・試 掘
出土資料良好２�以下の灰褐色粒子

を含む黄橙１０ＹＲ８/６
明黄橙１０ＹＲ７/
６褐灰１０ＹＲ５/
１

手持ちヘラミガキナデ/手持ちヘラケ
ズリ－－－１７.４ 口縁～

体部坏土師器－Ａ区谷部斜
面１６４３

－表 採・試 掘
出土資料良好微細な赤褐色粒子を含

む

明赤褐５ＹＲ５/
６、黒 褐 ５ Ｙ Ｒ
２/１

明赤褐５ＹＲ５/
６、黒 褐 ５ Ｙ Ｒ
２/１

手持ちヘラミガキ
ナデ/手持ちヘラケ
ズリ/手持ちヘラミ
ガキ

－－－１３.６ 口縁～
体部坏土師器－Ａ区谷部斜

面１６４４

－

表 採・試 掘
出 土 資 料/
内外面赤色
塗彩

良好１�以下の茶褐色粒子
を少し含む

にぶい橙７.５ＹＲ
７/３橙７.５ＹＲ７/６手持ちヘラミガキ手持ちヘラミガキ－－－－口縁部坏土師器－Ａ区谷部斜

面１６４５

－
表 採・試 掘
出 土 資 料/
木葉痕

良好微細な褐色粒子を含む橙７.５ＹＲ７/６浅黄橙７.５ＹＲ８
/６手持ちヘラミガキナデ－－－－裾部高坏土師器－Ａ区谷部斜

面１６４６
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－５８３－

分類備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地点図面
番号

内面外面内面外面底径胴径器高口径


－５類厚み０.６７�/Ａ区谷側斜
面表採資料良好

３.５�以下の灰色半透明
粒子・３�以下の灰白色
粒子・０.５�以下の透明光
沢粒子を含む

暗灰黄２.５Ｙ５／
２

暗灰黄色２.５ＹＲ
５ ／ ２、黄 灰 色
２.５ＹＲ４／１

ナデナデ／連続刺突
文／押引文－－－－口 縁

部
有 文
深鉢

縄 文
土器

Ａ 区
谷部１６１９

	－３類厚み０.９５�/Ａ区谷側斜
面表採資料良好

４�以下の白色半透明・
灰色粒子・２.５�以下の灰
白色粒子を含む

にぶい褐色７.５Ｙ
Ｒ５／４

にぶい黄橙色１０
ＹＲ５／３ナデナデ／ヘラ描き

沈線文－－－－
波 状
口 縁
部

有 文
深鉢

縄 文
土器

Ａ 区
谷部１６２０

	－５類外面スス付着/Ａ区谷側
斜面表採資料良好

３�大の灰白色半透明
粒子・２�以下の淡橙
色・灰白色・淡黄色粒子
を含む

明黄褐色１０ＹＲ
６／４

橙色７.５ＹＲ６／
６ナデナデ／隆帯文－－－－

波 状
口 縁
部

有 文
深鉢

縄 文
土器

Ａ 区
谷部１６２１

	－２類厚み０.８�/内面スス付着/
Ａ区谷側斜面表採資料良好

６�大の淡黄色粒子・１
�大の淡黄色・淡透明粒
子を含む

にぶい黄橙色１０
ＹＲ５／４

にぶい黄橙色１０
ＹＲ６／４ナデ隆帯文／貝殻条

痕文／刻み目－－－－口 縁
部

有 文
深鉢

縄 文
土器

Ａ 区
谷部１６２２

	－２類
厚み０.６�/外面赤色顔料
付着/Ａ区谷側斜面表採
資料

良好１.５�以下の灰色・淡橙色
粒子を含む

明赤褐色５ＹＲ
５／６

橙色５ＹＲ６／
３ナデ隆帯文/刻み目－－－－口 縁

部
有 文
深鉢

縄 文
土器

Ａ 区
谷部１６２３

	－２類厚み１.０�/Ａ区谷側斜面
表採資料良好

２�大の明赤褐色粒子・
１�大の赤褐色・灰色粒
子・微細な光沢粒子を含
む

にぶい黄褐色１０
ＹＲ４／３

にぶい黄褐色１０
ＹＲ４／３ナデ隆帯文／縄文施

文－－－－口 縁
部

有 文
深鉢

縄 文
土器

Ａ 区
谷１６２４

	－２類厚み０.５�/Ａ区谷側斜面
表採資料良好

２�以下の黒色光沢粒
子・２.５�以下の灰白色粒
子を含む

にぶい褐色７.５Ｙ
Ｒ５／４

にぶい褐色７.５Ｙ
Ｒ５／４ナデナデ／隆帯文－－－－頚部有 文

深鉢
縄 文
土器

Ａ 区
谷部１６２５

	－１０類厚み０.５�/Ａ区谷側斜面
表採資料良好

２�以下の黄褐色粒白
子・２�以下の白褐色粒
子を含む

にぶい黄褐色１０
ＹＲ５／３

にぶい黄褐色１０
ＹＲ５／３ナデ縄文施文－－－－胴部有 文

深鉢
縄 文
土器

Ａ 区
谷１６２６

－
最大長４.４/最大幅３.４５/最
大厚０.７/重量１０.８/Ａ区谷
側斜面表採資料

良好
２�以下の黒色光沢粒
子、１�以下の灰白色粒
子を少し含む

灰黄褐色１０ＹＲ
６／２

にぶい黄褐色１０
ＹＲ５／３ナデナデ－－－－－－土 器

片錘
Ａ 区
谷部１６２７

第１３３表　縄文土器観察表

分類備考焼成胎土
色調手法・調整・文様等法量（�）

部位器種種別出土地点図面
番号

内面外面内面外面底径胴径器高口径

－下城式か?/Ａ区谷側斜面
表採資料良好１�以下の灰白色粒子

を多く含む
浅黄色２.５ＹＲ７
／４

浅黄色２.５ＹＲ７
／３ナデ刻み目突帯－－－口 縁

部甕弥 生
土器

Ａ 区
谷部１６２８

凹線文系土器か?良好

５�以下の灰褐色粒子・１
�以下の光沢のある黒褐
色・微細な灰白色粒子を多
く含む

橙７.５ＹＲ６/６にぶい黄橙色１０Ｙ
Ｒ６/４

矢羽状
透かし矢羽状透かし－－－－裾部高坏弥生土

器柱穴内１４０３

第１３４表　弥生土器観察表
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第１３５表　下耳切第３遺跡石器観察表�

備考石材
出土地点

器種種類図面番号
重量（ｇ）最大厚（�）最大幅（�）最大長（�）取り上げ番号出土機構

－砂岩１７７５０.０ ２１.２０ ２７.００ ３６.１０ Ａ主体部ＳＮ１石皿石器９２８

－砂岩１６０００.０ １３.５０ ２１.１５ ４３.２０ Ｄ主体部ＳＮ１石皿石器９２９

－砂岩６４００.０ ８.９０ ２０.５０ ２１.２０ Ｅ主体部ＳＮ１石皿石器９３０

－尾鈴酸性岩類１９０００.０ １５.８５ １９.８５ ３５.１０ Ｆ主体部ＳＮ１石皿石器９３１

－尾鈴酸性岩類１９２１.２ ５.９０ １１.９０ １８.９０ Ｋ主体部ＳＮ１石皿石器９３２

－ホルンフェルス２２９.８ １.５０ ８.８５ １６.３０ ２外周溝内ＳＮ２打製石斧石器９５２

－ホルンフェルス２３１.２ １.６０ ９.７０ １５.０５ ３外周溝内ＳＮ２打製石斧石器９５３

－ホルンフェルス７１２.９ ４.８５ １０.１５ １１.４０ 第４層竪坑覆土ＳＴ３スクレイパー石器９９９

－ホルンフェルス１０６６.４７.７０ ８.９０ １３.９０ ５６竪坑内ＳＴ３石核石器１０００

－ホルンフェルス４５.０ １.７０ ４.５５ ５.６０ ５４床面ＳＡ１打製石斧石器１０６９

－砂岩７０８.９ ３.９０ ７.１０ １５.７５ ４６床面ＳＡ１敲石石器１０７０

支脚か？軽石３１８.１ ８.１０ ９.１０ １６.９７ ３カマド内ＳＡ１礫器石器１０７１

－尾鈴酸性岩類４７８９.５ ６.２０ ２１.５０ ２２.７０ ４床面ＳＡ１石皿石器１０７２

－尾鈴酸性岩類２３.３ １.１５ ４.２０ ３.８０ ７床面ＳＡ２石錘石器１０７９

－砂岩５９.５ ０.９０ ７.１０ ５.７０ ６床面ＳＡ２石錘石器１０８０

－砂岩５１.３ １.１０ ６.０５ ５.２７ １５床面ＳＡ２石錘石器１０８１

－尾鈴酸性岩類５９４９.８ ７.５０ ２０.３０ ２５.４０ ２７床面ＳＡ５台石石器１０８７

－尾鈴酸性岩類１０.４ ０.７７ ３.４０ ３.２０ ２６床面ＳＡ６石錘石器１０９６

－砂岩１４.７ ０.９５ ４.４７ ２.７５ ２床面ＳＡ６石錘石器１０９７

－ホルンフェルス２０.５ １.０５ ５.２０ ３.０７ ６床面ＳＡ６石錘石器１０９８

－ホルンフェルス５７.３ １.２０ ４.９５ ５.４０ ２３床面ＳＡ６石錘石器１０９９

－ホルンフェルス２１８.３ ２.１０ ７.４５ １２.７０ ６床面ＳＡ７打製石斧石器１１０７

－砂岩３１９４.９ ９.３０ １２.９０ ２１.６０ －床面ＳＡ７台石石器１１０８

－ホルンフェルス１５.０ １.５０ ４.１５ ７.５５ －土器埋設炉付近ＳＡ１０磨製石斧石器１１２０

－砂岩１８５.６ ４.０５ ５.００ ６.９０ １１床面ＳＡ１８敲石石器１１６５

－砂岩１５６.９ ３.１０ ５.１５ ６.７０ １床面ＳＡ１８敲石石器１１６６

－砂岩２３５.８ ３.５０ ７.９０ ５.４５ １１床面ＳＡ１９敲石石器１１７６

－砂岩１００１.７ ４.２５ １０.５０ １５.５０ ８６床面ＳＡ１９敲石石器１１７７

－砂岩２０９３.１ ９.５５ １６.３０ １７.６０ ２床面ＳＡ２９台石石器１２０３

－砂岩３９６.０ ４.０５ ７.５０ ９.４０ ２３床面ＳＡ３４敲石石器１２６３

－砂岩３４０.４ ３.７５ ７.９０ １２.５０ １１４床面ＳＡ４０二次加工剥片石器１３１１

－ホルンフェルス１１１.１ ２.１０ ４.８５ １２.４０ ２４床面ＳＡ４０二次加工剥片石器１３１２

－砂岩１５７.９ ３.７０ ４.７５ ６.４０ １１床面ＳＡ４０敲石石器１３１３

－砂岩１６９.９ ３.４５ ７.００ ５.００ ２０床面ＳＡ４０敲石石器１３１４

－尾鈴酸性岩類１４８３.０ ６.２０ ９.４０ １６.８５ －床面ＳＡ４０台石石器１３１５

－尾鈴酸性岩類６.５ ０.７０ ３.３５ ２.４０ １７８床面ＳＡ４０石錘石器１３１６

－尾鈴酸性岩類１０.９ ０.９５ ２.９５ ２.８０ １７２床面ＳＡ４０石錘石器１３１７

－ホルンフェルス１２.１ ０.８０ ３.３５ ３.３０ １７３床面ＳＡ４０石錘石器１３１８

－尾鈴酸性岩類１５.０ ０.７０ ３.７０ ３.３０ １３０床面ＳＡ４０石錘石器１３１９

－尾鈴酸性岩類３５.６ １.３０ ４.５５ ４.０５ ２０床面ＳＡ４１石錘石器１３２０

－尾鈴酸性岩類４８.１ １.２０ ４.７０ ６.００ １３４床面ＳＡ４０石錘石器１３２１

－ホルンフェルス３７.１ １.３０ ５.２５ ４.０５ １７１床面ＳＡ４０石錘石器１３２２

－砂岩４５.５ １.６２ ５.３０ ４.２２ １８４床面ＳＡ４０石錘石器１３２３

－尾鈴酸性岩類４２.６ １.００ ５.５０ ４.５０ ９５床面ＳＡ４０石錘石器１３２４

－砂岩６０.１ １.５０ ５.６５ ４.５０ １８１床面ＳＡ４０石錘石器１３２５

－尾鈴酸性岩類４１.６ １.２０ ５.３５ ４.４０ １４０床面ＳＡ４０石錘石器１３２６

－ホルンフェルス１４５.０ １.１０ ８.８５ ７.６５ 床面ＳＡ５８石錘石器１３２６

－尾鈴酸性岩類４７.１ １.１０ ６.３５ ４.６０ ８４床面ＳＡ４０石錘石器１３２７

－砂岩６１.８ １.５０ ５.７５ ５.０５ １９７床面ＳＡ４０石錘石器１３２８

－尾鈴酸性岩類１４４.３ １.６０ ７.００ ７.００ ２１床面ＳＡ４１石錘石器１３２９

－ホルンフェルス１６６.６ １.７５ ７.１０ １２.５０ ３９床面ＳＡ４１打製石斧石器１３３８

－砂岩１６９.５ ３.５０ ４.７０ ７.４０ ７床面ＳＡ４１敲石石器１３３９

－砂岩１６８.７ ３.１５ ５.００ ７.２０ ２５床面ＳＡ４１敲石石器１３４０

－砂岩４４３.８ ２.９０ ７.８５ １３.２０ ９０床面ＳＡ４１敲石石器１３４１

－尾鈴酸性岩類６７２.５ ５.４８ ８.８０ １０.２０ －カマド内ＳＡ４６磨石石器１３９４

－尾鈴酸性岩類５７５.７ ４.００ ９.００ １４.０５ －カマド内ＳＡ４６敲石石器１３９５

－砂岩４１４.８ ３.９５ ８.３０ ８.８０ －カマド内ＳＡ４６敲石石器１３９６

－砂岩３４２２.２ ７.４０ １９.３０ ２１.７５ －床面ＳＡ４６台石石器１３９７
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備考石材
出土地点

器種種類図面番号
重量（ｇ）最大厚（�）最大幅（�）最大長（�）出土機構

－砂岩１５７.３ ３.３０ ６.４０ ５.３０ 床面ＳＡ４８敲石石器１４１１

－砂岩７７.９ １.５０ ５.８５ ６.５０ 床面ＳＡ４８石錘石器１４１２

－ホルンフェルス１６７.０ ２.１０ ７.３０ １２.００ 床面ＳＡ４８打製石斧石器１４１３

支脚か？軽石１４１.１ ６.７０ ７.９０ １２.１０ 床面ＳＡ５１礫器石器１４４７

支脚か？軽石８３.６ ５.５０ １１.２０ １３.９０ Ｐ２（柱穴内）ＳＡ５１礫器石器１４４８

－尾鈴酸性岩類８７０.２ ５.３０ ９.６０ １１.２５ 床面ＳＡ５４敲石石器１４８２

－尾鈴酸性岩類２１７６.３ ６.５０ １２.３０ ２０.３０ 床面ＳＡ５４石皿石器１４８３

－尾鈴酸性岩類７６００.０ ８.００ ２８.５０ ２５.１０ 床面ＳＡ５４石皿石器１４８４

－ホルンフェルス３５８.２ ２.１０ ８.１０ １６.２０ 床面ＳＡ５５敲石石器１４８７

－砂岩２３５８.４ ７.４０ １４.１０ １５.６０ 床面ＳＡ５６敲石石器１５０４

－砂岩１７６１.０ ７.３５ １７.３５ １１.８０ 床面ＳＡ５８台石石器１５２７

－砂岩２０９.５ ３.７０ ４.８０ ６.７０ 覆土中SE５磨石石器１６１２

－砂岩１６８.３ ３.２０ ８.００ ５.７０ 覆土中SE５磨石石器１６１３

－ホルンフェルス１５６.９ １.７５ ６.６０ １１.１０ 覆土中SE８打製石斧石器１６１４

－ホルンフェルス９８３.５ ６.３０ １１.３０ １３.６０ 表土中B区石核石器１６１５

－砂岩２２４.３ １.４０ ８.９０ ８.５０ 表土中B区石錘石器１６１６

－尾鈴酸性岩類４３５.６ ３.８０ ７.８０ ９.４０ 表土中B区敲石石器１６１７

－砂岩３４５.９ ２.４０ １３.７０ １０.２５ 表土中B区石皿石器１６１８

表採・試掘資料ホルンフェルス３１１.７ ３.１０ ６.９０ １２.１５ 谷部斜面A区打製石斧石器１６４７

表採・試掘資料ホルンフェルス１５５.７ ２.３０ ６.００ １.９０ 谷部斜面A区打製石斧石器１６４８

表採・試掘資料ホルンフェルス１３９.８ ２.００ ６.７０ １２.００ 谷部斜面A区打製石斧石器１６４９

表採・試掘資料ホルンフェルス４８６.１ ３.７５ ７.２５ １３.５５ 谷部斜面A区磨製石斧石器１６５０

表採・試掘資料ホルンフェルス３９３.３ ３.３０ ６.４０ １４.００ 谷部斜面A区磨製石斧石器１６５１

表採・試掘資料ホルンフェルス１６５.２ ３.２０ １０.３０ ７.００ 谷部斜面A区スクレイパー石器１６５２

表採・試掘資料尾鈴酸性岩類２１１.９ ３.６０ ８.００ ７.７０ 谷部斜面A区スクレイパー石器１６５３

表採・試掘資料尾鈴酸性岩類１４２.３ １.６５ ８.８０ ７.３０ 谷部斜面A区剥片石器１６５４

表採・試掘資料ホルンフェルス１６５.３ １.７０ ７.６０ １１.２０ 谷部斜面A区打製石斧石器１６５５

表採・試掘資料ホルンフェルス２３１.４３.１２６.１３９.８谷部斜面A区石核石器１６５７

表採・試掘資料ホルンフェルス５９４.８ ５.２０ ９.４０ １１.７０ 谷部斜面A区石核石器１６５６

表採・試掘資料ホルンフェルス１５.３ １.００ ３.９５ ２.９５ 谷部斜面A区石錘石器１６５８

表採・試掘資料ホルンフェルス９.８ ０.６５ ３.４５ ３.００ 谷部斜面A区石錘石器１６５９

表採・試掘資料砂岩３２.３ １.１０ ４.４５ ４.３０ 谷部斜面A区石錘石器１６６０

表採・試掘資料砂岩２６.０ １.００ ４.７０ ３.４０ 谷部斜面A区石錘石器１６６１

表採・試掘資料砂岩４７.５ １.３０ ５.８０ ４.７５ 谷部斜面A区石錘石器１６６２

表採・試掘資料ホルンフェルス１１０.５ １.５０ ８.５０ ５.００ 谷部斜面A区石錘石器１６６３

表採・試掘資料ホルンフェルス６０.６ １.２０ ７.５５ ４.９０ 谷部斜面A区石錘石器１６６４

表採・試掘資料ホルンフェルス１３６.０ ２.１０ ９.５０ ４.３５ 谷部斜面A区石錘石器１６６５

表採・試掘資料砂岩１１２.３ ２.３０ ６.２０ ５.１０ 谷部斜面A区石錘石器１６６６

表採・試掘資料砂岩５８.３ １.３０ ５.１０ ５.８０ 谷部斜面A区石錘石器１６６７

表採・試掘資料尾鈴酸性岩類４８.４ １.３０ ４.３５ ５.８０ 谷部斜面A区石錘石器１６６８

表採・試掘資料ホルンフェルス４３.２ １.１０ ５.１０ ４.５０ 谷部斜面A区石錘石器１６６９

表採・試掘資料尾鈴酸性岩類５４.５ １.５０ ５.５５ ４.９５ 谷部斜面A区石錘石器１６７０

表採・試掘資料砂岩７９.６ １.６０ ５.２０ ６.０５ 谷部斜面A区石錘石器１６７１

表採・試掘資料砂岩８４.７ １.５５ ６.４５ ５.５０ 谷部斜面A区石錘石器１６７２

表採・試掘資料尾鈴酸性岩類１２２.３ ２.２０ ７.３０ ５.５５ 谷部斜面A区石錘石器１６７３

表採・試掘資料ホルンフェルス１１２.３ １.９０ ７.２０ ５.５０ 谷部斜面A区石錘石器１６７４

表採・試掘資料尾鈴酸性岩類２１４.３４.７０ ６.１０ ５.３２ 谷部斜面A区石錘石器１６７５

表採・試掘資料砂岩５９８.３ ３.８０ ６.３０ １６.００ 谷部斜面A区敲石石器１６７６

表採・試掘資料尾鈴酸性岩類６０５.４ ４.８０ ７.００ １１.６５ 谷部斜面A区磨石石器１６７７

表採・試掘資料尾鈴酸性岩類３８３.３ ４.１０ ７.６０ ８.４０ 谷部斜面A区敲石石器１６７８

表採・試掘資料砂岩２６９.１ ３.６０ ６.２０ ８.００ 谷部斜面A区敲石石器１６７９

表採・試掘資料砂岩１６８.５ ３.３５ ５.００ ７.３５ 谷部斜面A区敲石石器１６８０

表採・試掘資料尾鈴酸性岩類４３１.５５.１４１０.２１０.８ 谷部斜面A区砥石石器１６８１

表採・試掘資料砂岩３１０.２ ３.８０ ８.６０ ９.２０ 谷部斜面A区砥石石器１６８２

表採・試掘資料砂岩４６９.０ ６.３５ ９.１４ ８.４０ 谷部斜面A区砥石石器１６８３

表採・試掘資料ホルンフェルス１３４.４ １.６０ ７.４０ １１.６０ 谷部斜面A区砥石石器１６８４

表採・試掘資料砂岩６４１.５ ６.４５ ９.５５ １１.３０ 谷部斜面A区砥石石器１６８５

表採・試掘資料砂岩２９３２.５ ９.７０ １１.２０ １６.４０ 谷部斜面A区砥石石器１６８６

第１３６表　下耳切第３遺跡石器観察表�



第�章　まとめ（古墳時代）

第１節　古墳時代終末期の墳墓群

　下耳切第３遺跡では、古墳時代終末期の高塚古墳２

基、地下式横穴墓８基、土坑墓４基、馬埋葬土坑２基、

祭祀土坑１基、及び馬埋葬土坑の可能性が高い土坑５

基が検出された。

　上記の遺構群は、古墳時代終末期の墳墓群と換言で

きる。この墳墓群について若干のまとめを行なう。

Ａ、墳墓群の構成

　下耳切第３遺跡の調査では、高塚古墳群中に地下式

横穴墓や土坑墓そして馬埋葬土坑ならびに掘立柱建物

が混在したあり方が認められた。

　地下式横穴墓や土壙墓、馬埋葬土坑等は、牛牧１号

墳と１５号墳に挟まれた空間にのみ認められた。特に、

高塚古墳の周溝内に地下式横穴墓が築造されるいわば

「寄生」的関係を有する形態が見出せた。

　牛牧１号墳（ＳＮ１）周溝内に築造される地下式横

穴墓は、古墳主体部主軸方向と北西～南東に向けてほ

ぼ４５°ずつ均等に配置されていた。

　一方、主体部主軸方向より北西～南西部分は、地下

式横穴墓は築造されず、土器廃棄や焼土の堆積層のみ

が認められる。

　つまり、牛牧１号墳の東（北）側が地下式横穴墓の

空間、西（南）側が古墳祭祀の空間（破砕土器と焼土）

という構成が読み取れる。

　ＳＮ２も同様で、周溝内の地下式横穴墓は、西側部

分のみ位置する。さらに、地下式横穴墓の玄室方向

は、それぞれ「寄生」した墳丘方向ではなく、両古墳

間に向けている。

　すなわち、牛牧１号墳・１５号墳間が地下式横穴墓の

墓域であったといえる。土壙墓も馬埋葬土坑、土坑も

両古墳に挟まれた空間のみに展開する。

　このように、ＳＮ１・２間の領域は、地下式横穴墓や

土壙墓といった他墓制の墓域として規定されたようで

ある。地下式横穴墓の配置状況や玄室の位置方向に計

画的・意図的なものを感ずるからである。

　つまり周溝内に区割りされた位置に築造されること

は選地方法に規制が働いたと考えられる。この点につ

いては別項で再度言及したい。

Ｂ、墳墓群の築造順序

　下耳切第３遺跡における古墳時代終末期の墳墓群の

築造順序は、遺構の切りあいや出土遺物、特に須恵器

蓋坏の型式から第１３７表のように考えられる。

〈ＴＫ２０９新段階〉

　墳墓群の形成開始時期は、ＳＮ１築造時期でＴＫ

２０９新段階である。

　ＳＴ８は、ＴＫ２０９新段階でもＳＮ１築造直後に近

い時期に築造される。外周溝との切りあい関係からも

肯定される。

　追葬の時期は、追葬に伴う須恵器蓋坏の口径は、縮

小し、ＴＫ２１７古段階のものに近似するので、ＴＫ２０９

新段階でもＴＫ２１７古段階に近い時期であろう。

　ＳＴ４もＴＫ２０９新段階に築造されるが、ＳＮ１と

の位置関係から、ＳＮ１築造後と考えられる。

　ＳＴ４とＳＴ８の前後関係であるが、後述のよう

に竪坑平面形の差異からＳＴ８が後出する。

　このように、本遺跡内で最初に築造された地下式横

穴墓（ＳＴ４・８）は、ＳＮ１築造後、すなわち周溝

埋没後の築造時期が付与されるが、その時間差は須恵

器１型式（ＴＫ２０９段階）の枠内に収まる。

　ＳＤ４や馬埋葬土坑であるＳＵ１・２も掘削される

と考えられる。

－５８６－

第１３７表　墳墓群の消長表
ＴＫ２１７新ＴＫ２１７古ＴＫ２０９新
第３・４主体部第２主体部ｂ第２主体部ａ－第１主体部ＳＮ１

－－－－築造？ＳＮ２
追葬初葬－ＳＴ１
－築造？ＳＴ２

追葬初葬？－ＳＴ３
－追葬初葬ＳＴ４
－初葬－ＳＴ５
－初葬－ＳＴ６

追葬初葬－ＳＴ７
－－－追葬？初葬ＳＴ８

埋葬？－ＳＤ１
－埋葬－ＳＤ２

埋葬－－ＳＤ３
－－埋葬ＳＤ４

－掘削？ＳＵ１
－掘削？ＳＵ２



ＳＮ１築造ないしＳＮ１第１主体部埋葬時期に高塚古

墳・地下式横穴墓・土坑墓・馬埋葬土坑というセット

関係と序列化が成立していたと考えられる。

〈ＴＫ２１７古段階〉

　ＳＮ１には第２主体部が構築される。高塚古墳の新

規築造はみられず、前段階までに築造停止されたと推

測される。

　地下式横穴墓は、ＳＴ１・３・５・６・７と一挙に

築造数が増加し盛行をみせる。また、ＳＴ４では追葬

がなされる。他方、土坑墓はＳＤ２が掘削され、この

時期に土坑もいくつかは存在していたであろう。

〈ＴＫ２１７新段階〉

　ＳＮ１には第４主体部が構築される。第３主体部も

この時期であろう。地下式横穴墓の新規築造は確認さ

れず、ＳＴ２・３・７の追葬のみである。土坑墓はＳ

Ｄ３を確認できる。この時期までにＳＤ１も掘削され

たと考えられる。土坑も存在したであろう。

　この時期で造墓活動は終焉を迎え、ＴＫ４６以降集落

域の盛行と拡大期となる。

　ＳＮ１・２周溝内や、ＳＮ１墳頂部ではＴＫ４６～４８

段階の遺物が散見されるので、造営終了後の祭祀行為

が執行された可能性を伺わせる。

　しかし、本遺跡内ではＴＫ４６段階以降、新たな墳墓

群の展開は見出せない。

Ｃ、墳墓域の構造

【外周溝の存在】

　ＳＮ１・２は、二重周溝を持つことが判明した。Ｓ

Ｎ１の外周溝は、花弁状に掘削されるが、ＳＮ２外周

溝は幅の狭く浅い。

　２古墳とも、外周溝は北東～南東側の地下式横穴墓

群集域には巡らしていない点は共通する。

　この外周溝が途中で収束する点は、溝で区画する意

味を必要としない理由が存在したと考えられる。

　これは、両古墳に挟まれた空間を意識しており、溝

で区画するのではなく、あえて開放することで両古墳

に挟まれた空間を共有しようとする意識が働いている

のではないだろうか。

　すなわち、この空間は新たな高塚古墳築造のための

スペースとしたのか、地下式横穴墓築造のために準備

されたと考えられる。

　また、この空間（墓域）は、埋葬儀礼執行（掘立柱

建物や馬埋葬土坑の存在）や、高塚古墳被葬者以外の

別埋葬施設を有する被葬者（高塚古墳の被葬者に寄生・

従属・追慕的側面等で、各高塚古墳近くに別埋葬施設

を築造しようとする被葬者）のために溝で区画する必

要性がなかったと考えられる。

【周溝内遺物のあり方と「墓道」の推定】

　ＳＮ１では、内周溝Ｄ－ａ区に代表されるように意

図的に周溝内へ土器を投棄した痕跡が認められる。　

　同様な事例は、西都原古墳群２０５号墳�で確認でき、

時期的にも併行する。

　ＳＮ１の場合、内周溝Ｄ区において焼土層の堆積も

確認された。内周溝Ｃ・Ｄ区は地下式横穴墓が築造さ

れないエリアであることから、ＳＮ１の葬送儀礼に関

連する遺物と考えられる。飲食儀礼など一連の葬送儀

礼が終了した後に一括して周溝内に廃棄した結果と想

定できる。

　また、遺物出土地点や、焼土層検出箇所は、Ｄ区に

限られ、かつ外周溝が途切れる部分でもある。

　このため内周溝Ｄ－ａ区は、ＳＮ１墳丘平坦面に向

かう「墓道」の一通過点であった可能性が考えられる。

周溝Ｃ・Ｄ区間の外周溝が途絶して陸橋状になる部分

が、ＳＮ１への進入口であろう。

　他方、地下式横穴墓や土坑墓が集中するＡ・Ｂ区（Ｓ

Ｎ１北東・南東側）では、内周溝が「墓道」として機

能していたことが判明した。

　「墓道」出入り口付近と目される内周溝Ｂ－ａ区付近

では外周溝が途切れる部分である。ＳＴ５とＳＴ７の

竪坑外遺物出土状況も内周溝を「墓道」として機能し

たことを裏付ける。ＳＴ５・７の「墓道」入り口部に、

内周溝Ｂ－ａ区を擬したいと考えたい。

　ＳＴ８は、竪坑掘削土が南側を向き、外周溝も南側

に向けて収束する。従って外周溝南側からＳＴ８に

至ったと考えられる。

　なお、内周溝Ａ－ｂ区内周溝内より、鉄刀１振が出

土した。ＳＴ８と墳丘主体部群との中間にあたるが、

鉄刀に伴う埋葬施設などは確認されていない。意図的

に置いたと考える他なく、「結界」的な意味合いが予想

－５８７－



される。

　ＳＴ６に到る「墓道」は、内周溝Ａ－ｂ区付近から

内周溝に降りるルートが想定されるが、鉄刀の存在か

らあてはまらない。

　一方、内周溝Ａ－ａ区では土師器甕等の出土した上

に、この付近は外周溝が途絶する部分でもある。Ａ－

ａ区付近から内周溝内に降りて、ＳＴ６に向かうルー

トが想定される。

　以上の検討から、ＳＮ１墳丘主体部へと地下式横穴

墓群に到る「墓道」は、墳丘外すなわちＳＮ１・２間

の空間では同じだが、ＳＮ１（周溝）内では、全く異

なる別方向のルートを取っていた可能性を指摘してお

きたい。なお、ＳＮ２内周溝に築造されたＳＴ２は、

外周溝の途絶する部分からの進入ルートが考えられる。

【「墓域」内における掘立柱建物】

　前述のようにＳＮ１・２間では、地下式横穴墓や土

壙墓が広がる墓域が認められた。その内部には、墳墓

群の他に掘立柱建物跡群が展開していた。

　次にこの「墓域」内に点在する掘立柱建物に注目し

て若干の検討を試みたい。

　この「墓域」内には大小の規模の掘立柱建物跡が１７

棟検出された。「墓域」内に存在する掘立柱建物跡はＳ

Ｂ５８～６２、６４・６５、７１～８０である。

　時期的には高塚古墳や地下式横穴墓の覆土と近似す

るので併行した時期と考えられる。

　特に注目すべきは、ＳＹ１（柵列）で区切られたか

のように、その南側で点在や群集していることであ

る。さらに馬埋葬土坑と前後関係を示したり、地下式

横穴墓や高塚古墳に近接する。

　他方、ＳＹ１より北側では、若干の空白地帯を挟ん

で竪穴住居跡群が広がる。

　掘立柱建物跡の構造は、極端に大きい面積を有する

か、その逆の場合がある。また、柱穴の直径が大きい

割りにそれほど深く掘削されないもの、反対に極端に

柱穴が小さいものなど、柱穴間距離も含めてＳＹ１北

側の掘立柱建物群とは明らかに異なっている。建物主

軸方向も規格性やまとまりを持たず、偏差が著しい点

が特徴的である。

単なる「邸宅」としての掘立柱建物跡ではなく、別な

機能を有している可能性が高いと考えられる。

　これらの掘立柱建物跡群を仮に、居住や作業小屋、

倉庫等の生業に関する以外の性格を想定した場合、墓

域内に存在し、ＳＹ１によって「集落域」と区切られ

ていることから、やはり墳墓の葬送儀礼に関する建物

の可能性を指摘しておきたい。

　もう一つは、高塚古墳や地下式横穴墓築造時の作業

小屋が考えられる。ならびに高塚古墳や地下式横穴墓

の隣接する掘立柱建物跡も存在するので、埋葬儀礼執

行の場とも捉えることができる。　

　さらに、牛牧１号墳西側内周溝内に焼土と共に一括

廃棄された須恵器の存在は、「歌舞飲食」の行為、す

なわち「殯」が行なわれたと想起させるものである。こ

の掘立柱建物の１つの性格として「殯屋」を想定する

ことができよう。

　田中良之氏は、「殯」は、「墳墓域ではなく、居住域

もしくは「歌舞」が可能な開けた場所」で「殯屋」を

建て、「通常は一週間以上十数日で埋葬された可能性

が高」いという。

　そして、「殯屋」は、「小規模で脆弱な作りで、遺体

を容易にのぞけるような構造」とされている�。

　このことから、「墓域」内の掘立柱建物すべてを「殯

屋」と規定する訳にいかないが、「歌舞飲食」が可能

な開けた場所であり、１号柵列北側に展開する掘立柱

建物とは異なる構造を有していることから、いくつか

の掘立柱建物は該当する可能性が高い。

　ＳＮ１とＳＮ２を結ぶ二等分線上に等間隔でＳＢ５８

～６０・７６が位置する点は、意図的配置が読み取れる。

　特にＳＢ７６は独立棟持柱であることから、これらの

建物跡群は「殯屋」や祭祀執行の場としての性格を示

すと考えられる。

　さらに、ＳＮ２とＳＹ１及びＳＴ３で挟まれた空間

は、掘立柱建物の著しい建て替えと密集をなす。この

状況から予め立地を規定された空間と解される。

　この空間内の掘立柱建物跡群も、「殯屋」や祭祀執行

の場、または作業小屋と想定したい。

【土坑と馬埋葬土坑】

　古墳時代に伴う土坑は、墳墓域のみで検出された。

ＳＣ９は、ＳＴ３に隣接すること、出土遺物が須恵器
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大甕１個体分であることから、ＳＴ３に付随する祭祀

土坑の性格が付与される。

　また、馬埋葬土坑はＳＵ１・２の２基である。しか

し、馬埋葬土坑と認定するに値する遺物は出土してい

ないが、ＳＵ１・２と類似した規模の古墳時代土坑が、

牛牧１号墳と１５号墳間の「墓域」で７基検出された。Ｓ

Ｕ１・２は牛牧１号墳と１５号墳を結ぶ二等分線上に位

置し、その延長上にＳＣ１５０がある。

　このＳＣ１５０は、ＳＵ１・２と同じ方向性を持ち、

規模や覆土の状況も類似している。

　牛牧１号墳付近のＳＴ４とＳＴ７の間にＳＣ３・５

が所在する。この位置は、外周溝の延長上にも沿い、

規模や覆土、方向性も近似した土坑が近接する。

　一方、ＳＴ３から東側にはＳＣ５・１５１～１５３が列状

に位置し、特にＳＣ５・１５１は主軸方向がほぼ揃い、

ＳＣ１５２・１５３も主軸や規模もほぼ同一で近接する。

　上記７基の土坑は、互いの位置関係やＳＵ１・２の

規模や覆土の状況が類似していることから馬埋葬土坑

の可能性が強いと考えられる。

　仮に馬埋葬土坑とするならば合計９基となり、亡き

被葬者のための犠牲獣供献のあり方を知る好例となる

であろう。卑近な例とでは、野首１号墳の周溝際で馬

埋葬土坑が１基検出されている。

　なお、宮崎県域における馬埋葬土坑については、甲

斐貴充氏による一連の集成と考察が挙げられ�、詳細

については甲斐氏研究報告を参照されたい。

Ｄ、牛牧１号墳（ＳＮ１）の諸特徴

【地下式墓寄生型円墳】

　ＳＮ１・２は、古墳周溝内に地下式横穴墓が構築さ

れていた。また、古墳築造後にも築造される。

　同様な例は、西都市堂ヶ嶋第２遺跡�や国分遺跡第

２・第３遺跡�など西都原古墳群の中間台地上や祇園

原古墳群�でも認められる。

　この高塚古墳と地下式横穴墓との関係性について、

筌瀬明宏氏は、「地下式墓寄生型円墳」と名付け、「地
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第６０７図　墳墓域における「墓道」推定（Ｓ＝１/５００）



下式横穴墓が墳丘構築以降に古墳周溝から穿たれた円

墳」で「円墳に対して地下式横穴墓が寄生している場

合」と規定している�。

　上記とは別に「地下式横穴墓を内部主体とした円墳

や墳丘自体が地下式横穴墓の指標となる後背墳丘とし

て築造された」場合も存在するとされている。

　この「地下式墓寄生型円墳」は、確実に墳丘に内部

主体が伴うこと、地下式横穴墓は、構築順序では古墳

築造後となる条件が必要であった。　

　しかし、発掘事例の多くが消失円墳であり、確実に

墳丘に埋葬主体を伴った例は鹿児島県岡崎４号墳例

（５世紀代）を除いて皆無であった	。

　このＳＮ１調査例は、円墳墳丘に埋葬主体を有し、

さらに古墳築造後に地下式横穴墓が造営されたことを

示しており、筌瀬氏のいう「地下式墓寄生型円墳」の

具体例となった。ＳＮ２も地下式墓寄生型消失円墳と

位置づけられよう。

　現在、ＳＮ１・２以外の「地下式寄生型円墳」の可

能性が高い円墳は、５世紀代で鹿児島県串良町岡崎４

号墳、５～６世紀代では都城市志和地５号墳
がある。

　６～７世紀代で、宮崎県新富町祇園原５・２０・２２・

２３号墳、西都市国分１～３号墳、堂ヶ嶋第２遺跡１号

等が挙げられる。

　このように「地下式寄生型円墳」は、地下式横穴墓

の終焉時期まで認められる葬制である。

　この高塚古墳の周溝内に地下式横穴墓が存する状況

を「寄生」または「従属」の枠内、つまり階層性の表

徴としてのみ捉えうるのか、それ以外の関係性を読み

取れないのかといった、構造性の認知とその手続き論

が必要であろう。さらに、地下式横穴墓と高塚古墳

（墳丘）の築造時期を厳密に比較検討することも重要

である。

　翻って本遺跡の事例を再度検討してみたい。本遺跡

の地下式横穴墓の特徴としてＳＴ３以外は、古墳周溝

を竪坑で掘削するか、同心円上に位置する。

　しかし、ＳＴ１以外の地下式横穴墓は古墳中心に向

けていない。この現象は、ＳＮ１・２間の空間は地下

式横穴墓の墓域と解釈できるから、その中心に玄室を

向けたといえる。墓域の中央にＳＴ３がある。

　また、個々の地下式横穴墓の位置関係を検討する

と、例えばＳＮ１のように、周溝内及び同心円上に地

下式横穴墓や土坑墓、馬埋葬土坑が衛星の如く計画的

に配置された状況が読み取れた。

　この状況は、弥生時代甕棺墓の切りあい例や周溝墓

と底面に掘られた土壙墓・木棺墓例と類似する。

　１つの解釈として、地下式墓寄生型円墳に伴う地下

式横穴墓は、古墳周溝内に竪坑を掘削したり、古墳周

囲に近接することで、高塚古墳との出自関係を明示し

ようとしていると考えられる。

【地下墓寄生型円墳内の地下式横穴墓】

　地下式墓寄生型円墳における地下式横穴墓の構築方

法に着目したい。

　５世紀代の岡崎４号墳では、周溝底面に竪坑を穿

ち、羨道部や玄室は周溝や墳丘基底面より下位に潜り

込む構造である。

　６世紀後半に位置づけられる新富町祇園原５号墳も

同様である。６世紀末～７世紀前半になると、竪坑の

掘削深度が浅くなり、羨道部・玄室は墳丘基底面下に

潜り込む位置ではなく、周溝壁面をくり貫いた構造に

変化する。必然的に羨道や玄室の掘削レベルは５世紀

代より上昇した位置となる。

　このように「地下式墓寄生型円墳」における地下式

横穴墓の竪坑掘削深度と玄室の位置は、６世紀代を境

に大きく異なる。

　それは、地下式横穴墓の群集墳化に伴う玄室規模の

縮小・矮小化傾向や７世紀代に顕著となる竪坑の痕跡

器官化や「墓道」化という竪坑本来の意義が転換する

点と関連付けられる。

【二重周溝を持つ円墳】

　ＳＮ１・２は、共に二重周溝を持つ円墳である。深

く幅のある内周溝と浅い狭い溝状の外周溝を持つ。

　同様な二重周溝を持つ円墳は新富町三納代古墳群中

のＡ－７号（墳径１９．５ｍ）、Ｂ－２号（墳径不明）、富

田村６号（墳径１３．５ｍ）、北原牧１号墳（墳径３４ｍ）

でＭＴ１５～ＴＫ２０９併行期の築造とされる�。

　なお、北原牧１号墳の場合、（墳径３４ｍ）も二重周

溝を有するが、内周溝（幅３．５ｍ、深さ１．５～１．８ｍ）、

外周溝（幅２．５ｍ、深さ０．２～０．３）の間に幅約３．５ｍの
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第６０８図　地下式墓寄生型円墳の諸例

岡崎４号墳（「岡崎古墳群」所収図面を一部改変）

堂ヶ嶋遺跡１号消失円墳（「堂ヶ嶋遺跡」所収図面を一部改変）
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国分第３遺跡３号消失円墳（「国分第３遺跡」所収図面を一部改変）

第６０９図　二重周溝をもつ円墳の諸例

鬼の窟古墳（「鬼の窟古墳・西郡原２０５号墳」所収図面を一部改変）



周堤を持ち、ほぼ真南に陸橋をもつという�。

　また、西都市においても国分第３遺跡内の３号地下

式寄生型消失円墳と酒元ノ上横穴墓群内の消失円墳

（墳径１２ｍ）が検出されている
。

　こうした二重周溝を持つ円墳は、宮崎平野の北部、

特に児湯郡域に集中している。

　時期的には６世紀中頃～末前後の小規模群集墳（新

式群集墳）の中小円墳に採用されている。　

　こうした二重周溝は、外周溝はほぼ全周するか、中

途で途切れる形態がある。北原牧１号墳といった大型

円墳や後述する首長墓墳では、外周溝と内周溝との間

に周堤が存在している。

　古墳群中における一重周溝と二重周溝を持つ円墳の

性格付けは、資料数が少なく、さらに多くは消失墳と

して検出されるので今後の検討課題としておく。

　なお、首長墓墳としては、西都原古墳群中の鬼の窟

古墳（墳径３６ｍ、周溝を含む径８０ｍ）と�、方墳であ

るが、西都市常心塚古墳（一辺２３．８ｍ、周溝を含む一

辺４６ｍ）がある�。

　ともに周堤を持ち、横穴式石室を有する。築造時期

は６世紀末～７世紀前半と考えられている。

【埋葬方法】

　ＳＮ１では、従来指摘されていた木棺直葬の具体的

な葬法が明らかになった。

　初葬と追葬を含めて５回の埋葬主体が検出された。

墳径に比して墳高が低く、墳頂平坦面がかなり広いこ

とは、当初から追葬を意識した家族墓を造営しようと

した意識が表れていると考えられる。

　同時期には野首古墳群中の横穴式石室が造営されて

おり、横穴式石室墳を造営しない（造営できない）集

団の葬送のあり方を示す好例となった。

　このことは、後・終末期の高塚群集墳は単次埋葬で

はなく複次埋葬でもあることを示す。

　ＳＮ１と前後する時期（６世紀代～７世紀代）木棺

直葬墳は、首長墓では西都原２０２号墳（前方後円墳：

ＴＫ２０９）、西都原２６５号墳（前方後円墳：ＴＫ２０９）�、

小円墳で高鍋町水谷原古墳群（組合せ式木棺？：ＴＫ

１０～ＭＴ８５？）�、西都市穂北尾畑古墳（鉄釘使用の組

合せ木棺：５世紀末～６世紀初頭）がある�。調査事

例が少ないのと比例して検出事例も数少ない。

　なお、やや遡るが新富町三納代古墳群中の鐙古墳

（組合せ式木棺？：５世紀中葉）�、高鍋町持田古墳群

中の持田中尾古墳（割竹形木棺：５世紀代？）がある�。

なお、持田古墳群では、亀塚古墳（６２号：５世紀前半）

で組合せ木棺そのものが遺存していたという�。また、

持田１４・２７・３４・７６号墳といった画文帯神獣鏡や変形

四獣鏡を副葬する前方後円墳や円墳（５世紀後半～６

世紀初頭）にも木棺が採用されたという。

　他方、６世紀代～７世紀代の粘土槨を有する古墳

は、首長墓として、新富町石船古墳群４２号墳（割竹形

木棺：ＴＫ２０９）�がある。

このように、現在までの調査事例の中に、ＳＮ１例の

ような墓壙を掘削して、底面四隅に扁平な石を配置し

て棺台し、その上に長大な組合式木棺を置く葬法は見

出せなかった。

　しかし、棺内の遺物配置状況は共通性が認められる

場合がある。それは、頭部付近に、須恵器坏蓋を枕状

に並べ、棺側に大刀、刀子や鉄鏃といった鉄製武器を

配置している点である。

　竪穴系主体部において須恵器蓋坏を頭部付近に、鉄

製武器を棺側に配置する例は、西都原２０２号墳や石船

古墳群４２号墳で認められる。

　さらに須恵器蓋坏を枕状に配置する例は、横穴系埋

葬施設では、西都市堂ヶ嶋地下式横穴墓群・国分第２・

３遺跡（ＴＫ２０９～ＴＫ２１７）と酒元ノ上横穴墓群（Ｔ

Ｋ２１７）においても顕著に認められる。

　このように、遺骸安置において須恵器蓋坏等を枕状

に配置する葬法は、ＴＫ２０９型式以降に墓制を問わず

盛行したといえる。

【木　棺】

　ＳＮ１の第１～第４主体部の木棺は、第３主体部を

除いて幅０．５ｍ前後、長さ２～４ｍ前後となる。高さ

については、不確定要素が強いが０．５ｍ前後となると

想定される。では、ＳＮ１以外の木棺の規模はどのよ

うであろうか。

　高鍋町持田中尾古墳は、割竹形木棺である。幅０．６

～０．７ｍ、長さ２．７ｍ、高さは０．５～０．７５ｍ前後となる。

　新富町石船古墳群４２号墳は、粘土槨（割竹形木棺ま
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たは舟形木棺の可能性）で、幅０．５ｍ、長さ１．８５ｍ以

上を測る。

　新富町鐙古墳は、組合式木棺が想定され。幅０．６ｍ、

長さ１．５ｍ前後、高さは０．４ｍ内外となる。　棺釘が使

用された西都市穂北尾畑古墳では、棺釘の出土位置か

ら幅０．５～０．６ｍ、長さ２．７～２．９ｍである。

　西都市鬼の窟古墳でも、横穴式石室玄室内で棺釘が

出土している。

　上記のように各古墳の時期は異なるが、幅は０．５ ～

０．６ｍ前後、長さは１．５～２．７ｍに収まる。長さはバラ

ツキがあるが、幅はついてはほぼ一定の基準が存在し

たように解釈される。それは、被葬者の肩幅に起因す

るのであろう。

　ＳＮ１例も、同様に棺の長さは各主体部によって格

差がみられるが、幅は０．５ｍ前後とほぼ一定である。

従って牛牧１号墳の木棺推定復元は一定の成果を得た

と考えたい。

　松下孝幸氏によると宮崎平野部の古墳時代人の平均

身長は１．６４ｍ前後であるという�。

　仮にＳＮ１の被葬者もこの身長に近かったならば、

第１主体部と第２主体部、特に第２主体部はあまりに

長大と言わざるを得ない。

　第４主体部では木棺長が身長に近似してくるので、

第２主体部の木棺は異常な長さである。

　この第１主体部と第２主体部における木棺の長大さ

は、家長としての威厳や勢力を誇示する表徴であった

かもしれない。

【墓壙四隅のピット】

　ＳＮ１の各主体部の墓壙底面には直径０．３～０．４ｍ、

深さ０．３～０．５ｍを測る円形のピットが穿たれていた。

第１・第２主体部では四隅に、第３主体部では墓壙北

側、第４主体部では頭位方向に１箇所検出された。

　古墳主体部、特に竪穴系施設の主体部を囲む柱穴の

解釈について田中良之氏が言及されている�。

　竪穴系主体部を囲む柱穴の意義については、従来

「殯屋」の機能を果たしているとされていたが、氏は

主体部に柱穴を持つ古墳例を詳細に検討した上で、

「古墳群内の住居跡や主体部周辺の柱穴」は、「殯屋」

とはいえず、「築造から埋葬までの儀礼における結界、
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第６１１図　熊本県水源地遺跡２号周溝墓の
主体部ピット（Ｓ＝１/４０）

第６１０図　古墳時代後期の竪穴系主体部（縮尺不統一）

西都市西都原古墳群（２０２号墳）

西都市西都原古墳群（２０２号墳）

新富町石船古墳群（４２号墳）

木棺直葬
粘土郭

「熊本市埋蔵文化財調査年報第２号」所収
　　　　　　　　　　　   図面を一部改変



築造時の作業小屋や埋葬時の儀礼の覆い屋など、殯屋

以外の機能が考えられる」とした。

　ＳＮ１例は、熊本県水源地遺跡（円形周溝墓：５世

紀前半）例と類似している�。つまり、墓壙底の四隅に

柱穴が認められる点で共通する。

　ＳＮ１の場合も、第１・第２主体部は墓壙四隅に第

３・第４主体部は墓壙短辺に柱穴を穿たれる。

　墓壙底面の精査の段階で柱穴の存在に気づいたた

め、墓壙掘削時、木棺の安置時（葬儀中）、または墓

壙を埋め戻して墳丘上で祭祀が執行された時点、さら

にそれ以後の時点なのかなど、いつ掘削されたか判断

できなかった。

　ただ、第１・第２主体部の柱穴のあり方は、墓壙掘

削時の作業小屋とは考えにくく、埋葬時における儀礼

のための覆い屋と解釈できる。

　しかし、第３・第４主体部の柱穴は、それを否定す

るので、第１～第４主体部にすべて該当する解釈とし

ては、築造から埋葬までの儀礼における結界としてお

きたい。

【盛土工法について】

　ＳＮ１の調査は、東九州自動車道建設に伴う記録保

存を前提とするため、主体部の構造は無論のこと、墳

丘を解体して構築工法の技術解明に努めた。

　人力による墳丘除去作業を鋭意進め、構築工程とは

逆の順序で盛土単位ごとの掘削を進めた。

　残念ながら、柱穴の検出面はすべて墓壙底面だが、

実際には立体的に掘り分けることは困難で有効な記録

方法も見出せないまま、十分な成果を得ることが叶わ

なかった。試行錯誤の結果、ＳＮ１の墳丘構築は、計

６段階にわたる盛土工程を復元できた（第２３３図）。

　ＳＮ１の盛土構築は、基本的にドーナツ形の土堤状

盛土を築き、内部を充填して墳丘を構築する工法が採

用され、墳丘基底面から０．８～１ｍ前後の高さに揃え

た後、さらに同工法を繰り返す。

　最後は、０．２ｍ前後の厚さで順次盛土を行い墳丘を

完成させる工程が明らかになった。

　なお山口県下関市岩谷古墳例の一次墳丘といった小

墳丘を築いて周囲や上方に盛土を行い、墳丘を拡大す

る盛土工法は用いられていない�。

　ＳＮ１の調査例は、宮崎県下における古墳時代終末

期の中小円墳の盛土構築例を示す結果となったが、そ

の他の中小古墳調査例について若干の検討を行う。

　新富町鐙古墳は、直径１１．５ｍの小円墳で二条の葺石

を有する。墳丘高は、０．９ｍである。木棺直葬墳で５

世紀後半と考えられている（第６１４図）。台地平坦面に

築造された古墳である。

　墳丘基底部を截頭円錐状に成形後、０．１～０．１５ｍず

つ水平に盛土を行なっている。小墳丘や土堤状盛土は

認められず、順次層状に盛土を行い墳丘を完成させる

工法である。

　西都市尾畑古墳は、墳丘高２．２ｍ、墳径１４～１５ｍを測

る葺き石を持つ円墳である。主体部は木棺直葬で粘土

質黄褐色土の広がりを持つ。６世紀後半の年代が与え

られている（第６１３図）。台地平坦面に築造された古墳

である。新富町鐙古墳例と同様に０．１～０．２ ｍの厚さ

で水平に順次盛土を行なう工法である。

　このように宮崎県下では、高塚古墳そのものの調査

が少ない関係で、中小古墳を完全に半截した墳丘断面

図が少ない状況で、牛牧１号墳と比較検討に堪えうる

資料蓄積まで至っていない。

　僅少な例と敢えて比較するなら、古墳時代中期後半

～後期（５世紀後半～６世紀後半）段階までの盛土構

築技法は、０．１～０．２ｍ厚ずつ水平に順次盛土を積み重

ねていく工法であり、小墳丘や土堤状盛土工法は用い

られていない。墳丘が低い（鐙古墳）場合、高い（尾

畑古墳）場合も同じ工法が採用される。

　古墳時代終末期（７世紀初頭）に入って土堤状盛土

工法が導入されたと考えられる。

　そして、ＳＮ１調査例は、墳丘構築の前段階として

旧表土を薄く剥ぐ取るなどの改変が加えられていたこ

とが明らかになった�。

　この意味は、旧表土を剥ぎ取り、墳丘基底面を水

平に造作することで、盛土面との不整合や地すべりを

防ぐ狙いがあったのであろう。盛土用土を得る必要性

も想定される。

　このように、短絡的であるが中小古墳における墳丘

構築技法について概観した。一方で、前方後円墳築造

における構築技法や横穴式石室墳との関連性とも注視

する必要があろう。
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Ｅ、牛牧地下式横穴墓群の特徴

　－古墳時代終末期地下式横穴墓の諸特徴－

　下耳切第３遺跡では、古墳時代終末期の地下式横穴

墓を８基が検出された。この一群を牛牧地下式横穴墓

群と呼称したい。牛牧古墳群内に展開する地下式横穴

墓群である。

【選地形態】

　地下式横穴墓は、牛牧１号墳（ＳＮ１）と１５号墳

（ＳＮ２）の間に挟まれた空間内で展開する。個々の

立地状況から、�高塚古墳周溝内に構築するもの（寄

生）、�高塚古墳に衛星的に連なるもの、�単独に立

地するものの３者の選地形態がある。�はＳＴ２・５・

－５９６－

第６１５図　高鍋町牛牧１号墳墳丘断面図

第６１４図　西都市尾畑古墳墳丘断面図

第６１３図　新富町鐙古墳墳丘断面図

第６１２図　宮崎市大淀１号墳墳丘断面図

0 5m



６・７・８が、�にＳＴ１・４、�はＳＴ３が該当す

る。

　今回の調査では、地下式横穴墓のみで環状ないし直

線的に群集する形態は認められなかった。�は、古墳

周溝が存在すれば�と同じ配置状況となり、高塚古墳

との関係から�と�は同類の選地形態をとる。

　このように牛牧地下式横穴墓群は、少なくともＴＫ

２０９新段階を初源とする比較的新しい地下式横穴墓群

であるだけでなく、高塚古墳群と混在する。

　その群構造は、高塚古墳に衛星的に連なる地下式横

穴墓と単独立地するものの２つ選地形態で構成され

る。さらに、築造位置は一定の規則性ないし規制下で

選定されたと考えられる。

【玄室の構造】

　８基とも玄室平面は楕円形ないし隅丸方形に近い楕

円形で、ドーム天井の平入り形である。玄室床面は礫

床（ＳＴ１・３・５・６）や棺台状に平石を四隅に配

するもの（ＳＴ７）がある。

　玄室の規模は平面積別に、ＳＴ３（３．０９�）が最大

で、３�弱（２．８～２．９５�）のＳＴ７・８が続く。１．６

�前後（１．５～１．７�）はＳＴ１・２、１．２�前後（１．２

～１．３�）のＳＴ４・６の順となり、最小は０．５�を測

るＳＴ５である。上記のように大型（３�前後）、中型

（１．２～１．６�）、特に小型（０．５�）に区分することが

可能である。小型の玄室規模を持つ地下式横穴墓の存

在が特異的である。

【改葬墓の可能性】

　ＳＴ５は、平面積０．５３�の狭小な玄室規模を持ち、

ＳＴ６は、玄室面積自体は中型に属するが、屍床面積

規模はＳＴ５と同じであり狭小である。成人の伸展葬

は無理に思える。

　玄室平面積が０．５�前後の地下式横穴墓は、他に西

都市堂ヶ嶋遺跡１７号墓や国分第３遺跡６号墓がある。

竪坑が痕跡化や省略される点やＴＫ２１７段階の築造時

期も類似する。

　北部九州の横穴墓調査事例を参照すると、「玄室で

は長さ約０．８５�、幅１．７ｍで、これより小型の横穴墓で

は成人の伸展葬は不可能と思われ」るという�。まさに

ＳＴ５・６が該当する。

　また、ＳＴ５・６は礫床を有する点や羨道主軸線上

に副葬品を配置する共通性がある。

　ＳＴ５・６では、成人の伸展葬が不可能だとすると

「小児墓」�もしくは「改葬墓」の性格を有する可能性

が指摘できる。

　ＳＴ５・６を「小児墓」と仮定すれば、ＳＮ１第３

主体部（小児埋葬か？）例と異なり、同一墓室に埋葬

することなく別個に「小児墓」として築造でしたこと

になる。　

　なお、地下式横穴墓における「改葬」例は西都市常

心原２号墓で確認された。玄室中央に成人骨が列状に

まとめられた状況�から「改葬」行為の存在は否定で

きない。

　人骨が検出されない状況下ではどちらとも判断でき

ないが、ＳＮ１主体部の状況からＳＴ５・６は改葬墓

の可能性を考えておきたい。築造順序と位置関係か

ら、ＳＴ５はＳＴ４の、ＳＴ６はＳＴ８の、遺骸の２

次的な処理埋納施設が想定される。

　常心塚第２号墓例は、骨化した遺骸を同一墓室内で

改葬する事例である。

　本例や堂ヶ嶋、国分第３遺跡例は、別個に墓室を構

築して２次的処理を経た遺骸を埋納する行為が平行・

継続していた事例と積極的に評価したい。それは埋葬

儀礼の意義と直接関連するものである。

　

【閉塞施設】

　閉塞方法は板閉塞が主流である。ＳＴ３は、初葬時

板閉塞だが、追葬時は礫による閉塞がなされ、板閉塞

⇒石閉塞への変化が認められる場合もある。ＳＴ４

は、板閉塞⇒土塊による閉塞に変化する。

　閉塞施設については、竪坑と羨門部の境に板閉塞に

伴う、溝（木板嵌め込み溝）を有するが、ＳＴ４・５

のように「かんぬき」状の板押さえの施設やＳＴ１・

５例では木板嵌め込み溝付近に閉塞板を押さえる支柱

の可能性が高い小柱穴も確認された。板閉塞方法の具

体例だけでなく、被葬者に対する意識も感じさせる。

　従来ならば羨門部を閉塞後、竪坑を全て埋め戻す行

為がなされるが、本遺跡の場合、ＳＴ４の竪坑以外は

明確な埋め戻し行為が認めづらい。他の地下式横穴墓

－５９７－



竪坑内は流入土である黒色土で満たされる場合が多い

ためである。

　このあり方は、竪坑全部ではなく、閉塞施設付近の

みが埋め戻された結果と考えられる。すなわち「空間」

のある、「開放された」竪坑の存在である。後述の竪坑

の「墓道」化と関連する。

　ＳＴ１・３・８竪坑内の自然堆積土の上に白色粘土

を多く含む土層が堆積していたことは、最終埋葬や埋

葬以後の祭祀儀礼等の終了後に羨門部や竪坑を完全に

埋め戻すことで埋葬施設としての機能を停止する、封

ずる意図がなされたと考えたい。

【竪坑の形態】

　牛牧地下式横穴墓群の竪坑形態はバラエティーに富

んでいる。竪坑の平面形と断面形態から、�方形（Ｓ

Ｔ４）、�竪坑にスロープが接続（ＳＴ１・８）、�長

大化が顕著（ＳＴ３）、�掘削土で竪坑を構築（ＳＴ

７）、�省略された、痕跡的な竪坑（ＳＴ５・６）に

分類される。

　特にＳＴ７・８の竪坑出入り口付近に墓室掘削土高

まりが「竪坑接続盛土」認められ地下式横穴墓の位置

を明示するかのようである。

　�は平面方形で断面箱形だが、�は掘削深度が浅く

なり平面逆三角形をに近くなり、断面形もＶ字形を志

向する変化がある。

　�～�にみられる竪坑形状の変化は、西都市堂ヶ嶋

遺跡地下式横穴墓群にも認められる。

　調査者の筌瀬氏は、古墳時代後・終末期の竪坑は、

方形から長大なものへと変化するとし、その意義を

「被葬者を玄室へ入れるために上から下に降ろすの坑

から追葬を行なうにあたり墓前祭祀・追善供養などを

行なう道とへと変化した」結果とされた。そして「地

下式横穴墓の横穴墓化」の背景には、豊前・豊後地域

からの影響をす推定されている�。

　牛牧地下式横穴墓群の調査結果も、筌瀬氏の言説を

首肯するものと考えられる。調査区内では古式段階に

あたるＳＴ４の竪坑方形プランから長方形化、「墓道」

化していく形態変化が読みとれた。

　例えば、ＳＴ３は平面形態はまさしく横穴墓で台地

や崖面に築造される横穴墓である。しかし、台地上に

築造されているから地下式横穴墓である。

　竪坑が長大な地下式横穴墓は、ＳＴ３以外に西都市

堂ヶ嶋遺跡地下式横穴墓群や都城市築池遺跡Ｔｋ２００３

－２号地下式横穴墓等がある。これらの竪坑の長大な

地下式横穴墓は、６世紀末～７世紀前半代の築造時期

が与えられる。

　さらに、ＳＴ３の竪坑内からは大量の土器が出土

し、竪坑内の祭祀が認められた。竪坑内における土器

儀礼はＳＴ７・８にも認められる。

　これは、筌瀬氏のいう「追葬を行なうにあたり墓前

祭祀・追善供養などを行なう道」の状況を具体的に示

す事例である。

　このことは、７世紀前半代には宮崎平野部や内陸部

の別なく、地下式横穴墓の分布圏全体には北部・中部

九州からの影響を受けた地下式横穴墓の横穴墓化、す

なわち竪坑の「墓道」化が通有な現象として起こった

と考えられる。

　一方、宮崎市生目地下式横穴墓群 や日南市崩先地

下式横穴墓!は、竪坑の長大化傾向は認められず、旧来

の在来型竪坑のまま終焉期を迎える事例である。

　このように地域集団によって、墓前祭祀や追善供養

といった横穴式石室や横穴墓の有する葬送原理を受け

入れる場合と、拒絶・旧来の伝統に固執する場合があ

ることを示し、それは、地下式横穴墓等の古墳時代墓

制の終焉に歩調を合わした律令制国家成立前夜の地域

社会の揺籃と変動を表していると考えられる。

【竪坑内の小柱穴】

　前項で一部触れたが、小柱穴については、竪坑内（閉

塞施設以外の部分）に穿たれる（ＳＴ３・４）、地下

式横穴墓平面全体に規則的に配置される（ＳＴ１）場

合が確認された。

　このうち、竪坑内小柱穴の存在は、石川恒太郎氏に

よって既に指摘されている。

　石川氏は、宮崎県国富町六野原地下式横穴墓２号墓

の調査時に、竪穴式前室（竪坑）底面に柱穴を見出し、

その意義を「丸太らしいものが樹てられて」おり、「古

墳（地下式横穴墓）が営まれた際には、古墳の所在を

明らかにするため」とした"。

　ＳＴ３・４と同様な検出例はえびの市広畑遺跡#に多
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く類例が求められる。ＳＴ４や広畑遺跡の調査例か

ら、竪坑上面より丸太状の木柱が１本突き出した状況

が想像される。

　この竪坑内小柱穴について、土生田純之氏は木柱が

立てられた痕跡とし、「霊魂を呼び寄せるための依代

の役割を果たすもの」と解釈された。埋葬後の節目に

木柱を立て祖霊や被葬者の霊を呼び寄せる儀礼が実施

されたとしている$。

　ＳＴ３・４の小柱穴は、土生田氏の指摘のように「木

柱儀礼」に伴う遺構と考えたい。ＳＴ７と８では竪坑

に墓室掘削排土の高まりが隣接し、地下式横穴墓の所

在を明示する意味合いを推測させるから、ＳＴ３・４

の木柱には儀礼的な側面と石川氏の指摘する「古墳（地

下式横穴墓）の所在」を明示する意味も付加されてい

ると考えておきたい。

【竪坑外の小柱穴】

　ＳＴ２平面全体には、小柱穴が規則的な配置関係を

なしていた。羨門部を挟むような柱穴配置も確認され

門柱に擬すこともできる。墳墓域に展開する掘立柱建

物同様に「殯屋」の存在も想定されるが、むしろ地下

式横穴墓存在の明示や「結界」の意義づけをなしたい。

Ｆ、高塚古墳と地下式横穴墓の位置づけ

　下耳切第３遺跡の調査結果は、高塚古墳を埋葬主体

とする被葬者集団と地下式横穴墓を採用する集団が存

在したことを示した。

　ここで牛牧古墳群・地下式横穴墓群のあり方に着目

してみたい。

　高塚古墳と地下式横穴墓は、土器と鉄鏃や刀子と

いった鉄製武器・工具を共通に保有している。しかし、

牛牧１号墳の被葬者は、すべて耳環を有し、勾玉を持

つ場合もある。

　これに対し、地下式横穴墓群では、ＳＴ４と長大な

竪坑を有するＳＴ３以外は耳環を有さない。また、全

ての地下式横穴墓は玉類は有していなかった。

　ＳＮ１及びＳＮ２周溝内出土の鉄刀を各古墳被葬者

に伴うものとするなら、高塚古墳のみ鉄刀を保有する

ことになる。なおＳＮ２古墳出土鉄刀は柄部分の出土

だが握り部分は糸巻を施されており、装飾大刀の可能

性がある。

　副葬品の保有関係に着目するならば、高塚古墳の被

葬者層と地下式横穴墓の被葬者層には質や量的な絶対

的な格差は認められないまでも、副葬品の組み合わせ

は、被葬者の性格を反映しており、それは埋葬主体の

選択とも関連付けられよう。また、埋葬主体に限れば

高塚古墳だけが木棺を有している。

　なお、ＳＴ３は長大な竪坑内に大量の土器供献が、

玄室内では鞍の副葬が認められ、耳環の保有と共に高

塚古墳被葬者に近い点は留意する必要がある。さら

に、ＳＮ１築造直後にあたる下耳切第３遺跡内最古の

地下式横穴墓であるＳＴ４も、耳環を有す。

　さらに、ＳＴ３のあり方も留意すべきである。地下

式横穴墓の多くが「地下式寄生型円墳」に伴うが、Ｓ

Ｔ３は両古墳の中間的位置に単独で所在する。

　この竪坑は長大化が顕著で、その内部から多量の土

器が出土したこと、玄室内敷石も精緻なつくりでで、

かつ耳環と鞍（馬具）が副葬されていた点は、他の地

下式横穴墓に比べて優位性を示している。地下式横穴

墓群の中で副葬品（出土遺物）の多寡と内容は、規模

と同じく被葬者の一面を反映している。

　一方、ＳＮ１の場合、初葬と追葬を含めて５箇所の

埋葬主体が検出された。墳径に比して墳高が低く、墳

頂平坦面がかなり広いことは、当初から追葬を意識し

た家族墓を造営しようとした意識が表れている。

　このことは、後・終末期の高塚群集墳は単次埋葬で

はなく複次埋葬でもあることを示す。

　横穴式石室墳を造営しない（造営できない）集団の

葬送のあり方を示す好例ともなる。

　また、ＳＮ１は、築造及び初葬時期はＴＫ２０９新段階

で、追葬時期はＴＫ２１７段階であることは、地下式横穴

墓が多数築造される時期にも高塚古墳には順次埋葬さ

れていることになる。

　換言すれば、高塚古墳築造停止後、そのまま高塚古

墳に埋葬される集団と、当初から地下式横穴墓に埋葬

される集団という階層性を表している。ＳＮ１築造時

に近い時期のＳＴ４の存在は、高塚古墳には埋葬され

なかった被葬者（集団）と読み取れる。

　こうした高塚古墳と地下式横穴墓の被葬者像をどの

ように解釈できるであろうか。
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第６１７図　長大な竪坑を持つ地下式横穴墓の諸例

第６１８図　竪坑内小柱穴を有する地下式横穴墓第６１６図　「改葬墓」の可能性が高い地下式横穴墓

国分第３遺跡６号地下式横穴墓
堂ヶ嶋遺跡４号
地下式横穴墓

広畑遺跡ST-１３地下式横穴墓堂ヶ嶋遺跡１７号地下式横穴墓

築池遺跡Tk２００３-２
地下式横穴墓



　仮に、高塚古墳や地下式横穴墓群が群集化して活発

な造墓活動をみせる原理を、有力農民層の伸長と分節

過程の結果とするならば、その埋葬主体の違いや副葬

品の内容差は、有力農民層の家父長とその家族及び傍

系親族と対応するのではないだろうか。

　つまり、ある有力農民層の家父長とその家族が高塚

古墳、その傍系親族が地下式横穴墓を埋葬施設に選択

したと考えられるのである。

　従って地下式横穴墓は、その出自関係（身分）を示

すために、古墳に近接した位置や、古墳周溝内に地下

式横穴墓を築造して高塚古墳との関係性を表徴する意

図も伺えよう。

　ＳＮ１のようにＴＫ２１７型式の時期以降は、高塚古

墳が新規築造されていないことを考えると高塚古墳

（群集墳）築造停止の動きがあった%。

　そのため、新たに分節した集団の家長は、高塚古墳

を築造できずに地下式横穴墓を採用せざるを得なかっ

たと想定される。これはＳＴ３の存在が物語る。

　それは、地下式横穴墓群内でも構造や形態が重厚な

特異な存在である。さらに副葬品の内容が高塚古墳と

類似し、２古墳間に単独で立地していることは、高塚

古墳との従属関係を断ち切り、新たに墓域を獲得した

ことを示している。

　７世紀は律令制国家の前段階にあたり、古代国家成

立に向けての揺籃期でもある。政治的・経済的要因等

により有力農民層内部の分解や再編成の時期でもある

といわれている。

　牛牧古墳群・牛牧地下式横穴墓群における古墳時代

終末期の高塚古墳と地下式横穴墓の動態は、有力農民

層の分節過程を示すだけではなく、古代国家成立に向

けた新たな潮流に翻弄されながらも、それまでの紐帯

関係を伝統的墓制で確認、堅持しようとした伝統的有

力家長層とその傍系親族の姿を示しているのではない

だろうか。

　そして、新たに分節した家長とその家族は、高塚古

墳ではなく、そのまま地下式横穴墓を採用せざるを得

なかったのであろう。

【牛牧地下式横穴墓群の位置づけ】

　藤本貴仁氏は、小丸川流域の後期高塚群集墳は築造

停止後、横穴墓に転換していくと指摘された&。概ね

台地上の高塚古墳群と台地崖下の横穴墓群というまと

まりを認めることができる'。

　しかし、牛牧古墳群では調査の結果、高塚古墳築造

停止後、横穴墓に転換せず、地下式横穴墓を採用した

ことが判明した。

　他方、牛牧古墳群に程近い野首・山王古墳群の付近

には、横穴墓築造可能な丘陵斜面が存在する。実際、

老瀬横穴墓群が存在しており、墓域を遷移し、墓制を

転換したと考えることができる。

　隣接する高塚古墳群では、横穴墓への転換する図式

が見出せるのに対し、牛牧古墳群は地下式横穴墓を採

用した。牛牧古墳群の展開する台地崖下は横穴墓築造

に適しているのにも関わらずにである。

　この差異は、牛牧古墳群と山王・野首古墳群の勢力

範囲に起因しているとも考えられる。

　第１分冊第２図のように、小丸川流域の南岸の古墳

群（後期群集墳）は、互いの距離が２～３�前後と等

距離に分布している。しかし、牛牧古墳群と山王古墳

群の距離は１�に満たない。

　仮に２～３�の距離間隔がそれぞれの古墳造営集団

の生活基盤の範囲とするならば、牛牧台地上の牛牧古

墳群、台地より一段下った河岸段丘面と沖積地を生活

範囲とする山王・野首古墳群との勢力範囲の接点が牛

牧台地崖下となる。

　そのため、高塚古墳築造停止後の新たな墓制として

横穴墓を築造できずに、地下式横穴墓を採用したとも

解釈される。

　さらに、小丸川南岸は、持田古墳群と祇園原・西都

原古墳群といった広域首長墓系譜の古墳群に挟まれ

た、小地域の首長および有力農民主体の小規模な古墳

群が展開する地域である。古墳群が２～３�の間隔で

立地することは、各古墳群の生活基盤が林立していた

ことも意味する。

　この生活基盤の中に台地斜面が含まれている場合

は、横穴墓の築造が可能であったが、牛牧古墳群の場

合は、地形的・政治的要因によって地下式横穴墓を選

択したと推測される。
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　従来、地下式横穴墓の北限は、一ツ瀬川流域とされ

たきた。今次の調査で明らかになった牛牧地下式横穴

墓群の存在は、小丸川南岸まで分布圏を拡大しただけ

ではなく、小丸川流域全体も地下式横穴墓の分布圏と

なる可能性や検討課題を示した。

　しかし、一ツ瀬川流域と小丸川流域の古墳（群）調

査事例の偏差が著しい状況を反映するにせよ、牛牧地

下式横穴墓群の遺跡立地（第１分冊第２図）は、一ツ

瀬川左岸の新富町蔵薗地下式横穴墓群(から遠く離れ

た点的な存在であるのは否めない。さらに牛牧地下式

横穴墓群は古墳時代終末期（７世紀代）の様相は明ら

かになったが５～６世紀代にも築造されていたかは不

明である。

　従って、牛牧地下式横穴墓群を、造墓権の拡大と高

塚古墳築造停止を主な契機として築造が開始されたと

するなら、地下式横穴墓の分布域内での造墓活動の所

産とするよりは、古墳時代終末期における墓制変動に

伴う一様相と捉えるべきなのかもしれない。

　このことは、小丸川の各小地域集団（特に南岸域）

が、大和政権がとった高塚古墳築造規制策に対して

様々な反応や対応策をみせたといえるであろう。　　

　この高塚古墳築造停止後の墓制選択の差は、立地的

要因だけでなく、各小地域における対応の差、つまり

様々な階層および集団像や各集団系譜的関係を反映し

ているとも考えられる。

　その結果、高塚古墳築造停止後の墓制選択のあり方

が一様でなく小地域ごとに差が生じたモザイク状に

なったのである。

　このような小丸川流域の新式群集墳（高塚群集墳）

の隆盛と衰退、横穴墓や地下式横穴墓への墓制転換と

群集墳化は、有力農民層や小地域首長の大和政権の直

接的介入だけでなく、より広範な地域首長、盟主的首

長（政治勢力）の再編とも密接に関連した結果とも考

えられる。

Ｇ、牛牧古墳群の構造と展開

　下耳切第３遺跡の調査では、古墳時代終末期の高塚

古墳と地下式横穴墓群の構造が明らかになった。しか

し、牛牧古墳群は牛牧１号墳（ＳＮ１）・１５号墳（Ｓ

Ｎ２）以外に正式な調査がなされず、様相は不明で

あった。

　そこで、この調査を機に外表観察のみの結果である

が牛牧古墳群および隣接する野首古墳群や山王古墳群

の全体像を把握することにした。

【牛牧古墳群・山王古墳群・野首古墳群】

　野首古墳群・山王古墳群および牛牧古墳群について

は、牛牧古墳群を評価する際の基礎的資料が必要と考

えられたため、平成１５年度に高鍋町教育委員会協力の

下、山王古墳群と牛牧古墳群の再踏査を実施し古墳分

布地図を作成した。第６１９図および第１３８～１４０表がそ

の具体的な成果である。

【牛牧古墳群の概要】

　牛牧台地の北東部縁辺に展開する古墳群である。現

状では、円墳１６基、前方後円墳１基からなる。台地縁

辺に沿って帯状に展開する支群と、やや内地よりでま

とまる支群から構成される。

　牛牧古墳群は、牛牧１号・１５号墳についてのみ調査

が実施され、内容が明らかになった。それ以外は現状

観察に頼らざるを得ない。

　牛牧１０号墳は、全長４３ｍ測る葺石を有する前方後円

墳である。現地観察では、前方部幅と後円部径が等し

く、後円部高が前方部高より１．３ｍほど高い。長津宗

重氏は前方後円墳集成編年の７期（須恵器編年ではＴ

Ｋ２１～２０）と推定されている)。小丸川右岸の古墳群中

最古級で最大の前方後円墳である。

　その他の円墳群は、墳裾付近を耕作によってカット

されているため本来の姿を現況から想定するのは困難

である。

　墳高１．５～２ｍ前後を測る場合、墳径は１０～１３ｍ前

後と１５～２０ｍ前後を測るものが主体的である。墳高が

２．５ｍを超える場合は、墳径は２０ｍより大きくなる

（２・７号墳）。また、葺石を有する可能性がある円墳

も僅かだが存在する（７・１２号墳）。

　牛牧古墳群内の円墳は、墳径（推定復元）に対して

墳高が低めで、墳頂平坦面がかなり広く、断面座布団

様の低墳丘墳が主体となるのが特徴的である。

　これらの円墳群はＳＮ１調査事例から、古墳時代

後・終末期の群集墳の可能性が高く、地下式横穴墓も
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第１３８表　野首古墳群一覧表（新規確認古墳）

備考その他埋葬施設
墳丘規模（ｍ）※１

直径×高さ
墳形旧番号※４新規番号

新規確認－横穴式石室７．２×？円墳－１
新規確認－横穴式石室－円墳－２

※１：現存の規模（略測値）

第１４０表　牛牧古墳群一覧表（旧高鍋町古墳）

備　　考その他埋葬施設
規模（ｍ）※１

長×円径×高
墳形旧番号

※４

新規
番号

２００１年発掘調査（消滅）二重周溝内に地下式横穴墓木棺直葬１９×２円墳４７１
－－－２ ０×２．５円墳３６２
－－－１７．１×２．１５円墳３４３
－－－９×０．９円墳か？３５４
－－－１０．８×１．７円墳３７５

※３－－１５．９×１．５円墳３８６
※３葺石の可能性あり－２６．４×２．６円墳３９７

－－－１９．４×２．２円墳４０８
－－－１２．９×１．８５円墳４１９

※３　　１９９６年計測葺石あり－４４×２７．５×４．２ ※２前方後円墳４２１０
－－－１０×３円４３１１
－葺石の可能性あり－１２×２円４４１２
－－－１０×２円４６１３
－－－８×２円４５１４

新規確認 ２００１年調査（消滅）二重周溝内に地下式横穴墓－１２×？円－１５
新規確認 ２００３年踏査－－１５×１．５円－１６
新規確認 ２００３年踏査１／４残存－１７×１円墳か?－１７

※１：現存の規模（略測値）　※２：全長×後円部径×墳高
※３：高鍋町教育委員会所蔵の『高鍋古墳（未指定分）』（１９８２年作成）では前方後円墳と記載
※４：旧「高鍋町古墳」の番号

第１３９表　山王古墳群一覧表（旧高鍋町古墳）

備考その他埋葬施設
規模（ｍ）※１

直径×高さ
墳形旧番号※４新規番号

※３－－１２．８×２．５円墳か？４８１
－－－１０．２×３．２円墳４９２
－－－８．８×２．６円墳５０３
－－－１７．３×２．３円墳か？５１４
※３－－１０．８×１．７円墳か？５２５
－－－５．１×２円墳５３６
－二段築成？－２１．５×４円墳５４７
－一段目に葺石－１３．５×２．５円墳５５８

※３ １９９６年計測－－２９×１３×３．２ ※２前方後円墳５６９
－－－７×１．７円墳５７１０
－－－２６．７×６．５円墳５８１１
－葺石の可能性あり－８×３．５円墳５９１２

※１：現存の規模（略測値）　※２：全長×後円部径×墳高
※３：高鍋町教育委員会所蔵の『高鍋古墳（未指定分）』（１９８２年作成）では前方後円墳と記載
※４：旧「高鍋町古墳」の番号
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展開すると考えられる。

　しかし、葺石を有する可能性が高い円墳や低平な円

墳や前方後円墳である牛牧１０号墳の存在は、古墳時代

中期段階の円墳の存在を示する。

　したがって、牛牧古墳群は、牛牧１０号墳を盟主とす

る古式群集墳として形成が開始し、少なくとも古墳時

代終末期には新式群集墳（後期群集墳）へと、従来の

古墳群域から逸脱せずにその性格を変容させたと考え

られる。

【山王古墳群の概要】　

　牛牧古墳群の立地する牛牧台地直下にある古墳群

で、牛牧台地と小丸川との中位段丘面に位置する。現

状では前方後円墳１基と円墳１１基の古墳が同心円状に

まとまる群構成である。

　山王古墳群は、前述のように発掘調査が実施されて

いないため、外面観察のみの判断である。

　山王９号墳は、全長２９ｍを測る前方後円墳である。

前方部墳裾の削平が著しく、大要が把握しずらい。

　ただ、後円部高が前方部高より１．７ｍほど高いが、葺

石を有さないことから古式の前方後円墳とも考えられ

るが、葺石を有する大型円墳が隣接すること、陣ノ内

古墳群中の木城２９号墳との比較から、前方後円墳集成

編年*の８期（ＴＫ２３・４７）前後に相当できようか。

　円墳群については、牛牧古墳群と同じく墳裾を削平

されているため、推定の域を出ないが、墳高１．７～２．５

ｍ前後は墳径１０ｍ前後、墳高３～４ｍの場合は、２０ｍ

超級（２・７号墳）となる。さらに、１１号墳は墳高６．５

ｍ、墳径２６．７ｍを測る。　山王古墳群の場合、山王９号

墳と直径２０～３０ｍ規模の大型円墳（２・７・１１・１２号

墳）が主墳となるであろう。

　大型円墳は、葺石を持ち、墳丘斜面が比較的急な上

に墳頂平坦面は比較的広いもの（７・１１号墳）と葺石

を持たず、墳丘斜面は緩やかになる（２・１２号墳）を

あげることができる。

　仮に大型円墳は、山王９号墳と前後すると考える

と、前方後円墳集成編年の７～１０期（ＴＫ２１～ＴＫ

２０９）の築造と考えられる。

　その他の小円墳群は、古墳群の構成を考えると、主

墳となる大型円墳と併行、後続する時期であろう。

　山王古墳群は、小規模前方小円墳と大型円墳、なら

びに小円墳群から構成されると想定でき、古墳時代中

期後半から展開をみせる古式群集墳、そして新式群集

墳へ展開していったと考えられる。そして、山王古墳

群の前方後円墳や大型円墳は、数世代の系譜を追えそ

うである。

【野首古墳群の概要】　

　牛牧台地から小丸川へ突き出すように派生する丘陵

緩斜面に野首古墳群は位置する。

　横穴式石室を内部主体とする２基の円墳からなる小

規模な古墳群（野首１・２号墳）である。　野首１号

墳は、墳径７ｍ前後を測り、築造・造営時期は須恵器

の型式から７世紀初頭～前半代（ＴＫ２０９～２１７段階）

と考えられている。

　また、野首１号墳は、牛牧１号墳（ＳＮ１）と埋葬

主体の差だけでなく副葬品と質・量ともに隔絶するあ

り方を示す。

　この、横穴式石室を採用した野首古墳群の被葬者

は、山王古墳群を統括したの最後の首長層ともいえ

る。牛牧古墳群と山王古墳群との地理的脈絡からする

と、牛牧古墳群の位地する牛牧台地縁辺部をも束ねた

小地域首長の可能性もある。

【牛牧古墳群周辺の古墳群の動向】

　野首・山王・牛牧古墳群の検討の結果、牛牧台地の

束ねた、牛牧１０号墳以来の小地域首長層は、山王９号

墳⇒大型円墳群と繋がり、横穴式石室を採用した野首

古墳群へ系譜的に連続したと推測される。

　山王９号墳から大型円墳への転換は、持田古墳群内

における、前方後円墳の盟主的首長層よりは１ランク

下で前方後円墳を築造しない（規制された）、中間層

（大型円墳）に対する画文帯神獣鏡等の下賜・分与が

顕著になる動向と連動していると考えられる。

　牛牧古墳群や山王古墳群は、川南古墳群や持田古墳

群といった広域首長の影響下にある在地的な小地域首

長層の古墳群（古式群集墳）として発達し、古墳時代

後・終末期にはその支配下にあった有力農民層の伸張

とからんで新式群集墳へと古墳群の性格を変容させた

と考えられる。　
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　この小地域首長、または新興の有力農民層は、老瀬

坂上第３遺跡の骨蔵器+が物語るように、律令体制下

の在地官人層に変貌を遂げたのであろう。

　牛牧古墳群という故地の墓域に面して葬られている

のが示唆的でもある。

【小丸川南岸の古墳群の様相】

　最後に牛牧古墳群を初めとした小丸川流域、特に南

岸における古墳群の動向についてまとめておく。

　小丸川流域の高塚古墳群や横穴墓群（地下式横穴墓

も含めて）は、南岸域に集中する。

　それは、小丸川北岸の二大古墳群（川南古墳群・持

田古墳群）と一ツ瀬川流域の西都原古墳群・祇園原古

墳群・茶臼原古墳群といった広域盟主的首長墓系譜の

古墳群に挟まれたかのようである。

　この南岸域は、台地の縁辺に沿って高塚古墳群や横

穴墓群が列状に展開し、林立している。

　そこで、各群の関係性を把握するために、高塚古墳

群や横穴墓群の距離を計測した。

　小丸川流域における各群間の距離は

（西⇒東方向へ）

　１　川南古墳群－持田古墳群 ……………………４�

　２　持田古墳群－正祐寺横穴墓群  ………０．６～２�

　３　川南古墳群－永山古墳  ……………………１．５�

　４　山塚原古墳群－岸立横穴墓群  ……………１．２�

　５　岸立横穴墓群－永山古墳  …………………０．８�

　６　永山古墳－山塚原古墳群  …………………２．２�

　７　山塚原古墳群－百合野古墳群 ………………２�

　８　百合野古墳群－比木横穴墓群  ……………０．７�

　９　百合野古墳群－陣の内古墳群  ……………２．５�

　１０　陣の内古墳群－牛牧古墳群  ………………２．７�

　１１　牛牧古墳群－山王古墳群  …………………０．９�

　１２　山王古墳群－野首古墳群  …………………０．５�

　１３　山王古墳群－老瀬横穴墓群  ………………０．５�

　１４　牛牧古墳群－大戸ノ口古墳群  ………………２�

　１５　大戸ノ口古墳群

　　　　　－毛作古墳群１．７�・水谷原古墳群  …１．８�

　１６　毛作古墳群－光音寺横穴墓群  ……………０．６�

　１７　毛作古墳群－水谷原古墳群  ………………１．５�

　１８　水谷原古墳群－雲雀山古墳・横穴墓  ……１．２�

　１９　水谷原古墳群－上・下永谷古墳群  ………２．２�

　２０　上・下永谷古墳群 －永谷横穴墓群  ………０．１�

を測り、持田・川南の二大古墳群は４�と離れている

が、それ以外の古墳群は２～３�と等間隔である。　

　他方、集落遺跡としては、下耳切第３遺跡や大戸ノ

口第２遺跡、毛作第４遺跡、上ノ別府遺跡、野首２遺

跡等があげられる。古墳群に近接し、これらの集落

は、概ね古墳造営時期と併行する時期である。また、

古墳群の近くに集落域が存在する傾向が強い。古墳群

どうしの距離間隔と、集落との近接性から、２～３ｋ

ｍの間隔それ自体がそれぞれの古墳造営集団の生活基

盤の範囲と捉えることも可能である。　

　従って古墳群と古墳群の距離がほぼ等距離で、集落

も各古墳群に近接している現象は、５～６世紀代に入

り新たに勃興した有力農民層と小地域首長層の存在を

示すだけではなく、墓域と集落が一体化しているこ

と、古墳群間の距離は、その造営基盤の範囲を示すと

考えたい。

　この現象は、有力農民層の勃興と分村過程といった

自然発生的な要因だけでなく、地域首長層や大和政権

による政策的な分村や移住、集村（住）が進められた

とも解釈することも可能である。

　それは、古墳時代中・後期から始まる政治的・社会

的変革と連動した動きと連動した結果であろう。

　また、野首古墳群や永山古墳、陣の内古墳群の（木

城２９号墳）、水谷原古墳群中の（６・７号墳）は各小

地域集団を束ねた有力首長墓と位置づけられよう。

　このうち、横穴式石室をもつ永山古墳や野首古墳群

は木棺直葬を持つ高塚古墳群とは独立している。各小

地域の首長層や有力農民層よりは上位の、持田古墳群

８４号墳のような、広域盟主的首長と小地域首長の中間

的な位置づけとみなすことができる。
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第２節　古墳時代集落の検討

Ａ、古墳時代後・終末期～古代の遺物に関して

１．須恵器と土師器

　下耳切第３遺跡における古墳時代集落の変遷過程を

理解するためには、出土土器の検討が欠かせない。そ

こで、須恵器と土師器の時期的な位置づけを図るた

め、編年案を作成した（図６２０～６２２）。

【須恵器の編年】

　宮崎県下では、宮崎市松ヶ迫窯跡（８世紀中葉～後

葉）より古い古墳時代の須恵器窯跡が発見されておら

ず、生産地資料中心の編年作業が進んでいない。出土

須恵器の時期は、古墳や地下式横穴墓出土資料に拠る

消費地の編年案、または編年体系が進んでいる他地域

との併行関係から推定されている。

　須恵器編年作業にあたっては、集落（消費地）資料

であることを念頭に、型式間の共伴関係や存続幅と

いった詳細な検討が必要である。

　しかし、検討に堪えうる絶対量が少ないこともあ

り、宮崎県下で広く援用されている大阪府陶邑窯跡群

を中心とした編年との対応関係を重視することにし、

まず、各型式（期）の特徴が把握できることを念頭に

置き、型式的特徴の変遷が追いやすい蓋坏と高台付�

について編年試案をまとめた。なお、各型式の共存関

係にある画期を期と読み替え、Ａ～Ｇ期に区分した。

（Ａ期）

　Ａ期は、合子状に噛み合う蓋坏（いわゆる坏Ｈ）と

かえりが逆転し、蓋に摘みの付く蓋坏（いわゆる坏Ｇ）

の時期である。

　坏Ｈの坏蓋口径は、１１�～１３．５�前後、坏身口径は

１１～１２�を測る。坏Ｇの坏蓋はボタン状摘みを有し、

かえりが突出する。かえり部径は９．５�。坏身は体部

に二条の沈線が入る。口径は１１�。

　Ａ期の資料群は、陶邑編年のＴＫ２０９新段階に併行

すると考えられる。

（Ｂ期）

　Ｂ期は、坏Ｈと坏Ｇの共存関係にある。坏Ｈの口径

は縮小傾向にあり、坏蓋口径は１２�前後、坏身は１０．５

～１１�前後となる。坏Ｇの蓋は、器高が減じて天井部

は扁平化する傾向にある。

　Ｂ期の資料群は、陶邑編年のＴＫ２１７古段階に併行

すると考えられる。

（Ｃ期）

　Ｃ期まで坏Ｈと坏Ｇの共存関係にあると考えられ

る。坏Ｈは、口径の縮小とヘラケズリ調整の粗雑化が

前段階よりも顕著である。坏蓋口径は１１．５�前後、坏

身口径は９．５～１０�前後となる。

　坏Ｇは、口縁部のかえり部分に変化がみられる。坏

蓋かえり部口径は、８�前後で、坏身口径は９�前後

と口径と器形とも定形的になる。

　Ｃ期の資料群は、陶邑編年のＴＫ２１７新段階に併行

すると考えられる。

（Ｄ期）

　Ｄ期になると坏Ｈは消滅する。代わって、高台付�

（いわゆる坏Ｂ）が新たな主要型式となり、坏Ｇと坏

Ｂが共存関係にある期といえる。

　坏Ｇの坏蓋は、かえりが短くなり、擬宝珠摘みを有

する。口径は、Ｃ期の坏Ｇを受け継ぐタイプ（９．５�前

後）とやや口径が大きい（１０．５�前後）タイプがあり、

かえり部も差異がある。坏身口径は１０�と大きくなる

傾向を示す。

　坏Ｂは、摘みの形態は不明であるが、擬宝珠形と考

えられる。口径は１３�前後。坏身は細くて長く、外側

に張る高台が付される。体部は直線的に開く形態で、

口径は１２．５�前後である。

　Ｄ期の資料群は、陶邑編年のＴＫ４６段階に併行する

と考えられる。

（Ｅ期）

　Ｅ期には坏Ｇは消滅し、坏Ｂが主要型式となる。こ

の期までには、無高台の坏（いわゆる坏Ｄ）が出現す

るが、資料的に少ないので言及しないでおく。

　坏Ｂの坏蓋は、摘みの扁平化とかえり部・高台の変

化および口径の増大が顕著となる。

　摘みは扁平化し、中央部が凹むタイプも見られる。

また、口縁部は水平に伸び、その端部はやや屈曲気

味になる。かえりは肥厚した断面三角形状を呈し、や

や突出する。

　坏Ｂの高台は、短く安定した形状となる。また、口
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径は１４�を測り、口縁部は緩やかに外反する。

　なお、かえりが消失して口縁部が下方に折れる坏蓋

と高台が短く外反坏身もこの期に含めた。

　Ｅ期の資料群は、陶邑編年のＴＫ４８段階に併行する

と考えられる。

（Ｆ期）

　坏Ｂが引き続き主要型式となる。坏蓋の口縁部は、

やや段をつくる形状に変化する。口径も前段階より縮

小化する。坏身の高台は、さらに萎縮化して断面箱形

となる。

　Ｆ期の資料群は、陶邑編年のＭＴ２１段階でも前半に

併行すると考えられる。

　Ａ～Ｆ期の須恵器群は、現行の年代観から７世紀初

頭から８世紀前半、特にＡ期～Ｅ期は７世紀代須恵器

編年という位置づけも付加される。

【土師器の編年】

　宮崎県下、特に本遺跡の位置する宮崎平野部におけ

る古墳時代後・終末期の土師器編年は確立した段階で

はない。

　第６２１・６２２図で示したように、本遺跡で出土した土

師器は、甕、バケツ状甕、鉢、甑、壷、高坏、坏と皿
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の器種がある。

　甕はプロポーションから長胴甕と球形胴甕に、容量

の観点から大小の別に区分される。鉢や壷も容量的に

大小に類別化できる。坏は口縁部の形態からいくつか

の派生と系譜関係が想定される。

　本来ならば、各器種ごとに細分器種と型式の設定と

編年をなす必要があるが、出土量の多かった、土師器

長胴甕と坏に限定した編年案を作成した。

　編年にあたっては、型式組列の組みやすい器種、特

に長胴甕の形態変化を編年の基軸とした。

〈土師器長胴甕の型式分類〉

　まず、土師器長胴甕は、口径と器高との関係から大

きく�～�類に分類した（第１４１・１４２表）。

　�類は�類をスリム化した形状で、�類は�類を小

型化した形態である。

　次に、口縁部形態に注目して

　ａ類…「く」の字口縁

　ｂ類…口縁部は立ち上がり、その端部が外反する

「コ」の字口縁

　ｃ類…緩やかな逆「Ｌ」字状口縁

　ｄ類…屈曲の著しい逆「Ｌ」字状口縁に分類した。

〈土師器坏の型式分類〉

　なお、土師器坏は、口縁部形態からＡ～Ｄに細分さ

れる。細分型式は、にまとめられる。

　坏Ａ…丸底ないし平底で口縁端部が短く外反するも

の。法量的にａ類（口径１３�・器高４．５�）、ｂ類（口

径１３�・器高５．５�）、ｃ類（口径１５�・器高４．５～５�）、

ｄ類（口径１６～１７�、器高６～９�）に細別される。

　坏Ｂ…丸底ないし平底で口縁端部が短く内湾するも

の。法量的にａ類（口径１２～１３�・器高４．５�）、ｂ類

（口径１６�・器高５�）、ｃ類（口径１８�・器高５．５�）

に細別される。

　坏Ｃ…丸底ないし平底で、口縁部はそのまま外に開

く。坏Ａ・Ｂ・Ｄ類に該当しないタイプである。

　法量的にａ類（口径１０�以下・器高５�以下）、ｂ

類（口径１３�・器高４．５�）、ｃ類（口径１５～１６�・

器高５�）、ｄ類（口径１７～１９�、器高４．５�）、ｅ類

（口径１８�、器高６�）の５つに細分される。

　坏Ｄ…丸底ないし平底で、口縁部は直立するもの。

法量的にａ類（口径１０�以下・器高５�以下）、ｂ類

（口径１４�・器高５�）、ｃ類（口径１５～１６�・器高

４．５～５�）に細別される。

　土師器坏は、坏Ａ類の一部を除いて、各形式の口縁

部形態は明確な型式差は見出せなかったが、底部は、

丸底と平底（木葉痕）を有するものに大別された。こ

れら土師器坏（坏Ａ・Ｂ類）については、底部の特徴、

すなわち丸底⇒平底の形態変化を想定した。坏Ａにつ

いては、口縁部外反の著しいもの⇒緩やかになると仮

定した。

〈期の設定〉

　土師器長胴甕は、口縁部形態から、ａ類⇒ｂ類へ、

坏類は丸底⇒平底へ変化すると仮定した。

　その上で遺構の切りあい関係や須恵器蓋坏・高台付

�との共伴関係から仮説の検証を導いた。

　検証過程は割愛するが、土師器長胴甕のａ類⇒ｂ

類、坏類の丸底⇒平底への方向性は裏づけられる結果

を得た。

　上記の結果から、土師器長胴甕のａ類が主体とな

り、かつａ類と共伴する坏類の一群を�期、ｂ類を�

期、ｃ類を�期、ｄ類を�期と設定した。

　須恵器との共伴関係から土師器編年�期は須恵器編

年Ｂ期に、�期はＣ期、�期はＤ期、�期はＥ・Ｆ期

に併行する。なお、土師器坏Ｃ・Ｄ類と皿類は、型式

差の抽出が困難であったので各期ごとの在否を編年表

に示すに留めた。

　本遺跡の場合、須恵器編年Ａ期に伴う土師器は、資

料的に少なく様相は不明確である。

　下耳切第３遺跡出土の土師器は、須恵器の年代観か

ら７世紀前葉から末葉の土器群と考えられ、７世紀代

土師器編年という位置づけも付加される。

〈編年的位置づけ〉

（土師器長胴甕）

　土師器長胴甕のみではなく、古墳時代後・終末期の

甕はヘラケズリを施さない。接合痕や指頭痕が明瞭に

－６０９－

第１４１表　土師器長胴甕の法量分類

胴部最大径器　　高口　　径長胴甕

１７～１９�前後　　３０�前後１９～２２�前後�類

１６～１８�前後２２～２４�前後　　１７�前後�類

　　１５�前後　　３０�前後　　１６�前後�類

１２～１４�前後－１２～１７�前後�類
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残る場合が多く、最終調整は内外面ともに板状工具に

よるナデで、いわゆる「ハケメ」とは異なる条線が残

る。工具原体による差異であろう。

　タタキ目の残る資料もあり、輪積み成形後タタキ調

整が行なわれる場合もある。底部は、平底で木葉痕が

残るのが特徴である。

　各期における長胴甕の特徴は、第１４２表のようにま

とめられる。

　また、土師器長胴甕は、法量の観点から�～�類に

分類された。古墳時代集落形成当初から終焉期まで�

～�類とも存続し、各期における器種構成の一角をな

している。法量的な使い分けの意図が読みとれる。

　宮崎県下におけるカマドの受容と展開は、６世紀後

半段階からで、土師器甕は急激に長胴化の傾向を示す

ようになる。本遺跡においてもカマド導入による長胴

化の系譜にそった形態変化を遂げている。

　さらに、カマド導入以前の単一的な法量から、法量

的に細分化する器種分化（使い分け）の様相を垣間見

ることができる。

　特に�類は、カマド内で検出される場合が多く、Ｓ

Ａ９、ＳＡ４４のカマド右脇では、ほぼ完存品で出土し

た。

自立しにくい器形で、底部は平底ではなく丸底のもの

が多いことから、�類は、カマド専用の煮沸土器と考

えられる。実際に�類土器の底部には被熱痕跡を有す

るものが多い。

　一方、土器埋設炉の炉体土器の口径は１７�内外であ

る。土器埋設炉と土器埋設炉に煮沸土器を設置可能な

大きさからすると、�類の法量が妥当ではないかと考

えられる。可能性として指摘しておきたい。

　さらに、ＳＡ５４出土の１４７７は、バケツ型の甕（鉢）

で、外面に煤が付着し、底部は被熱の痕跡が残る資料

である。カマド用土器よりは、地床炉もしくは土器埋

設炉に使用された煮沸土器と推定される。

　なお、土師器長胴甕�類は、Ｅ期になると器高を減

じて「寸胴」気味になる。この形態は、８世紀（古代）

以降の土師器甕の特徴と類似し、「律令的土師甕」の祖

形的存在といえる。古代以降の土師器甕は、�・�類

のような長胴化著しい「古墳時代的甕」ではなく、Ｅ

期�類甕や球形胴の甕が主流なる。その脈絡において

は、本遺跡の土師器甕は「律令的土器様式」成立前夜

の様相を示す資料とも考えられる。

　ほとんどの土師器甕は、集落内生産と考えられる

が、搬入品の可能性が高い甕が２個体検出されてい

る。ＳＡ５４出土の１４７５とＳＡ６２の１５４０である。１４７５は

外面ハケメ調整でヘラケズリ調整である。胎土も精良

で在地土器とは考えられない。１５４０は外面粗いハケメ

で内面に指頭痕が残る。胎土も異なり、色調は茶褐色

と異質な土器である。

　１４７５は、器形的に大宰府編年Ａ期の土師器甕に類似

し、時期的にも併行する+。１５４６は、豊前国や豊後国の

内面ヘラケズリをしない甕,と類似しており、北部九

州との交渉・流通の過程で点的にもたらされた土器と

想定される。

（土師器坏）

　土師器坏は、輪積み成形後、底部外面は手持ちヘラ

ケズリ、口縁部内外面は丁寧なナデ、底部内面は板状

工具によるナデが施される。内外面にヘラミガキや黒

色処理または赤彩塗布がなされる。

　口縁部の特徴は、各期を通じてあまり変化しない

が、底部形態は、大きく�期を境にして丸底から平底

（木葉底）へ転換を遂げている。

　坏については、Ａ～Ｄに分類し、さらに法量の差異

からさらに細分した。法量的には口径１０�以下・１３�

台・１５�台・１６�以上と３～４種類の法量差が存在し

ていたことが伺える。土師器甕同様に法量分化の動き

を読み取ることができる。
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第１４２表　各期における土師器長胴甕の特徴

胴部の特徴口縁部の特徴
胴部最大径が中位「く」の字の口縁部。屈

曲の度合いはＴＫ２０９へ
移行期よりは緩い

�期

胴部最大径はＢ期
と同じく中位。

口縁部は立ち上がり、そ
の端部が外反する「コ」
の字口縁。頚部の稜線は
内外面ともに薄くなる。

�期

胴部の張りがなく
なり、直線的な体
部

緩やかな逆「Ｌ」字状口
縁

�期

直線的な体部屈曲の著しい逆「Ｌ」字
状口縁。口縁部端部は先
細り、頚部の稜線は再び
明確化　

�期
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　６世紀後半段階までの坏類は、型式ごとの法量には

比較的バラツキが少なく、つくりや器形的に斉一性が

高かったが、�期（７世紀前葉）以降、同一の器形で

法量が分化するようなあり方をも示している。

　また、長らく杯類の主要形式であった杯Ｂは量的に

少なくなる。坏Ａ・Ｃ・Ｄ類が主体を占めるのが７世

紀代土師器坏の特徴でもある。

　伝統的坏Ａ類も�期以降、外反する口縁部形態は痕

跡器官化し、別系譜と捉えてもよいほどである。

　この�・�期を境とする、坏Ａ・Ｂの消滅と変容と

坏Ｃ・Ｄの出現と盛行は、古墳時代的（５・６世紀）

坏から７世紀的坏への転換過程を示すだけでなく、土

師器甕同様「律令的土器様式」成立前夜、過渡期にお

ける食器組成のあり方をも意味している。

　なお、須恵器模倣坏は、�期までに消滅している。　

一方、食膳具の一種である高坏は、地下式横穴墓や土

壙墓出土資料以外、集落では殆ど出土していない。逆

に坏類の卓越が印象的であり、７世紀初頭から前半に

は、高坏の食膳具から供献具としての機能に移行した

と考えられる。皿は、ＳＴ７出土資料から、�期まに

出現するのは確実である。

（住居内の器種構成）

　下耳切第３遺跡における竪穴住居跡内の土器（器種）

出土比率は、須恵器が１割以下でほとんどを土師器が

占めている。須恵器は蓋坏や高台付�といった「食器」

に絞られ、壺や甕といった「貯蔵具」は皆無に近い。

　ここで７世紀代の土器構成を反映する資料として、

ＳＡ１３とＳＡ４０の出土遺物内容に着目したい。

　ＳＡ１３では、須恵器の出土は認められなかった。土

師器のみの器種構成となるが、坏類（５５％）、壺・甕

類（４１％）その他（４％）という比率である。坏と甕

の卓越性が読みとれる。

　ＳＡ４０では、須恵器坏類（１４％）、土師器坏類（５０％）、

甕類（３６％）で食器類が比率的に主要を占めているこ

とがわかる。もちろん土師器甕の特性（破損率・消耗

率が高い）を考えると須恵器坏・土師器坏類と土師器

甕類は約半々の構成比率であると想定できる。

　一般的に須恵器と土師器は煮沸・供膳・貯蔵形態で

使い分けがなされるとされるが、本遺跡を初めとした

宮崎平野部の場合、それほど使い分けがなされている

とは言い難い。

　むしろ須恵器は、住居内の器種構成の中で客体的で

あり、土師器は供膳・煮沸・貯蔵など全ての機能を持っ

ていたと考えられる。

　他方、本遺跡における古墳時代集落内で出土する須

恵器と土師器の割合は、墳墓から出土するものと逆

で、少なく、ほとんどは土師器が占める。

　墳墓出土の場合は須恵器が（特に坏・高坏）卓越し、

須恵器が土器副葬及び供献の主体となっている。

　特にＳＮ１主体部では土師器の供献または副葬が一

切認められなかった。集落内で自家生産可能な土師器

と、交易流通ベースとなる須恵器との希少（貴重）性

の差が反映されているのだろうか。

２、石　器

　古墳時代終末期における石器使用状況は、�台石・

石皿の使用、�使用痕を有さない「作業台」、�磨石

や敲石の使用、�有肩打製石斧の使用、�石錘の使用

の５点に集約される。

　�については、竪穴住居跡内に１～２個ほど保有す

る傾向が認められ、�とも対応する。

　�は、ＳＡ１・４１といった大型竪穴住居に認められ、

その配置場所に企画性も看取される。

　�については、住居内出土とＳＮ２出土資料に裏付

けられる。もっとも縄文時代後・晩期に属する有肩打

製石斧との形態的類似性とコンタミネーションのきら

いはあるが、厚みが薄く、刃部が幅広であることから、

古墳時代終末期の石器構成器種として位置づけられ

る。東和幸氏の指摘とも合致する-。
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第６２３図　ＳＡ４０出土の石錘重量分布

（個数）

（重量：ｇ）



　�は、竪穴住居出土の石錘は、縄文時代中期～後・

晩期資料と類似する打ち欠き石錘で、形態的や重量的

な差は見出しにくいが、ＳＡ４０に代表される遺物出土

状況（第４１５図）から古墳時代終末期にも継続して漁

網を用いた漁法が行なわれたと考えたい。

　古墳時代後期集落の高鍋町上ノ別府遺跡でも、竪穴

住居内から石錘大量出土が報告されている.。

　なお、石器組成や土器との構成比、土器における器

種構成を提示する必要がある。しかし、床面出土遺物

状況は、本来の器種の組合せや構成比を保証するほど

の絶対数と出土量が得られなかったので、今回の検討

項目からは差し控えた。

３、円面硯について

　本遺跡ＳＡ７４において陶硯で、圏足の円面硯が１点

出土した。竪穴住居壁体溝内での検出なので竪穴住居

に伴う遺物とは即断しがたい。しかし、古墳時代終末

期集落の性格を特徴付ける重要な遺物に違いはない。

宮崎県内における円面硯の出土例を求めると、意外に

僅少である。

　宮崎県下の円面硯は、確認できうる限りでは、本例

と、西都市寺崎遺跡（日向国府跡：８～９世紀代、圏

足硯）/、宮ノ東遺跡（集落跡：８～９世紀代、圏足硯）0、

佐土原町平田迫遺跡（包含層：８～９世紀代）1、宮崎

市北ヶ迫遺跡（道路状遺構面：８世紀、蹄脚硯）2の４

例を数えるのみである。

　なお、北ヶ迫遺跡では、８世紀前半段階の竪穴住居

や掘立柱建物も検出されているから、集落に伴う可能

性もある（第６２４図）。

　本例は、陸部が海部より高いこと、脚部の特徴から、

他３例より古式に属すると考えられる。分類的には、

横田賢次郎の�－Ｃ期に相当し、期3、大宰府編年の�

期の円面硯4に類似するが、７世紀末前後であろう。

　また、本例は硯圏面に灰かぶりや自然釉が付着する

が、陶邑産の円面硯は圏部を下して倒立した状態で焼

成されるという5。

　このため、本例は圏部を上にした、正位置での焼成

なので、他窯址産となる。

　本遺跡出土の円面硯は、集落遺跡からの出土という

点で官衙的遺物とみなすことも可能であるが、少なく

とも「識字者」の存在を証明する遺物である。

　言い換えるならば、文字関連遺物としての円面硯の

出土は、例えば集落内に識字者－集落を束ねた有力層

－の存在を示すものといえるであろう。奈良時代の律

令制でいう「里長」的存在となろうか。

　しかし、円面硯以外に、墨書土器や転用硯といった

文字関連遺物は出土していない6。

Ｂ、竪穴住居の構造

【竪穴住居】

　１、住居の構造

〔平面積〕

　古墳時代に属する竪穴住居跡は７５軒を数える。この

うち平面積の計測が可能な６５軒を対象に、住居面積を

－６１４－

第６２４図　宮崎県下の円面硯集成
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度数分布化したのが第６２５図である。

　分布の中心から

　�　大型住居…床面積２５�以上

　�　中型住居…床面積１５～２５�未満

　�　小型住居…床面積１５�～８�

　　　　　　　　　　　　　　　に区分される。

　竪穴住居は、中型住居（一辺４～５ｍ）と小型住居

（４ｍ以下）が主体となり、大型住居が一定量存在す

るあり方である。

　柱穴は、４本柱が主体で、２本柱ＳＡ３８、６本柱Ｓ

Ａ５０の場合がある。柱穴が検出されない、無柱穴住居

はＳＡ２４・２５・３９等がある。この無柱穴住居は小型住

居に限定される。

〔主軸方向〕

　住居主軸は、カマドを付設する住居は、カマド主軸

を、付設しない場合は、北壁方向の住居中軸線とした。

住居主軸の分布は第６２６図に示した。

　第６２６図から、住居主軸は、真北を指す一群、北から

５゜～３０゚ 東偏する一群、北から５゜～３０゚ 西偏する

一群の大きく３者に区分される。

　一方、主軸方向が東西に大きくふれる一群も一定量

存在する。これはカマド付設住居にみられる。住居中

軸線を北壁方向とすると、北から東偏または西偏する

竪穴住居群と同様なあり方を示すが、カマドの設置方

向が北壁方向ではなく、東壁・西壁に設置される、異

方向の住居である。９軒が検出された。全体の一割弱

である。

　住居面積は、小型～大型住居と多岐にわたり、遺物

出土状況からも、特段の偏在性や特殊性は伺えない。

遺構立地も同様である。住居の時期は、古墳時代終末

期全般にわたる。

　住居軒数の１割前後が異方向の住居であることは、

逆に各時期の集落構成で１～２軒はカマド主軸が異な

る住居が存在したことになる。これらの竪穴住居は、

直接的な証拠に乏しいが、カマド方向の特異性を重視

するならば、産屋や祭祀など非住居的な意味合いが強

い遺構や、集落構成員に従属する下位集団の住居とす

る可能性を予測したい。

〔住居構造：床面下の構造について〕

　調査の結果、本遺跡における古墳時代終末期の竪穴

住居のほとんどが貼床を有することが明らかになっ

た。貼床は０．１～０．２ｍ前後の粘質土で形成される。

　貼床土は、黒色土主体にしてK-Ahや褐色粘質土ブ

ロックが混入する場合と、褐色土ブロックが丁寧にこ

なれた粘質土の２者となる。

　貼床除去後の住居の掘削底面に注目するとある規則

性が読み取れた。

　�　底面全体をほぼ均一に掘削される

　�　全体的に均一だが、住居隅部付近がやや深め

　�　四壁に沿って溝状に掘削され、中央部分が島状

に掘り残される。

　　　の大きく３類型に区分された。

　上記３類型が住居面積や時期的差による構築方法か

どうかは明確に判断できなかった。ただ、�と�は、

住居四隅を決定したのち掘削に入る工法である。

　つまり、尺度だけでなく、竪穴住居の平面規模や一

－６１５－

第６２６図　竪穴住居跡の主軸方向分布第６２５図　竪穴住居跡の面積分布
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辺の長さに規則性や規定が存在したことを示唆してい

る。少なくとも、不作為に床面が掘削されるのではな

く、一定の工法が用いられたことは違いない。

　立柱方法は、多くの住居の場合、貼床後に主柱穴を

掘削されている。ＳＡ７１・７２・７６例のように住居掘り

かたの掘削後、貼床施工以前に柱掘り方を穿ち、立柱

と貼床整地を同時進行させる造作過程が考えられた住

居も検出された。

　この住居群は時期的７世紀中頃～後半以降に属する

ので、住居建築技術の進歩と位置づけられよう。

〔住居構造：出入り口〕

　カマド付竪穴住居の場合は、カマドの反対側が「出

入り口」とされる。しかし、出入り口はカマドの対面

側とは限らないと指摘もあり、カマドのない住居の場

合も、一概に南側が出入り口とはいえないようであ

る。

　本遺跡においては、「出入り口」の可能性高い施設と

してＳＡ１９の南壁に位置する「盛土状遺構」があたる。

詳細は本文に譲るが、竪穴内外を結ぶ「階段」とみな

したい。

　また、竪穴住居南壁の中央部分に方形の張出し部が

存する場合がある（ＳＡ２・６８）。

　さらに、ＳＡ７５・６８では南壁の壁体溝が途絶する部

分に２個の小柱穴が付随していた。梯子状の出入り口

が想起される事例である。

　なお、ＳＡ５６・５８・６０・７３では住居壁の中央または

隅部寄りに硬化面や中央床面より若干下がる箇所が存

在する。この事例も「出入り口」施設と関連付けられ

よう。

〔住居構造：竪穴外柱穴〕

　ＳＡ１８では、竪穴部外に規則正しく方形にめぐる小

穴列が検出された。竪穴部内の四壁沿いでも小穴列が

検出されている。

　この竪穴内外に巡る小穴列の評価として、周堤の存

在を推定したい。住居内の壁体溝や小穴列は周堤内壁

の土留め用杭列として、住居外の小穴列は周堤外壁の

外護用杭列としての機能が想定される。

　ただ、住居外側の小穴列については、垂木穴の可能

性も指摘できる。

　一方、住居南壁の中央付近では住居内の小穴列が一

部途切れる箇所を認められるが、ここを住居入り口と

想定することも可能である。

　ＳＡ１８と類似した検出例として宮崎県国富町木脇遺

跡ＳＡ３３を挙げておく7。

　宮崎県下では、�－��層上面での遺構検出がなされ

る関係で、本来の遺構面（黒色土）が失われ、竪穴内
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部の情報しか得られない場合が多い。しかし、本例と

木脇遺跡住居例は、竪穴外の構造を知る手掛りだけで

なく、竪穴外にも観察の目を向ける重要性を喚起する

事例ともいえる。

〔火処の構造〕

　古墳時代終末期の火処としてカマド・土器埋設炉・

地床炉と焼土面が認められた。それぞれの構造につい

て概略を述べた後、火処全体の総括を試みたい。

Ａ．カマド

〔カマドの構造〕

　本遺跡で検出されたカマドは、４４基を数えた。その

構築構造から、�～�類に類型化し、煙道部の有無で

それぞれ細分化した（第６３０図参照）。

　��類〔燃焼部奥壁は、住居壁より突出しない。煙

道部なし〕

　　�ａ類…燃焼部も粘土で構築

　　�ｂ類…袖部のみ構築、燃焼部奥壁は住居壁体

　��類〔燃焼部奥壁は、住居壁より突出する。煙道

部を付帯する場合あり〕

　　�ａ類…燃焼部奥壁、煙道部は住居壁体を掘削

　　�ｂ類…燃焼部奥壁は粘土で構築、煙道部は住居

壁体を掘削

　　�ｃ類…�ｂ類の煙道部が水平に延伸する

　　�ｄ類…燃焼部奥壁は粘土構築、煙道部なし

　　�ｅ類…燃焼部奥壁は住居壁体を掘削

　��類〔平面馬蹄形で住居壁体から独立する。煙道

部なし〕

　本遺跡におけるカマドの構造は、上述のように大き

く３種類に区分された。時期的には�類は、須恵器編

年でいうＥ・Ｆ期（７世紀後半～末前後）に出現する

形態である。�類と�類は基本的に共存・並立するあ

り方を示す。

　他地域では、煙道なし⇒煙道付へ、造りつけ型⇒突

出型という変遷が追えるが、本遺跡の場合は煙道が接

続する、しない場合が時期的に混在しており、燃焼部

全体が住居壁より突出する形態はなかった。

　宮崎県下におけるカマドが一般化するのは、６世紀

後半段階に入ってからである8。北部九州では５世紀

－６１７－

第６３１図　カマドの構成比率
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前半には導入と定着が認められるから、単純に１５０年

前後遅れる。

　単線的な発達ではなく、当初から新旧及び複数形態

が同時に存在する理由は、導入時期の遅れと受け入れ

側が後発的な立場に甘んじた結果と考えられる。

　また、煙道付カマドは�ａ～ｃ類に相当する。�ａ

類と�ｂ類は近縁性があり、燃焼部奥壁から住居外へ

緩やかに立ち上がる形態である。類例として宮崎市浄

土江遺跡３０４号住居等が挙げられる。

　�ｃ類は、煙道が水平に伸び、煙出しの穴が垂直に

接続する形態である。類例として高岡町八児遺跡５号

住居が相当しよう。

　また、�ｃ類は�ｂ類と同様、平安期（９～１０世紀）

のカマド構造に引き継がれた構築形態でもある。

〔支脚について〕

　本遺跡のカマド内では、支脚が使用時の状態のまま

遺存する例は皆無であった。恐らくカマド祭祀に伴う

抜去儀礼と関連付けられると考えられる。

　ＳＡ１の１０６４、ＳＡ１０の１１１９、ＳＡ５９の１５２３、ＳＡ

６０の１５３０の被熱著しい高坏脚部とＳＡ１の１０７１の棒状

の軽石から、高坏と軽石が支脚として使用されたと想

定される。ＳＡ５１の１４７７、１４７８も支脚とみなせる。土

製支脚は確認されない。

　宮崎県下では、カマドの支脚として�土器の転用、

�軽石加工品、�土製支脚の３者が使用される。�の

場合は、高坏や小型の甕を倒立させる。

　また、�と�は地域的な偏在性が存在する。�は宮

崎平野部の沿岸部や都城盆地といった県西南部の内陸

部で卓越する。軽石が容易に入手可能な地域と重な

る。簡単な加工のみや円柱状に整形される。

　�は、大淀川下流域と一ツ瀬川中・下流域に認めら

れる。円柱状で上下端部は平坦面をなす。法量的に

ヴァリエーションが存在すると考えられる。

　下耳切第３遺跡の位置する小丸川流域では、�ない

し�の卓越する地域である。

　一方、ＳＡ３７・５０等のカマド焚き口と燃焼部の境部

分に、口縁部を欠失した土師器甕１個体がそのまま埋

設される状況を見出せ得た。この状況は、西都市宮ノ

東遺跡でも確認されている。

　この「カマド内埋設土器」は、カマド廃絶時の祭祀

に伴うのではなく、カマド使用時の状況を示すもので

あった。燃焼部（火床部）中央より焚き口側に偏在す

るきらいが残るが、口縁部の欠失と埋設方法は、土器

埋設炉と共通しており、支脚的要素が強いと判断され

る。

〔カマド祭祀の有無〕

　本遺跡におけるカマドは、全て天井部分が崩落し、

カマド構築材が散乱した状況で検出された。竪穴住居

廃絶後の自壊的な破損状況ではなく、意図的に破壊さ

れたと感ぜられた。そのため崩壊状況や崩し方の観察

や祭祀関連遺物の確認を進めた。

　カマドの崩壊状況から、�天井部を叩き落とす。�

カマド本体の上半部を左右に横転させる等の、破壊行

為が認められた。�・�後は燃焼部を被覆する「カマ

ド封じ」的行為が認められる。

　しかし、燃焼部底面は、清掃された痕跡を示す例は

少なく、焼土層や炭層が堆積したままのカマド廃絶寸

前までの使用痕跡が残る場合が多かった。

　そして、カマド破壊時の祭祀行為に伴う遺物、例え

ば土玉や土製円盤、手�土器が１点も出土しなかっ

た。

　少なくとも、カマドの遺存状況を見る限り、住居廃

絶時にはカマドを破壊する、封じる「カマド祭祀」が

執行されていたと考えられるが、祭祀遺物を伴わない

儀礼となる。ただ、カマド燃焼部底面やカマドを封じ

る被覆土中には、土師器甕や甑、坏の破片が存在する

場合が多い。甕や甑は使用時の残欠が混入したとも考

えられるが、土師器坏は、単なる他律的な混入とは言

い難い。

　坏類が比較的多くに出土する場合（ＳＡ１・２・

１２・２４・３１・４１・５７・５８・６２・６９例）を鑑みると、カ

マド祭祀のある段階で土器類を敢えてカマド内部に埋

置、混入させる儀礼がなされたと解釈したい。祭祀具

が１点も出土しない点は、その性格を土師器煮沸土器

や食器類が代行していたと考えられる。

　ＳＡ１０カマド内出土の須恵器坏蓋（１１１１）は、口縁

部打ち欠きが施されているから、土器を用いた儀礼が

行なわれていたと予測させる。
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Ｂ．土器埋設炉

〔土器埋設炉の構造〕

　土器埋設炉とは、住居床面中央に土師器甕（炉体

土器）が入る穴を掘り、そこに土器の上端部分を床面

より僅かに突出させて埋置する構造物である。

　炉体土器は、土師器甕の転用で、口縁部を打ち欠い

て口径０．１５～０．２ｍ前後に調整される。底部も打ち欠

かかれる場合が多い。

　また、平面的には炉体土器の外側周囲、垂直的には

土器の上端部分と床面が接する部分（０．０５～０．１ｍ前

後）が焼土化する。炉体土器内には炭化物や焼土は存

在せず、土器内で火を使用した痕跡はない。

　土器埋設炉の使用法は、炉体土器の上端部に煮沸

土器を据え、その周囲で燃焼したと考えられる（第６３３

図）。いわば、炉体土器は「支脚」的装置である。

　また、土器埋設炉は土層断面の観察から、甕の内部

で弱い火力での継続的な火の使用が認められ、機能と

しては照明、暖炉、火種の管理、さらには煮沸などが

想定できる。

〔展開と分布〕

　土器埋設炉は、宮崎市枯木ヶ迫ＳＡ５（５世紀後半）

が初源9で、６世紀後半～７世紀前半代に盛行する。

近年の調査では、８世紀後半にも確実に存続すること

が判明している（西都市宮ノ東遺跡、新富町竹淵Ｃ遺

跡）:。存続時期の下限は、宮崎市北中遺跡�－７号住

居（９世紀前半）;や陣ノ内遺跡８号住居（１０世紀代）

と考えられる<。

　なお、土器埋設炉の分布は、宮崎県のほぼ全域と熊

本県人吉盆地に広がると考えられる=。

〔土器埋設炉の分類〕

　土器埋設炉の構造について、炉体土器を埋設する掘

り込み断面形態や大きさに着目して分類した（第６３２・

６３４図）。

　��類…二段掘りの掘り方を有するもの。一段目は

浅く、二段目は、土器全体がちょうど納ま

るように掘削する。

　��類…土器全体が納まるように、やや大きく掘り

込む。断面形は、皿形や緩く開く箱形状。

　��類…土器の大きさより広く掘り込む、断面Ｕ又

はＶ字状を呈するもの。

　��’類…�類に類似し、掘り方に緩いテラスが付設

した形態。

　��類…土器の大きさ分のみ掘り込む、ピット状を

呈するもの。掘り方と炉体土器間の間隙が

少ない。

　本遺跡における土器埋設炉の分類を行なった。大き

く４分類される。炉体土器の型式と分類の関係から、

�類（須恵器編年Ｂ期）⇒�類（Ｃ期）⇒�類（Ｄ期

～Ｆ期）という変遷がたどれた。�・�’類はＣ期～Ｆ

期まで存続する形態である。
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第６３３図　土器埋設炉使用概念図

第６３２図　土器埋設炉分類図（縮尺は任意）
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　丁寧な埋設手法から簡略化への方向性を認めること

ができる。

　炉体土器の口径を計測した結果、０．１５～１７ｍに集中

する。土師器長胴甕�～�類の胴部最大径と対応する

ので、口縁部を打ち欠く行為は、甕が設置しやすい大

きさに調整したものと考えられる。

　一方、胴部下半部を失っている炉体土器は、掘り込

み深さに合致するべく調整されたと考えられる。

　ただ、底部を１箇所、単に打ち欠いただけの場合も

相当数存在する。この場合の炉体土器は、カマド専用

と考えられる長胴甕�類や�・�類でも底部外面に被

熱痕や煤が付着するものである。明らかにカマドや土

器埋設炉で煮沸された甕を転用している。

　底部打ち欠きは、転用時の儀礼的な意味合いも込め

られているのであろう。

　さらに第１４４表の各竪穴住居の時期に注目すると、炉

体土器は、住居のカマドや床面出土土器よりも１型式

古相を示す場合が多かった。これも転用の事実を示す

と考えられる。実際に、ＳＡ４０覆土中出土土師器甕底

部が、ＳＡ４１の炉体土器底部と接合が確認されている。

Ｃ．火処の変遷と様相

　本遺跡で検出された竪穴住居は７５軒を数える。その

火処の形態は大きく、�地床炉、�土器埋設炉、�カ

マドの３タイプである。　

　第６３５図は、７５軒の竪穴住居における火処の構成比

をグラフ化したものである。竪穴住居は古墳時代終末

期（７世紀代）に属するので、７世紀代集落の火処の

あり方を示しているといえる。

　カマドのみの竪穴住居は一割程度で、カマドと土器

埋設炉を共用する竪穴住居が半数近い。土器埋設炉を

有する竪穴住居は、実に８割強である。一方、地床炉

のみを有する竪穴住居は１割程度存在する。

　７世紀代に入っても地床炉と土器埋設炉とカマドは

互いに排他的・駆逐的な関係でなく、並立関係となる。

かつ、カマドと土器埋設炉といった住居内共存・融合

関係が生まれている。　

　一般的には、古墳時代においてカマドの出現と共

に、在来の炉形態である焼土面や地床炉が消滅すると

される。北部九州では、福岡県浮羽町塚堂遺跡５号住

居におけるカマドと地床炉の共存例が確認されている

が、ではこうした例は逆に珍しいほうであり、急速に

炉からカマドへと転換してくる姿が読み取れる。北部

九州とは異なり、南部九州に位置する本遺跡の場合

は、地床炉と土器埋設炉、カマドが並立した関係で、

住居内で融合する事例が認められた。

　では、竪穴住居における火処選択の別とは何である

か、住居規模との相関関係から検討を加えたい。第

６３６図は住居規模（長辺×短辺）と火処の形態との相

関関係を示したグラフである。

　地床炉のみを有する竪穴住居は、中型住居（２３�）

１軒以外は、小型住居（１５�以下）が主体で、大型住

居には用いられない火処である。

　土器埋設炉のみを有する竪穴住居は、地床炉と同様

に、中型住居（２０�）１軒以外は、小型住居（１５�以

下）が占め、大型住居は１軒も検出されない。

　カマドのみの場合は、大型住居（４２�）１軒以外は
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第６３５図　竪穴住居跡火処の選択性

第６３４図　土器埋設炉の割合



中型住居が主体となる。特に２３�１軒以外は１７�の住

居が中心軸を占める。

　一方、カマドと土器埋設炉の組合せは、小型住居～

大型住居に幅広く採用されている。特に大型住居に特

化する傾向が強い。また、カマドと土器埋設炉が採用

される小型住居は、地床炉や土器埋設炉のみと比べて

少ない。この点では、中型住居と大型住居に採用され

る火処形態と考えられる。

　火処と住居面積の相関関係では、地床炉のみと土器

埋設炉のみの住居は小型住居にほぼ限定されること、

カマドのみは中型住居主体となることが判明した。

　特にカマドと土器埋設炉の共用形態は、小型・中型

住居にも選択されるが、大型住居の基本的な火処とし

て採用されていた点は興味深い。

　このように、本遺跡における火処形態の選択性が住

居面積、つまり住居規模と密接な関連性を示すことが

明らかになった。次に住居配置に焦点を向けたいが、

集落の変遷に関連して記述することにする。

　本遺跡における火処のあり方は、どのような位置付

けが図れるであろうか。

　宮崎平野部の事例を見る限り、カマドはＴＫ４３・２０９

併行（６世紀後半代）頃から本格的に導入されるが、

一斉に火処をカマドへ転換するのではなく、地床炉や

土器埋設炉のみを有する住居も厳然と存在する。

　さらに、カマドが導入される時期以降、平安時代（９

世紀前半）まで竪穴住居内でカマドと土器埋設炉が共

存する現象も看取できる。

　すなわち単にカマドの導入に伴って簡単に「炉」は

消滅しないということになる。南部九州では、古墳時

代中期後半頃から、火処は「地床炉」⇒「土器利用炉」

へと内的な発展を遂げるが、カマドの導入いう外的要

因が働いてもなお、土器埋設炉、地床炉という炉形態

を選択し続ける。

　つまり、竪穴住居内火処が単純にカマドのみに転換

しなかった（出来なかった）ことを意味している。

　旧日向国は、カマドの導入と定着が認められる地域

だが、竪穴住居内で「カマド」と「炉」が共存する現

象、つまりカマドと「炉」が共存する地域ともいえる。

　本遺跡における火処形態もそうした脈絡のなかで理

解されよう。

〔カマドと土器埋設炉併用の意義〕　

　カマドの導入・定着によって、土器埋設炉つまり

「炉」そのものが従来担っていた、炊飯・調理や煮沸

といった炊事の機能は、カマドに特化されたと考えて

差し控えないと思われる。
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第６３６図　竪穴住居跡（平面積）と火処形態の相関関係



　土器埋設炉は、基本的に住居床面中央に存在するた

め、竪穴住居の中心または中央を意識していたことは

間違いない。土器埋設炉のみならず「炉」は生活の中

心たる施設であったことに他ならない。

　カマドは壁際に位置しており、すなわち炊事の場が

住居内で独立したことを示しているといえる。

　本遺跡例では、カマドと土器埋設炉が共存する場合

でも土器埋設炉は、住居床面中央付近に設置場所とし

て規定されていることを示している。

　つまり、土器埋設炉は生活の中心としての位置付け

を保ちつづけていたと考えられる。では、土器埋設炉

は住居内においてどのような機能、位置付けがなされ

るであろうか。

　土器埋設炉が持つ機能として、炊事や暖房、照明が

推定できるが、カマドと土器埋設炉は炊事機能の点で

重複する。もちろん炊事の機能は、カマドが卓越す

る。

　従って、両者の機能を比較してみると、カマドと土

器埋設炉が住居内で共存する背景には、土器埋設炉の

持つ、暖房・照明の機能が要因となったのではなかろ

うか。つまり、カマドが担わない炊事以外の機能（暖

房・照明）を担う必要があったため、カマドが導入・

定着された後も土器埋設炉が火処として採用されつづ

けたと考えられる。

　例えば、本遺跡の大型住居にカマドと土器埋設炉の

併用が選択されるのも、補助的な機能が必要とされた

からと考えられる。

　ちなみに、民俗学では炉が囲炉裏に転化し、炉と囲

炉裏の関連を推定する考えがある。囲炉裏は家族の団

欒の場所であり、食卓兼居間とされる。また、近世の

農家にはカマドと囲炉裏が共存する事例がある。

　民俗学の研究成果を援用するならば、土器埋設炉

は、まさに囲炉裏と同じ機能を持っていたのではない

かと考えられる。

　積極的に評価するならば、土器埋設炉周辺は、暖房

（カマドの火種保管も含む）や照明、さらにはとろ火

で長時間の加熱や煮沸が必要な調理、カマドで炊事し

た食料（甕）の再加熱等を通じて家族の団欒や食卓、

作業の場となっていたと推定できる。

　このことは、カマドの導入・定着した後も、土器埋

設炉の機能を変質させながら、「炉」を生活の中心とし

た営みが継続していたことを示している。

　カマドと土器埋設炉が併用する理由は、従来の伝統

（土器埋設炉）を保持する姿勢を示しつつ、カマドと

土器埋設炉の利点を上手に組み合わせた結果と考えら

れる。

　「カマド」を中心とする住居空間と旧来の「炉」中

心の空間構成の融合とも捉えることが可能で、生活様

式に対する二面性が存在したことは明らかである。

　さらに、平安時代（９世紀前半）に至るまで、弥生

時代以来続く在来の伝統、すなわち「炉」を基軸とし

た居住者（世帯）の紐帯関係が頑なに守られていたと

結論付けたい。

Ｄ．出入り口と火処からみた住居空間構成

　前項までに、「出入り口」と「火処」に着目してき

た。そのほかに住居空間構成を知る手がかりとして、

「物置」と「作業台」がある。

「物置」の空間として認識されるのは、ＳＡ３０のカマ

ド左脇部分である。小型の土師器甕が１個体埋設され

ていた。この据えられた甕は持ち運びできないため、

カマド使用時や調理時に関わる、「貯蔵」を主とする物

置場所と考えられる。

　カマド右袖部分は、ＳＡ９・４４例のようにカマド専

用甕（土師器長胴甕）が置かれていた。ＳＡ４０では土

師器坏類がまとまって出土したことから、カマドの右

脇部分は、煮沸用土器や食器の「物置」であろう。

　ＳＡ１・４１の住居床面南東隅部には、「台石」が置

かれていた。明確な使用痕跡が認められないから、硬

質な道具による作業や製作とは必ずしもいえない。

　「台石」の空間は、例えば「脱穀」や「製粉」、稲藁

づくり等の農作業に伴う「作業場」とみなしたい。

　カマドは、いうまでもなく「加熱・調理」の場であ

り、住居中心にある炉は「調理」、「作業場」、「照明」

そして「団欒」の場であろう。カマド周辺と炉周辺が

著しく硬化面が発達していた点は、使用頻度の高い空

間であったことを肯定している。

　カマド－炉間を結ぶ住居中心軸は、住居空間構成の

基軸でもあり、カマド両側部分が「物置」、炉の周辺

が「居間」、住居隅部が「作業場」、そして基軸線に直
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交する方向の壁際付近が「寝間」と想定復元される

（第６３７図）。カマドの対面にある位置に「出入り口」

が設置される。

Ｃ、掘立柱建物跡の構造

【掘立柱建物】

　下耳切第３遺跡では、古墳時代終末期～古代初めの

掘立柱建物跡と考えられるものは７８棟検出された。こ

のうち１０棟が総柱建物跡、つまり高床式建物である。

〔総柱建物跡〕

　総柱建物は１０棟検出された。その内訳は、２間×２

間（５棟）、２間×３間（５棟）である。

〈規　模〉

　２間×２間の平面形は正方形（ＳＢ３）以外は、桁

が長い長方形である。建物面積は、最小１０．５５、最大

１４．３６�で平均１２�前後である。

　２間×３間の平面形は、桁方向が長い長方形で、建

物面積は最小１３．９４（ＳＢ４７）、最大２０．５２�（ＳＢ１２・

３５）である。その他の場合は、１８．９�（ＳＢ２５）、１５．１９

�（ＳＢ４７）で最大面積から最小面積には２�ずつの

偏差がある（第６３９図）。

〈建築工法〉

　柱穴掘りかたは、円形または楕円形の素掘りと布掘

り掘りかたが併用される。ＳＢ３・２５・３５・４６・４７は、

桁ないし梁行方向の一部に布掘り掘りかたが併用され

る。ＳＢ３３は、布掘り掘りかたのみである。

　柱穴直径は０．５～０．８ｍ前後と側柱建物より大きい。

深さも０．５～０．８ｍと深めである。また、建物中軸線上

（建物内部）にあたる柱穴は浅い傾向にある。

　柱は、柱痕跡から推定すると、直径０．３～０．５ｍ前後

が使用されたと考えられる。

　柱痕跡は、掘りかた中央に位置するものだけでな

く、掘りかたの端に位置する場合も多い。また、梁行

とそれに直交する桁行の柱筋は、整然かつ柱穴間距離

も揃う。しかし、対辺の梁行と桁行では柱筋も柱穴間

距離も不揃いになる場合がある。　

　この柱痕跡の位置と柱筋のあり方は、側柱建物も同

様であった。柱穴掘削後、まず、ある梁行とそれに直

交する桁行方向から規則的・計画的に立柱を意図する

建築工法が見出せる。

　柱穴掘りかた底面には充填土を置き、立柱後は黒色

土と褐色・黄褐色土で互層状に埋め戻す。２間×３間

の総柱建物で多く施工される工法である。

〔側柱建物跡〕

　側柱建物は６８棟検出された。その内訳は、１間×１

間（１９棟）、１間×２間（１１棟）、１間×３間（１棟）、

２間×２間（８棟）、２間×３間（９棟）、２間×４間（８

棟）、３間×４間（１２棟）である。

〈規　模〉

　側柱建物跡は梁・桁行の柱穴本数が増えるにつれ、

建物面積が増加する傾向が強い。

この梁・桁行と建物面積は、

　１間×１間…４�以下、４～１２�

　１間×２間…４～１４�

　１間×３間…６～８�

－６２３－

第６３８図　古墳時代～古代の掘立柱建物跡の主軸方向
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第６３７図　竪穴住居跡の空間利用想定図（模式図）
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　２間×２間…８～１６�

　２間×３間…１２～２２�、２４～２８�

　２間×４間…１８～２２�、３０～３２�

　３間×４間…２０～３０�、３２～３４�

　　　　　　　　　　　　とまとめられる（第１４３表）。

　２間×２間の側柱建物で平面方形を呈する場合、Ｓ

Ｂ３とＳＢ４のように総柱建物２間×２間よりも「倉

庫」的性格を帯びると考えられる。

　同様に、１間×２間の側柱建物跡ＳＢ１・２８・３６・

３９は、竪穴住居跡に隣接したり、総柱建物群内に位置

し、柱穴掘りかたや建物面積は総柱建物跡と類似す

る。「倉庫」的な性格が強いと考えられる。

　さらに、２間×４間のＳＢ４５、２間×３間のＳＢ２４

も「倉庫」的存在であったと類推される。

　「居宅」的性格を有する側柱建物跡として２間×３

間、２間×４間、３間×４間が相当しよう。

　建物面積は、１２～３４�で竪穴住居の小型～大型住居

面積と対応する（第６４０図）。

　特に２間×３間と２間×３間、２間×４間の側柱建

物は中型住居、３間×４間は中・大型住居に合致する。

掘立柱建物跡も一定の法則性が認められる。建物面積

の狭小は、居住者構成数のみでなく階層性も反映して

いると考えたい。

　なお、１間×１間、１間×２間、１間×３間、２間

×２間の１０�以下の側柱建物跡は、収容可能が１～２

人程度である。「居宅」というよりは、仮小屋の性格が

強い。「物置」や「作業小屋」、「産屋」等の建物と理

解したほうが妥当であろう。

－６２４－
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第６３９図　掘立柱建物跡の梁・桁数と平面積

第１４３表　掘立柱建物と平面積

側柱建物総柱建物
３×４２×４２×３２×２１×３１×２１×１２×３２×２

１４�以下
１６４～６�

１１４６～８�
１３５８～１０�
１３２３１０～１２�

１４２１１１２～１４�
１１１１１１４～１６�
４１６～１８�

４１１１８～２０�
２３１２２０～２２�
１２２～２４�
２１２４～２６�
５１２６～２８�
１１２８～３０�

１３０～３２�
１３２～３４�



　他方、第�章第１節「墳墓域の構造」の項で、墳墓

域における掘立柱建物跡について検討を加えた。「墓

域」内に存在し、集落とは異なる性格を有すると考え

られる掘立柱建物（側柱建物）跡は、１７棟でＳＢ５８～

６２、６４・６５、７１～８０である。この１７棟の側柱建物跡の

性格について再度言及したい。

　この墳墓群内に位置する１間×１間、１間×２間、

１間×３間、２間×２間の側柱建物跡は、集落域のそ

れより、梁・桁行長が異なる上、柱穴本数の割りに極

端に狭いか広い面積を有する。建物主軸も、集落域の

ものとは基本的に揃わない。

　つまり、「居宅」ではない建物、例えば「殯屋」や

「作業小屋」、「祭祀執行の場」といった葬送儀礼に伴

う建物と推定される。

〈建築工法〉

　側柱建物跡の柱穴掘りかたは、円形または楕円形の

素掘りが主体である。ＳＢ７では梁行方向の一部に布

掘り掘りかたが併用される。

　柱穴直径は０．３～０．６ｍ前後と総柱建物より小さく。

深さも０．３～０．５ｍ前後と浅めである。また、建物隅部

の柱穴は他の柱穴より深めに掘削される。

　柱は、柱痕跡から推定すると、直径０．３ｍ前後が使用

される。総柱建物のそれより細めである。

　また、柱穴底面に充填土は置かれず、立柱後、基本

的に掘削土をそのまま一気に埋め戻すなど、工法は総

柱建物跡より粗雑である。

Ｄ、本遺跡における古墳時代～古代集落の変遷

　下耳切第３遺跡では、古墳時代終末期～古代初めに

属する竪穴住居跡７５軒、掘立柱建物跡７８棟等が検出さ

れた。前項までに個々の様相について言及してきた。

次に、竪穴住居跡や掘立柱建物跡群の様相、すなわち

集落の変遷過程を描くことにする。

【分析の手掛り】

　前項では、集落出土の土器について編年作業を試み

た（第６２０～６２２図）。この成果をもとに各竪穴住居と掘

立柱建物の存続幅を推定した（第１４４表）。

　さらに、変遷過程を解く手かがりとなる遺構の切り

あい関係を抽出する作業を行なった。第１４５図に竪穴

住居跡と掘立柱建物跡の切りあい関係を一覧化した。

第１４４表のように、竪穴住居跡の場合は、須恵器編年Ｂ

期～Ｅ期の須恵器と共伴する土師器（�～�期）は出

土する。須恵器編年Ａ期に併行する土師器は見出せ

ず、Ａ・Ｂ期の須恵器も検出されていないから、集落

の形成は、墳墓群の造墓開始期（Ａ期）より後出する。

従って、竪穴住居跡はＢ～Ｆ期（７世紀前葉～末前後）

に存続したと解釈できる。

　掘立柱建物跡は出土遺物を見る限り、柱穴内出土遺

物の性格から、少なくとも須恵器編年Ｃ期前後からＦ

期まで存続した可能性が高い。

　第１４４表では、竪穴住居跡と掘立柱建物跡は、２回以

上５回の切りあい関係を有していたことが看取され

る。多くが３回切りあうので、少なくとも３時期ない

し４時期の時期差が存在したと読み替えられる。

　一方、竪穴住居跡および掘立柱建物跡の主軸方向に

注目し、その分布をグラフ化した。竪穴住居主軸は第

６２６図、掘立柱建物跡は第６３８図である。

　竪穴住居跡主軸は、住居北壁方向またはカマド主軸

とした。主軸方向は真北から何度振れたかを計測し

た。

　なお、カマド主軸のうち東西方向に偏在する場合

は、９０°直交する方向、つまり住居北壁を主軸とした。

　掘立柱建物跡は、桁側が南北・東西方向に向く２者

が存在するが、それぞれ桁行方向の主軸を建物主軸と規

－６２５－

第６４０図　竪穴住居跡と掘立柱建物跡の平面積

（短辺：m）

（長辺：m）



定し、主軸が真北から何度振れるかを計測した。

　その結果、竪穴住居跡は２１通りの主軸方向、掘立柱

建物跡は、桁が東西方向と南北方向にあるもの合計２６

通りである。

　さらに、竪穴住居跡と掘立柱建物跡の主軸方向は、

ほぼ５°刻みで推移し、竪穴住居と掘立柱建物の主軸

方向が合致する方位もある。竪穴住居と掘立柱建物の

主軸方向には近縁性があり、向きを揃える、直交する

方向への配置が想定される。

　そこで、竪穴住居跡主軸をａ～ｌの１２に、掘立柱建

物跡主軸をＡ～Ｖの２６に分類して遺構配置状況や組み

合わせが把握できるようにパターン化した（第１４６・１４７

表）。

　このように、個々の竪穴住居跡の時期推定と掘立柱

建物跡との切りあい関係把握、竪穴住居跡と掘立柱建

物跡の主軸構成の確認を踏まえたうえで、須恵器と土

師器の時期を時間軸として各期ごとの集落構成を導き

だして集落の変遷を追うことにした。

　土師器よりも須恵器のほうが時間的推移を詳細に把

握しやすいため、須恵器編年（Ａ～Ｆ期）に沿って集

落と墳墓群の変遷を見ていくことにする。

【集落・墳墓群の変遷】（第６４１図）

〔Ａ期：６世紀末～７世紀初頭〕

○墳墓群

　Ａ期（ＴＫ２０９新段階併行期）に、牛牧１号墳（Ｓ

Ｎ１）が築造される。牛牧１５号墳（ＳＴ２）も築造さ

れた可能性が高い。地下式横穴墓では、ＳＴ４・８で

初葬がなされた。ＳＴ８については、追葬の可能性が

ある。ＳＤ４もこの時期の所産と推定される。ＳＤ１

はこの時期に伴うかは、不明である。

　また、古墳や地下式横穴墓造営に伴って犠牲獣を埋

葬した馬埋葬土坑（ＳＵ１・２）、土坑（ＳＣ３～５、１５０

～１５３）のいずれかが掘削されたとみられる。

　墳墓群に伴う可能性のある掘立柱建物跡群１７棟のう

ち、ＳＢ６４・６５はＳＴ８造営時に伴うと考えられる。

その他の掘立柱建物跡は時期設定が困難である。

　Ａ期では、集落の形成は認められず、墳墓域が先行

して占地されたといえよう。

　〔Ｂ期：７世紀第１四半期〕

○墳墓群

　Ｂ期（ＴＫ２１７古段階）には、ＳＮ１の追葬（第２

主体部）がなされる。ＳＮ２とＳＴ２は、この期まで

には造営されたと考えられる。

　ＳＴ３・５・６・７は初葬が行なわれ、ＳＴ４では

追葬がなされる。

　さらにＳＤ２が掘削される。ＳＤ１は、この時期に

伴うか不明である。

　また、古墳や地下式横穴墓造営に伴って犠牲獣を埋

葬した馬埋葬土坑（ＳＵ１・２）、土坑（ＳＣ３～５、１５０

～１５３）のいずれかが掘削されたとみられる。

　墳墓群に伴う可能性のある掘立柱建物跡群もＡ期同

様に存在したと考えられるが、特定は困難である。

○集　落

　Ｂ期において集落形成が開始する。竪穴住居跡７軒

と掘立柱建物跡４棟、柵列２条が属する。

　竪穴住居と掘立柱建物跡は、標高９１．２５ｍ～８８．７５ｍ

の等高線に直交する形で北東－南東方向に展開する。

　住居主軸からＳＡ３８（ａ：Ｎ）、ＳＡ５１（ｈ：Ｎ‐５‐

Ｗ）ＳＡ５３（ｋ：Ｎ‐２０‐Ｗ）、ＳＡ４・２３・３５・６６（ｌ

Ｎ‐３０‐Ｗ）の構成である。ａとｈ、ｋとｌは方向的に

近縁性が強いので、北方向（２軒）と西に２０～３０゚ 振

る（５軒）の２者が認められる。ａとｈの２軒は、住

居主軸と切りあい関係からＢ期でも新相に属すると考

えられる。

　土器埋設炉を有する竪穴住居は、ＳＡ６８で１軒のみ

である。集落構成比では約１割の割合である。

　掘立柱建物は、ＳＢ３・８（Ｓ：Ｎ‐４５‐Ｗ）とＳＢ

２３・５２（Ｊ：Ｎ‐５５‐Ｅ）が該当する。

　ＳＢ３は総柱建物であり、集落における高床倉庫で

ある。ＳＢ８は居宅と考えられ、。ＳＢ２３・５２は物置や

納屋的な存在と解すべきか。

　集落形成期当初から竪穴住居主体で掘立柱建物が付

随する集落景観が復元される。集落で管理される高床

倉庫が１棟設置される。

　ＳＡ５３（大型竪穴住居）は、集落内有力戸の存在を

示唆し、ＳＢ８は、竪穴住居の階層と異なる集団の「居

宅」と考えられる。

　Ｂ期にＳＹ１・２といった柵列が構築される。集落
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第１４４表　下耳切第３遺跡における古墳時代～古代の遺構出土遺物の時期

Ｆ期Ｅ期Ｄ期Ｃ期Ｂ期Ｆ期Ｅ期Ｄ期Ｃ期Ｂ期
●ＳＡ４９●●ＳＡ１

●ＳＡ５０ＳＡ２
●（覆土中）●（覆土中）ＳＡ５１●（覆土中）ＳＡ４

●●ＳＡ５２●（覆土中）ＳＡ５
ＳＡ５３●ＳＡ７

●炉体土器ＳＡ５４ＳＡ９
炉体土器ＳＡ５５●（覆土中）●ＳＡ１０

ＳＡ５６ＳＡ１１
ＳＡ５７ＳＡ１２
ＳＡ５８投棄土器ＳＡ１３

●炉体土器ＳＡ６０ＳＡ１５
●（覆土中）ＳＡ６１ＳＡ１６

●ＳＡ６２●ＳＡ１７
ＳＡ６３●ＳＡ１９

●（覆土中）ＳＡ６４ＳＡ２０
ＳＡ６５炉体土器ＳＡ２３
ＳＡ６７炉体土器ＳＡ２４
ＳＡ６８ＳＡ２５

●ＳＡ６９ＳＡ２６
ＳＡ７２ＳＡ２７

●ＳＡ７４ＳＡ２８
ＳＡ７５ＳＡ２９
ＳＡ７６竈脇埋設土器ＳＡ３０
ＳＡ７７ＳＡ３１
ＳＡ７９●炉体土器ＳＡ３２
ＳＢ３ＳＡ３３

●ＳＢ５●ＳＡ３４
ＳＢ１５ＳＡ３５

●ＳＢ１６●（覆土中）ＳＡ３６
●●ＳＢ１９竈内埋設土器ＳＡ３７

ＳＢ２１ＳＡ３８
●●ＳＢ２５●竈内土器ＳＡ４０

ＳＢ２９炉体土器ＳＡ４１
●ＳＢ３３ＳＡ４２

ＳＢ３４●炉体土器ＳＡ４３
ＳＢ３５ＳＡ４４

※ＳＡ３・６・１８・３９・５９・
６６・７１・７８と表中以外のＳＢは、
把握困難のため除外

　　　…主体
　　　…少量
●…須恵器（食膳具）

●ＳＡ４５
●●ＳＡ４６

ＳＡ４７
ＳＡ４８

第１４５表　遺構の切りあい関係表
旧　　　�　　　新旧　　　�　　　新旧　　　�　　　新

ＳＢ４０�ＳＡ６３�ＳＡ６２�ＳＡ６１�ＳＡ６０
ＳＡ５６

�ＳＡ５５ＳＡ２�ＳＡ３
ＳＢ３８�ＳＡ６６�

ＳＡ５７
ＳＡ６�ＳＡ５

ＳＢ８１
�ＳＡ６７ＳＢ４９

�ＳＡ２４�ＳＡ２５�ＳＡ２７
ＳＢ３６�ＳＢ７０ＳＡ２８

�
ＳＡ３０�

ＳＡ２９
ＳＢ１７

�ＳＡ６８ＳＡ４６�
ＳＡ４５�

ＳＡ４４ＳＢ２１�ＳＢ１２
ＳＢ５２

ＳＢ１９ＳＡ４３�ＳＢ５３
�ＳＡ３１

ＳＢ４４�ＳＡ７７�ＳＡ７６ＳＡ２９�
ＳＡ３８

ＳＢ９
ＳＡ７�ＳＢ２

ＳＢ２２�
ＳＡ２０�ＳＡ３６�ＳＡ３４�ＳＡ３７

�ＳＡ３５
ＳＢ３�ＳＢ４

ＳＡ４７
�ＳＢ２３ＳＢ５４�

ＳＡ３２�ＳＡ３３
ＳＢ６�ＳＢ５ＳＢ５６�ＳＢ１５�ＳＢ１４�
ＳＢ３３�ＳＢ１８ＳＢ２４�

ＳＢ２１
�ＳＢ５３

ＳＡ６９�ＳＢ２７ＳＡ５２

�ＳＡ５３

�ＳＡ３７

ＳＡ４８�
ＳＢ３１ＳＡ４９

�ＳＡ５１
ＳＢ２９�

ＳＢ７�ＳＢ８
ＳＢ５５ＳＢ５５

ＳＡ３９�ＳＢ２８
ＳＡ６４�ＳＡ６５�ＳＢ３７ＳＡ５０

ＳＢ３０�
ＳＢ２６�ＳＢ３４ＳＡ５４�ＳＡ５５�ＳＢ３２ＳＡ３８
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域と墳墓域を区画する意識の表徴であろう。

　住居主軸方向を同じくする住居群を、仮に集落内の

１単位集団とするならば、その構成は４軒前後（世帯）

となる。ＳＢ８を加えると、２単位集団となる。

〔Ｃ期：７世紀第２四半期〕

○墳墓群

　Ｃ期（ＴＫ２１７新段階）には、ＳＴ１の追葬（第３・

４主体部）がなされたと想定される。

　ＳＴ１・ＳＴ３では追葬が、ＳＴ７は追葬がなされ

たと考えられる。ＳＤ３が掘削される。また、ＳＤ１

は、この期まで埋葬されたと考えられる。

　また、古墳や地下式横穴墓造営に伴って犠牲獣を埋

葬した馬埋葬土坑（ＳＵ１・２）、土坑（ＳＣ３～５、１５０

～１５３）のいずれかが掘削されたとみられる。墳墓群に

おける造営活動はこのＣ期で終了する。

　なお、墳墓群に伴う掘立柱建物跡もＢ期同様に存在

したと考えられるが、特定は困難である。

○集　落

　Ｃ期になると、該当住居や建物は飛躍的に増加す

る。遺構の切りあいと主軸方向からＣ－１期とＣ－２

期に小区分した。

〔Ｃ－１期〕

　Ｃ－１期は、竪穴住居跡１２軒、掘立柱建物跡８棟で

構成される。

　竪穴住居跡と掘立柱建物跡は、Ｂ期と異なり、標高

９１．２５ｍ～８９．７５ｍの等高線に沿うように東西方向に展

開する。北東－南東方向の基軸線から東西に拡大した

ようなあり方である。

　竪穴住居はＳＡ３・５７（ａ：Ｎ）、ＳＡ２０・２９（ｂ：

Ｎ‐５‐Ｅ）、ＳＡ５・６・９～１１・１６・１８（ｆ：Ｎ‐３０‐

Ｅ）ＳＡ３３（ｈ：Ｎ‐５‐Ｗ）で構成される。

　ａ、ｂとｈは方向的に近縁性が強いので、北方向（４

軒）と東に３０゚ 振る（７軒）の２者が認められる。

　Ｂ期ＳＡ５３の大型竪穴住居（有力戸）は、東側に位

置するＳＡ５５に引き継がれる。

　地床炉や土器埋設炉のみを有する竪穴住居はＳＡ

５・６・１８で、集落全体の構成比では１割強である。

　掘立柱建物は、ＳＢ４・７・１７（Ｕ：Ｎ‐６０‐Ｗ）と

ＳＢ１１・２０・３５・４５・５５（Ｔ：Ｎ‐５５‐Ｗ）が該当する。

竪穴住居群と主軸や直交する方向に揃う一群である。

　ＳＢ４はＳＢ３の建替えと考えられ、「高床倉庫」的

な意味合いが強い。ＳＢ７はＢ期ＳＢ８の建替えであ

ろう。主軸方向が真北から６０゚ 西偏する一群（Ｕ）は

Ｂ期に系譜を引く建物群と考えられる。

　Ｃ－１期に新たに主軸方向が真北から５５゚ 西偏する

一群（Ｔ）が析出する。Ｃ－１期内でＲとＱは同時存

在か、Ｒ⇒Ｑへ建替えがなされたと考えられる。ＳＢ

３５は、独立棟持柱建物跡の可能性が高く、公共的な建

物の色彩が強い。ＳＢ５５は「居宅」とは異なる性格が

予想される。

　Ｃ－１期で、�掘立柱建物群を中心に周囲を竪穴住

居群が取り巻く、�集落北側の縁辺に総柱建物ないし

側柱建物跡が群集する、集落内空間構成が成立する。

この集落構成はＤ期まで存続する。Ｂ期でもその萌芽

を読み取れる。

　Ｃ－１期では、竪穴住居跡３～５軒を単位とする集

団２系統と、掘立柱建物跡の単位集団１～２系統で集

落構成される。
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第１４６表　竪穴住居跡主軸の分類

軒数住居主軸主軸分類
８Ｎａ
７Ｎ‐９５‐Ｅ（竈）Ｎ‐５‐Ｅｂ
１０Ｎ‐１００‐Ｅ（竈）Ｎ‐１０‐Ｅｃ
１０Ｎ‐８０‐Ｗ（竈）Ｎ‐１５‐Ｅｄ
４Ｎ‐６６‐Ｗ（竈）Ｎ‐１１０‐Ｅ（竈）Ｎ‐２０‐Ｅｅ
７Ｎ‐１２０‐Ｅ（竈）Ｎ‐３０‐Ｅｆ
２Ｎ‐５０‐Ｅｇ
８Ｎ‐８５‐Ｅ（竈）Ｎ‐５‐Ｗｈ
７Ｎ‐１０‐Ｗｉ
６Ｎ‐１５‐Ｗｊ
２Ｎ‐２０‐Ｗｋ
４Ｎ‐３０‐Ｗｌ
７５総計

第１４７表　掘立柱建物跡主軸の分類

棟数建物主軸主軸分類棟数建物主軸主軸分類
４Ｎ‐１０‐ＷＮ８ＮＡ
３Ｎ‐１５‐ＷＯ２Ｅ‐ＷＢ
２Ｎ‐２０‐ＷＰ３Ｎ‐５‐ＥＣ
３Ｎ‐２５‐ＷＱ２Ｎ‐１０‐ＥＤ
２Ｎ‐４０‐ＷＲ４Ｎ‐１５‐ＥＥ
４Ｎ‐４５‐ＷＳ３Ｎ‐２０‐ＥＦ
５Ｎ‐５５‐ＷＴ２Ｎ‐３０‐ＥＧ
４Ｎ‐６０‐ＷＵ１Ｎ‐３５‐ＥＨ
４Ｎ‐７０‐ＷＶ１Ｎ‐４５‐ＥＩ
５Ｎ‐７５‐ＷＸ１Ｎ‐５５‐ＥＪ
２Ｎ‐８０‐ＷＹ２Ｎ‐６０‐ＥＫ
４Ｎ‐８５‐ＷＺ６Ｎ‐８５‐ＥＬ
７８総計１Ｎ‐１００‐ＥＭ
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〔Ｃ－２期〕

　Ｃ－２期は、竪穴住居１０軒、掘立柱建物８棟で構成

され、西側から東側へ拡大する傾向を示す。

　竪穴住居跡の主軸方向別は、ＳＡ２７（ｃ：Ｎ‐１０‐Ｅ）、

Ｓ Ａ ２・１３・１５・１９・２６・３１・５２・６８・７６（ｄ：Ｎ‐

１５‐Ｅ）ある。主軸方向的には、ほぼ同一方向を志向

し、２単位集団前後の存在が想定される。

　地床炉ないし土器埋設炉のみを有する竪穴住居跡

は、ＳＡ１３・２０・２７で集落構成比では約１割強である。

大型の竪穴住居跡は、ＳＡ２１軒のみでＣ－１期ＳＡ５７

の系譜を引く。　

　掘立柱建物は、ＳＢ１・２・２７・３１・６８（Ｖ：Ｎ‐

７０‐Ｗ）とＳＢ１８（Ｔ：Ｎ‐５‐Ｅ）、ＳＢ２６・３２（Ｅ：

Ｎ‐１５‐Ｅ）が該当する。竪穴住居群と主軸や直交する

方向に揃う一群である。

　ＳＢ１８は「高床倉庫」と判断される。他方、ＳＢ１

は側柱建物であるが、柱穴掘りかたや平面積は総柱建

物跡と類似し、竪穴住居跡に隣接するあり方から「倉
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庫」的建物と判断したい。ＳＢ１は、ＳＢ４の系譜を

引く建物であろう。

　また、ＳＢ２とＳＢ３１は、Ｃ－１期の側柱建物群の

系譜を引くと想定される。集落の東側に位置するＳＢ

２６・２７・３２は、集落域西側から新たに占地した単位集

団と考えられる。桁行が南北に長い側柱建物が出現す

るのもＣ－２期の特徴である。ＳＢ６８は「納屋」や

「作業小屋」的な性格であろう。

　Ｃ－２期では、竪穴住居跡３～５軒を単位とする集

団２系統と、掘立柱建物跡の単位集団２系統で集落構

成されたと考えられる。

〔Ｄ期：７世紀第３四半期〕

　Ｄ期もＣ期同様、遺構の切りあいと主軸方向から２

期に小区分した。

　○墳墓群

　Ｄ期（ＴＫ４６併行期）においては、造墓・造営活動

の痕跡は認められず、Ｃ期で終了する。

　ただ、ＳＮ１墳丘表土や周溝覆土中出土遺物には、

当該期の須恵器が少数含まれるので、墳丘上における

祭祀儀礼（追善供養）が執行された可能性がある。

　○集　落

〔Ｄ－１期〕

　Ｄ－１期は、竪穴住居１０軒、掘立柱建物７棟で構成

される。Ｃ期まで集落の中心であった西側では竪穴住

居や掘立柱建物は途絶え、東側に移動した状況を示

す。調査区の北縁中央から南東方向が集落の展開軸と

なる。この集落展開は、Ｂ期と類似している。

　竪穴住居跡の主軸方向別は、ＳＡ３０・４４・５８・５９

（ｅ：Ｎ‐２０‐Ｅ）、ＳＡ３７・４２・７２・７３・７７（ｊ：Ｎ‐

１５‐Ｗ）である。

　主軸方向のあり方から、真北から東ないし西偏する

２単位集団前後の存在が想定される。

　地床炉ないし土器埋設炉のみを有する竪穴住居跡

は、ＳＡ７３・７７で集落構成比では約２割である。また、

大型の竪穴住居跡はＳＡ４２・７２軒が相当する。

　カマド主軸方向が他の住居主軸と異なるＳＡ３０・５８・

５９が存在する。調査時点では、ＳＡ６１⇒ＳＡ５８の切り

あい関係と判断したが、出土遺物と住居主軸の検討か

らＳＡ５８⇒ＳＡ６１と訂正する。

　掘立柱建物跡は、ＳＢ１３・３７・４２・４８（Ｘ：Ｎ‐７５‐

Ｗ）とＳＢ３３（Ｆ：Ｎ‐２０‐Ｅ）、ＳＢ４９（Ｄ：Ｎ‐１０‐

Ｅ）、ＳＢ７０（Ｅ：Ｎ‐１５‐Ｅ）が該当する。

　これら掘立柱建物跡群は、主軸をＮ‐２０‐Ｅにとる竪

穴住居跡群と方向的には揃う。掘立柱建物跡群の占地

移動がなされても、掘立柱建物跡群を竪穴住居跡群が

取り囲む遺構配置は継承されている。、

　なお、ＳＢ４８は総柱建物と認定したが、付近にＳＢ

４９・７０が隣接していることから１間×２間の側柱建物

２棟併置とする見方も可能性もある。ＳＢ４８・４９・７０

で一群をなす「居宅」ではない建物群と位置づけられ

ることができる。

　ＳＢ１３は、平面規模から「倉庫」とも関連付けられ

るが、庇か出入り口が付設する柱穴配置であるので

「居宅」としておきたい。

　Ｄ－１期では、竪穴住居跡４～５軒を単位とする集

団２系統と、掘立柱建物跡の単位集団１系統で集落構

成されたと考えられる。

　ただ、ＳＡ４２をＳＢ１３が切るあり方から、竪穴住居

主軸がＮ－１５－ＷとＮ－２０－Ｅにとる２小画期が存在

する可能性も指摘できる。

〔Ｄ－２期〕

　Ｄ－２期は、竪穴住居１７軒、掘立柱建物４棟で構成

される。集落は調査区西側北縁まで拡大し、東西に展

開する。

　Ｄ－１期では掘立柱建物群は東側に占地を移動して

いた。Ｄ－２期になると再びＣ期までの占地形態に復

帰する。また、掘立柱建物群を竪穴住居群が遺囲繞す

る空間配置は変わらない。

　竪穴住居の主軸方向別は、ＳＡ１・３６・４０・４７・５４（ａ：

Ｎ）、ＳＡ２５・２８（ｂ：Ｎ‐５‐Ｅ）、ＳＡ４３・６９（ｃ：

Ｎ‐１０‐Ｅ）、ＳＡ３２・３４・４１・４５・４８・５５（ｈ：Ｎ‐５‐

Ｗ）である。

　ほぼ真北を指向する竪穴住居群で、真北方向（ａ・

ｂ・ｈ）と東偏する（ｃ・ｄ）の１単位４～５世帯前

後の２単位集団の存在が想定される。

　ＳＡ２８・４３・６９はカマド主軸を東に向ける異方向の

竪穴住居跡である。地床炉ないし土器埋設炉のみを有

する竪穴住居は、ＳＡ２７・３２・４５・６７で集落構成比で

は約２割である。
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　また、大型の竪穴住居跡はＳＡ１・４０・４１・４３・５５

が相当し、５軒を数える。１時期１軒という原則が崩

れ、集落内有力者層の伸張と独立が読み取れる。

　掘立柱建物跡は、ＳＢ２８（Ｔ：Ｎ‐１５‐Ｅ）、ＳＢ３４（Ｄ：

Ｎ‐１０‐Ｅ）とＳＢ２２（Ｙ：Ｎ‐８０‐Ｗ）が該当する。竪

穴住居群と、主軸や直交する方向に、ほぼ揃う一群で

ある。

　ＳＢ２２は、Ｄ－１期におけるＳＢ３７・４２の系譜下に

あると考えられる。

　なお、ＳＢ３４は、ＳＢ３３の建替えと判断されるが、

ＳＢ１８と並列した配置状況となるため、Ｄ期建物とす

るより、Ｃ－２期建物とすべかもしれない。

　ＳＢ２８は、側柱建物であるが、平面形と平面積から

「倉庫」的性格が強いとと判断される。

　Ｄ－２期では、竪穴住居跡４～５軒を単位とする集

団２系統と、掘立柱建物跡の単位集団１系統で集落構

成されたと考えられる。

〔Ｅ期：７世紀第４四半期〕

　Ｅ期（ＴＫ４８併行期）もＤ期同様、遺構の切りあい

と主軸方向から２期に小区分した。

〔Ｅ－１期〕

　Ｅ－１期は、竪穴住居跡５軒、掘立柱建物跡７棟で

構成される。集落は等高線に沿ったあり方から直交す

るように東西に展開する。

　竪穴住居跡の主軸方向別は、ＳＡ４６・４９・５０・５６

（ｃ：Ｎ‐１０‐Ｅ）のみある。５世帯前後の１単位集団

と想定される。Ｄ期までの２単位集団から減少する。

　さらに、大型住居跡が消滅し、小・中型住居跡のみ

の住居構成に変化し、地床炉や土器埋設炉を持つ竪穴

住居跡も消滅する。なお、ＳＡ４９・５３は、カマド主軸

を東西にとる異方向の住居である。

　掘立柱建物は、ＳＢ６・１０・１５・１９・６７（Ｚ：Ｎ‐

８５‐Ｗ）、ＳＢ２４・４６（Ｃ：Ｎ‐５‐Ｅ）が該当する。竪

穴住居群の主軸方向にほぼ揃う一群である。

　掘立柱建物跡群は集落の中央から西側を占地し、一

部東端（ＳＢ４６）にある。竪穴住居跡群は中央から東

側に位置するから、掘立柱建物跡群と竪穴住居跡群が

位置的に分離するあり方を示すようになる。

　ＳＢ１９は、Ｄ－２期のＳＢ２２の系譜下にあると想定

される。ＳＢ２４は、立地と平面積から「居宅」よりは

「倉庫」的性格が強い。ＳＢ６７は「納屋」や「作業小

屋」的とみなせるであろう。

　その他の掘立柱建物跡は「居宅」である。大型住居

跡の消滅と側柱建物跡の増加は、大型住居跡に居住す

る有力層が、側柱建物跡に転換したことを意味してい

よう。

　Ｅ－１期に属する総柱建物跡（高床倉庫）、つまりＳ

Ｂ４６は集落の東端に位置し、付近に遺構がなく単独立

地形態を示す。やや特異な状況である。集落内の園地

と関連するかもしれない。

　Ｅ－１期では、竪穴住居跡５軒を単位とする集団１

系統と、掘立柱建物跡の単位集団１～２系統で集落構

成されたと考えられる。

〔Ｅ－２期〕

　Ｅ－２期は、竪穴住居跡６軒、掘立柱建物跡４棟と

柵列１条で構成される。

　全体的に東西に偏在した遺構配置となる。

　竪穴住居跡の主軸方向別は、ＳＡ１２・１７・６０・６１・

７１・７５（ｉ：Ｎ‐１０‐Ｗ）６軒である。竪穴住居跡群

は、大きく東西に２分されるから２世帯前後の２単位

集団と想定される。

　掘立柱建物跡は、ＳＢ５・４４・４７（Ｎ：Ｎ‐１０‐Ｗ）、

とＳＢ３９（Ｏ：Ｎ‐１５‐Ｗ）が該当する。竪穴住居跡群

と、主軸方向にほぼ揃う一群である。

　集落内の「高床倉庫」はＳＢ４７が該当するが、ＳＢ

３９も立地や規模的から「倉庫」の性格となろう。

　このＳＢ３９を取り囲むのがＳＹ５である。

　Ｅ－２期は、遺構数自体が減少し、遺構配置も大き

く変化する。竪穴住居と掘立柱建物あわせて４つの単

位集団で構成される。１単位集団あたりの世帯数も少

なく、Ｄ期までの繁栄振りは伺えない。

　なお、調査時点では、ＳＢ５⇒ＳＢ６への切りあい

と判断したが、逆であった可能性が高い。

〔Ｆ期：７世紀末～８世紀初頭前後〕

　Ｆ期（ＴＫ２１併行期）もＥ期同様、遺構の切りあい

と主軸方向から２期に小区分した。

〔Ｆ－１期〕

　Ｆ－１期は、竪穴住居跡４軒、掘立柱建物跡７棟で
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構成される。東西に偏在した遺構配置となる。

　竪穴住居の主軸方向別からは、ＳＡ７・９（ｇ：Ｎ‐

５０‐Ｅ）、ＳＡ６２（ｉ：Ｎ‐１０‐Ｗ）、ＳＡ６３（ｋ：Ｎ‐２０‐

Ｗ）に区分されある。

　住居主軸方向から真北から１０～２０゚ 西偏する（ｉと

ｋ）と５０゚ 東偏する（ｇ）の２世帯前後の２単位集団

と想定される。

　掘立柱建物跡は、ＳＢ６６（Ｈ：Ｎ‐３５‐Ｅ）、ＳＢ５４（ｋ：

Ｎ‐６０‐Ｅ）ＳＢ１２（Ｐ：Ｎ‐２０‐Ｗ）、ＳＢ３６・８１（Ｎ：

Ｎ‐２５‐Ｗ）、ＳＢ３８・５３（Ｒ：Ｎ‐４０‐Ｗ）、が該当する。

竪穴住居跡群の主軸と直交する方向にほぼ揃う一群で

ある。ＳＢ４７の桁行方向には布掘り掘りかたが併用さ

れる。

　また、ＳＢ１２・３６・３８・５３・５４・８１は一群をなし、

平面規模と位置関係から「倉庫」群とみなせる。ＳＢ

６６は「納屋」や「作業小屋」的存在であろう。

　なお、調査段階では、ＳＢ６６⇒ＳＢ６８への切り合い

と判断していた。検討の結果、逆の切りあいである可

能性が高い。

　集落全体の規模や構成はＥ期よりも衰退の一途をた

どる。「居宅」の側柱建物は認められない。

　また、掘立柱建物跡群は、竪穴住居跡群に付随する

「倉庫」群と見なし難く、調査区外の側柱建物跡群と

伴うと考えられる。

　さらに、「倉庫」群の出現は、Ｆ－２期に向けた集

落内の再編成や竪穴住居から掘立柱建物への転換を示

唆していると考えられる。

〔Ｆ－２期〕

　Ｆ－２期は、竪穴住居跡４軒、掘立柱建物跡１３棟と

柵列２条で構成され、Ｆ－１期に引き続き東西に展開

する遺構配置となる。

　竪穴住居は、ＳＡ６４・６５・７４・７８（ｂ：Ｎ‐５‐Ｅ）

である。集落の東側部分のみに集約される。住居主軸

は真北に近い。地床炉を有する竪穴住居跡（ＳＡ６５・

７４）が復活するが、集落全体の構成比では、従来と同

じ１割程度である。２～３世帯ほどの１単位集団であ

る。

　掘立柱建物跡は、ＳＢ９・１１・２１・２５・２９・３０・５６

（Ａ：Ｎ）、ＳＢ４０・４３（Ｂ：Ｅ‐Ｗ）、ＳＢ１４・１６・４１・

６９（Ｌ：Ｎ‐８５‐Ｅ）が該当する。竪穴住居跡群の主軸

方向にほぼ揃う一群である。

　また、ＳＢ２９・３０の東側に主軸方向が同じＳＹ３・

４が設置されると考えられる。

　建物主軸は真北か東西方向に定まり、整然とした空

間配置構成である。桁行が南北方向にある建物と東西

にある建物は「Ｌ」字形に配列されるのも特徴的であ

る。一方、竪穴住居跡群は掘立柱建物跡群に取り囲ま

れる形となり遺構配置に変化が読み取れる。

　また、側柱建物の平面積は、２４～３０�と大型竪穴住

居に匹敵するなど、掘立柱建物跡主体で竪穴住居が付

随する集落構成に転換したあり方を示している。

　なお、ＳＢ１５は「倉庫」的、ＳＢ６９は「納屋」や

「作業小屋」的性格を有すると考えられる。ＳＢ９の

梁行方向、ＳＢ２５の梁・桁行方向には布掘り掘りかた

が併用される。

　Ｆ－２期は、竪穴住居跡２世帯で１単位集団、掘立

柱建物跡はＨ－期の集落構成は２～３単位集団と考え

られる。

　このＦ－２期を特徴づける、掘立柱建物跡の主軸が

東西、真北を向くことや整然とした配置、そして竪穴

住居主体から掘立柱建物主体への変容は、古墳時代的

集落景観から律令的集落の変貌である。そして、「下

耳切」集落は、この期を以って終焉を迎える。

Ｅ、まとめ

１．小丸川流域の古墳時代集落の特徴

　下耳切第３遺跡では、古墳時代終末期～古代初めの

集落が検出された。存続期間は概ね７世紀代におさま

る。本遺跡における古墳時代集落の特徴を捉えるた

め、本遺跡が立地する小丸川流域の古墳時代集落遺跡

を概観し、その特徴を若干述べておきたい。

【集落の立地】

　集落の立地は、台地上の平坦面の河川や小沖積地に

近い縁辺部に位置する。宮崎平野でも北部地域におい

ては台地が卓越する地勢と関連する。　

　特徴的であるのは集落は、古墳群の付近か古墳群内

で形成・展開する点である。特に古墳時代中期～後・

終末期にかけての古墳群（高塚古墳・地下式横穴墓・

横穴墓等）とは不可分な関係性を示している。
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【集落の存続幅】

　古墳時代集落の存続幅に注目すると、

　�弥生時代（特に後・終末期）～古墳時代前期

　　（尾花Ａ遺跡）

　�古墳時代中期前半～６世紀初頭前後

　　（野首第１・第２遺跡）

　�６世紀後半～７世紀前半

　　（大戸ノ口第２・上ノ別府遺跡・野首第１遺跡）

　�７世紀前半～８世紀初頭前後（下耳切第３遺跡）

という４つのパターンに区分される。　

　なお、６世紀前半～中頃が主体の集落は未検出であ

るが、小丸川流域というよりは、全県的な古墳時代集

落の動向でもある。

　この時期の集落は、古墳時代中期前後からの継続的

な集落に認められる傾向が強い。古墳時代前期の集落

も、当該時期における古墳の隆盛に比して割合に少な

い遺跡数である。

【集落の構成・規模】

　小丸川流域における集落規模は、規模推定に足る調

査面積に達していないため推定困難だが、存続幅から

推察すると、短期継続の小規模な集落が多い。

　もちろん、川南古墳群や持田古墳群を支えた拠点的

集落は未検出であるが、尾花Ａ遺跡が古墳時代前期集

落の実態を解明する可能性がある。

　小丸川流域に展開する短期継続の小規模集落は、竪

穴住居を主体とする構成である。

　古墳時代中期は、竪穴住居中心、後期で掘立柱建物

（側柱建物）が少数伴う形態となる。特に、収穫物の

収納施設たる「倉庫」（総柱建物）が付帯されない場

合が多い。総柱建物が明確に認められるのは、６世紀

末前後以降と考えられる。

　総柱建物（高床倉庫）の不在は、宮崎県下の調査事

例でも認めうる現象である。

　一方、対比的な集落として新富町上園遺跡が挙げら

れる。古墳時代前期後半代から８世紀代まで継続する

大規模集落であり、周辺には上薗遺跡の人々の奥津城

たる三納代古墳群や首長墓墳である塚原古墳群や祇園

原古墳群が展開する。

　このように、宮崎平野北部における台地上の集落

は、長期的で大規模な集落と、短期的で小規模な集落

に類型化される。前者を集村的、後者を散村的集落と

捉えることもできる。

　両者の集落とも、古墳時代中期以降、集落と奥津城

たる高塚群集墳、地下式横穴墓や横穴墓群とセットと

なる遺跡空間を構成する。

　特に、古墳時代後・終末期になると、台地上には短

期的で小規模な集落が林立するようになる。これは後

期群集墳の盛行と展開に連動するようである。

　長期的で大規模な集落は、各地域における伝統的で

拠点的な集落、短期的で小規模な集落は、古墳時代後

期以降、新たに生活基盤を開拓し自立した集団の居住

地と考えられる。

　小丸川流域には、長期的で大規模な拠点的集落は未

検出である。その集落は、川南古墳群や持田古墳群内

やその付近に立地するであろう。

２．下耳切第３遺跡古墳時代集落の特質

【集落の範囲】

　下耳切第３遺跡の古墳時代終末期集落を総括する前

に、路線幅という性格から、集落のどの部分が調査さ

れたかを念頭に置く必要がある。

　先に、集落の変遷について言及したが、占地状況か

ら西から東へと展開していくことが判明した。

　調査区東端部分は遺構密度が薄く、谷際に面する。

一方調査区西側では、調査区外に遺構がさらに広がる

様相を示している。ただ、調査区外付近は、開析谷の

谷頭に近い点と、竪穴住居跡や掘立柱建物跡の配置は

等高線に沿って西から東への変遷する点を考慮するな

ら、それほど多くはないといえる。従って、集落の大

半が調査されたと考えたい。

　さらに、集落は墳墓群より南側には１軒（棟）も検

出されず、集落形成段階から墳墓群と境界を示す柵列

（ＳＹ１）が設置されていることから、墳墓群よりも

北側に限定されると考えられる。

　従って集落は、開析谷の北側縁辺で東西に広がる、

東西１６０ｍ前後、南北６０ｍ前後の範囲に展開していた

と予測される。

　なお、本遺跡において、生命の糧となる「水」を取
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水する井戸は検出されなかった。宮崎県下の古墳時代

集落では「井戸」の検出例が皆無である。特に台地上

では「井戸」の掘削は重要なはずである。

　現在でも、台地上には小河川が流れ、湧水点や窪地

が各所にみられること、開析谷が発達していることか

ら比較的容易に水の取得が可能であったのであろう。

【集落の構造と展開】

　集落の大半が調査されたとするならば、古墳時代終

末期の竪穴住居跡は８０軒前後となる、存続幅は約１００

年前後で１０前後の小画期に区分される。この場合一時

期竪穴住居跡１０軒で、単純計算すると１軒の存続（耐

用）年数は１０年前後というとなる。

　本遺跡における古墳時代終末期の集落構成は、大型

住居跡１軒と中・小型住居跡１０軒程度と掘立柱建物跡

（側柱建物１～２棟と総柱建物１棟）の図式が描ける。

その空間構成は、竪穴住居跡が掘立柱建物跡を取り囲

むような配置形態である。

　さらに、総柱建物跡の存在は、集落で管理する「倉

庫」の存在を示し、側柱建物跡は、竪穴住居の居住者

よりは有力な家族の居宅と目される。

　なお、大型住居跡の居住者よりさらに析出した家父

長層の居宅であったかも知れない。

　この図式は７世紀前半～中頃（Ｂ期～Ｄ期）まで推

移するが、７世紀後半段階に入ると、大型住居の消滅

と掘立柱建物跡が優勢となり、７世紀末前後には掘立

柱建物跡が主体で、少数の竪穴住居跡が付随する集落

形態へ変貌を遂げる。　

　集落の構成内容は、一時期に竪穴住居跡と掘立柱建

物跡あわせて合計７～１５軒（棟）と考えられる。これ

に倉庫的建物である総柱建物跡が１棟加わる。

　時期的には、Ｃ・Ｄ期（７世紀前半～中頃）が１５軒

（棟）、その他は７～１０軒（棟）で時期的な変動があり、盛

衰や消長が見出せる。この場合、集落人口は、１軒・棟に

つき４人住んでいたとすると一時期に２８～６０人となる。

　集落の構造は、竪穴住居跡主体と高床倉庫と側柱建

物跡（居宅）の１棟前後が併存するあり方が７世紀中

頃の基調であった。

　しかし、集落最終段階（Ｆ期）には規則的に配置さ

れる掘立柱建物主体へと集落構造が転換する。特にＥ

期以降に掘立柱建物の優勢が顕著化する。構成建物数

の減少と遺構配置形態の変化は、前段階までの様相と

は異なっている。

　この「古墳時代的集落」から「律令的集落」への変

貌の背景には、歴史的・社会的要素が深く関わってお

り、具体的には、土地・人民の直接支配や集落再編成

といった律令国家成立に向けた動きに連動しているも

のと考えられる。

　下耳切第３遺跡における古墳時代終末期～古代初め

集落の展開は、興味深いことに�等高線に対して斜交

（北西－南東方向）しつつ、直線的な住居・建物配置

（Ｂ・Ｄ－１・Ｆ－１期）⇒�東西方向（等高線に直

交）への拡散（Ｃ・Ｄ－２期・Ｅ－１期・Ｆ－２期）

と�に戻るサイクルを繰り返していた。Ｅ－２期のよ

うに、�居住域の二極化も看取できた。

　特に�に該当する期は、土器編年上・集落構成や内

容、規模等の画期にあたる時期である。

　このような、�⇒�⇒�への居住域の立地サイクル

は、集落の膨張と再編成を繰り返した結果とも考えら

れよう。

　特に�の等高線に斜交する直線的な居住域の占地の

あり方は、本遺跡と老瀬坂上第３遺跡に存する開析谷

の谷筋に対して直角になっている。開析谷（往還道）

を意識した住居・配置がとられたと考えられる。

　また、円面硯の出土は、識字層の存在を示すだけでな

く、律令制行政組織の末端組織にあたる「里長」的存在

の人物が起居する集落であることを表している。さら

に、円面硯は、集落を束ねる伝統的な有力家父長層が律

令制成立期（Ｆ期前後）において引き続きその立場が認

知された、権威の象徴と擬することもできよう。

　集落自体は、８世紀を境にして以後継続することなく

廃絶する。その背景として集落の移動といった人為的要

因と集落自体の衰退、自然発生的要因が考えられる。

　興味深い調査例として、本遺跡に北面する老瀬坂上

第３遺跡では、８世紀代の転用硯と８世紀後半段階の

蔵骨器が検出され、８世紀代も継続して人間活動の痕

跡をたどることが出来る。

　蔵骨器を官人の墓とするならば、老瀬坂上第３遺跡

は古代墓地の性格を帯び、「下耳切」集落廃絶の一因と

して、墓域設定による規制が働いたとも解せよう。上
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記については集落廃絶後、半世紀以上のヒアタスが生

じるので短絡的な解釈となるが、少なくとも、８世紀

後半代には墓地化する点は、周辺に日向国府の一翼を

担う在地的（下級）官人が起居する集落・居館が存在

していることを示唆するものである。「下耳切」集落廃

絶の要因として、選地上の理由や強制力を持った移転

がなされた、即ち官人墓地化や公権力による集落の再

編成（集住や選地の規定）によるものと考えたい。

　他方、蔵骨器が牛牧古墳群の一角に存することは、

古墳時代から続く有力家父長層または小首長層が在地

官人化や律令制支配機構に取り込まれていくあり様も

示すといえるだろう。

　

【竪穴住居跡における火処】

　最後に、竪穴住居における火処の選択性について言

及しておきたい。

　集落の形成から廃絶までを通して、各一時期におけ

る竪穴住居の大半は、カマドと土器埋設炉を併有す

る。

　他方、地床炉または土器埋設炉のみを有する竪穴住

居も存在し、それは各時期に１割程度存在することが

判明した。カマドと土器埋設炉を有する住居とは異な

る性格付けがなされたことを意味している。

　カマドを持たない点と、各時期１割程度存在する点

に着目すれば、地床炉か土器埋設炉のみを有する竪穴

住居は、集落構成員における下位集団の住居と想定さ

れる。もしくは、共同の「作業場」や「産屋」といっ

た性格も推測できよう。

　宮崎平野部では、カマドが導入される６世紀後半以

降、カマドを有せず、地床炉や土器埋設炉のみを火処

として選択する竪穴住居が存在する。その解釈として

「下耳切」集落の分析から、階層性ないし住居以外の

性格付与等を提示したい。

【墳墓群と集落の関係】

　本遺跡における古墳時代終末期の集落形成の開始期

は、７世紀前半（ＴＫ２１７古段階）とした。牛牧１号

墳や地下式横穴墓よりも後出する構図となる。

　従って、ＳＮ１・２等の墳墓群の被葬者は、本遺跡

で検出された集落の家父長層とは即断出来ない。

別個の家族墓である可能性が高い。

　しかし、柵列（ＳＹ１）を設けて集落域と墳墓域を

「区画」する意図が見られること、墳墓群を一貫して

意識したかの集落展開、そして集落形成開始期（Ｂ期）

以降も造墓活動が継続することは、出自関係を同じく

する、血縁的・擬制的な関係が強いことを表している。

　さらに、集落は墳墓群の造営時期と半世紀前後併行

するし、墳墓群の造営終了後も、墳墓群よりも南に展

開することなく、墳墓群を改変する痕跡もない。

　集落は、一貫して墳墓群と北側の開析谷に挟まれた

形で東西に展開したあり方を示し、墳墓群に規制され

たかの占地形態である。

　では、「下耳切集落」における家父長層の墓は何処に

位置しているのであろうか。

　後期群集墳内のおける各古墳は、家父長を中心とし

た家族の墓され、各家族は、数世代分のスペースを予

め確保する、つまり墓域を設定しているという。

　従って、Ｂ期以降に新規造墓され、かつＳＮ１や２

と従属関係を示さないＳＤ１やＳＴ３を候補に挙げた

い。特にＳＴ３は、ＳＮ１と遜色ない副葬品と構造を

有し、高塚古墳築造停止後の家父長層の墓にふさわし

いと考えられる。

　仮にＳＴ１・２の周溝内に存する地下式横穴墓の被

葬者は、有力家父長層から独立しえていない傍系親族

だとすると、ＳＴ３は自立（分村）を勝ち得た家父長

層の墓で、新たに墓域を獲得した集団、つまり「下耳

切」集落の家父長墓とみなしたい。

【「下耳切」集落の位置づけ】

　ところで、集落の立地状況を確認してみると、牛牧

古墳群の西端にあり、牛牧台地と下面の河岸段丘面と

小沖積地を結ぶ往還道の付近にある。牛牧台地と小丸

川を結ぶ道の存在を重視するならば、物資や情報と

いった拠点的位置づけが可能である。ＳＡ５４・６２の搬

入土器は、この位置づけを肯定する。　

　他方、牛牧１０号墳を古墳時代中期後半の築造とする

なら、牛牧古墳群内には、古墳群造営基盤たる中核的

な古墳時代中期～後期集落（母村）が存在する可能性

が強い。さらに、牛牧古墳群の後期群集墳としての隆

盛は、有力農民集団の勃興と生産力の増大に起因する
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と考えられる。

　従って、「下耳切」集落は、７世紀前葉（Ｂ期）の

時期に母村から独立した自営農民集団として分村を果

たした結果、居住地を新たに選定した（させられた）

のが、往還道に面する墳墓群の北側であったと位置づ

けられよう。

　「下耳切」集落は、古墳時代終末期～古代初という短

期間の存続幅で終焉を迎えるが、母村から分村を勝ち

得た集団から円面硯を有する、つまり牛牧古墳群内の

各集団ないし牛牧台地北縁部を掌握するまで勢力を伸

張していく構図が構築できる。

　そして、竪穴住居主体の「古墳時代」的集落から掘

立柱建物主体の「律令」的集落への変貌を読み取り可

能な集落であると考えられる。

【集落の基盤】

　「下耳切」集落は台地上の集落である。この生産基盤

は、台地上に立地するので、水田稲作ではなく畑作主

体と考えられる。

　東九州自動車道関連調査では、弥生時代中・後期の

例であるが、台地上に展開する集落の竪穴住居や周溝

状遺構内からイネ・コムギ・アワ・マメ科ササゲ属等

の栽培植物が検出されている>。

　自然科学分析では、古墳時代における遺跡周辺の環

境は、メダケ属（メダケ節やネザサ節）を主体として

ススキ属やチガヤ属、イネ科やヨモギ属なども生育す

る草原的な環境であったと考えられるという。

　また、遺跡周辺には部分的にイスノキ属などの照葉

樹林が分布していたと推定される。

　生業関連では、周辺でソバやアブラナ科などの畑作

や稲作が行われていたと推定されている。

　ＳＡ６０カマド内からイネの存在が自然科学的分析結

果から想定されており、台地上でもイネ（陸稲）栽培

が行なわれていた傍証となる。

ＳＡ３６出土の鉄鎌もそうである。

　竪穴住居跡内からは、石錘とともに磨石や台石、石

皿が出土する場合が多かった。ＳＡ４６のカマド内から

は磨石と敲石が３点埋納された形で出土した。石皿や

磨石の存在は古墳時代後期においても、食物を粉にす

る「粉食」が食生活の一部となっていたことを示すだ

けでなく、弥生時代と同様に古墳時代においてコムギ

等の粉食用植物が栽培されていたと想定される。

　一方、石錘の出土は、古墳時代においても魚網錘と

しての利用を示し、有肩打製石斧の存在は、根菜類の

採集を意味していると考えられる。

　食料生産と採集のみが、墳墓造営を含めた生活基盤

とはなりえず、別の生産基盤の存在を考慮せざるを得

ない。それは「牧畜」であると考えられる。

　『日本書紀』には、推古天皇と蘇我馬子との問答歌中

に「馬ならば日向の駒…」とあり、日向が古くから名

馬の産地であったことは広く知られている?。

　また、『延喜式』には、全国の馬牛牧、馬牧、牛牧

の場所が掲載されているが、日向に該当するものは、

馬牧３箇所、牛牧３箇所である。全国有数の牧畜が盛

んな場所であり、上記が官営牧のみの掲載なので私営

牧は多かったであろう。

　平城宮出土の和銅年間とされる「日向国牛皮４張」

木簡も牧畜の盛行を意味していよう。

　下耳切第３遺跡の立地する牛牧台地は、その名の通

り「牛牧」である。喜田貞吉氏は延喜式記載の「牛牧」

（野波野・長野・三野原）の比定試案を行い、長野に

は（高鍋町字中尾、中原）をあてている。中尾・中原

地区は下耳切第３遺跡から約１５�にあり、「牛牧」地区

はその東側に位置する。

　そのうえ、高塚古墳や地下式横穴墓に伴う馬埋葬土

坑から馬匹生産の存在が推定されている@。

　しかしながら、本遺跡では、牧畜や馬匹生産に関わ

る遺物や遺構、例えば轡や牧跡、馬歯等は検出されず、

直接的には牧畜と関連付けることは不可能であるが、

地名と馬埋葬土坑の存在は、牧畜の可能性を強く示唆

するものであると考えられる。さらに自然科学分析結

果によると、古墳時代終末期当時の周辺は草原的な環

境で、ススキ属などの草原が維持されるためには定期

的な刈り取りや火入れ（焼き払い）が必要であること

から、火入れなど人間による植生干渉が行われていた

可能性が考えられている。

　上記の古環境推定は、下耳切第３遺跡周辺が牧畜に

適した環境であることを示すの状況証拠と、解釈でき

よう。
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第３節　結語

　下耳切第３遺跡は、古墳時代終末期における集落と

墓制のあり方を具体的に示した。

　特に、�古墳時代終末期（古墳の終焉）における高

塚古墳の具体例、�地下式横穴墓終焉の様相、横穴墓

化のなかでの竪坑の変容過程、�古墳時代終末期にお

ける高塚古墳に寄生する地下式横穴墓のあり方、�古

墳時代終末期～古代の集落構造や墓域との関係を考え

る上で重要な材料を提供すると考えられる。
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写真図版１

調査地周辺地形（牛牧台地縁辺部）

牛牧１号墳完堀状況�（南から） 牛牧１号墳完堀状況�（南から）

牛牧１号墳調査前状況（西から） 牛牧１号墳表土除去状況（墳頂部）

古
墳
時
代
終
末
期
の
墳
墓
（
牛
牧
１
号
墳
）
�



写真図版２

牛牧１号墳主体部全景

第２主体部（ｂ）遺物出土状況 第４主体部遺物出土状況

主体部木棺復元状況（第２主体部付近） 第２主体部（ａ）遺物出土状況

古
墳
時
代
終
末
期
の
墳
墓
（
牛
牧
１
号
墳
）
�



写真図版３

周溝内焼土検出状況（西から） 周溝内遺物出土状況（北から）

周溝内土層堆積状況（ＳＴ６付近） 周溝内土層堆積状況（ＳＴ７付近）

第１主体部棺台掘り込み状況�（西側） 第１主体部棺台掘り込み状況�（北側）

第２主体部土層堆積状況�（西側） 第２主体部土層堆積状況�（北側）

古
墳
時
代
終
末
期
の
墳
墓
（
牛
牧
１
号
墳
）
�



写真図版４

牛牧１号墳墳丘盛土断面

牛牧１号墳墳丘盛土（西側） 墳丘基底面の状況

牛牧１号墳墳丘盛土（北側） 牛牧１号墳墳丘盛土（東側）

古
墳
時
代
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末
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牧
１
号
墳
）
�



写真図版５

牛牧１５号墳（ＳＮ２）全景（南から）

ＳＮ２周溝内土層堆積状況（南から） ＳＮ２周溝内遺物出土状況

ＳＮ２周溝検出状況（西から） ＳＮ２完掘状況（垂直方向）
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写真図版６

ＳＴ２竪坑部土層堆積状況（北から） ＳＴ２竪坑・玄室内状況（西から）

ＳＴ２近景（北から） ＳＴ２検出状況（ＳＮ２より）

ＳＴ１羨門部状況 ＳＴ１玄室内状況

ＳＴ１全景（南から） ＳＴ１竪坑土層断面（東から）

古
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）
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写真図版７

ＳＴ３全景（南から）

ＳＴ３初葬時羨門部板閉塞施設 ＳＴ３追葬時石閉塞状況

ＳＴ３竪坑内土層堆積状況（西より） ＳＴ３竪坑初葬時床面土層（西より）

ＳＴ３竪坑遺物出土状況
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）
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写真図版８

ＳＴ４竪坑土層堆積状況 ＳＴ４玄室内状況

ＳＴ３玄室内遺物出土状況 ＳＴ４完掘状況

ＳＴ３玄室右側壁部状況 ＳＴ３玄室左側壁部状況

ＳＴ３玄室全景 ＳＴ３羨門部全景

古
墳
時
代
終
末
期
の
墳
墓
（
地
下
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）
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写真図版９

ＳＴ６玄室内状況（東から） ＳＴ６完掘状況

ＳＴ６検出状況 ＳＴ６羨門部状況

ＳＴ５完掘状況 地下式横穴墓調査風景

ＳＴ５検出状況 ＳＴ５羨門部状況

古
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下
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墓
）
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写真図版１０

ＳＴ７完掘状況

ＳＴ７竪坑と「竪坑接続盛土」 ＳＴ７「竪坑接続盛土」上面遺物出土状況

ＳＴ７竪坑内遺物出土状況 ＳＴ７玄室から竪坑を望む

古
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写真図版１１

ＳＴ８完掘状況

ＳＴ８追葬時竪坑掘削面（北から） ＳＴ８玄室内遺物出土状況（左側壁付近）

ＳＴ８竪坑内土層堆積状況 ＳＴ８竪坑内遺物出土状況（初葬時）

古
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）
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写真図版１２

ＳＮ１とＳＵ２の位置関係 ＳＵ２遺物出土状況（東から）

ＳＵ２検出状況（南から） ＳＵ２完掘状況（東から）

ＳＤ２遺物出土状況（西から） ＳＤ３遺物出土状況

ＳＤ１完掘状況（南から） ＳＤ１土層堆積状況（東から）

古
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竪穴住居跡と掘立柱建物跡�

写真図版１３

下耳切第３遺跡古墳時代集落近景
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写真図版１４

竪穴住居跡と掘立柱建物跡�

古
墳
時
代
終
末
期
〜
古
代
の
集
落
跡
�

ＳＡ１３遺物出土状況（西から） ＳＡ１３完掘状況（南から）

ＳＡ２７覆土堆積状況（西から） ＳＡ７２土層断面（西から）



写真図版１５
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竪穴住居跡と掘立柱建物群�

ＳＡ５４遺物出土状況（南から） ＳＡ６９完掘状況（西から）

ＳＡ２８完掘状況（西から） ＳＡ４０・４１完掘状況（南から）



写真図版１６

ＳＢ３５・３９完掘状況（東から） ＳＢ４５～４７完掘状況

ＳＢ１２・２１完掘状況（南から） ＳＢ１８・２６・３３・３４完掘状況（南から）

ＳＢ３完掘状況（南から） ＳＢ７検出状況（東から）

ＳＡ３１・３３・３５貼床下状況（西から） ＳＡ７４貼床下状況
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写真図版１７

ＳＡ３７カマド（南から） ＳＡ４４カマド（南から）

ＳＡ２カマド（南から） ＳＡ６４カマド（南から）

ＳＡ１９カマド検出状況（南から） ＳＡ１９カマド縦断土層（東から）

ＳＢ３柱穴土層断面（東から） ＳＢ２５柱穴土層断面（北から）

古
墳
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代
終
末
期
〜
古
代
の
火
処
�


